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講義コード 11C0272801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 アジア経済史 島田　竜登 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
16世紀から20世紀半ばにかけてのアジア経済史を概説する。特定の地域や一国の経済史分析に偏ることなく、できる限りま
んべんなくアジア各地の経済を長期的視野の下に概観することにつとめたい。なお、世界経済全体ならびに日本経済の動向
を意識しながら講義を進めることにする。

到 達 目 標 16世紀から20世紀半ばという長期的な視点で、アジア全般にわたる広域的観点から、現在のアジア経済を見る目を養い、多
様なアジア経済の特質を歴史的に理解し、説明できるようになることを目標とする。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業外学修としては復習を中心に進めること。各回の授業で扱ったトピックについて、授業で紹介した参考文献を読むなど、
インターネット等で復習を行うこととし、授業外に計60時間以上の学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 問題の所在
【第 2 回】 銀と大航海時代
【第 3 回】 オランダ東インド会社の貿易
【第 4 回】 近世植民都市バタヴィア
【第 5 回】 近世の中国とインド
【第 6 回】 イギリス産業革命とアジア
【第 7 回】 農業発展の２つのあり方
【第 8 回】 アジアの工業化と域内貿易
【第 9 回】 東南アジアと移民
【第10回】 金本位制度とアジアの通貨
【第11回】 世界恐慌とアジア経済
【第12回】 近代日本とアジア経済①：台湾経済
【第13回】 近代日本とアジア経済②：朝鮮経済

成績評価の方法 到達目標の達成度をはかる視点から、期末レポート（70％）および毎回のリアクションペーパー（30％）で評価する。
フィードバックの内容 毎回のリアクションペーパーに対するフィードバックを翌週授業内にて行う。
教 科 書

指 定 図 書
『グローバル経済史』水島司、島田竜登（放送大学教育振興会）2018、『アジア経済史研究入門』水島司、加藤博、久保亨、
島田竜登（名古屋大学出版会）2015、『構造化される世界 14～19世紀（岩波講座世界歴史第11巻）』小川幸司・島田竜登（岩
波書店）2022

参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。また、メール（shimada.

classroom@gmail.com）でも受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0273002 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 アメリカ経済史 水野　里香 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
この講義は、現代にいたるアメリカの歴史を経済史の視点から理解することを目的とする。
前半では、アメリカ発見から植民地時代、そして独立を経て、経済大国となる19世紀末までのアメリカについて取り上げる。
そして後半では、アメリカが政治・経済的に国外への関与を深めてゆく20世紀初頭から、世界において中心的位置を占める
ようになった現代までを取り上げて解説する。

到 達 目 標
・授業で取り上げた個別の事項を説明できるようになることに加え、その発生要因と結果および影響について理解できるよ
うにする。
・アメリカ経済社会の発展過程について理解を深めるとともに、アメリカにおいて生じた経済的な諸事象が持つ意味を、現
代の世界経済との対比から学び、理解する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

・配布資料などを振り返り、授業内で学んだ事柄を、自身の言葉で説明できるようにする。
・理解が不十分な箇所については、下記に掲げた参考図書等を用いて学習する。
・これらを合わせ、授業外に計60時間以上の学修を行う。

授 業 計 画

【第 1 回】 イントロダクションおよびアメリカ発見と植民地
時代

【第 2 回】 独立革命と新国家の成立
【第 3 回】 南北戦争
【第 4 回】 巨大企業の登場
【第 5 回】 革新主義運動の展開
【第 6 回】 第一次世界大戦とアメリカ
【第 7 回】 世界大恐慌の発生とニューディール政策

【第 8 回】 第二次世界大戦とアメリカ
【第 9 回】 戦後の国際秩序の形成
【第10回】 IMF・GATT 体制
【第11回】 戦後の国内経済の盛衰
【第12回】 新自由主義からニューエコノミーへ
【第13回】 グローバリゼーションと現代

成績評価の方法 毎回の授業内で取り組む課題（小問）によって評価する（100％）。
フィードバックの内容 ・授業で出題した小問の解説を行う。

・授業内容に関する質問がある場合は回答し、その内容は皆で共有できるようにする。
教 科 書 『入門アメリカ経済 Q&A100』坂出健、秋元英一、加藤一誠編著（中央経済社）2019
指 定 図 書

参 考 書
『シリーズ　アメリカ合衆国史①～④』和田光弘、貴堂嘉之、中野耕太郎、古矢旬著（岩波新書）2019-2020、『新訂欧米経済
史』藤瀬浩司（放送大学教育振興会）2004、『アメリカ経済史』岡田泰男（慶應義塾大学出版会）2000、『アメリカ史（世界
各国史）』紀平英作（編）（山川出版社）1999

教員からのお知らせ ポータルサイトを利用し、各授業の案内を掲載します（授業資料の配布を含む）。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 資料を前もって学生に提示する反転授業、講義中に課す小問へのフィードバック、学生からの講義内容への質問に対する回

答、その共有も行います。
実践的な教育内容
そ の 他 講義の進捗状況により、授業計画に変更や修正が生じる可能性がありますが、その場合は事前に連絡します。
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講義コード 11C0118901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 アメリカ経済論１ 宮﨑　礼二 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

本講義はアメリカ経済への理解を深めるだけでなく、アメリカ合衆国を知ることで日本と世界の経済についても相対的に捉
えられるようにすることを目的としている。日米両国は、第二次世界大戦では敵国、戦後には最大の同盟国、さらには緊密
な経済関係を築いてきた。アメリカ合衆国を知ることなしに、今日の日本経済を知り得ることはない。そのためにも、アメ
リカ経済の特質を把握しなければならない。本講義は、現代アメリカ経済の特徴と特質を読み解くための知識の習得を目的
とする。
後期開講「アメリカ経済論２／アメリカ経済 B」も履修することが望ましい。

到 達 目 標

１．新聞の経済欄のアメリカ関係の情報を理解できる。
２．アメリカ経済の特殊性を説明できる。
３．本年実施の大統領選挙の動向について解説できる。
４．民主党・共和党の政策志向の相違について説明できる。
５．講義内容を簡潔かつ的確にノートテーキングできる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

各授業２時間（事前学習１時間＋事後学習１時間）計60時間以上の授業外学習が必須である。
事前学習：前回講義で指示されたテーマを新聞や雑誌などから情報収集して、内容を整理する。
事後学習：毎回の講義で課される課題に取り組む。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス ＆ イントロダクション
【第 2 回】 アメリカ合衆国の概観
【第 3 回】 基礎知識①：人工国家アメリカ
【第 4 回】 基礎知識②：統治機構の特徴
【第 5 回】 現代アメリカ経済の始動①：南北戦争
【第 6 回】 現代アメリカ経済の始動②：貿易構造
【第 7 回】 現代アメリカ経済の始動③：ニューディール政策

【第 8 回】 建国の理念と経済政策を巡る対抗関係：共和党 vs.
民主党

【第 9 回】 自由貿易の背景と政策①
【第10回】 自由貿易の背景と政策②
【第11回】 冷戦と軍産複合体の成立
【第12回】 戦後アメリカ経済から考えるトランプ大統領の再

登場
【第13回】 総括

成績評価の方法 期末試験によって評価する（100％）。
フィードバックの内容 適宜、講義中、講義後に質問を受けつける。
教 科 書 『現代アメリカ経済分析』中本・宮﨑（日本評論社）2013
指 定 図 書
参 考 書 『アメリカ経済政策入門』コーエン＆デロング（みすす書房）2017、『現代アメリカ経済史』谷口明丈・須藤功編（有斐閣）

2018、『アメリカ経済政策史』萩原伸次郎（有斐閣）1996
教員からのお知らせ 参考文献については講義でも適宜紹介する。
オフィスアワー Open LMS からメール連絡。
アクティブ･ラーニングの内容 ・意見共有：挙手による意見表明の共有

・反転授業：授業外でのオンディマンド動画視聴
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0118902 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 アメリカ経済論２ 宮﨑　礼二 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本講義は、現代アメリカの長期的な世界システムのポジションを明らかにすることを目的に、アメリカ経済の変遷を解説す
る。とりわけ、政権ごとの経済政策の特徴を捉えながら、それがどのような帰結をもたらし、次の時代の経済を形成してき
たのかを具体的に学習する。そして、トランプ大統領の再登場から、アメリカ経済社会の特質を明らかする。

到 達 目 標

１．新聞の経済欄のアメリカ関係の情報を理解できる。
２．アメリカ経済の特殊性を説明できる。
３．2024大統領選挙の動向と結果について解説できる。
４．民主党・共和党の政策志向の相違について説明できる。
５．講義内容を的確・簡潔にノートテーキングできる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

各授業２時間（事前学習１時間＋事後学習１時間）計60時間以上の授業外学習が必須である。
事前学習：前回講義で指示されたテーマを新聞や雑誌などから情報収集して、内容を整理する。
事後学習：毎回の講義で課される課題に取り組む。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス ＆ イントロダクション
【第 2 回】 レーガノミクス①：アメリカ経済の「衰退」
【第 3 回】 レーガノミクス②：新自由主義の台頭１
【第 4 回】 レーガノミクス③：新自由主義の台頭２
【第 5 回】 クリントン政権①：ポスト冷戦と経済再生戦略
【第 6 回】 クリントン政権②：ニューエコノミー論
【第 7 回】 リーマンショック：住宅バブルの形成と崩壊

【第 8 回】 オバマ政権①：“Change”への期待
【第 9 回】 オバマ政権②：「中間層」の経済へ
【第10回】 トランプ政権誕生の背景
【第11回】 2020年大統領選挙の帰結」「分断」のアメリカ
【第12回】 バイデン政権の経済政策：BIDENomics
【第13回】 トランプ大統領の再登場：MAGAnomics

成績評価の方法 期末試験100％で評価する。
フィードバックの内容 授業中・授業後に質問を受けつける。
教 科 書 『現代アメリカ経済分析』中本悟・宮﨑礼二編（日本評論社）2013年

指 定 図 書
『アメリカン・グローバリズム』中本悟編（日本経済評論社）2007年、『現代アメリカ経済－アメリカン・グローバリゼーショ
ンの構造』萩原伸次郎・中本悟編（日本評論社）2005年、『現代アメリカ経済史』谷口明丈・須藤功編（有斐閣）2018年、『ア
メリカ経済政策史』萩原伸次郎（有斐閣）1996年

参 考 書
『アメリカン・グローバリズム』中本悟編（日本経済評論社）2007年、『現代アメリカ経済－アメリカン・グローバリゼーショ
ンの構造』萩原伸次郎・中本悟編（日本評論社）2005年、『現代アメリカ経済史』谷口明丈・須藤功編（有斐閣）2018年、『ア
メリカ経済政策史』萩原伸次郎（有斐閣）1996年、『アメリ経済政策入門』コーエン＆デロング（みすず書房）2017、『The
Triumph of Injustice』E. Saez & G. Zucman（W.W. Norton & Co.）2019

教員からのお知らせ 参考書については適宜授業内で紹介する。
オフィスアワー Open LMS を通じてのメールでのコンタクト。
アクティブ･ラーニングの内容 ・意見共有：挙手による意見表明の共有

・反転授業：授業外でのオンディマンド動画教材の利用
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0105501 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 アメリカの文化と社会１ 小沢　奈美恵 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
アメリカ史をスピーチ、重要文書、映像を通して学習する。アメリカ特有の起業精神と、その影で軽視されがちなマイノリ
ティの人権問題を対比しながら考察する。リンカン、ローズヴェルト、ケネディ、オバマ、トランプ、バイデンなど歴代大
統領の演説や公民権運動活動家のキング牧師やマルコム X、起業家としては石油王のロックフェラー、CNN 創設者ターナー、
アップル創業者ジョブズ，、テスラやスペース X 創業者マスクも扱う。

到 達 目 標
１．高校レベルより専門的なアメリカ史を理解できる。
２．アメリカの有名なスピーチの言葉を学ぶことができる。
３．アメリカの人種問題、性差別の問題、環境問題、起業精神などを理解できる。
４．上記の内容について、所見を記述できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行う。
１．次の授業に備えて教科書を読み、Open LMS の内容理解に関する小テストに備える。
２．授業で与えられた課題に対して、掲示板に意見を書く。

授 業 計 画

【第 1 回】授業内容の紹介、パトリック・ヘンリーの演説と独立革命：独立宣言、合衆国憲法、権利章典における自由と平
等の矛盾

【第 2 回】マニフェスト・デスティニー（明白な運命）と先住民族の悲劇
【第 3 回】アメリカのフェミニズム運動の夜明け：女性の独立宣言
【第 4 回】南北戦争と奴隷制：エイブラハム・リンカンのゲティスバーグの演説 vs. 逃亡奴隷フレデリック・ダグラスの演

説
【第 5 回】アメリカの起業家：ジョン・D・ロックフェラーと巨大石油帝国
【第 6 回】F・D・ローズヴェルトの炉端談義：大恐慌に対するニューディール政策と第二次世界大戦への参戦
【第 7 回】ジョン・F・ケネディの大統領就任演説とケネディ兄弟による公民権運動への関わり方
【第 8 回】キング牧師の人種統合とマルコム・X のブラック・ナショナリズム
【第 9 回】LGBTQ の運動：1970年代の胎動期から21世紀の同性婚へ
【第10回】環境問題の告発：レイチェル・カーソンからアル・ゴアへ
【第11回】アメリカのメディア革命：テッド・ターナーによる CNN から現代のジャーナリズムへ
【第12回】アメリカの起業精神：スティーブ・ジョブズとイーロン・マスク
【第13回】2008年度、2016年度、2020年度、2024年度の大統領選比較：オバマ大統領、トランプ大統領、バイデン大統領の

各種演説
成績評価の方法 教科書理解度テスト（30％）掲示板への書き込み（30％）定期テスト（40％）どれか一つを行わない場合は、不可とします。

フィードバックの内容
１．教科書の読解に関して、小テストを行い、解説します。
２．LMS で、授業課題に意見を述べてもらうので、その結果についてコメントします。
３．質問は、授業内のチャットで受け付けます。

教 科 書 『アメリカの歴史を知るための65章』富田虎男、鵜月裕典、佐藤円（明石書店）2022年

指 定 図 書

『アメリカ史〈１〉（世界歴史大系）』有賀 貞（著），大下 尚一（著），志邨 晃佑（著），平野 孝（著）（山川出版社）1994、
『アメリカ史〈２〉1877年 ~1992年（世界歴史大系）』　有賀 貞（著），大下 尚一（著），志邨 晃佑（著），平野 孝（著）（山
川出版社）1993年、『民衆のアメリカ史〈上巻〉1492年から現代まで（世界歴史叢書）』ハワード・ジン（富田虎男、平野孝、
油井大三郎訳）（明石書店）2005年、『民衆のアメリカ史〈下巻〉1492年から現代まで（世界歴史叢書）』ハワード・ジン（富
田虎男、平野孝、油井大三郎訳）（明石書店）2005年、『オリバー・ストーンが語る もうひとつのアメリカ史 １ 二つの世界
大戦と原爆投下』オリバー・ストーン、ピーター・カズニック（早川書房）2013年、『オリバー・ストーンが語る もうひと
つのアメリカ史 : ２ ケネディと世界存亡の危機』オリバー・ストーン、ピーター・カズニック（早川書房）2013年、『オリ
バー・ストーンが語る もうひとつのアメリカ史 : ３ 帝国の緩やかな黄昏』オリバー・ストーン、ピーター・カズニック（早
川書房）2013年

参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー オフィスアワーは水曜の３時限です。ozawa@ris.ac.jp に予め連絡してアポイントを取って下さい。メールや LMS での質問

も受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学修。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0105601 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 アメリカの文化と社会２ 小沢　奈美恵 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
オバマ政権、トランプ政権、バイデン政権を比較しながら、映画の中に反映する現代アメリカの表象を読み解いていく。映
画はフィクションで事実ではないが、大衆が求めるもの、メディアが広めたいもの、特権階級とメディアの関係などが浮か
び上がる。現代アメリカの政治、経済、外交、宗教、サブカルチャー、テクノロジー、ジェンダー、セクシュアリティ、
ファッション、人種、移民、環境などの観点から現代アメリカ社会を考察する。

到 達 目 標
１．各政権時代のアメリカ社会の諸問題を理解し、比較できる。
２．メディア報道・映画と実態の違いを比較することで、メディア・リテラシーの重要性を認識できる。
３．現代のアメリカと世界の関わりについて、自分の考えを形成できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行う。
１．毎回授業で教科書内容理解に関する小テストを行うので、教科書を読み、準備を行う。
２．映画を見て、授業で出された課題について LMS 上で考えを記す。
３．授業で紹介する映画や参考書を参照して、より理解を深める。

授 業 計 画

【第 1 回】 授業内容の解説 格差社会とトランプ政権誕生の背景：『ジョーカー』『タイム』『キャピタリズム－マネーは踊る』
他

【第 2 回】 パンデミック：『コンテイジョン』『ソングバード』他
【第 3 回】 移民問題：『ウェスト・サイド・ストーリー』『不法移民と30日間』『マークスマン』他
【第 4 回】 主流白人と BLM 運動：『テッド』『ブラック・パンサー』『私はあなたのニグロではない』他
【第 5 回】 ユダヤ系アメリカ人と BLM 運動：『ミュンヘン』『ブラックパンサー』『ブラック・クランズマン』他
【第 6 回】 ジェンダー・セクシュアリティ・ファッション：『バービー』『ビリーブ 未来への大逆転』他
【第 7 回】 キリスト教原理主義とジェンダー：『ジーザス・キャンプ～アメリカを動かすキリスト教原理主義』『ある少年の

告白』『ムーンライト』他
【第 8 回】 テクノロジーとメディアの変質：『ペンタゴン・ペーパーズ　最高機密文書』『グレート・ハック SNS 史上最悪の

スキャンダル』『フィフス・エステート / 世界から狙われた男』他
【第 9 回】 AI と人間：『2001年宇宙の旅』から『ブレードランナー』、『ブレードランナー2049』へ
【第10回】 障害者と共に生きる：『Coda コーダ あいのうた』他
【第11回】 原爆神話とその解体 :『ゴジラ』『オッペンハイマー』『アトミック・カフェ』他
【第12回】 食文化の分断：『アメリカン・サイコ』『ファウンダー ハンバーガー帝国のヒミツ』他
【第13回】 未来を創るミレニアル世代と Z 世代：『ブックスマート』『行き止まりの世界に生まれて』他

成績評価の方法
１．毎回の授業で行う教科書内容理解度小テスト（30％）
２．LMS への書き込みによる授業参加度（30％）
３．期末テスト（40％）
上記３つの内一つでも行わない場合は不可とする。

フィードバックの内容
１．教科書の読解力に関して、LMS で小テストを行い、学生側からも結果を確認できるようにします。
２．LMS への書き込み内容について授業内でコメントを行います。
３．授業のチャットや授業外のメールを利用して、内容の質問を受けます。

教 科 書 『映画で読み解く現代アメリカ：トランプ政権～バイデン政権（仮題）』巽孝之監修、小澤奈美恵・塩谷幸子・塚田幸光編集
（明石書店）2025年出版予定

指 定 図 書 『白人ナショナリズム - アメリカを揺るがす「文化的反動」』渡辺靖（中央公論新社）2020年、『歌と映像で読み解くブラッ
ク・ライヴズ・マター』藤田正（シンコーミュージック）2020年

参 考 書 『9.11とアメリカ：映画にみる現代社会と文化』越智道雄監修、小澤奈美恵・塩谷幸子編集（鳳書房）2008年、『映画で読み
解く現代アメリカ：オバマの時代』越智道雄監修、小澤奈美恵・塩谷幸子編集（明石書店）2015年

教員からのお知らせ 扱う映画には、多少の変更が出る可能性があります。詳細の参考文献は授業で紹介します。
オフィスアワー 水曜３時限がオフィスアワーです。予め、ozawa@ris.ac.jp へのメールでアポイントを取り、314研究室を訪ねてください。

メールや LMS にも対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習、教員によるフィードバックによる振り返り。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0273701 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 中級マクロ経済学２／EREマクロ演習 慶田　昌之 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 ２年生のマクロ経済学を学んだ後に、経済成長と景気循環に関する通時的マクロ経済モデルの考え方の理解を深め、経済学

検定試験（ERE ミクロ・マクロ）のマクロ分野の問題の演習をする。
到 達 目 標 通時的マクロ経済モデルを用いて経済成長と景気循環に関する分析が可能となるように、モデルに習熟する。経済学検定試

験（ERE ミクロ・マクロ）のマクロ分野の問題を解けるようになる。
授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この講義の授業外学習時間は60時間必要である。教科書を読み、理解できない点を明らかにして講義に臨むこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 新古典派成長モデルの含意と実証的事実（１）
【第 2 回】 新古典派成長モデルの含意と実証的事実（２）
【第 3 回】 情報の非対称性と資金調達（１）
【第 4 回】 情報の非対称性と資金調達（２）
【第 5 回】 担保と資金調達
【第 6 回】 協調の失敗：サーチ・モデル
【第 7 回】 内生的成長モデル（１）
【第 8 回】 内生的成長モデル（２）
【第 9 回】 内生的成長モデル（３）
【第10回】 情報の不完全性と金融政策（１）
【第11回】 情報の不完全性と金融政策（２）
【第12回】 名目価格の硬直性と金融政策（１）
【第13回】 名目価格の硬直性と金融政策（２）

成績評価の方法 講義内の小テストの成績による（100％）。
フィードバックの内容 授業内でフィードバックする。
教 科 書 『新しいマクロ経済学 : クラシカルとケインジアンの邂逅』齊藤 誠（有斐閣）2006、『CBT ERE ミクロ・マクロ 経済学検定

試験 対策問題集』経済法令研究会（経済法令研究会）2021
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 『マクロ経済学基礎』『マクロ経済学』の単位を修得済みであることが望ましい。この講義内容を理解するためには、数学、

特に微分の知識を必要とする。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有
実践的な教育内容
そ の 他 この講義は、『中級マクロ経済学』とセットで受講することを推奨する。この講義においても ERE の問題演習を行う。

講義コード 11C0105901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 異文化コミュニケーション１ ホーマン　由佳 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
異文化理解とは、外国語習得や外国人との交流を意味するだけではなく自己と他者の関係を考えることである。この授業で
は、「英語」と「異文化コミュニケーション」を同時に学ぶことで、英語力と異文化対応力の両方を身につけることを目的と
する。外国人から見た日本の常識について書かれた英文を読むことで、英文読解力の強化と異文化対応スキルを学ぶ。

到 達 目 標

１）異なる文化的背景を持つ人とのコミュニケーションを前向きにとらえることができる。
２）自分の物差しだけで物事をとらえない習慣を身につけることができる。
３）異文化間のコミュニケーションで生じうる誤解の原因を見つけるメソッドを使って分析できる。
４）非言語と言語コミュニケーションに関する知識を英語で理解できる。
５）異文化対応スキルを使って英語でアクティビティができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

指定教科書の復習。
授業外学修時間は60時間以上。

授 業 計 画

【第 1 回】 What is Cross Cultural Communication?
【第 2 回】 The Japanese Bow
【第 3 回】 Smiles
【第 4 回】 Eye Contact
【第 5 回】 Touching Behavior
【第 6 回】 Hand Gestures
【第 7 回】 Body Movements
【第 8 回】 Space
【第 9 回】 Same Words Different Meaning
【第10回】 Intonation
【第11回】 Succinct or Elaborate
【第12回】 Personal or Contextual
【第13回】 Goal or Process Oriented

成績評価の方法 レポートなどの提出物（50％）と期末テスト（50％）
フィードバックの内容 課題に対する講評を翌週の授業内で行う。
教 科 書 『What Do You Mean?』Kyoko Yashiro（金星堂）2019年
指 定 図 書
参 考 書 『異文化間コミュニケーション入門』鍋倉健悦（丸善ライブラリー）2015年
教員からのお知らせ 教科書は英文で書かれているため、英文読解力が必要。受講者は TOEIC350点以上程度の英語力があることが望ましい。
オフィスアワー 水曜昼休み
アクティブ･ラーニングの内容 グループワーク、プレゼンテーション
実践的な教育内容 外資系航空会社客室乗務員と通訳者の経験がある教員が、「英語」と「異文化コミュニケーション」を教える。
そ の 他
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講義コード 11C0106001 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 異文化コミュニケーション２ ホーマン　由佳 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
さまざまな文化が混在する現代社会において、異文化理解の重要性がますます高まっている。異文化理解とは、外国語習得
や外国人との交流を意味するだけではなく、自己と他者の関係を考えることである。この授業では、異なる文化的背景を持
つ人との間に生じる誤解の原因や対処法を学ぶことを目的とする。授業では、文化的背景が異なることによって起きた誤解
の事例を取り上げ、誤解の原因を探る分析方法を身につける。

到 達 目 標

１）異なる文化的背景を持つ人とのコミュニケーションを前向きにとらえることができる。
２）自分の物差しだけで物事をとらえない習慣を身につけることができる。
３）異文化間のコミュニケーションで生じうる誤解の原因を見つけるメソッドを使って分析できる。
４）非言語と言語コミュニケーションに関する知識を英語で理解できる。
５）異文化対応スキルを使って英語でアクティビティができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

指定教科書の復習。
授業外学修時間は60時間以上。

授 業 計 画

【第 1 回】 言語コミュニケーションと非言語コミュニケーション
【第 2 回】 異文化適応力チェック
【第 3 回】 異文化コミュニケーション実践（１）
【第 4 回】 異文化コミュニケーション実践（２）
【第 5 回】 異文化コミュニケーション実践（３）
【第 6 回】 対立管理スタイル
【第 7 回】 シンパシーとエンパシー
【第 8 回】 DIE メソッド
【第 9 回】 DIE メソッド
【第10回】 カルチャーショック
【第11回】 アサーティブコミュニケーション
【第12回】 エポケー
【第13回】 総括

成績評価の方法 レポートなどの提出物（50％）とテスト（50％）
フィードバックの内容 課題のフィードバックを授業内で公開する。
教 科 書 『What Do You Mean?』Kyoko Yashiro（金星堂）2019年、『異文化コミュニケーション・ワークブック』八代京子、荒木晶

子、樋口容視子、山本志都、コミサロフ喜美（三修社）2001年
指 定 図 書
参 考 書 『異文化間コミュニケーション入門』鍋倉健悦（丸善ライブラリー）2015年
教員からのお知らせ 教科書は英文で書かれているため英文読解力が必要なので、受講者は TOEIC350点以上程度の英語力があることが望ましい。
オフィスアワー 水曜昼休み
アクティブ･ラーニングの内容 ディスカッション、グループワーク
実践的な教育内容 外資系航空会社客室乗務員と通訳者の経験がある教員が、「英語」と「異文化コミュニケーション」を教える。
そ の 他
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講義コード 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 英語リーディング１ 各担当教員 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

主にリーディング力を養う。近年、世界に流れる情報をすばやく捉えて読みとる能力が要求され、社会人になってからもこ
うした英語の読解力が求められているため、速読力の向上を重視する。授業では、高校までに習ったベーシックな文法や英
文読解の技術を復習しながら、速読で内容を把握できる力を訓練する。また、より高度な文にも対応できるよう、基礎的語
彙を増やし正確な文法に支えられた読解力を培う。さらに TOEIC の問題形式に慣れることを目的とする。この訓練によっ
て、結果的に TOEIC リーディング・セクションのスコアを伸ばす効果を引き出すことを目指す。

到 達 目 標

１．語彙数を高校レベルより200～300語程度増やす。
２．英文をすばやく読むために必要な正確な文法を習得する。
３．英文をざっと読んで（scanning/skimming）、大意をつかむ。
４．シャドーイングや音読で英語のリズムを身につけ、自然なスピードの英語に慣れる。
５．日常生活に必要な基礎的な英語を読んで理解でき、英語の質問に英語で回答し、内容説明ができる。
６．TOEIC のリーディング・セクションの問題形式を理解する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．次の授業に向けて教科書等を読み、理解する。
２．担当講師から与えられた課題を行う。
３．単語等、前回学習した内容を復習する。
４．テレビ、ラジオなどの語学講座や、インターネット上の英語関連サイト、参考書等を有効に使う。
上記の学修を自身で各15時間以上行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 読解の基本的テクニックと語彙習得（１）
【第 2 回】 読解の基本的テクニックと語彙習得（２）
【第 3 回】 基礎的文法と文構造の理解（１）
【第 4 回】 基礎的文法と文構造の理解（２）
【第 5 回】 速読
【第 6 回】 多読
【第 7 回】 精読・熟読
【第 8 回】 リーディングとスピーキング（１）
【第 9 回】 リーディングとスピーキング（２）
【第10回】 TOEIC リーディング・セクションの基本的攻略法
【第11回】 TOEIC リーディング・セクション模擬問題
【第12回】 TOEIC 団体試験受験直前対策（１）
【第13回】 TOEIC 団体試験受験直前対策（２）

成績評価の方法 各種テストや課題提出（60％）、授業への取り組み姿勢（40％）
フィードバックの内容 課題や小テストに対する講評を授業内で行う。

アクティブ・ラーニングの内容に講評を加える。
教 科 書 各担当講師の指示に従う。
指 定 図 書 『公式 TOEIC Listening & Reading 問題集11』Educational Testing Service（著），国際ビジネスコミュニケーション協会

TOEIC 運営委員会（編集）（国際ビジネスコミュニケーション協会）2024年
参 考 書
教員からのお知らせ ①教科書や辞書は担当の先生の指示に従ってください。

② TOEIC 団体試験の受験を奨励します。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、メール等で各先生と連絡を取ってください。
アクティブ･ラーニングの内容 グループワーク、プレゼンテーションを行う。
実践的な教育内容
そ の 他
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あ

講義コード 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 英語リーディング２ 各担当教員 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

主にリーディング力を養う。近年、世界に流れる情報をすばやく捉えて読みとる能力が要求され、社会人になってからもこ
うした英語の読解力が求められているため、速読力の向上を重視する。授業では、高校までに習ったベーシックな文法や英
文読解の技術を復習しながら、速読で内容を把握できる力を訓練する。また、より高度な文にも対応できるよう、基礎的語
彙を増やし正確な文法に支えられた読解力を培う。さらに TOEIC の問題形式に慣れることを目的とする。この訓練によっ
て、結果的に TOEIC リーディング・セクションのスコアを伸ばす効果を引き出すことを目指す。

到 達 目 標

１．語彙数を高校レベルより200～300語程度増やす。
２．英文をすばやく読むために必要な正確な文法を習得する。
３．英文をざっと読んで（scanning/skimming）、大意をつかむ。
４．シャドーイングや音読で英語のリズムを身につけ、自然なスピードの英語に慣れる。
５．日常生活に必要な基礎的な英語を読んで理解でき、英語の質問に英語で回答し、内容説明ができる。
６．TOEIC のリーディング・セクションの問題形式を理解する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．次の授業に向けて教科書等を読み、理解する。
２．担当講師から与えられた課題を行う。
３．単語等、前回学習した内容を復習する。
４．テレビ、ラジオなどの語学講座や、インターネット上の英語関連サイト、参考書等を有効に使う。
上記の学修を自身で各15時間以上行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 読解の基本的テクニックと語彙習得（１）
【第 2 回】 読解の基本的テクニックと語彙習得（２）
【第 3 回】 基礎的文法と文構造の理解（１）
【第 4 回】 基礎的文法と文構造の理解（２）
【第 5 回】 速読
【第 6 回】 多読
【第 7 回】 精読・熟読
【第 8 回】 リーディングとスピーキング（１）
【第 9 回】 リーディングとスピーキング（２）
【第10回】 TOEIC リーディング・セクションの基本的攻略法
【第11回】 TOEIC リーディング・セクション模擬問題
【第12回】 TOEIC 団体試験受験直前対策（１）
【第13回】 TOEIC 団体試験受験直前対策（２）

成績評価の方法 各種テストや課題提出（60％）、授業への取り組み姿勢（40％）
フィードバックの内容 課題や小テストに対する講評を授業内で行う。

アクティブ・ラーニングの内容に講評を加える。
教 科 書 各担当講師の指示に従う。
指 定 図 書 『公式 TOEIC Listening & Reading 問題集11』Educational Testing Service（著），国際ビジネスコミュニケーション協会

TOEIC 運営委員会（編集）（国際ビジネスコミュニケーション協会）2024年
参 考 書
教員からのお知らせ ①教科書や辞書は担当の先生の指示に従ってください。

② TOEIC 団体試験の受験を奨励します。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、メール等で各先生と連絡を取ってください。
アクティブ･ラーニングの内容 グループワーク、プレゼンテーションを行う。
実践的な教育内容
そ の 他
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あ

講義コード 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 英語リスニング１ 各担当教員 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

主にリスニングを中心に学習し、併せてライティングとスピーキング技能も養う。（リーディングは基礎的補足的には扱う。）
年々国際化する社会の中で、外国の人々と英語でコミュニケーションをとる機会が増えつつあるため、日常会話に使用され
る様々な表現方法を学びながら、リスニング、スピーキング、プレゼンテーションスキルなどのコミュニケーション全般に
かかわる能力を伸ばすことを目標とする。そのために、まず、初歩的なレベルの訓練を行う。この訓練によって、結果的に
TOEIC のリスニング・セクションのスコアを伸ばす効果を引き出すことを目指す。

到 達 目 標

１．基礎的な会話やアナウンスの概略を理解できる。
２．基礎的なディクテーションができる。
３．聞き取った内容について簡単な意見やコメントを述べたり、書くことができる。
４．シャドーイングや音読で英語のリズムを身につけ、自然なスピードの英語に慣れる。
５．TOEIC のリスニング・セクションの問題形式を理解する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．次の授業に向けて教科書等を読み、理解する。
２．担当講師から与えられた課題を行う。
３．単語等、前回学習した内容を復習する。
４．テレビ、ラジオなどの語学講座や、インターネット上の英語関連サイト、参考書等を有効に使う。
上記の授業外学修を自身で15時間以上行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 会話やアナウンスの概略を理解（１）
【第 2 回】 会話やアナウンスの概略を理解（２）
【第 3 回】 基礎的なディクテーション（１）
【第 4 回】 基礎的なディクテーション（２）
【第 5 回】 聞き取った内容について自分の意見を述べる
【第 6 回】 聞き取った内容について自分の意見を書く
【第 7 回】 シャードイング

【第 8 回】 音読
【第 9 回】 TOEIC で頻出される語彙
【第10回】 TOEIC で頻出される文法や文構造
【第11回】 TOEIC リスニング・セクションの基本的攻略法
【第12回】 TOEIC リスニング・セクション模擬問題
【第13回】 TOEIC 団体試験受験直前対策

成績評価の方法 各種テストや課題提出（60％）、授業への取り組み姿勢（40％）
フィードバックの内容 課題や小テストに対する講評を授業内で行う。

アクティブ・ラーニングの内容に講評を加える。
教 科 書 各担当講師の指示に従う。
指 定 図 書 『公式 TOEIC Listening & Reading 問題集11』Educational Testing Service（著），国際ビジネスコミュニケーション協会

TOEIC 運営委員会（編集）（国際ビジネスコミュニケーション協会）2024年
参 考 書
教員からのお知らせ この授業は複数クラスなので、担当教員によって教科書が異なります。詳細は授業内で担当教員より告知されるので注意し

て下さい。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、メール等で各先生と連絡を取ってください。
アクティブ･ラーニングの内容 ディスカッション、グループワーク、プレゼンテーションを行う。
実践的な教育内容
そ の 他
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あ

講義コード 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 英語リスニング２ 各担当教員 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

主にリスニングを中心に学習し、併せてライティングとスピーキング技能も養う。（リーディングは基礎的補足的には扱う。）
年々国際化する社会の中で、外国の人々と英語でコミュニケーションをとる機会が増えつつあるため、日常会話に使用され
る様々な表現方法を学びながら、リスニング、スピーキング、プレゼンテーションスキルなどのコミュニケーション全般に
かかわる能力を伸ばすことを目標とする。そのために、英語リスニング１より一歩進んだレベルの訓練を行う。この訓練に
よって、結果的に TOEIC リスニング・セクションのスコアを伸ばす英語力を習得することを目指す。

到 達 目 標

１．英語リスニング１より進んだレベルの会話やアナウンスの概略を理解できる。
２．英語リスニング１より進んだレベルのディクテーションができる。
３．聞き取った内容について、より豊富な語彙や文法を用いて、意見やコメントを述べたり書くことができる。
４．シャドーイングや音読で英語のリズムを身につけ、自然なスピードの英語に慣れる。
５．TOEIC のリスニング・セクションの問題形式を熟知し、より難易度の高い問題も理解できるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．次の授業に向けて教科書等を読み、理解する。
２．担当講師から与えられた課題を行う。
３．単語等、前回学習した内容を復習する。
４．テレビ、ラジオなどの語学講座や、インターネット上の英語関連サイト、参考書等を有効に使う。
上記の授業外学修を自身で各15時間以上行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 「英語リスニング１」より高度な会話やアナウンスの概略を理解（１）
【第 2 回】 「英語リスニング１」より高度な会話やアナウンスの概略を理解（２）
【第 3 回】 ニュースなど高度な内容のディクテーション（１）
【第 4 回】 ニュースなど高度な内容のディクテーション（２）
【第 5 回】 聞き取った内容について多彩な語彙と表現で自分の意見を述べる
【第 6 回】 聞き取った内容について多彩な語彙と表現で自分の意見を書く
【第 7 回】 ニュースなど高度な内容のシャードイング
【第 8 回】 ニュースなど高度な内容の音読
【第 9 回】 TOEIC で頻出される語彙
【第10回】 TOEIC で頻出される文法や文構造
【第11回】 TOEIC リスニング・セクションの攻略法（応用編）
【第12回】 TOEIC リスニング・セクション模擬問題
【第13回】 TOEIC 団体試験受験直前対策

成績評価の方法 各種テストや課題提出（60％）、授業への取り組み姿勢（40％）
フィードバックの内容 課題に対する講評を授業内で行う。

アクティブ・ラーニングの内容に講評を加える。
教 科 書 各担当講師の指示に従う。
指 定 図 書 『公式 TOEIC Listening & Reading 問題集11』Educational Testing Service（著），国際ビジネスコミュニケーション協会

TOEIC 運営委員会（編集）（国際ビジネスコミュニケーション協会）2024年
参 考 書
教員からのお知らせ この授業は複数クラスなので、担当教員によって教科書が異なります。詳細は授業内で担当教員より告知されるので注意し

て下さい。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、メール等で各先生と連絡を取ってください。
アクティブ･ラーニングの内容 ディスカッション、グループワーク、プレゼンテーションを行う。
実践的な教育内容
そ の 他
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あ

講義コード 11C0272201 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 欧州経済史 平　伊佐雄 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
ヨーロッパの近世から現代に至る歴史は、世界に大きな影響を与えた。その一つに、商業ルートの拡大や工業化社会の展開、
資本主義制度の誕生とその普及などがある。ヨーロッパ社会で育まれたこれらの仕組みが歴史の中でどのような影響を与え
たのか、そして、その現代的な意義を理解することを本講義の目的とする。

到 達 目 標 ヨーロッパの近世の時代から現代にかけて生起、発展してきたヨーロッパの商工業の展開とその特徴を知り、現在の経済と
の関連性や共通性を説明できるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

各回の講義を受講するにあたり、配付資料や参考文献（参考書として上げている書物）を用いた予習や復習を各自、全体で
計60時間以上行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 欧州経済史研究の視角
【第 2 回】 太陽の沈まぬ帝国スペインと植民地支配－価格革命はあったのか－
【第 3 回】 近世イングランドの経済
【第 4 回】 バルト海交易におけるポーランド
【第 5 回】 ブリテン島における工業化とパークス・ブリタニカの時代
【第 6 回】 プロイセンにおける農村工業
【第 7 回】 プロイセンの輸出産業
【第 8 回】 プロイセン・ドイツの工業化
【第 9 回】 ロシアにおける産業の発展
【第10回】 ロシアの工業化
【第11回】 フランス王国の政治と経済
【第12回】 フランス王国の産業の展開
【第13回】 フランスの工業化

成績評価の方法 講義（期間）中に行う小テスト（50％）と定期試験（50％）をもって評価する。
フィードバックの内容 講義中に学生に課した課題、学生から出された質問などについて解題し、フィードバックを行う。
教 科 書
指 定 図 書

参 考 書
『現代社会を考えるための経済史』髙橋美由紀（創成社）2023、『スペイン・ポルトガルの歴史　上』立石博高（山川出版社）
2022、『世界史の中の産業革命』R.C. アレン（名古屋大学出版会）2017、『西ヨーロッパ工業史』D.S. ランデス（みすず書房）
1980、『ドイツ農村工業史』馬場哲（東京大学出版会）1993、『ドイツ産業革命』F. キーゼヴェター（晃洋書房）2006、『ロ
シアの工業化』フォーカス（日本経済評論社）1985、『イギリス海外貿易の研究』S.B. ソウル（文眞堂）1980

教員からのお知らせ 履修生は、ネット経由でダウンロード可能（期間限定）にしてある教材を利用し、予習した上で講義に望むこと。講義内容
と成績評価基準は、学生の受講態度や理解度に応じて変更もあり得ます。

オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 講義中に学生に発言を求めることがあり、その対応や学生からの質問への回答、また、小テストの講評を行う。講義内容へ

の質問に対する回答、意見共有も行っている。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0173401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 欧州経済論１／EU経済論１ 中尾　将人 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 EU 経済がどのようにして成立し、どのような特徴を持っているのかを説明する。また、ユーロがどのような歴史を辿って

成立したかについても説明する。

到 達 目 標
１．EU 経済の成り立ちを説明できる。
２．EU における様々な経済政策の特徴と課題について説明できる。
３．EU 経済が抱える問題点を指摘できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。授業外学修として、事前に各回の内容に該当する教科書内容を読むこ
と。また、授業後は配布資料を読み直し、講義後課題に取り組むこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 EU の深化と拡大
【第 2 回】 関税同盟と単一市場
【第 3 回】 単一市場の拡大
【第 4 回】 対外通商関係
【第 5 回】 競争政策・産業政策
【第 6 回】 対中関係
【第 7 回】 共通農業政策

【第 8 回】 雇用政策
【第 9 回】 移民と難民
【第10回】 地域政策
【第11回】 イギリスと EU 経済
【第12回】 Brexit
【第13回】 中・東欧諸国と EU 経済

成績評価の方法 課題（88％）、リアクションペーパー（12％）
フィードバックの内容 Microsoft Teams を使用して課題に対するフィードバックを行う。
教 科 書 『現代ヨーロッパ経済』田中素香・長部重康・久保広正・岩田健治（有斐閣）2022
指 定 図 書

参 考 書

『クルーグマン国際経済学 理論と政策（原書第10版）上 : 貿易編』P. R. クルーグマン，M. オブストフェルド，マーク J. メ
リッツ（丸善出版）2017、『クルーグマン国際経済学 理論と政策（原書第10版）下 : 金融編』P. R. クルーグマン，M. オブス
トフェルド，マーク J. メリッツ（丸善出版）2017、『EU 経済統合』J・ペルクマンス（文眞堂）2004、『ユーロ危機とギリ
シャ反乱』田中素香（岩波新書）2016、『ユーロ　危機の中の統一通貨』田中素香（岩波新書）2010、『EU 政治論』池本大
輔・板橋拓己・川嶋周一・佐藤俊輔（有斐閣）2020、『はじめて学ぶ国際金融論』永易淳・江阪太郎・吉田裕司（有斐閣）
2015、『国際経済学へのいざない』友原章典（日本評論社）2014

教員からのお知らせ 欧州経済論１と欧州経済論２は連続した内容となっているため、合わせて受講することが望ましい。
また、国際経済に関する基礎的な内容（国際金融論・貿易論）を理解していることが望ましい。

オフィスアワー 講義後や Microsoft Teams のチャット機能で質問を受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0173501 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 欧州経済論２／EU経済論２ 中尾　将人 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 ユーロ危機の原因や対応策について説明する。また，ユーロ圏の金融政策や財政政策の特徴について説明する。

到 達 目 標
１．ユーロ危機について説明できる。
２．ユーロ圏の金融政策や財政政策の問題点を指摘できる。
３．EU 各国の経済の特徴について説明できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。授業外学修として、事前に各回の内容に該当する教科書内容を読むこ
と。また、授業後は配布資料を読み直し、講義後課題に取り組むこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 復習 : EU 経済統合
【第 2 回】 EMS
【第 3 回】 通貨統合
【第 4 回】 最適通貨圏理論
【第 5 回】 世界金融危機とユーロ経済
【第 6 回】 ユーロ危機の発生
【第 7 回】 ユーロ危機の拡大

【第 8 回】 ヨーロッパの金融システム
【第 9 回】 ユーロ制度改革
【第10回】 ユーロ危機後の経済停滞
【第11回】 ドイツと EU 経済
【第12回】 フランスと EU 経済
【第13回】 EU 各国と EU 経済

成績評価の方法 課題（88％）、リアクションペーパー（12％）
フィードバックの内容 Microsoft Teams を使用して課題に対するフィードバックを行う。

また講義中にもフィードバックを行う。
教 科 書 『現代ヨーロッパ経済』田中素香・長部重康・久保広正・岩田健治（有斐閣）2022
指 定 図 書

参 考 書

『クルーグマン国際経済学 理論と政策（原書第10版）上 : 貿易編』P. R. クルーグマン，M. オブストフェルド，マーク J. メ
リッツ（丸善出版）2017、『クルーグマン国際経済学 理論と政策（原書第10版）下 : 金融編』P. R. クルーグマン，M. オブス
トフェルド，マーク J. メリッツ（丸善出版）2017、『EU 経済統合』J・ペルクマンス（文眞堂）2004、『ユーロ危機とギリ
シャ反乱』田中素香（岩波新書）2016、『ユーロ　危機の中の統一通貨』田中素香（岩波新書）2010、『EU 政治論』池本大
輔・板橋拓己・川嶋周一・佐藤俊輔（有斐閣）2020、『はじめて学ぶ国際金融論』永易淳・江阪太郎・吉田裕司（有斐閣）
2015、『国際経済学へのいざない』友原章典（日本評論社）2014

教員からのお知らせ 欧州経済論１と欧州経済論２は連続した内容となっているため、合わせて受講することが望ましい。
また、国際経済に関する基礎的な内容（国際金融論・貿易論）を理解していることが望ましい。

オフィスアワー 講義後や Microsoft Teams のチャット機能で質問を受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0104801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 音楽の世界 川久保　浩志 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
世界中のオペラハウスのシーズンプログラムを見ても、W.A. モーツァルトのオペラ作品が必ず一つは組まれていることが分
る。それはこの18世紀の作曲家の作品が、時を経てもなお世界中の人々から愛されているからである。本講義は前記をふま
え、優れた音楽芸術作品にふれてもらうことで、豊かな人生を送るための一つの指針となることを目的とする。

到 達 目 標 商業ベースにのせられ、サブカルチャーとして存在しがちな音楽であるが、本講義を受講し、実生活と密着した音楽の様々
な社会性を学ぶことで、音楽に自ら深く積極的に探究していくことができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では60時間の授業外学修をおこなうこと。授業外学修では、講義中書き取ったノートの整理を毎回行うこと。また
出題する学習課題に取りくむこと。課題はその都度告知する。

授 業 計 画

【第 1 回】 音楽の機能（１）履修ガイダンス。商業ベースに乗った音楽
【第 2 回】 音楽の機能（２）魔術的・呪術的な機能：神話にみる音楽、ところ変われば
【第 3 回】 音楽の機能（３）宗教儀式と結びついた機能：キリスト教と音楽：カトリック、プロテスタント、仏教
【第 4 回】 音楽の機能（４）労働と結びついた機能：民謡にみる労働歌
【第 5 回】 音楽の機能（５）健康維持、治癒としての機能：音楽療法
【第 6 回】 第１回レポート作成
【第 7 回】 時を超え伝播した音楽芸術「W.A. モーツァルト」
【第 8 回】 W.A. モーツァルトとその時代に生きた音楽家
【第 9 回】 映画「アマデウス」から学ぶ（１）：18世紀欧州の宮廷人が白髪なのは。ローテンベルク伯爵とは？ドイツ的美徳

＝「愛」でもめる背景。
【第10回】 映画「アマデウス」から学ぶ（２）：モーツァルトの下書き譜。フィガロの結婚はご法度？天才台本作家ダ・ポン

テとの仕事。
【第11回】 映画「アマデウス」から学ぶ（３）：それまでのお笑いオペラを芸術の域に昇華させたモーツァルト。
【第12回】 映画「アマデウス」から学ぶ（４）：遺作「レクイエム」。
【第13回】 第２回レポート作成

成績評価の方法 授業内での２回のレポート作成（80％）、授業への取組（20％）で評価する。
フィードバックの内容 レポートに対する総括したコメントをポータルサイト掲示板にアップする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ
授業に毎回出席しないとレポートは書けません。
教科書は使用しませんが、講義内容に合ったレジュメを授業内で配布します。
参考書は使用しませんが、視聴覚資料を授業内で多く用いて参考とします。

オフィスアワー 本授業に関する質問は、授業終了後、後続授業に支障をきたさない範囲で対応いたします。
相談事項はメールによって受付けます。E-mail : forzakawakubo0710@icloud.com

アクティブ･ラーニングの内容 プレゼンテーション
実践的な教育内容

そ の 他
芸名：川久保博史。オペラ歌手。東京藝術大学大学院修了。宇都宮市エスペール賞受賞・育成金を取得し、また文化庁在外
派遣制度特別派遣研修員としてイタリアに渡り、イタリアオペラ作品の研鑽を積む。年間多数のオペラ公演、コンサートに
携わる。藤原歌劇団団員、日本オペラ協会会員。日本歌曲振興波の会理事。日蓮宗仏教讃歌振興団体連絡協議会顧問。
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講義コード 11C2104101 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 Online English Conversation　１Ａ 長澤　里絵 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

The purpose of this class is for students to practice basic English communication with people in a foreign country.　Stu-
dents of this class use the Internet to connect（using online video chat software）and communicate face-to-face with fluent 
English students of Mindanao Kokusai Daigaku in the Philippines.　This class helps students broaden their view of the 
world through cross-cultural communication in English.　The teacher will use some of the class time to reflect on stu-
dents’ online video chat conversations, and help them become more effective and confident speakers of English.

到 達 目 標

The teacher will give students time to enjoy basic English conversations in class. This class makes it possible for students 
to improve their English speaking and listening, naturally.　The goal for this class is for students to feel relaxed when 
having natural English conversations with fluent English speakers. In this class students can freely share their opinions, 
hopes and dreams in English with their online friends in the Philippines.　Working with the teacher, students can reflect 
on and strengthen their English abilities.

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

Students of this class are expected to prepare well for each online, face-to-face conversation.　Students are also expected 
to be active and ready to ask questions to their friends in the Philippines; therefore, students must spend more than 60 
hours outside of class in preparation for this course.　The teacher will assign homework related to the online discussions, 
including reading and writing of short reports.

授 業 計 画

【第 1 回】Greetings and Introduction
【第 2 回】Demonstrative Pronoun
【第 3 回】Numbers
【第 4 回】Shopping
【第 5 回】Hobbies and Interest
【第 6 回】What is she doing?
【第 7 回】What time is it?

【第 8 回】Occupations
【第 9 回】Past Tense
【第10回】Future Tense
【第11回】Prepositions
【第12回】Ordering Food in a Restaurant
【第13回】in an Airport

成績評価の方法 Participation in online communication with the tutors in the Philippines 100％
フィードバックの内容
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 100％ participation and effort is mandatory.

Students must contact the teacher if they cannot attend class.
オフィスアワー Please contact the teacher directly via email.
アクティブ･ラーニングの内容 Students will have one-on-one or in a small group conversation in English with tutors, other students and/or the teacher 

through the lessons.
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C2104102 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 Online English Conversation　１Ｂ BradleyS・ 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

The purpose of this class is for students to practice basic English communication with people in a foreign country.　Stu-
dents of this class use the Internet to connect（using online video chat software）and communicate face-to-face with fluent 
English students of Mindanao International University in the Philippines.　This class helps students broaden their view of 
the world through cross-cultural communication in English.　The teacher will use some of the class time to reflect on stu-
dents’ online video chat conversations.

到 達 目 標

This is a popular class. Students will have a lot of time to enjoy basic English conversations in this class. This class makes 
it possible for students to improve their English speaking and listening, naturally.　Students will feel relaxed when enjoy-
ing natural English conversations with fluent English speakers. In this class, students freely share their opinions, hopes 
and dreams in English with their very friendly online tutors in the Philippines.　Working with the teacher and tutors, stu-
dents reflect on and strengthen their English abilities.　Most importantly, on the first day of class, students will feel they 
are global citizens.

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

Students of this class are expected to prepare well for each online face-to-face conversation.　Students are also expected 
to be active and ready to ask questions to their friends in the Philippines; therefore, students must spend more than 60 
hours outside of class in preparation for this course.　The teacher will assign homework related to the online discussions, 
including reading and writing of short reports.

授 業 計 画

【第 1 回】Introduce Yourself.　Getting to Know Each Other.
【第 2 回】Weather
【第 3 回】Demonstrative Pronouns
【第 4 回】Numbers
【第 5 回】Shopping
【第 6 回】Hobbies & Interests
【第 7 回】What is she doing?（The Present Progressive）

【第 8 回】What time is it?
【第 9 回】What do you do? Occupations
【第10回】The Past
【第11回】The Future
【第12回】Getting Sick
【第13回】Prepositions

成績評価の方法 effort: 40％，participation: 30％，attitude: 30％
フィードバックの内容
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー The teacher is always available via LINE.　Special meetings between student and teacher can be made easily.　Contact 

information for LINE and email will be arranged during the first class in April.
アクティブ･ラーニングの内容 Students will regularly be asked to share their opinions on topics and make presentations.
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C2104201 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 Online English Conversation　２Ａ 長澤　里絵 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

The purpose of this class is for students to practice basic English communication with people in a foreign country.　Stu-
dents of this class use the Internet to connect（using online video chat software）and communicate face-to-face with fluent 
English students of Mindanao Kokusai Daigaku in the Philippines.　This class helps students broaden their view of the 
world through cross-cultural communication in English.　The teacher will use some of the class time to reflect on stu-
dents’ online video chat conversations, and help them become more effective and confident speakers of English.

到 達 目 標

The teacher will give students time to enjoy basic English conversations in class. This class makes it possible for students 
to improve their English speaking and listening, naturally.　The goal for this class is for students to feel relaxed when 
having natural English conversations with fluent English speakers. In this class students can freely share their opinions, 
hopes and dreams in English with their online friends in the Philippines.　Working with the teacher, students can reflect 
on and strengthen their English abilities.

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

Students of this class are expected to prepare well for each online, face-to-face conversation.　Students are also expected 
to be active and ready to ask questions to their friends in the Philippines; therefore, students must spend more than 60 
hours outside of class in preparation for this course.　The teacher will assign homework related to the online discussions, 
including reading and writing of short reports.

授 業 計 画

【第 1 回】Homestay
【第 2 回】Making Hotel Reservations
【第 3 回】Asking Permission
【第 4 回】Making New Friends
【第 5 回】Reporting in Class
【第 6 回】Voice Mail
【第 7 回】A Day at School

【第 8 回】Apartments for Rent
【第 9 回】Christmas is Coming
【第10回】Class Reunion
【第11回】Clothing Style
【第12回】College Life
【第13回】First Date

成績評価の方法 Participation in online communication with the tutors in the Philippines 100％
フィードバックの内容
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 100％ participation and effort is mandatory.

Students must contact the teacher if they cannot attend class.
オフィスアワー Please contact the teacher directly via email.
アクティブ･ラーニングの内容 Students will have one-on-one or in a small group conversation in English with tutors, other students and/or the teacher 

through the lessons.
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C2104202 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 Online English Conversation　２Ｂ BradleyS・ 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

The purpose of this class is for students to practice basic English communication with people in a foreign country.　Stu-
dents of this class use the Internet to connect（using online video chat software）and communicate face-to-face with fluent 
English students of Mindanao International University in the Philippines.　This class helps students broaden their view of 
the world through cross-cultural communication in English.　The teacher will use some of the class time to reflect on stu-
dents’ online video chat conversations, and help them become more effective and confident speakers of English.

到 達 目 標

This is a popular class. Students will have a lot of time to enjoy basic English conversations in this class. This class makes 
it possible for students to improve their English speaking and listening, naturally.　Students will feel relaxed when enjoy-
ing natural English conversations with fluent English speakers. In this class, students freely share their opinions, hopes 
and dreams in English with their very friendly online tutors in the Philippines.　Working with the teacher and tutors, stu-
dents reflect on and strengthen their English abilities.　Most importantly, on the first day of class, students will feel they 
are global citizens.

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

Students of this class are expected to prepare well for each online face-to-face conversation.　Students are also expected 
to be active and ready to ask questions to their friends in the Philippines; therefore, students must spend more than 60 
hours outside of class in preparation for this course.　The teacher will assign homework related to the online discussions, 
including reading and writing of short reports.

授 業 計 画

【第 1 回】Homestay
【第 2 回】Giving Directions
【第 3 回】Making a Reservation at a Hotel
【第 4 回】Asking Permission
【第 5 回】Making New Friends
【第 6 回】Reporting in Class
【第 7 回】Voicemail

【第 8 回】A Day at School
【第 9 回】Apartments for Rent
【第10回】Camping Gear
【第11回】Christmas is Coming
【第12回】Class Reunion
【第13回】Clothing Styles

成績評価の方法 effort: 40％，participation: 30％，attitude: 30％
フィードバックの内容
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー The teacher is always available via LINE.　Special meetings between student and teacher can be made easily.　 Please 

contact the teacher directly via LINE or email.
アクティブ･ラーニングの内容 Students will regularly be asked to share their opinions on topics and make presentations.
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0123901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 会計学 森　寛和 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 会計学とは、企業その他の経済活動を認識し、測定し、利害関係者に伝達する際に、その測定方法や報告方法を体系化した

学問のことです。本講義では、会計学を通じてビジネス言語としての会計の理解を深めることを目的とします。
到 達 目 標 会計学を基礎とする各科目を学ぶ上で、必要となる知識を獲得することを到達目標とします。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

本講義では、60時間以上を授業外学修としてあてる事を求めます。前回内容を復習し、疑問点を解消した上で受講すること
が望ましいです。

授 業 計 画

【第 1 回】 オリエンテーション、会計の役割と機能
【第 2 回】 会計情報のディスクロージャー
【第 3 回】 財務会計の基礎
【第 4 回】 期間損益計算と発生主義会計
【第 5 回】 発生主義における収益費用の認識
【第 6 回】 複式簿記の構造
【第 7 回】 財務諸表の構造と作成手順
【第 8 回】 製造原価の計算
【第 9 回】 棚卸資産と売上原価
【第10回】 固定資産と減価償却
【第11回】 管理会計の基礎
【第12回】 連結財務諸表
【第13回】 会計監査とこれまでのまとめ

成績評価の方法 定期試験（80％）および授業への取り組み姿勢（20％）で判定します。
フィードバックの内容 課題に対する講評を次回授業内にて行います。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『はじめて出会う会計学 第３版』川本 淳（著），野口 昌良（著），浅見 裕子（著），山田 純平（著），荒田 映子（著）（有斐

閣）2022/ ３ /30、『新・現代会計入門』伊藤邦雄（日本経済新聞出版）  2024/ ３ /26
教員からのお知らせ 社会において、会計は長く付き合う必要のある学問の一つです。本講義が将来の一助になればと考えています。また参考書、

教科書については初回講義時にお知らせします。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 提示する課題に対して教員からのフィードバックによる振り返りを実施します。
実践的な教育内容
そ の 他
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か

講義コード 11C0125002 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 会社法 豊島　英征 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 具体例を踏まえて、株式会社の組織、運営等について基本的な仕組み、考え方を説明する。

到 達 目 標 この授業を受けることにより、株式会社の組織、運営等について具体的なイメージを持ち、今後必要に応じて株式会社の組
織、運営、管理等について自ら問題点を発見することができるようになることを到達目標としている。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
授業外学修では、教科書の該当箇所を読み予習を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 イントロダクション
株式会社の存在意義と会社法の全体像について概説する。

【第 2 回】 株式会社の特徴について
株式会社がどのような特徴を有しており、どのように活用されているかについて説明する。

【第 3 回】 株式会社の事業活動について
株式会社が社会においてどのような事業活動をしているか、具体例を踏まえた説明をする。

【第 4 回】 株式会社の設立について
株式会社を設立する際の手続について具体例を交えて説明する。

【第 5 回】 株式及び株主について
株式会社における株式、株主の位置づけについて説明する。

【第 6 回】 株式会社における機関について（総論）
株式会社における機関の種類、それぞれの活動内容について概説する。

【第 7 回】 株式会社における機関について（株主総会）
株主総会について説明する。

【第 8 回】 株式会社における機関について（取締役、取締役会、代表取締役）
取締役、取締役会、代表取締役について説明する。

【第 9 回】 株式会社における機関について（監査役、監査役会、会計監査人）
監査役、監査役会、会計監査人について説明する。

【第10回】 株式会社における機関について（指名委員会等設置会社、監査等委員会設置会社）
指名委員会設置会社、監査等委員会設置会社について説明する。

【第11回】 いわゆる M ＆ A について
株式会社に関して行われるМ＆ A について、その具体的な流れや方法について説明する。

【第12回】 株式会社に関する紛争について
株式会社に関する紛争について説明する。

【第13回】 講義のまとめ
これまでの講義のまとめを行う。

成績評価の方法 期末試験80％、授業への取り組み姿勢20％で評価する。
フィードバックの内容
教 科 書 『会社法　第４版』田中亘（東京大学出版会）2023年
指 定 図 書
参 考 書 『株式会社法　第９版』江頭憲治郎（有斐閣）2024年
教員からのお知らせ
オフィスアワー 授業前後の時間帯を利用し、授業教室内で当該授業の質問・相談対応をする。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、グループ・ディスカッションなど
実践的な教育内容 裁判官と弁護士の実務経験のある教員が会社法に関して教える。
そ の 他
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か

講義コード 11C0122001 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 開発経済学１ 芹田　浩司 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
開発経済学の主要な課題は、発展途上国に多かれ少なかれ共通する貧困や経済格差（不平等）の問題をいかにして解決（是
正）していくかにあると考えられる。この授業は、これまで示されてきた開発に対する様々な見方・アプローチ（理論的枠
組み）を検討するとともに、ラテンアメリカやアジアの事例を中心に、工業化をはじめとする開発戦略の実証的検討を行う
ことを通じて、開発や経済発展に対する理解を深めることを目的とする。

到 達 目 標 発展途上国における開発問題や、発展途上国と先進国の関係等を学ぶことによって、過去および現在の世界経済に関する知
見を深めることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

テキスト（配布プリント）については毎回復習してくること（分からない用語や概念等についてはそのままにせず、自分で
も積極的に調べること）。また国際面や経済面を中心に新聞にも目を通してくること。なお、授業外学修時間については60時
間以上とする。

授 業 計 画

【第 1 回】 世界の現状把握及び開発経済学の課題
【第 2 回】 貧困・格差問題を考える（１）
【第 3 回】 貧困・格差問題を考える（２）
【第 4 回】 ベーシックインカム、セーフティネットを巡る諸議論（１）
【第 5 回】 ベーシックインカム、セーフティネットを巡る諸議論（２）
【第 6 回】 これまでのまとめ（小テスト：予定）
【第 7 回】 開発を巡る諸概念等について
【第 8 回】 余剰労働問題とは何か ?（１）
【第 9 回】 余剰労働問題とは何か ?（２）
【第10回】 マイクロクレジットと貧困問題
【第11回】 発展途上国における工業化の理論的根拠や経済的意義（１）
【第12回】 発展途上国における工業化の理論的根拠や経済的意義（２）
【第13回】 総復習・質問受け付け等

成績評価の方法 基本的に期末試験の成績（100％）による［但し、課題の提出（その内容も含む）を（若干の）加点対象とする場合がある。
詳細についてはガイダンスや授業時などに適宜説明する。

フィードバックの内容 小テスト（授業内課題）等で解答提示・解説が必要な場合においては基本的に次の授業時においてフィードバックする予定
である。

教 科 書
指 定 図 書 『国際開発政策研究』石川 滋（東洋経済新報社）2006、『開発経済学－貧困削減へのアプローチ』黒崎 卓、山形 辰史（日本

評論社）2003

参 考 書

『経済成長』デイヴィッド・N・ワイル（ピアソン）2010、『開発経済学概論』ジェラルド M. マイヤー（岩波書店）2006、『ト
ダロとスミスの開発経済学』マイケル P. トダロ、ステファン C. スミスマイケル P. トダロ、ステファン C. スミス（国際協力
出版会）2004、『エコノミスト 南の貧困と闘う』ウィリアム・イースタリー（東洋経済新報社）2003、『開発経済学の新展
開』高木 保興（有斐閣）2002、『開発経済論』原 洋之介（岩波書店）2002、『開発経済学入門』渡辺 利夫（東洋経済新報社）
2001、『開発経済学－諸国民の貧困と富』速水 佑次郎（創文社）2000、『ストーリーで学ぶ開発経済学― 途上国の暮らし
を考える』黒崎 卓，栗田 匡相（有斐閣）2016、『開発経済学入門』戸堂 康之（新世社）2015

教員からのお知らせ 基本的に教科書は用いず、配布プリントを基に進める予定です。その他の参考書等については授業中に適宜、紹介します。
また授業の進行上、上記計画については順序の入れ替えや変更等の可能性があります。

オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 －教 員 か ら の フ ィ － ド バ ッ ク に よ る 振 り 返 り

－能 動 的 な 授 業 外 学 習
実践的な教育内容
そ の 他
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か

講義コード 11C0122101 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 開発経済学２ 芹田　浩司 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
開発経済の主要な課題は、発展途上国に多かれ少なかれ共通する貧困や経済格差（不平等）の問題をいかにして解決（是正）
していくかにあると考えられる。この授業は、これまで示されてきた開発に対する様々な見方・アプローチ（理論的枠組み）
を検討するとともに、ラテンアメリカやアジアの事例を中心に、工業化をはじめとする開発戦略の実証的検討を行うことを
通じて、開発や経済発展に対する理解を深めることを目的とする。

到 達 目 標 発展途上国における開発問題や、発展途上国と先進国の関係等を学ぶことによって、過去および現在の世界経済に関する知
見を深めることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

テキスト（配布プリント）については毎回復習してくること（分からない用語や概念等についてはそのままにせず、自分で
も積極的に調べること）。また国際面や経済面を中心に新聞にも目を通してくること。なお、授業外学修時間については60時
間以上とする。

授 業 計 画

【第 1 回】 工業化の理論（１）～投資の誘発と不均斉成長論
【第 2 回】 工業化の理論（２）～ A. ルイスの二重構造論［１］
【第 3 回】 工業化の理論（３）～ A. ルイスの二重構造論［２］
【第 4 回】 工業化の方向性とその政策体系に関する議論（１）
【第 5 回】 工業化の方向性とその政策体系に関する議論（２）
【第 6 回】 これまでのまとめ（小テスト：予定）
【第 7 回】 国際援助問題を考える
【第 8 回】 発展途上国経済における国家の役割を考える
【第 9 回】 東アジアの経済発展と新古典派アプローチ（１）
【第10回】 東アジアの経済発展と新古典派アプローチ（２）
【第11回】 東アジアの経済発展と新古典派アプローチ（３）
【第12回】 東アジアの経済発展と国家論アプローチ
【第13回】 総復習・質問受け付け等

成績評価の方法 基本的に期末試験の成績（100％）による［但し、課題の提出（その内容も含む）を（若干の）加点対象とする場合がある。
詳細についてはガイダンスや授業時などに適宜説明する。

フィードバックの内容 毎回課される課題等において、補足やフィードバックが必要と考えられる場合、次の授業において、補足説明やフィードバッ
クを行う。またオンライン（掲示板等）にて随時、質問等を受け付け、フィードバックを行う。

教 科 書
指 定 図 書 『国際開発政策研究』石川 滋（東洋経済新報社）2006、『開発経済学－貧困削減へのアプローチ』黒崎 卓、山形 辰史（日本

評論社）2003

参 考 書

『経済成長』デイヴィッド・N・ワイル（ピアソン）2010、『開発経済学概論』ジェラルド M. マイヤー（岩波書店）2006、『ト
ダロとスミスの開発経済学』マイケル P. トダロ、ステファン C. スミスマイケル P. トダロ、ステファン C. スミス（国際協力
出版会）2004、『エコノミスト 南の貧困と闘う』ウィリアム・イースタリー（東洋経済新報社）2003、『開発経済学の新展
開』高木 保興（有斐閣）2002、『開発経済論』原 洋之介（岩波書店）2002、『開発経済学入門』渡辺 利夫（東洋経済新報社）
2001、『開発経済学－諸国民の貧困と富』速水 佑次郎（創文社）2000、『ストーリーで学ぶ開発経済学― 途上国の暮らし
を考える』黒崎 卓，栗田 匡相（有斐閣）2016、『開発経済学入門』戸堂 康之（新世社）2015

教員からのお知らせ 教科書については特に使用せず、私の執筆による資料等を配布する形で進めます。また参考文献等についても適宜紹介しま
す。また授業の進行上、上記計画については順序の入れ替えや変更等の可能性があります。

オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 －教 員 か ら の フ ィ － ド バ ッ ク に よ る 振 り 返 り

－能 動 的 な 授 業 外 学 習
実践的な教育内容
そ の 他
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か

講義コード 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 学修の基礎Ⅰ 各担当教員 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
この講義では、本学が唱導する「モラリスト×エキスパート」の理念を共有するため、本学の教育理念や大学における勉強
法、大学で最低限必要とされる知のツール - 文献の批判的な読み方、問題意識の絞り方、資料の調べ方と整理の仕方、プレ
ゼンテーション資料作成の仕方、プレゼンテーションの仕方の基本的なノウハウ - を学修することを目的とする。

到 達 目 標
この講義では、演習形式を採用することにより、①大学における「知の技法」、②自分の問題意識にもとづいて情報を収集す
る方法、③その情報を整理してまとめてプレゼンテーション資料を作成する手法、④取りまとめた内容についてプレゼンテー
ションをする手法、⑤プレゼンテーションの内容に基づいて討論を行う手法、が得られる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

①講義で出された課題を行うこと
②授業前１週間の新聞に目を通すこと
③幅広く読書を行うこと
④図書館を活用すること
以上について、60時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 イントロダクション -「大学」ってどんなところ？大学と高校での学びの異同 -
【第 2 回】 経済学部では何を学ぶか
【第 3 回】 学びの基礎 - 問題意識を持とう -
【第 4 回】 文章の読み方 - 読む→要約する→疑問を持つ - ①
【第 5 回】 文章の読み方 - 読む→要約する→疑問を持つ - ②
【第 6 回】 課題について調べる - 図書館の使い方 -
【第 7 回】 課題について調べる - インターネットの活用法 -
【第 8 回】 調べたことをまとめる - プレゼンテーション資料作りの技術 -
【第 9 回】 プレゼンテーションの技術①
【第10回】 プレゼンテーションの技術②
【第11回】 総括
【第12回】 立正大学の歴史と基本理念①（合同授業）
【第13回】 立正大学の歴史と基本理念②（合同授業）

・上記に加えて、各回の30分程度を「ニュース検定」に関する学習に充てる。
・立正大学の歴史と基本理念に関する授業（第12・13回）は合同形式で実施する。
・詳細は授業内で担当教員より告知されるので注意すること。
・GPS アカデミックを実施すること。

成績評価の方法 討論など平常の授業への参加態度40％、報告（プレゼンテーション資料とプレゼンテーション内容）40％、ニュース検定へ
の取り組み20％

フィードバックの内容 プレゼンテーション資料やプレゼンテーション内容について、授業内でフィードバックする。

教 科 書
『START 学修の基礎2025』（立正大学）2025年、『2025年度版 ニュース検定公式テキスト「時事力」発展編（１・２・準２
級対応）』日本ニュース時事能力検定協会（毎日新聞出版）2025年、『2025年度版ニュース検定 公式問題集「時事力」（１・
２・準２級対応）』日本ニュース時事能力検定協会（毎日新聞出版）2025年

指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 指定図書・参考書については担当教員より指示がある。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 演習。発表や課題提出を行い、次の週にそのフィードバックを行う。
実践的な教育内容
そ の 他
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か

講義コード 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 学修の基礎Ⅱ 各担当教員 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
この講義では、「学修の基礎Ⅰ」を通じて大学で学ぶための基礎的な技術を習得した受講生が、より応用的な技法を学ぶこと
を目指す。具体的には、２年次からのゼミナールで必要とされる調査、討論、共同での論文作成、成果のプレゼンテーショ
ンなどを行うための予備学習となる。グループでの討議を通じてテーマ設定を行い、章立てのあるレポートの段階的な作成
を行い、盗用を避けるための参考文献・引用の付け方などを身につけていく。

到 達 目 標
この講義は演習形式を採用し、①自分の問題意識にもとづいてテーマを設定する能力、②関連分野の既存研究に関する書籍
や論文、その他データの収集を行う能力、③これらの情報を整理・分析したうえでレポートにまとめる能力、④その成果を
効果的にプレゼンテーションする能力を得ること、を到達目標とする。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

①問題意識を養うため新聞等を通じて社会情勢について幅広く関心を持つこと
②多様な分野の書籍を読むこと
③ PC による文書作成、データ処理について訓練すること
以上について、60時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 レポート作成１：グループで、テーマ探しのための事前調査を行う
【第 2 回】 レポート作成２：テーマ設定を行い、レポートの仮アウトライン（章立て）を作成する
【第 3 回】 レポート作成３：各自の分担を決めて、各章のテーマの資料調査と整理を行う
【第 4 回】 レポート作成４：資料調査と整理、報告
【第 5 回】 レポート作成５：グループ討論による最終アウトラインの決定とレポート執筆の方法
【第 6 回】 レポート作成６：執筆したレポートの取りまとめ
【第 7 回】 レポート作成７：参考文献の表示と引用の仕方
【第 8 回】 レポート作成８：レポート内容のプレゼンテーション
【第 9 回】 ゼミナールでの学修準備１（合同授業）
【第10回】 ゼミナールでの学修準備２（合同授業）
【第11回】 ゼミナールでの学修準備３（合同授業）
【第12回】 キャリア形成に向けての学修１（合同授業）
【第13回】 キャリア形成に向けての学修２（合同授業）

・各回の30分程度を「ニュース検定」に関する学習に充て、実際の検定試験（11月実施予定）を合同で受験する。
・２年次から始まる「ゼミナール」に向けた学修準備（第９～11回）、キャリア形成に向けての学修（第12・13回）は合同形
式で実施する。
・詳細は授業内で担当教員より告知されるので注意すること。

成績評価の方法 レポート・プレゼンテーション40％　討論など平常の授業への参加態度40％　ニュース検定への取り組み20％
フィードバックの内容 レポートやプレゼンテーションについて、授業内でフィードバックする。

教 科 書
『START 学修の基礎2025』（立正大学）2025年、『2025年度版ニュース検定公式テキスト「時事力」発展編（１・２・準２級
対応）』日本ニュース時事能力検定協会（毎日新聞出版）2025年、『2025年度版ニュース検定 公式問題集「時事力」（１・２・
準２級対応）』日本ニュース時事能力検定協会（毎日新聞出版）2025年

指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 指定図書・参考書については担当教員より指示がある。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 演習。レポートやプレゼンテーションについて、次の週にフィードバックする。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0105401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 環境科学 櫻井　一宏 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本講義では，環境に関する基本的な知識と科学的な視点とはどういうことを学ぶ．また，環境問題の原因となる物質やその
排出源，影響などを整理し，そのメカニズムについて理解を深める．さらには環境問題の歴史や政策について学び，過去か
ら近現代における環境と人間活動との関係や，そこに生じてきた諸問題の原因および課題について考え，これからの持続可
能な社会の実現のために必要な方策とはどのようなものか検討する．

到 達 目 標
環境に関する基本的な知識を身につけ，科学的な視点による理解を深める．特に現代の経済活動によって生じる環境負荷を
定量的に分析する方法を習得する．環境問題を把握するための知識や考え方を学ぶことで，環境政策を検討するためには，
複数の学問分野における分析や知見，さまざまな情報が必要であることを理解する．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業時の作成ノートをもとにして，当該内容の確認および理解を深めるための復習を必要とする．また，インターネット等
を用いて関連する内容についての自主学習を行うことを推奨する．以上の復習および自主学習のために計60時間以上の授業
外学修を実施すること．適宜，授業内容に沿って関連する課題を与える場合がある．

授 業 計 画

【第 1 回】 イントロダクション
【第 2 回】 人間社会と環境
【第 3 回】 経済活動による資源利用
【第 4 回】 公害とその対策
【第 5 回】 環境政策
【第 6 回】 水と生活環境
【第 7 回】 水環境問題
【第 8 回】 環境負荷の推計
【第 9 回】 都市環境と水処理
【第10回】 酸性雨と大気汚染
【第11回】 化学物質と環境
【第12回】 地球温暖化と CO2

【第13回】 まとめ
成績評価の方法 原則として期末試験（100％）で評価する．課題提出・小テスト等を実施した場合は５％とし，期末試験を95％とする．ただ

し，授業および試験時の態度等に問題があった場合は成績評価対象外とすることがある．
フィードバックの内容 課題や小テストに関する内容等について講評，解説を行う．
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『新版 新しい環境科学 - 環境問題の基礎知識をマスターする -』鈴木孝弘（駿河台出版社）2021、『文系のための環境科学入

門 新版』藤倉良・藤倉まなみ（有斐閣）2016
教員からのお知らせ 参考資料等は適宜指示する．
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，原則として学部学科にて定めるオフィスアワーにて受け付ける．
アクティブ･ラーニングの内容 授業中に簡単な確認テスト等を実施し，その結果のフィードバック・振り返りを行う．
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0122201 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 環境計画論１ 櫻井　一宏 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
環境問題への対応や持続可能社会の実現を目指すためには，適切な政策立案と諸政策を実践する具体的な計画が必要である．
本講義では，世界およびわが国における都市の成立や発展，そして環境問題の歴史的な変遷について概観する．その上で，
近代都市論や計画的な思考に基づく近代から現代にかけての都市の発展およびその計画について環境問題との関連を踏まえ
て学び，将来の都市のあり方や環境に対する考え方について検討する．

到 達 目 標
都市が成立し発展してきた背景と関連する環境問題について理解する．資源およびエネルギーを含めた環境問題と都市との
関係を把握し，近代都市の成立および都市計画の発展について学び，今後のあるべき都市と環境について考えることができ
る．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業時の作成ノートをもとにして，当該内容の確認および理解を深めるための復習を必要とする．また，インターネット等
を用いて関連する内容についての自主学習を行うことを推奨する．以上の復習および自主学習のために計60時間以上の授業
外学修を実施すること．適宜，授業内容に沿って関連する課題を与える場合がある．

授 業 計 画

【第 1 回】 イントロダクション
【第 2 回】 都市の成立
【第 3 回】 都市社会と環境問題
【第 4 回】 近代都市の発展
【第 5 回】 近代都市環境と都市論
【第 6 回】 近代都市計画の考え方
【第 7 回】 近代都市計画（英国）
【第 8 回】 近代都市計画（米国）
【第 9 回】 現代都市論
【第10回】 英国の都市計画の変遷
【第11回】 日本の都市の発展
【第12回】 日本の都市計画
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 原則として期末試験（100％）で評価する．課題提出・小テスト等を実施した場合は５％とし，期末試験を95％とする．ただ
し，授業および試験時の態度等に問題があった場合は成績評価対象外とすることがある．

フィードバックの内容 課題や小テストに関する内容等について講評，解説を行う．
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『都市計画の世界史』日端康雄（講談社）2008、『都市・地域計画』石井一郎・湯沢昭（鹿島出版会）2007
教員からのお知らせ 参考資料等は適宜指示する．
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，原則として学部学科にて定めるオフィスアワーにて受け付ける．
アクティブ･ラーニングの内容 授業中に簡単な確認テスト等を実施し，その結果のフィードバック・振り返りを行う．
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0122301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 環境計画論２ 櫻井　一宏 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本講義では，わが国の国土計画や環境政策の変遷を把握し，その効果や影響について具体的に学ぶ．特に国土計画に位置付
けられた都市・地域開発および産業の高度化などに伴って生じた公害問題，近年の地球環境問題に係わる環境政策や関連す
る施策の動向について紹介し，今後必要となる政策および計画について検討する．

到 達 目 標
計画がなぜ必要なのか，また，どのようなものなのかについて，わが国の国土計画などを例にして学び，基本的な計画論と
その考え方，公共的な視点からの諸計画や関連政策について理解する．また，それらの計画等の策定時の背景や決定プロセ
スについての知見を得ることで，これからの国土や環境に関して考えることができる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業時の作成ノートをもとにして，当該内容の確認および理解を深めるための復習を必要とする．また，インターネット等
を用いて関連する内容についての自主学習を行うことを推奨する．以上の復習および自主学習のために計60時間以上の授業
外学修を実施すること．適宜，授業内容に沿って関連する課題を与える場合がある．

授 業 計 画

【第 1 回】 イントロダクション
【第 2 回】 計画とは
【第 3 回】 さまざまな計画
【第 4 回】 国土計画の系譜
【第 5 回】 全国総合開発計画（１）
【第 6 回】 全国総合開発計画（２）
【第 7 回】 全国総合開発計画（３）
【第 8 回】 全国総合開発計画（４）
【第 9 回】 全国総合開発計画（５）
【第10回】 国土形成計画
【第11回】 海洋基本計画
【第12回】 沿岸域の総合的管理
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 原則として期末試験（100％）で評価する．課題提出・小テスト等を実施した場合は５％とし，期末試験を95％とする．ただ
し，授業および試験時の態度等に問題があった場合は成績評価対象外とすることがある．

フィードバックの内容 課題や小テストに関する内容等について講評，解説を行う．
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『国土計画の変遷 - 効率と衡平の計画思想 -』川上征雄（鹿島出版会）2008
教員からのお知らせ 参考資料等は適宜指示する．
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，原則として学部学科にて定めるオフィスアワーにて受け付ける．
アクティブ･ラーニングの内容 授業中に簡単な確認テスト等を実施し，その結果のフィードバック・振り返りを行う．
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0112601 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 環境経済学１ 宮岡　暁 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
環境経済学は、経済学の視点から環境問題の発生メカニズムを明らかにし、環境問題を解決するための有効な政策手段を提
示することを目的とする学問です。第１期の「環境経済学１」では、市場経済において環境問題が発生するメカニズム（外
部性）と、それを解決するための代表的な政策手段（環境税、排出量取引、環境ラベルなど）の基礎理論について学修しま
す。

到 達 目 標 ①市場経済において環境問題が発生するメカニズム（外部性）について説明できる
②環境政策の導入によって環境問題が解決されるメカニズムについて説明できる

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行って下さい。予習は必要としませんが、復習をしっかりと行うことが大切です。
毎回の授業では、その回の内容を復習するための課題（要提出）を出題するので、しっかりと取り組むようにしてください。

授 業 計 画

【第 1 回】 環境問題と環境政策の歴史的変遷
【第 2 回】 ミクロ経済学の復習：需要曲線と供給曲線
【第 3 回】 外部性と市場の失敗
【第 4 回】 外部性の内部化
【第 5 回】 企業の限界削減費用
【第 6 回】 直接交渉とコースの定理
【第 7 回】 直接規制

【第 8 回】 環境税
【第 9 回】 環境補助金
【第10回】 排出量取引
【第11回】 環境税と排出量取引の実際
【第12回】 情報的手法
【第13回】 環境政策と研究開発

成績評価の方法 課題（約30％）＋期末試験（約70％）で評価します。
フィードバックの内容 課題の解答例を〆切後に掲示するとともに、講評を翌週授業内に行います。
教 科 書
指 定 図 書

参 考 書
『環境経済学をつかむ　第４版』栗山浩一／馬奈木俊介（有斐閣）2020年、『環境経済学入門講義［増補版］』浜本光紹（創成
社）2021年、『コア・テキスト　環境経済学』一方井誠治（新世社）2018年、『環境経済学の第一歩』大沼あゆみ／柘植隆宏

（有斐閣）2021年、『環境経済学入門』ニック・ハンレー／ジェイソン・ショグレン／ベン・ホワイト（昭和堂）2021年

教員からのお知らせ
この授業では特定の教科書は使用しません。
資料の配布は、OpenLMS もしくは Microsoft Teams を利用して行う予定です。
詳細については、事前に掲示するガイダンス資料で説明します。

オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障のない範囲で教室内にて対応します。また、メールや Microsoft
Teams のチャット機能でも受付けます。

アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り
実践的な教育内容

そ の 他
①主に「ミクロ経済学基礎」での学修内容をベースとした授業になります。したがって、「ミクロ経済学基礎」の単位を修得
済みであることが望ましいです。ただし、授業内でも必要に応じて復習を行います。
②環境経済学の主要な研究テーマの一つに「環境評価」がありますが、この授業では時間の制約により扱いません。このテー
マについて詳細に学びたい人は「環境経済評価法」の授業を履修することをオススメします。
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講義コード 11C0112701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 環境経済学２ 宮岡　暁 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
環境経済学は、経済学の視点から環境問題の発生メカニズムを明らかにし、環境問題を解決するための有効な政策手段を提
示することを目的とする学問です。第２期の「環境経済学２」では、自然資源（枯渇性資源と再生可能資源）を取り巻く問
題や、グローバル化と環境問題の関係、廃棄物問題・地球環境問題といった具体的な環境問題について学修します。

到 達 目 標
①自然資源の過剰利用が発生するメカニズムやそれを防ぐための様々な政策の有効性について、図やグラフによる分析がで
きる
②グローバル化（国際貿易）が環境に与える影響について、図やグラフによる分析ができる
③具体的な環境問題に関して、その内容や実施されている政策の特徴について説明できる

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行ってください。予習は必要としませんが、復習をしっかりと行うことが大切で
す。毎回の授業では、その回の内容を復習するための課題（要提出）を出題するので、しっかりと取り組むようにしてくだ
さい。

授 業 計 画

【第 1 回】 枯渇性資源（１）
【第 2 回】 枯渇性資源（２）
【第 3 回】 枯渇性資源（３）
【第 4 回】 エネルギー資源（１）
【第 5 回】 エネルギー資源（２）
【第 6 回】 再生可能資源（１）
【第 7 回】 再生可能資源（２）

【第 8 回】 国際貿易と環境（１）
【第 9 回】 国際貿易と環境（２）
【第10回】 地球環境問題（１）
【第11回】 地球環境問題（２）
【第12回】 廃棄物問題（１）
【第13回】 廃棄物問題（２）

成績評価の方法 課題（約30％）＋期末試験（約70％）で評価します。
フィードバックの内容 課題の解答例を〆切後に掲示するとともに、講評を翌週授業内に行います。
教 科 書
指 定 図 書

参 考 書
『環境経済学をつかむ　第４版』栗山浩一／馬奈木俊介（有斐閣）2020年、『環境経済学入門講義［増補版］』浜本光紹（創成
社）2021年、『コア・テキスト　環境経済学』一方井誠治（新世社）2018年、『環境経済学の第一歩』大沼あゆみ／柘植隆宏

（有斐閣）2021年、『環境経済学入門』ニック・ハンレー／ジェイソン・ショグレン／ベン・ホワイト（昭和堂）2021年

教員からのお知らせ
この授業では特定の教科書は使用しません。
資料の配布は、OpenLMS もしくは Microsoft Teams を利用して行う予定です。
詳細については、事前に掲示するガイダンス資料で説明します。

オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障のない範囲で教室内にて対応します。また、メールや Microsoft
Teams のチャット機能でも受付けます。

アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り
実践的な教育内容

そ の 他
①主に「ミクロ経済学基礎」での学修内容をベースとした授業になります。したがって、「ミクロ経済学基礎」の単位を修得
済みであることが望ましいです。ただし、授業内でも必要に応じて復習を行います。
②第１期の「環境経済学１」とセットで履修することを強く推奨します。
③「環境評価」について詳細に学びたい人は「環境経済評価法」の授業を履修することをオススメします。

講義コード 14C0226201 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 教養特講１〈進化生物学とは何か〉／進化生物学とは何か 谷野　宏樹 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
生物学における進化生物学という分野の位置付けの理解と、進化生物学的な基礎知識を得ることを目的とする。実際の研究
事例とともに解説を聞くことで、現代の進化生物学における基礎的な理論の概観と活用事例を把握する。教養として進化生
物学の知識を得ることで、ニュースなどで紹介された生物学の話題について、進化生物学的な視点をもって自身の意見を話
すことができることを目指す。

到 達 目 標
本講義を受講することで、以下の３点を達成することを目標とする。
１．進化生物学の歴史的な背景を説明できる
２．進化がどのような状況で、何に対して起きるか説明できる
３．生物学に関する話題について、進化生物学的な観点からの意見を述べることができる

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この講義では、60時間以上の授業外学習を行うこと。
授業外学習では、講義に際して配布するスライド資料や文書等の教材を活用するとともに、講義中に出題された課題に取り
組むこと。講義で関心をもった項目については、講義中で紹介する書籍や参考文献を読み理解を深めることを推奨する。

授 業 計 画

【第 1 回】 はじめに　進化生物学はなぜ重要か？
【第 2 回】 進化生物学はいかにして誤解されてきたか？
【第 3 回】 進化理論の歴史的変遷　①
【第 4 回】 進化理論の歴史的変遷　②
【第 5 回】 系統樹が解き明かす進化
【第 6 回】 生命の歴史を概観する
【第 7 回】 進化を駆動する要因は何か？　①
【第 8 回】 進化を駆動する要因は何か？　②
【第 9 回】 進化のスケールを理解する：淘汰圧の階層性
【第10回】 都市がもたらす進化
【第11回】 実験室で引き起こす進化
【第12回】 「進化」とは「最適」か？
【第13回】 まとめ　進化生物学はいかにして活用されてきたか？

成績評価の方法

毎回の授業中で出題する200字程度の課題（50％）、期末試験としてのレポート（50％）で評価する。レポートについては、
自身が興味をもった生物学に関するニュース等の話題を選択し、関係する進化理論を提示しながら解説できることを評価基
準とする。
また、取り組み姿勢への評価として、講義内容に関連した有意義な質問１件につき、授業中での課題評価について10％を補
填する形で評価する。

フィードバックの内容 課題に対する講評を翌週の授業内で行う。
また、受講者の理解を促進するものと考えられる質問については、有意義な質問として講義中で回答を紹介する。

教 科 書
『系統樹や生態からみた進化』カール・ジンマー、ダグラス・J・エムレン（講談社）2017、『進化のからくり：現代のダー
ウィンたちの物語』千葉聡（講談社）2020、『Evolution』Douglas J. Futuyma, Mark Kirkpatrick（Oxford University Press）
2017

指 定 図 書
参 考 書 『利己的な遺伝子』リチャード・ドーキンス（紀伊国屋書店）2006
教員からのお知らせ

オフィスアワー
本授業に関する質問・相談は、メールを用いてお願いします。
授業内容についての質問はもちろん、レポートの内容や書き方に関する質問も歓迎します。
メールアドレスについては、授業内で明示します。

アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学習など
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 14C0226301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 教養特講２〈進化生物学の世界〉／進化生物学の世界 谷野　宏樹 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
進化生物学にはどのような研究手法があるか理解し、主要な課題について把握することを目的とする。各生物における事例
やシミュレーションについての紹介を通じて、進化生物学の論理的な裏付けについて理解することができる。最新の研究状
況まで含めて紹介することを通じ、進化生物学の世界の概要を掴むことを目指す。

到 達 目 標
本講義を受講することで、以下の３点を達成することを目標とする。
１．進化生物学における遺伝子情報の貢献について説明できる
２．進化的対立について説明ができる
３．生物の進化が起こる要因について説明ができる

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この講義では、60時間以上の授業外学習を行うこと。
授業外学習では、講義に際して配布するスライド資料や文書等の教材を活用するとともに、講義中に出題された課題に取り
組むこと。講義で関心をもった項目については、講義中で紹介する書籍や参考文献を読み理解を深めることを推奨する。

授 業 計 画

【第 1 回】 はじめに　進化生物学の研究手法
【第 2 回】 どのようにして遺伝子を「読む」のか？
【第 3 回】 遺伝子情報をいかにして活用するのか
【第 4 回】 地理的隔離が引き起こす進化
【第 5 回】 気候変動がもたらす進化
【第 6 回】 生物間相互作用がもたらす進化
【第 7 回】 性の進化　①

【第 8 回】 性の進化　②
【第 9 回】 子への投資と親子間の進化的対立
【第10回】 進化的軍拡競争
【第11回】 利他行動の進化　①
【第12回】 利他行動の進化　②
【第13回】 まとめ　現代進化生物学の課題と新たな試み

成績評価の方法
毎回の授業中で出題する200字程度の課題（50％）、期末試験としてのレポート（50％）で評価する。レポートについては、
自身が興味をもった進化の要因について取り上げ、事例とともに論述できることを評価基準とする。
また、取り組み姿勢への評価として、講義内容に関連した有意義な質問１件につき、授業中での課題評価について10％を補
填する形で評価する。

フィードバックの内容 課題に対する講評を翌週の授業内で行う。
また、受講者の理解を促進するものと考えられる質問については、有意義な質問として講義中で回答を紹介する。

教 科 書 『適応と自然選択：近代進化論批評』George Christopher Williams（共立出版）2022、『Evolution』Douglas J. Futuyma, Mark
Kirkpatrick（Oxford University Press）2017

指 定 図 書

参 考 書
『なぜオスとメスは違うのか－性淘汰の科学』マーリーン・ズック，リー・W・シモンズ（大修館書店）2023、『生物多様性
の謎に迫る』寺井洋平（化学同人）2018、『進化理論の構造 I』スティーブン・ジェイ・グールド（工作舎）2021、『進化理
論の構造 II』スティーブン・ジェイ・グールド（工作舎）2021

教員からのお知らせ

オフィスアワー
本授業に関する質問・相談は、メールを用いてお願いします。
授業内容についての質問はもちろん、レポートの内容や書き方に関する質問も歓迎します。
メールアドレスについては、授業内で明示します。

アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学習など
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C3116001 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 銀行論１ 畠山　久志 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
銀行の登場、その機能などについて歴史的視野から取り上げる。国民生活の中で、信用機能や決済手段を仲介するのが銀行
であるが、時の為政者や社会思想によって、銀行の役割は変遷している。また意外と思われるが銀行は宗教との関係が強い。
さらに国際貿易の為替ニーズが中央銀行制度を整備させた。日本の銀行制度はアメリカの銀行制度を移入したものだが、独
自の地域金融としても発展しておりそれらの特徴などを解説する。

到 達 目 標 銀行の長い歴史における社会的意義を捉え、銀行に求められる役割の重要性を認識するとともに銀行を取り巻く環境変化と
中央銀行の金融政策について理解できる。変革期における銀行の現代的意義と方向性を的確に把握することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業１コマについて、２時間の予習と２時間の復習（計４時間）を行う必要がある。授業は13回なので、全体で60時間以上
の授業外学修を行うことが求められる。授業外学修で取り組むべき課題や参考文献等については、適宜授業時間内およびポー
タルサイトにて指示する。

授 業 計 画

【第 1 回】 概説：銀行とは（金融における銀行の役割・基本業務）
間接金融、直接金融

【第 2 回】 銀行の歴史１（金利の意義）
金利とは何か。金利を認めない金融の存在

【第 3 回】 銀行の歴史２（貿易と銀行）
金融と保険

【第 4 回】 銀行の歴史３（中央銀行の登場）
オランダ、イギリス

【第 5 回】 マネーストック（資金循環）
日本の資金循環　日本銀行

【第 6 回】 日本の銀行１（メガバンクと地域金融機関）
民間銀行

【第 7 回】 日本の銀行２（信託銀行）
信託専門銀行、信託会社

【第 8 回】 日本の銀行３（協同組織金融機関と消費者金融）
信用金庫、信用組合、労働金庫等

【第 9 回】 銀行法の解説１（金融基幹法・分業主義）
間接金融中心主義

【第10回】 銀行法の解説２（業務）
固有業務、その他の業務

【第12回】 銀行法の解説３（組織形態）
銀行持株会社、銀行子会社

【第13回】 バーゼル規制Ⅲ
融資とリスク

成績評価の方法 基本的に期末試験（レポート等）の成績に基づいて評価する（80％）。加えて、授業への取り組み姿勢（質問、意見など）を
考慮する（20％）。

フィードバックの内容 授業内容の確認、質問・意見等について次回、ないしまとめて適宜解説する。
教 科 書 『金融入門第３版』日本経済新聞社（日本経済新聞社出版）2020、『現代の金融』池尾和人（筑摩書房）2010
指 定 図 書 『マネーの進化史』ニール・ファーガソン（早川書房）2009、『銀行の歴史』エドウィン・グリーン（原書房）1994、『地域金

融機関の信託・相続』畠山久志（日本加除出版）2019
参 考 書
教員からのお知らせ 基本的に PDF のスライドを用いて、解説をしていきます。スライドはポータルサイトに掲示します。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、各授業の終わりに教室で受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 金融について関心がある事項を予めまとめ、授業でどの様に解説されるかに注意し、確認してください。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C3116101 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 銀行論２ 畠山　久志 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
わが国は、アメリカの金融制度を移入し続けている。そこで、まずアメリカの金融・銀行制度を説明する。次にわが国の金
融制度に係る基本法である銀行法、金融商品取引法などの業法を解説する。証券化の中で、銀行と証券会社の金融商品を巡っ
たデマケーションがあり、直接金融と間接金融の差異を深耕する。これらの金融機関に対する公的規制と救済制度を検証し、
暗号資産、中央銀行デジタル通貨など最近の動きを取上げる。

到 達 目 標
現代の銀行業に係る法的規制が理解できる。また、グローバル化・IT 化による金融環境の変化に対応する法的規制の見直
し、及び証券化の中における金融商品のデマケーションと銀行と証券会社による開示規制、行為規制等の相違を把握できる。
さらに金融監督の役割、救済策、新しい金融商品について説明できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業１コマについて、２時間の予習と２時間の復習（計４時間）を行う必要がある。授業は13回なので、全体で60時間以上
の授業外学修を行うことが求められる。授業外学修で取り組むべき課題や参考文献等については、適宜授業内およびポータ
ルサイトで指示する。

授 業 計 画

【第 1 回】 アメリカの銀行制度とわが国銀行の歴史
金融法制は、アメリカ法の移入

【第 2 回】 アメリカの銀行制度１
NY 初の世界大恐慌に対するニュー・ディール

【第 3 回】 アメリカの銀行制度２
中央銀行制度と民間銀行

【第 4 回】 アメリカの銀行監督体制
連邦銀等通貨当局

【第 5 回】 アメリカの金融イベント（エンロン事件、リーマンショック）
大規模な不祥事件

【第 6 回】 マイクロファイナンス（少額融資システム）
小規模融資

【第 7 回】 デリバティブ取引１（取引の歴史・古代ギリシア）
現物取引、先物取引

【第 8 回】 デリバティブ取引２（大阪米穀取引所等）
本格的デリバティブ取引の登場

【第 9 回】 ディスクロージャーと監査制度、銀行の会計帳簿
複式簿記

【第10回】 中央銀行デジタル通貨（CBDC）
暗号資産（BITCOIN 他）

【第11回】 多様な金融取引（FX 取引、投資信託）
投資、投機（ギャンブル）

【第12回】 コンプライアンスとマネーロンダリング
コンプライアンスの意義とターゲット

【第13回】 金融 ADR
金融取引の苦情仲介処理

成績評価の方法 基本的に期末試験（レポート）の成績に基づいて評価する（80％）。加えて、授業への取り組み姿勢（質問、意見など）を考
慮する（20％）。

フィードバックの内容 授業内容の確認、意見、疑問等について、次回、ないしまとめて適時解説する。
教 科 書 『アメリカ銀行法』川口恭弘（弘文堂）2020、『金融商品取引法入門第８版』黒沼悦郎（日経）2021
指 定 図 書 『仮想通貨法の仕組みと実務』畠山久志（日本加除出版）2018、『銀行法精義』小山嘉昭（キンザイ）2018、『デジタル化社会

における新しい財産的価値と信託』畠山久志（商事法務）2022、『金融商品取引法』畠山久志（地域金融研究所）2014
参 考 書
教員からのお知らせ 基本的に PDF のスライドを用いて解説をしていきます。スライドはポータルサイトに掲示します。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、各授業の終わりに教室で受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 金融に関する情報は沢山あります。関心のあった事項をまとめ、授業で確認してください。また、確認に係る意見等を表明

させ共有する。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0111401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 金融論１ 林　康史 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
金融市場で「何が起こっているか」を念頭に置き、また、FP の視座も取り込みながら、金融の基礎からデリバティブ（派
生商品）までを講義する。マーケットを知るために外国為替の模擬取引等も実施する。金融は経済の基礎であり、経済の理
解には不可欠である。金融の能力が不足していれば、一流のビジネスパーソンになれないばかりか、個人生活にも支障をき
たす。経済学（証券論、商品論、FP 等の関連科目）の基本を理解する。

到 達 目 標
金融システム・市場、金融機関、金融商品（デリバティブ含む）の基本的知識は理解し、説明でき、活用できる（例えば、
利回り計算は自在にできる）。また、マーケット感覚もある程度身についており、行動経済学の知見もあり、リスクを検討で
きる。パーソナルファイナンスにも役立つ金融ケイパビリィティの基礎を身につける。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業外学修時間には、指示した資料の視聴、読解、課題の考察等を行う（理解が困難なところは、繰り返し学習のこと）。13
回２単位の本科目の授業外学修時間は60時間である。反転授業の形式を取り入れる場合があることにも留意されたい。

授 業 計 画

授業回ごとに、授業前あるいは後に、オンデマンド資料等での学習が求められる（一部、「反転授業」の形式で行うことがあ
る。対面授業は Q&A から始まることがある）。

金融の基礎知識 ～ 金融とは、貨幣とは、市場とは
【第 1 回】ガイダンス【授業についての説明を行う。必ず出席のこと】

金融とは、企業研究について、PF の考え方、等々
外国為替相場のシミュレーション・ゲーム（模擬取引）①

【第 2 回】貨幣、決済システム
外国為替相場のシミュレーション・ゲーム（模擬取引）②

【第 3 回】金融市場（含、外国為替市場）
外国為替相場のシミュレーション・ゲーム（模擬取引）③

【第 4 回】外国為替相場のシミュレーション・ゲーム（模擬取引）④
金融機関

【第 5 回】金融機関の区分と種類（直接金融と間接金融）
金融仲介機関①　～ 銀行、預金取扱機関（信用創造）

【第 6 回】金融仲介機関②　～ 保険、その他
金融仲介機関以外の金融機関 ～ 証券、その他
中央銀行

【第 7 回】日本銀行の目的と役割
【第 8 回】金融政策（その他、マクロ経済安定化政策）

金利
【第 9 回】金利とは
【第10回】金利の期間構造
【第11回】金利と債券（リターンの計算）
【第12回】金利とマクロ経済

総括
【第13回】第１期の総括

※　企業研究（金融教育の一環であるキャリア教育＜就職支援＞も兼ねる。アプリを活用。第２期も継続して行う予定）
等々、適宜、現場経験の豊富なゲストスピーカーによる講義も行いたい。
金融論１と金融論２は同じ年度での履修を勧める（効率よく学ぶこと）。
なお、これらの講義・学習は、オンデマンドの資料による場合がある。

成績評価の方法
期末試験（40％）・確認テスト（30％）・レポート（20％）・授業への取り組み姿勢（10％）で、総合的に評価する（期末試験
は定期期間中に行うか、第13回に行うかは未定＜授業の進捗状況による＞）。企業研究についてのレポート等の提出は、希望
者のみの任意の予定であるが、成績評価には加算の予定である。

フィードバックの内容 授業時に質問を受け、応答する。また、適宜、「Q&A」等を掲示する。
教 科 書 『金融論15講』林康史（新世社）2025年（近刊）、『はじめての PF ／やりなおしの金融論』林康史（中央経済社）2025年（近

刊）
指 定 図 書
参 考 書 『株式投資 第６版』J. シーゲル（日経 BP 社）2025年、『改定版 金持ち父さんの投資ガイド 入門編』ロバート・キヨサキ他

（筑摩書房）2014年、『改定版 金持ち父さんの投資ガイド 上級編』ロバート・キヨサキ他（筑摩書房）2014年

教員からのお知らせ
“金融”を学ぶ必要性を自覚して受講すること。
６割以上の出席が求められる（６割未満の場合は、成績対象外となる場合がある）。
オンデマンドの資料についてもノートを作成する等の対応が求められる。

オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業時、また、メール等（hotmail）で受付ける。オフィスアワー時の訪問は事前に連絡のこ
と。

アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習など
実践的な教育内容 本講義は、銀行・証券・保険（金融三業態）、メーカーでの実務経験がある専任教員による授業である。
そ の 他 反転授業の形式を一部取り入れることもあり、ポータルに掲載の連絡事項の確認は欠かさないこと（事前にオンライン教材

の視聴を行う等の指示があることがある）。
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講義コード 11C0111501 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 金融論２ 林　康史 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
金融市場で「何が起こっているか」を念頭に置き、また、FP の視座も取り込みながら、金融の基礎からデリバティブ（派
生商品）までを講義する。マーケットを知るために外国為替の模擬取引等も実施する。金融は経済の基礎であり、経済の理
解には不可欠である。金融の能力が不足していれば、一流のビジネスパーソンになれないばかりか、個人生活にも支障をき
たす。経済学（証券論、商品論、FP 等の関連科目）の基本を理解する。

到 達 目 標
金融システム・市場、金融機関、金融商品（デリバティブ含む）の基本的知識は理解し、説明でき、活用できる（例えば、
利回り計算は自在にできる）。また、マーケット感覚もある程度身についており、行動経済学の知見もあり、リスクを検討で
きる。パーソナルファイナンスにも役立つ金融ケイパビリィティの基礎を身につける。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業外学修時間には、指示した資料の視聴、読解、課題の考察等を行う（理解が困難なところは、繰り返し学習のこと）。13
回２単位の本科目の授業外学修時間は60時間である。反転授業の形式を取り入れる場合があることにも留意されたい。

授 業 計 画

授業回ごとに、授業前あるいは後に、オンデマンド資料等での学習が求められる（一部、「反転授業」の形式で行うことがあ
る。対面授業は Q&A から始まることがある）。
第１期の授業の進捗を鑑み、順番の入れ替え等を行う可能性があるので、注意されたい。第１期の授業の内容は十分に復習
しておいていただきたい。

第１期の復習、金融市場、投資
【第 1 回】 ガイダンス【授業についての説明を行う。必ず出席のこと】

金融論１の復習
【第 2 回】 金融市場（含、商品市場、不動産市場）

外国為替の模擬取引【復習】
【第 3 回】 企業と株式（企業研究。アプリを活用）
【第 4 回】 投資と心理（行動ファイナンス概論）

金融デリバティブと証券化
【第 5 回】 証拠金取引、レバレッジ
【第 6 回】 金利スワップ・通貨スワップ
【第 7 回】 オプション、証券化
【第 8 回】 デリバティブの歴史（大阪堂島の米市場）

マクロ経済と金融、金融規制
【第 9 回】 第二次世界大戦後の金融市場の歴史的展開
【第10回】 金融制度と金融規制

消費者・投資者保護
パーソナルファイナンスと金融ケイパビリティ

【第11回】 運用スタイル、ポートフォリオ構築の視点
【第12回】 ファンドマネジャーの仕事

年金
株式・債券・その他の市場（不動産等）
投資と投機、ほか
総括

【第13回】 第１期・第２期の総括

※　企業研究（第１期からの継続。アプリを利用）等々、適宜、現場経験の豊富なゲストスピーカーによる講義も行いたい。
金融論１と金融論２は同じ年度での履修を勧める（効率よく学ぶこと）。
なお、これらの講義・学習は、オンデマンドの資料による場合がある。

成績評価の方法
期末試験（40％）・確認テスト（30％）・レポート（20％）・授業への取り組み姿勢（10％）で、総合的に評価する（期末試験
は定期期間中に行うか、第13回に行うかは未定＜授業の進捗状況による＞）。企業研究についてのレポート等の提出は、希望
者のみの任意の予定であるが、成績評価には加算の予定である。

フィードバックの内容 授業時に質問を受け、応答する。また、適宜、「Q&A」等を掲示する。
教 科 書 『金融論15講』林康史（新世社）2025年（近刊）、『はじめての PF ／やりなおしの金融論』林康史（中央経済社）2025年（近

刊）
指 定 図 書
参 考 書 『株式投資 第６版』J. シーゲル（日経 BP 社）2025年、『改定版 金持ち父さんの投資ガイド 入門編』ロバート・キヨサキ他

（筑摩書房）2014年、『改定版 金持ち父さんの投資ガイド 上級編』ロバート・キヨサキ他（筑摩書房）2014年

教員からのお知らせ
“金融”を学ぶ必要性を自覚して受講すること。
６割以上の出席が求められる（６割未満の場合は、成績対象外となる場合がある）。
オンデマンドの資料についてもノートを作成する等の対応が求められる。
金融論１の授業内容を理解したうえで受講することが望ましい。

オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業時、また、メール等（hotmail）で受付ける。オフィスアワー時の訪問は事前に連絡のこ
と。

アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習など
実践的な教育内容 本講義は、銀行・証券・保険（金融三業態）、メーカーでの実務経験がある専任教員による授業である。
そ の 他 反転授業の形式を一部取り入れることもあり、ポータルに掲載の連絡事項の確認は欠かさないこと（事前にオンライン教材

の視聴を行う等の指示があることがある）。



― 100 ―

か

講義コード 11C3115201 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 金融論基礎 林　康史 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

金融論は経済学の基礎であり、応用分野である。金融と経済の基礎である貨幣は、近時、暗号資産が登場し、レスキャッシュ
化が進む等、改めて検討が必要となっている。また、金融の理解には現実の金融市場を知る必要がある。一方、金融論等の
授業で学ばなければならないことは多く、「貨幣とは何か」「金融市場とはいかなるものか」を十分に議論する時間はあまり
ない。
この授業は、金融と金融市場を学ぶ視点の獲得を目的とする。

到 達 目 標
貨幣にもさまざまな性格や役割があり、現在の貨幣のありかた・問題点、等々を理解する。また、単なる金融知識（リテラ
シー）の習得にとどまらず、さまざまな金融市場の構造を把握する力を養成し、経済事象を洞察する思考を身につけ、金融
を使いこなす能力（ケイパビリティ）を獲得する契機とすることを目指す。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業外学修時間には、指示した資料の視聴、読解、課題の考察等を行う（理解が困難なところは、繰り返し学習のこと）。13
回２単位の本科目の授業外学修時間は60時間である。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス ～ マネーとは何か、市場とは何か
【第 2 回】 金融市場 概観、外為ディーラーの仕事
【第 3 回】 シミュレーションゲーム（外国為替の模擬取引）①
【第 4 回】 シミュレーションゲーム②
【第 5 回】 ゲストスピーカー（外国為替）
【第 6 回】 貨幣とは何か①
【第 7 回】 貨幣とは何か②
【第 8 回】 日本銀行貨幣博物館見学、または、ドル円相場予測①（予定）
【第 9 回】 東京証券取引所見学、または、ドル円相場予測②（予定）
【第10回】 東京商品取引所見学、または、ドル円相場予測③（予定）
【第11回】 ゲストスピーカー（商品）
【第12回】 デリバティブの歴史（米会所）
【第13回】 総括

※　講義の順番は、見学先等々と調整しながら行うため、変更の可能性がある（見学が座学になることもある）。
※　和銅遺跡（埼玉県）見学等を考えているが、諸般の事情により、実施できない可能性もある。

成績評価の方法 レポート（50％）、確認テスト（30％）、授業への取り組み姿勢（20％）等を総合的に評価（予定）。
フィードバックの内容 授業時に質問を受け、応答する。また、適宜、「Q&A」等を掲示する。
教 科 書 特に指定しない

指 定 図 書

『円・ドル相場の変動を読む』林康史（東洋経済新報社）1991年、『相場としての外国為替』林康史（東洋経済新報社）1993
年、『為替ディーラーの常識非常識』林康史監修（中央経済社）1995年、『市場の法文化』林康史ほか（国際書院）2003年、

『マネーの公理―スイスの銀行家に学ぶ儲けのルール』マックス・ギュンター（日経 BP 社）2005年、『ネゴシエイション
―交渉の法文化』林康史編（国際書院）2009年、『欲望と幻想のドル』クレイグ・カーミン（日本経済新聞出版社）2010
年、『改定版 基礎から学ぶ デイトレード―マーケットを理解するための思考術』林康史（日経 BP 社）2013年、『貨幣と通
貨の法文化』林康史編（国際書院）2016年

参 考 書
『欲望と幻想の市場～伝説の投機王リバモア』エドウィン・ルフェーブル（東洋経済新報社）1999年、『「儲かる人」への59の
質問 マネーの心理』林康史編（三笠書房）2006年、『改定版 金持ち父さんの投資ガイド 入門編』ロバート・キヨサキ他（筑
摩書房）2014年、『改定版 金持ち父さんの投資ガイド 上級編』ロバート・キヨサキ他（筑摩書房）2014年

教員からのお知らせ
“金融”を学ぶ必要性を自覚して受講すること。
６割以上の出席が求められる（共同作業もあり、遅刻・欠席は他の受講生の迷惑となる）。
オンデマンドについてもノート作成（レポート作成）等が求められる。

オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業時、また、メール等（hotmail）で受付ける。オフィスアワー時の訪問は事前に連絡のこ
と。

アクティブ･ラーニングの内容
実践的な教育内容 本講義は、銀行・証券・保険（金融三業態）、メーカーでの実務経験がある専任教員による授業である。
そ の 他 反転授業の形式を一部取り入れることもあり、ポータルに掲載の連絡事項の確認は欠かさないこと（事前にオンライン教材

の視聴を行う等の指示があることがある）。
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講義コード 11C0106301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 グローバルイシューズ１ マイケル　クボ 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
This lecture is about the global challenges all countries must face. We will study global issues related to Education, Eco-
nomics, Environment, etc. More specifically, we will learn about some amazing people who are trying to make our world a 
better place. Moreover, students of this lecture will be challenged to find ways to make our world a better place, too.

到 達 目 標
Students of this lecture class will learn about Global Issues in simple English. This lecture is taught mostly in English.

（There is some Japanese support.）Students who attend this class regularly will improve their English Listening（TOEIC），
and they will learn more about the world. Global Issues students will be encouraged to contribute to the entire class by 
asking questions and/or making comments. This is a fun, friendly and eye-opening class.

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

Students must spend more than 60 hours outside of class in preparation for this course.

授 業 計 画

【第 1 回】Introduction of lecturer & lecture - Thinking & talking about Global Issues １ /A
【第 2 回】Education Issues/ Sir. Ken Robinson（UK）Part I
【第 3 回】Education Issues/ Sir. Ken Robinson（UK）Part II
【第 4 回】Education Issues Summary - Quiz
【第 5 回】Economic Issues/Prof. Muhammad Yunus（Bangladesh）Part I
【第 6 回】Economic Issues/Prof. Muhammad Yunus（Bangladesh）Part II
【第 7 回】Economic Issues Summary - Quiz
【第 8 回】Environment Issues/ Mr. Al Gore（USA），Dr. David Suzuki（Canada）Part I
【第 9 回】Environment Issues/ Mr. Al Gore（USA），Dr. David Suzuki（Canada）Part II
【第10回】Environment Issues Summary - Quiz
【第11回】Overview of Education, Economic & Environment Issues
【第12回】Overview of Education, Economic & Environment Issues（Day ２）
【第13回】Test or Student Presentation, or Report
ﾝﾝ *Content may change depending on general English level of the class.

成績評価の方法 tests and/or presentations: 30％，participation: 30％，attitude: 30％，homework: 10％
フィードバックの内容
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ

オフィスアワー
The teacher is always available via LINE.　Special meeting between student and teacher can be made easily.　Tradi-
tional office hours are Wednesdays after 16:00, and Thursdays 10:40 to 12:30.　Please contact the teacher directly via 
LINE or email（michaelkubo@ris.ac.jp）

アクティブ･ラーニングの内容 Students will regularly be asked to share their opinions on topics and make presentations.
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0106401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 グローバルイシューズ２ マイケル　クボ 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
This lecture is about the global challenges all countries must face. We will study global issues related to Fair Trade, the 
Global Water Crisis, Food & Health, and Energy. We will watch some amazing video documentaries that help illustrate 
these Global Issues. Students of this lecture will be challenged to find ways to make our world a better place, too.

到 達 目 標
Students of this lecture class will learn about Global Issues in simple English. This lecture is taught mostly in English.

（There is some Japanese support.）Students who attend this class regularly will improve their English Listening（TOEIC），
and they will learn more about the world. Global Issues students will be encouraged to contribute to the entire class by 
asking questions and/or making comments. This is a fun, friendly and eye-opening class.

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

Students must spend more than 60 hours outside of class in preparation for this course.

授 業 計 画

【第 1 回】Introduction of lecturer & lecture - Thinking & talking about Global Issues ２ /B
【第 2 回】Issue １ : Fair Trade - Documentary film - Part I
【第 3 回】Issue １ : Fair Trade - Documentary film - Part ２
【第 4 回】Issue １ : Fair Trade - Quiz
【第 5 回】Issue ２ : Global Water Crisis - Documentary film - Part I
【第 6 回】Issue ２ : Global Water Crisis - Documentary film - Part ２
【第 7 回】Issue ２ : Global Water Crisis - Quiz
【第 8 回】Issue ３ : Food & Health - Documentary film - Part I
【第 9 回】Issue ３ : Food & Health - Documentary film - Part ２
【第10回　Issue ３ : Food & Health - Quiz
【第11回】Overview of Fair Trade, Global Water Crisis & Food & Health Issues
【第12回】Special Lecture（to be announced）
【第13回】Test or Student Presentation, or Report
ﾝﾝ * The lesson plan may change depending on the general English level of the class.

成績評価の方法 tests or presentations: 30％，participation: 30％，attitude: 30％，homework: 10％
フィードバックの内容
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ

オフィスアワー
The teacher is always available via LINE.　Special meeting between student and teacher can be made easily.　Tradi-
tional office hours are Wednesdays after 16:00, and Thursdays 10:40 to 12:30.　Please contact the teacher directly via 
LINE or email（michaelkubo@ris.ac.jp）。

アクティブ･ラーニングの内容 Students will regularly be asked to share their opinions on topics and make presentations.
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0117901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 グローバル産業論１ 芹田　浩司 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
現代の企業活動はグローバル化しており、それは伝統的な経済学の枠組みでは捉えにくくなっている側面がある。本授業は、
こうした現代のグローバルな企業活動および産業のあり方、そしてそれらを巡る経済・社会問題等について、理論面での理
解を深めるとともに、個々の主要な企業や産業の事例を基に、実態（実証）的な側面についても詳しく押さえることを主な
目的とする。

到 達 目 標
製造業分野をはじめとする現代産業のあり方や諸問題、またその産業内で活動する企業の戦略等ついて詳しく学ぶことを通
じて、理論（分析枠組）面での新たな理解や、世界の産業（経済）についての知見が深められ、社会人になってからも役に
立つビジネス等に関する知識を身に付けられるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

テキスト（配布プリント）については毎回復習してくること（分からない用語や概念等についてはそのままにせず、自分で
も積極的に調べること）。また企業・産業面を中心に新聞にも目を通してくること。なお、授業外学修時間については60時間
以上とする。

授 業 計 画

【第 1 回】 産業とは何か～産業分類等について
【第 2 回】 産業連関の概念等について（産業連関と経済発展）
【第 3 回】 個別企業・産業研究１（台湾の半導体産業１）
【第 4 回】 個別企業・産業研究２（台湾の半導体産業２）
【第 5 回】 グローバル・バリュー・チェーン（GVC）という考え方（１）
【第 6 回】 グローバル・バリュー・チェーン（GVC）という考え方（２）
【第 7 回】 GVC の編成と付加価値の分配問題（スマイルカーブの議論等）
【第 8 回】 現代の先進国・発展途上国間の国際分業関係～ GVC アプローチの視点から
【第 9 回】 これまでの復習・まとめ（小テスト予定）
【第10回】 産業のアップグレーディング問題（１）
【第11回】 産業のアップグレーディング問題（２）
【第12回】 個別企業・産業研究３
【第13回】 総復習・質問受け付け等

成績評価の方法 基本的には期末試験の成績（100％）による［但し、課題の提出（その内容も含む）を（若干の）加点対象とする場合があ
る。詳細についてはガイダンスや授業時などに適宜説明する。

フィードバックの内容 小テスト（授業内課題）等で解答提示・解説が必要な場合においては基本的に次の授業時においてフィードバックする予定
である。

教 科 書
指 定 図 書

参 考 書

『新地域産業論』伊藤正昭（学文社）2011、『多国籍企業と新地域産業論新興国市場』多国籍企業学会（文眞堂）2012、『多国
籍企業のグローバル価値連鎖』瀬藤澄彦（中央経済社）2014、『グローバルプレッシャー下の日本の産業集積』伊東維年，山
本健兒，柳井雅也（編著）（日本経済評論社）2014、『新興国市場の特質と新たな BOP 戦略 : 開発経営学を目指して』林 倬
史（文眞堂）2016、『グローバル経営史－国境を越える産業ダイナミズム』橘川武郎，黒澤隆文，西村成弘（編）（名古屋大
学出版会）2016

教員からのお知らせ 基本的に教科書は用いず、配布プリントを基に進める予定です。その他の参考書等については授業中に適宜、紹介します。
また授業の進行上、上記計画については順序の入れ替えや変更等の可能性があります。

オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0118001 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 グローバル産業論２ 芹田　浩司 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
現代の企業活動はグローバル化しており、それは伝統的な経済学の枠組みでは捉えにくくなっている側面がある。本授業は、
こうした現代のグローバルな企業活動および産業のあり方、そしてそれらを巡る経済・社会問題等について、理論面での理
解を深めるとともに、個々の主要な企業や産業の事例を基に、実態（実証）的な側面についても詳しく押さえることを主な
目的とする。

到 達 目 標
製造業分野をはじめとする現代産業のあり方や諸問題、またその産業内で活動する企業の戦略等ついて詳しく学ぶことを通
じて、理論（分析枠組）面での新たな理解や、世界の産業（経済）についての知見が深められ、社会人になってからも役に
立つビジネス等に関する知識を身に付けられるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

テキスト（配布プリント）については毎回復習してくること（分からない用語や概念等についてはそのままにせず、自分で
も積極的に調べること）。また企業・産業面を中心に新聞にも目を通してくること。なお、授業外学修時間については60時間
以上とする。

授 業 計 画

【第 1 回】 GVC（グローバル・バリュー・チェーン）の基本的概念及び産業アップグレーディング
【第 2 回】 産業グローバル化はいかにして可能になるのか？（ハイマーの「優位性」の命題）
【第 3 回】 何故、組み立て工程は発展途上国に移転するのか ?（プロダクト・サイクル理論の検討）
【第 4 回】 優位性の適用と適応問題 - 日本型生産・経営システムの事例を中心に
【第 5 回】 グローバリゼーションと産業クラスター（１）
【第 6 回】 グローバリゼーションと産業クラスター（２）
【第 7 回】 これまでの復習・まとめ（小テスト予定）
【第 8 回】 個別産業・企業研究１
【第 9 回】 個別国家の経済・社会に対する経済グローバル化の影響に関する諸議論
【第10回】 個別産業・企業研究２
【第11回】 世界の工場・中国とグローバル企業（１）
【第12回】 世界の工場・中国とグローバル企業（２）
【第13回】 総復習・質問受け付け等

成績評価の方法 基本的には期末試験の成績（100％）による［但し、課題の提出（その内容も含む）を（若干の）加点対象とする場合があ
る。詳細についてはガイダンスや授業時などに適宜説明する。

フィードバックの内容 小テスト（授業内課題）等で解答提示・解説が必要な場合においては基本的に次の授業時においてフィードバックする予定
である。

教 科 書
指 定 図 書

参 考 書

『新地域産業論』伊藤正昭（学文社）2011、『多国籍企業と新地域産業論新興国市場』多国籍企業学会（文眞堂）2012、『多国
籍企業のグローバル価値連鎖』瀬藤澄彦（中央経済社）2014、『グローバルプレッシャー下の日本の産業集積』伊東維年，山
本健兒，柳井雅也（編著）（日本経済評論社）2014、『新興国市場の特質と新たな BOP 戦略 : 開発経営学を目指して』林 倬
史（文眞堂）2016、『グローバル経営史－国境を越える産業ダイナミズム』橘川武郎，黒澤隆文，西村成弘（編）（名古屋大
学出版会）2016

教員からのお知らせ 基本的に教科書は用いず、配布プリントを基に進める予定です。その他の参考書等については授業中に適宜、紹介します。
また授業の進行上、上記計画については順序の入れ替えや変更等の可能性があります。

オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0123401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経営学 佐藤　一義 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
現代社会における経済主体としての企業（経営組織）において、労働（仕事）と労働者（人間）の管理（マネジメント）の
役割が注目されたのは、おおよそ１世紀ほど前であった。今日にいたるまで、マネジメントにおける実に多様な研究成果が
得られてきた。本講義ではこうした研究の変遷を追いながら、今後、企業社会で活動をする人にとって基本的な知識を提供
することを本講義の目的とする。

到 達 目 標 企業活動に関する基礎的知識が理解できることと、経営に関する基礎理論や基礎概念について理解できること。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業の理解を深めるために、毎回予習２時間・復習２時間、年間計60時間以上の授業外学習が必要である。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス
【第 2 回】 企業活動の本質
【第 3 回】 人的資源と労働力
【第 4 回】 マネジメントの基本
【第 5 回】 モチベーション１：概念と基礎理論
【第 6 回】 モチベーション２：企業の人間的側面
【第 7 回】 モチベーション３：達成動機と経済
【第 8 回】 リーダーシップ１：経営における位置づけ
【第 9 回】 リーダーシップ２：行動・類型論
【第10回】 リーダーシップ３：状況論
【第11回】 意思決定論の基礎概念
【第12回】 意思決定論と経営
【第13回】 経営戦略の概念

成績評価の方法 期末試験（85％）の結果を評価します。ただし、授業態度も成績評価（15％）に考慮します。
フィードバックの内容
教 科 書 『現代社会の経営学』飫富順久（学文社）1999
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 授業終了後、質問等を受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 能動的な授業外学修
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0121201 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 景気循環論１ 中村　宗之 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 景気循環に関する理論や政策、各国の景気循環の歴史を説明する。

到 達 目 標 景気循環に関する理論や政策、各国の景気循環の歴史が説明できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業内容の予習や復習を行う。新聞などにより景気の現状や経済問題を把握する。これらにより、60時間以上の授業外学修
を行う。

授 業 計 画

【第 1 回】 景気循環とマルクス経済学
【第 2 回】 景気循環に関する学説（１）
【第 3 回】 景気循環に関する学説（２）
【第 4 回】 資本蓄積
【第 5 回】 好況期
【第 6 回】 好況末期
【第 7 回】 恐慌
【第 8 回】 不況期
【第 9 回】 19世紀イギリスの景気循環（１）
【第10回】 19世紀イギリスの景気循環（２）
【第11回】 1930年代の世界大恐慌（１）
【第12回】 1930年代の世界大恐慌（２）
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 授業内課題レポート（30％）、期末試験（70％）により評価する。
フィードバックの内容 毎回の課題に対するフィードバックを、翌週以降の授業内で行う。
教 科 書
指 定 図 書

参 考 書
『第３版 現代経済の解読』SGCIME 編（御茶の水書房）2017年、『グローバル資本主義と景気循環』SGCIME 編（御茶の水
書房）2008年、『経済原論 : 基礎と演習』小幡道昭（東京大学出版会）2009年、『基礎からわかる経済変動論』関根順一（中
央経済社）2011年

教員からのお知らせ 講義資料は Teams 等にアップロードします。
オフィスアワー 本授業に関する質問や相談は、学部学科で定めるオフィスアワーにて受け付けます。Teams 等でも受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学習
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0121301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 景気循環論２ 中村　宗之 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 景気循環に関する理論や政策、各国の景気循環の歴史を説明する。

到 達 目 標 景気循環に関する理論や政策、各国の景気循環の歴史が説明できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業内容の予習や復習を行う。新聞などにより景気の現状や経済問題を把握する。これらにより、60時間以上の授業外学修
を行う。

授 業 計 画

【第 1 回】 1990年代以降のアメリカの景気循環（１）
【第 2 回】 1990年代以降のアメリカの景気循環（２）
【第 3 回】 1990年代以降のアメリカの景気循環（３）
【第 4 回】 EU 諸国の景気循環（１）
【第 5 回】 EU 諸国の景気循環（２）
【第 6 回】 EU 諸国の景気循環（３）
【第 7 回】 日本の景気循環（１）
【第 8 回】 日本の景気循環（２）
【第 9 回】 日本の景気循環（３）
【第10回】 景気の現状
【第11回】 経済成長の検討（１）
【第12回】 経済成長の検討（２）
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 授業内課題レポート（30％）、期末試験（70％）により評価する。
フィードバックの内容 毎回の課題に対するフィードバックを、翌週以降の授業内で行う。
教 科 書
指 定 図 書

参 考 書
『第３版 現代経済の解読』SGCIME 編（御茶の水書房）2017年、『グローバル資本主義と景気循環』SGCIME 編（御茶の水
書房）2008年、『経済原論 : 基礎と演習』小幡道昭（東京大学出版会）2009年、『基礎からわかる経済変動論』関根順一（中
央経済社）2011年

教員からのお知らせ 講義資料は Teams 等にアップロードします。景気循環論１を履修済みであることが望ましい。
オフィスアワー 本授業に関する質問や相談は、学部学科で定めるオフィスアワーにて受け付けます。Teams 等でも受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学習
実践的な教育内容
そ の 他
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か

講義コード 11C0111001 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済学史１ 小沢　佳史 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
現在の経済学は、大まかに言って、近代経済学（ミクロ経済学およびマクロ経済学）とマルクス経済学に分けられる。この
授業の目的は、経済学がこのような現在の姿をとるに至った過程―経済学の歴史―を理解すること、そしてそれを通じ
て現在の経済学に関する理解をさらに深めることである。そのためにこの授業では、古代から19世紀前半までの経済学の歴
史を講義する。

到 達 目 標 １．現在の経済学（ミクロ経済学やマクロ経済学など）が誕生するまでのプロセスを、古典に基づいて説明できる。
２．現在の経済学についてこれまでに学修してきた概念や理論をめぐり、それらの関係や背景を説明できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。授業外学修では、各回の授業の前に、配付資料やいずれかの指定図書
の該当箇所に目を通し、各回の授業の後に、ノートや配付資料を何回もじっくりと読み込むこと。また授業で課された小問
にきちんと取り組むこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 経済学の現在の姿とこれまでの歩み
【第 2 回】 古代および中世における経済学の姿―アリストテレス（学派）と T. アクィナス
【第 3 回】 政治算術―W. ぺティ
【第 4 回】 重商主義①―T. マン
【第 5 回】 重商主義②―J. ステュアート
【第 6 回】 重農主義―F. ケネー
【第 7 回】 古典派経済学①―A. スミスの経済理論
【第 8 回】 古典派経済学②―A. スミスの政策提言
【第 9 回】 古典派経済学③―D. リカードウの経済理論
【第10回】 古典派経済学④―D. リカードウの政策提言
【第11回】 古典派経済学⑤―J. S. ミル
【第12回】 19世紀前半における古典派経済学への異議①―T. R. マルサス
【第13回】 19世紀前半における古典派経済学への異議②―F. リスト

成績評価の方法 授業で課した小問（40％）と、期末試験（60％）によって評価する。到達目標に記載された内容について、基本的な事項を
正確に把握して古典を熟読した上で自分の言葉で説明できることを、小問と期末試験の評価基準とする。

フィードバックの内容 小問に対する講評を、翌週の授業内冒頭にて行う。
教 科 書

指 定 図 書

『若い読者のための経済学史』ナイアル・キシテイニー 著 ; 月沢李歌子 訳（すばる舎）2018、『入門経済思想史 世俗の思想
家たち』ロバート．L. ハイルブローナー 著 ; 八木甫［ほか］訳（筑摩書房）2001、『経済学からなにを学ぶか―その500年
の歩み』伊藤誠 著（平凡社）2015、『学ぶほどおもしろい 経済学史』木村雄一，瀬尾崇，益永淳 著（晃洋書房）2022、『経
済学史』小峯敦 著（ミネルヴァ書房）2021、『経済学の歴史―市場経済を読み解く』中村達也，八木紀一郎，新村聡，井
上義朗 著（有斐閣）2001、『経済学史』馬渡尚憲 著（有斐閣）1997、『経済学史への招待』柳沢哲哉 著（社会評論社）2018、

『経済思想』猪木武徳 著（岩波書店）2017、『経済学史入門―経済学方法論からのアプローチ』久保真，中澤信彦 編（昭
和堂）2023

参 考 書
『経済学のことば』根井雅弘 著（講談社）2004、『写真で見る ヴィクトリア朝ロンドンの都市と生活』アレックス・ワーナー，
トニー・ウィリアムズ 著 ; 松尾恭子 訳（原書房）2013、『有斐閣経済辞典 第５版』金森久雄，荒憲治郎，森口親司 編（有
斐閣）2013

教員からのお知らせ
オフィスアワー この授業に関する質問・相談は、学部学科で定めるオフィスアワーにて受け付ける。また授業終了後、次の授業に支障がな

い範囲で教室内でも対応する。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り。
実践的な教育内容
そ の 他
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か

講義コード 11C0111101 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済学史２ 小沢　佳史 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
現在の経済学は、大まかに言って、近代経済学（ミクロ経済学およびマクロ経済学）とマルクス経済学に分けられる。この
授業の目的は、経済学がこのような現在の姿をとるに至った過程―経済学の歴史―を理解すること、そしてそれを通じ
て現在の経済学に関する理解をさらに深めることである。そのためにこの授業では、主に19世紀後半から現代までの経済学
の歴史を講義する。

到 達 目 標 １．現在の経済学（ミクロ経済学やマクロ経済学など）が誕生するまでのプロセスを、古典に基づいて説明できる。
２．現在の経済学についてこれまでに学修してきた概念や理論をめぐり、それらの関係や背景を説明できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。授業外学修では、各回の授業の前に、配付資料やいずれかの指定図書
の該当箇所に目を通し、各回の授業の後に、ノートや配付資料を何回もじっくりと読み込むこと。また授業で課された小問
にきちんと取り組むこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 経済学の現在の姿と、古代から19世紀前半までの歩み
【第 2 回】 マルクス経済学①―K. マルクスの唯物史観（史的唯物論）
【第 3 回】 マルクス経済学②―K. マルクスの剰余価値論
【第 4 回】 マルクス経済学③―K. マルクスの資本蓄積論
【第 5 回】 古典派経済学から近代経済学へ―３つの革命
【第 6 回】 ミクロ（新古典派）経済学①―W. S. ジェヴォンズ
【第 7 回】 ミクロ（新古典派）経済学②―C. メンガー
【第 8 回】 ミクロ（新古典派）経済学③―L. ワルラス
【第 9 回】 ミクロ（新古典派）経済学④―A. マーシャル
【第10回】 マクロ経済学①―J. M. ケインズの経済理論
【第11回】 マクロ経済学②―J. M. ケインズの政策提言
【第12回】 マクロ経済学③―P. A. サミュエルソンの新古典派総合
【第13回】 マクロ経済学のミクロ的基礎付け（新しい古典派経済学）―M. フリードマンと R. ルーカス

成績評価の方法 授業で課した小問（40％）と、期末試験（60％）によって評価する。到達目標に記載された内容について、基本的な事項を
正確に把握して古典を熟読した上で自分の言葉で説明できることを、小問と期末試験の評価基準とする。

フィードバックの内容 小問に対する講評を、翌週の授業内冒頭にて行う。
教 科 書

指 定 図 書

『経済学史入門―経済学方法論からのアプローチ』久保真，中澤信彦 編（昭和堂）2023、『学ぶほどおもしろい 経済学史』
木村雄一，瀬尾崇，益永淳 著（晃洋書房）2022、『経済学史』小峯敦 著（ミネルヴァ書房）2021、『経済学史への招待』柳
沢哲哉 著（社会評論社）2018、『経済思想』猪木武徳 著（岩波書店）2017、『経済学からなにを学ぶか―その500年の歩み』
伊藤誠 著（平凡社）2015、『経済学の歴史―市場経済を読み解く』中村達也，八木紀一郎，新村聡，井上義朗 著（有斐閣）
2001、『経済学史』馬渡尚憲 著（有斐閣）1997、『若い読者のための経済学史』ナイアル・キシテイニー 著 ; 月沢李歌子 訳

（すばる舎）2018、『入門経済思想史 世俗の思想家たち』ロバート．L. ハイルブローナー 著 ; 八木甫［ほか］訳（筑摩書房）
2001

参 考 書
『経済学のことば』根井雅弘 著（講談社）2004、『写真で見る ヴィクトリア朝ロンドンの都市と生活』アレックス・ワーナー，
トニー・ウィリアムズ 著 ; 松尾恭子 訳（原書房）2013、『有斐閣経済辞典 第５版』金森久雄，荒憲治郎，森口親司 編（有
斐閣）2013

教員からのお知らせ
オフィスアワー この授業に関する質問・相談は、学部学科で定めるオフィスアワーにて受け付ける。また授業終了後、次の授業に支障がな

い範囲で教室内でも対応する。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り。
実践的な教育内容
そ の 他
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か

講義コード 11C0110301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済史１Ａ／経済史Ａ 平　伊佐雄 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 本講義は、人びとの経済活動の歴史を時代や環境、人間社会のあり方から探り、解説することを目的とする。

到 達 目 標 過去にあった出来事が、現在の社会の仕組みとどのように関連しているのか（連続があるのか、また、変化したり、断絶し
ているかなど）を考察し、その現代的意義を説明できるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

各回の講義を受講するにあたり、各自、授業外学修として合計60時間以上、予習と講義後の復習をネット配信しているテキ
スト・資料、または参考書として上げている文献などを利用して行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 経済史研究の視角と方法
【第 2 回】 経済史研究の歴史
【第 3 回】 交換と贈与
【第 4 回】 境界、市場－異人論再考－
【第 5 回】 アジール・縁・無縁
【第 6 回】 人の暮らしと河川－境界論再考－
【第 7 回】 砂糖の伝搬
【第 8 回】 塩と人間
【第 9 回】 個と自由
【第10回】 銀で結ばれた世界
【第11回】 金融取引の知恵
【第12回】 身分制社会における人々と社会変化
【第13回】 バブルの経験

成績評価の方法 講義（期間）中の小テストの評点（全体の50％）と定期試験の評点（全体の50％）をもって評価する（全体で100％）。
フィードバックの内容 講義中に学生に発言を求めることがあり、その対応や学生からの質問への回答、講義中に学生に課した小テストについて講

評、解説を行う。
教 科 書

指 定 図 書
『贈与論』モース（岩波書店）2014、『境界の発生』赤坂憲雄（講談社）2002、『異人論序説』赤坂憲雄（筑摩書房）1992、『異
人論』小松和彦（筑摩書房）1995、『異人その他』大林太良（岩波書店）1994、『沈黙交易』グリアスン（ハーベスト社）1997、

『西太平洋の遠洋航海者』マリノフスキ（講談社）2010、『森と川』池上俊一（刀水書房）2010、『武士の家計簿』磯田道史
（新潮社）2003、『猪山直之日記』石崎建治（時鐘舎）2010

参 考 書 『現代社会を考えるための経済史　第二版』高橋美由紀編著（創成社）2024
教員からのお知らせ 講義の資料はネット上のフォルダーに格納しておきます。反転学習のための準備に利用してください（期間限定）。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーや e-mail にて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 反転授業や学生が取り組んだ課題へのフィードバック、学生からの質問に対する回答、意見共有を行う。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0110302 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済史１Ｂ／経済史Ｂ 髙橋　美由紀 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
最近の経済史の動向を特に人口・環境・技術という視点を中心にひもといていく。
現代の社会状況を考察する上での歴史の重要さは必要な知識として再認識される傾向にある。人口や家族などの変数は経済
の成長や衰退に大きく関わっている。人口は経済発展にどのような影響を与えたのか。出生率や死亡率という人口学的変数
も考察して、現代の人口問題にまで視点を広げていく。また、技術の問題についても取り上げる。

到 達 目 標 世界各地域の人口や家族の様子と経済の動きとを結びつけて説明が出来ること。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業で指定した何冊かの文献を読むこと。また、Microsoft Teams のファイルーに授業資料を提示するので、予習をしてく
ること。全回で計60時間以上の授業外学修を必要とする。

授 業 計 画

【第 1 回】経済史の見方：
グローバルヒストリー、歴史における実験

【第 2 回】人口と経済
【第 3 回】世界の人口推移・家族
【第 4 回】人口の変化から見る発展と衰退
【第 5 回】環境の変化と経済の変化１　気温と飢饉
【第 6 回】環境の変化と経済の変化２　植生と飢饉
【第 7 回】環境の変化と経済の変化３　災害・疫病

【第 8 回】預言獣と公害・環境問題
【第 9 回】日本の人口推移と経済
【第10回】地域の人口史
【第11回】人口政策の歴史
【第12回】Industrial Revolution vs Industrious Revolution
【第13回】技術の歴史

―身近なところから考えよう（鉛筆・ガラス）

成績評価の方法 毎回の授業後におこなう Microsoft Forms のクイズ（60％）および学期末試験（40％）による。ただし、学期末試験が行え
ない場合は、Microsoft Forms のクイズを100％とする。

フィードバックの内容 クイズの解答については翌週にコメントをおこなう。
教 科 書 使用しない

指 定 図 書

『グローバル経済の誕生』K. ポメランツ（筑摩書房）2013、『大分岐』K. ポメランツ（名古屋大学出版会）2015、『人口の世
界史』マッシモ リヴィ－バッチ（藤原書店）2014、『歴史人口学の世界』速水融（岩波書店）2012、『世界経済史概観』アン
ガス・マディソン（岩波書店）2015、『世界の多様性 家族構造と近代性』エマニュエル・トッド（藤原書店）2008、『グロー
バル・ヒストリー入門』水島　司（山川出版社）2010、『歴史は実験できるのか』ジャレド・ダイヤモンド　他（慶應義塾大
学出版界）2018

参 考 書
教員からのお知らせ 講義内容は、履修者の希望等により変更する場合がある。Microsoft Teams で Team を作るので、Team コード（53ioleb）

を用いて、授業開始までにメンバー登録をすること。
オフィスアワー 月曜２限。希望する場合は、必ず事前に連絡をすること。また、Microsoft Teams 内のチャット等でも随時受けつける。
アクティブ･ラーニングの内容 授業を受ける前に、Teams のファイルに提示しておく授業 PDF を読んでおき、その上で自分の分からないことを明確にし

て授業に臨むこと（反転授業）。
実践的な教育内容
そ の 他 教科書は使用しないが、授業内で提示する参考文献も含めて学習して欲しい。
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か

講義コード 11C0110303 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済史２ 髙橋　美由紀 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本講義の目的は、人間がいかに動物を家畜化し、経済的利用をおこなってきたのかを理解することにある。主に対象とする
のは牛馬である。牛馬は前近代社会における重要な生産要素であり、また労働との代替が「勤勉革命」として捕らえられる。
牛馬の歴史および農業について、日本ばかりではなく、世界にも目を向けて人間の歴史とともに考えていく。また、歴史と
ともに変化する牛馬と日本社会との関係に関し馬の軍事利用にも言及する。

到 達 目 標
日本の経済社会が牛馬を中心とする家畜との関わりの中でどのような足跡をたどってきたのかを、世界の他の社会にも目を
向けて理解し、その良い点と悪い点を把握し、自分なりの見解が述べられること。また、経済史において重要ないくつかの
用語や、牛馬の時代とともに変遷する経済史的意義に関してきちんと説明ができること。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

受講前に配布資料をダウンロードし、熟読し、分からない箇所は個人で調べておくこと。全回で計60時間以上の授業外学修
をすること。

授 業 計 画

【第 1 回】 経済史への様々なアプローチ　歴史人口学（Historical Demography）
【第 2 回】 農業革命（Agricultural Revolution）および農業
【第 3 回】 産業革命（Industrial Revolution）と勤勉革命（Industrious Revolution）
【第 4 回】 生産要素としての家畜：牛馬の役割
【第 5 回】 軍事と馬の役割　ヨーロッパ、中国、日本など
【第 6 回】 遊牧民族と牛馬
【第 7 回】 農村と牛馬
【第 8 回】 都市と牛馬
【第 9 回】 輸送と牛馬
【第10回】 人口と牛馬
【第11回】 馬匹改良と経済
【第12回】 明治期の産業と牛馬
【第13回】 大正・昭和期の産業と牛馬 - 共進会　産業の変化と機械：家畜からロボットへ

歴史的資料や英語文献も用いる。
成績評価の方法 毎回授業後に課す Microsoft Forms による小試験による（60％）および学期末試験（40％）。ただし、学期末試験が行えない

場合には、Microsoft Forms による小試験を100％とする。
フィードバックの内容 小試験に関しては次週にコメントをおこなう。
教 科 書 使用しない

指 定 図 書

『最初の近代経済－オランダ経済の成功・失敗と持続力 1500～1815』J・ド・フリース（著），A・ファン・デァ・ワウデ（著），
大西 吉之（翻訳），杉浦 未樹（翻訳）（名古屋大学出版会）2009、『「馬」の文化と「船」の文化 新装版 : 古代日本の中国文
化』福永 光司（人文書院）2018、『江戸の飛脚－人と馬による情報通信史』巻島 隆（教育評論社）2015、『経済社会の歴史』
中西聡他（名古屋大学出版会）2017、『歴史人口学の世界』速水 融（岩波書店）2012、『馬・車輪・言語（上）』デイヴィッ
ド・W. アンソニー（著），東郷 えりか（翻訳）（筑摩書房）2018、『馬・車輪・言語（下）』デイヴィッド・W. アンソニー

（著），東郷 えりか（翻訳）（筑摩書房）2018、『The Horse in the City: Living Machines in the Nineteenth Century』Clay
McShane（Johns Hopkins Univ Pr）2011、『馬の世界史』本村 凌二（中央公論新社）2013、『馬と人の江戸時代』兼平 賢治

（吉川弘文館）2015
参 考 書 『馬・船・常民』網野 善彦（著），森 浩一（著）（講談社）1999
教員からのお知らせ 講義内容は、履修者の希望等により変更する場合がある。Microsoft Teams で Team を作るので、Team コード（ha90meu）

を用いて、授業開始までにメンバー登録をすること。
オフィスアワー 月曜日２限。希望する場合には事前に必ず連絡すること。

また、Microsoft のチャット等で随時受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 授業前に資料を読んで確認し、講義内ではそれに沿って自己の疑問点を考えるという反転授業を取り入れている。
実践的な教育内容
そ の 他 講義参加者の希望等によって、講義内容は若干変更することもある。
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か

講義コード 11C0110304 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済史３ 平　伊佐雄 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
かつて、中世は暗黒の時代と呼ばれた。しかしながら、中世から近世にかけてのヨーロッパは、古代ギリシアやローマの文
明を間接・直接に引き継ぎながら、東アジアや中東の文明も吸収し発展した。現在の私たちの経済活動の仕組みは、そのヨー
ロッパ中世の時代に培われ、変容してきたものに多くを負っている。本講義は、中世ヨーロッパに焦点を絞り、当時に生き
た人々の経済活動と、その現代的意義を考察することを目的とする。

到 達 目 標 ヨーロッパ中世の経済活動と現在の経済活動との関係性、連続性や断絶性、注目すべき出来事を説明できるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

各回の講義を受講するにあたり、各自、授業外学修として全体で計60時間以上、予習と講義後の復習をネット配信している
教材、あるいは、指定図書、参考書として上げている文献などを利用して行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 ヨーロッパ中世の時代とは？
－ヨーロッパ中世経済史研究の視角－

【第 2 回】 中世ヨーロッパ初期における経済活動
【第 3 回】 中世ヨーロッパの東方と西方－植民都市－
【第 4 回】 定期市場の開催地としての都市
【第 5 回】 ハンザ商人の世界－経済圏の拡大－
【第 6 回】 チュートン騎士修道会の東方進出
【第 7 回】 チュートン騎士修道会のバルト海貿易

【第 8 回】 中世都市の手工業者－ビール産業の特異性－
【第 9 回】 中世都市の手工業－製造業の拠点－
【第10回】 商業と金融業、利子・ウスラについて
【第11回】 イタリア商人の商業活動
【第12回】 イタリアの商社と金融業
【第13回】 イタリア商人による保険業

成績評価の方法 講義（期間）中に行う理解度確認課題の評価（50％）と定期試験の評価（50％）をもって評価（全体100％）する。
フィードバックの内容 講義中に学生に発言を求めることがあり、その対応や学生からの質問への回答、講義内での小テストの講評を行う。
教 科 書

指 定 図 書
『図説中世ヨーロッパの暮らし』河原温、堀越宏一（河出書房新社）2015、『図説中世ヨーロッパの商人』菊池雄太（河出書
房新社）2022、『中世の商業革命』ロバート・ロペス（法政大学出版局）2007、『ドイツ植民と東欧世界の形成』シャルル・
イグネ（彩流社）1997、『ドイツ中世後期の世界』阿部謹也（未来社）1974、『イタリア都市社会史入門』斎藤他（昭和堂）
2008、『中世後期イタリアの商業と都市』斎藤寛海（知泉書館）2002

参 考 書 『現代社会を考えるための経済史』髙橋美由紀編著（創成社）2023
教員からのお知らせ 履修生は、ネット経由でダウンロード可能（期間限定）にしてある教材（参考文献を含む）を利用し、予習した上で講義に

望むこと。また、講義内容と成績評価方法は、学生の受講態度や理解度に応じて変更があり得ます。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーや e-mail にて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 反転授業や講義中、学生に求める問いかけや小問へのフィードバック、講義内容への質問に対する回答、意見共有を行って

いる。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済史基礎 各担当教員 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
現在は情報にあふれている。しかし、それらの情報は事実を反映しているのか、また、そもそも事実とは何なのか。情報に
対する判断力を培っておかなければ、判断も不確かなものになる。歴史研究では証拠たる史料の正確性を判断しなければな
らない。本講義は、将来の動きを予測するためにも、現在との何らかの繋がりを有する過去を分析し、経済の動きの仕組み
を歴史から学ぶことを目的とする。

到 達 目 標 世界のさまざまな地域の経済や社会が、どのような経緯をたどって今日の姿になったのかを理解し、歴史的視点から考察が
出来るようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

各回の講義を受講するにあたり、各自、予習として教科書の該当箇所をあらかじめ読んだり、復習として教科書に記載の「考
えてみよう」について考察するなど、授業外学修を毎回（全回で60時間以上）行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 】経済史では何を学ぶか＆人口と経済
経済史を学ぶ意味、経済史研究の現状を考える。人口の理論、世界人口の変遷、歴史人口学を学ぶ

【第 2 回】 農業と人びとの暮らし
農民の暮らしと農業技術、農業の発展と経済発展の関係を探る

【第 3 回】 農村社会と都市社会
農村社会と都市社会の違い、ヨーロッパの都市の歴史を考える

【第 4 回】 宗教と経済
宗教と経済活動、資本主義との関係を考える

【第 5 回】 中国の経済と技術
中国の歴史、経済と思想、発明や技術を学ぶ

【第 6 回】 貨幣の歴史
貨幣の歴史、貨幣とは何かを考える

【第 7 回】 大航海時代
ヨーロッパとアジア、南北アメリカ大陸との繋がりを考える

【第 8 回】 イギリス産業革命
イギリスにおける産業の変化、新エネルギーの展開について考える

【第 9 回】 日本近世社会の発展から近代社会へ
日本近世の産業、開港による社会と経済の変化ついて学ぶ

【第10回】 アメリカの発展
植民地時代以降のアメリカ合衆国の工業化、経済成長について学ぶ

【第11回】 疾病と開発
疫病が国家や都市、社会に与えた影響について学ぶ

【第12回】 資本主義と社会主義
資本主義社会と社会主義社会の特徴について考える

【第13回】 戦争と技術発展、情報の発達と産業の変化―現代に生きる私たちの暮らし
技術の発展と兵器の開発、資源や食料問題、情報化と新産業の登場、これからの経済社会を考える

成績評価の方法 授業で課した小問（20％）と定期試験（80％）によって評価する。
フィードバックの内容 講義中の小問の講評を行う。
教 科 書 『現代社会を考えるための経済史　第二版』髙橋美由紀編著（創成社）2024
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ テキストを利用します。指定図書・参考書、講義期間中に課す小問の回答方法については、第一回の授業の際に説明いたし

ます。なお、回答方法は、クラスによって異なる場合があります。
オフィスアワー この授業は複数クラスで行われています。オフィスアワー、あるいは質問対応可能時間の詳細については、各担当教員にお

問い合わせください。
アクティブ･ラーニングの内容 資料を前もって学生に提示して行わせる反転授業や講義中に課した問へのフィードバック、学生からの講義内容への質問に

対する回答、意見共有も行っている。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0115801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済数学１ 桐木　紳 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 本講義では、大学数学の基礎である線形代数の知識と計算力を身に付けることを主な目的とする。

さらに、それらの知識を経済学の問題に応用出来ることも目的とする。

到 達 目 標
・数学的思考を身に付ける。
・線形代数の知識を身に付ける。
・計算問題が解ける。
・基本的な応用問題が解ける。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

本講義では１年次必修科目「数学基礎」の内容を前提知識として扱う。「数学基礎」の単位が B 以下だった者は本講義履修
までに必ず「数学基礎」の内容を復習し理解してから本講義を履修すること。上記に記した授業外の学修は、60時間以上行
うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス（線形代数とはどのような学問か）
【第 2 回】 行列の定義・演算（行列の和、差、スカラー積、積、行列演算の性質）
【第 3 回】 行列演算の演習と解説
【第 4 回】 行列を用いた連立一次方程式の解法１（掃き出し法―解が一意に定まる場合―）
【第 5 回】 行列を用いた連立一次方程式の解法２（掃き出し法―解が一意に定まらない場合―）
【第 6 回】 掃き出し法を用いた連立一次方程式の演習と解説
【第 7 回】 行列を用いた連立一次方程式の解法３（逆行列を用いた解法）
【第 8 回】 行列を用いた連立一次方程式の解法４（行列式を用いた解法―クラメルの公式―）
【第 9 回】 逆行列とクラメルの公式を用いた連立一次方程式の演習
【第10回】 線形代数の応用
【第11回】 総復習
【第12回】 期末テスト
【第13回】 期末テストの解説

成績評価の方法 期末試験（80％）とレポート課題（20％）により評価する。
フィードバックの内容
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『明解演習 線形代数』小寺平治（共立出版）1982、『経済学と経済学に必要な数学がイッキにわかる』石川秀樹（学習研究

社）2009、『経済数学15講』小林幹、吉田博之（新世社）2020
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談方法についてはガイダンスで指示します。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0115901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済数学２ 桐木　紳 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 本講義では、大学数学の基礎である微分と偏微分の知識と計算力を身に付けることを主な目的とする。

さらに、それらの知識を経済学の問題に応用出来ることも目的とする。

到 達 目 標
・数学的思考を身に付ける。
・微分、偏微分の知識を身に付ける。
・計算問題が解ける。
・基本的な応用問題が解ける。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

本講義では１年次必修科目「数学基礎」の内容を前提知識として扱う。「数学基礎」の単位が B 以下だった者は本講義履修
までに必ず「数学基礎」の内容を復習し理解してから本講義を履修すること。上記に記した授業外の学修は、60時間以上行
うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス（１年次数学基礎の復習）
【第 2 回】 微分１（極限、微分の定義、微分係数、導関数）
【第 3 回】 微分３（対数関数、指数関数に関する微分）
【第 4 回】 微分の演習と解説
【第 5 回】 微分４（微分を用いた極値問題とグラフのかき方）
【第 6 回】 極値問題、グラフのかき方の演習と解説
【第 7 回】 偏微分１（多変数関数、偏微分の定義と計算）
【第 8 回】 多変数関数、偏微分計算の演習と解説
【第 9 回】 偏微分２（多変数関数の極値問題）
【第10回】 偏微分３（多変数関数の制約条件付き極値問題―ラグランジュの未定乗数法―）
【第11回】 偏微分の演習
【第12回】 期末テスト
【第13回】 期末テストの解説

成績評価の方法 期末試験（80％）とレポート課題（20％）により評価する。
フィードバックの内容
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『明解演習 微分積分』小寺平治（共立出版）1984、『経済数学15講』小林幹、吉田博之（新世社）2020
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談方法についてはガイダンスで指示します。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0111801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済政策論１ 王　ゼイ 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
経済政策とは、経済学の理論に基づき、様々な経済問題を是正・改善するための政策である。この講義は、経済政策を理解
する上で必要なミクロ経済学を復習し、それを使って様々なミクロ経済政策を理解することを目的とする。具体的に、「補助
金・税金」、「規制」、「外部性」、「不完全競争」といったミクロ経済政策のトピックを取り上げて紹介する。

到 達 目 標 受講生はこの講義を履修することを通じて、標準的な経済学理論を使って、ミクロ経済政策の仕組みを理解し、説明できる
ことを到達目標とする。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、授業時間外に、60時間以上の学修を行うことを必須とする。配布された講義資料とミクロ経済学やマクロ経
済学の教科書を参照しながら理解を深めて、各回の授業内容をしっかり予習・復習することは望ましい。なお、課題を出す
ことがあるので、必ず自分で考えて自力で解くようにしてください。

授 業 計 画

【第 1 回】 経済政策の経済学基礎：市場と競争
【第 2 回】 経済政策の経済学基礎：消費と生産
【第 3 回】 経済政策の経済学基礎：需要と供給
【第 4 回】 経済政策の経済学基礎：民間と政府
【第 5 回】 完全競争市場と経済厚生：

経済余剰、競争均衡とパレート最適
【第 6 回】 完全競争市場と経済厚生：

価格規制、課税・補助金と経済厚生
【第 7 回】 市場の失敗と資源配分の効率化：不完全競争

【第 8 回】 市場の失敗と資源配分の効率化：外部性
【第 9 回】 市場の失敗と資源配分の効率化：公共財
【第10回】 市場の失敗と資源配分の効率化：情報の不完全性
【第11回】 生産要素市場と所得分配：労働需要と労働供給
【第12回】 生産要素市場と所得分配：労働市場の均衡
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 課題（40％）と期末試験（60％）で評価する。

フィードバックの内容
この科目では、授業連絡用の Microsoft チームが立ち上げられ、履修者全員にチームに参加していただくことになっている。
チームの参加方法は初回の授業時に説明する。事前に Microsoft Outlook と Teams のアプリを所持の端末にインストールし
ておいて、使用できるような状態にしてください。授業時間外では、授業に関するお知らせ、資料配布、フィードバック等
はすべて Microsoft Teams を通じて行われる。

教 科 書
指 定 図 書 『経済政策』横山将義（成文堂）2012年、『ゼミナール経済政策入門』岩田規久男、飯田泰之（日本経済新聞社）2006年
参 考 書 『マンキュー経済学Ⅰ ミクロ編（第４版）』マンキュー（東洋経済新報社）2019年、『マンキュー経済学Ⅱ マクロ編（第４

版）』マンキュー（東洋経済新報社）2019年、『マンキュー入門経済学（第３版）』マンキュー（東洋経済新報社）2019年

教員からのお知らせ
この科目は第２期の「経済政策論２」と合わせて履修することが望ましい。この科目では特定の教科書は使用せず、講義資
料を配布し、その内容に沿ってパワーポイントと板書により、解説を行う。また、この科目の履修にあたって、ミクロ・マ
クロ経済学と経済数学関係の科目が履修済みであることは望ましい。質問・議論は大歓迎である。ぜひ経済政策の講義を通
じて、経済学の魅力を感じてください。

オフィスアワー 大学から付与された学籍番号付きの Microsoft 365のメールアドレスで予め教員と連絡してアポを取ってください。
アクティブ･ラーニングの内容 授業中、教員よりの意見共有や学生から意見発表を行ってもらい、問題の演習も行う。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0111901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済政策論２ 王　ゼイ 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
経済政策とは、経済学の理論に基づき、様々な経済問題を是正・改善するための政策である。この講義は、経済政策を理解
する上で必要なマクロ経済学を復習し、それを使って様々な経済政策を理解することを目的とする。具体的に、「金融・財政
政策」、「裁量とコミットメント」といったマクロ経済政策のトピックを取り上げて紹介する。

到 達 目 標 受講生はこの講義を履修することを通じて、標準的な経済学理論を使って、マクロ経済政策の仕組みを理解し、説明できる
ことを到達目標とする。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、授業時間外に、60時間以上の学修を行うことを必須とする。配布された講義資料とミクロ経済学やマクロ経
済学の教科書を参照しながら理解を深めて、各回の授業内容をしっかり予習・復習することは望ましい。なお、課題を出す
ことがあるので、必ず自分で考えて自力で解くようにしてください。

授 業 計 画

【第 1 回】 経済政策の経済学基礎：
国民経済計算とマクロ経済の統計①

【第 2 回】 経済政策の経済学基礎：
国民経済計算とマクロ経済の統計②

【第 3 回】 IS-LM 分析①
【第 4 回】 IS-LM 分析②
【第 5 回】 IS-LM 分析③
【第 6 回】 AS-AD 分析①
【第 7 回】 AS-AD 分析②

【第 8 回】 AS-AD 分析③
【第 9 回】 経済政策の「裁量」と「コミットメント」①
【第10回】 経済政策の「裁量」と「コミットメント」②
【第11回】 経済政策の「裁量」と「コミットメント」③
【第12回】 経済政策の「裁量」と「コミットメント」④
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 課題（40％）と期末試験（60％）で評価する。

フィードバックの内容
この科目では、授業連絡用の Microsoft チームが立ち上げられ、履修者全員にチームに参加していただくことになっている。
チームの参加方法は初回の授業時に説明する。事前に Microsoft Outlook と Teams のアプリを所持の端末にインストールし
ておいて、使用できるような状態にしてください。授業時間外では、授業に関するお知らせ、資料配布、フィードバック等
はすべて Microsoft Teams を通じて行われる。

教 科 書
指 定 図 書 『経済政策』横山将義（成文堂）2012年、『ゼミナール経済政策入門』岩田規久男、飯田泰之（日本経済新聞社）2006年
参 考 書 『マンキュー経済学Ⅰ ミクロ編（第４版）』マンキュー（東洋経済新報社）2019年、『マンキュー経済学Ⅱ マクロ編（第４

版）』マンキュー（東洋経済新報社）2019年、『マンキュー入門経済学（第３版）』マンキュー（東洋経済新報社）2019年

教員からのお知らせ
この科目は第１期の「経済政策論１」と合わせて履修することが望ましい。この科目では特定の教科書は使用せず、講義資
料を配布し、その内容に沿ってパワーポイントと板書により、解説を行う。また、この科目の履修にあたって、ミクロ・マ
クロ経済学と経済数学関係の科目が履修済みであることは望ましい。質問・議論は大歓迎である。ぜひ経済政策の講義を通
じて、経済学の魅力を感じてください。

オフィスアワー 大学から付与された学籍番号付きの Microsoft 365のメールアドレスで予め教員と連絡してアポを取ってください。
アクティブ･ラーニングの内容 授業中、教員よりの意見共有や学生から意見発表を行ってもらい、問題の演習も行う。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0116301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済統計学１ 辻村　雅子 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

一国経済の現状を数値で客観的に把握するための勘定体系として，国民経済計算体系（The System of National Accounts: 
SNA）という国際基準が作成されている．この体系は，国民所得支出勘定（National Income and Outlay Accounts），国民
貸借対照表（National Balance Sheets），産業連関表（Input-Output Accounts、Supply and Use Tables），資金循環勘定

（Flow of Funds Accounts、Financial Accounts），国際収支表・対外資産負債残高表（Balance of Payments and International 
Investment Position）の５つの勘定で構成されている．本授業ではこれらを一つずつ取り上げ，マクロ経済の捉え方につい
て理解を深めることを目指している．第１期には，SNA から得られる主要な指標である国内総生産（Gross Domestic Prod-
uct: GDP）の推計に最も重要な役割を果たす産業連関表に焦点を当てる．統計の枠組みや作成方法を紹介するとともに，観
察から導かれる知見や，実践的な分析手法も学ぶ．

到 達 目 標
国民経済計算体系や産業連関表を基礎にしたマクロ経済の捉え方を理解する．
各統計について，歴史的な発展の経緯を踏まえ，何を意図して，どの様な統計が作成されてきたのかを理解する．
基本的な統計の読み解き方，分析手法を学ぶことで，自ら経済の現状を分析できるようになる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

60時間以上の授業外学修を行うこと．
授業外学修では，配布資料を基に，本授業の内容の予習・復習を行うこと．
日頃からマクロ経済の動向に関心を持ち，インターネットや新聞，雑誌等で積極的に情報収集すること．

授 業 計 画

【第 1 回】はじめに：経済統計とは
【第 2 回】経済統計の歴史（１）政治算術
【第 3 回】経済統計の歴史（２）経済表
【第 4 回】経済統計の歴史（３）マクロ経済学と国民経済計算体系の発展
【第 5 回】産業連関表の解説（１）産業連関表の歴史
【第 6 回】産業連関表の解説（２）統計の枠組み：全体像
【第 7 回】産業連関表の解説（３）統計の枠組み：中間財取引部門
【第 8 回】産業連関表の解説（４）統計の枠組み：最終需要部門
【第 9 回】産業連関表の解説（５）統計の枠組み：付加価値部門
【第10回】産業連関分析の基礎（１）：三角化の概要と構造分析
【第11回】産業連関分析の基礎（２）：レオンティエフ逆行列の概要
【第12回】産業連関分析の基礎（３）：レオンティエフ逆行列を用いた波及分析
【第13回】産業連関分析の基礎（４）：影響力係数、感応度係数

成績評価の方法 中間レポート課題（50％），および期末レポート課題（50％）で評価する．
フィードバックの内容 課題の模範解答は，提出期限後に，授業内やポータルサイトにて発表する．
教 科 書 授業時に資料を配布する
指 定 図 書 適宜紹介する
参 考 書 『マクロ経済統計と構造分析：もう一つの国民経済勘定体系を求めて』辻村雅子・辻村和佑（慶應義塾大学出版会）2021年
教員からのお知らせ マクロ経済学と Excel の操作に関する基礎的な知識を前提として授業を行う．
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談，授業終了後，次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応する．
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0116401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済統計学２ 辻村　雅子 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

一国経済の現状を数値で客観的に把握するための勘定体系として，国民経済計算体系（The System of National Accounts: 
SNA）という国際基準が作成されている．この体系は，国民所得支出勘定（National Income and Outlay Accounts），国民
貸借対照表（National Balance Sheets），産業連関表（Input-Output Accounts、Supply and Use Tables），資金循環勘定

（Flow of Funds Accounts、Financial Accounts），国際収支表・対外資産負債残高表（Balance of Payments and International 
Investment Position）の５勘定から構成されている．本授業では，これらを一つずつ取り上げ，マクロ経済を多面的かつ包
括的に捉えられることを目指している．第２期には，経済全体の資金の流れを把握する統計である「資金循環勘定」と，国
内経済と海外との経済取引を包括的に記帳した「国際収支表・対外資産負債残高表」に焦点を当てる．統計の枠組みや作成
方法を紹介するとともに，観察から導かれる知見や，実践的な分析手法も学ぶ．

到 達 目 標
国民経済計算体系を構成する「資金循環勘定」と，「国際収支表・対外資産負債残高表」の基本的な見方や使い方を理解す
る．
各統計について，歴史的な発展の経緯を踏まえ，何を意図して，どの様な勘定が構築されてきたのかを理解する．
各統計を基に，自らマクロ経済の現状を分析できるようになる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

60時間以上の授業外学修を行うこと．
授業外学修では，配布資料を基に授業内容の予習・復習を行うこと．
日頃からマクロ経済の動向に関心を持ち，インターネットや新聞，雑誌等で積極的に情報収集すること．

授 業 計 画

【第 1 回】資金循環勘定の歴史（その１）
【第 2 回】資金循環勘定の歴史（その２）
【第 3 回】資金循環勘定の解説（１）資金循環勘定の枠組み
【第 4 回】資金循環勘定の解説（２）資金過不足
【第 5 回】資金循環勘定の解説（３）金融資産・負債差額
【第 6 回】資金循環勘定の解説（４）金融資産・負債差額の国際比較
【第 7 回】国際収支表に関する歴史的な背景
【第 8 回】国際収支表と対外資産負債残高表の解説（１）国際収支表作成の歴史
【第 9 回】国際収支表と対外資産負債残高表の解説（２）統計の枠組み
【第10回】国際収支表と対外資産負債残高表の解説（３）国際収支表の読み方
【第11回】国際収支表と対外資産負債残高表の解説（４）対外資産負債残高表の読み方
【第12回】国際収支表と対外資産負債残高表の解説（５）貿易統計について
【第13回】国民経済勘定の全体像における国民所得支出勘定と国民貸借対照表

成績評価の方法 中間レポート課題（50％），および期末レポート課題（50％）で評価する．
フィードバックの内容 課題の模範解答は，提出期限後に，授業内やポータルサイトにて発表する．
教 科 書 授業時に資料を配布する
指 定 図 書 適宜紹介する
参 考 書 『マクロ経済統計と構造分析：もう一つの国民経済勘定体系を求めて』辻村雅子・辻村和佑（慶應義塾大学出版会）2021年
教員からのお知らせ マクロ経済学と Excel の操作に関する基礎的な知識を前提として授業を行う．
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，授業終了後，次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応する．
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C1110410 授業形態 講義・実習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済フィールドワーク１（芹田） 芹田　浩司 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
調査対象を様々な視点から観察し，独自の分析を行い，とりまとめて他者に正確に伝える力を鍛錬すること．調査対象は，
原則として実際の経済・産業のフィールドとし，歴史・地勢・産業などのデータ収集とあわせて座学では得られない，現場
における調査経験を通じて実践的に学ぶこと．また，基本的にグループ単位で調査・分析を行い，メンバー同士のコミュニ
ケーション能力や協調性も体得すること．

到 達 目 標
対象とする経済・産業活動など，実際の現場に関する多角的な分析の視点を養い，データの収集や整理，関連情報のとりま
とめができる．また，実態把握・問題解決などの目的をもって，調査を実践することできる．グループでの話し合いやとり
まとめ分担などの共同作業に協調できる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

講義およびグループワークによる作業や議論が中心となるため，データ収集や資料のとりまとめなど，各自の分担作業につ
いては授業時間外に行うことが必要である．それらの作業に関して計60時間以上の授業外学修を実施することを推奨する．
また，所定の授業時間以外に単位取得上必須となる学外フィールドワークを実施する．

授 業 計 画

【第 1 回】 データ分析・リサーチの方法等
【第 2 回】 グループワーク（１）
【第 3 回】 グループワーク（２）
【第 4 回】 グループ発表及び同内容のレビュー・振り返り（１）
【第 5 回】 グループワーク（３）
【第 6 回】 グループワーク（４）
【第 7 回】 グループ発表及び同内容のレビュー・振り返り（２）
【第 8 回】 グループワーク（５）
【第 9 回】 グループワーク（６）
【第10回】グループ発表及び同内容のレビュー・振り返り（３）
【第11回】 プレゼン資料の作成（完成）
【第12回】 グループ発表及び同内容のレビュー・振り返り（４）
【第13回】 総復習及び質問受け付け等

成績評価の方法
基本的に（１）レポート（20％），（２）学外フィールドワークへの取り組み姿勢（40％），（３）課題提出（10％），（４）グ
ループワークへの貢献（20％），（５）授業態度（10％）の総合評価による．学外フィールドワークの実施が困難となった場
合においては（２）以外の要素によって評価する．

フィードバックの内容 授業内プレゼンテーションへの講評，グループワークや課題，レポートに対するアドバイス等を行う．
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 現地調査への参加は，単位取得に必須である．やむを得ない事情以外の欠席・遅刻は認めない．グループでの作業の実施に

おいて，協調性やコミュニケーション能力を必要とする．
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談方法についてはガイダンスで指示します。
アクティブ･ラーニングの内容 課題解決型学習、グループワーク、フィールドワーク
実践的な教育内容 草津温泉、みなかみ温泉における観光産業・まちづくり等のフィールドワークを通じて，課題解決に向けた実践的な教育を

行う．

そ の 他

１）事前ガイダンス：本講義は履修登録の前に「経済フィールドワーク・ガイダンス」への参加が原則として必要である．
事前ガイダンスの詳細は学部ガイダンス資料，及びポータルサイトの通知を確認すること．事前ガイダンスに参加できない
場合は，事前ガイダンス資料を確認し，了解すること．
２）募集人数：本講義の募集人数は15名前後とする（募集人数については変更の可能性あり）．
３）調査対象地・時期：履修者は，原則として学外フィールドワーク（群馬県草津町・みなかみ町：２泊３日，2025年９月
上旬から中旬頃を予定）への参加が必須である．
４）費用：学外フィールドワーク費用（交通費・宿泊費・施設見学費など）のうち，履修者の負担分として25000円程度を徴
収する（金額は若干の増減可能性あり・原則として返金しない）．
５）授業時間の振替：学外フィールドワークに充てた時間を授業時間より振り替えることがある．
６）資料：参考資料等は適宜指示する．
７）セット授業：本講義は評価も含め「経済フィールドワーク１（芹田浩司）」「経済フィールドワーク２（芹田浩司）」併せ
てのセット受講が必須となっており，どちらか一方の受講での単位取得はできない．同一年度において必ず両方を履修登録
すること．
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か

講義コード 11C1110510 授業形態 講義・実習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済フィールドワーク２（芹田） 芹田　浩司 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
調査対象を様々な視点から観察し，独自の分析を行い，とりまとめて他者に正確に伝える力を鍛錬すること．調査対象は，
原則として実際の経済・産業のフィールドとし，歴史・地勢・産業などのデータ収集とあわせて座学では得られない，現場
における調査経験を通じて実践的に学ぶこと．また，基本的にグループ単位で調査・分析を行い，メンバー同士のコミュニ
ケーション能力や協調性も体得すること．

到 達 目 標
対象とする経済・産業活動など，実際の現場に関する多角的な分析の視点を養い，データの収集や整理，関連情報のとりま
とめができる．また，実態把握・問題解決などの目的をもって，調査を実践することできる．グループでの話し合いやとり
まとめ分担などの共同作業に協調できる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

講義およびグループワークによる作業や議論が中心となるため，データ収集や資料のとりまとめなど，各自の分担作業につ
いては授業時間外に行うことが必要である．それらの作業に関して計60時間以上の授業外学修を実施することを推奨する．
また，所定の授業時間以外に単位取得上必須となる学外フィールドワークを実施する．

授 業 計 画

【第 1 回】 調査データ分析・レポートの書き方
【第 2 回】 グループワーク（１）
【第 3 回】 グループワーク（２）
【第 4 回】 グループ発表内容の進捗確認・個人レポートのピアレビュー
【第 5 回】 グループワーク（３）
【第 6 回】 グループワーク（４）
【第 7 回】 グループ発表内容の進捗確認・個人レポートのピアレビュー
【第 8 回】 グループワーク（５）
【第 9 回】 グループワーク（６）
【第10回】 グループ発表内容の進捗確認・個人レポートのピアレビュー
【第11回】 報告書の作成
【第12回】 グループ発表
【第13回】 総復習及び質問受け付け等

成績評価の方法
基本的に（１）レポート（20％），（２）学外フィールドワークへの取り組み姿勢（40％），（３）課題提出（10％），（４）グ
ループワークへの貢献（20％），（５）授業態度（10％）の総合評価による．学外フィールドワークの実施が困難となった場
合においては（２）以外の要素によって評価する．

フィードバックの内容 授業内プレゼンテーションへの講評，グループワークや課題，レポートに対するアドバイス等を行う．
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 現地調査への参加は，単位取得に必須である．やむを得ない事情以外の欠席・遅刻は認めない．グループでの作業の実施に

おいて，協調性やコミュニケーション能力を必要とする．
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談方法についてはガイダンスで指示します．
アクティブ･ラーニングの内容 課題解決型学習、グループワーク、フィールドワーク
実践的な教育内容 草津温泉、みなかみ温泉における観光産業・まちづくり等のフィールドワークを通じて，課題解決に向けた実践的な教育を

行う．

そ の 他

１）事前ガイダンス：本講義は履修登録の前に「経済フィールドワーク・ガイダンス」への参加が原則として必要である．
事前ガイダンスの詳細は学部ガイダンス資料，及びポータルサイトの通知を確認すること．事前ガイダンスに参加できない
場合は，事前ガイダンス資料を確認し，了解すること．
２）募集人数：本講義の募集人数は15名前後とする（募集人数については変更の可能性あり）．
３）調査対象地・時期：履修者は，原則として学外フィールドワーク（群馬県草津町・みなかみ町：２泊３日，2025年９月
上旬から中旬頃を予定）への参加が必須である．
４）費用：学外フィールドワーク費用（交通費・宿泊費・施設見学費など）のうち，履修者の負担分として25000円程度を徴
収する（金額は若干の増減可能性あり・原則として返金しない）．
５）授業時間の振替：学外フィールドワークに充てた時間を授業時間より振り替えることがある．
６）資料：参考資料等は適宜指示する．
７）セット授業：本講義は評価も含め「経済フィールドワーク１（芹田浩司）」「経済フィールドワーク２（芹田浩司）」併せ
てのセット受講が必須となっており，どちらか一方の受講での単位取得はできない．同一年度において必ず両方を履修登録
すること．
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か

講義コード 11C1110515 授業形態 講義・実習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済フィールドワーク１（小林隆） 小林　隆史 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
調査対象を様々な視点から観察し，独自の分析を行い，とりまとめて他者に正確に伝える力を鍛錬すること．調査対象は，
原則として実際の経済・産業のフィールドとし，歴史・地勢・産業などのデータ収集とあわせて座学では得られない，現場
における調査経験を通じて実践的に学ぶこと．また，基本的にグループ単位で調査・分析を行い，メンバー同士のコミュニ
ケーション能力や協調性も体得すること．

到 達 目 標
対象とする経済・産業活動など，実際の現場に関する多角的な分析の視点を養い，データの収集や整理，関連情報のとりま
とめができる．また，実態把握・問題解決などの目的をもって，調査を実践することできる．グループでの話し合いやとり
まとめ分担などの共同作業に協調できる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

講義およびグループワークによる作業や議論が中心となるため，データ収集や資料のとりまとめなど，各自の分担作業につ
いては授業時間外に行うことが必要である．それらの作業に関して計60時間以上の授業外学修を実施することを推奨する．
また，所定の授業時間以外に単位取得上必須となる学外フィールドワークを実施する．

授 業 計 画

【第 1 回】 フィールドワークとは
【第 2 回】 地域の調査と分析
【第 3 回】 データ収集と集計
【第 4 回】 ショート・プレゼンテーションの準備
【第 5 回】 ショート・プレゼンテーション
【第 6 回】 対象地域の分析
【第 7 回】 グループワーク（１）
【第 8 回】 グループワーク（２）
【第 9 回】 調査テーマの設定
【第10回】 グループワーク（３）
【第11回】 グループワーク（４）
【第12回】 フィールドワークの準備
【第13回】 グループワーク（５）

成績評価の方法
基本的に（１）レポート（20％），（２）学外フィールドワークへの取り組み姿勢（40％），（３）課題提出（10％），（４）グ
ループワークへの貢献（20％），（５）授業態度（10％）の総合評価による．学外フィールドワークの実施が困難となった場
合においては（２）以外の要素によって評価する．

フィードバックの内容 授業内プレゼンテーションへの講評，グループワークや課題，レポートに対するアドバイス等を行う．
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ
グループでの作業が多いため，協調性やコミュニケーション能力を必要とする．
学外フィールドワークへの参加は，単位取得に必須である．
やむを得ない事情以外の欠席・遅刻は認めない．

オフィスアワー 質問・相談は学部学科にて定めるオフィスアワーにて，対面及び Teams のビデオ通話等にて受付ける．また，Teams の所
定の箇所に質問・相談の投稿があれば，オフィスアワーにて返信を行う．

アクティブ･ラーニングの内容 調査対象地にて「フィールドワークを実施」する．課題解決型学習のテーマを設定し，「グループ・ワーク」での「グルー
プ・ディスカッション」を経て，学外フィールドワークの結果の「プレゼンテーション」を行う．

実践的な教育内容 長野県小布施町における伝統産業・地域産業・街づくり等のフィールドワークを通じて，課題解決に向けた実践的な教育を
行う．

そ の 他

１）事前ガイダンス：本講義は履修登録の前に「経済フィールドワーク・ガイダンス」への参加が原則として必要である．
事前ガイダンスの詳細は学部ガイダンス資料，及びポータルサイトの通知を確認すること．事前ガイダンスに参加できない
場合は，事前ガイダンス資料を確認し，了解すること．
２）募集人数：本講義の募集人数は15名前後とする（募集人数については変更の可能性あり）．
３）調査対象地・時期：履修者は，原則として学外フィールドワーク（長野県小布施町：３泊４日，2025年９月28日（日）
～10月１日（水）を予定）への参加が必須である．
４）費用：学外フィールドワーク費用（交通費・宿泊費・施設見学費など）のうち，履修者の負担分として19,000円程度を
徴収する（金額は若干の増減可能性あり・原則として返金しない）．
５）授業時間の振替：学外フィールドワークに充てた時間を授業時間より振り替えることがある．
６）資料：参考資料等は適宜指示する．
７）セット履修授業：本講義は評価も含め「経済フィールドワーク１（小林隆）」「経済フィールドワーク２（小林隆）」併せ
てのセット履修が必須となっており，どちらか一方のみの履修で単位取得はできない．同一年度において必ず両方を履修登
録すること．また，両方の単位取得において所定の報告書提出が必須である．
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か

講義コード 11C1110516 授業形態 講義・実習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済フィールドワーク２（小林隆） 小林　隆史 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
調査対象を様々な視点から観察し，独自の分析を行い，とりまとめて他者に正確に伝える力を鍛錬すること．調査対象は，
原則として実際の経済・産業のフィールドとし，歴史・地勢・産業などのデータ収集とあわせて座学では得られない，現場
における調査経験を通じて実践的に学ぶこと．また，基本的にグループ単位で調査・分析を行い，メンバー同士のコミュニ
ケーション能力や協調性も体得すること．

到 達 目 標
対象とする経済・産業活動など，実際の現場に関する多角的な分析の視点を養い，データの収集や整理，関連情報のとりま
とめができる．また，実態把握・問題解決などの目的をもって，調査を実践することできる．グループでの話し合いやとり
まとめ分担などの共同作業に協調できる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

講義およびグループワークによる作業や議論が中心となるため，データ収集や資料のとりまとめなど，各自の分担作業につ
いては授業時間外に行うことが必要である．それらの作業に関して計60時間以上の授業外学修を実施することを推奨する．
また，所定の授業時間以外に単位取得上必須となる学外フィールドワークを実施する．

授 業 計 画

【第 1 回】 調査データ分析・レポートの書き方
【第 2 回】 グループワーク（１）
【第 3 回】 グループワーク（２）
【第 4 回】 グループ発表内容の進捗確認・個人レポートのピアレビュー
【第 5 回】 グループワーク（３）
【第 6 回】 グループワーク（４）
【第 7 回】 グループ発表内容の進捗確認・個人レポートのピアレビュー
【第 8 回】 グループワーク（５）
【第 9 回】 グループワーク（６）
【第10回】 グループ発表内容の進捗確認・個人レポートのピアレビュー
【第11回】 報告書の作成
【第12回】 グループ発表
【第13回】 発表の反省

成績評価の方法
基本的に（１）レポート（20％），（２）学外フィールドワークへの取り組み姿勢（40％），（３）課題提出（10％），（４）グ
ループワークへの貢献（20％），（５）授業態度（10％）の総合評価による．学外フィールドワークの実施が困難となった場
合においては（２）以外の要素によって評価する．

フィードバックの内容 授業内プレゼンテーションへの講評，グループワークや課題，レポートに対するアドバイス等を行う．
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ
グループでの作業が多いため，協調性やコミュニケーション能力を必要とする．
学外フィールドワークへの参加は，単位取得に必須である．
やむを得ない事情以外の欠席・遅刻は認めない．

オフィスアワー 質問・相談は学部学科にて定めるオフィスアワーにて，対面及び Teams のビデオ通話等にて受付ける．また，Teams の所
定の箇所に質問・相談の投稿があれば，オフィスアワーにて返信を行う．

アクティブ･ラーニングの内容 調査対象地にて「フィールドワークを実施」する．課題解決型学習のテーマを設定し，「グループ・ワーク」での「グルー
プ・ディスカッション」を経て，学外フィールドワークの結果の「プレゼンテーション」を行う．

実践的な教育内容 長野県小布施町における伝統産業・地域産業・街づくり等のフィールドワークを通じて，課題解決に向けた実践的な教育を
行う．

そ の 他

１）事前ガイダンス：本講義は履修登録の前に「経済フィールドワーク・ガイダンス」への参加が原則として必要である．
事前ガイダンスの詳細は学部ガイダンス資料，及びポータルサイトの通知を確認すること．事前ガイダンスに参加できない
場合は，事前ガイダンス資料を確認し，了解すること．
２）募集人数：本講義の募集人数は15名前後とする（募集人数については変更の可能性あり）．
３）調査対象地・時期：履修者は，原則として学外フィールドワーク（長野県小布施町：３泊４日，2025年９月28日（日）
～10月１日（水）を予定）への参加が必須である．
４）費用：学外フィールドワーク費用（交通費・宿泊費・施設見学費など）のうち，履修者の負担分として19,000円程度を
徴収する（金額は若干の増減可能性あり・原則として返金しない）．
５）授業時間の振替：学外フィールドワークに充てた時間を授業時間より振り替えることがある．
６）資料：参考資料等は適宜指示する．
７）セット履修授業：本講義は評価も含め「経済フィールドワーク１（小林隆）」「経済フィールドワーク２（小林隆）」併せ
てのセット履修が必須となっており，どちらか一方のみの履修で単位取得はできない．同一年度において必ず両方を履修登
録すること．また，両方の単位取得において所定の報告書提出が必須である．
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講義コード 11C0124001 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 経済法 市川　芳治 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本講義では、日本の独占禁止法を核とする、経済法（競争法）について学びます。法律というと、つい目前の条文にとらわ
れがちですが、むしろ基本的な枠組み・考え方をしっかり身につけることを優先します。
最近では、アマゾン、グーグルなど、身近なネット上の企業との関係も議論になっています。また、新型コロナウイルスを
めぐっても、競争法には様々出番がありました。このような最新事例も盛り込んでいきます。

到 達 目 標
・今やビジネスでは無視できなくなった世界的に共通する経済法（競争法）の枠組みについて理解し、日常起きる事象に適
用できる（これにより、社会人としての活躍の幅を広げる）。
・経済法と経済学の関係について説明できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

・講義前に、教科書の通読を中心とした予習を行ってもらいます。
・講義では、事件の読み解き方の筋道を中心に伝授しますので、講義後、様々なケースへの応用について、検討を行っても
らいます（復習のガイダンスともなっています）。
上記に示した授業外の学修は、60時間以上行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス（講義の進め方など）
 冒頭の授業の目的に記したような方針で進めることで、近年改正の多い独占禁止法の本質を見誤ることもなく、
また、ビジネスパーソンとして必須の知識となりつつある、米国・EU・中国ほか海外の競争法を理解する素地を
養うことにもつながります。
カルテル・入札談合等、意外と身近に、経済法の案件は転がっています（「独禁法」で検索をしてみてください）。
具体事例で頭を使ってもらいながら、教科書をいわば副読本のようにして、講義を進めます。やりとりをしなが
ら一緒に考えていきたいと思っていますので、頭を柔らかくして参加してもらえればと思います。

＜経済法の基本的な枠組み・考え方の理解＞
【第 2 回】 弊害要件総論（１）（市場とは何か）
【第 3 回】 弊害要件総論（２）（反競争性とは何か）
【第 4 回】 弊害要件総論（３）（正当化理由とは何か）
【第 5 回】 行為類型ごとの行為要件と弊害要件（１）（競争停止とは何か）
【第 6 回】 行為類型ごとの行為要件と弊害要件（２）（他者排除とは何か）
【第 7 回】 行為類型ごとの行為要件と弊害要件（３）（搾取とは何か）
【第 8 回】 違反要件の諸問題、不正手段
＜日本の独占禁止法に沿った理解＞
【第 9 回】 日本法の違反類型をめぐる総説
【第10回】 不当な取引制限（いわゆるカルテル・入札談合事件等）
【第11回】 私的独占
【第12回】 不公正な取引方法
【第13回】 企業結合規制、総合演習

成績評価の方法 授業中の小テスト（50％）、期末レポート（50％）にて評価します。基本的にこの２つで評価しますが、発言等での講義への
貢献について、追加点として扱います。レポートは出来不出来というよりは、考え方が身に付いているかで評価します。

フィードバックの内容 講義冒頭ないし講義中に小テストを実施し、その場及び次回講義冒頭にてフィードバックを行います。
教 科 書 『独禁法講義〔第十一版〕』白石忠志（有斐閣）2025
指 定 図 書 『独禁法講義〔第十一版〕』白石忠志（有斐閣）2025
参 考 書 『独禁法事例集』白石忠志（有斐閣）2017
教員からのお知らせ 教科書、指定図書を基本に、適宜教材は配付致します。参考書は、より深く学びたい人向けに掲げてあります。なお、第十

一版が、2025年２月に刊行予定であり、そちらを用いますので、お間違えないように。

オフィスアワー
事前の予約をしてくれれば、適宜対応します。
メールによる問い合わせ等でも結構です。
e-mail: 4thestate@mail.goo.ne.jp

アクティブ･ラーニングの内容 小テスト等を活用して、教員からのフィードバックのよる振り返りを行い、学習効果を深めます。また、リアル教材を多用
し、能動的学修に導きます。

実践的な教育内容 企業で実務経験のある教員が、その経験を活かして、抽象度が高くなりがちな経済法の実務、実際に社会人になった時の遭
遇シーン等について、詳しく講義する。

そ の 他 参考 URL の公正取引委員会では、様々なディスカッション・ペーパー等を公開しており、これを補助教材として用いるこ
とで、知識・理解を深めることに役立てます。
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講義コード 11C0121001 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 計量経済学１ 辻村　雅子 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

計量経済学は複雑な経済事象を、数量的に解明することを目的としている。具体的には経済に関する何らかの仮説があり、
これを検証するために実験計画をたて、実際に実験を行い、仮説の真偽を検討するという作業をおこなう。例えばガソリン
価格の高騰は、ガソリンと補完関係にある自動車の需要にも影響を与えると考えられる。この影響を数量的に把握するため
に、ガソリン価格や自動車の販売台数といった資料を収集して解析することが行われている。このような一連の作業は、自
然科学の諸分野と類似しているものの、経済学には統御実験ができないという特有の困難があり、仮説を検証できるような
実験計画の立案を非常に困難にしている。本講義では、このようなことを念頭おきながら、古典的回帰モデルを中心に、経
済学で一般に行われている実証分析の手法を学んでいく。
第１期では、計量経済学の歴史や経済理論との関わりを踏まえながら、具体例を基に統計の基本的な使い方や最小二乗法を
学んでいく。

到 達 目 標 この授業を受けることにより、経済を数量的に分析するための基本的な考え方や知識を身につけることを目標とする。更に
具体的な分析手法を習得して、自ら経済の諸問題を分析できるようになることを目指している。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

60時間以上の授業外学修を行うこと。
授業外学修では、配布資料を基に、本授業の内容の予習・復習を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 はじめに：計量経済学とは
【第 2 回】 計量経済学の歴史（１）計量経済学の萌芽
【第 3 回】 計量経済学の歴史（２）計量経済学会（Econometric society）の創設
【第 4 回】 経済理論と計量経済学（１）ミクロ経済学の発展と実証分析
【第 5 回】 経済理論と計量経済学（２）ケインズ理論の発展と実証分析
【第 6 回】 経済理論と計量経済学（３）消費関数論争
【第 7 回】 家計調査について（１）家計調査の歴史
【第 8 回】 家計調査について（２）家計調査の概要
【第 9 回】 家計調査について（３）家計調査の観察（１）
【第10回】 家計調査について（４）家計調査の観察（２）
【第11回】 最小二乗法（１）線型関係の推定
【第12回】 最小二乗法（２）最小二乗推定量と決定係数
【第13回】 最小二乗法（３）最小二乗推定量と決定係数を求める演習

成績評価の方法 中間レポート課題（50％）、および期末レポート課題（50％）で評価する。
フィードバックの内容 課題の模範解答は、提出期限後に、授業内やポータルサイトにて発表する。
教 科 書 授業時に資料を配布する
指 定 図 書 適宜紹介する
参 考 書 適宜紹介する
教員からのお知らせ 経済学、統計学および Excel の操作に関する基礎的な知識を前提として授業を行う。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応する。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0121101 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 計量経済学２ 辻村　雅子 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

計量経済学は複雑な経済事象を、数量的に解明することを目的としている。具体的には経済に関する何らかの仮説があり、
これを検証するために実験計画をたて、実際に実験を行い、仮説の真偽を検討するという作業をおこなう。例えばガソリン
価格の高騰は、ガソリンと補完関係にある自動車の需要にも影響を与えると考えられる。この影響を数量的に把握するため
に、ガソリン価格や自動車の販売台数といった資料を収集して解析することが行われている。このような一連の作業は、自
然科学の諸分野と類似しているものの、経済学には統御実験ができないという特有の困難があり、仮説を検証できるような
実験計画の立案を非常に困難にしている。本講義では、このようなことを念頭おきながら、古典的回帰モデルを中心に、経
済学で一般に行われている実証分析の手法を学んでいく。
第２期では、第１期で取り上げた最小二乗法を基に、単純回帰モデルや重回帰モデルを学んでいく。

到 達 目 標 この授業を受けることにより、経済を数量的に分析するための基本的な考え方や知識を身につけることを目標とする。更に
具体的な分析手法を習得して、自ら経済の諸問題を分析できるようになることを目指している。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

60時間以上の授業外学修を行うこと。
授業外学修では、配布資料を基に、本授業の内容の予習・復習を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 単純回帰モデル（１）確率的モデルとその歴史的な発展
【第 2 回】 単純回帰モデル（２）最小二乗推定量の性質
【第 3 回】 単純回帰モデル（３）最小二乗推定量の期待値と分散
【第 4 回】 推定されたパラメタの有意性の検定
【第 5 回】 単純回帰モデルの構築と推定結果の読み取り
【第 6 回】 重回帰モデル（１）重回帰モデルとは
【第 7 回】 重回帰モデル（２）重回帰モデルの推定方法
【第 8 回】 重回帰モデル（３）重回帰モデルの説明力と生じやすい問題
【第 9 回】 重回帰モデルの仮説検定
【第10回】 重回帰モデルの構築と推定結果の読み取り（１）
【第11回】 重回帰モデルの構築と推定結果の読み取り（２）
【第12回】 モデルの関数型と特殊な変数（１）対数変換、生産関数の推定
【第13回】 モデルの関数型と特殊な変数（２）ダミー変数

成績評価の方法 中間レポート課題（50％）、および期末レポート課題（50％）で評価する。
フィードバックの内容 課題の模範解答は、提出期限後に、授業内やポータルサイトにて発表する。
教 科 書 授業時に資料を配布する
指 定 図 書 適宜紹介する
参 考 書 適宜紹介する
教員からのお知らせ 「計量経済学１」の内容の続きとなるので、セットで履修することが望ましい。

経済学、統計学および Excel の操作に関する基礎的な知識を前提として授業を行う。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応する。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有
実践的な教育内容
そ の 他



― 123 ―

か

講義コード 11C0119001 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゲーム理論 渡部　真弘 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 進級要件科目群において習得済みである知識・技能を活用することで，古典的な完全競争市場の議論では扱われなかった個々

の経済主体の行動を分析する視点を養うことを目的とする．
到 達 目 標 非協力ゲーム理論的な分析手法を用いて，簡素なモデル分析が可能となる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

本科目では，授業開始時に実施する小テスト及び期末試験に向けた復習に取り組むために，週に少なくとも４時間（計60時
間以上）の授業外学修が必要である．

授 業 計 画

【第 1 回】 進級要件科目である数学基礎・統計学基礎・ミクロ経済学基礎における学修成果の再評価
【第 2 回】 標準型表現，囚人のジレンマ
【第 3 回】 最適反応，ナッシュ均衡：戦略が離散的である場合
【第 4 回】 最適反応，ナッシュ均衡：戦略が連続的である場合
【第 5 回】 第２回～第４回の内容の振り返り，応用問題
【第 6 回】 経済学への応用（１）
【第 7 回】 経済学への応用（２）
【第 8 回】 経済学への応用（３）
【第 9 回】 経済学への応用（４）
【第10回】 経済学への応用（５）
【第11回】 経済学への応用（６）
【第12回】 経済学への応用（７）
【第13回】 まとめ
※授業第６回以降に扱う内容は，進級要件科目における学修成果に合わせて調整するため，事前に定めない．原則，契約理
論やメカニズム・デザインなどの情報の非対称性に着目する内容を扱う予定である．

成績評価の方法 評価割合は，授業第１回に実施する進級要件科目である数学基礎・統計学基礎・ミクロ経済学基礎で扱われた内容に関する
学修成果の再評価に向けた試験10％，小テスト（授業第２回～授業第12回の11回分）40％，期末試験50％とする．

フィードバックの内容
（１）進級要件科目である数学基礎・統計学基礎・ミクロ経済学基礎における学修成果の再評価に向けた試験について，採点
結果に対する講評を行う．

（２）小テストの答案を採点した後，理解が不十分であると判断される内容を授業時間内で補足する．
（３）成績評価確定後，授業実施報告書を作成・配布する．

教 科 書
指 定 図 書

参 考 書

『An Introduction to Game Theory』Martin J. Osborne（Oxford University Press）2009、『Game Theory（2nd Edition）』
Michael Maschler, Eilon Solan,　Shmuel Zamir（Cambridge University Press）2020、『経済学のためのゲーム理論入門』
Robert Gibbons（創文社）1995、『Essential Mathematics for Economic Analysis（4th Edition）』Knut Sydsaeter, Peter Ham-
mond, Arne Strom（Pearson）2012、『Mathematical Analysis: A Straightforward Approach（2nd Edition）』K.G. Binmore

（Cambridge University Press）1982
教員からのお知らせ 小テストや期末試験は記述式であり，単語を選択するマークシートのような簡易なものではない．試験問題を事前に配布し

ない．単位数に見合った学修時間を確保するつもりがなければ履修すべきではない．
オフィスアワー 木曜日３時限，2号館516研究室

事前に連絡があれば他の曜日・時間帯に対面・オンラインでも面談を実施する．
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り：小テストの全ての問題において，細分化された採点項目に対する評価を返却す

ることで，復習が十分ではない内容を学生に認識させる．
実践的な教育内容
そ の 他 進級要件科目群において十分な学修成果が確認されなかった場合，進級要件科目に含まれていた数学基礎で扱われるべき正

しい内容をまとめた資料を自習用の教材として配布する．授業時間内に他の教員の担当科目の補講は行わない．
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講義コード 11C0116701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 現代資本主義論１ 深澤　竜人 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

１年時に学習したマルクス経済学基礎を基に、資本主義という経済体制に関して、どのようにして成立したのか、どのよう
に運動し発展してきたのか、そこでどのような問題性を併せ持っていたのか、これらをまず確認していく。その後、社会主
義という資本主義とは別な体制が発生し、それとの対抗関係で資本主義はどのように展開してきたか、こうした諸相に関し
て日本を中心とし、諸外国との関係で理解していくことを目的とする。
Ⅰでは現代資本主義について歴史的展開や概論的なことを把握したが、Ⅱにおいてはその詳細と具体的側面の追究が本講義
の目的となる。

到 達 目 標
上記のように、我々の生きている資本主義という経済体制に関して、成立と展開・発展、問題、これらの理解、社会主義と
の対抗関係での展開、その後の日本・アメリカとの推移、そして現在はどのようになっているか、こうした諸相に関して日
本を中心として、さらに諸外国との関係で理解していくことを目標とする。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

講義は板書で行っています。その復習を自身で興味ある様々な文献（特には下記の「参考書」）によって補っていくとよいで
す。
この授業は60時間以上の授業外学修を必要とします。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス　試験・出席・レポート等々に関して　本講義の全体内容
資本主義の成立Ⅰ　封建制度の解体と資本主義の胎動

【第 2 回】 資本主義の成立Ⅱ　産業革命・市民革命という事象
【第 3 回】 資本主義の成立Ⅲ　資本主義経済の運動と成長・発展　対外展開
【第 4 回】 資本主義の展開Ⅰ　日本における資本主義への移行　欧米との対比・比較

半封建的資本主義経済という歪曲構造
【第 5 回】 資本主義の展開Ⅱ　植民地の拡大と帝国主義政策　列強の対立と帝国主義戦争
【第 6 回】 資本主義の展開Ⅲ　戦争の一時的中断と世界大恐慌による第二次世界大戦
【第 7 回】 資本主義の展開Ⅳ　社会主義の成立と戦後の東西冷戦構造
【第 8 回】 資本主義の展開Ⅴ　戦後アメリカを中心とした対社会主義政策　IMF・GATT 体制
【第 9 回】 現代の資本主義Ⅰ（1950～60年代）日本の高度経済成長
【第10回】 現代の資本主義Ⅱ（1960～70年代）日米経済逆転の諸相
【第11回】 現代の資本主義Ⅲ（1970～80年代）この時期の資本主義の苦悩　スタグフレーション

レーガノミクス　対日要求
【第12回】 現代の資本主義Ⅳ（1980～90年代）日本のバブル経済
【第13回】 現代の資本主義Ⅴ（1990～2000年代）バブルの崩壊とその後の長期不況

現代の資本主義Ⅵ　現代資本主義の近年の状況を説く

＊講義内容は必要に応じて変更する場合もあります。

成績評価の方法
コロナの状況や実際の受講人数を見てから決めていたのですが、現時点では授業への取り組み姿勢（50％）、レポート・試験

（50％）としておきます。
授業最初の日に改めて話します。

フィードバックの内容 毎回小レポートを書いてもらって、間違った理解や質問には次回返信していく形態をとっています。その中で良いものは、
他への見本・手本として、PDF で掲載していきます。

教 科 書
指 定 図 書 『現代社会経済学』北村洋基（桜井書店）2013、『マルクス経済学簡易入門』深澤竜人（丸善雄松堂）2020

参 考 書
『現代日本経済論』井村喜代子（有斐閣）2000年、『世界経済読本』宮崎勇ほか（東洋経済新報社）2002年、『ゼミナール国際
経済入門』伊藤元重（日本経済新聞社）1996年、『世界経済論』大内力（東京大学出版会）1991年、『世界経済史入門』長岡
新吉ほか（ミネルヴァ書房）1992年、『大戦後資本主義の変質と展開』井村喜代子（有斐閣）2016年

教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0116801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 現代資本主義論２ 深澤　竜人 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

本講義では現代資本主義論Ⅰや１年時のマルクス経済学基礎を受けて、日本経済におけるその実態や諸相を把握していくこ
とを目的とする。つまりは現代資本主義論Ⅰのさらに具体的な状況やその詳細を、我々の住む日本経済において改めて確認
していくことを目的にしている。
Ⅰでは現代資本主義について歴史的展開や概論的なことを把握したが、Ⅱにおいてはその詳細と具体的側面の追究が本講義
の目的となる。

到 達 目 標
上記でも述べたように、本講義では我々の住む現代資本主義のそれも日本経済における実態的追究を把握することが到達目
標となる。それをマクロ的に、家計、企業、政策、その他各側面について言及していく。これらに関しての全般的理解への
到達が本講義の最終目標となる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

講義は板書で行っていくため、その復習を自身で興味ある様々な文献（特には下記の「参考書」）で補っていくとよいです。
この授業は60時間以上の授業外学修を必要とします。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス　試験・出席・レポート等々に関して　本講義の全体内容
現代資本主義と日本の家計Ⅰ　消費性向　貯蓄率　エンゲル係数　シュワーベ係数

【第 2 回】 現代資本主義と日本の家計Ⅱ　金融機関と預入の金利・利息他
【第 3 回】 現代資本主義と日本の家計Ⅲ　金融機関と借入のリスク他
【第 4 回】 現代資本主義と日本の家計Ⅳ　日本と各国と比較する　貯蓄率・分配率・労働時間
【第 5 回】 現代資本主義と日本の企業Ⅰ　株式会社とは何か　株主総会の実相
【第 7 回】 現代資本主義と日本の企業Ⅱ　株式による企業の支配・買収
【第 8 回】 現代資本主義と日本の企業Ⅲ　株式投資論　株価変動の論理
【第 9 回】 現代資本主義と日本の企業Ⅳ　大企業の支配体制　政治との関わり
【第10回】 マルクス経済学から見た現代日本資本主義　国家独占資本主義（政官財の癒着）
【第11回】 現代資本主義と景気変動　理論と統計と日本経済での現況
【第12回】 現代日本資本主義と経済政策Ⅰ　格差社会　貧困化・低所得化
【第13回】 現代日本資本主義と経済政策Ⅱ　特に食料自給率と農業・食料政策に関して

＊講義内容は必要に応じて変更する場合があります。

成績評価の方法
コロナの状況や実際の受講人数を見てから決めていたのですが、現時点では授業への取り組み姿勢（50％）、レポート・試験

（50％）としておきます。
授業最初の日に改めて話します。

フィードバックの内容 毎回小レポートを書いてもらい、間違った理解や質問には次回返信していく形態をとっていました。
教 科 書
指 定 図 書 『現代社会経済学』北村洋基（北村洋基）2013、『マルクス経済学簡易入門』深澤竜人（丸善雄松堂）2020
参 考 書 『現代社会経済学』北村洋基（北村洋基）2013、『マルクス経済学簡易入門』深澤竜人（丸善雄松堂）2020
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0116901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 現代資本主義論３ 北原　克宣 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
「現代資本主義論３」では、現代社会（現代資本主義）の仕組みについてマルクス経済学の視角から学ぶことを目的とする。
当科目では、現代資本主義世界の構造について理論と現状の両面から学ぶことで現代資本主義が分析できるようになる。ま
た、本科目は、１年次で学ぶ「マルクス経済学基礎」の応用科目としても位置づけられる。

到 達 目 標
①現代資本主義において生じている問題や課題を見出すことができ、これをマルクス経済学の概念を用いて専門的に説明し
たり論じたりすることができるようにする。
②これからの社会のあり方に関心を持ち自分なりの考え方を説明できるようにする。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業前１週間の社会の動きについて新聞を読み、授業前には必ず授業で習う箇所のテキストや関連図書を読むなど、60時間
以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 現代資本主義の諸問題について
【第 2 回】 社会的総資本の再生産と流通
【第 3 回】 資本主義分析の方法－レーニン「いわゆる市場問題について」を中心に－
【第 4 回】 資本主義分析の方法－山田盛太郎「日本資本主義分析」を中心に－
【第 5 回】 利潤率の傾向的低下法則（１）
【第 6 回】 利潤率の傾向的低下法則（２）
【第 7 回】 利子生み資本と利子（１）
【第 8 回】 利子生み資本と利子（２）
【第 9 回】 現代資本主義の分析－レーニン『帝国主義論』を中心に－
【第10回】 現代資本主義の分析－戦後日本資本主義の構造と展開－
【第11回】 現代資本主義の分析－21世紀資本主義世界の構造（１）－
【第12回】 現代資本主義の分析－21世紀資本主義世界の構造（２）－
【第13回】 まとめ - 資本主義はどこへ向かうか -

成績評価の方法 期末試験（100％）
フィードバックの内容 リアクションペーパーに対するフィードバックを翌週の授業にて行う。
教 科 書 『改訂新版 現代社会経済学』北村洋基（桜井書店）2013年
指 定 図 書 『経済と社会』長島誠一（桜井書店）2004年
参 考 書
教員からのお知らせ ◇授業で用いるスライド資料は、Teams のフォルダに保存します。受講者は各自授業前にプリントして、持参してくださ

い。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。

また、Teams のチャットでも対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 能動的な授業外学習
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0123501 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 憲法 鄭　裕靜 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 日本社会で機能している「憲法」とは何か、「憲法」がどんな働きをしているか、さらに、「憲法」の基本的考え方や最も大

切にしている考え方について身につけることを目的とする。
到 達 目 標 憲法の全体的な働きとその理解を深めることにより、日本国憲法が大切にしている考え方を身につける。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この講義は、60時間以上の授業外学修を行うこと。各回の授業で扱うテーマについて、事前に配布した資料を読み、テーマ
の背景などを理解した上で、授業を受けること。授業中に指示した問題などを考察し、レスポンスやレポートを授業中に提
出すること。

授 業 計 画

【第 1 回】 オリエンテーション・法と人間の人権：世界人権宣言と人権（１）
【第 2 回】 法と人間の人権：世界人権宣言と人権（２）
【第 3 回】 憲法とは何か。
【第 4 回】 天皇制
【第 5 回】 基本的人権
【第 6 回】 包括的基本権・平等
【第 7 回】 精神的自由権（１）
【第 8 回】 精神的自由権（２）
【第 9 回】 経済的自由権
【第10回】 社会権・参政権
【第11回】 統治機構（１）国会・内閣
【第12回】 統治機構（２）裁判所・地方自治
【第13回】 最終まとめ

成績評価の方法
１．授業中の小テスト３回　60％
２．最終レポート30％
３．授業への取り組み姿勢10％

フィードバックの内容 小テストに対するフィードバックは翌週授業内にて行う。
授業内容に応じて教材のレジュメ及び参考資料を配布します。必要な場合、講義内で説明します。

教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 教科書指定はありませんが、講義進行に合わせて参考書や資料を紹介します。

講義に関する詳しい内容は、第１回オリエンテーションで説明します。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容「意見共有」「教員からのフィードバックによる振り返り」「能動的な授業外学習」「グループ・ディスカッション」「ディベー

ト」「グループ・ワーク」
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0120801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 公共経済学１ 山口　和男 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 どの時代でもどの地域でも政府は多くの経済活動を行っている．政府が経済活動を行わないとどうなるのだろうか？政府が

経済活動を行うとどうなるのだろうか？この授業では政府の経済活動の意義について理解を深めることを目的とする．
到 達 目 標 政府の経済活動の意義について説明できる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

各回ごとに教科書，講義ノート，演習を使って復習すること．
授業外に計60時間以上の学修を行うこと．

授 業 計 画

【第 1 回】 第１章　市場と政府（１）
【第 2 回】 第１章　市場と政府（２）
【第 3 回】 第２章　国民と投票（１）
【第 4 回】 第２章　国民と投票（２）
【第 5 回】 補論 A　戦略型ゲーム（１）
【第 6 回】 補論 A　戦略型ゲーム（２）
【第 7 回】 第３章　政党と政策（１）
【第 8 回】 第３章　政党と政策（２）
【第 9 回】 補論 B　余剰
【第10回】 第４章　規制（１）
【第11回】 第４章　規制（２）
【第12回】 第５章　外部性（１）
【第13回】 第５章　外部性（２）

成績評価の方法 定期試験（100％）による．
フィードバックの内容 演習問題のうち誤答が多かったものについては授業内で解説を行う。
教 科 書 『基礎コース　公共経済学　第２版』井堀利宏（新世社）2015
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 『ミクロ経済学基礎』，『マクロ経済学基礎』，『ミクロ経済学』，『マクロ経済学』の単位を修得済みであることが望ましい．
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，学部学科にて定めるオフィスアワーにて受け付けます．
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0120901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 公共経済学２ 山口　和男 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 どの時代でもどの地域でも政府は多くの経済活動を行っている．政府が経済活動を行わないとどうなるのだろうか？政府が

経済活動を行うとどうなるのだろうか？この授業では政府の経済活動の意義について理解を深めることを目的とする．
到 達 目 標 政府の経済活動の意義について説明できる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

各回ごとに教科書，講義ノート，演習を使って復習すること．
授業外に計60時間以上の学修を行うこと．

授 業 計 画

【第 1 回】 第６章　公共財（１）
【第 2 回】 第６章　公共財（２）
【第 3 回】 第６章　公共財（３）
【第 4 回】 第７章　公共支出の評価（１）
【第 5 回】 第７章　公共支出の評価（２）
【第 6 回】 第７章　公共支出の評価（３）
【第 7 回】 第８章　課税（１）
【第 8 回】 第８章　課税（２）
【第 9 回】 補論 C　ケインズ経済学（１）
【第10回】 補論 C　ケインズ経済学（２）
【第11回】 補論 C　ケインズ経済学（３）
【第12回】 補論 D　完全情報展開型ゲーム（１）
【第13回】 補論 D　完全情報展開型ゲーム（２）

成績評価の方法 定期試験（100％）による．
フィードバックの内容 演習問題のうち誤答が多かったものについては授業内で解説を行う。
教 科 書 『基礎コース　公共経済学　第２版』井堀利宏（新世社）2015
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 『ミクロ経済学基礎』，『マクロ経済学基礎』，『ミクロ経済学』，『マクロ経済学』，『公共経済学１』の単位を修得済みであるこ

とが望ましい．
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，学部学科にて定めるオフィスアワーにて受け付けます．
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0184001 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 行動経済学／行動経済学１ 和田　良子 第１期集中
履修前提条件 備 考

授業の目的
経済学の現実的な応用として広く知られることになった行動経済学とはいかなる学問で，何を対象としているのか，何を説
明できるのかを学びます．規範経済学では，個人が合理的であるという仮定を置いて，均衡に基づいた主体の戦略や市場の
姿を叙述していました．しかし現実にはそれらの仮定が満たされないという認識に基づいて，規範経済学を修正します．体
験的な学びを多く含みます．

到 達 目 標 行動経済学を通じて，規範経済学のより深い理解とその限界を理解することが到達目標です．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業後に内容を確認するための小テスト・現実の社会における事例を調べる課題提出があります．
課題提出のための時間は延べ60時間以上となります．

授 業 計 画

【第 1 回】 イントロダクション・行動経済学とはどのような学問か（教科書　第１講）
規範経済学．実験経済学との違いを理解します．

【第 2 回】 体験的にフレーミング，システム１とシステム２といった行動経済学におけるいくつかの概念を学びます．
【第 3 回】 オークションによる資源配分（教科書　第２講）

最適な戦略を理論的に学びます．入札者と落札者の戦略について，体験的に学びます．
【第 4 回】 「収益同値原理」オークションの理論と行動経済学
【第 5 回】 時間選好率のアノマリー　心理学者や行動経済学者が明らかにした双曲線割引について学びます．
【第 6 回】 バックワードインダクションとあとまわしの理論：セルフコントロールと消費理論
【第 7 回】 貸金業協会の調査を行動経済学で読み解く
【第 8 回】 環境経済学と実験経済学
【第 9 回】 京都議定書とパリ協定：排出量取引について体験的に学びます（履修人数が少ない時は座学）
【第10回】 環境経済学におけるナッジの事例
【第11回】 行動経済学の死
【第12回】 経済実験による行動経済学の検証
【第13回】 経済実験（高階のリスク選好を予定）の解説

成績評価の方法 １日ごとにまとめて出題される小テスト・授業内の教育用実験における理解内容により評価されます（100％）．
フィードバックの内容 小テストについての解説や，授業内での質疑応答の時間を組み込みます
教 科 書 『実験経済学・行動経済学15講（ライブラリ経済学15講 APPLIED 編）』和田良子（新世社）
指 定 図 書 『環境経済学をつかむ 第５版』栗山浩一他（有斐閣）2025年
参 考 書

教員からのお知らせ
集中講義ですので，1日中４コマ休んでしまうと単位が取得できなくなります．
また，実質的に続き講義となるコマがあるので，十分気を付けてください．
また，経済実験に参加いただきます．

オフィスアワー 本授業に関する質問・相談はポータルサイトを通じて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 授業内では体験的な教育用実験や仮想実験ののち，グループ内での議論があります．それを授業内で発表してもらい，学び

を共有します．
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0185001 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 行動ファイナンス／行動経済学２ 和田　良子 第２期集中
履修前提条件 備 考

授業の目的
ファイナンスを理解するうえで，規範的な理論のみならず，投資家のビヘイビラルな行動を考慮に入れないでは現実の市場
を理解することはできません．現実の観察から理論の矛盾を指摘し，それを内包する理論が現れるという形での学術的な研
究がなされてきました．現代ファイナンス理論への道筋を学びます

到 達 目 標 現代ファイナンス理論を総合的・体系的に理解することができる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

集中講義で，ブロックごとに理解度を確かめる試験を行います．試験を解くにあたり，オンラインでの解説動画を提供する
予定です．授業外の学修時間はのべ60時間以上を予定します．

授 業 計 画

【第 1 回】 ファイナンス理論・確実性下の意思決定理論（教科書　第３講）
【第 2 回】 合理的選好に基づいた顕示選好の弱公理とそこからの逸脱
【第 3 回】 リスク下の意思決定理論（教科書　第４講）
【第 4 回】 リスク下の意思決定理論と行動経済学
【第 5 回】 ナイト流不確実性下の意思決定理論と実験経済学（教科書　第５講）
【第 6 回】 ポートフォリオ選択の理論（第６講）
【第 7 回】 ナイーブなポートフォリオ選択（第６講）
【第 8 回】 株式市場におけるファンダメンタルズバリュー（第７講）
【第 9 回】 株式市場におけるバブルの形成と実験経済学（第７講）
【第10回】 効率的市場仮説（第８講）
【第11回】 株式市場における情報とアップデート（第８講）
【第12回】 株式市場における情報とアップデートとカスケード理論（第８講）
【第13回】 Dilation Property 不確実性下の情報のアップデートと拡張特性

成績評価の方法 オンラインでの試験結果が100％です．
フィードバックの内容 試験の解説によるフィードバックとなります．
教 科 書 『実験経済学・行動経済学15講（ライブラリ経済学15講 APPLIED 編）』和田良子（新世社）
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 最初から理論的な内容がやや多くなります．
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談はポータルサイトを通じて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 講義内容の一部は体験的な教育用実験を含みます．
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0118101 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 コーポレート･ファイナンス１ 川口　真一 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

企業は、ヒト・モノ・カネといった経営資源を用いて様々な商品を生産・販売したり、サービスを提供したりすることで利
益を得ている。そして、様々な経済環境の中で企業は、①資金の調達、②投資計画、③利益の分配という財務上の決定を行
わなければならない。コーポレート・ファイナンス１では、カネ（資金）の面から企業の意思決定を捉える企業財務につい
て扱う。
本講義では、企業の資金調達や投資決定で重要となる割引現在価値や資本コストについて具体例を用いて分かり易く説明す
る。

到 達 目 標 企業の意思決定における資本コストについて理解することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
講義で配布したレジュメ、およびミクロ経済学の基礎を理解すること。

授 業 計 画

【第 1 回】 経営財務に関する基礎知識①
【第 2 回】 経営財務に関する基礎知識②
【第 3 回】 貨幣の時間的価値①
【第 4 回】 貨幣の時間的価値②
【第 5 回】 債券と株式の評価①
【第 6 回】 債券と株式の評価②
【第 7 回】 投資のリスクとリターン①
【第 8 回】 投資のリスクとリターン②
【第 9 回】 企業の資本コスト①
【第10回】 企業の資本コスト②
【第11回】 資本コストの計算方法①
【第12回】 資本コストの計算方法②
【第13回】 企業の財務政策

成績評価の方法 学期末により評価する（100％）
フィードバックの内容
教 科 書 毎回レジュメを配布する。
指 定 図 書 『基礎からのコーポレート・ファイナンス』古川浩一・蜂谷豊彦・中里宗敬・今井潤一（中央経済社）2001.6
参 考 書 『ゼミナール コーポレートファイナンス』朝岡大輔・砂川伸幸・岡田紀子（日本経済新聞出版）2022.2
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有。挙手により意見を表明させ共有する。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0118201 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 コーポレート･ファイナンス２ 川口　真一 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

企業は、ヒト・モノ・カネといった経営資源を用いて様々な商品を生産・販売したり、サービスを提供したりすることで利
益を得ている。そして、様々な経済環境の中で企業は、①資金の調達、②投資計画、③利益の分配という財務上の決定を行
わなければならない。コーポレート・ファイナンス１では、カネ（資金）の面から企業の意思決定を捉える企業財務につい
て扱う。
本講義では、企業の資金調達や投資決定、配当政策で重要となる企業価値や法人税について具体例を用いて分かり易く説明
する。

到 達 目 標 経営戦略に関わる企業価値と法人税について理解することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
講義で配布したレジュメ、およびミクロ経済学の基礎を理解すること。

授 業 計 画

【第Ⅰ回】企業価値とキャッシュフロー
【第 2 回】 財務諸表とキッシュフロー
【第 3 回】 企業の投資行動①
【第 4 回】 企業の投資行動②
【第 5 回】 企業の資金調達①
【第 6 回】 企業の資金調達②
【第 7 回】 資本構成と企業価値①
【第 8 回】 資本構成と企業価値②
【第 9 回】 資本構成と法人税①
【第10回】 資本構成と法人税②
【第11回】 配当政策と株価①
【第12回】 配当政策と株価②
【第13回】 企業の経営戦略

成績評価の方法 学期末により評価する（100％）
フィードバックの内容
教 科 書 毎回レジュメを配布する。
指 定 図 書 『基礎からのコーポレート・ファイナンス』古川浩一・蜂谷豊彦・中里宗敬・今井潤一（中央経済社）2001.6
参 考 書 『ゼミナール コーポレートファイナンス』朝岡大輔・砂川伸幸・岡田紀子（日本経済新聞出版社）2022.2
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有。挙手により意見を表明させ共有する。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0112401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 国際金融論１ 外木　好美 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

国際金融論１では，①財市場，②貨幣市場，③為替市場の各々の市場を理論的に分析します。ここで利用する経済理論は，
ミクロ経済学とマクロ経済学，金融論で学んだ内容が基礎となります（主にマクロ経済学）。マクロ経済学や金融論で学んだ
金融の仕組みや制度，経済政策等について，為替レートや国際収支を通じた影響も踏まえて，理論的なアプローチで理解す
ることを目的とします。
国際金融論２とセットで受講してください。

到 達 目 標
①国際的な資金の融通の意味，②物価や金利，為替レートが各市場でどう決まるのか，③金利や生産物の裁定取引を通じた
金利や物価と為替レートとの間の関係について，理解することを目標とする。①～③で学ぶ数式について，その意味を理解
し，グラフで分析ができるようになりましょう。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業の進度にあわせて教科書を読み，各回の復習問題に取り組んで，自身の理解度を確認してください。授業中に基礎とな
る科目（マクロや金融等）の内容にも触れますが，あくまでも簡単な復習レベルですので，必要に応じて自身でも復習して
ください。
授業外学習は60時間以上行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス，基本的視点の設定：経済学の基本的な考え方
【第 2 回】 基本的視点の設定：金融取引の意味と効果，国境を超えた経済取引を考える
【第 3 回】 国民経済計算と国際収支会計：国民経済計算，GDP の構成要素
【第 4 回】 国民経済計算と国際収支会計：国際収支統計
【第 5 回】 貨幣とマクロ経済：貨幣とその役割，資産としての貨幣とその特徴，貨幣需要，貨幣供給
【第 6 回】 貨幣とマクロ経済：貨幣市場の均衡，貨幣と物価
【第 7 回】 為替レートと外国為替市場＆第１期前半まとめ
【第 8 回】 金利と為替レート（資産市場における裁定）：

金利裁定とカバー付利子平価，カバーなし金利平価と均衡為替レート
【第 9 回】 金利と為替レート（資産市場における裁定）：貨幣市場と外国為替市場（利子率と名目為替レート）
【第10回】 金利と為替レート（資産市場における裁定）：リスク・プレミアム
【第11回】 金利と為替レート（資産市場における裁定）時間の経過と均衡の変遷
【第12回】 物価と為替レート（生産物市場における裁定）（１）
【第13回】 物価と為替レート（生産物市場における裁定）（２）＆第１期後半まとめ

成績評価の方法 中間レポート（40％），期末テスト（60％）で評価を行う。

フィードバックの内容
各回の復習問題で，習熟度を確認してもらいます。授業の冒頭で，前回授業の復習問題の解説を行いますので，理解不足点
等があったら，授業の際に質問をしてください。ミクロ，マクロ，金融と基礎となる科目が多く，どこでつまづいているの
かは学生によってバラツキます。勉強したつもりではなく，先生に質問しながら能動的に学習をしてください。

教 科 書 『コア・テキスト 国際金融論　第３版』藤井　英次（新世社）2024
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 授業では，直感的な理解ができるよう努めます。算数，数学，図，数式等でわからないことがあったら，簡単なことでも，

声をかけてください。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り，能動的な授業外学習
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0112501 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 国際金融論２ 外木　好美 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
国際金融論２では，①財市場，②貨幣市場，③為替市場を同時に分析し，一国経済の政策の在り方について学びます。マク
ロ経済学や金融論で学んだ金融の仕組みや制度，経済政策等について，為替レートや国際収支を通じた影響も踏まえ，理論
的なアプローチから理解することが目的です。
国際金融論１とセットで受講して下さい。

到 達 目 標
①マンデル・フレミング・モデルに基づいて，開放経済の下での経済政策について理解すること，②現代の国際金融を取り
巻く問題を知ることを目標とします。
国際金融論１で学習した３つの市場の分析を基礎とし，これらを組み合わせた分析を行います。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業の進度にあわせて教科書を読み，各回の復習問題に取り組んで，自身の理解度を確認してください。授業中に基礎とな
る科目（マクロや金融等）の内容にも触れますが，あくまでも簡単な復習レベルですので，必要に応じて自身でも復習して
ください。
授業外学習は60時間以上行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 為替レートと実体経済：総需要と総供給，総需要とその決定要因（内需，外需）
【第 2 回】 為替レートと実体経済：生産物市場の短期均衡，経常収支の考察
【第 3 回】 為替レートと開放マクロ経済政策：生産物市場と資産市場の同時均衡（閉鎖経済）（１）
【第 4 回】 為替レートと開放マクロ経済政策：生産物市場と資産市場の同時均衡（閉鎖経済）（２）
【第 5 回】 為替レートと開放マクロ経済政策：開放経済への拡張（マンデル・フレミングモデル）
【第 6 回】 為替レートと開放マクロ経済政策：変動相場制における金融・財政政策の効果＆国際資本移動の規制と政策効果
【第 7 回】 為替レートと開放マクロ経済政策：予想の変化と政策効果，短期から長期への均衡の変遷
【第 8 回】 第２期前半のまとめ
【第 9 回】 為替政策（為替介入と為替相場制度）：為替相場制度の選択，為替介入
【第10回】 為替政策（為替介入と為替相場制度）：固定相場制度
【第11回】 為替政策（為替介入と為替相場制度）：固定相場制度下の金融・財政政策，通貨同盟と最適通貨圏
【第12回】 国際金融を取り巻く難問（１）
【第13回】 国際金融を取り巻く難問（２）＆第２期後半のまとめ

成績評価の方法 中間レポート（40％），期末テスト（60％）で評価を行う。

フィードバックの内容
各回の復習問題で，習熟度を確認してもらいます。授業の冒頭で，前回授業の復習問題の解説を行いますので，理解不足点
等があったら，授業の際に質問をしてください。ミクロ，マクロ，金融と基礎となる科目が多く，どこでつまづいているの
かは学生によってバラツキます。勉強したつもりではなく，先生に質問しながら能動的に学習をしてください。

教 科 書 『コア・テキスト 国際金融論　第３版』藤井　英次（新世社）2024
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 授業では，直感的な理解ができるよう努めます。算数，数学，図，数式等でわからないことがあったら，簡単なことでも，

声をかけてください。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り，能動的な授業外学習
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0112201 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 国際経済学１ 山本　勝造 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

本講義は、国際貿易に関する基礎理論の習得および国際経済を取り巻く貿易上の諸問題の理解を目的とする。具体的な学修
テーマを以下に列挙する。

（１）各国は貿易によってどのような利益を得られるのか。
（２）貿易によって所得格差は拡大するのか。
（３）各国はなぜ保護貿易政策を行うのか。
（４）世界的な貿易自由化はいかにして進められてきたのか。
（５）企業はどのような目的で海外に生産拠点を移すのか。

到 達 目 標
１．基礎的な専門用語の意味を説明できるようになる。
２．貿易パターン、貿易政策、国際資本移動の経済効果について説明できるようになる。
３．保護貿易、貿易交渉、企業の国際化など、国際経済現象の要因と課題を指摘できるようになる。
４．経済に関するニュースや記事に関心を払い、論理的に考察できるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

本科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
各回の授業終了後に OpenLMS にて小テストを実施するので、授業内容を復習した上で、期限内に小テストの受験を完了す
ること。

授 業 計 画

【第 1 回】 なぜ貿易を行うのか？（１）
【第 2 回】 なぜ貿易を行うのか？（２）
【第 3 回】 なぜ貿易を行うのか？（３）
【第 4 回】 貿易は格差を解消するのか？（１）
【第 5 回】 貿易は格差を解消するのか？（２）
【第 6 回】 貿易は格差を解消するのか？（３）
【第 7 回】 なぜ貿易を制限するのか？（１）

【第 8 回】 なぜ貿易を制限するのか？（２）
【第 9 回】 なぜ貿易を制限するのか？（３）
【第10回】 貿易自由化をどう進めるのか？（１）
【第11回】 貿易自由化をどう進めるのか？（２）
【第12回】 なぜ企業は海外に進出するのか？（１）
【第13回】 なぜ企業は海外に進出するのか？（２）

成績評価の方法 「各回の小テスト50％（小テストの合計点を50点満点に換算）、期末試験50％」で評価する。
フィードバックの内容 小テストの結果と解答は OpenLMS にて開示するので、復習および点数の確認に利用すること。
教 科 書 指定なし
指 定 図 書 指定なし
参 考 書 『国際経済学をつかむ（第２版）』石川 城太 他（有斐閣）2013、『国際経済学へのいざない（第２版）』友原 章典（日本評論

社）2014、『クルーグマン国際経済学 理論と政策（原著第10版）上 貿易編』P.R. クルーグマン 他（丸善出版）2017
教員からのお知らせ 各回の授業資料は、授業前日に OpenLMS にアップロードします。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。

また、OpenLMS のメッセージ機能およびメールでも受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 能動的な授業外学習（小テストに対する教員からのフィードバック）
実践的な教育内容
そ の 他 教員メールアドレス uf06120ko［at］rissho-univ.jp

（［at］はアットマークに書き換えてください。）

講義コード 11C0112301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 国際経済学２ 山本　勝造 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

本講義は、国際マクロ経済学に関する基礎理論の修得および国際経済を取り巻く金融上の諸問題の理解を目的とする。具体
的な学修テーマを以下に列挙する。

（１）国際収支表から何が読み取れるのか。
（２）国内需要・IS バランス・為替レートが、国際収支にどのような影響を与えるのか。
（３）利子率と物価が、為替レートにどのような影響を与えるのか。
（４）為替相場制度によって金融政策の効果がどのように変わるのか。

到 達 目 標
１．基礎的な専門用語の意味を説明できるようになる。
２．国際収支や為替レートの変動について、国際マクロ経済学の考え方を用いて説明できるようになる。
３．通貨危機や通貨統合など、国際経済現象の要因と課題を指摘できるようになる。
４．経済に関するニュースや記事に関心を払い、論理的に考察できるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

本科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
各回の授業終了後に OpenLMS にて小テストを実施するので、授業内容を復習した上で、期限内に小テストの受験を完了す
ること。

授 業 計 画

【第 1 回】 国際収支表の見方（１）
【第 2 回】 国際収支表の見方（２）
【第 3 回】 国際収支の決定理論（１）
【第 4 回】 国際収支の決定理論（２）
【第 5 回】 国際収支の決定理論（３）
【第 6 回】 為替レートの決定理論（１）
【第 7 回】 為替レートの決定理論（２）

【第 8 回】 為替レートの決定理論（３）
【第 9 回】 為替レートの決定理論（４）
【第10回】 為替相場制度とマクロ経済政策（１）
【第11回】 為替相場制度とマクロ経済政策（２）
【第12回】 為替相場制度とマクロ経済政策（３）
【第13回】 為替相場制度とマクロ経済政策（４）

成績評価の方法 「各回の小テスト50％（小テストの合計点を50点満点に換算）、期末試験50％」で評価する。
フィードバックの内容 小テストの結果と解答は OpenLMS にて開示するので、復習および点数の確認に利用すること。
教 科 書 指定なし
指 定 図 書 指定なし
参 考 書 『国際金融入門（新版）』岩田 規久男（岩波書店）2009、『コア・テキスト国際金融論（第２版）』藤井 英次（サイエンス社）

2013、『クルーグマン国際経済学 理論と政策（原著第10版）下：金融編』P.R. クルーグマン 他（丸善出版）2017
教員からのお知らせ 各回の授業資料は、授業前日に OpenLMS にアップロードします。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。

また、OpenLMS のメッセージ機能およびメールでも受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 能動的な授業外学習（小テストに対する教員からのフィードバック）
実践的な教育内容
そ の 他 教員メールアドレス uf06120ko［at］rissho-univ.jp

（［at］はアットマークに書き換えてください。）
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講義コード 11C0111201 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 財政学１ 川口　真一 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本講義の目的は、少子高齢化や所得格差の拡大が進むわが国において、財政には経済学的にどういった役割や機能があるの
かを学ぶことにある。
財政学とは政府が行う経済活動を分析する学問である。本講義では、主に「財政学の基礎」と「市場の失敗と政府の役割」
について学んでいく。

到 達 目 標 財政の制度や機能、役割を理解することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
ミクロ経済学とマクロ経済学の基礎を理解しておくこと。

授 業 計 画

【第Ⅰ回】財政の役割
【第 2 回】 財政の仕組み
【第 3 回】 経済分析の基本ツール①
【第 4 回】 経済分析の基本ツール②
【第 5 回】 市場と効率性①
【第 6 回】 市場と効率性②
【第 7 回】 外部性
【第 8 回】 公共財①
【第 9 回】 公共財②
【第10回】 社会厚生と再分配政策①
【第11回】 社会厚生と再分配政策②
【第12回】 効率性と再分配政策①
【第13回】 効率性と再分配政策②

成績評価の方法 学期末試験（100％）により評価する。
フィードバックの内容
教 科 書 『財政学をつかむ　〔第３版〕』畑農鋭矢，林正義，吉田浩（有斐閣）2024.3
指 定 図 書 『財政学をつかむ　〔第３版〕』畑農鋭矢，林正義，吉田浩（有斐閣）2024.3
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有。挙手により意見を表明させ共有する。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0111301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 財政学２ 川口　真一 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本講義の目的は、少子高齢化や所得格差の拡大が進むわが国において、財政には経済学的にどういった役割や機能があるの
かを学ぶことにある。
財政学とは政府が行う経済活動を分析する学問である。本講義では、主に「租税制度とその効果」と「政府支出と社会保障」
について学んでいく。

到 達 目 標 財政の制度や機能、役割を理解することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
ミクロ経済学とマクロ経済学の基礎を理解しておくこと。

授 業 計 画

【第Ⅰ回】租税の基礎理論
【第 2 回】 消費に対する課税①
【第 3 回】 消費に対する課税②
【第 4 回】 所得に対する課税①
【第 5 回】 所得に対する課税②
【第 6 回】 法人に対する課税①
【第 7 回】 法人に対する課税②
【第 8 回】 資産に対する課税
【第 9 回】 公的年金
【第10回】 医療・介護
【第11回】 子育て・教育
【第12回】 生活保護と公的扶助①
【第13回】 生活保護と公的扶助②

成績評価の方法 学期末試験（100％）により評価する。
フィードバックの内容
教 科 書 『財政学をつかむ　〔第３版〕』畑農鋭矢，林正義，吉田浩（有斐閣）2024.3
指 定 図 書 『財政学をつかむ　〔第３版〕』畑農鋭矢，林正義，吉田浩（有斐閣）2024.3
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有。挙手により意見を表明させ共有する。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C3115301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 財務諸表論 安部　秀俊 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
企業の通信簿としての財務諸表（※）について下記の到達目標３点をつかむことを目的とします。
※貸借対照表や損益計算書、キャッシュ・フロー計算書等が該当します。
前半では財務諸表の作り手の立場からその考え方を中心に学習し、後半では財務諸表を利用する側の立場から分析の方法を
学習します。

到 達 目 標
①財務諸表の種類や基本的な作成方法を知る。
②財務諸表作成上の裏付けとなる考え方の基本を押さえる。
③財務諸表を利用する立場から、その見方や分析方法の基本を押さえる。
企業の財務諸表を見て、その企業の良し悪しが判断できるようになれば、将来色々な場面で役立てることができます。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

・講義プリントの熟読とキーワードの暗記が必要です。
・財務分析では企業の状況を把握するために、様々な指標となる率を計算できるように、算式を押さえる必要があります。
復習に時間をかけてください。
この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス ／ 財務諸表の種類とディスクロージャー制度の紹介
【第 2 回】 企業会計原則に基づく伝統的な利益計算構造の体系①
【第 3 回】 企業会計原則に基づく伝統的な利益計算構造の体系②
【第 4 回】 グローバルな視点を取り入れた近年の利益計算構造の体系①
【第 5 回】 グローバルな視点を取り入れた近年の利益計算構造の体系②
【第 6 回】 グローバルな視点を取り入れた近年の利益計算構造の体系③
【第 7 回】 グローバルな視点を取り入れた近年の利益計算構造の体系④
【第 8 回】 決算書の見方（概要）
【第 9 回】 企業が儲ける力（収益性）を把握するための方法
【第10回】 企業の財務体質を見て安全性を把握する方法
【第11回】 企業の成長性分析
【第12回】 キャッシュ・フロー分析の必要性、資金と利益の関係性、資金の増減原則
【第13回】 キャッシュ・フロー計算書（作成方法および分析方法）および総まとめ

成績評価の方法 全15回の Web ミニテストの解答状況（80％）、授業への取り組み姿勢（20％）により評価致します。
フィードバックの内容 ミニテストの模範解答を実施後にフィードバックします。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ
今後の生活や仕事に役立つ内容を学習します。会計独特の難しい表現や財務分析上の算式も登場しますが、ポイントを押さ
えていただければと思います。積極的な姿勢で講義にご参加ください。
配付又は投稿するプリントにて講義を行いますので教科書を購入する必要はございません。

オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返りとして、小テストに対するフィードバックを行い振り返りを行います。
実践的な教育内容 公認会計士・税理士として実務経験を活かして、財務諸表の活用について講義します
そ の 他
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講義コード 11C0119101 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 産業組織論 渡部　真弘 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 進級要件科目群において習得済みである知識・技能を活用することで，不完全競争市場における経済主体の行動や経済厚生

を考察する能力の付与を目的とする．
到 達 目 標 不完全競争市場に関する題材に対して，文字式を用いた理論的分析が可能となる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

本科目では，授業開始時に実施する小テスト及び期末試験に向けた復習に取り組むために，週に少なくとも４時間（計60時
間以上）の授業外学修が必要である．

授 業 計 画

【第 1 回】 進級要件科目である数学基礎・統計学基礎・ミクロ経済学基礎における学修成果の再評価，経済主体と市場形態
の分類

【第 2 回】 需要の自己価格弾力性・交差価格弾力性
【第 3 回】 第３次価格差別，ラーナー指数
【第 4 回】 第２回・第３回で扱った内容の振り返り，応用問題の解説
【第 5 回】 需要の価格弾力性と需要曲線の傾きの関係
【第 6 回】 需要の価格弾力性と収入の関係，所有と経営の分離
【第 7 回】 第５回・第６回で扱った内容の振り返り，応用問題の解説
【第 8 回】 独占企業の利潤最大化行動（１）：利潤最大化条件，限界収入関数，限界費用関数
【第 9 回】 独占企業の利潤最大化行動（２）：逆弾力性ルール
【第10回】 独占企業の利潤最大化条件（３）：消費者余剰，生産者余剰
【第11回】 独占企業の利潤最大化条件（４）：弾力性が一定である需要関数・逆需要関数の下での余剰分析
【第12回】 第８回～第11回で扱った内容の振り返り
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 評価割合は，授業第１回に実施する進級要件科目である数学基礎・統計学基礎・ミクロ経済学基礎で扱われた内容に関する
学修成果の再評価に向けた試験10％，小テスト（授業第２回～授業第12回の11回分）40％，期末試験50％とする．

フィードバックの内容
（１）進級要件科目である数学基礎・統計学基礎・ミクロ経済学基礎における学修成果の再評価に向けた試験について，採点
結果に対する講評を行う．

（２）小テストの答案を採点した後，理解が不十分であると判断される内容を授業時間内で補足する．
（３）成績評価確定後，授業実施報告書を作成・配布する．

教 科 書
指 定 図 書

参 考 書
『レヴィット ミクロ経済学 基礎編』Austan Goolsbee, Steven Levitt, Chad Syverson（東洋経済新報社）2017、『レヴィット
ミクロ経済学 発展編』Austan Goolsbee, Steven Levitt, Chad Syverson（東洋経済新報社）2018、『Essential Mathematics for
Economic Analysis（4th Edition）』Knut Sydsaeter, Peter Hammond, Arne Strom（Pearson）2012、『Mathematical Analysis:
A Straightforward Approach（2nd Edition）』K.G. Binmore（Cambridge University Press）1982

教員からのお知らせ 小テストや期末試験は記述式であり，単語を選択するマークシートのような簡易なものではないことに加えて，試験問題は
事前に配布しない．単位数に見合った学修時間を確保するつもりがなければ履修すべきではない．

オフィスアワー 木曜日３時限，2号館516研究室
事前に連絡があれば他の曜日・時間帯に対面・オンラインでも面談を実施する．

アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り：小テストの全ての問題において，細分化された各採点項目に対する評価を返却
することで，復習が十分ではない内容を学生に認識させる．

実践的な教育内容
そ の 他 進級要件科目群において十分な学修成果が確認されなかった場合，進級要件科目に含まれていた数学基礎で扱われるべき正

しい内容をまとめた資料を自習用の教材として配布する．授業時間内に他の教員の担当科目の補講は行わない．
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講義コード 11C0122601 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 実証経済分析１ 宮川　幸三 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
近年、統計データに基づく分析から得られたエビデンスを活用して政策を立案する、いわゆる EBPM（Evidence Based 
Policy Making）の重要性が広く認知されている。しかし政策の効果を検証するためには、正しい手法によって分析を行うこ
とが不可欠である。本講義では、このような問題意識に基づいて実証経済分析の様々な手法を学ぶ。またパソコン演習を行
い、実践的な分析能力を養う。

到 達 目 標 データ発生メカニズムを理解し、適切な手法によって経済データを用いた実証分析を行うことができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。授業外学修では、配布資料の該当箇所を読み予習・復習を行うこと。
授業中に行ったパソコン演習の復習を欠かさず行なうこと。

授 業 計 画

【第 1 回】経済理論の実証
【第 2 回】因果関係と相関関係
【第 3 回】ランダム化比較試験
【第 4 回】仮説検定（１）
【第 5 回】仮説検定（２）
【第 6 回】自然実験・疑似実験（１）
【第 7 回】自然実験・疑似実験（２）
【第 8 回】回帰分析（１）
【第 9 回】回帰分析（２）
【第10回】回帰分析（３）
【第11回】DID －差分の差分法（１）
【第12回】DID －差分の差分法（２）
【第13回】経済政策と実証経済分析

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（30％）、課題（30％）、期末レポート（40％）によって評価する。到達目標に記載の内容について、
自らの力で適切な分析をできることを期末レポートの評価基準とする。

フィードバックの内容 課題の解説を授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書

参 考 書
『効果検証入門～正しい比較のための因果推論 / 計量経済学の基礎』安井翔太（技術評論社）2020年、『原因と結果の経済学
－データから真実を見抜く思考法』中室牧子、津川友介（ダイヤモンド社）2017年、『44の例題で学ぶ計量経済学』唐渡広志

（オーム社）2013年
教員からのお知らせ 統計学や計量経済学および Excel の操作に関する基礎的な知識を前提として授業を行う。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、講義案内で示したオフィスアワーにおいて受付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、演習
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0122701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 実証経済分析２ 宮川　幸三 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
一般均衡理論の実証分析への適用事例の１つとして、産業連関分析がある。産業連関分析のもとになる産業連関表は、国民
経済の体系を記述する経済統計としても重要な意味を持っている。本講義では、産業連関表を通して一国経済の産業構造を
観察・分析する手法を学ぶ。

到 達 目 標 産業連関表の枠組みを理解し、GDP の概念や三面等価について説明できる。
産業連関分析の手法を理解したうえで、実際に産業連関表を用いて適切な分析を行うことができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。授業外学修では、配布資料の該当箇所を読み予習・復習を行うこと。
授業中に行ったパソコン演習の復習を欠かさず行なうこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 産業連関分析とは
【第 2 回】 産業連関表と GDP
【第 3 回】 日本の産業連関表（１）
【第 4 回】 日本の産業連関表（２）
【第 5 回】 ３部門モデル（１）
【第 6 回】 ３部門モデル（２）
【第 7 回】 行列計算の基礎
【第 8 回】 均衡産出高モデルの基礎（１）
【第 9 回】 均衡産出高モデルの基礎（２）
【第10回】 均衡産出高モデルの基礎（３）
【第11回】 産業連関分析の応用（１）
【第12回】 産業連関分析の応用（２）
【第13回】 分析事例の紹介

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（30％）、課題（30％）、期末レポート（40％）によって評価する。到達目標に記載の内容について、
自らの力で適切な分析をできることを期末レポートの評価基準とする。

フィードバックの内容 課題の解説を授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 数学基礎やマクロ経済学および Excel の操作に関する基礎的な知識を前提として授業を行う。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、講義案内で示したオフィスアワーにおいて受付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、演習
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C3115401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 実践簿記１ 安部　秀俊 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
簿記は、企業活動や経営を理解するため、経理・会計担当者のみならず、業種・職種を問わず企業人すべてに必要とされる
知識です。ビジネスの最前線で活躍されている方の多くは、簿記の知識を実務に活かしています。日商簿記検定の資格取得
に向けた学習を通じて、より高いレベルでの習得を目的とします。

到 達 目 標 簿記の基本用語を説明することができる。企業の日常業務における実践的な取引の記録を行うことができる。小規模企業の
決算書を作成することができる。日商簿記３級に合格することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
授業外学修では、次回の授業内で実施する小テストで正答を出せるように復習をするようにしてください。

授 業 計 画

【第 1 回】 簿記の目的
【第 2 回】 簿記一巡・試算表の作成
【第 3 回】 商品売買
【第 4 回】 現金預金
【第 5 回】 手形等
【第 6 回】 債権債務
【第 7 回】 税金、資本等
【第 8 回】 決算①
【第 9 回】 決算②
【第10回】 決算③
【第11回】 財務諸表、収益費用
【第12回】 棚卸資産
【第13回】 総まとめ

成績評価の方法 授業中の確認テスト（40％）、授業内試験（60％）で評価する。
フィードバックの内容 授業中の確認テストの模範解答をテスト終了後に配付する。
教 科 書 『検定簿記講義／３級商業簿記』渡部 裕亘 編著 片山 覚 編著 北村 敬子 編著（中央経済社）最新版を用意してください
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ この授業とともに第２期の科目である「実践簿記２」を履修してください。「実践簿記２」はこの授業を履修したことを前提

に講義を進めます。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り、演習を実施し意見共有する
実践的な教育内容 公認会計士・税理士として実務経験を活かして、簿記技術の活用の仕方について講義します
そ の 他 就職部が主催するキャリア開発簿記検定３級講座、２級講座の同時受講をお勧めします。

講義コード 11C3115501 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 実践簿記２ 安部　秀俊 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
簿記は、企業活動や経営を理解するため、経理・会計担当者のみならず、業種・職種を問わず企業人すべてに必要とされる
知識です。第１期の科目である「実践簿記１」の学習内容を修得していることを前提に、「実践簿記１」では取り上げない知
識を上積みし、日商簿記２級商業簿記合格レベルの知識の修得を目的とします。

到 達 目 標 中規模企業の決算書を作成することができる。財務諸表の数字から経営内容を把握できる。日商簿記２級の商業簿記で合格
点を獲得することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
授業外学修では、次回の授業内で実施する確認テストで正答を出せるように復習をするようにしてください。

授 業 計 画

【第 1 回】 実践簿記１の振り返り
【第 2 回】 現金預金、債権債務
【第 3 回】 有価証券
【第 4 回】 固定資産
【第 5 回】 リース、ソフトウェア
【第 6 回】 為替換算
【第 7 回】 引当金、法人税等
【第 8 回】 純資産、企業結合
【第 9 回】 株主資本等変動計算書
【第10回】 連結会計①
【第11回】 連結会計②
【第12回】 総まとめ①
【第13回】 総まとめ②

成績評価の方法 授業中の確認テスト（40％）、授業内試験（60％）で評価する。
フィードバックの内容 授業中の確認テストの模範解答をテスト終了後に配付する。
教 科 書 『検定簿記講義／２級商業簿記』渡部 裕亘 編著 片山 覚 編著 北村 敬子 編著（中央経済社）最新版を用意してください
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ この授業とともに第１期の科目である「実践簿記１」を履修してください。この授業は「実践簿記１」を履修したことを前

提に講義を進めます。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り、演習を実施して意見共有を行う
実践的な教育内容 公認会計士・税理士として実務経験を活かして、簿記技術の活用の仕方について講義します
そ の 他 就職部が主催するキャリア開発簿記検定３級講座、２級講座の同時受講をお勧めします。
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講義コード 11C0104501 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 社会学の世界 加藤　宏 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
社会学は近代社会と共に生まれた学問であり、近・現代社会の多様な社会問題と社会現象を分析してきた。前半では、社会
学がどのような学問であるのか、その視点や考え方を現代的な社会現象の分析を通して紹介する。また後半では「消費社会」、

「環境問題」、「グローバル化」といった概念から現代社会の変化をとらえる議論を紹介し、現代社会の抱える諸問題を考察し
ていく。

到 達 目 標
社会学の考え方を理解できる。「自我」「ジェンダー」「家族」「環境問題」、「グローバル化」といった項目を社会学の視点か
ら説明できる。現代の諸問題を理解し現代人として社会への参加に寄与できる。社会学的想像力を獲得し社会的な世界のた
めの地図を各自が作り、現代の街路を歩けるようになることが目標となる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では60時間以上の授業外学修を行なうこと。各回の授業で扱う項目について、授業レジュメを参考に、各回ごとに
復習し、各自の理解力を点検すること。また講義であげる参考文献や指定図書を積極的に読むこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 講義ガイダンス　社会学的想像力について社会学とはどういう学問か -「いじめ」現象の社会学的理解
【第 2 回】 「自我」の社会性について
【第 3 回】 日常生活のなかのアイデンティティ管理
【第 4 回】 親密性の変容 近代家族の誕生とその変容
【第 5 回】 ジェンダー１　ジェンダーとは何か
【第 6 回】 ジェンダー２　日本での職業における女性差別
【第 7 回】 日本の若者の「職業世界」１学校から職業への移行
【第 8 回】 日本の若者の「職業世界」２雇用流動化政策とフリーター問題、働く世界の変容
【第 9 回】 現代社会１ 資本主義はどのように登場しどのように危機を迎えたか
【第10回】 現代社会２　「豊かな」社会＝高度情報消費社会の登場
【第11回】 現代社会３　「豊かな」社会と限界問題 - 公害、環境問題
【第12回】 現代社会４　グローバル化と南北問題
【第13回】 現代社会４　グローバル化の変容 全体のまとめ 再び社会学的想像力について

成績評価の方法 期末試験（85％）、毎回のリアクションレポート等授業への取り組み姿勢（15％）で評価する。到達目標に記載の内容を理解
し自身の言葉で説明できることを定期試験の評価基準とする。

フィードバックの内容 各回のリアクションレポート（各回のまとめと感想400字～800字）に対するフィードバックを翌週授業内冒頭に行う。
教 科 書

指 定 図 書
『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』マックス・ヴェーバー（岩波書店）1989 、『自殺論』エミール・デュル
ケーム（中央公論社）1985 、『社会学入門－人間と社会の未来』見田宗介（岩波書店）2006、『ソシオロジカル・イマジネー
ション』鈴木／澤井編（八千代出版）1997　、『社会学』長谷川公一、浜日出夫、藤村正之、町村敬志（有斐閣）2007、『失
われざる十年の記憶1990年代の社会学』鈴木 / 西田編（青弓社）2012

参 考 書
教員からのお知らせ 教科書は使用しない。資料・レジュメ等を適宜配布する。また参考書は講義時に随時紹介する。映像を適宜使用する。リア

クションペーパーを毎回実施する。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応する。
アクティブ･ラーニングの内容 リアクションレポートに対する教員からのフィードバックによる振り返り。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0121401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 社会保障論１ 青木　由香 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
社会保障は、私たちが生涯を通じて直面する生活上のさまざまな困難に対して、生活の安定をはかり、最低水準の生活を保
障する公的な制度である。
この授業では社会保障制度の全体像について紹介するとともに、各制度の概要とその課題、制度の動向について講義する。

到 達 目 標
①社会保障制度の理念や機能、体系について理解し、社会保障の意義について説明できる。
②各制度の概要を理解し、その役割を説明できる。
③各制度が抱える具体的な課題を説明できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
授業外学修では、講義ノートや配布資料を使用して、予習・復習をすること。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス（授業のテーマ、到達目標、授業方法の説明）・社会保障とは何か
【第 2 回】 社会保障の理念と機能
【第 3 回】 社会保障の歴史（１）欧米における社会保障の歴史
【第 4 回】社会保障の歴史（２）日本における社会保障の歴史
【第 5 回】社会保障の体系と構造
【第 6 回】 社会保障の費用と財源
【第 7 回】 医療保険制度（１）医療保険制度の全体像と動向
【第 8 回】 医療保険制度（２）健康保険制度と国民健康保険制度の概要
【第 9 回】 医療保険制度（３）後期高齢者医療制度の概要と医療費の動向
【第10回】介護保険制度（１）介護保険制度創設の背景と介護保障の歴史
【第11回】 介護保険制度（２）介護保険制度の概要
【第12回】 介護保険制度（３）介護保険制度の課題と展望
【第13回】 最新の社会保障制度の動向

成績評価の方法 授業への取り組み（30％）、中間課題（30％）、期末課題（40％）で評価する。
フィードバックの内容 リアクションペーパー等に対するフィードバックを翌週授業内にて行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 教科書は使用しない。参考文献等は授業内で紹介する。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、メールにて受付けます。宛先は最初の授業で指示します。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り。
実践的な教育内容
そ の 他 社会保障は、私たちの生活の諸側面と深く関わる制度です。

日々のニュースや身近な話題と関連付けながら理解を深めてください。

講義コード 11C0121501 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 社会保障論２ 青木　由香 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
社会保障は、私たちが生涯を通じて直面する生活上のさまざまな困難に対して、生活の安定をはかり、最低水準の生活を保
障する公的な制度である。
この授業では社会保障制度の全体像について紹介するとともに、各制度の概要とその課題、制度の動向について講義する。

到 達 目 標
①社会保障制度の理念や機能、体系について理解し、社会保障の意義について説明できる。
②各制度の概要を理解し、その役割を説明できる。
③各制度が抱える具体的な課題を説明できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
授業外学修では、講義ノートや配布資料を使用して、予習・復習をすること。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス（授業のテーマ、到達目標、授業方法の説明）・社会保障制度の類型
【第 2 回】 所得保障制度のしくみ
【第 3 回】 公的年金制度（１）国民皆年金と公的年金制度の全体像
【第 4 回】 公的年金制度（２）国民年金の概要
【第 5 回】 公的年金制度（３）厚生年金の概要
【第 6 回】 労働保険制度（１）雇用保険制度
【第 7 回】 労働保険制度（２）労働者災害補償保険制度
【第 8 回】 公的扶助制度（１）生活保護制度のしくみ
【第 9 回】 公的扶助制度（２）低所得者対策
【第10回】公的扶助制度（３）近年の動向
【第11回】社会福祉制度（１）子ども・子育て支援制度
【第12回】社会福祉制度（２）障害者福祉
【第13回】社会福祉制度（３）社会手当

成績評価の方法 授業への取り組み（30％）、中間課題（30％）、期末課題（40％）で評価する。
フィードバックの内容 リアクションペーパー等に対するフィードバックを翌週授業内にて行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 教科書は使用しない。参考文献等は授業内に紹介する。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、メールにて受付けます。宛先は最初の授業で指示します。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り
実践的な教育内容
そ の 他 社会保障は、私たちの生活の諸側面と深く関わる制度です。

日々のニュースや身近な話題と関連付けながら理解を深めてください。
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講義コード 11C0122801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 証券市場論１ 外木　好美 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
資金余剰主体から，資金不足主体へと資金の移転をいかに効率的にするのか，そしてそのシステムのあり方について，学習
します。この授業では，主に市場を通じた資金調達手段にスポットをあて，株価や債券価格，利回り等がどう決定されるの
か学びます。また，将来の不確実性（例えば価格変動リスク）へのリスクマネジメントの手段としての，金融派生商品（デ
リバティブ）取引についても扱います。

到 達 目 標
①市場を通じた資金調達の手段と，市場がうまく機能するための工夫（システム）を知る，②株や債券の価格決定メカニズ
ムと利回りの計算方法を理解する，③様々な金融派生商品があることを知り，それぞれどのようなリスクに備えた商品なの
かを理解する，④各金融派生商品の損益計算を理解することを到達目標とします。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業の進度に合わせて教科書を読み，各章の復習問題に取り組んで，自身の理解度を確認してください。日経新聞に目を通
し，授業内容と関係ある記事がないか確認しましょう。また，授業であつかった金融商品として具体的にどういったものが
あるのか，インターネット等で調べてみましょう。
授業外学習は60時間以上行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 金融の役割
【第 2 回】 金融機関の機能
【第 3 回】 金融資産のリターンとリスク
【第 4 回】 金融商品の価格
【第 5 回】 金融市場の役割
【第 6 回】 金融取引と金融システム
【第 7 回】 債券市場の特徴＆第１期前半まとめ

【第 8 回】 株式市場の特徴
【第 9 回】 金融市場の効率性
【第10回】 証券化商品市場
【第11回】 金融派生商品市場Ⅰ：先物
【第12回】 金融派生商品市場Ⅱ：オプション
【第13回】 金融派生商品市場Ⅲ：

スワップ取引＆第１期後半まとめ

成績評価の方法 中間レポート（40％）と期末テスト（60％）で評価します。
フィードバックの内容 授業の冒頭で，前回授業の復習問題の解説を行いますので，理解不足点等があったら，授業の際に質問をしてください。勉

強したつもりではなく，先生に質問しながら能動的に学習をしてください。
教 科 書 『テキスト 金融論 第２版』堀江康煕・有岡律子（新世社）2021/ ３ /30
指 定 図 書
参 考 書 『証券論― History, Logic, and Structure』大村 敬一，俊野 雅司（有斐閣）2014、『金融論― 市場と経済政策の有効性

新版』福田 慎一（有斐閣）2020/ ３ /26
教員からのお知らせ ミクロ経済学の需給均衡による価格決定メカニズムや情報の非対称性の考え方，基礎統計の平均や分散，金融論の裁定条件

を使います。数学，図，数式等でわからないことがあったら，些細な事でも，声をかけてください。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り，能動的な授業外学習
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0122901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 証券市場論２ 外木　好美 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
家計が，所得を消費と貯蓄にどう配分するのか，そして資産形成する際に安全資産と危険資産の割合をどう決定するのかを，
ミクロ経済理論（消費者の効用最大化問題）に基づいて理解することを目的とします。証券市場論１で，「金融資産のリター
ンとリスク」として直観的に学んだ内容について，その理論的背景を１つ１つ追っていきます。
ミクロ経済学と統計基礎を履修済みであることが，望ましいです。

到 達 目 標
①一生を通じた消費，貯蓄，資産残高の推移を図示できる，②所得の消費と貯蓄への配分を，消費者第２期間モデルから理
解する，③不確実性に対する危険回避行動について知る，④分散投資でリスクを軽減するメカニズムを理解する，⑤リスク
回避度により安全資産と危険資産の割合が決まることを理解する，⑥ CAPM が何かを知る。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

数式や図が多く出てきます。授業後，数式や図をひとつひとつ丁寧に書きなおし，理解の定着を図りましょう。その際，単
に写すのではなく，なぜその計算になるのか，なぜその図になるのかも一緒に考えましょう。
授業外学習は60時間以上，行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス
【第 2 回】 消費者の効用最大化行動の復習（１）
【第 3 回】 消費者の効用最大化行動の復習（２）
【第 4 回】 ライフサイクル仮説
【第 5 回】 消費者の効用最大化行動－第２期間モデル（１）
【第 6 回】 消費者の効用最大化行動－利子率の変化と貯蓄（２）
【第 7 回】 統計基礎の復習（期待値，分散），サンクトペテルブルクのパラドックスと期待効用仮説＆前半のまとめ
【第 8 回】 平均－分散アプローチ，資産の組み合わせとリスクの分散（２つの資産）
【第 9 回】 機械曲線（２つの資産，多数の資産）
【第10回】 マルコヴィッツの資産選択理論
【第11回】 資本市場線と分離定理
【第12回】 安全資産と危険資産の組み合わせ
【第13回】 CAPM（Capital Asset Pricing Model）＆後半のまとめ

成績評価の方法 中間レポート（40％）と期末テスト（60％）で評価します。

フィードバックの内容
数式や図を多く扱います。皆さんが，中間レポートや期末テストの準備ができるよう，相談を受け付けます。数式になれて
いないために「解答の書き方がわかない」ケースが多いです。算数・数学のレベルは学生それぞれで異なりますので，個々
に解答の書き方を指導します。基本的な事からでも結構ですので，授業の際に声をかけてください。

教 科 書 『金融論― 市場と経済政策の有効性 新版』福田 慎一（有斐閣）2020/ ３ /26
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ ミクロ経済学と統計学を使います。数式や図がほとんどです。そのため，どこでつまづくかは学生によってバラツキます。

個別に質問をしてください。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 能動的な授業外学習
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0123701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 商法 王　偉杰 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
この授業では、企業活動を規律する法律の基礎を学び、会社法をはじめ、商行為法等の専門分野の法律に対する理解を促す
ことを目的とします。商法の核心的内容である会社法に授業の重心を置きながらも、他の関連法律、及び商法と他の法分野
との関係等の内容をも取扱い、受講者が商法という法分野の全体像をつかめるよう講義を行います。

到 達 目 標 商法に関する基礎知識を把握できること、並びに現代経済社会における商的活動に関する様々な問題を法的思考により分析、
理解できること。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では60時間以上の授業外学修をすること。
授業前、予習をすること。レジュメ（OpenLMS より事前提供）を確認し、次の授業で取り扱う法律の条文を一読し、関連
制度・規定等の内容と趣旨をおおまかに把握すること。
授業後、復習すること。授業中小テストの問題を再確認し、企業関連の出来事や会社情報等を材料に、関連法律の内容をよ
く整理したうえで吟味すること。

授 業 計 画

【第 1 回】 商法総論
【第 2 回】 商人・商行為
【第 3 回】 商人の営利活動
【第 4 回】 商号（商人の名称）
【第 5 回】 商業登記制度
【第 6 回】 商業使用人・代理商
【第 7 回】 共同企業総論

【第 8 回】 会社の種類
【第 9 回】 会社設立
【第10回】 株式会社（株式と株主）
【第11回】 株式会社（機関構造）
【第12回】 保険法制概論
【第13回】 まとめ

授業の進捗状況に応じて、適宜、内容を調整することがある。
成績評価の方法 期末試験（50％）＋ Web 小テスト得点（40％。毎回授業中、OpenLMS 上の小テストを実施する予定）＋平常点（10％。授

業への取り組み姿勢等）で評価します。
フィードバックの内容 小テスト問題の解説は、提出締切後に解説するか、書面で開示します。
教 科 書
指 定 図 書

参 考 書

『会社法 第２版』宮島司（弘文堂）2023年、『スタンダード商法Ⅰ－商法総則・商行為法　第２版』北村雅史ほか（法律文化
社）2022年、『会社法の考え方　第13版』山本爲三郎（八千代出版）2024年、『入門講義会社法　第３版』鈴木千佳子（慶應
義塾大学出版会）2023年、『会社法　第４版』田中亘（東京大学出版会）2023年、『会社法判例百選　第４版』神作裕之ほか
編（有斐閣）2021年、『商法判例百選』神作裕之ほか編（有斐閣）2019年、『ポイントレクチャー保険法 　第３版』甘利公人
ほか（有斐閣）2020年、『保険法判例百選　第２版』洲崎博史ほか編（有斐閣）2025年

教員からのお知らせ 授業の際に六法を用意すること（ポケット六法やデイリー六法などの紙のものが望ましいが、最低限、授業中に取扱う条文
内容を Web 上確認できるよう準備すること〈e-gov 法令検索等を利用〉）。

オフィスアワー 授業の前後、教室にて質問等を受付ける。また、下記のメールにていつでも質問等を受付ける。
E-mail：ou-iketsu@rku.ac.jp

アクティブ･ラーニングの内容
実践的な教育内容 意見共有、能動的授業外学習など
そ の 他 授業用レジュメのデータを OpenLMS より事前提供し、各自準備して授業に臨んでください。また、テキストは使用しませ

ん。参考書については、授業開始後、説明を受けた後に各自の判断で購入するか否か、何を購入するかを検討してください。
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講義コード 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 情報基礎１ 各担当教員 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
現代のように高度に情報化されたネットワーク社会では、知的活動を遂行するためには、コンピュータやインターネットの
活用能力がこれまで以上に要求されている。本授業は、コンピュータ初心者を対象とした情報リテラシ育成のための授業で
ある。情報リテラシとは、コンピュータやインターネットを日常的に活用できる能力のことである。また毎週、課題提出と
予習復習を行うことで大学での学習生活の基本的習慣が身につくようにする。

到 達 目 標
コンピュータやネットワークの持つ多面的可能性と限界とを正しく理解できる。情報倫理に関する知識を身につけ、情報処
理の技術を正しく使える。さらに、これからの高度情報時代に生ずる様々な問題点を発見する眼を養い、その問題を解決す
るための情報処理技術を習得するための基礎を作ることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では60時間以上の授業外学修を行うこと。
各回の授業で扱う項目について、授業後に復習し再度演習をして理解を深めること。
e-Learning という PC を使った教材を課すこともある。

授 業 計 画

【第 1 回】 学内システムの使い方・情報倫理（１）インターネットや SNS における注意
【第 2 回】 情報倫理（２）セキュリティ対策について・著作権と個人情報
【第 3 回】 日本語文書処理の基礎（１）
【第 4 回】 日本語文書処理の基礎（２）
【第 5 回】 日本語文書処理の基礎（３）
【第 6 回】 日本語文書処理の基礎（４）
【第 7 回】 日本語文書処理の基礎（５）
【第 8 回】 表計算ソフトの基本（１）基本操作
【第 9 回】 表計算ソフトの基本（２）グラフ作成
【第10回】 表計算ソフトの基本（３）基本操作の復習
【第11回】 表計算ソフトの応用（１）関数の基本・合計と平均
【第12回】 表計算ソフトの応用（２）関数の基本・復習と四捨五入
【第13回】 表計算ソフトの応用（３）関数の基本・復習と順位

成績評価の方法 毎週の課題（100％）から到達目標への到達度を評価する。
フィードバックの内容 重要な課題について授業中に解答例を見せて解説する。
教 科 書 『情報文化スキル（第４版）－ Windows 10 & Office 2019 対応 －』城所弘泰・井上彰宏・今井賢（オーム社）2020
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 学籍番号によってクラス分けされているので自分がどのクラス（曜日・時限）に配属されているか確認してから履修登録を

すること。必修科目（卒業要件に必要な科目）なので単位を落とすことのないように留意すること。
オフィスアワー この授業は複数クラスなので、オフィスアワーあるいは質問対応可能時間の詳細については各担当教員に問い合わせること。
アクティブ･ラーニングの内容 課題解決型学習
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0100107 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 情報基礎１（再履修）※2018年度～入学生用 城所　弘泰 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
現代のように高度に情報化されたネットワーク社会では、知的活動を遂行するためには、コンピュータやインターネットの
活用能力がこれまで以上に要求されている。本授業は、コンピュータ初心者を対象とした情報リテラシ育成のための授業で
ある。情報リテラシとは、コンピュータやインターネットを日常的に活用できる能力のことである。また毎週、課題提出と
予習復習を行うことで大学での学習生活の基本的習慣が身につくようにする。

到 達 目 標
コンピュータやネットワークの持つ多面的可能性と限界とを正しく理解できる。情報倫理に関する知識を身につけ、情報処
理の技術を正しく使える。さらに、これからの高度情報時代に生ずる様々な問題点を発見する眼を養い、その問題を解決す
るための情報処理技術を習得するための基礎を作ることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では60時間以上の授業外学修を行うこと。
各回の授業で扱う項目について、授業後に復習し再度演習をして理解を深めること。

授 業 計 画

【第 1 回】 学内システムの使い方・情報倫理（１）
インターネットや SNS における注意

【第 2 回】 情報倫理（２）
セキュリティ対策について・著作権と個人情報

【第 3 回】 日本語文書処理の基礎（１）
【第 4 回】 日本語文書処理の基礎（２）
【第 5 回】 日本語文書処理の基礎（３）
【第 6 回】 日本語文書処理の基礎（４）
【第 7 回】 日本語文書処理の基礎（５）

【第 8 回】 表計算ソフトの基本（１）基本操作
【第 9 回】 表計算ソフトの基本（２）グラフ作成
【第10回】 表計算ソフトの基本（３）基本操作の復習
【第11回】 表計算ソフトの応用（１）

関数の基本・合計と平均
【第12回】 表計算ソフトの応用（２）

関数の基本・復習と四捨五入
【第13回】 表計算ソフトの応用（３）

関数の基本・復習と順位

成績評価の方法
以下の内容から到達目標への到達度を評価する。
・課題（３回）（60％）
・期末試験（30％）
・授業中の提出物（10％）

フィードバックの内容 重要な課題について授業中に解答例を見せて解説する。
教 科 書 『情報文化スキル（第４版）－ Windows 10 & Office 2019 対応 －』城所弘泰・井上彰宏・今井賢（オーム社）2020
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 学籍番号によってクラス分けされているので自分がどのクラス（曜日・時限）に配属されているか確認してから履修登録を

すること。必修科目（卒業要件に必要な科目）なので単位を落とすことのないように留意すること。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、原則は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応する。ただし出校できな

い場合は OpenLMS のメッセージでも受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 課題解決型学習
実践的な教育内容
そ の 他 課題などの単位取得に必要な情報は OpenLMS に掲示するので、欠席した時などの授業情報は OpenLMS を参照すること。
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講義コード 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 情報基礎２ 各担当教員 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
現代のように高度に情報化されたネットワーク社会では、知的活動を遂行するためには、コンピュータやインターネットの
活用能力がこれまで以上に要求されている。本授業は、コンピュータ初心者を対象とした情報リテラシ育成のための授業で
ある。情報リテラシとは、コンピュータやインターネットを日常的に活用できる能力のことである。また毎週、課題提出と
予習復習を行うことで大学での学習生活の基本的習慣が身につくようにする。

到 達 目 標
コンピュータやネットワークの持つ多面的可能性と限界とを正しく理解できる。情報倫理に関する知識を身につけ、情報処
理の技術を正しく使える。さらに、これからの高度情報時代に生ずる様々な問題点を発見する眼を養い、その問題を解決す
るための情報処理技術を習得するための基礎を作ることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では60時間以上の授業外学修を行うこと。
各回の授業で扱う項目について、授業後に復習し再度演習をして理解を深めること。
e-Learning という PC を使った教材を課すこともある。

授 業 計 画

【第 1 回】 表計算ソフトの応用（４） IF 関数の基本
【第 2 回】 表計算ソフトの応用（５） IF 関数の入れ子
【第 3 回】 表計算ソフトの応用（６） IF 関数と AND 関数・OR 関数
【第 4 回】 表計算ソフトの応用（７） VLOOKUP 関数（完全一致）
【第 5 回】 表計算ソフトの応用（８） VLOOKUP 関数（近似一致）
【第 6 回】 表計算ソフトの応用（９）文字列データと関数
【第 7 回】 表計算ソフトの応用（10）日付と時刻の扱い
【第 8 回】 表計算ソフトの応用（11）日付と時刻の関数
【第 9 回】 表計算ソフトの応用（12）データベース機能
【第10回】 表計算ソフトの応用（13）グループ分けと集計の関数
【第11回】 表計算ソフトの応用（14）復習
【第12回】 プレゼンテーションの基礎（１）
【第13回】 プレゼンテーションの基礎（２）

成績評価の方法 毎週の課題（100％）から到達目標への到達度を評価する。
フィードバックの内容 重要な課題について授業中に解答例を見せて解説する。
教 科 書 『情報文化スキル（第４版）－ Windows 10 & Office 2019 対応 －』城所弘泰・井上彰宏・今井賢（オーム社）2020
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 学籍番号によってクラス分けされているので自分がどのクラス（曜日・時限）に配属されているか確認してから履修登録を

すること。必修科目（卒業要件に必要な科目）なので単位を落とすことのないように留意すること。
オフィスアワー この授業は複数クラスなので、オフィスアワーあるいは質問対応可能時間の詳細については各担当教員に問い合わせること。
アクティブ･ラーニングの内容 課題解決型学習
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0100207 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 情報基礎２（再履修）※2018年度～入学生用 城所　弘泰 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
現代のように高度に情報化されたネットワーク社会では、知的活動を遂行するためには、コンピュータやインターネットの
活用能力がこれまで以上に要求されている。本授業は、コンピュータ初心者を対象とした情報リテラシ育成のための授業で
ある。情報リテラシとは、コンピュータやインターネットを日常的に活用できる能力のことである。また毎週、課題提出と
予習復習を行うことで大学での学習生活の基本的習慣が身につくようにする。

到 達 目 標
コンピュータやネットワークの持つ多面的可能性と限界とを正しく理解できる。情報倫理に関する知識を身につけ、情報処
理の技術を正しく使える。さらに、これからの高度情報時代に生ずる様々な問題点を発見する眼を養い、その問題を解決す
るための情報処理技術を習得するための基礎を作ることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では60時間以上の授業外学修を行うこと。
各回の授業で扱う項目について、授業後に復習し再度演習をして理解を深めること。

授 業 計 画

【第 1 回】 表計算ソフトの応用（４） Excel の基本
【第 2 回】 表計算ソフトの応用（５） IF 関数の基本・入れ子
【第 3 回】 表計算ソフトの応用（６） IF 関数と AND 関数・OR 関数
【第 4 回】 表計算ソフトの応用（７） VLOOKUP 関数（完全一致）
【第 5 回】 表計算ソフトの応用（８） VLOOKUP 関数（近似一致）
【第 6 回】 表計算ソフトの応用（９）文字列データと関数
【第 7 回】 表計算ソフトの応用（10）日付と時刻の扱い
【第 8 回】 表計算ソフトの応用（11）日付と時刻の関数
【第 9 回】 表計算ソフトの応用（12）データベース機能
【第10回】 表計算ソフトの応用（13）グループ分けと集計の関数
【第11回】 表計算ソフトの応用（14）復習
【第12回】 プレゼンテーションの基礎（１）
【第13回】 プレゼンテーションの基礎（２）

成績評価の方法
以下の内容から到達目標への到達度を評価する。
・課題（１回）（20％）
・期末試験（50％）
・授業中の提出物（30％）

フィードバックの内容 重要な課題について授業中に解答例を見せて解説する。
教 科 書 『情報文化スキル（第４版）－ Windows 10 & Office 2019 対応 －』城所弘泰・井上彰宏・今井賢（オーム社）2020
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 学籍番号によってクラス分けされているので自分がどのクラス（曜日・時限）に配属されているか確認してから履修登録を

すること。必修科目（卒業要件に必要な科目）なので単位を落とすことのないように留意すること。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、原則は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応する。ただし出校できな

い場合は OpenLMS のメッセージでも受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 課題解決型学習
実践的な教育内容
そ の 他 課題などの単位取得に必要な情報は OpenLMS に掲示するので、欠席した時などの授業情報は OpenLMS を参照すること。
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講義コード 11C0121801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 情報経済学１ 大槻　一彦 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 本講義では、データサイエンスの中でも主に個人のスキルについて講義します。

到 達 目 標 本講義では、データサイエンスとは何かをスキルと実務の両方から理解できるようになることを到達目標とします。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
授業外学修では、日常的にデータサイエンスに係る事象の観察と収集に励むこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 導入：データサイエンスとは
【第 2 回】 データ分析の民主化
【第 3 回】 企業におけるデータ分析組織
【第 4 回】 企業で求められるデータサイエンス力とは
【第 5 回】 リサーチ
【第 6 回】 統計学
【第 7 回】 中間試験
【第 8 回】 機械学習 / 統計学との違い
【第 9 回】 AI/ 機械学習（教師あり / 教師なし / 強化学習）
【第10回】 機械学習（ニューラルネットワーク / ディープラーニング）
【第11回】 AI の普及
【第12回】 データサイエンティストに求められるエンジニアリング力 / ビジネス力
【第13回】 期末試験

成績評価の方法 中間試験　50％
期末試験　50％

フィードバックの内容 リアクションペーパーに対するフィードバックを翌週授業内にて行います。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ この授業は第１期・第２期の通期での履修を想定した授業となります。
オフィスアワー 授業に関する質問・相談は、メールにて対応いたします。メールアドレスについては授業内で指示致します。
アクティブ･ラーニングの内容 中間試験などに対する教員からのフィードバックによる振り返りをします。
実践的な教育内容
そ の 他 インターネット企業でデータアナリストの実務経験があり、データサイエンティストを多く抱える企業で技術顧問の実務経

験がある教員が、その経験を活かして、データサイエンスとは何かについて講義する。

講義コード 11C0121901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 情報経済学２ 大槻　一彦 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 本講義では、データサイエンスの中でも主に実務について講義します。

到 達 目 標 本講義では、データサイエンスとは何かをスキルと実務の両方から理解できるようになることを到達目標とします。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
授業外学修では、日常的にデータサイエンスに係る事象の観察と収集に励むこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 導入：データサイエンティストの実務
【第 2 回】 データ分析の用途（分析 / 開発）
【第 3 回】 データ活用の基本
【第 4 回】 データで何ができるか
【第 5 回】 情報通信サービスにおけるデータ活用の基本
【第 6 回】 その他業界におけるデータ活用 / オンラインゲームにおける例
【第 7 回】 中間試験
【第 8 回】 データドリブンと KPI 設定
【第 9 回】 オンラインサービス運営と KPI ツリー
【第10回】 データドリブンな経営（KPI マネジメント /North Star Metric/Mission Vision Value 経営）
【第11回】 データサイエンスにおける Web サービス開発
【第12回】 データガバナンス、データマネジメントの潮流（基盤整備隆盛から成熟期に）
【第13回】 期末試験

成績評価の方法 中間試験　50％
期末試験　50％

フィードバックの内容 毎回授業内で質疑応答を行います。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ この授業は第１期・第２期の通期での履修を想定した授業となります。
オフィスアワー 授業に関する質問・相談は、メールにて対応いたします。メールアドレスについては授業内で指示致します。
アクティブ･ラーニングの内容 中間試験などに対する教員からのフィードバックによる振り返りをします。
実践的な教育内容
そ の 他 インターネット企業でデータアナリストの実務経験があり、データサイエンティストを多く抱える企業で技術顧問の実務経

験がある教員が、その経験を活かして、データサイエンスとは何かについて講義する。
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講義コード 11C0118301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 人的資源管理論１ 戎野　淑子 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

昨今、企業を取り巻く経済・社会環境が著しく変容し、労働者の就業ニーズも多様化したため、従来までの人事制度には現
状との不適合な面も生じ、様々な問題が発生することとなった。そのため、ここ10年余りの間に、多くの企業で人事制度の
改革が多岐にわたり行われてきた。そして、日本的経営といわれてきた「終身雇用」や「年功序列」等を特徴にもつ、日本
的雇用関係も大きく動揺している。
そこで、本講義では、雇用関係ならびに人事制度の実態とその変容を明らかにし、今日生じている諸問題について検討する
こととする。

到 達 目 標 人的資源管理論に関する基礎的知識を修得することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

講義ノートを用いて、復習をすること。（計60時間以上）

授 業 計 画

【第 1 回】 採用Ⅰ（新卒採用、中途採用）
【第 2 回】 採用Ⅱ（近年の動向：インターンシップと採用）
【第 3 回】 採用Ⅲ（諸外国と日本企業）
【第 4 回】 採用Ⅳ（昨今の特徴と諸問題）
【第 5 回】 賃金制度Ⅰ（賃金体系と日本の特徴）
【第 6 回】 賃金制度Ⅱ（年功賃金、成果主義賃金）
【第 7 回】 賃金制度Ⅲ（裁量労働、ホワイトカラーエグゼンプション）
【第 8 回】 新卒採用と賃金
【第 9 回】 評価制度Ⅰ（職能資格制度）
【第10回】 評価制度Ⅱ（目標管理制度）
【第11回】 昇進
【第12回】 異動
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢50％と試験50％。毎回の授業で課題を解答して提出し、授業への取り組み姿勢を評価。最後２回の授
業は、まとめの試験（課題）を行い、試験の評価。

フィードバックの内容 課題の解答（リアクションペーパー）に対するフィードバックを次の授業で行う
教 科 書 『人的資源管理の力』白木三秀編著（文眞堂）2024年
指 定 図 書 『新しい人事労務管理』佐藤博樹、藤村博之、八代充史（有斐閣アルマ）2019年
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 水曜日お昼休み
アクティブ･ラーニングの内容 毎回、課題を行い提出し、その解答（リアクションペーパー）に対するフィードバックを次の授業で行う
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0118401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 人的資源管理論２ 戎野　淑子 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

昨今、企業を取り巻く経済・社会環境が著しく変容し、労働者の就業ニーズも多様化したため、従来までの人事制度には現
状との不適合な面も生じ、様々な問題が発生することとなった。そのため、ここ10年余りの間に、多くの企業で人事制度の
改革が多岐にわたり行われてきた。そして、日本的経営といわれてきた「終身雇用」や「年功序列」等を特徴にもつ、日本
的雇用関係も大きく動揺している。
そこで、本講義では、雇用関係ならびに人事制度の実態とその変容を明らかにし、今日生じている諸問題について検討する
こととする。

到 達 目 標 人的資源管理論に関する基礎的知識を修得することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

講義ノートを用いて、復習をすること。（計60時間以上）

授 業 計 画

【第 1 回】 教育Ⅰ（OJT、off-JT の特徴）
【第 2 回】 教育Ⅱ（エンプロイヤビリティー、自己啓発）
【第 3 回】 教育Ⅲ：近年の動向と課題（リスキリングなど）
【第 4 回】 労働時間Ⅰ
【第 5 回】 労働時間Ⅱ（日本の労働時間の特徴）
【第 6 回】 労働時間Ⅲ（近年の動向）
【第 7 回】 定年制度
【第 8 回】 退職の種類と退職金
【第 9 回】 解雇
【第10回】 労働組合Ⅰ（歴史と種類）
【第11回】 労働組合Ⅱ（役割と現在の特徴）
【第12回】 多様な働き方
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢50％と試験50％。毎回の授業で課題を解答して提出し、授業への取り組み姿勢を評価。最後２回の授
業は、まとめの試験（課題）を行い、試験の評価。

フィードバックの内容 課題の解答（リアクションペーパー）に対するフィードバックを次の授業で行う
教 科 書 『人的資源管理の力』白木三秀編著（文眞堂）2024年
指 定 図 書 『新しい人事労務管理』佐藤博樹、藤村（有斐閣アルマ）2019年
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 水曜日お昼休み
アクティブ･ラーニングの内容 毎回、課題を行い提出し、その解答（リアクションペーパー）に対するフィードバックを次の授業で行う
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0104602 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 心理学の世界 小野寺　哲夫 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 心理学のスタンダードについて学ぶこと。心理学の概要を正しく理解し、心理学の魅力に気づくこと。さらに人間の発達段

階における特徴、心理学による人間理解の仕方や心理学的な〈ものの見方〉について理解すること。

到 達 目 標
学生が、心理学の基礎知識を身につけ、その知識を基に、人間の心理現象を正しく理解し、分析できるようになること。ま
た、将来の就職活動で役立つレベルの自己理解、および自己分析ができるようになること。心理学の知識を日常生活の中で
活用できるようになること。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

能動的な授業外学修として、授業で扱ったトピックについての復習として、授業で扱ったキーワードや理論等について、図
書館やインターネット等で調べて、自己理解を確実にし、知識を定着させること。上記に示した授業外の学修は、60時間以
上を目安に行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 授業のオリエンテーション・心理学の定義と歴史ほか
【第 2 回】 「知覚の心理学」精神物理学、ゲシュタルトの法則、錯視の不思議ほか
【第 3 回】 「学習の心理学①」古典的条件づけほか
【第 4 回】 「学習の心理学②」オペラント条件づけほか
【第 5 回】 「学習の心理学③」社会的学習理論ほか
【第 6 回】 「記憶の心理学①」短期記憶と長期記憶ほか
【第 7 回】 「記憶の心理学②」忘却理論と目撃証言研究ほか
【第 8 回】 「動機づけの心理学」達成動機・内発的動機づけ、マズローほか
【第 9 回】 「深層心理学」フロイトの精神分析学とユング心理学ほか
【第10回】 「臨床心理学①」交流分析（エゴグラムほか）について
【第11回】 「臨床心理学②」認知行動療法（CBT）について
【第12回】 「臨床心理学③」森田療法・内観法
【第13回】 「文化心理学」ピエール・ブルデューのハビトゥス論

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（10％）と中間レポート（20％）、期末試験（70％）で評価する。定期試験の評価基準は、「授業で学
んだ心理学キーワードを自身の言葉で説明できること、および具体例を挙げて論じることができること」とする。

フィードバックの内容 この授業に関して、学生から出された質問や意見等に対しては、ポータルサイトの『掲示板』にてアップしてもらう。そし
て教員は、１週間以内に、それらの意見や質問に対するフィードバックを行うものとする。

教 科 書 『心理学の世界 ver.3.0』小野寺哲夫（JFA パブリッシング）2025

指 定 図 書

『アイゼンク教授の心理学ハンドブック』マイケル W. アイゼンク（ナカニシヤ出版）2008、『ヒルガードの心理学 第16版』
スーザン・ノーレン・ホークセマ（金剛出版）2015 、『ザ・ソーシャル・アニマル－人と世界を読み解く社会心理学への招
待』エリオット アロンソン（サイエンス社）2014、『オプティミストはなぜ成功するか』マーティン・セリグマン（パンロー
リング）2014、『はじめて学ぶ行動療法』三田村仰（金剛出版）2017、『ファスト & スロー（上）（下）あなたの意思はどの
ように決まるか ?』ダニエル・カーネマン（早川書房）2014、『ブルデュー『ディスタンクシオン』講義』石井洋二郎（藤原
書店）2020

参 考 書

『人生を逆転する最強の法則』竹田陽一（中経出版）1994、『《新装版》心配症をなおす本 よく分かる森田療法・森田理論』
青木 薫久（ベストセラーズ）1999、『変化の原理』ポール・ワツラウィック（法政大学出版会）2018、『長寿と性格』ハワー
ド・S・フリードマンほか（清流出版）2012、『運のいい人の法則』リチャード・ワイズマン（角川文庫）2004、『ACE サバ
イバー　子ども期の逆境に苦しむ人々』三谷はるよ（ちくま新書）2023、『シャーデンフロイデ　人の不幸を喜ぶ私たちの
闇』リチャード・スミス（勁草書房）2018、『ポジティブ・シフト』キャサリン・A・サンダーソン（ディスカヴァー）2023、

『地に足をつけて生きろ』スヴェン・ブリンクマン（Evolving）2022、『あなたはプラシーボ』ジョー・ディスペンザ（める
くまーる）2021

教員からのお知らせ 本授業のテキストである『心理学の世界 ver. 3.0』は大学内の紀伊国屋書店でのみ購入できます。加えて、第１回～13回目の
授業の間に、心理学に関連した簡単なアンケート調査に協力していただく場合があります。

オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。

アクティブ･ラーニングの内容
対面授業の中で、あるテーマやキーワードについて、学生同士が意見交換、および意見共有する機会を作る。また、授業の
予習・復習、および学生が興味関心を持った心理学キーワードについて図書館やインターネッ等トを活用した能動的な授業
外学習を行ってもらう。

実践的な教育内容 臨床心理士と公認心理師の資格を持ち、学校訪問相談員、スクールカウンセラーとして、神奈川県を中心に約20年間の臨床
現場経験を積んできたので、授業の中で、エピソードを交えて臨場感のある説明を行います。

そ の 他
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講義コード 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 数学基礎 各担当教員 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本講義では、数学の基礎的な知識と計算力を身に付け、それらを具体的な問題に応用出来ることを目的とする。
特に、２年次以降の専門科目を理解するために必要な数学、さらには SPI や公務員試験などで必要な数学を中心に学んでい
く。

到 達 目 標
・数学的思考を身に付ける。
・基礎的な数学の知識を身に付ける。
・計算問題を解くことができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業で行われる内容について指定教科書の該当箇所をあらかじめ読んでおくこと。
さらに毎回の授業後の復習は十分に行うこと。上記の授業外学修は、60時間以上を目安に行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 講義のスタイルと必要な予備知識、割合
【第 2 回】 指数・対数（指数・対数の計算、指数・対数関数）
【第 3 回】 数列（等差数列、等比数列）
【第 4 回】 一次関数とそのグラフ１（一次関数の性質、一次関数のグラフ）
【第 5 回】 一次関数とそのグラフ２（一次関数の交点、一次不等式、予算制約式）
【第 6 回】 二次関数とそのグラフ１（二次関数の性質、二次関数のグラフ）
【第 7 回】 二次関数とそのグラフ２と二次方程式（二次関数の最大値最小値問題、二次方程式の解法）
【第 8 回】 微分１（極限の計算、微分の定義、多項式に関する微分計算）
【第 9 回】 微分２（関数の積、関数の商、合成関数に関する微分計算）
【第10回】 微分の応用（微分の幾何的意味、微分を用いた関数のグラフの図示、多項式関数の極値問題）
【第11回】 場合の数（樹形図、和の法則、積の法則）
【第12回】 確率（加法定理、乗法定理）
【第13回】 総復習

成績評価の方法 期末試験（100％）により評価する。授業への取り組み姿勢や課題の提出状況などに応じて加点することがある。
フィードバックの内容 課題の解説を授業内で行う。
教 科 書 『経済学のための数学の基礎15講』小林幹（新世社）2018
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー この授業は複数クラスなので、オフィスアワーあるいは質問対応可能時間の詳細については各担当教員に問い合わせること。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0102901 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 スペイン語１Ａ 金澤　直也 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
スペイン語の初級文法の基礎となる直説法現在を終えることを目的とします。アルファベット・発音・アクセントからはじ
め、英語にないスペイン語の文法的特徴に注意しながら、語彙をふやし、動詞の複雑な変化をおぼえます。スペイン語学習
を通じて、これまで学んできた日本語や英語の文法的特徴をとらえなおします。

到 達 目 標 スペイン語の初級文法を習得し、ひとりで辞書をもちいてスペイン語学習にとりくむことができるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

教科書や講義ノートをもちいて、単語や文法の予習と復習に計60時間以上の授業外学修をおこなうこと。教科書についてい
る CD を繰り返し聞く習慣を身につけましょう。とくにテキストで理解できた点と理解できなかった点を明確にしたうえで
授業を受けること。

授 業 計 画

【第 1 回】 第１課（アルファベット、発音、アクセント）
【第 2 回】 第２課（名詞の性と数）
【第 3 回】 第２課（定冠詞、不定冠詞）
【第 4 回】 第３課（主格人称代名詞、動詞 ser の疑問文と否定文）
【第 5 回】 第３課（動詞 ser と estar のちがい）
【第 6 回】 第４課（直説法現在規則活用 ar、基数１ -10）
【第 7 回】 第４課（直説法現在規則活用 ir、基数11-30）
【第 8 回】 第５課（直説法現在不規則活用①、基数31－100）
【第 9 回】 第５課（直説法現在不規則活用①、基数101-1.000）
【第10回】 第６課（直説法現在不規則活用②、基数1.001-1.000.000）
【第11回】 第６課（直説法現在不規則活用②、直接目的格代名詞）
【第12回】 第７課（直説法現在不規則活用③、間接目的格代名詞）
【第13回】 第１期まとめ

成績評価の方法
授業への取り組み姿勢（20％）、中間テスト（40％）、期末テスト（40％）
到達目標に記載されている内容を、自分で取り組み、自分の言葉で表現（記述および口頭）できるようになったかを授業へ
の取り組み姿勢ならびにテストの評価基準とする。

フィードバックの内容 提出された課題を添削し、授業期間内に返却する。
教 科 書 『基礎から学ぼう！スペイン語』西川喬（朝日出版社）2014
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ

辞書は不可欠です。授業に毎回持参すること。
【推奨辞書】
（１）〈ミニ辞典〉『ポケットプログレッシブ西和・和西辞典』（小学館）、または『デイリーコンサイス西和・和西辞典』（三
省堂）

（２）〈学習辞典〉『クラウン西和辞典』＋『クラウン和西辞典』（三省堂）、または『プエルタ新スペイン語辞典』（研究社［簡
易和西辞書機能付］）

（３）〈本格辞典〉『西和中辞典』（小学館［和西辞書機能なし。別途和西辞典を購入する必要があります］）
オフィスアワー 授業についての質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 アウトプットを通じた学習を重視しています。学生同士で発音の練習や課題の採点をする場合があり、授業への積極的な参

加が求められます。
実践的な教育内容
そ の 他 授業計画は学生の理解度に応じて変更することがあります。
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講義コード 11C0102902 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 スペイン語１Ｂ 遠藤　杏 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 スペイン語をアルファベットから学び、初級表現を習得する。スペイン語を使って自己紹介や日常生活の言い方について学

ぶことで、スペイン語を身近に感じてもらう

到 達 目 標
１．スペイン語の簡単な会話表現を習得する。「スペイン語１ B」では、自己紹介やしたいこと、許可、義務などを行う。
２．スペイン語を使って自己紹介やしたいこと、許可、義務などを伝えるだけでなく、相手が何を言っているのかを聞き取
り、返答する

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１回の授業につき、１時間以上の予習と復習、計15時間以上の授業外学習を行うこと。（教科書や配布された資料を読み予習
を行う、練習問題に取り組むなど）

授 業 計 画

【第 1 回】 オリエンテーション、Lección １ スペイン語の文字と発音、アクセントのルール
【第 2 回】 Lección ２ ～したい、～してもいいですかの表現を伝える、聞き取る
【第 3 回】 Lección ２ 自分の調子や状態を表現する、食べたいものを伝える、聞き取る
【第 4 回】 Lección ３ 数字（１ -31）、月、日にちの語彙、～しなければならないの表現を伝える、聞き取る
【第 5 回】 Lección ３ 予定を話す、相手を誘う表現を伝える、聞き取る
【第 6 回】 Lección １～３ 中間プレゼンテーション
【第 7 回】 Lección ４ 直説法現在（主語が単数の場合）の文法を知る、理解する
【第 8 回】 Lección ４ 各曜日に何をするのかを伝える、聞き取る、紹介する
【第 9 回】 Lección ５ 直説法現在（主語が複数の場合）の文法を知る、理解する
【第10回】 Lección ５ 時間表現を伝える、聞き取る
【第11回】 Lección ６ 語幹母音変化動詞の文法を知る、理解する
【第12回】 Lección ６ 予定や義務を伝える、聞き取る
【第13回】 Lección ４～６ 期末プレゼンテーション

成績評価の方法 授業開始時の語彙・表現テスト（20％）、課題（20％）、中間プレゼンテーション（25％）、期末プレゼンテーション（25％）、
授業への取り組み姿勢（10％）

フィードバックの内容 課題、コメントのフィードバックを次回の授業内にて行う。小テストなどの解答を試験終了後に配布する。
教 科 書 『歩こう！スペイン語の道１』柿原武史 / 寺尾美登里 / マリア・チクラナ / アルバロ・エルナンデス / 禪野美帆 / 村上陽子

（朝日出版社）2025
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 欠席をすると授業についていくのが難しくなるため、なるべく欠席をしないようにすること
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は授業終了後、次の授業に支障が出ない範囲で教室内で対応する。またメールでも受け付ける。

宛先は授業内で指示する。
アクティブ･ラーニングの内容 プレゼンテーション、教員からのフィードバックによる振り返り
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0103001 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 スペイン語２Ａ 金澤　直也 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
スペイン語の初級文法の時制をひと通り終えることを目的とします。「スペイン語１ A」の続きです。「スペイン語２ A」で
は再帰動詞から接続法現在まであつかいます。テキストの会話や長文を中心に授業を進めます。日常生活でよく使われるス
ペイン語の文法や表現をつうじて、簡単な文の読解力や聞き取る能力を高めていきます。

到 達 目 標 授業計画の項目にある文法や表現を習得し、使いわけることができるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

教科書や講義ノートをもちいて、単語や文法の予習と復習に計60時間以上の授業外学修をおこなうこと。とくにテキストで
理解できた点と理解できなかった点を明確にしたうえで授業を受けること。事後学習では、授業の理解度を確認するために、
課題となる練習問題を着実にこなしてゆくことが求められます。

授 業 計 画

【第 1 回】 復習
【第 2 回】 第７課（動詞 querer の表現）
【第 3 回】 第８課（動詞 poder の表現）
【第 4 回】 第８課（再帰動詞）
【第 5 回】 第９課（se の受け身）
【第 6 回】 第９課（過去分詞）
【第 7 回】 第10課（直説法現在完了）

【第 8 回】 第10課（直説法点過去規則活用）
【第 9 回】 第11課（無人称表現）
【第10回】 第11課（直説法点過去不規則活用）
【第11回】 第12課（直説法点過去完全不規則動詞）
【第12回】 第12課（動詞 gustar の表現）
【第13回】 第２期まとめ

成績評価の方法
授業への取り組み姿勢（20％）、中間テスト（40％）、期末テスト（40％）
到達目標に記載されている内容を、自分で取り組み、自分の言葉で表現（記述および口頭）できるようになったかを授業へ
の取り組み姿勢ならびにテストの評価基準とする。

フィードバックの内容 提出された課題を添削し、授業期間内に返却する。
教 科 書 『基礎から学ぼう！スペイン語』西川喬（朝日出版社）2014
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ

辞書は不可欠です。授業に毎回持参すること。
【推奨辞書】
（１）〈ミニ辞典〉『ポケットプログレッシブ西和・和西辞典』（小学館）、または『デイリーコンサイス西和・和西辞典』（三
省堂）

（２）〈学習辞典〉『クラウン西和辞典』＋『クラウン和西辞典』（三省堂）、または『プエルタ新スペイン語辞典』（研究社［簡
易和西辞書機能付］）

（３）〈本格辞典〉『西和中辞典』（小学館［和西辞書機能なし。別途和西辞典を購入する必要があります］）
オフィスアワー 授業についての質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室で対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 アウトプットを通じた学習を重視しています。学生同士で発音の練習や課題の採点をする場合があり、授業への積極的な参

加が求められます。
実践的な教育内容
そ の 他 授業計画は学生の理解度に応じて変更することがあります。
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講義コード 11C0103002 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 スペイン語２Ｂ 遠藤　杏 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 スペイン語の初級表現を習得する。スペイン語を使って人の紹介やレシピの紹介、時間の言い方について学ぶことで、スペ

イン語を身近に感じてもらう

到 達 目 標
１．スペイン語の簡単な会話表現を習得する。「スペイン語２ B」では、人の紹介や大学の紹介、今までの経験表現などを行
う。
２．スペイン語を使って人の紹介や大学の紹介、今までの経験を伝えるだけでなく、相手が何を言っているのかを聞き取り、
返答する

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１回の授業につき、１時間以上の予習と復習、計15時間以上の授業外学習を行うこと。（教科書や配布された資料を読み予習
を行う、練習問題に取り組むなど）

授 業 計 画

【第 1 回】 オリエンテーション、Lección ７ 職業、出身、大学について紹介する、聞き取る
【第 2 回】 Lección ７ 人の特徴や髪の毛、目について紹介する、聞き取る
【第 3 回】 Lección ８ 場所について紹介する、聞き取る
【第 4 回】 Lección ８ スペイン語圏の料理のレシピを読む、書く
【第 5 回】 Lección ９ 自分の調子や状態を伝える、聞き取る
【第 6 回】 Lección ９ 時刻を伝える、聞き取る、都市を紹介する
【第 7 回】 Lección ７ ~ ９ 中間プレゼンテーション
【第 8 回】 スペイン語圏の文化について調べる、まとめる
【第 9 回】 Lección 10 家や大学に何があるのかを伝える、聞き取る
【第10回】 Lección 10 友達にお勧めの場所を書く、紹介する
【第11回】 Lección 11 人が何をしているのかを紹介する、聞き取る
【第12回】 Lección 11 経験を紹介する、聞き取る
【第13回】 Lección 10～11 期末プレゼンテーション

成績評価の方法 授業開始時の語彙・表現テスト（20％）、課題（20％）、中間プレゼンテーション（25％）、期末プレゼンテーション（25％）、
授業への取り組み姿勢（10％）

フィードバックの内容 課題、コメントのフィードバックを次回の授業内にて行う。小テストなどの解答を試験終了後に配布する。
教 科 書 『歩こう！スペイン語の道１』柿原武史 / 寺尾美登里 / マリア・チクラナ / アルバロ・エルナンデス / 禪野美帆 / 村上陽子

（朝日出版社）2025
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 欠席をすると授業についていくのが難しくなるため、なるべく欠席をしないようにすること
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は授業終了後、次の授業に支障が出ない範囲で教室内で対応する。またメールでも受け付ける。

宛先は授業内で指示する。
アクティブ･ラーニングの内容 プレゼンテーション、教員からのフィードバックによる振り返り
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0103101 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 スペイン語３Ａ 金澤　直也 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
スペイン語の初級文法を実践的に身につけることを目的とします。「スペイン語３ A」は「スペイン語１ A」でおぼえた文
法や表現を、発話や CD のヒアリングをつうじて、実際の状況に照らしあわせて学びます。スペイン語文法の基礎を固めな
がら、スペイン語圏への関心を高めるために教科書以外の教材を用います。

到 達 目 標 学んだスペイン語の初級文法や語彙を口頭または記述で表現できるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

教科書や講義ノートをもちいて、単語や文法の予習と復習に計60時間以上の授業外学修をおこなうこと。教科書についてい
る CD を繰り返し聞いて予習と復習をする習慣をつけましょう。とくにテキストで理解できた点と理解できなかった点を明
確にしたうえで授業を受けること。

授 業 計 画

【第 1 回】 第１課（あいさつの表現）
【第 2 回】 第２課（国籍を表す語）
【第 3 回】 第２課（形容詞の性数一致）
【第 4 回】 第３課（動詞 estar の疑問文と否定文）
【第 5 回】 第３課（指示形容詞、指示代名詞）
【第 6 回】 第４課（直説法現在規則活用 er）
【第 7 回】 第４課（所有形容詞の前置形）

【第 8 回】 第５課（前置詞①）
【第 9 回】 第５課（前置詞②）
【第10回】 第６課（曜日の表現）
【第11回】 第６課（日付の表現）
【第12回】 第７課（時刻の表現）
【第13回】 第１期まとめ

成績評価の方法
授業への取り組み姿勢（20％）、中間テスト（40％）、期末テスト（40％）
到達目標に記載されている内容を、自分で取り組み、自分の言葉で表現（記述および口頭）できるようになったかを授業へ
の取り組み姿勢ならびにテストの評価基準とする。

フィードバックの内容 提出された課題を添削し、授業期間内に返却する。
教 科 書 『基礎から学ぼう！スペイン語』西川喬（朝日出版社）2014
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ

辞書は不可欠です。授業に毎回持参すること。
【推奨辞書】
（１）〈ミニ辞典〉『ポケットプログレッシブ西和・和西辞典』（小学館）、または『デイリーコンサイス西和・和西辞典』（三
省堂）

（２）〈学習辞典〉『クラウン西和辞典』＋『クラウン和西辞典』（三省堂）、または『プエルタ新スペイン語辞典』（研究社［簡
易和西辞書機能付］）

（３）〈本格辞典〉『西和中辞典』（小学館［和西辞書機能なし。別途和西辞典を購入する必要があります］）
オフィスアワー 授業についての質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 アウトプットを通じた学習を重視しています。学生同士で発音の練習や課題の採点をする場合があり、授業への積極的な参

加が求められます。
実践的な教育内容
そ の 他 授業計画は学生の理解度に応じて変更することがあります。
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講義コード 11C0103102 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 スペイン語３Ｂ 遠藤　杏 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 スペイン語をアルファベットから学び、初級文法構造を習得する。スペイン語を使って自己紹介や日常生活の言い方につい

て学ぶことで、スペイン語を身近に感じてもらう
到 達 目 標 １．「スペイン語３ B」では、自己紹介やしたいこと、許可、義務などの文法を身に着け応用できる力を養う

２．スペイン語を使って自己紹介やしたいこと、許可、義務などを書いたり、読んで理解できるようになる
授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１回の授業につき、１時間以上の予習と復習、計15時間以上の授業外学習を行うこと。（教科書や配布された資料を読み予習
を行う、練習問題に取り組むなど）

授 業 計 画

【第 1 回】 オリエンテーション、Lección １ スペイン語の綴り、挨拶と自己紹介
【第 2 回】 Lección ２ ～したい、～してもいいですかの文法構造を知る、理解する
【第 3 回】 Lección ２ 疑問文と否定文の書き方や文法構造を知る、理解する
【第 4 回】 Lección ３ 曜日、～しなければならないの表現を知る、理解する
【第 5 回】 Lección ３ 名詞の性・数、定冠詞を知る、理解する
【第 6 回】 Lección １～３ 中間試験
【第 7 回】 Lección ４ 日常生活について伝える、聞き取る
【第 8 回】 Lección ４ 所有形容詞前置形、一人称が不規則な動詞の形を知る、理解する
【第 9 回】 Lección ５ 食べ物と場所の語彙、誰が何を食べるのかを伝える、聞き取る
【第10回】 Lección ５ 疑問詞知る、理解する、食生活と時間を紹介する
【第11回】 Lección ６ 旅行の計画を立てて、相手を誘う表現を伝える、書く
【第12回】 Lección ６ 予定についての文法表現を知る、理解する
【第13回】 Lección ４～６ 期末試験

成績評価の方法 課題（20％）、授業終わりに行う文法・語彙小テスト（20％）、中間試験（25％）、期末試験（25％）、授業への取り組み姿勢
（10％）

フィードバックの内容 課題、コメントのフィードバックを次回の授業内にて行う。小テストなどの解答を試験終了後に配布する。
教 科 書 『歩こう！スペイン語の道１』柿原武史 / 寺尾美登里 / マリア・チクラナ / アルバロ・エルナンデス / 禪野美帆 / 村上陽子

（朝日出版社）2025
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 欠席をすると授業についていくのが難しくなるため、なるべく欠席をしないようにすること
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は授業終了後、次の授業に支障が出ない範囲で教室内で対応する。またメールでも受け付ける。

宛先は授業内で指示する。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0103201 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 スペイン語４Ａ 金澤　直也 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 「スペイン語２ A」で学んだ様ざまな時制や表現を、スペイン語作文や会話を中心としたアウトプットをとおして習得する

と同時に、スペイン語の長文に慣れることを目的とします。そのため、課題が多くなります。
到 達 目 標 学んだ文法、語彙、表現をもちいて日常生活で使う簡単なスペイン語の会話ができるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

教科書や講義ノートをもちいて、単語や文法の予習と復習に計60時間以上の授業外学修をおこなうこと。教科書についてい
る CD を繰り返し聞き、発音の練習をする習慣を身につけましょう。とくにテキストで理解できた点と理解できなかった点
を明確にしたうえで授業を受けること。

授 業 計 画

【第 1 回】 復習
【第 2 回】 第７課（基数の表現）
【第 3 回】 第８課（序数の表現）
【第 4 回】 第８課（基数・序数の整理）
【第 5 回】 第９課（所有形容詞の後置形・所有代名詞）
【第 6 回】 第９課（所有形容詞の前置形と後置形のちがい）
【第 7 回】 第10課（形容詞・副詞の比較級）

【第 8 回】 第10課（形容詞の絶対最上級）
【第 9 回】 第11課（現在完了と点過去のちがい）
【第10回】 第11課（点過去と線過去のちがい）
【第11回】 第12課（現在進行形）
【第12回】 第12課（未来形と未来を表す現在形のちがい）
【第13回】 第２期まとめ

成績評価の方法
授業への取り組み姿勢（20％）、中間テスト（40％）、期末テスト（40％）
到達目標に記載されている内容を、自分で取り組み、自分の言葉で表現（記述および口頭）できるようになったかを授業へ
の取り組み姿勢ならびにテストの評価基準とする。

フィードバックの内容 提出された課題を添削し、授業期間内に返却する。
教 科 書 『基礎から学ぼう！スペイン語』西川喬（朝日出版社）2014
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ

辞書は不可欠です。授業に毎回持参すること。
【推奨辞書】
（１）〈ミニ辞典〉『ポケットプログレッシブ西和・和西辞典』（小学館）、または『デイリーコンサイス西和・和西辞典』（三
省堂）

（２）〈学習辞典〉『クラウン西和辞典』＋『クラウン和西辞典』（三省堂）、または『プエルタ新スペイン語辞典』（研究社［簡
易和西辞書機能付］）

（３）〈本格辞典〉『西和中辞典』（小学館［和西辞書機能なし。別途和西辞典を購入する必要があります］）
オフィスアワー 授業についての質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室で対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 アウトプットを通じた学習を重視しています。学生同士で発音の練習や課題の採点をする場合があり、授業への積極的な参

加が求められます。
実践的な教育内容
そ の 他 授業計画は学生の理解度に応じて変更することがあります。
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講義コード 11C0103202 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 スペイン語４Ｂ 遠藤　杏 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 スペイン語の初級文法構造を習得する。スペイン語を使って人の紹介やレシピの紹介、時間の言い方について学ぶことで、

スペイン語を身近に感じてもらう
到 達 目 標 １．「スペイン語３ B」では、人の紹介や大学の紹介、今までの経験表現などの文法を身に着け応用できる力を養う

２．スペイン語を使って人の紹介や大学の紹介、今までの経験表現などを書いたり、読んで理解できるようになる
授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１回の授業につき、１時間以上の予習と復習、計15時間以上の授業外学習を行うこと。（教科書や配布された資料を読み予習
を行う、練習問題に取り組むなど）

授 業 計 画

【第 1 回】 Lección ７オリエンテーション、つなぎの動詞、形容詞の文法構造を知る、理解する
【第 2 回】 Lección ７間接目的人称代名詞、指示代名詞の構造を知る、理解する
【第 3 回】 Lección ８ 場所に関する動詞の文法構造を知る、理解する、所有形容詞前置形
【第 4 回】 Lección ８ 直接目的格人称代名詞、疑問詞を知る、理解する
【第 5 回】 Lección ９ 時刻、状態の語彙を知る、理解する
【第 6 回】 Lección ９ 数量詞、感嘆文の表現を知る、理解する
【第 7 回】 Lección ７～９ 中間試験
【第 8 回】 スペイン語圏の文化について考える、発表する
【第 9 回】 Lección 10 人や物の存在、動詞の細かい意味の違いを知る、理解する
【第10回】 Lección 10 今まで学習した動詞のまとめ
【第11回】 Lección 11 現在進行形の文法構造について知る、理解する
【第12回】 Lección 11 現在完了、過去分詞の文法構造について知る、理解する
【第13回】 Lección 10～11 期末試験

成績評価の方法 課題（20％）、授業終わりに行う文法・語彙小テスト（20％）、中間試験（25％）、期末試験（25％）、授業への取り組み姿勢
（10％）

フィードバックの内容 課題、コメントのフィードバックを次回の授業内にて行う。小テストなどの解答を試験終了後に配布する。
教 科 書 『歩こう！スペイン語の道１』柿原武史 / 寺尾美登里 / マリア・チクラナ / アルバロ・エルナンデス / 禪野美帆 / 村上陽子

（朝日出版社）2025
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 欠席をすると授業についていくのが難しくなるため、なるべく欠席をしないようにすること
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は授業終了後、次の授業に支障が出ない範囲で教室内で対応する。またメールでも受け付ける。

宛先は授業内で指示する。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0123301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 政治学 福井　英次郎 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
人間は自然の中で単独で生存しているのではなく、集団で社会を形成して生活をしています。社会を形成する場合には、い
つも政治というものが存在することになります。この講義では、このような政治というものについて、学術的に議論してみ
ることを目的としています。なお受講生も現在の社会に生きている当事者です。そのため受講生自身の問題として、一緒に
考えて頂ければと思います。

到 達 目 標 この講義の目標は、まず受講生が政治学の基礎的な考え方を理解し、それを説明できるようになることです。それを踏まえ
て、現在の諸問題について関心を持ち、その問題について政治学的に議論できるようになることです。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業前には、テキストの指示された箇所を読み、わからない用語を調べてください。授業後には、配布資料とテキストを再
読し理解を深めてください。また新聞やテレビなどを通じて積極的に最新の情報を獲得してください。これらのために授業
外に計60時間以上の学修を行ってください。

授 業 計 画

【第 1 回】 イントロダクション
【第 2 回】 利益団体
【第 3 回】 市場と政府
【第 4 回】 メディア
【第 5 回】 民主主義
【第 6 回】 多様性
【第 7 回】 地方自治

【第 8 回】 第二次世界大戦後の世界と日本
【第 9 回】 現在の世界と日本
【第10回】 安全保障
【第11回】 貿易
【第12回】 環境
【第13回】 総括

成績評価の方法 授業への貢献（30％）と期末試験（70％）で判断します。
フィードバックの内容 授業に対するコメントや質問は毎回のリアクションペーパーで受け付け、翌週の授業の最初にフィードバックします。
教 科 書 『基礎ゼミ政治学』福井英次郎編（世界思想社）2019
指 定 図 書
参 考 書 『入門政治学365日』中田晋自他編（ナカニシヤ出版）2018、『政治学の第一歩（新版）』砂原庸介他（有斐閣）2020、『政治学

（補訂版）』久米郁男他（有斐閣）2011
教員からのお知らせ 現在のトピックを積極的に取り上げ、政治学的に分析する予定です。受講生が現代の諸問題を考える機会になればと考えて

います。なお授業予定は受講生の関心や現実世界の動きにより若干変更することがあります。
オフィスアワー 授業の前後の時間に、教室か講師控室で受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 特にありません。
実践的な教育内容
そ の 他 最初の授業で、授業の進め方・成績評価・授業参加における注意点などを詳細に説明する予定です。履修を考えている方は

必ず出席してください。



― 156 ―

さ

講義コード 11C0106101 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 生命科学の世界／生命科学１ 深谷　緑 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
生物学の基本はこれまでの学校教育で学んできたはずですが、その知識は日常生活で役立っているでしょうか。例えばあな
たは、日々の医学ニュースを理解し、また巷にあふれる「似非科学」を看破できているでしょうか。本講義では生命とウイ
ルス、遺伝子、進化、免疫、”がん”などに焦点を当て、生命科学を生きる智慧とすることを目指します。また時事の科学ト
ピック等から、横溢する科学情報との付合い方を模索してゆきます。

到 達 目 標
・細胞とその内外の構造体のダイナミックな働きを理解し、楽しむ。
・免疫、生殖、遺伝システム、進化とのかかわりなど、生物としてのヒトの基本を知る。
・似非科学にだまされない力、また解らないと諦めず、生命科学をめぐる正しい情報を利用できる力をつける。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

予習時はポータル（オンライン授業）の資料に目を通す。復習時は授業スライド pdf や資料を参照して授業ノートをまとめ
Open LMS の quiz に取り組む。疑問事項は質問する。随時紹介する関連書などを読み興味を深めることも勧める。授業外学
習時間は60時間以上（各回予習60分、復習180分以上）を想定する。

授 業 計 画

【第 1 回】オリエンテーション、生命の誕生
【第 2 回】細胞　①　“内なる生命体”
【第 3 回】ゲノムと遺伝子　①　ゲノム・DNA・RNA
【第 4 回】ゲノムと遺伝子　②　“遺伝子”の働き
【第 5 回】細胞　②　生体膜、物質輸送、オートファジー
【第 6 回】生殖・細胞分化・万能性
【第 7 回】進化と生物としてのヒト①
【第 8 回】進化と生物としてのヒト②
【第 9 回】免疫　①　病原体との攻防
【第10回】免疫　②　免疫をめぐる病
【第11回】がんの生物学―発生・進行・“進化”
【第12回】がんの医学―がん治療と似非医学
【第13回】総括

成績評価の方法

平常点と期末試験の合計で評価します。
平常点（60％）： 授業参加 ※と復習用課題（quiz）への取り組みで評価
期末試験（40％）：試験期間内に実施（マークシート利用の選択肢問題が大半の見込み）
評価基準・評価方法変更の場合はポータルおよび授業でお知らせします。
※この講義は対面授業が基本です。ポータル内の資料閲覧のみでは授業出席にはなりません。

フィードバックの内容
Open LMS を利用して復習用の課題（quiz）を出題し、その解答傾向を踏まえた復習や解説を行う予定です。また受講者の
理解度を随時確認のうえ、授業進行や内容を調節します。質問や提案などを授業中・授業後に受け、共有すべき内容であれ
ば授業中に説明、またはポータルのオンライン授業に掲示します。

教 科 書
指 定 図 書

参 考 書
『ヒトを理解するための生物学（改訂版）』八杉貞雄（裳華房）2021、『進化とはなんだろうか』長谷川眞理子（岩波書店）
1999、『カラー図解　アメリカ版　新・大学生物学の教科書　第１巻　細胞生物学』D．サダヴァ他著（講談社）2021、『進
化には生体膜が必要だった　膜がもたらした生物進化の奇跡』佐藤 健（裳華房）2018、『「がん」はなぜできるのか　そのメ
カニズムからゲノム医療まで』国立がん研究センター研究所（編）（講談社）2018

教員からのお知らせ
・高校での生物履修歴・基礎知識の有無にかかわらず受講可能です。
・用語暗記ではなく本質の理解、メカニズムの理解を目指して下さい。
・シラバス内容のほか生命科学に関わる時事の話題を取りあげる予定です。

オフィスアワー 質問・相談は授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。それ以降の時間帯も面談可能ですが時間確
認・予約願います（当日教室での予約可）。このほか Open LMS 利用の質問対応も行います。

アクティブ･ラーニングの内容 ポータルのオンライン授業欄にて予・復習用資料、さらに発展的資料を共有する。Open LMS 利用の自習用課題（quiz）は、
誤答しても解説・資料を利用後に再解答でき、重要ポイントの確実な理解に役立つ。

実践的な教育内容 国立（法人）研究所での研究・現場経験、また医学部・医局での研究・現場経験を元に、生命工学の身近な応用、ワクチン
含む感染症対策・免疫医学、さらに“がん”の診断・治療などの内容を含めた授業を行う。

そ の 他
参考書については初回に説明するので、購入はそのあとでも良いかもしれません。
基本知識があった方がよい（かもしれない）授業内容があれば、その内容に関わる生物基礎的内容の速習資料（アニメ等）
を参照・利用できるようにします。



― 157 ―

さ

講義コード 11C0125702 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（戎野） 戎野　淑子 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的

労働は、人間にとって基本的かつ重要な営みである。昨今は、新型コロナウィルス感染症の拡大や働き方改革などによって
働き方にも様々な変化が生じている。テレワークが急速に進み、また働き方も一層多様になった。そこには、不安定雇用や
ワーキングプア、過労などの社会問題もある。
そこで、人々の生活に身近で深く関わっている極めて重要な課題の中から、ゼミ生と相談し、興味関心あるテーマを選び、
文献研究、ならびに討論を実施する。そこでは、レポート作成やプレゼンテーションの能力を身につけ、自分の意見を正確
に伝え、積極的に議論を行うことができるようになってほしい。

到 達 目 標 学生が労働経済学、人的資源管理論に関する基礎知識を理解したうえで、自分なりの問題設定を行い、意見を持つことがで
きる

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

課題を行うこと。この科目では、120時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 役職や今後の予定を相談のうえ決める
【第 2 回】 テーマをきめる
【第 3 回】 グループディスカッション
【第 4 回】 グループディスカッション
【第 5 回】 グループワーク
【第 6 回】 グループワーク
【第 7 回】 グループワーク
【第 8 回】 グループワーク
【第 9 回】 グループワーク
【第10回】 中間発表
【第11回】 レポート作成
【第12回】 レポート作成
【第13回】 まとめ

【第14回】 グループディスカッション
【第15回】 グループディスカッション
【第16回】 グループワーク
【第17回】 グループワーク
【第18回】 グループワーク
【第19回】 グループワーク
【第20回】 プレゼンテーション
【第21回】 プレゼンテーション
【第22回】 プレゼンテーション
【第23回】 プレゼンテーション
【第24回】 プレゼンテーション
【第25回】 プレゼンテーション（ゼミ大会、合同ゼミなど）
【第26回】 まとめ

成績評価の方法 学期末のレポート（40％）、プレゼンテーション（40％）と、授業での発表、討論（20％）により評価する。
フィードバックの内容 フィードバックは次回授業には行う
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 水曜日お昼休み
アクティブ･ラーニングの内容 毎回、課題を行い、そのフィードバックを次回実施する。
実践的な教育内容
そ の 他
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さ

講義コード 11C0125703 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（苑） 苑　志佳 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的

2025年度の苑ゼミでは、「中国経済発展のサステナビリティを考える」をテーマに、その持続性と可能性についてゼミ生諸君
と一緒に研究する
2024年の中国経済は困難な局面を迎えた。不動産不況を象徴とした経済低迷は、中国経済全般に様々なマイナス影響―大
学新卒者の就職難、民営企業の経営不振と倒産、民間部門の債務累積、対内直接投資の減少および撤退、など―を与えて
いる。これまで30数年間の高度経済成長に慣れた中国は、かつてなかった諸問題に直面している。これらの問題を解決する
ことができなければ、中国経済の持続的成長は中断する恐れもある。これらの課題の背景・原因・解決の見通しなどの点は
本ゼミの研究テーマになる。具体的には、「中国経済の持続的成長の条件は何か」、「世界経済における中国の今後の役割はど
のように変わるか」。という諸テーマについて、苑ゼミは考察していく。

到 達 目 標 本ゼミを通じ学生は、中国に関する総合知識を身につけることができる。様々な専門書を輪読することによって中国の政治・
社会・歴史をより深く理解することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．この科目では、120時間以上の授業外学修を行うこと。
２．毎週の授業終了後に参考文献や予習資料などを指定するので、これを予習する。
３．授業時に配布される教材や資料を復習し、次回の授業時に問題提起を考える。
４．授業の予定テーマに関連する資料を自ら収集し、これを持って授業討論に臨む。

授 業 計 画

【第 1 回】 前期イントロダクション
【第 2 回】 中国ガ重要な理由
【第 3 回】 中国の人口と地理、歴史
【第 4 回】 中国経済の政治とのかかわり
【第 5 回】 農業と土地と農村部の経済
【第 6 回】 産業と輸出とテクノロジー
【第 7 回】 都市化とインフラ
【第 8 回】 企業システム
【第 9 回】 財政システム
【第10回】 金融システム
【第11回】 エネルギーと環境
【第12回】 人口構成と労働市場
【第13回】 興隆する消費者経済

【第14回】 後期イントロダクション
【第15回】 中国という謎
【第16回】 中国経済の奇跡
【第17回】 中国の消費者と新世代
【第18回】 中国独自の企業モデル―国有企業と民間企業
【第19回】 国家と市長経済
【第20回】 中国の金融システム
【第21回】 テクノロジーをめぐる競争
【第22回】 世界経済における中国の役割
【第23回】 世界の金融市場で
【第24回】 新たなパラダイムに向けて
【第25回】 中国経済の新たな課題を考える
【第26回】 通年総括

成績評価の方法
１．学習態度50％
２．プレゼン30％
３．ディスカッション参加20％

フィードバックの内容 毎週のプレゼン課題、テーマに対する講評を翌週授業内の冒頭にて行う。
教 科 書 『チャイナ・エコノミー』アーサー・R・クローバー（白桃書房）2023年
指 定 図 書 『新中国経済大全』ジン・クーユー（日本経済新聞出版）2024年
参 考 書 『現代中国経済』丸川知雄（有斐閣アルマ）2021年
教員からのお知らせ ゼミでの活発な議論と価値のあるコメントが期待されているので、ゼミ生諸君は、遠慮なく目立ちください。また、数回の

コンパーも企画中で、授業以外の場でも気軽に議論しましょう。

オフィスアワー
－月曜日３限
－品川キャンパス２号館508室
－事前に＜0918@ris.ac.jp ＞に連絡すること

アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習など
実践的な教育内容
そ の 他
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さ

講義コード 11C0125704 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（王在喆） 王　在喆 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本授業は学部２年生を対象としている。本年度において、３年次のゼミナール論文の作成を念頭に置きながら、前期でミク
ロ経済学、後期でマクロ経済学を勉強する。また、パソコンを使って経済統計の読み方や分析方法も勉強する。この一年間
で、ゼミ論作成のために必要な問題発見・問題解決の能力を養う。具体的な学修の目標や方法などについては受講生と相談
したうえで決めたい。

到 達 目 標
①マクロ経済学、ミクロ経済学、統計学の基本をより一層理解することができる。
②経済統計データの基本を理解することができる。
③パソコンによる数量分析の基本を習得することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

①『日本経済新聞』の社説や「経済教室」などの論文を読むこと。
②授業内容の復習。
③応用ソフトの操作方法を独学すること。
④プレゼンテーションの技法を勉強すること。
サブゼミやゼミ合宿なども行われるため、必要な授業外学修時間が120時間以上である。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンスと統計基礎のレビュー①：
標本と母集団

【第 2 回】 統計基礎のレビュー②：標本データの処理、確率
論基礎

【第 3 回】 統計基礎のレビュー③：離散型変数の確率分布
【第 4 回】 統計基礎のレビュー④：連続型変数の確率分布
【第 5 回】 統計基礎のレビュー⑤：確率的推定
【第 6 回】 統計基礎のレビュー⑥：仮説検定
【第 7 回】 経済学基礎のレビュー①：

ミクロ経済学とマクロ経済学
【第 8 回】 経済学基礎のレビュー②：消費者理論Ⅰ
【第 9 回】 経済学基礎のレビュー③：消費者理論Ⅱ
【第10回】経済学基礎のレビュー④：生産者理論Ⅰ
【第11回】 経済学基礎のレビュー⑤：生産者理論Ⅱ
【第12回】 経済学基礎のレビュー⑥：生産物市場
【第13回】 経済学基礎のレビュー⑦：資本市場

【第14回】 経済学基礎のレビュー⑧：労働市場
【第15回】 一次統計と２次統計、産業連関表、工業統計
【第16回】 商業統計とサービス統計
【第17回】 産業連関表の作成方法
【第18回】 産業連関分析Ⅰ
【第19回】 産業連関分析Ⅱ
【第20回】 Excel による演習
【第21回】 単回帰分析Ⅰ
【第22回】 単回帰分析Ⅱ
【第23回】 重回帰分析
【第24回】 Excel による演習
【第25回】 系列相関
【第26回】 不均一分散

成績評価の方法 授業への取り組み：30％、授業内発表：70％。
フィードバックの内容 授業内の発表については教員がコメントする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ

①ミクロ経済学基礎、マクロ経済学基礎の履修済みが望ましい。
②統計学基礎の履修済みが望ましい。
③２年次と３年次で「マクロ経済学」、「ミクロ経済学」、「経済統計学」、「計量経済学」の履修が望ましい。
④教科書と参考書は授業開始後、受講生と相談したうえで決めたい。
④教科書や参考文献は、授業開始時、履修生と相談して決めたい。

オフィスアワー 時間：木曜日６限目（18：00-19：30）
場所：２号棟511研究室　事前連絡：wzz@ris.ac.jp

アクティブ･ラーニングの内容 ゼミナール、意見共有、能動的な授業外学習など
実践的な教育内容
そ の 他
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さ

講義コード 11C0125705 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（王ゼイ） 王　ゼイ 通年
履修前提条件 備 考
授業の目的 このゼミでは、経済学の学習と同時に、ドキュメンテーション・プレゼンテーション能力を高めて、数理科学・プログラミ

ング・データサイエンスなどの知識とスキルを身につけることを目指して、総合的な学習を行う。

到 達 目 標
学生はこの講義の履修を通じて、以下の目的を達成できる。
①大学で経済学を学んでいく上で必要な数学・統計学を習得する。
② R 言語を使い、基礎的なプログラミング技法を習得する。
③データサイエンスを学び、基本的なデータ分析能力を習得する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

指定された教科書の予習と復習及び課題と発表の準備を行ってください。週に少なくとも４時間（計120時間以上）の自主的
な学修が必要である．

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス
【第 2 回】 輪読及び発表１
【第 3 回】 輪読及び発表２
【第 4 回】 輪読及び発表３
【第 5 回】 輪読及び発表４
【第 6 回】 輪読及び発表５
【第 7 回】 輪読及び発表６
【第 8 回】 輪読及び発表７
【第 9 回】 輪読及び発表８
【第10回】 輪読及び発表９
【第11回】 輪読及び発表10
【第12回】 輪読及び発表11
【第13回】 輪読及び発表12

【第14回】 輪読及び発表13
【第15回】 輪読及び発表14
【第16回】 輪読及び発表15
【第17回】 輪読及び発表16
【第18回】 輪読及び発表17
【第19回】 輪読及び発表18
【第20回】 輪読及び発表19
【第21回】 輪読及び発表20
【第22回】 輪読及び発表21
【第23回】 輪読及び発表22
【第24回】 輪読及び発表23
【第25回】 輪読及び発表24
【第26回】 まとめ

成績評価の方法 発表（50％）と課題（50％）で評価する。

フィードバックの内容
この科目では、授業用のチームが立ち上げられ、履修者全員に授業用チームに参加していただくことになっている。授業用
チームの参加方法は初回の授業時に説明する。事前に Microsoft Outlook と Teams のアプリを所持の端末にインストールし
ておいて、使用できるような状態にしてください。授業時間外では、授業に関するお知らせ、資料配布、フィードバック、
課題の配布と提出などはすべて Microsoft Teams を通じて行われる。

教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ ノートパソコンを持参してください。
オフィスアワー Teams のチャット機能、Microsoft 365のメール（大学から付与されたメールアドレス）などで、予め教員と連絡を取ってく

ださい。
アクティブ･ラーニングの内容 ゼミナール大会での発表へ向けて、教員の指導のもとで、問題解決学習・プレゼンテーションを学生に行ってもらう。
実践的な教育内容
そ の 他
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さ

講義コード 11C0125706 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（小沢奈） 小沢　奈美恵 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
このゼミナールは、主として映画などの映像文化からアメリカ文化や社会を学び、同時に英語力もつけることを目標とする。
前半は英語の教科書やニュースを読みながら、映画の背景としてアメリカの歴史、政治、人種、宗教、移民問題など幅広い
視点から学び発表や討論を行う。後半は来年のゼミ大会を視野に入れたテーマで、グループごとに一つの映画を選び、英語
表現や文化的背景についてパワーポイントを用いて発表を行う。

到 達 目 標
１．映画、ニュースを通じて、アメリカの歴史の概略、アメリカ現代社会の諸問題などを理解でき、批評的な考えを述べる
ことができる。
２．映画で使われている英語に関して、基礎的、日常的な表現が聞き取れ、理解できるようになる。
３．アメリカの問題について、簡単に英語で意見を述べられる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、120時間以上の授業外学修を行う。
１．テーマに関連した本を数冊読むことが求められる。
２．英語の教科書やニュースを読み発表したり、英語の問い、英語の要約やコメント、簡単な討論に備えて準備する。
３．雑誌、ニュース、メディアを通じて資料を読み、要約したり、批評的に意見をまとめ発表する。

授 業 計 画

【第 1 回】 授業説明と自己紹介・役割分担
【第 2 回】 ①教科書を用いてアメリカ社会、歴史、文化についてペアで発表する。

②映画シナリオを利用した英語の勉強
③映画を通じた社会・文化のグループ学習１

【第 3 回】 第２回の①と②は毎回同様に行う。
グループ学習２（課題の調査報告）

【第 4 回】 グループ学習３（課題の調査報告）
【第 5 回】 グループ学習４（課題の調査報告）
【第 6 回】 グループ学習５（発表内容の英文作成）
【第 7 回】 グループ学習６（発表内容の英文作成）
【第 8 回】 グループ学習７（発表内容の英文作成）
【第 9 回】 グループ学習８（パワーポイントの作成）
【第10回】 グループ学習９（パワーポイントの作成）
【第11回】 グループ学習10（英語発表の練習）
【第12回】 グループ学習11（英語発表の練習）
【第13回】 グループ発表　視聴者と教員からのフィードバック
【第14回】 いくつかのグループに別れて、ゼミ大会用に映画を選び、調査を開始する。
【第15回】 ①アメリカの最新英字ニュース学習　②映画で利用されている英語研究。

③グループ学習１（課題の調査報告）
【第16回】 第17回の①と②は毎回同様に行う。

グループ学習２（課題の調査報告）
【第17回】 グループ学習３（課題の調査報告）
【第18回】 グループ学習４（課題の調査報告）
【第19回】 グループ学習５（発表内容の英文作成）
【第20回】 グループ学習６（発表内容の英文作成）
【第21回】 グループ学習７（パワーポイントの作成）
【第22回】 グループ学習８（英語発表の練習）
【第23回】 グループ学習９（英語発表の練習）
【第24回】 グループ発表　視聴者と教員からのフィードバック
【第25回】 レポート作成
【第26回】 レポート作成と春休みに読む資料の準備

成績評価の方法 授業での発表・参加態度（70％）、レポート（30％）
フィードバックの内容 プレゼンテーションに対するピアレビュー、教員からの詳細なコメントを行う。レポートには、コメントを入れて返却する。
教 科 書 『アメリカの過去・現在・未来を読む America in Motion』Gary Dendo（成美堂）2010年

指 定 図 書
『概説アメリカ文化史』笹田文化史直人 / 堀真理子 / 外岡尚美編著（ミネルヴァ書房）2002年、『アメリカ黒人の歴史 - 奴隷
貿易からオバマ大統領まで』上杉 忍（中公新書）2013年、『そうだったのか！アメリカ』池上彰（集英社）2005年、『9.11と
アメリカ』越智道雄監修　小澤奈美恵・塩谷幸子編集（鳳書房）2008年、『映画で読み解く現代アメリカ：オバマの時代』越
智道雄監修　小澤奈美恵・塩谷幸子編集（明石書店）2015年

参 考 書
教員からのお知らせ 連絡は e-mail、Line、LMS などで頻繁に取り合いましょう。また必要に応じてアポイントを取って、314研究室を訪ねてく

ださい。授業で取り扱う映画に、若干の変更が出ることがあります。
オフィスアワー 水曜３時限のオフィスアワーに314研究室を訪ねてください。メールや LMS でも対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習、問題解決学習、グループ・ディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション等。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125707 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（小沢佳） 小沢　佳史 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
この授業では、「ゼミナールⅡ」での学修に向けて土台を固める。より詳しく言えば、この授業の目的は、経済学の歴史をめ
ぐる基本的な知識を身に付けること、そしてそれを通じて、過去の出来事を踏まえ多様な視点から現在の出来事を捉えられ
るようになること、そのうえで、自分たちの関心事をわかりやすく表現できるようになることである。そのためにこの授業
では、主として経済学の歴史に関する図書を輪読する。

到 達 目 標
１．経済学の歴史―現在の経済学が誕生するまでのプロセス―を、自分たちの言葉で説明できる。
２．目の前にあるものを、立体的・多面的に説明できる。
３．グループのメンバーと協力して、自分たちの関心事を他人へ明確に伝えることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、120時間以上の授業外学修を行うこと。授業外学修では、担当者からの指示やフィードバックを参照して、毎
回の復習と次回の予習を入念に行うこと。また、大学の図書館などを最大限に活用して、新聞をできる限り毎日読むこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 報告や議論のやり方の確認、新聞の読み方、教科書の解説
【第 2 回】 報告の準備①―18世紀
【第 3 回】 報告と議論①―18世紀（第１グループ）
【第 4 回】 報告と議論②―18世紀（第２グループ）
【第 5 回】 18世紀のまとめ
【第 6 回】 報告の準備②―19世紀
【第 7 回】 報告と議論③―19世紀（第１グループ）
【第 8 回】 報告と議論④―19世紀（第２グループ）
【第 9 回】 19世紀のまとめ
【第10回】 報告の準備③―20世紀
【第11回】 報告と議論⑤―20世紀（第１グループ）
【第12回】 報告と議論⑥―20世紀（第２グループ）
【第13回】 20世紀のまとめ
【第14回】 調査①―新聞
【第15回】 調査②―指定図書の選定
【第16回】 調査③―指定図書の概要
【第17回】 調査④―指定図書の精読
【第18回】 中間報告の準備
【第19回】 中間報告と議論
【第20回】 調査⑤―中間報告の総括
【第21回】 調査⑥―教科書と指定図書①
【第22回】 調査⑦―教科書と指定図書②
【第23回】 調査⑧―教科書と指定図書③
【第24回】 調査⑨―教科書と指定図書④
【第25回】 最終報告の準備
【第26回】 最終報告と議論

※この進度や内容は目安であり、履修者と相談しながら進度や内容を適宜調整する。
成績評価の方法 報告（50％）と、議論を含む授業への取り組み姿勢（50％）によって評価する。
フィードバックの内容 報告や議論について、授業内でフィードバックする。
教 科 書 『福祉の経済思想家たち 増補改訂版』小峯敦 編（ナカニシヤ出版）2010

指 定 図 書

『交響する経済学―経済学はどう使うべきか』中村達也 著（筑摩書房）2022、『経済思想』猪木武徳 著（岩波書店）2017、
『経済思想入門』松原隆一郎 著（筑摩書房）2016、『写真で見る ヴィクトリア朝ロンドンの都市と生活』アレックス・ワー
ナー，トニー・ウィリアムズ 著 ; 松尾恭子 訳（原書房）2013、『経済学の名著30』松原隆一郎 著（筑摩書房）2009、『経済
学のことば』根井雅弘 著（講談社）2004、『西洋政治思想資料集』杉田敦，川崎修 編著（法政大学出版局）2014、『政治学
の名著30』佐々木毅 著（筑摩書房）2007

参 考 書 『ソクラテスの弁明』プラトン 著 ; 納富信留 訳（光文社）2012
教員からのお知らせ 無断で欠席したり遅刻したりすることは、基本的に認められない。
オフィスアワー この授業に関する質問・相談は、学部学科で定めるオフィスアワーにて受け付ける。また授業終了後、次の授業に支障がな

い範囲で教室内でも対応する。
アクティブ･ラーニングの内容 ゼミナール。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125708 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（小野﨑） 小野﨑　保 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的

このゼミでは人工社会シミュレーションについて学ぶ。人工社会とは、端的に言えば、人間やさまざまな組織などを構成要
素とするコンピュータ上の仮想的な社会のことである。個々の構成要素はエージェントと呼ばれ、比較的単純な行動ルール
に基づいて自ら状況判断をし、他のエージェントと関わりを持つ。人工社会シミュレーションが目指すものは、このように
多数のエージェントが相互に作用し合った場合に生じる現象を分析することにより、さまざまな社会現象の背後にある本質
的なメカニズムを理解することである。
年間を通して教科書を輪読しながらパソコンを用いた実習をおこない、人工社会シミュレーションの基礎的手法の習得を目
指す。

到 達 目 標
（１）artisoc（教科書に付随する汎用マルチエージェントシミュレーター）を自在に操作できる。
（２）artisoc を用いて独自のモデルを作成することができる。
（３）社会現象の背後にある本質的なメカニズムについて強い関心を持つようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

各回の授業で扱われる教科書の該当箇所について、artisoc を操作しながら予習・復習をおこなうこと。特に、教科書の演習
問題には必ず取り組むこと。普段からシミュレーションに適する「ネタ」を意識しつつ、さまざまな文献に目を通すこと。
これらと適宜課される課題とを併せて、授業外に合計120時間以上の学習をおこなうこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 パソコンおよび artisoc の基本操作
【第 2 回】 教科書第１～３章およびパソコンによる演習
【第 3 回】 教科書第４・５章およびパソコンによる演習
【第 4 回】 教科書第６章およびパソコンによる演習
【第 5 回】 教科書第７章およびパソコンによる演習
【第 6 回】 教科書第８章およびパソコンによる演習
【第 7 回】 教科書第９章およびパソコンによる演習
【第 8 回】 教科書第10章およびパソコンによる演習
【第 9 回】 教科書第11章およびパソコンによる演習
【第10回】 教科書第12章およびパソコンによる演習
【第11回】 教科書第13章およびパソコンによる演習
【第12回】 教科書第14章およびパソコンによる演習
【第13回】 教科書第15章およびパソコンによる演習

【第14回】 教科書第16章およびパソコンによる演習
【第15回】 教科書第17章およびパソコンによる演習
【第16回】 夏期課題の発表
【第17回】 教科書第18章およびパソコンによる演習
【第18回】 教科書第19章およびパソコンによる演習
【第19回】 教科書第20章およびパソコンによる演習
【第20回】 教科書第21章およびパソコンによる演習
【第21回】 教科書第22章およびパソコンによる演習
【第22回】 教科書第23・24章およびパソコンによる演習
【第23回】 教科書第25・26章およびパソコンによる演習
【第24回】 教科書第27・28章およびパソコンによる演習
【第25回】 次年度研究テーマの検討
【第26回】 次年度研究テーマの確定

成績評価の方法 ゼミナール活動への取り組み姿勢（30％）、輪読担当時の報告（40％）、課題（30％）による。
フィードバックの内容 教科書の輪読および課題発表における発表の内容や方法について、随時口頭によりコメントする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー メール（onozaki@ris.ac.jp）にて随時受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 ゼミナール、演習、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125709 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（川口） 川口　真一 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的

少子高齢化社会が進む日本財政の姿は今後どうあるべきであろうか。本ゼミナールは、我々の日々の暮らしにかかわる税金、
社会保障、公共サービス、地方財政など様々なテーマについて学ぶことを目的とする。これらの制度や役割を理解すること
は、例えば選挙でどの政党を選ぶべきかを判断するうえでも非常に重要なことである。
ゼミでは、まず実際に財政がどのように機能し、我々の生活に影響しているのかを学んでいく。その後、テレビや新聞、雑
誌、インターネットなどで取り上げられている財政問題を題材にして、ディスカッションを行っていく。

到 達 目 標 財政問題に関するディスカッションを通して、プレゼン能力と論理的思考力を身につける。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、120時間以上の授業外学修を行うこと。
ミクロ経済学の基礎と本講義で使用する教科書を十分に理解すること。

授 業 計 画

【第 1 回】 財政に関する知識および理論の修得①
【第 2 回】 財政に関する知識および理論の修得②
【第 3 回】 財政に関する知識および理論の修得③
【第 4 回】 財政に関する知識および理論の修得④
【第 5 回】 財政に関する知識および理論の修得⑤
【第 6 回】 財政に関する知識および理論の修得⑥
【第 7 回】 財政に関する知識および理論の修得⑦
【第 8 回】 財政に関する知識および理論の修得⑧
【第 9 回】 財政に関する知識および理論の修得⑨
【第10回】 財政に関する知識および理論の修得⑩
【第11回】 財政に関する文献の輪読①
【第12回】 財政に関する文献の輪読②
【第13回】 財政に関する文献の輪読③

【第14回】 財政に関する文献の輪読④
【第15回】 財政に関する文献の輪読⑤
【第16回】 財政に関する文献の輪読⑥
【第17回】 財政に関する文献の輪読⑦
【第18回】 財政に関する文献の輪読⑧
【第19回】 財政に関する文献の輪読⑨
【第20回】 財政に関する文献の輪読⑩
【第21回】 財政問題に関するディスカッション①
【第22回】 財政問題に関するディスカッション②
【第23回】 財政問題に関するディスカッション③
【第24回】 財政問題に関するディスカッション④
【第25回】 財政問題に関するディスカッション⑤
【第26回】 財政問題に関するディスカッション⑥

成績評価の方法 ゼミでの報告によって評価する（100％）。
フィードバックの内容
教 科 書 授業時に指示する
指 定 図 書 授業時に指示する
参 考 書 授業時に指示する
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習など
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0125710 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（河原） 河原　伸哉 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
ミクロ・マクロ経済学とデータ分析について演習形式で学ぶ。初歩的・基礎的な内容から学び始め、中級レベルの内容も理
解できることを目標とする。上記に加えて、日経新聞等の記事を用いて、現実の経済問題についての理解を深めながら、プ
レゼンテーションの技法についても学ぶ。

到 達 目 標 ミクロ・マクロ経済学とデータ分析の基本的な概念を理解し、それらを他の学生に対して説明できる。他の学生の発表に対
して自らの意見を述べることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

毎回のゼミでは、指定された教科書であらかじめ決められた各自の分担箇所について発表し、それに関する質疑応答や問題
演習を行う。このため各回の授業で取り扱う内容について、教科書や参考書等を用いた予習・復習など授業外に計120時間以
上の学修を行うこと。

授 業 計 画

ミクロ・マクロ経済学とデータ分析の学習と並行して、日経新聞や経済雑誌等の記事を用いて幅広く経済問題に触れて、プ
レゼンテーションやディスカッションの方法についても学ぶ。
【第 1 回】 ミクロ経済学の学習１
【第 2 回】 ミクロ経済学の学習２
【第 3 回】 ミクロ経済学の学習３
【第 4 回】 ミクロ経済学の学習４
【第 5 回】 ミクロ経済学の学習５
【第 6 回】 ミクロ経済学の学習６
【第 7 回】 新聞・雑誌の報告・討論１
【第 8 回】 データ分析の学習１
【第 9 回】 データ分析の学習２
【第10回】 データ分析の学習３
【第11回】 データ分析の学習４
【第12回】 データ分析の学習５
【第13回】 新聞・雑誌の報告・討論２

【第14回】 マクロ経済学の学習１
【第15回】 マクロ経済学の学習２
【第16回】 マクロ経済学の学習３
【第17回】 マクロ経済学の学習４
【第18回】 マクロ経済学の学習５
【第19回】 マクロ経済学の学習６
【第20回】 新聞・雑誌の報告・討論３
【第21回】 データ分析の演習１
【第22回】 データ分析の演習２
【第23回】 データ分析の演習３
【第24回】 データ分析の演習４
【第25回】 データ分析の演習５
【第26回】 新聞・雑誌の報告・討論４

成績評価の方法 到達目標で挙げた各項目に基づき、平常点（授業への参加姿勢）に50％、課題（発表、レポート等）に50％を配分して評価
する。

フィードバックの内容 発表やレポートに対するコメントなどを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 使用するテキストについては、初回授業時に協議の上、決定する。指定図書・参考書は初回授業時に提示する。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 グループ・ディスカッション、グループ・ワーク
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125711 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（北原） 北原　克宣 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本ゼミナールでは、第一に、農業問題・食料問題・土地問題・環境問題などについて世界経済および日本経済との関連で理
解する、第二に、研究の方法を学ぶ、第三に、ゼミナール活動を通じて、社会人として求められる様々な能力（コミュニケー
ション能力、企画力、協調性など）を身に付けることを目的とする。

到 達 目 標
①農作業など学外での活動を通じてコミュニケーション能力および問題発見能力を養う、②文献を読み論点を整理し説明で
きるようになる、③データを収集し整理・分析する能力を身につける、④以上を通じて様々な議論ができるようになること
を目標とする。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

①毎日新聞を読むこと（毎日30分）
②ゼミ内で紹介する書籍を読むこと（毎日30分）
③課外活動や合宿等の時間外活動にも積極的に参加すること（80時間）
合計120時間以上の授業外学習を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 ゼミナールの進め方について
【第 2 回】 興味を持っていることに関する発表①
【第 3 回】 興味を持っていることに関する発表②
【第 4 回】 グループ決め・研究課題の決定
【第 5 回】 課題研究・取りまとめ
【第 6 回】 プレゼンテーション・討論①
【第 7 回】 プレゼンテーション・討論②
【第 8 回】 グループ決め・研究課題の決定
【第 9 回】 課題研究・取りまとめ
【第10回】 プレゼンテーション・討論①
【第11回】 プレゼンテーション・討論②
【第12回】 研究の進め方について
【第13回】 グループ決め

【第14回】 グループごとに研究課題の検討
【第15回】 課題研究－資料収集・整理－
【第16回】 中間発表①
【第17回】 中間発表②
【第18回】 論文作成
【第19回】 論文作成
【第20回】 中間発表①
【第21回】 中間発表②
【第22回】 論文作成
【第23回】 発表用資料作成
【第24回】 ゼミ内発表会
【第25回】 ゼミ内発表会
【第26回】 ゼミナールⅡに向けて

成績評価の方法 ①ゼミ活動（課外活動を含む）への取り組み姿勢（50％）、②発表の回数・内容（30％）、③発言の回数・内容（20％）
フィードバックの内容 発表内容について、講義内にてコメントをする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ テキストは、講義中に指示します。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、随時受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 グループワーク、プレゼンテーション、ディスカッション
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125712 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（クボ） マイケル　クボ 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
Students of this zemi will study and discuss current media topics in English.　Students of this zemi will also plan and pro-
duce media projects for publication or broadcast on social media.　Ambitious students may choose to present at the Eco-
nomics Department Zemi Taikai.

到 達 目 標

This is the Digital Age.　With our smartphones, everyone has the answers to almost all of their questions instantly.　Stu-
dents of this class will be given opportunity and know-how to contribute to the immense bank of information called the 
Internet.　Zemi members will contribute media by producing and publishing it online.　How exactly do they contribute?　
Zemi students of this zemi will create their own social media and share it with the world on YouTube.　The challenge for 
students of this zemi is for them to be creative so that they can make meaningful and interesting media projects.　Zemi 
students can also expect to make close friendships in this zemi.

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

Students must spend more than 120 hours outside of class in preparation for this course.

授 業 計 画

【第 1 回】Getting to know each other, setting goals, and determining roles.　Some current event reports.
【第 2 回】Focus on domestic media topics（teacher selected），discussions, and readings.
【第 3 回】Focus on domestic media topics（teacher selected），discussions, and readings.
【第 4 回】Focus on domestic media topics（student selected），discussions, and readings.
【第 5 回】Fieldwork（street interviews around Tokyo）．
【第 6 回】Fieldwork（street interviews around Tokyo）．
【第 7 回】Editing videos.
【第 8 回】Editing videos.
【第 9 回】Final uploading and presentation of video.
【第10回】Focus on international media topics（teacher selected），discussions, and readings.
【第11回】Focus on international media topics（student selected），discussions, and readings.
【第12回】Mid-term reflections/reports
【第13回】Mid-term reflections/reports
【第14回】Getting reacquainted, setting new goals, and determining new roles.
【第15回】Teacher model presentation on media related topic, discussion.
【第16回】Student presentation on media related topic, discussion.
【第17回】Student presentation on media related topic, discussion.
【第18回】Student presentation on media related topic, discussion.
【第19回】Fieldwork II（street interviews around Tokyo）．
【第20回】Fieldwork II（street interviews around Tokyo）．
【第21回】Editing videos
【第22回】Editing videos
【第23回】Final uploading and presentation of video.
【第24回】Group Discussion（or help with Open Zemi）．
【第25回】Group Discussion（or help with Open Zemi）．
【第26回】Make preparations for　セミナール II

成績評価の方法 participation: 30％，attitude: 30％，effort: 30％，presentations: 10％
フィードバックの内容
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ

オフィスアワー
The teacher is always available via LINE.　Special meeting between student and teacher can be made easily.　Tradi-
tional office hours are Wednesdays after 16:00, and Thursdays 10:40 to 12:30.　Please contact the teacher directly via 
LINE or email（michaelkubo@ris.ac.jp）

アクティブ･ラーニングの内容 Students will regularly be asked to share their opinions on topics and make presentations.
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125713 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（慶田） 慶田　昌之 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的

このゼミでは、経済学の基礎を身につけることを目標とします。具体的には岩田規久男著『ゼミナール ミクロ経済学入門』
を輪読します。各ゼミ生は、担当箇所を受け持ち、報告することになりますが、その際には、自分で学んだことを他のゼミ
生が理解できるよう、説明することが求められます。結果として、ゼミ生全員が本書を通読したのと同等の理解を得ること
が、本年度の目標です。
このゼミは、止むを得ない事由以外は、欠席を認めません。また、与えられた分担を責任を持ってこなすことが求められま
す。

到 達 目 標 経済学の基礎的な知識を身につけて、他の応用分野への視野を広げることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

サブゼミを行います。
（授業外学修時間120時間）

授 業 計 画

【第 1 回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第１章（１）
【第 2 回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第１章（２）
【第 3 回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第２章（１）
【第 4 回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第２章（２）
【第 5 回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第３章（１）
【第 6 回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第３章（２）
【第 7 回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第３章（３）
【第 8 回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第４章（１）
【第 9 回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第４章（２）
【第10回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第４章（３）
【第11回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第５章（１）
【第12回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第５章（２）
【第13回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第５章（３）

【第14回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第６章（１）
【第15回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第６章（２）
【第16回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第７章（１）
【第17回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第７章（２）
【第18回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第８章（１）
【第19回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第８章（２）
【第20回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第８章（３）
【第21回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第９章（１）
【第22回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第９章（２）
【第23回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第９章（３）
【第24回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第10章（１）
【第25回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第10章（２）
【第26回】『ゼミナール ミクロ経済学入門』第10章（３）

成績評価の方法 ゼミへの積極的な関与（50％）と報告の内容（50％）によって、総合的に判断して評価します。
フィードバックの内容 ゼミでのプレゼンテーションについて、ゼミ内でフィードバックします。
教 科 書 『ゼミナールミクロ経済学入門』岩田規久男（日本経済新聞社）1993
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 ゼミナール
実践的な教育内容
そ の 他



― 168 ―

さ

講義コード 11C0125714 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（小林隆） 小林　隆史 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
社会経済における現象，諸問題の中から，学生の興味関心のあるテーマをピックアップし，調査，研究を行う．
文献研究，現地調査，レポート作成，プレゼンテーションについて，主体的に取り組める能力を身につける．
グループ内で役割分担を行い，各人がそれぞれの役割においてリーダーを経験する．

到 達 目 標
社会経済の現象，諸問題に対して，理由を付して自分なりの意見を持ち，発信することができる．
ゼミナール外部の人に向けて，一定水準以上の発表を行うことができる．
発表内容をレジュメ，梗概といった形式で作成できる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

与えられた課題に取り組むこと．また，講義前の事前準備や，必要に応じた現地調査等を実施すること．以上に関し，計120
時間以上の授業外学修を実施すること．

授 業 計 画

【第 1 回】 個人発表（研究テーマ発表）
【第 2 回】 個人発表（研究テーマ発表）
【第 3 回】 グループワーク・文献参照の基礎
【第 4 回】 発表スライド作成・論文作成の基礎
【第 5 回】 グループ演習
【第 6 回】 グループ発表
【第 7 回】 グループ演習
【第 8 回】 グループ演習
【第 9 回】 グループ発表
【第10回】 グループ演習
【第11回】 グループ発表
【第13回】 前期総括

【第14回】 論文作成
【第15回】 グループ演習
【第16回】 グループ発表
【第17回】 論文作成
【第18回】 グループ演習
【第19回】 グループ発表
【第20回】 グループ演習
【第21回】 グループ発表
【第22回】 グループ習
【第23回】 グループ発表
【第24回】 論文報告
【第25回】 個人発表（活動報告）
【第26回】 後期総括

成績評価の方法 レポート（20％程度），発表（60％程度），グループへの貢献度（20％程度）を総合的に評価する．
フィードバックの内容 発表時へのコメント，及び，レポート，レジュメについての添削を実施する．
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ
グループでの作業が多いため，協調性やコミュニケーション能力を必要とする．
発表会への参加は，単位取得に必須である．
やむを得ない事情以外の欠席・遅刻は認めない．欠席等の際には補講への参加を必須とする．

オフィスアワー 質問・相談は学部学科にて定めるオフィスアワーにて，対面及び Teams のビデオ通話等にて受付ける．また，Teams の所
定の箇所に質問・相談の投稿があれば，オフィスアワーにて返信を行う．

アクティブ･ラーニングの内容「ゼミナール」の実施．「調査学習」「能動的な授業外学習」「グループ・ワーク」を経て，演習時には「グループディスカッ
ション」「プレゼンテーション」「教員からのフィードバックによる振り返り」を実施する．

実践的な教育内容

そ の 他
質問・相談はできるだけ授業内にて行うこと，あるいは Teams の適切なスレッドでの投稿を推奨する．ほか，事前予約が
あればオフィスアワー以外の時間帯でも質問・相談を受け付ける．事前予約の連絡は「学籍番号@rissho-univ.jp」からkoba@
ris.ac.jp 宛へのメールで，件名の冒頭に「【隆史ゼミ】質問」と記載された場合にのみ対応する．
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講義コード 11C0125716 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（櫻井） 櫻井　一宏 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本ゼミナールでは，環境について学び，環境問題のメカニズムを理解する．システム的な視点から環境や社会経済をモデル
化し，環境的・経済的影響についての分析方法を学ぶ．持続可能な社会とはどのようなものか，また，その構築のための要
件等について検討する．その他関連するトピックについて，メンバーによる自主的な調査・発表などを通じて議論する．必
要に応じて外部での勉強会や見学会，フィールド調査を実施する．

到 達 目 標
環境問題のメカニズムを理解する．環境や経済に係わる諸問題を把握した上で各自の視点から分析し，とりまとめることが
できる．フィールド調査等の実施にあたり，外部機関との調整や事前準備をはじめ効率的な調査計画を立案し，実践するこ
とができる．グループワークに際し協調性やコミュニケーション能力を向上させる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

テーマに応じた文献および参考資料等をとりまとめることやプレゼンテーションのための準備，また，必要に応じてフィー
ルド調査等を実施するなど，当該内容に関する自主的な学習や研究のための作業が必要となる．以上を踏まえ，ゼミナール
の事前準備等のために計120時間以上の授業外学修を実施すること．

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス
【第 2 回】 環境問題・環境政策に関する基本的な学習
【第 3 回】 環境・経済システム分析
【第 4 回】 ディスカッション（１）
【第 5 回】 ディスカッション（２）
【第 6 回】 テーマ検討
【第 7 回】 資料収集および文献読解（１）
【第 8 回】 資料収集および文献読解（２）
【第 9 回】 資料収集および文献読解（３）
【第10回】 調査・研究項目の検討（１）
【第11回】 調査・研究項目の検討（２）
【第12回】 中間報告・質疑応答（１）
【第13回】 中間報告・質疑応答（２）

【第14回】 ディスカッション（３）
【第15回】 ディスカッション（４）
【第16回】 調査・研究方法の検討と学習（１）
【第17回】 調査・研究方法の検討と学習（２）
【第18回】 分析および考察（１）
【第19回】 分析および考察（２）
【第20回】 プレゼンテーション準備（１）
【第21回】 プレゼンテーション準備（２）
【第22回】 発表会・質疑応答（１）
【第23回】 発表会・質疑応答（２）
【第24回】 レポート作成（１）
【第25回】 レポート作成（２）
【第26回】 まとめ

成績評価の方法
ゼミナールでの調査作業（20％）やレポート作成（30％）をはじめとして，プレゼンテーションおよび討論での発言（15％），
さらには授業外学修での調査（15％）などを主な評価項目とする．その他，学内外のゼミナール活動における自主性および
協調性など，全般的な諸活動への貢献や態度（20％）についても対象とし，これらを総合的に評価する．

フィードバックの内容 授業内プレゼンテーションへの講評，グループワークや課題に対するアドバイス等を行う．
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『アカデミック・スキルズ（第３版）- 大学生のための知的技法入門 -』佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦（慶應義塾大学

出版会）2020
教員からのお知らせ 適宜資料を配布またはゼミナール時に参考資料等を指示する．

また，メンバーが自主的に書籍や資料を持参する．
オフィスアワー 本講義に関する質問・相談は，原則として学部学科にて定めるオフィスアワーにて受け付ける．
アクティブ･ラーニングの内容 ディスカッション・ディベート，グループワーク，プレゼンテーション，実習・フィールドワーク等を実施する．
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125717 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（真田） 真田　治子 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
社会・企業とことば・コミュニケーションの問題を広く扱う。広告に使われることば、ファッション雑誌の記事、スナック
菓子の名前、若者の流行語など、身近な素材からことばの問題を考える。日本語について書かれた学術論文に触れる。レト
リックの基本的な手法について学ぶ。学術論文の基本的な書式について学ぶ。

到 達 目 標
社会とことばの問題を広く観察・分析することにより、日本語の変化から読み取れる日本文化とコミュニケーションの問題
や社会の動向を理解できる。日本語について書かれた基礎的な学術論文を読むことができる。レトリックの基本的な手法に
ついて説明できる。学術論文の基本的な書式について説明できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では120時間以上の授業外学修を行うこと。毎回の授業の前には、各回の授業で扱う項目について、論文を読んで要
約とパワーポイントを使った発表の準備、参考資料の調査をしてくること。毎回の授業の後には、その授業で扱った論文の
要約をまとめておくこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 欧文フォントと商品ロゴ（１）
【第 2 回】 欧文フォントと商品ロゴ（２）
【第 3 回】 欧文フォントと商品ロゴ（３）字体と商品
【第 4 回】 欧文フォントと商品ロゴ（４）字体と商品
【第 5 回】 欧文フォントと商品ロゴ（５）字体と商品
【第 6 回】 言語景観（１）首都圏の言語景観
【第 7 回】 言語景観（２）関西の言語景観
【第 8 回】 言語景観（３）観光地の言語景観（山形）
【第 9 回】 言語景観（４）観光地の言語景観（北海道）
【第10回】 言語景観（５）観光地の言語景観（九州）
【第11回】 広告の言語表現（１）広告表現の変遷
【第12回】 広告の言語表現（２）目を引きつける広告表現
【第13回】 広告の言語表現（３）テレビ CM のことば
【第14回】 広告の言語表現（４）キャッチコピーと短型詩
【第15回】 広告の言語表現（５）広告の誘惑と言語表現・非言語表現
【第16回】 広告の言語表現（６）消費者行動と広告
【第17回】 広告の言語表現（７）広告の説得効果と誤誘導効果
【第18回】 広告の言語表現（８）広告のコピーが語ってきたもの
【第19回】 広告の言語表現（９）ラジオ CM と日本語
【第20回】 記事・広告のレトリック（１）
【第21回】 記事・広告のレトリック（２）
【第22回】 記事・広告のレトリック（３）
【第23回】 論文の書き方・テーマの選び方
【第24回】 ゼミ論文作成のためのテーマ検討発表（１）
【第25回】 ゼミ論文作成のためのテーマ検討発表（２）
【第26回】 ゼミ論文作成のためのテーマ検討発表（３）

成績評価の方法 先行研究の要約を中心とした授業中の発表とその準備（80％）、授業中の質疑への参加（20％）
フィードバックの内容 課題に対する講評を授業の中で行う。
教 科 書
指 定 図 書

参 考 書
『フォントのふしぎブランドのロゴはなぜ高そうに見えるのか？』小林章（美術出版社）2011年、『雑誌『日本語学』28巻６
号「多言語社会・ニッポン」』（明治書院）2009年、『雑誌『日本語学』20巻２号「広告の日本語」』（明治書院）2001年、『日
本語探究法７巻レトリック探究法』柳澤浩哉・中村敦雄・香西秀信（朝倉書店）2004年

教員からのお知らせ 上記以外の参考書は授業中に適宜指示する。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有。プレゼンテーション。能動的授業外学習。調査学習。グループワーク。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125718 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（芹田） 芹田　浩司 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本ゼミでは、現代の経済グローバル化が、個々の発展途上国の経済社会にどのような影響を及ぼしてきたのか、また、経済
グローバル化時代における発展途上国の政府の役割や開発のあり方はどのようなものであるのか、といった問題について、
ラテンアメリカやアジア、アフリカ地域など、地域間（国家間）の比較という視点も持ちつつ、文献の講読やゼミ生同士の
討論等を通じて、深く理解することを目的とします。

到 達 目 標
発展途上国の貧困や開発問題、発展途上国と先進国の関係（先進国による途上国援助問題等）を学ぶことを通じて、世界経
済に関して知見を深められるとともに、自分自身の見方・考え方を身に付けることができる。また、プレゼンテーションの
能力も身に付けることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

レポートや報告用レジュメの作成等を忘れずに行うこと（そしてそのために必要な文献調査等をしっかりと行うこと）。また
必要に応じてグループ学習を行うこと。なお、授業外学修時間については120時間以上とする。

授 業 計 画

【第 1 回】 イントロダクション
【第 2 回】 課題図書の輪読及び内容報告（１）
【第 3 回】 課題図書の輪読及び内容報告（２）
【第 4 回】 課題図書の輪読及び内容報告（３）
【第 5 回】 課題図書の輪読及び内容報告（４）
【第 6 回】 課題図書の輪読及び内容報告（５）
【第 7 回】 課題図書の輪読及び内容報告（６）
【第 8 回】 課題図書の輪読及び内容報告（７）
【第 9 回】 課題図書の輪読及び内容報告（８）
【第10回】 課題図書の輪読及び内容報告（９）
【第11回】 課題図書の輪読及び内容報告（10）
【第12回】 課題図書の輪読及び内容報告（11）
【第13回】 課題図書の輪読及び内容報告（12）

【第14回】 研究テーマの決定・グループ編成
【第15回】 全体のまとめ・総括
【第16回】 グループ報告と討論（１）
【第17回】 グループ報告と討論（２）
【第18回】 グループ報告と討論（３）
【第19回】 グループ報告と討論（４）
【第20回】 グループ報告と討論（５）
【第21回】 グループ報告と討論（６）
【第22回】 グループによる最終プレゼンテーション（１）
【第23回】 グループによる最終プレゼンテーション（２）
【第24回】 グループによる最終プレゼンテーション（３）
【第25回】 グループによる最終プレゼンテーション（４）
【第26回】 全体のまとめ・総括

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（40％）、報告（20％）、レポート（40％）によって総合的に判断します。
フィードバックの内容 フィードバックすべき事項・内容については原則、授業時間内にフィードバックを行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ ゼミで使用する文献等についてはゼミ中に指示します。また上記の計画については変更の可能性もあります。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。また、Open LMS のメッセージ機能で

も受付けます（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。

アクティブ･ラーニングの内容
－ゼミナール
－調査学習
－グ ル － プ・ワーク

実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0125719 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（平） 平　伊佐雄 通年
履修前提条件 備 考
授業の目的 ゼミナール１は、経済史研究の特徴や方法論について学ぶことを目的とする。

到 達 目 標 経済史の研究方法を理解し、史料の性格を判断し、研究文献の視角を判別できるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

テキストをまとめ、解説するための事前作業、与えられた課題についての調査とその報告書の作成のため、ゼミ１回当たり
4.7時間以上の授業外学修を要する。（計120時間以上）

授 業 計 画

【第 1 回】 経済史の歴史と歴史学の歴史を考察
【第 2 回】 チポッラの歴史研究と『経済史への招待』という

書物についての考察
【第 3 回】 経済史と呼ばれる学問１　特徴の把握
【第 4 回】 経済史と呼ばれる学問２
【第 5 回】 経済史と呼ばれる学問３
【第 6 回】 経済史と呼ばれる学問４
【第 7 回】 経済史と呼ばれる学問５
【第 8 回】 問題設定１
【第 9 回】 問題設定２
【第10回】 問題設定３
【第11回】 史料１
【第12回】 史料２
【第13回】 史料３

【第14回】 史料４
【第15回】 史料批判１
【第16回】 史料批判２
【第17回】 史料批判３
【第18回】 史料批判４
【第19回】 史料批判５
【第20回】 歴史の再現１
【第21回】 歴史の再現２
【第22回】 歴史の再現３
【第23回】 歴史の再現４
【第24回】 研究文献の輪読と史料解読１
【第25回】 研究文献の輪読と史料解読２
【第26回】 研究文献の輪読と史料解読３

成績評価の方法 ゼミナールで行う文献の解読（50％）、各自のリサーチレポート（50％）をもって評価する。
フィードバックの内容 指導の中で適宜フィードバックする。
教 科 書 『経済史への招待』カルロ・マリア・チポッラ（国文社）2001

指 定 図 書
『全航海の記録』コロンブス（岩波書店）2011、『アンソロジー新世界の挑戦３』オビエード（岩波書店）1994、『航海の記
録』コロンブス、アメリゴ、ガマ、バルボアマゼラン（岩波書店）1965、『メキシコ征服記１－３』ベルナール・カスティー
リョ（岩波書店）1986、『ペルーおよびクスコ地方征服に関する真実の報告』ヘレス（岩波書店）1980、『ヨーロッパと大西
洋』ブーチエ（岩波書店）1984、『西アフリカ航海の記録』アズララ（岩波書店）1981

参 考 書
教員からのお知らせ 授業計画の内容は、テキスト入手の有無、学生の理解度などに応じて、変更もあり得る。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワー・あるいは E メールにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 ゼミナールでは、学生が各々研究文献のまとめや調査したことの報告を行う必要があるため、事前に「能動的に授業外学習」

を行う。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125720 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（髙橋） 髙橋　美由紀 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
人口と経済の関係について歴史的視点から学び、現代の人口問題についても考えていきます。歴史的な働き方の変遷を通し
て、現代望ましいワークライフバランスを考えてみましょう。また、地域の経済の歴史と人々の暮らしの変容についても考
察します。

到 達 目 標 自分の考えをまとめて、説得的なプレゼーテンションが出来ることおよび、レポートが書けること。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

輪読に当たっては、事前に指定の箇所を読み、分からない用語などを調べておくこと。また、自分の課題については、報告
直前以外でも常にニュースその他を見て学修しておくこと（計120時間の授業外学修を要する）。

授 業 計 画

【第 1 回】 ゼミで何を学ぶか。人口と経済についての講義。
【第 2 回】 個人研究課題の報告。
【第 3 回】 課題図書の輪読１。
【第 4 回】 課題図書の輪読２。
【第 5 回】 課題図書の輪読３。
【第 6 回】 個人研究報告１。
【第 7 回】 個人研究報告２
【第 8 回】 個人研究報告３
【第 9 回】 コンピュータ実習１。
【第10回】 コンピュータ実習２
【第11回】 個人研究報告４。
【第12回】 個人研究報告５。
【第13回】 個人研究報告６。

合宿

【第14回】 課題図書の輪読４。
【第15回】 課題図書の輪読５。
【第16回】 課題図書の輪読６。
【第17回】 個人研究報告７。
【第18回】 個人研究報告８。
【第19回】 コンピュータ実習３。
【第20回】 コンピュータ実習４。
【第21回】 個人研究報告９
【第23回】 個人研究報告10。
【第24回】 ゼミ最終プレゼン３。
【第25回】 ゼミ最終プレゼン４。
【第26回】 ゼミ最終プレゼン５。

成績評価の方法 レポート（必須　50％）・報告・プレゼンテーション（40％）、ゼミ参加態度（10％）。
フィードバックの内容 プレゼンテーションは、発表の際にコメントをおこなう。また、提出されたレポート等はコメントを付し、返却する。

教 科 書

『歴史人口学で見た日本』速水　融（文春新書）2022、『東大塾　これからの日本の人口と社会』白波瀬　佐和子編（東京大
学出版会）2019、『人口学への招待』河野　稠果（中央公論社）2007、『人口論』トマス　ロバート　マルサス（光文社古典
新訳文庫）2011、『人口で語る世界史』ポール モーランド（著），渡会 圭子（翻訳）（文藝春秋社）2019、『愛と希望の「人
口学講義」』鬼頭　宏（ウエッジ）2015、『人口の世界史』マッシモ リヴィ－バッチ（著），速水 融（翻訳），斎藤 修（翻訳）

（東洋経済新報社）2014

指 定 図 書

『人類史のなかの人口と家族』木下　太志、浜野　潔（晃洋書房）2003、『歴史人口学からみた結婚・離婚・再婚』黒須　里
美他（麗澤大学出版会）2012、『歴史人口学のフロンティア』速水 融、友部 謙一、鬼頭 宏（東洋経済新報社）2001、『人口
と日本経済 - 長寿、イノベーション、経済成長』吉川　洋（中央公論新社）2016、『関係人口をつくる－定住でも交流でも
ないローカルイノベーション』田中輝美（木楽舎）2017、『老いてゆくアジア』大泉　啓一郎（中央公論社）2007、『人口減
少×デザイン』筧　祐介（英治出帆）2015、『人口問題と移民―日本の人口・階層構造はどう変わるのか』是川 夕（著，
編集），駒井 洋（監修）（明石書店）2019、『2050年 世界人口大減少』ダリル・ブリッカー（著），ジョン・イビットソン

（著），倉田 幸信（翻訳），河合 雅司（解説）（文藝春秋社）2020、『人口論入門　歴史から未来へ』杉田　菜穂（法律文化社）
2017

参 考 書 『［図説］人口で見る日本史』鬼頭宏（PHP 研究所）2007、『歴史人口学の世界』速水融（岩波書店）2012
教員からのお知らせ 講義順序は、教室状況によって変更する場合がある。参考書は必要に応じて追加し、その都度提示する。

オフィスアワー
本授業に関する質問・相談はに、ゼミ授業内にて受け付ける。積極的に質問すること。
また、学部学科にて定めるオフィスアワー（月曜日２限）にても受付ける。ただし、オフィスアワーに訪れる場合は、前もっ
てメールなどで連絡すること。

アクティブ･ラーニングの内容 ゼミの性質上、各自の事前学修と報告がかなりの割合を占める。
実践的な教育内容
そ の 他 ゼミ参加者の希望によって輪読書は若干変更する場合もある。
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講義コード 11C0125722 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（外木） 外木　好美 通年
履修前提条件 備 考
授業の目的 経済学の基本的な考え方を使って，具体的な経済事象について報告・討論することで，経済学的な考え方を身につけること

を目的とします。また，学外の方との交流等の課外活動も行います。以上を通じて，日本社会を見る際の視野を広げます。

到 達 目 標
①基本的な経済学の考え方を直観的に理解すること，②経済学の考え方と具体的な事例を対応させて，発表・討論ができる
こと，③記事や論文，資料を読んで，その事象についてまとめられること，④現場で起こっていることに対して，経済学的
に解決策を提示できること。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

報告・討論の準備をしっかり行ってください。常に、関連する資料やデータに関心を持ち，報告・討論に備えてください。
授業外で120時間以上の学習を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス＆経済学を学ぶ意義
【第 2 回】 自己紹介＆他己紹介（１）
【第 3 回】 自己紹介＆他己紹介（２）
【第 4 回】 経済学の考え方＆ゼミナール大会の下準備（１）
【第 5 回】 経済学の考え方＆ゼミナール大会の下準備（２）
【第 6 回】 経済学の考え方＆ゼミナール大会の下準備（３）
【第 7 回】 経済学の考え方＆ゼミナール大会の下準備（４）
【第 8 回】 経済学の考え方＆ゼミナール大会の下準備（５）
【第 9 回】 経済学の考え方＆ゼミナール大会の下準備（６）
【第10回】 経済学の考え方＆ゼミナール大会の下準備（７）
【第11回】 経済学の考え方＆ゼミナール大会の下準備（８）
【第12回】 経済学の考え方＆ゼミナール大会の下準備（９）
【第13回】 経済学の考え方＆ゼミナール大会の下準備（10）

【第14回】 経済学の考え方＆ゼミナール論文の作成（１）
【第15回】 経済学の考え方＆ゼミナール論文の作成（２）
【第16回】 経済学の考え方＆ゼミナール論文の作成（３）
【第17回】 経済学の考え方＆ゼミナール論文の作成（４）
【第18回】 経済学の考え方＆ゼミナール論文の作成（５）
【第19回】 経済学の考え方＆ゼミナール論文の作成（６）
【第20回】 経済学の考え方＆ゼミナール論文の作成（７）
【第21回】 経済学の考え方＆ゼミナール論文の作成（８）
【第22回】 経済学の考え方＆ゼミナール論文の作成（９）
【第23回】 経済学の考え方＆ゼミナール論文の作成（10）
【第24回】 経済学の考え方＆ゼミナール論文の作成（11）
【第25回】 経済学の考え方＆ゼミナール論文の作成（12）
【第26回】 経済学の考え方＆ゼミナール論文の作成（13）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（20％），ゼミナール大会の報告準備（40％），ゼミナール論文の執筆（40％）で評価する。
フィードバックの内容 報告資料や討論内容について，適宜，コメントや指示を入れます。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ LINE，メーリングリスト，Teams で情報共有します。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有，ゼミナール，グループ・ワーク，プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0125723 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（中村） 中村　宗之 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
日本の経済や社会の諸問題について説明する。マルクス経済学や景気循環論に関連する問題について説明する。各自興味の
あるテーマについて調査、報告し、検討する。ここ数年の課題文献のテーマは、ブラック企業、ワーキングプア、ベーシッ
クインカム、日本の水田稲作などである。

到 達 目 標 日本の経済や社会の諸問題について調査し、考察することができる。その内容を人に十分に伝えて、議論することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業内容に関して予習や復習を行う。報告準備等を十分に行う。授業外で計120時間以上の学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 はじめに
【第 2 回】 課題文献の検討（１）
【第 3 回】 課題文献の検討（２）
【第 4 回】 課題文献の検討（３）
【第 5 回】 課題文献の検討（４）
【第 6 回】 課題文献の検討（５）
【第 7 回】 個人またはグループの研究報告（１）
【第 8 回】 個人またはグループの研究報告（２）
【第 9 回】 個人またはグループの研究報告（３）
【第10回】 個人またはグループの研究報告（４）
【第11回】 個人またはグループの研究報告（５）
【第12回】 個人またはグループの研究報告（６）
【第13回】 前期のまとめ

【第14回】 個人またはグループの研究報告（７）
【第15回】 個人またはグループの研究報告（８）
【第16回】 個人またはグループの研究報告（９）
【第17回】 個人またはグループの研究報告（10）
【第18回】 個人またはグループの研究報告（11）
【第19回】 個人またはグループの研究報告（12）
【第20回】 個人またはグループの研究報告（13）
【第21回】 課題文献の検討（６）
【第22回】 課題文献の検討（７）
【第23回】 課題文献の検討（８）
【第24回】 課題文献の検討（９）
【第25回】 課題文献の検討（10）
【第26回】 後期のまとめ

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（50％）、報告内容（50％）により評価する。
フィードバックの内容 報告内容はその都度検討される。必要に応じて個別指導を実施する。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問や相談は、学部学科で定めるオフィスアワーにて受け付けます。Teams 等でも受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学習、ゼミナール、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125725 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（林） 林　康史 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
金融・証券・資産運用について学習する。テキストを輪読し、加えて、その内容に関して討論する。
学問的に、論理的思考ができるよう、積極的な議論を行うとともに、実際の市場に即したテーマで、ソクラテス・メソッド
を行う。

到 達 目 標 マーケットにおける論理的思考・発想ができ、また、センスやマナーが身につくこと。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

必要に応じて、サブゼミをゼミ生が自主的に運営することがある（120時間。サブゼミは、DVD 等でゼミの予習に充てる。
ゼミは、サブゼミの内容は学習済みという前提で行われるので、留意のこと）。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス
【第 2 回】 論文の読み方・書き方①
【第 3 回】 論文の読み方・書き方②
【第 4 回】 論文の読み方・書き方③
【第 5 回】 論文の読み方・書き方④
【第 6 回】 証券投資の基礎①
【第 7 回】 証券投資の基礎②
【第 8 回】 証券投資の基礎③
【第 9 回】 証券投資の基礎④
【第10回】 株式投資①
【第11回】 株式投資②
【第12回】 株式投資③
【第13回】 株式投資④

【第14回】 株式投資⑤
【第15回】 株式投資⑥
【第16回】 株式投資⑦
【第17回】 株式投資⑧
【第18回】 株式投資⑨
【第19回】 株式投資⑩
【第20回】 株式投資⑪
【第21回】 株式投資⑫
【第22回】 株式投資⑬
【第23回】 株式投資⑭
【第24回】 株式投資⑮
【第25回】 株式投資⑯
【第26回】 総括

成績評価の方法 ゼミへの積極的な関与（40％）、報告（30％）・レポートの内容（30％）等により、総合評価する。
フィードバックの内容 ゼミに関する質問・相談は、随時、受付ける。
教 科 書 『株式投資 第４版』J. シーゲル（日経 BP 社）2009年
指 定 図 書 『改定版 金持ち父さんの投資ガイド 入門編』ロバート・キヨサキ他（筑摩書房）2014年、『改定版 金持ち父さんの投資ガイ

ド 上級編』ロバート・キヨサキ他（筑摩書房）2014年

参 考 書

『戦略的リスク管理入門』ジェームズ・ラム（勁草書房）2016年、『トレーダーの発想術―マーケットで勝ち残るための70
の箴言』ロイ・ロングストリート（日経 BP 社）2014年、『バリュー投資―株の本当の価値を問う』C・ブラウン（日経 BP
社）2007年、『マネーと常識―投資信託で勝ち残る道』ジョン・ボーグル（日経 BP 社）2007年、『カクテルパーティーの
経済学 マクロで読み解く成功する投資のヒント』V. キャント（ダイヤモンド社）2008年、『マネーの公理―スイスの銀行
家に学ぶ儲けのルール』マックス ギュンター（日経 BP 社）2005年、『天才数学者、株にハマる～数字オンチのための投資
の考え方』ジョン・パウロス（ダイヤモンド社）2004年、『投資の心理学』リフソンとガイスト編（東洋経済新報社）2001
年、『国際投資へのパスポート モビアスの84のルール』マーク・モビアス（日本経済新聞社）2000年、『欲望と幻想の市場～
伝説の投機王リバモア』エドウィン・ルフェーブル（東洋経済新報社）1999年

教員からのお知らせ ゼミ合宿（実施の有無も含め、時期等は未定）等、ゼミ生と教員の全員で運営する。また、与えられた分担は責任をもって
果たすこと。

オフィスアワー ゼミに関する質問・相談は、メールまたは電話で受付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 事前に、オンライン教材の視聴を行う等、対面の授業の前に、学習すべきことがあることに留意されたい。
実践的な教育内容
そ の 他 金融論等、受講・聴講するのが望ましい授業は、別途、指示する。

ゼミⅠとゼミⅡの受講生は、相互に、聴講するものとする。
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講義コード 11C0125727 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（ホーマン） ホーマン　由佳 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
現代のグローバル社会に求められる英語力をめざして、特定のテーマについてさまざまな視点から考える力を養い、英語で
自分の考えを発信する能力を高めることを目標にする。前半はプレゼンテーションの準備から実施までのプロセスを習得し、
後半はプレゼンテーションスキルを磨くことを目的とする。

到 達 目 標 日常的なテーマの中から自分が主張したいトピックを取り上げて深く考え、関連資料の情報収集をし、英語の原稿のアウト
ラインを作成し、それに基づいて英文原稿をおこし、説得力のあるプレゼンテーションを完成することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

教室で行う授業は、ひとりひとりが授業外活動でおこなった成果を共有しあう能動的学習の場である。ゼミ生全員で決めた
年間計画に沿って各自が担当分の作業を行う。
授業外学修は120時間以上を要する。毎回、ゼミの内容の予習、復習を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 英語でプレゼンテーションするために
【第 2 回】 テーマ選定（ブレインストーミング、情報収集）
【第 3 回】 アウトライン作成
【第 4 回】 スピーチ原稿作成
【第 5 回】 スピーチ原稿校正
【第 6 回】 個人プレゼンテーション
【第 7 回】 テーマ選定（ブレインストーミング、情報収集）
【第 8 回】 テーマに関するディスカッション
【第 9 回】 アウトライン作成
【第10回】 スピーチ原稿作成
【第11回】 スピーチ原稿校正
【第12回】 リハーサル
【第13回】 グループプレゼンテーション大会

【第14回】 フォーマルなプレゼンテーションとは
【第15回】 テーマごとの資料収集、ディスカッション（１）
【第16回】 テーマごとの資料収集、ディスカッション（２）
【第17回】 アウトライン作成（１）
【第18回】 アウトライン作成（２）
【第19回】 スピーチ原稿作成（１）
【第20回】 スピーチ原稿作成（２）
【第21回】 個人プレゼンテーション
【第22回】 資料収集、ディスカッション、スピーチ原稿作成（1）
【第23回】 資料収集、ディスカッション、スピーチ原稿作成（2）
【第24回】 リハーサル
【第25回】 プレゼンテーション大会
【第26回】 まとめ、振り返り

成績評価の方法 ゼミ活動の姿勢（10％）、プレゼン準備のディスカッション（10％）、スピーチ原稿などの提出物（30％）、プレゼンのパフォー
マンス（50％）

フィードバックの内容 課題に対する講評を授業内で行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ プレゼンテーション実施日などにゼミⅠやゼミⅡ合同授業を行うことがあります。

TOEIC 受験を推奨します。
オフィスアワー 水曜昼休み
アクティブ･ラーニングの内容 ディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0125729 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（宮川） 宮川　幸三 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本ゼミナールの目標は、経済データを用いて正しい手法で実証分析を行う技能を身につけることである。経済の実証分析と
は、経済データを使って経済理論を検証することであり、そのためには分析手法だけでなく経済理論についての理解も不可
欠である。ゼミナールⅠでは、統計データを用いた分析の手法を学ぶとともに、経済に関連するテーマについてディベート
等を行うことによって経済理論に対する理解を深める。

到 達 目 標 経済データを用いて適切な方法で分析を行うことができる。
効果的なプレゼンテーションを行うことができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、120時間以上の授業外学修を行うこと。
授業外学修では、与えられた課題と次回内容の準備を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス（１）
【第 2 回】 ディベート（１）
【第 3 回】 単回帰分析（講義）（１）
【第 4 回】 ディベート（２）
【第 5 回】 単回帰分析（講義）（２）
【第 6 回】 ディベート（３）
【第 7 回】 単回帰分析（グループワーク）（１）
【第 8 回】 ディベート（４）
【第 9 回】 単回帰分析（プレゼンテーション）（１）
【第10回】 ディベート（５）
【第11回】 単回帰分析（グループワーク）（２）
【第12回】 ディベート（６）
【第13回】 単回帰分析（プレゼンテーション）（２）

【第14回】 重回帰分析基礎（講義）（１）
【第15回】 重回帰分析基礎（グループワーク）（１）
【第16回】 ディベート（７）
【第17回】 重回帰分析基礎（プレゼンテーション）（１）
【第18回】 重回帰分析基礎（プレゼンテーション）（２）
【第19回】 ディベート（８）
【第20回】 重回帰分析応用（講義）（１）
【第21回】 重回帰分析応用（講義）（２）
【第22回】 ディベート（９）
【第23回】 重回帰分析応用（グループワーク）（１）
【第24回】 重回帰分析応用（グループワーク）（２）
【第25回】 重回帰分析応用（プレゼンテーション）（１）
【第26回】 重回帰分析応用（プレゼンテーション）（２）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（50％）、授業中に行うプレゼンテーションやディベートの内容（50％）によって評価する。
フィードバックの内容 課題に対する講評を授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、講義案内で示したオフィスアワーにおいて受付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、ディベート、グループ・ワーク、プレゼンテーション、演習
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125730 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（村田） 村田　啓子 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習では、日本経済を理解する上で重要度の高い各種統計データについて学修した上で、日本経済の現況及び課題ついて
学びます。現実の日本経済の動向を理解するとともに、実施された政策や問題点についても学修することを通じ、一人一人
の学生が、実体経済について自らの問題意識を持ちつつ主体的に考え、卒業後の将来においても役立つ能力を養うことを目
指します。

到 達 目 標 日本経済を理解するために必要なデータ・統計及びその見方に関する専門知識を習得するとともに、日本経済について自ら
考える力を修得する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

演習で与えられた課題について予習を行い、疑問点があったら友人と議論しましょう。自分が発表の時にはレジュメを作成
し余裕をもちつつ発表の準備をしましょう。演習後は、演習で学び、議論した内容を理解できているか復習・確認しましょ
う（授業外で計120時間以上）。

授 業 計 画

【第 1 回】 概論・日本経済・データ分析の学修１・討論
【第 2 回】 日本経済・データ分析の学修２・討論
【第 3 回】 日本経済・データ分析の学修３・討論
【第 4 回】 日本経済・データ分析の学修４・討論
【第 5 回】 日本経済・データ分析の学修５・討論
【第 6 回】 日本経済・データ分析の学修６・討論
【第 7 回】 日本経済・データ分析の学修７・討論
【第 8 回】 日本経済・データ分析の学修８・討論
【第 9 回】 日本経済・データ分析の学修９・討論
【第10回】 日本経済・データ分析の学修10・討論
【第11回】 日本経済・データ分析の学修11・討論
【第12回】 日本経済・データ分析の学修12・討論
【第13回】 今後のゼミナール活動に関する検討・討論

【第14回】 後期概論・日本経済・データ分析の学修13・討論
【第15回】 日本経済・データ分析の学修14・討論
【第16回】 日本経済・データ分析の学修15・討論
【第17回】 日本経済・データ分析の学修16・討論
【第18回】 日本経済・データ分析の学修17・討論
【第19回】 日本経済・データ分析の学修18・討論
【第20回】 日本経済・データ分析の学修19・討論
【第21回】 日本経済・データ分析の学修20・討論
【第22回】 日本経済・データ分析の学修21・討論
【第23回】 日本経済・データ分析の学修22・討論
【第24回】 日本経済・データ分析の学修23・討論
【第25回】 日本経済・データ分析の学修24・討論
【第26回】 今後のゼミナール活動に関する検討・討論

成績評価の方法 ゼミナール活動への取組み姿勢（20％）、報告時の内容とプレゼンテーション（40％）、グループ研究での貢献度（40％）。
フィードバックの内容 報告、プレゼンテーション、討論の内容についてコメントを行います。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ テキストは、演習内で相談の上決定します。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます（事前にメールで連絡すること）。
アクティブ･ラーニングの内容 報告、プレゼンテーション、討論の内容についてフィードバックを行います。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0125732 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（山口） 山口　和男 通年
履修前提条件 備 考
授業の目的 経済学の基礎にあたるミクロ経済学を修めることを目的とする．

到 達 目 標 完全競争について説明できる．市場の失敗について説明できる．ミクロ経済学を使って経済現象を説明できる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

毎回報告準備を行うこと．
授業外に計120時間以上の学修を行うこと．

授 業 計 画

【第 1 回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第 2 回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第 3 回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第 4 回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第 5 回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第 6 回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第 7 回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第 8 回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第 9 回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第10回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第11回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第12回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第13回】 ミクロ経済学の教科書を輪読

【第14回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第15回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第16回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第17回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第18回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第19回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第20回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第21回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第22回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第23回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第24回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第25回】 ミクロ経済学の教科書を輪読
【第26回】 ミクロ経済学の教科書を輪読

成績評価の方法 報告（100％）による．
フィードバックの内容
教 科 書 『ミクロ経済学　第３版』伊藤元重（日本評論社）2018、『ゼミナール　ゲーム理論入門』渡辺隆裕（日本経済新聞出版）2008
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，学部学科にて定めるオフィスアワーにて受け付けます．
アクティブ･ラーニングの内容 ゼミナール
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125734 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅠ（渡部） 渡部　真弘 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
（１）経済問題や社会問題の本質を明確に捉えるために必要なミクロ経済学的視点と分析能力を培うことを目的とする．
（２）各自の問題意識に基づく成果を集約したレポートを提出することを目的とする．
（３）卒業論文執筆に向けて準備を進めることを目的とする．

到 達 目 標 （１）組織・制度の在り方を考える問題といった題材を，ミクロ経済的な視点で論理的に考察することが可能となる．
（２）分かりやすい資料作成や発表の技術が身につく．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

課題に関連する文献の内容把握や発表の準備に加えて，期末試験の代替として課されるレポート作成に向けて，週に少なく
とも４時間（計120時間以上）の授業時間外の学修が必要である．

授 業 計 画

【第 1 回】 第１期の活動に関するオリエンテーション，
個々の学生の興味・関心の把握

【第 2 回】 文献輪読，学生による発表（１ - １）
【第 3 回】 文献輪読，学生による発表（１ - ２）
【第 4 回】 文献輪読，学生による発表（１ - ３）
【第 5 回】 文献輪読，学生による発表（１ - ４）
【第 6 回】 レポート作成の準備（１ - ５）
【第 7 回】 文献輪読，学生による発表（２ - １）
【第 8 回】 文献輪読，学生による発表（２ - ２）
【第 9 回】 文献輪読，学生による発表（２ - ３）
【第10回】 文献輪読，学生による発表（２ - ４）
【第11回】 レポート作成の準備（２ - ５）
【第12回】 レポートの内容に基づく報告（３ - １）
【第13回】 レポートの内容に基づく報告（３ - ２）

【第14回】 第２期の活動に関するオリエンテーション
【第15回】 文献輪読，学生による発表（４ - １）
【第16回】 文献輪読，学生による発表（４ - ２）
【第17回】 文献輪読，学生による発表（４ - ３）
【第18回】 文献輪読，学生による発表（４ - ４）
【第19回】 レポート作成の準備（４ - ５）
【第20回】 文献輪読，学生による発表（５ - １）
【第21回】 文献輪読，学生による発表（５ - ２）
【第22回】 文献輪読，学生による発表（５ - ３）
【第23回】 文献輪読，学生による発表（５ - ４）
【第24回】 レポート作成の準備（５ - ５）
【第25回】 レポートの内容に基づく報告（６ - １）
【第26回】 レポートの内容に基づく報告（６ - ２）

成績評価の方法
評価割合は，各授業回の事前準備への取り組み姿勢60％，第１期に作成したレポート20％，第２期に作成したレポート20％
とする．
グループワークにかかわる評価は各授業回の事前準備に含まれる．レポートは個々に執筆したものを提出する必要がある．

フィードバックの内容 提出物や発表に対して講評を行う．
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ レポート作成や発表資料作成に欠かせない Microsoft Word・Excel・PowerPoint や Latex といった各種ソフトウェアの操作

については適宜指導する．授業にかかわる連絡や資料配布は，Open LMS にて行う．
オフィスアワー 木曜日３時限，2号館516研究室

事前に連絡があれば他の曜日・時間帯に対面・オンラインでも面談を実施する．
アクティブ･ラーニングの内容（１）教員からのフィードバックによる振り返り：提出物や発表に対して講評を行う．

（２）能動的な授業外学習：図書館のデータベースの活用
実践的な教育内容

そ の 他

（１）出席しても，報告の準備をしていなかったり，教員や他の学生との議論に参加しなければ成績評価の対象とはなりませ
ん．

（２）グループワークであっても，全体像を把握しなければ自分一人で卒業論文を執筆するための訓練にならないため，成績
評価の主な対象となるレポートは個々に作成する必要があります．

（３）ゼミナール大会・ゼミナール協議会にかかわる事項を事前に確認してシラバスに含めることが困難であるため強要は致
しません．自己責任の範囲でかかわってください．
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講義コード 11C0125736 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（王ゼイ） 王　ゼイ 通年
履修前提条件 備 考
授業の目的 このゼミでは、経済学の学習と同時に、ドキュメンテーション・プレゼンテーション能力を高めて、数理科学・プログラミ

ング・データサイエンスなどの知識とスキルを身につけることを目指して、総合的な学習を行う。

到 達 目 標
学生はこの講義の履修を通じて、以下の目的を達成できる。
①大学で経済学を学んでいく上で必要な数学・統計学を習得する。
② R 言語を使い、基礎的なプログラミング技法を習得する。
③データサイエンスを学び、基本的なデータ分析能力を習得する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

指定された教科書の予習と復習及び課題と発表の準備を行ってください。週に少なくとも４時間（計120時間以上）の自主的
な学修が必要である．

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス
【第 2 回】 輪読及び発表１
【第 3 回】 輪読及び発表２
【第 4 回】 輪読及び発表３
【第 5 回】 輪読及び発表４
【第 6 回】 輪読及び発表５
【第 7 回】 輪読及び発表６
【第 8 回】 輪読及び発表７
【第 9 回】 輪読及び発表８
【第10回】 輪読及び発表９
【第11回】 輪読及び発表10
【第12回】 輪読及び発表11
【第13回】 輪読及び発表12

【第14回】 輪読及び発表13
【第15回】 輪読及び発表14
【第16回】 輪読及び発表15
【第17回】 輪読及び発表16
【第18回】 輪読及び発表17
【第19回】 輪読及び発表18
【第20回】 輪読及び発表19
【第21回】 輪読及び発表20
【第22回】 輪読及び発表21
【第23回】 輪読及び発表22
【第24回】 輪読及び発表23
【第25回】 輪読及び発表24
【第26回】 まとめ

成績評価の方法 発表（50％）及び課題（50％）により、評価を行う。

フィードバックの内容
この科目では、授業用のチームが立ち上げられ、履修者全員に授業用チームに参加していただくことになっている。授業用
チームの参加方法は初回の授業時に説明する。事前に Microsoft Outlook と Teams のアプリを所持の端末にインストールし
ておいて、使用できるような状態にしてください。授業時間外では、授業に関するお知らせ、資料配布、フィードバック、
課題の配布と提出などはすべて Microsoft Teams を通じて行われる。

教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ ノートパソコンを持参してください。
オフィスアワー Teams のチャット機能、Microsoft 365のメール（大学から付与されたメールアドレス）などで、予め教員と連絡を取ってく

ださい。
アクティブ･ラーニングの内容 ゼミナール大会での発表へ向けて、教員の指導のもとで、問題解決学習・プレゼンテーションを学生に行ってもらう。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0125737 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（戎野） 戎野　淑子 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
「労働」に関する基礎知識を基盤に、興味関心あるテーマを選ぶ。そのテーマについて、文献研究、ならびに討論を実施す
る。そこでは、プレゼンテーションの能力を身につけ、自分の意見を正確に伝え、積極的に議論を行うことができるように
なってほしい。

到 達 目 標 労働経済学の基礎知識を基盤に、様々なテーマについて自分の意見をまとめ、議論を行うことができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

課題を行う
上記に示した授業外の学修は、120時間以上を目安に行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 役職や今後の予定を相談のうえ決める
【第 2 回】 テーマをきめる
【第 3 回】 グループディスカッション１
【第 4 回】 グループディスカッション２
【第 5 回】 グループワーク１
【第 6 回】 グループワーク２
【第 7 回】 グループワーク３
【第 8 回】 グループワーク４
【第 9 回】 中間発表
【第10回】 レポーと作成１
【第11回】 レポート作成２
【第12回】 レポート作成３
【第13回】 まとめ

【第14回】 グループワーク５
【第15回】 グループワーク７
【第16回】 グループワーク８
【第17回】 グループディスカッション３
【第18回】 グループディスカッション４
【第19回】 グループワーク９
【第20回】 グループワーク10
【第21回】 プレゼンテーション１
【第22回】 プレゼンテーション２
【第23回】 プレゼンテーション３
【第24回】 プレゼンテーション４
【第25回】 グループワーク11
【第26回】 まとめ

成績評価の方法 学期末のレポート（40％）、プレゼンテーション（40％）と、授業での発表、討論（20％）により評価する。
フィードバックの内容 フィードバックは次回の授業までに行う
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 水曜日お昼休み
アクティブ･ラーニングの内容 毎回、課題を行い、そのフィードバックを次回実施する。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125738 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（苑） 苑　志佳 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
2025年度の苑ゼミⅡは、中国経済を中心に研究する。具体的には、教員の用意した中国経済の諸分野の解題・トピックを中
心とし、ゼミ生諸君は関心のあるトピックを自由に選び、各自で関係文献を収集して報告する。ゼミ諸君には、２年ゼミを
通いて身に着けたテクニックを活用し、活発な討論を行ってもらう。ゼミ運営は、従来通りにゼミ生を中心として行われる
が、教員は側面からサポートする。

到 達 目 標 本ゼミを通じ学生は、中国経済全般に関する知識をマスターすることができる。推薦図書を輪読することによって中国経済
発展のメカニズムおよび世界経済との関係などをより深く理解することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．この科目では、120時間以上の授業外学修を行うこと。
２．毎週の授業終了後に参考文献や予習資料などを指定するので、これを予習する。
３．授業時に配布される教材や資料を復習し、次回の授業時に問題提起を考える。
４．授業の予定テーマに関連する資料を自ら収集し、これを持って授業討論に臨む。

授 業 計 画

【第 1 回】 前期イントロダクション
【第 2 回】 トピック１
【第 3 回】 トピック２
【第 4 回】 トピック３
【第 5 回】 トピック４
【第 6 回】 トピック５
【第 7 回】 トピック６
【第 8 回】 トピック７
【第 9 回】 トピック８
【第10回】 トピック９
【第11回】 トピック10
【第12回】 トピック11
【第13回】 トピック12

【第14回】 後期イントロダクション
【第15回】 トピック13
【第16回】 トピック14
【第17回】 トピック15
【第18回】 トピック16
【第19回】 トピック17
【第20回】 トピック18
【第21回】 トピック19
【第22回】 トピック20
【第23回】 トピック21
【第24回】 トピック22
【第25回】 トピック23
【第26回】 通年総括

成績評価の方法
１．学習態度50％
２．プレゼン30％
３．討論参加20％

フィードバックの内容 毎週のプレゼン課題、テーマに対する講評を翌週授業内冒頭にて行う。
教 科 書 『高所得時代の中国経済を読み解く』丸川知雄他（東京大学出版会）2022年
指 定 図 書 『世界進出する中国型多国籍企業』苑志佳（創成社）2023年
参 考 書 『「経済成長」の起源』マーク・コヤマ、ジャレド・ルービン（草思社）2023年

教員からのお知らせ
上記のトピックは、教員が事前に準備し、最初授業時にゼミ生に配布する。ゼミ生は自由にこれらのトピックから関心のあ
るものを選択して報告を準備する。また、ゼミ生が各自で関心を持つ個別トピックがあれば、教員と相談するうえで選択す
ることができる。

オフィスアワー
－月曜日３限
－品川キャンパス２号館508室
－事前に＜0918@ris.ac.jp ＞に連絡すること

アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習など
実践的な教育内容
そ の 他
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さ

講義コード 11C0125739 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（王在喆） 王　在喆 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的

本授業はグローバルの視点により問題発見・問題解決のための手法を受講生に習得してもらうことを目標としている。この
ため、日中両国産業構造の比較研究をこのゼミⅡの研究課題とすることを予定している。具体的には、戦後日本経済の成長
パターンと対比しながら、「改革・開放」以降の中国経済の成長パターンを経済成長と経済発展の視点によって数量的に析出
することである。まず、産業連関分析の理論および産業連関表の読み方を勉強する。次に Excel などを使って、産業連関分
析を習得する。その上で、日中両国の産業連関関係を計量分析する。その成果をゼミナール論文にとりまとめる。上述以外
の研究課題について受講生と相談して決めることも可能である。

到 達 目 標
①産業連関理論と産業連関表の読み方を勉強することができる。
②産業連関モデルの計算方法を習得することができる。
③日中両国経済の変化を構造的に数量分析することができる。
④グループで研究成果をゼミナール論文にとりまとめることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業外学修：
①参考文献を読むこと。
② Excel 関数の操作方法を学習すること。
サブゼミやゼミ合宿などの時間も含めて120時間以上の授業外学修時間が必要になる。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス、国民経済計算（SNA）
【第 2 回】 国民経済計算における産業連関表の位置づけにつ

いて
【第 3 回】 産業連関表の読み方
【第 4 回】 地域産業連関表１
【第 5 回】 地域産業連関表２
【第 6 回】 国際産業連関表
【第 7 回】 中国の産業連関表
【第 8 回】 産業連関モデル１
【第 9 回】 産業連関モデル２
【第10回】 産業連関モデル３
【第11回】 産業連関モデル４
【第12回】 産業連関モデルの計算１
【第13回】 産業連関モデルの計算２

【第14回】 産業連関モデルの計算３
【第15回】 ゼミ論指導１
【第16回】 ゼミ論指導２
【第17回】 ゼミ論指導３
【第18回】 ゼミ論指導４
【第19回】 ゼミ論指導５
【第20回】 ゼミ論指導６
【第21回】 ゼミナール大会発表準備１
【第22回】 ゼミナール大会発表準備２
【第23回】 産業連関論と企業理論
【第24回】 産業連関論とケインズ経済学
【第25回】 産業連関論と外国貿易
【第26回】 予備日

成績評価の方法 授業への取り組み：20％、授業内発表：50％、論文やレポートの作成など：30％。
フィードバックの内容 学習の内容や研究の進捗について授業内外で適宜にコメントする。
教 科 書
指 定 図 書

参 考 書

『産業連関分析入門』新飯田宏（東洋経済新報社）1978、『中国の経済成長：地域連関と政府の役割』王在喆（慶應義塾大学
出版会）2001、『産業連関分析入門：Excel と VBA でらくらく IO 分析』藤川清史（日本評論社）2005、『産業連関分析入門』
宮沢健一編（日本経済新聞社）2002、『産業連関論入門：新しい現実分析の理論的背景』森嶋通夫（創文社）1956、『日中連
関構造の経済分析』王在喆・宮川幸三・山田光男（勁草書房）2016、『21世紀の資本』トマ・ピケティ［著］; 山形浩生，守
岡桜，森本正史訳（みすず書房）2014.12

教員からのお知らせ ①教科書は受講生と相談したうで決めたい。
②「計量経済学」、「経済統計」、「実証経済分析」の同時履修が望ましい。

オフィスアワー 時間：木曜日６限目（18：00-19：30）
場所：２号棟511研究室（事前連絡：wzz@ris.ac.jp）

アクティブ･ラーニングの内容 ゼミナール、意見共有、能動的な授業外学習など
実践的な教育内容
そ の 他
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さ

講義コード 11C0125741 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（小沢奈） 小沢　奈美恵 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
学内ゼミ大会に向けて、論文の作成と発表の準備を行う。テーマは、ゼミメンバーが選び、現代アメリカの現状を反映した
トピックを扱う予定である。英語、日本語の文献やアメリカ映画やニュースなどの映像を用いる。この研究を通じて、アメ
リカ社会の抱える諸問題を深く掘り下げて理解し、英語で説明できるようにする。

到 達 目 標
１．アメリカの現代社会の問題を、映像や文献を読むことを通じて、深く理解し批評できる。
２．アメリカのニュースを視聴したり、アメリカ関連の記事を日本語や英語で読むことでアメリカ理解を深める。
３．グループで討論しながら、論文を完成する。
４．完成した論文を、分かりやすく人に伝えるプレゼン力をつける。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では120時間以上の授業外学修を行う。
１．テーマに関連した本、雑誌、ニュース、メディア（日本語／英語）を通じてテーマに関連した資料を読み、批評的に考
える。
２．各自分担部分のゼミ論を書いて、夏休み前後で発表の準備を行う。
３．発表用パワーポイントや発表原稿を作成する。

授 業 計 画

【第 1 回】 テーマ別に二つのグループに分かれ、文献調査を
行う。

【第 2 回】 文献調査（英語・日本語）と発表１
【第 3 回】 文献調査（英語・日本語）と発表２
【第 4 回】 文献調査（英語・日本語）と発表３
【第 5 回】 論文執筆１
【第 6 回】 論文執筆２
【第 7 回】 論文執筆３
【第 8 回】 論文執筆４
【第 9 回】 論文完成と校正
【第10回】 英語発表原稿と PPT 作成１
【第11回】 英語発表原稿と PPT 作成２
【第12回】 英語発表原稿と PPT 作成３
【第13回】 中間発表

【第14回】 論文とプレゼン用 PPT の改良１
【第15回】 論文とプレゼン用 PPT の改良２
【第16回】 論文とプレゼン用 PPT の改良３
【第17回】 発表練習１
【第18回】 発表練習２
【第19回】 発表練習３
【第20回】 発表練習４
【第21回】 ゼミ大会の反省と論文修正
【第22回】 論文修正
【第23回】 卒論テーマ準備 / アメリカ関連映画・ニュース１
【第24回】 卒論テーマ準備 / アメリカ関連映画・ニュース２
【第25回】 卒論テーマ準備 / アメリカ関連映画・ニュース３
【第26回】 発表とレポート

成績評価の方法 発表・参加態度（30％）ゼミ論（50％）課題提出（20％）

フィードバックの内容
１．グループ発表にコメントを行い、改善を求めたり、今後調査すべき問題を指摘したり、文献を紹介します。
２．ゼミ論を一人ずつ添削して返却し、修正箇所は、良くなるまで何度も確認します。
３．クラスメイトや教師の感想をフィードバックします。

教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 連絡は e-mail やラインなどで頻繁に取り合いましょう。教科書や参考書は、ゼミ論のテーマが決まってから図書館の OPAC

や Webcat などで検索し調査して、入手します。
オフィスアワー 水曜３時限のオフィスアワーに314研究室で対応します。予め、メール（ozawa@ris.ac.jp）か LMS でアポイントを取ってく

ださい。メールか LMS などでの相談にも応じます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習、調査学習、グループワーク、グループ・ディスカッション、教員からのフィードバックに

よる振り返り
実践的な教育内容
そ の 他
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さ

講義コード 11C0125742 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（小沢佳） 小沢　佳史 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
この授業では、「ゼミナールⅠ」での学修を深化させてゆく。より詳しく言えば、この授業の目的は、経済学の歴史をめぐる
発展的な知識を身に付けること、そしてそれを通じて、過去の出来事を踏まえ多様な視点から現在の出来事を捉えられるよ
うになること、そのうえで、自分たちの関心事を探究してその成果をわかりやすく表現できるようになることである。その
ためにこの授業では、主として経済学の歴史に関する古典を輪読する。

到 達 目 標
１．経済学の歴史―現在の経済学が誕生するまでのプロセス―を、自分たちの言葉で詳しく説明できる。
２．目の前にあるものを、立体的・多面的に説明できる。
３．グループのメンバーと協力して、自分たちの関心事を探究し、その成果を他人へ正確に伝えることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、120時間以上の授業外学修を行うこと。授業外学修では、担当者からの指示やフィードバックを参照して、毎
回の復習と次回の予習を入念に行うこと。また、大学の図書館などを最大限に活用して、新聞をできる限り毎日読むこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 「ゼミナールⅠ」での学修の振り返り
【第 2 回】 古典の選定
【第 3 回】 調査①―指定図書の該当箇所の確認
【第 4 回】 調査②―古典の概要①
【第 5 回】 調査③―古典の概要②
【第 6 回】 報告と議論①―第１グループ
【第 7 回】 報告と議論②―第２グループ
【第 8 回】 調査④―古典の精読①
【第 9 回】 調査⑤―古典の精読②
【第10回】 調査⑥―古典の精読③
【第11回】 調査⑦―古典の精読④
【第12回】 報告と議論③―第１グループ
【第13回】 報告と議論④―第２グループ

【第14回】 調査⑧―古典の精読⑤
【第15回】 調査⑨―古典の精読⑥
【第16回】 調査⑩―古典の精読⑦
【第17回】 調査⑪―古典の精読⑧
【第18回】 報告と議論⑤―第１グループ
【第19回】 報告と議論⑥―第２グループ
【第20回】 調査⑫―古典の精読⑨
【第21回】 調査⑬―古典の精読⑩
【第22回】 調査⑭―古典の精読⑪
【第23回】 調査⑮―古典の精読⑫
【第24回】 報告と議論⑦―第１グループ
【第25回】 報告と議論⑧―第２グループ
【第26回】 全体のまとめ

※この進度や内容は目安であり、履修者と相談しながら進度や内容を適宜調整する。
成績評価の方法 報告（50％）と、議論を含む授業への取り組み姿勢（50％）によって評価する。
フィードバックの内容 報告や議論について、授業内でフィードバックする。
教 科 書

指 定 図 書

『福祉の経済思想家たち 増補改訂版』小峯敦 編（ナカニシヤ出版）2010、『交響する経済学―経済学はどう使うべきか』中
村達也 著（筑摩書房）2022、『経済思想』猪木武徳 著（岩波書店）2017、『経済思想入門』松原隆一郎 著（筑摩書房）2016、

『写真で見る ヴィクトリア朝ロンドンの都市と生活』アレックス・ワーナー，トニー・ウィリアムズ 著 ; 松尾恭子 訳（原書
房）2013、『経済学の名著30』松原隆一郎 著（筑摩書房）2009、『経済学のことば』根井雅弘 著（講談社）2004、『西洋政治
思想資料集』杉田敦，川崎修 編著（法政大学出版局）2014、『政治学の名著30』佐々木毅 著（筑摩書房）2007

参 考 書 『ソクラテスの弁明』プラトン 著 ; 納富信留 訳（光文社）2012
教員からのお知らせ 無断で欠席したり遅刻したりすることは、基本的に認められない。
オフィスアワー この授業に関する質問・相談は、学部学科で定めるオフィスアワーにて受け付ける。また授業終了後、次の授業に支障がな

い範囲で教室内でも対応する。
アクティブ･ラーニングの内容 ゼミナール。
実践的な教育内容
そ の 他
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さ

講義コード 11C0125743 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（小野﨑） 小野﨑　保 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的

このゼミでは、ゼミナールⅠで修得した人工社会シミュレーションの手法を用いて、グループワークにより自分たちのオリ
ジナルなシミュレーション・モデルを作成・分析を行う。こうした作業を通じてシミュレーション的な思考を養い、いろい
ろな社会現象の背後にある本質的なメカニズムを理解する。
第１期には、グループ毎に文献調査やアンケート調査などを通じて研究テーマの骨格を構築する。また，同時にシミュレー
ション・モデルの開発に着手する。第２期にはシミュレーション・モデルを完成させモデルを用いた分析を行い、最終的に
は論文としてまとめゼミナール大会で発表を行う。

到 達 目 標
（１）人工社会シミュレーションの意義や方法について深く理解できる。
（２）自分の問題意識に沿ってテーマ設定をし、人工社会シミュレーションを用いてそのテーマについて研究することができ
る。

（３）社会現象の背後にある本質的なメカニズムについて自ら仮説を立てて考えることができるようになる。
授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

第１期・第２期を通して、ゼミナール大会に向けたグループ研究を授業時間以外にも定期的に実施すると通じて、授業外に
合計120時間以上の学習をおこなうこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 研究テーマに関するディスカッション
【第 2 回】 研究テーマの骨格を構築（その１）
【第 3 回】 研究テーマの骨格を構築（その２）
【第 4 回】 研究テーマの骨格を構築（その３）
【第 5 回】 文献調査およびアンケート調査（その１）
【第 6 回】 文献調査およびアンケート調査（その２）
【第 7 回】 文献調査およびアンケート調査（その３）
【第 8 回】 文献調査およびアンケート調査（その４）
【第 9 回】 モデルの設計（その１）
【第10回】 モデルの設計（その２）
【第11回】 モデルの構築（その１）
【第12回】 モデルの構築（その２）
【第13回】 モデルの構築（その３）

【第14回】 モデルの構築（その４）
【第15回】 モデルの構築（その５）
【第16回】 モデルの完成（その１）
【第17回】 モデルの完成（その２）
【第18回】 シミュレーションおよび論文執筆（その１）
【第19回】 シミュレーションおよび論文執筆（その２）
【第20回】 シミュレーションおよび論文執筆（その３）
【第21回】 シミュレーションおよび論文執筆（その４）
【第22回】 プレゼンテーション練習
【第23回】 モデルの修正および追加文献調査
【第24回】 追加シミュレーションおよび追加実地調査
【第25回】 論文修正（１）
【第26回】 論文修正（２）

成績評価の方法 ゼミナール活動への取り組み姿勢（30％）、グループ研究での貢献度（70％）による。
フィードバックの内容 グループ研究の方法、内容、発表などについて、随時口頭によりコメントする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ グループ研究に用いる文献は研究テーマに応じて適宜紹介する。
オフィスアワー メール（onozaki@ris.ac.jp）にて随時受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 ゼミナール、演習、問題解決学習、調査学習、グループ・ディスカッション、グループ・ワーク、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0125744 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（川口） 川口　真一 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的

本ゼミナールは、わが国の税制の仕組みや役割、機能を学ぶことを目的とする。税は国民の日々の暮らしに直接影響をもた
らすため、我々がそれをよく理解し今後の税制のあり方を考えていく必要がある。
このゼミでは、少子高齢化、格差社会が問題となる中で、税制はどうあるべきかをメディアや論文などで取り上げられてい
る題材をもとにディスカッションを行う。
さらに、ゼミ生各自が研究テーマを設定し、それについて研究報告を行う。

到 達 目 標 税制問題に関するディスカッションを通して、プレゼン能力と論理的思考力を身につける。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、120時間以上の授業外学修を行うこと。
ミクロ経済学の基礎と講義で使用する教科書を十分に理解すること。

授 業 計 画

【第 1 回】 租税に関する知識および理論の修得①
【第 2 回】 租税に関する知識および理論の修得②
【第 3 回】 租税に関する知識および理論の修得③
【第 4 回】 租税に関する知識および理論の修得④
【第 5 回】 租税に関する知識および理論の修得⑤
【第 6 回】 租税に関する知識および理論の修得⑥
【第 7 回】 租税に関する知識および理論の修得⑦
【第 8 回】 租税に関する知識および理論の修得⑧
【第 9 回】 租税に関する知識および理論の修得⑨
【第10回】 租税に関する知識および理論の修得⑩
【第11回】 租税に関する文献の輪読①
【第12回】 租税に関する文献の輪読②
【第13回】 租税に関する文献の輪読③

【第14回】 租税に関する文献の輪読④
【第15回】 租税に関する文献の輪読⑤
【第16回】 租税に関する文献の輪読⑥
【第17回】 租税に関する文献の輪読⑦
【第18回】 租税に関する文献の輪読⑧
【第19回】 租税に関する文献の輪読⑨
【第20回】 租税に関する文献の輪読⑩
【第21回】 ゼミ生による研究報告①
【第22回】 ゼミ生による研究報告②
【第23回】 ゼミ生による研究報告③
【第24回】 ゼミ生による研究報告④
【第25回】 ゼミ生による研究報告⑤
【第26回】 ゼミ生による研究報告⑥

成績評価の方法 ゼミでの報告によって評価する（100％）。
フィードバックの内容
教 科 書 授業時に指示する
指 定 図 書 授業時に指示する
参 考 書 授業時に指示する
教員からのお知らせ ミクロ経済学と財政学を履修していることが望ましい。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習など
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125745 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（河原） 河原　伸哉 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
国際・観光経済学とデータ分析について演習形式で学ぶ。基礎的な内容から学び始め、中級レベルの内容も理解できること
を目標とする。上記に加えて、新聞や経済雑誌等の記事を用いて、現実の経済問題についての理解を深めながら、プレゼン
テーションの技法についても学ぶ。

到 達 目 標 国際・観光経済学とデータ分析の基本的な概念を理解し、それらを他の学生に対して説明できる。他の学生の発表に対して
自らの意見を述べることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

毎回のゼミでは、指定された教科書であらかじめ決められた各自の分担箇所について発表し、それに関する質疑応答や問題
演習を行う。このため各回の授業で取り扱う内容について、教科書や参考書等を用いた予習・復習など授業外に計120時間以
上の学修を行うこと。

授 業 計 画

教科書等の報告・討論に加えて、個別・グループ単位で特定のテーマについて調査・報告を行い、ゼミナール大会の参加に
向けての準備を行う。
【第 1 回】 観光経済学の学習１
【第 2 回】 観光経済学の学習２
【第 3 回】 観光経済学の学習３
【第 4 回】 観光経済学の学習４
【第 5 回】 観光経済学の学習５
【第 6 回】 観光経済学の学習６
【第 7 回】 研究報告と討論１
【第 8 回】 データ分析の学習１
【第 9 回】 データ分析の学習２
【第10回】 データ分析の学習３
【第11回】 データ分析の学習４
【第12回】 データ分析の学習５
【第13回】 研究報告と討論２

【第14回】 国際経済学の学習１
【第15回】 国際経済学の学習２
【第16回】 国際経済学の学習３
【第17回】 国際経済学の学習４
【第18回】 国際経済学の学習５
【第19回】 国際経済学の学習６
【第20回】 研究報告と討論３
【第21回】 データ分析の演習１
【第22回】 データ分析の演習２
【第23回】 データ分析の演習３
【第24回】 データ分析の演習４
【第25回】 データ分析の演習５
【第26回】 研究報告と討論４

成績評価の方法 到達目標で挙げた各項目に基づき、平常点（授業への参加姿勢）に50％、課題（発表、レポート等）に50％を配分して評価
する。

フィードバックの内容 発表やレポートに対するコメントなどを授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 使用するテキストについては、初回授業時に協議の上、決定する。指定図書・参考書は初回授業時に提示する。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 グループ・ディスカッション、グループ・ワーク
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0125746 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（北原） 北原　克宣 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本ゼミナールでは、第一に、農業問題・食料問題・土地問題・環境問題などについて世界経済および日本経済との関連で理
解する、第二に、研究の方法を学ぶ、第三に、ゼミナール活動を通じて、社会人として求められる様々な能力（コミュニケー
ション能力、企画力、協調性など）を身に付けることを目的とする。

到 達 目 標
ゼミナールⅡでは、①農作業など学外での活動を通じて実践的能力を身につける、②文献を読み論点を整理する能力を養う、
③データを収集し整理・分析する能力を養う、以上を通じて④論文をまとめることができ、⑤説得力のあるプレゼンテーショ
ンができるようになることを目標とする。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

①新聞を読むこと（毎日30分）
②幅広い分野の書籍を読むこと（毎日30分）
③課外活動や合宿等の時間外活動にも積極的に参加すること（80時間）
合計120時間以上の授業外学習を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 ゼミナールの進め方について
【第 2 回】 研究課題に関する発表１（グループごと）
【第 3 回】 研究課題に関する発表２（グループごと）
【第 4 回】 課題研究１
【第 5 回】 課題研究２
【第 6 回】 中間発表１
【第 7 回】 中間発表２
【第 8 回】 課題研究３
【第 9 回】 課題研究４
【第10回】 中間発表３
【第11回】 中間発表４
【第12回】 課題研究５
【第13回】 中間発表５

【第14回】 論文取りまとめ１
【第15回】 論文取りまとめ２
【第16回】 中間発表７
【第17回】 中間発表８
【第18回】 論文取りまとめ３
【第19回】 論文取りまとめ４
【第20回】 発表用資料作成１
【第21回】 発表用資料作成２
【第22回】 発表練習１
【第23回】 発表練習２
【第24回】 ゼミナール協議会大会参加
【第25回】 論文修正
【第26回】 研究成果発表会

成績評価の方法 ①ゼミ活動（課外活動を含む）への取り組み姿勢（50％）、②グループ研究への取り組み姿勢（50％）
フィードバックの内容 発表内容について、授業内にてコメントをする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は随時受け付けます。ゼミナールの際にお知らせするアドレス宛に、連絡を下さい。
アクティブ･ラーニングの内容 グループワーク、プレゼンテーション、ディスカッション
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125747 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（クボ） マイケル　クボ 通年
履修前提条件 備 考
授業の目的 Students of this zemi will research a specific media topic. Students of this zemi will also plan and produce all-English, 

dynamic presentations and reports for the department’s Zemi Taikai.

到 達 目 標
Students will show their passion and creativity when making presentations at the Zemi Taikai.　Students of this zemi aim 
to make their presentations as memorable and meaningful as possible.　They will make their own presentations memora-
ble and meaningful for themselves and the audience.　Students of this zemi will continue to grow closer as a team.　Stu-
dents play a big part in the direction and unique character of this zemi.

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

Students must spend more than 120 hours outside of class in preparation for this course.

授 業 計 画

【第 1 回】Setting goals, and determining roles. Explore potential “Zemi Taikai”topics.
【第 2 回】Form presentation groups and define research topics.
【第 3 回】Finalize research topics, make research schedule and groups present plan to class.
【第 4 回】Group’s research topic.
【第 5 回】Group’s research topic.
【第 6 回】All members report/present what they have researched in past ３ - ４ weeks.
【第 7 回】Continuing group research.
【第 8 回】Continuing group research.
【第 9 回】Continuing group research.
【第10回】All members report/present what they have researched in past ３ - ４ weeks.
【第11回】Presentation development.
【第12回】Presentation development.
【第13回】Mid-term reflections.
【第14回】Redefining goals and roles, further presentation and PowerPoint creation.
【第15回】Further research and PowerPoint creation, script writing.
【第16回】Further research and PowerPoint creation, script writing.
【第17回】Further research and PowerPoint creation, script writing.
【第18回】Practice presentations.
【第19回】Practice presentations.
【第20回】All members report/present what they worked on in past ４ - ５ weeks.
【第21回】Final presentation preparations.
【第22回】Final presentation preparations.
【第23回】Reflections of presentations
【第24回】Reflections of presentations
【第25回】Group Discussions（or help with Open Zemi）
【第26回】Group Discussions（or help with Open Zemi）

成績評価の方法 participation: 30％，attitude: 30％，effort: 30％，presentations: 10％
フィードバックの内容
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ

オフィスアワー
The teacher is always available via LINE.　Special meeting between student and teacher can be made easily.　Tradi-
tional office hours are Wednesdays after 16:00, and Thursdays 10:40 to 12:30.　Please contact the teacher directly via 
LINE or email（michaelkubo@ris.ac.jp）

アクティブ･ラーニングの内容 Students will regularly be asked to share their opinions on topics and make presentations.
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125748 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（慶田） 慶田　昌之 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
ゼミナールⅡは、在学中における学習成果をもとに、各自が研究テーマを設定し、担当教員の指導助言を受けながら自主的
な研究をすすめ、最終的な報告をすることを目的とする。本演習を通じて、これまでにゼミナールⅠ・Ⅱにおいて得た知識、
技術、考え方を用いて、問題発見・課題設定・問題解決能力を養成し、社会人として求められる知識や能力を習得すること
が期待される。

到 達 目 標
本科目を通じて、以下の能力が得られることを到達目標とする。
①問題の所在を見出し解決すべき課題を設定する。
②文献資料・データの収集・分析を通じて問題を解決する。
③得られた結論を論理的に整理し報告することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

①研究テーマに関連する分野の文献を読むこと
②新聞等を通じて社会情勢をチェックすること

（計120時間以上）

授 業 計 画

【第 1 回】 指導教員指導：問題意識の具体化 明確化
【第 2 回】 指導教員指導：調査分析方法の確認
【第 3 回】 指導教員指導：仮テーマの決定
【第 4 回】 指導教員指導：テーマ（論題）の最終決定
【第 5 回】 指導教員指導：報告スケジュールの決定
【第 6 回】 学生による分析１
【第 7 回】 学生による分析２
【第 8 回】 中間報告１
【第 9 回】 学生による分析３
【第10回】 学生による分析４
【第11回】 中間報告２
【第12回】 学生による分析５
【第13回】 夏季休業中の執筆計画の報告と指導

【第14回】 中間報告３
【第15回】 学生による分析８
【第16回】 学生による分析９
【第17回】 中間報告４
【第18回】 学生による分析10
【第19回】 学生による分析11
【第20回】 中間報告５
【第21回】 学生による分析12
【第22回】 中間報告６
【第23回】 学生による分析13
【第24回】 最終報告の確認と最終修正指示
【第25回】 最終報告の準備
【第26回】 最終報告

成績評価の方法 最終報告の質と量および当該学生の履修態度によって総合評価（100％）する。
フィードバックの内容 指導の中で適宜フィードバックする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 ゼミナール
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125749 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（小林隆） 小林　隆史 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
社会経済における現象，諸問題の中から，学生の興味関心のあるテーマをピックアップし，特に都市空間解析に関する基礎
知識を基に調査，研究を行う．
文献研究，現地調査，レポート作成，プレゼンテーションについて，主体的に取り組める能力を身につける．
グループワークの際には，グループ内で役割分担を行い，各人がそれぞれの役割においてリーダーを経験する．

到 達 目 標
社会経済の現象，諸問題に対して，理由を付して自分なりの意見を持ち，発信することができる．
ゼミナール外部，学外者に向けて，一定水準以上の発表を行える．
発表内容をレジュメ，梗概といった形式で作成できる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

与えられた課題に取り組むこと．また，講義前の事前準備や，必要に応じた現地調査等を実施すること．以上に関し，計120
時間以上の授業外学修を実施すること．

授 業 計 画

【第 1 回】 個人発表（研究テーマ発表）
【第 2 回】 個人発表（研究テーマ発表）
【第 3 回】 グループワーク・文献参照の基礎
【第 4 回】 発表スライド作成・論文作成の基礎
【第 5 回】 グループ演習
【第 6 回】 グループ発表
【第 7 回】 グループ演習
【第 8 回】 グループ演習
【第 9 回】 グループ発表
【第10回】 グループ演習
【第11回】 グループ発表
【第13回】 前期総括

【第14回】 論文作成
【第15回】 グループ演習
【第16回】 グループ発表
【第17回】 論文作成
【第18回】 グループ演習
【第19回】 グループ発表
【第20回】 グループ演習
【第21回】 グループ発表
【第22回】 グループ習
【第23回】 グループ発表
【第24回】 論文報告
【第25回】 個人発表（活動報告）
【第26回】 後期総括

成績評価の方法 レポート（20％程度），発表（60％程度），グループへの貢献度（20％程度）を総合的に評価する．
フィードバックの内容 発表時へのコメント，及び，レポート，レジュメについての添削を実施する．
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ
グループ活動では，協調性やコミュニケーション能力を必要とする．
発表会への参加は，単位取得に必須である．
やむを得ない事情以外の欠席・遅刻は認めない．欠席等の際には補講への参加を必須とする．

オフィスアワー 質問・相談は学部学科にて定めるオフィスアワーにて，対面及び Teams のビデオ通話等にて受付ける．また，Teams の所
定の箇所に質問・相談の投稿があれば，オフィスアワーにて返信を行う．

アクティブ･ラーニングの内容「ゼミナール」の実施．「調査学習」「能動的な授業外学習」「グループ・ワーク」を経て，演習時には「グループディスカッ
ション」「プレゼンテーション」「教員からのフィードバックによる振り返り」を実施する．

実践的な教育内容

そ の 他

質問・相談はできるだけ授業内にて行うこと，あるいは Teams の適切なスレッドでの投稿を推奨する．ほか，事前予約が
あればオフィスアワー以外の時間帯でも質問・相談を受け付ける．事前予約の連絡は「学籍番号@rissho-univ.jp」からkoba@
ris.ac.jp 宛へのメールで，件名の冒頭に「【隆史ゼミ】質問」と記載された場合にのみ対応する．
４年次に卒業論文に取り組む学生は，グループに所属せず個人研究に取り組むこともできる．４月の第１週までに申し出る
こと．
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さ

講義コード 11C0125751 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（櫻井） 櫻井　一宏 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本ゼミナールでは，環境や環境問題のメカニズムについての理解や分析方法の知識をもとに，興味のあるテーマを設定して
学術的課題・社会的問題などの視点から調査・研究を行う．グループワークを基本とし，自主性・協調性をもって作業を進
め適宜報告会を行い，メンバー間で討論する．必要に応じて研究テーマに関する外部勉強会や見学会，フィールド調査を実
施する．最終的にはゼミ大会での発表を行い，論文にとりまとめる．

到 達 目 標
研究計画を作成し，計画に基づく調査研究の経過報告レポートや発表のためのとりまとめができる．プレゼンテーションや
質疑応答に加え，他グループのテーマに対しても議論できる．フィールド調査等にあたり，外部機関との調整や調査計画が
立案できる．グループワークに際し，協調性やコミュニケーション能力を向上させる．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

テーマに応じた文献および参考資料等をとりまとめることやプレゼンテーションのための準備，また，必要に応じてフィー
ルド調査等を実施するなど，当該内容に関する自主的な学習や研究のための作業が必要となる．以上，ゼミナールの事前準
備等のために計120時間以上の授業外学修を実施すること．

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス
【第 2 回】 環境問題・環境政策に関する基本的な学習
【第 3 回】 環境・経済システム分析
【第 4 回】 ディスカッション（１）
【第 5 回】 ディスカッション（２）
【第 6 回】 テーマ検討
【第 7 回】 資料収集および文献読解（１）
【第 8 回】 資料収集および文献読解（２）
【第 9 回】 資料収集および文献読解（３）
【第10回】 調査・研究項目の検討（１）
【第11回】 調査・研究項目の検討（２）
【第12回】 中間報告・質疑応答（１）
【第13回】 中間報告・質疑応答（２）

【第14回】 ディスカッション（３）
【第15回】 ディスカッション（４）
【第16回】 調査・研究方法の検討と学習（１）
【第17回】 調査・研究方法の検討と学習（２）
【第18回】 分析および考察（１）
【第19回】 分析および考察（２）
【第20回】 プレゼンテーション準備（１）
【第21回】 プレゼンテーション準備（２）
【第22回】 発表会・質疑応答（１）
【第23回】 発表会・質疑応答（２）
【第24回】 レポート作成（１）
【第25回】 レポート作成（２）
【第26回】 まとめ

成績評価の方法
ゼミナールでの調査作業（20％）やレポート作成（30％）をはじめとして，プレゼンテーションおよび討論での発言（15％），
さらには授業外学修での調査（15％）などを主な評価項目とする．その他，学内外のゼミナール活動における自主性および
協調性など，全般的な諸活動への貢献や態度（20％）についても対象とし，これらを総合的に評価する．

フィードバックの内容 授業内プレゼンテーションへの講評，グループワークや課題に対するアドバイス等を行う．
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『アカデミック・スキルズ（第３版）- 大学生のための知的技法入門 -』佐藤望・湯川武・横山千晶・近藤明彦（慶應義塾大学

出版会）2020
教員からのお知らせ 適宜資料を配布またはゼミナール時に参考資料等を指示する．

また，メンバーが自主的に書籍や資料を持参する．
オフィスアワー 本講義に関する質問・相談は，原則として学部学科にて定めるオフィスアワーにて受け付ける．
アクティブ･ラーニングの内容 ディスカッション・ディベート，グループワーク，プレゼンテーション，実習・フィールドワーク等を実施する．
実践的な教育内容
そ の 他
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さ

講義コード 11C0125752 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（真田） 真田　治子 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
社会・企業とことば・コミュニケーションの問題を広く扱う。広告に使われることば、ファッション雑誌の記事、スナック
菓子の名前、若者の流行語など、身近な素材からことばの問題を考える。問題分析の手法や結果の報告の仕方を学ぶ。学術
論文の基本的な書式について学び、グループで論文と発表資料を作成し、その論文内容の発表と質疑への対応を行う。

到 達 目 標
社会とことばの問題を広く観察・分析することにより、日本語の変化から読み取れる日本文化とコミュニケーションの問題
や社会の動向を理解できるようにする。様々な言語データを分析し、その結果を共同で報告できるようにする。学術論文の
基本的な書式に基づいた報告が共同で書けるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では120時間以上の授業外学修を行うこと。毎回の授業の前には、各回の授業で扱う項目について、論文執筆と発表
の準備、参考資料の調査をしてくること。毎回の授業の後には、論文の書式、文体、分析方法、文献調査方法等について指
摘された箇所を修正しておくこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 テーマ・表題・目的・仮説についての発表（A 班）
【第 2 回】 テーマ・表題・目的・仮説についての発表（B 班）
【第 3 回】 調査報告の報告と執筆（A 班）
【第 4 回】 調査報告の報告と執筆（B 班）
【第 5 回】 結果分析の報告と執筆（A 班）
【第 6 回】 結果分析の報告と執筆（B 班）
【第 7 回】 考察の報告と執筆（A 班）
【第 8 回】 考察の報告と執筆（B 班）
【第 9 回】 文献調査の報告と執筆（A 班）
【第10回】 文献調査の報告と執筆（B 班）
【第11回】 論文の構成・目的・動機・仮説の報告と執筆（A 班）
【第12回】 論文の構成・目的・動機・仮説の報告と執筆（B 班）
【第13回】 補足調査の報告（A 班・B 班）
【第14回】 論文作成の要約の執筆（A 班・B 班）
【第15回】 発表の構成についての報告（A 班）
【第16回】 発表の構成についての報告（B 班）
【第17回】 発表資料作成状況の経過報告（A 班）
【第18回】 発表資料作成状況の経過報告（B 班）
【第19回】 発表リハーサル（A 班）
【第20回】 発表リハーサル（B 班）
【第21回】 発表資料修正の経過報告（A 班）
【第22回】 発表資料修正の経過報告（B 班）
【第23回】 発表リハーサルと修正（A 班）
【第24回】 発表リハーサルと修正（B 班）
【第25回】 論文の加筆修正作業（A 班）
【第26回】 論文の加筆修正作業（B 班）

成績評価の方法 論文執筆・発表資料作成・論文発表準備（80％）、授業中の質疑への参加（20％）
フィードバックの内容 課題に対する講評を授業の中で行う。
教 科 書
指 定 図 書

参 考 書
『フォントのふしぎブランドのロゴはなぜ高そうに見えるのか？』小林章（美術出版社）2011年、『雑誌『日本語学』28巻６
号「多言語社会・ニッポン」』（明治書院）2009年、『雑誌『日本語学』20巻２号「広告の日本語」』（明治書院）2001年、『日
本語探究法７巻レトリック探究法』柳澤浩哉・中村敦雄・香西秀信（朝倉書店）2004年

教員からのお知らせ 上記以外の参考書は授業中に適宜指示する。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有。プレゼンテーション。能動的授業外学習。調査学習。グループワーク。
実践的な教育内容
そ の 他
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さ

講義コード 11C0125754 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（平） 平　伊佐雄 通年
履修前提条件 備 考
授業の目的 ゼミナール２では、過去と現代の人や物のつながりの歴史を考察し、現在の経済基盤のありようを理解することを目的とす

る。ナラティブ・ノンナラティブ、どちらの史料も考察し、産業の歴史などを振り返りたい。
到 達 目 標 史料の分析と歴史叙述、歴史研究の成果、受講生自らの調査から、現在の私たちの生活基盤を説明できるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

各回のゼミのための調査・報告書の作成に関わる作業として、通年を通して120時間以上の授業外学修を要する。

授 業 計 画

【第 1 回】 近世スペインの歴史の考察
【第 2 回】 ドン・ロドリゴの『日本見聞録』の分析
【第 3 回】 関係する先行研究の文献の考察　①
【第 4 回】 関係する先行研究の文献の考察　②
【第 5 回】 ドン・ロドリゴの『日本見聞録』の考察（報告）
【第 6 回】 『ビスカイノ金銀島探検報告』の分析
【第 7 回】 『ビスカイノ金銀島探検報告』の考察（報告）
【第 8 回】 近世スペインとアジアとの関係史の考察（報告）
【第 9 回】 ぶどう酒の発祥とその歴史
【第10回】 フランスにおけるぶどう酒の生産の歴史
【第11回】 ぶどう酒生産の日本への導入（報告）
【第12回】 日本の道と流通についての考察（報告）
【第13回】 利根運河の開削の歴史

【第14回】 利根運河と経済
【第15回】 自転車の歴史－ヨーロッパ編－（報告）
【第16回】 自転車の歴史－日本編－（報告）
【第17回】 日本の交通史についての考察－道路－
【第18回】 貨幣の歴史の考察
【第19回】 日本の貨幣史の考察
【第20回】 日本に導入された海外の物や技術の考察
【第21回】 明治期に興された産業の考察
【第22回】 産業技術の歴史の研究報告－ガラス－
【第23回】 産業技術の歴史の研究報告－時計－
【第24回】 電気と水道などのインフラ設備の歴史－西洋編－
【第25回】 電気と水道などのインフラ設備の歴史－日本編－
【第26回】 各学生による研究のまとめ（報告）

成績評価の方法 ゼミナールで行う報告、報告書をもって評価する（100％）。
フィードバックの内容 指導の中で適宜フィードバックする。
教 科 書

指 定 図 書
『新技術の社会誌』鈴木淳（中央公論新社）1999、『ガレオン船が運んだ友好の夢』（たばこと塩の博物館）2010、『利根運河
を考える』神保國弘（崙書房出版）2001、『ドンロドリゴ日本見聞録　ビスカイノ金銀島探検報告』村上直次郎（奥川書房）
1941

参 考 書 『ヌエバ・エズパニャ報告書・ユカタン事物記』ソリタ、ランダ（岩波書店）1982、『メキシコ征服記１－３』ベルナール・
カスティーリョ（岩波書店）1986、『征服者と新世界』サアグン［ほか］著（岩波書店）1980

教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 ゼミナールでは、学生が各々研究文献のまとめや調査したことの報告を行う必要があるため、事前に「能動的に授業外学習」

を行う。
実践的な教育内容
そ の 他
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さ

講義コード 11C0125755 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（髙橋） 髙橋　美由紀 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
人口と経済の関係について歴史的視点から学び、現代の人口問題についても考えていく。歴史的な家族の様子や人々の働き
方の変遷を通して、現代望ましいワークライフバランスを考えてみよう。また、地域の経済の歴史と人々の暮らしの変容に
ついても考察する。ゼミナール大会に向けてグループ討論・報告を中心におこなう。

到 達 目 標 グループでディスカッションをおこない、選択したテーマに関し、説得的なプレゼンテーションができること。グループで
課題を設定し、研究をおこない、それについて論文にまとめられること。グループ研究は、ゼミ大会で報告する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

課題図書は、自分が報告するのではなくても読んでおくこと。
毎回、グループでの課題の進捗状況を報告してもらうので、調べておくこと。
全回で計120時間以上の授業外学修を要する。
ゼミ大会には必ず参加すること。

授 業 計 画

【第 1 回】 グループごとの課題の設定。
【第 2 回】 人口と経済についての講義。
【第 3 回】 課題図書の輪読１。
【第 4 回】 課題図書の輪読２。
【第 5 回】 課題図書の輪読３。
【第 6 回】 課題図書の輪読４。
【第 7 回】 グループ報告と討論１。
【第 8 回】 グループ報告と討論２。
【第 9 回】 グループ報告と討論３。
【第10回】 課題図書の輪読５。
【第11回】 課題図書の輪読６。
【第12回】 課題図書の輪読７。
【第13回】 グループ報告と討論４。

合宿（グループの研究報告）
【第14回】 グループ報告と討論５。
【第15回】 課題図書の輪読８。
【第16回】 課題図書の輪読９。
【第17回】 課題図書の輪読10。
【第18回】 グループ報告と討論６。
【第19回】 課題図書の輪読11。
【第20回】 課題図書の輪読12。
【第21回】 グループ報告と討論７。
【第22回】 グループ報告と討論８。
【第23回】 ゼミ論文確認１。
【第24回】 ゼミ論文確認２。
【第25回】 ゼミ論文確認３。
【第26回】 ゼミ最終プレゼン。

その他、ゼミ大会にもグループで参加し、論文を執筆する。
成績評価の方法 レポート・プレゼンテーション（30％）、ゼミへの参加態度（10％）。ゼミ大会への参加（60％）。
フィードバックの内容 プレゼンテーションは当日にコメントをおこなう。また、レポート等は翌週にコメントを付して返却する。

教 科 書
『歴史人口学で見た日本』速水　融（文系春秋）2022、『人口学への招待』河野　稠果（中央公論社）2007、『人口と日本経
済』吉川　洋（中央公論社）2016、『老いてゆくアジア』大泉　啓一郎（中央公論社）2007、『東大塾　これからの日本の人
口と社会』白波瀬佐和子（東京大学出版会）2019

指 定 図 書

『人口減少と日本経済』津谷 典子、樋口 美雄（日本経済新聞出版社）2009、『人類史のなかの人口と家族』木下　太志、浜
野　潔（晃洋書房）2003、『成長の限界・人類の選択』ドネラ・H・メドウズ他（ダイヤモンド社）2007、『人口変動と家族
の実証分析』津谷典子他編著（慶應義塾大学出版会）2020、『歴史人口学からみた結婚・離婚・再婚』黒須　里美他（麗澤大
学出版会）2012、『人口で語る世界史』ポール モーランド（著），渡会 圭子（翻訳）（文藝春秋社）2019、『人口の世界史』
マッシモ リヴィ－バッチ（著），速水 融（翻訳），斎藤 修（翻訳）（東洋経済新報社）2014、『人口問題と移民―日本の人
口・階層構造はどう変わるのか』是川 夕（著，編集），駒井 洋（監修）（明石書店）2019、『人口と日本経済 - 長寿、イノ
ベーション、経済成長』吉川　洋（中央公論新社）2016、『2050年 世界人口大減少』ダリル・ブリッカー（著），ジョン・イ
ビットソン（著），倉田 幸信（翻訳），河合 雅司（解説）（文藝春秋社）2020

参 考 書

『ウェルカム・人口減少社会』藤正　巌・古川　俊之（文藝春秋）2000、『少子社会日本』山田　昌弘（岩波新書）2007、『関
係人口をつくる－定住でも交流でもないローカルイノベーション』田中　輝美（木楽舎）2017、『［図説］人口で見る日本史』
鬼頭　宏（PHP 研究所）2007、『歴史人口学事始め : 記録と記憶の九〇年』速水　融（筑摩書房）2020、『歴史人口学のフロ
ンティア』速水 融、友部 謙一、鬼頭 宏（東洋経済新報社）2001、『人口論入門』杉田　菜穂（法律文化社）2017、『歴史人
口学の世界』速水融（岩波書店）2012

教員からのお知らせ 講義順序は、変更する場合がある。輪読書は、ゼミ生の希望によって変更することもある。

オフィスアワー
本授業に関する質問・相談はに、ゼミ授業内にて受け付ける。積極的に質問すること。
また、学部学科にて定めるオフィスアワー（月曜日２限）にても受付ける。ただし、オフィスアワーに訪れる場合は、前もっ
てメールなどで連絡すること。

アクティブ･ラーニングの内容 ゼミという性質上、学生の事前学修とその報告が中心となる。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125757 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（外木） 外木　好美 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
統計学の基本的な考え方を学び，エクセルを使ったデータ分析を行います。ゼミⅠで，現実の事象に対して，経済学的にア
プローチすることを学びました。ゼミⅡでは，自身でデータ分析ができるようになるための，ツールを学びます。卒業論文
を書くための下準備をおこないます。

到 達 目 標 ①統計学の基本的な考え方を直観的に理解すること，②エクセルで実際に分析できるようになること，③分析結果を解釈し，
発表できるようになること。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

各章で，エクセルを使った課題を出します。次回までに，各グループで課題をやってきてください。
授業外で120時間以上の学習を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス
【第 2 回】 統計学の考え方（１）
【第 3 回】 統計学の考え方（２）
【第 4 回】 統計学の考え方（３）
【第 5 回】 統計学の考え方（４）
【第 6 回】 統計学の考え方（５）
【第 7 回】 統計学の考え方（６）
【第 8 回】 統計学の考え方（７）
【第 9 回】 統計学の考え方（８）
【第10回】 統計学の考え方（９）
【第11回】 統計学の考え方（10）
【第12回】 統計学の考え方（11）
【第13回】 統計学の考え方（12）

【第14回】 統計学の考え方＆卒業論文の下準備（１）
【第15回】 統計学の考え方＆卒業論文の下準備（２）
【第16回】 統計学の考え方＆卒業論文の下準備（３）
【第17回】 統計学の考え方＆卒業論文の下準備（４）
【第18回】 統計学の考え方＆卒業論文の下準備（５）
【第19回】 統計学の考え方＆卒業論文の下準備（６）
【第20回】 統計学の考え方＆卒業論文の下準備（７）
【第21回】 統計学の考え方＆卒業論文の下準備（８）
【第22回】 統計学の考え方＆卒業論文の下準備（９）
【第23回】 統計学の考え方＆卒業論文の下準備（10）
【第24回】 統計学の考え方＆卒業論文の下準備（11）
【第25回】 統計学の考え方＆卒業論文の下準備（12）
【第26回】 統計学の考え方＆卒業論文の下準備（13）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（40％），卒業論文の研究計画書（60％）で評価する。
フィードバックの内容 報告資料や討論内容について，適宜，コメントや指示を入れます。
教 科 書 『ビジネス統計学【上】』アミール・アクゼル（著），ソウンデルパンディアン・ジャヤベル（著），鈴木 一功（監訳），& ２

その他（ダイヤモンド社）2007
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ エクセルの操作でわからないことがあったら，LINE や Teams で個別に質問してください。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 ゼミナール，実習
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0125758 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（中村） 中村　宗之 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
日本の経済や社会の諸問題について説明する。マルクス経済学や景気循環論に関連する問題について説明する。各自興味の
あるテーマについて調査、報告し、検討する。ここ数年の課題文献のテーマは、ブラック企業、ワーキングプア、ベーシッ
クインカム、日本の水田稲作などである。

到 達 目 標 日本の経済や社会の諸問題について調査し、考察することができる。その内容を人に十分に伝えて、議論することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業内容に関して予習や復習を行う。報告準備等を十分に行う。授業外で計120時間以上の学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 はじめに
【第 2 回】 課題文献の検討（１）
【第 3 回】 課題文献の検討（２）
【第 4 回】 課題文献の検討（３）
【第 5 回】 課題文献の検討（４）
【第 6 回】 課題文献の検討（５）
【第 7 回】 個人またはグループの研究報告（１）
【第 8 回】 個人またはグループの研究報告（２）
【第 9 回】 個人またはグループの研究報告（３）
【第10回】 個人またはグループの研究報告（４）
【第11回】 個人またはグループの研究報告（５）
【第12回】 個人またはグループの研究報告（６）
【第13回】 前期のまとめ

【第14回】 個人またはグループの研究報告（７）
【第15回】 個人またはグループの研究報告（８）
【第16回】 個人またはグループの研究報告（９）
【第17回】 個人またはグループの研究報告（10）
【第18回】 個人またはグループの研究報告（11）
【第19回】 個人またはグループの研究報告（12）
【第20回】 個人またはグループの研究報告（13）
【第21回】 課題文献の検討（６）
【第22回】 課題文献の検討（７）
【第23回】 課題文献の検討（８）
【第24回】 課題文献の検討（９）
【第25回】 課題文献の検討（10）
【第26回】 後期のまとめ

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（50％）、報告内容（50％）により評価する。
フィードバックの内容 報告内容はその都度検討される。必要に応じて個別指導を実施する。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問や相談は、学部学科で定めるオフィスアワーにて受け付けます。Teams 等でも受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学習、ゼミナール、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125760 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（林） 林　康史 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
金融・証券・資産運用について学習する。テキストを輪読し、加えて、その内容に関して討論する。
学問的に、論理的思考ができるよう、積極的な議論を行うとともに、実際の市場に即したテーマで、ソクラテス・メソッド
を行う。

到 達 目 標 マーケットにおける論理的思考・発想ができ、また、センスやマナーが身につくこと。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

必要に応じて、サブゼミをゼミ生が自主的に運営することがある（120時間。サブゼミは、DVD 等でゼミの予習に充てる。
ゼミは、サブゼミの内容は学習済みという前提で行われるので、留意のこと）。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス
【第 2 回】 論文の読み方・書き方①
【第 3 回】 論文の読み方・書き方②
【第 4 回】 論文の読み方・書き方③
【第 5 回】 論文の読み方・書き方④
【第 6 回】 証券投資の基礎①
【第 7 回】 証券投資の基礎②
【第 8 回】 証券投資の基礎③
【第 9 回】 証券投資の基礎④
【第10回】 株式投資①
【第11回】 株式投資②
【第12回】 株式投資③
【第13回】 株式投資④

【第14回】 株式投資⑤
【第15回】 株式投資⑥
【第16回】 株式投資⑦
【第17回】 株式投資⑧
【第18回】 株式投資⑨
【第19回】 株式投資⑩
【第20回】 株式投資⑪
【第21回】 株式投資⑫
【第22回】 株式投資⑬
【第23回】 株式投資⑭
【第24回】 株式投資⑮
【第25回】 株式投資⑯
【第26回】 総括

成績評価の方法 ゼミへの積極的な関与（40％）、報告（30％）・レポートの内容（30％）等により、総合評価する。
フィードバックの内容 ゼミに関する質問・相談は、随時、受付ける。
教 科 書 『株式投資 第４版』J. シーゲル（日経 BP 社）2009年
指 定 図 書 『改定版 金持ち父さんの投資ガイド 入門編』ロバート・キヨサキ他（筑摩書房）2014年、『改定版 金持ち父さんの投資ガイ

ド 上級編』ロバート・キヨサキ他（筑摩書房）2014年

参 考 書

『戦略的リスク管理入門』ジェームズ・ラム（勁草書房）2016年、『トレーダーの発想術―マーケットで勝ち残るための70
の箴言』ロイ・ロングストリート（日経 BP 社）2014年、『バリュー投資―株の本当の価値を問う』C・ブラウン（日経 BP
社）2007年、『マネーと常識―投資信託で勝ち残る道』ジョン・ボーグル（日経 BP 社）2007年、『カクテルパーティーの
経済学 マクロで読み解く成功する投資のヒント』V. キャント（ダイヤモンド社）2008年、『マネーの公理―スイスの銀行
家に学ぶ儲けのルール』マックス ギュンター（日経 BP 社）2005年、『天才数学者、株にハマる～数字オンチのための投資
の考え方』ジョン・パウロス（ダイヤモンド社）2004年、『投資の心理学』リフソンとガイスト編（東洋経済新報社）2001
年、『国際投資へのパスポート モビアスの84のルール』マーク・モビアス（日本経済新聞社）2000年、『欲望と幻想の市場～
伝説の投機王リバモア』エドウィン・ルフェーブル（東洋経済新報社）1999年

教員からのお知らせ ゼミ合宿（実施の有無も含め、時期等は未定）等、ゼミ生と教員の全員で運営する。また、与えられた分担は責任をもって
果たすこと。

オフィスアワー ゼミに関する質問・相談は、メールまたは電話で受付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 事前に、オンライン教材の視聴を行う等、対面の授業の前に、学習すべきことがあることに留意されたい。
実践的な教育内容
そ の 他 金融論等、受講・聴講するのが望ましい授業は、別途、指示する。

ゼミⅠとゼミⅡの受講生は、相互に、聴講するものとする。
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講義コード 11C0125761 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（ホーマン） ホーマン　由佳 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
ゼミⅠで学んだプレゼンテーションスキルの質をさらに向上させ、説得力のあるプレゼンテーションを英語で行うことを目
標とする。前半のプレゼンは、フィールドワークで訪れた森美術館の現代アート展覧会で鑑賞した作品に関する報告と洋書
“Who Moved My Cheese?”（1999）の読後感をテーマとする。後半は、学内（外）主催のスピーチコンテストへの参加を予
定している。成果報告プレゼンにはゼミⅢが参加する。

到 達 目 標
１）プレゼンテーションで取り上げるテーマを決定し情報収集するプロセスを身につける
２）オーディエンス目線で説得力のあるわかりやすいスピーチを英語で行う
３）プレゼンテーションの Q ＆ A セッションで英語で意見やコメントを述べることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業外学修は、プレゼンテーション準備と TOEIC 模擬問題集の取り組みに120時間以上を要する。

授 業 計 画

【第 1 回】現代アート展覧会訪問（夏のフィールドワーク）
レビュー

【第 2 回】プレゼンの情報収集
【第 3 回】プレゼンテーション準備（アウトライン作成）
【第 4 回】プレゼンテーション準備（スピーチ原稿作成）
【第 5 回】プレゼンテーション準備（スピーチ原稿校正）
【第 6 回】プレゼンテーション準備（発話練習）
【第 7 回】リハーサル
【第 8 回】プレゼンテーション
【第 9 回】“Who Moved My Cheese?”
【第10回】リーディング進捗報告、理解度チェック
【第11回】リーディング進捗報告、理解度チェック
【第12回】リハーサル
【第13回】プレゼンテーション

【第14回】 プレゼンテーション
【第15回】 プレゼンのフィードバック
【第16回】プレゼン用の自由テーマの選定
【第17回】プレゼンテーション準備（テーマ選定）
【第18回】プレゼンテーション準備（情報収集）
【第19回】プレゼンテーション準備（アウトライン）
【第20回】プレゼンテーション準備（原稿作成）
【第21回】プレゼンテーション準備（原稿作成）
【第22回】プレゼンテーション準備（原稿校正）
【第23回】PPT 作成
【第24回】プレゼンテーション最終
【第25回】リハーサル
【第26回】プレゼンテーション

成績評価の方法 ゼミ活動の姿勢（10％）、プレゼン準備のディスカッション（10％）、スピーチ原稿などの提出物（30％）、プレゼンのパフォー
マンス（50％）

フィードバックの内容 ディスカッションやプレゼンテーションなどのアクティブラーニングの成果に講評を加える。
教 科 書 『Who Moved My Cheese』Spencer Johnson（Vermillion）1999
指 定 図 書
参 考 書 『１分で話せ』伊藤羊（SB Creative）2018
教員からのお知らせ プレゼンテーション実施日などにゼミⅠやゼミⅡ合同授業を行うことがあります。

TOEIC 受験を推奨します。
オフィスアワー 水曜昼休み
アクティブ･ラーニングの内容 ディスカッション、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125762 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（宮岡） 宮岡　暁 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
ゼミナールⅠで習得した環境問題に関する知識や実証分析の技術を土台にして、グループに分かれてオリジナルな研究に取
り組みます。グループ研究の過程では、①研究テーマの設定、②資料やデータの収集、③データの分析、④論文執筆、⑤発
表資料の作成、といったさまざまな作業が必要となります。こうした一連の作業にグループで協力して取り組み、その成果
を学内のゼミ大会で発表することを目標とします。

到 達 目 標

①自分で研究テーマを設定し、必要な資料やデータを収集・整理することができる
②収集したデータを、正しい手法で分析することができる
③ Word で文章作成や論文執筆を行うことができる
④ PowerPoint で人に伝わる資料作成や発表ができる
⑤グループワークを通して、リーダーシップや協調性を身につける

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

グループ研究の過程では、「授業の目的」でも述べたようなさまざまな作業が必要となります。また、グループごとの研究の
進捗状況を定期的に報告してもらいます。こうした研究への取り組みや報告・発表の準備などで、計120時間以上の授業外学
修が必要となります。

授 業 計 画

【第 1 回】 興味・関心のある研究テーマの発表①
【第 2 回】 興味・関心のある研究テーマの発表②
【第 3 回】 グループごとの研究テーマの設定①
【第 4 回】 グループごとの研究テーマの設定②
【第 5 回】 グループごとの研究テーマの設定③
【第 6 回】 資料・データの収集と整理①
【第 7 回】 資料・データの収集と整理②
【第 8 回】 資料・データの収集と整理③
【第 9 回】 資料・データの収集と整理④
【第10回】 データの分析と解釈①
【第11回】 データの分析と解釈②
【第12回】 データの分析と解釈③
【第13回】 データの分析と解釈④

【第14回】 論文の執筆①
【第15回】 論文の執筆②
【第16回】 論文の執筆③
【第17回】 論文の執筆④
【第18回】 論文の執筆⑤
【第19回】 発表資料の作成と発表練習①
【第20回】 発表資料の作成と発表練習②
【第21回】 発表資料の作成と発表練習③
【第22回】 発表資料の作成と発表練習④
【第23回】 発表資料の作成と発表練習⑤
【第24回】 論文の仕上げ①
【第25回】 論文の仕上げ②
【第26回】 論文の仕上げ③

成績評価の方法 ゼミナールへの取り組み姿勢（40％）、プレゼンテーション（30％）、論文の執筆（30％）に基づいて評価を行います。
フィードバックの内容 研究の進め方やプレゼンテーションに対する講評を授業の中で行います。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 研究を進める上で必要な参考文献などは、適宜紹介します。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障のない範囲で教室内にて対応します。また、メールや Microsoft

Teams のチャット機能でも受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 ゼミナール
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125763 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（宮川） 宮川　幸三 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本ゼミナールの目標は、経済データを用いて正しい手法で実証分析を行う技能を身につけることである。ゼミナールⅡでは、
これまでに学んだ経済学の理論、経済統計に関する知識、計量経済分析の手法などを用いて、自らが設定したテーマに関し
て実証分析を行い、その成果を発表することにより、実践的な分析力を身につけると同時にプレゼンテーション能力の向上
を目指す。

到 達 目 標 経済データを用いて適切な方法で分析を行うことができる。
効果的なプレゼンテーションを行うことができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、120時間以上の授業外学修を行うこと。
授業外学修では、与えられた課題と次回内容の準備を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス
【第 2 回】 研究テーマ決め
【第 3 回】 グループワーク（１）
【第 4 回】 ディベート（１）
【第 5 回】 研究成果の発表（１）
【第 6 回】 グループワーク（２）
【第 7 回】 ディベート（２）
【第 8 回】 研究成果の発表（２）
【第 9 回】 グループワーク（３）
【第10回】 ディベート（３）
【第11回】 研究成果の発表（３）
【第12回】 グループワーク（４）
【第13回】 研究成果の発表（４）

【第14回】 グループワーク（５）
【第15回】 研究成果の発表（５）
【第16回】 グループワーク（６）
【第17回】 研究成果の発表（６）
【第18回】 グループワーク（７）
【第19回】 研究成果の発表（７）
【第20回】 グループワーク（８）
【第21回】 研究成果の発表（８）
【第22回】 グループワーク（９）
【第23回】 研究成果の発表（９）
【第24回】 グループワーク（10）
【第25回】 グループワーク（11）
【第26回】 研究成果の発表（10）

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（50％）、授業中に行うプレゼンテーションやディベートの内容（50％）によって評価する。
フィードバックの内容 課題に対する講評を授業時に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、講義案内で示したオフィスアワーにおいて受付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、ディベート、グループ・ワーク、プレゼンテーション、演習
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0125764 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（村田） 村田　啓子 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
本演習では、日本経済を理解する上で重要度の高い各種統計データについて学修した上で、日本経済の現況及び課題ついて
学びます。現実の日本経済の動向を理解するとともに、実施された政策や問題点についても学修することを通じ、一人一人
の学生が、実体経済について自らの問題意識を持ちつつ主体的に考え、卒業後の将来においても役立つ能力を養うことを目
指します。

到 達 目 標
日本経済を理解するために必要なデータ・統計及びその見方に関する専門知識を習得するとともに、日本経済について自ら
考える力を修得する。自ら研究課題を設定し、皆と協力しつつ文献講読・調査分析を行い、研究成果を発表する力を身に着
ける。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

演習で与えられた課題について予習を行い、疑問点があったら皆と議論しましょう。自分が発表の時にはレジュメを作成し
余裕をもちつつ発表の準備をしましょう。演習後は、演習で学び、議論した内容を理解できているか復習・確認しましょう。
自ら課題を設定し、皆と協力しつつ文献講読・調査分析を行い、研究成果を発表する準備をしましょう（授業外で計120時間
以上）。

授 業 計 画

【第 1 回】 概論・日本経済・データ分析の学修１・討論
【第 2 回】 日本経済・データ分析の学修２・討論
【第 3 回】 研究課題の設定・討論（１）
【第 4 回】 日本経済・データ分析の学修３・討論
【第 5 回】 日本経済・データ分析の学修４・討論
【第 6 回】 研究課題の設定・討論（２）
【第 7 回】 日本経済・データ分析の学修５・討論
【第 8 回】 日本経済・データ分析の学修６・討論
【第 9 回】 研究課題の設定・中間報告・討論（１）
【第10回】 日本経済・データ分析の学修７・討論
【第11回】 日本経済・データ分析の学修８・討論
【第12回】 日本経済・データ分析の学修９・討論
【第13回】 研究課題の設定・中間報告・討論（２）

【第14回】 研究内容の報告・準備・討論（１）
【第15回】 日本経済・データ分析の学修10・討論
【第16回】 日本経済・データ分析の学修11・討論
【第17回】 研究内容の報告・準備・討論（２）
【第18回】 日本経済・データ分析の学修12・討論
【第19回】 研究内容の報告・討論（１）
【第20回】 日本経済・データ分析の学修13・討論
【第21回】 研究内容の報告・討論（２）
【第22回】 日本経済・データ分析の学修14・討論
【第23回】 日本経済・データ分析の学修15・討論
【第24回】 日本経済・データ分析の学修16・討論
【第25回】 日本経済・データ分析の学修17・討論
【第26回】 今後のゼミナール活動に関する検討・討論

成績評価の方法 ゼミナール活動への取組み姿勢（20％）、報告時の内容とプレゼンテーション（40％）、グループ研究での貢献度（40％）。
フィードバックの内容 報告、プレゼンテーション、討論の内容についてコメントを行います。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ テキストは、演習内で相談の上決定します。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます（事前にメールで連絡すること）。
アクティブ･ラーニングの内容 報告、プレゼンテーション、討論の内容についてフィードバックを行います。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125766 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（山口） 山口　和男 通年
履修前提条件 備 考
授業の目的 論文の執筆およびプレゼンテーションを行うことによって，論理的な思考能力やプレゼンテーション能力を養うことを目的

とする．
到 達 目 標 自らテーマを見つけ，そのテーマについて論理的に考察し，その考察について分かりやすくプレゼンテーションができるよ

うになる．
授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業外に論文の執筆およびプレゼンテーション資料の作成を行うこと．
授業外に計120時間以上の学修を行うこと．

授 業 計 画

【第 1 回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第 2 回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第 3 回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第 4 回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第 5 回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第 6 回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第 7 回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第 8 回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第 9 回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第10回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第11回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第12回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第13回】 論文の執筆およびプレゼンテーション

【第14回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第15回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第16回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第17回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第18回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第19回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第20回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第21回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第22回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第23回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第24回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第25回】 論文の執筆およびプレゼンテーション
【第26回】 論文の執筆およびプレゼンテーション

成績評価の方法 執筆された論文（50％）およびプレゼンテーション（50％）による．
フィードバックの内容
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，学部学科にて定めるオフィスアワーにて受け付けます．
アクティブ･ラーニングの内容 ゼミナール
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125768 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅡ（渡部） 渡部　真弘 通年
履修前提条件 備 考

授業の目的
（１）経済問題や社会問題の本質を明確に捉えるために必要なミクロ経済学的視点と分析能力を培うことを目的とする．
（２）各自の問題意識に基づく成果を集約したレポートを提出することを目的とする．
（３）卒業論文執筆に向けて準備を進めることを目的とする．

到 達 目 標 （１）組織・制度の在り方を考える問題といった題材を，ミクロ経済的な視点で論理的に考察することが可能となる．
（２）分かりやすい資料作成や発表の技術が身につく．

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

課題に関連する文献の内容把握や発表の準備に加えて，期末試験の代替として課されるレポート（論文）作成に向けて，週
に少なくとも４時間（計120時間以上）の授業時間外の学修が必要である．

授 業 計 画

【第 1 回】 第１期の活動に関するオリエンテーション，
個々の学生の興味・関心の把握

【第 2 回】 文献輪読，学生による発表（１ - １）
【第 3 回】 文献輪読，学生による発表（１ - ２）
【第 4 回】 文献輪読，学生による発表（１ - ３）
【第 5 回】 文献輪読，学生による発表（１ - ４）
【第 6 回】 レポート作成の準備（１ - ５）
【第 7 回】 文献輪読，学生による発表（２ - １）
【第 8 回】 文献輪読，学生による発表（２ - ２）
【第 9 回】 文献輪読，学生による発表（２ - ３）
【第10回】 文献輪読，学生による発表（２ - ４）
【第11回】 レポート作成の準備（２ - ５）
【第12回】 レポートの内容に基づく報告（３ - １）
【第13回】 レポートの内容に基づく報告（３ - ２）

【第14回】 第２期の活動に関するオリエンテーション
【第15回】 文献輪読，学生による発表（４ - １）
【第16回】 文献輪読，学生による発表（４ - ２）
【第17回】 文献輪読，学生による発表（４ - ３）
【第18回】 文献輪読，学生による発表（４ - ４）
【第19回】 レポート作成の準備（４ - ５）
【第20回】 文献輪読，学生による発表（５ - １）
【第21回】 文献輪読，学生による発表（５ - ２）
【第22回】 文献輪読，学生による発表（５ - ３）
【第23回】 文献輪読，学生による発表（５ - ４）
【第24回】 レポート作成の準備（５ - ５）
【第25回】 レポートの内容に基づく報告（６ - １）
【第26回】 レポートの内容に基づく報告（６ - ２）

成績評価の方法
評価割合は，各授業回の事前準備への取り組み姿勢60％，第１期に作成したレポート20％，第２期に作成したレポート20％
とする．
グループワークにかかわる評価は各授業回の事前準備に含まれる．レポートは個々に執筆したものを提出する必要がある．

フィードバックの内容 提出物や発表に対して講評を行う．
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ レポート作成や発表資料作成に欠かせない Microsoft Word・Excel・PowerPoint や Latex といった各種ソフトウェアの操作

については適宜指導する．授業にかかわる連絡や資料配布は，Open LMS にて行う．
オフィスアワー 木曜日３時限，2号館516研究室

事前に連絡があれば他の曜日・時間帯に対面・オンラインでも面談を実施する．
アクティブ･ラーニングの内容（１）教員からのフィードバックによる振り返り：提出物や発表に対して講評を行う．

（２）能動的な授業外学習：図書館のデータベースの活用
実践的な教育内容

そ の 他

（１）出席しても，報告の準備をしていなかったり，教員や他の学生との議論に参加しなければ成績評価の対象とはなりませ
ん．

（２）グループワークであっても，全体像を把握しなければ自分一人で卒業論文を執筆するための訓練にならないため，成績
評価の主な対象となるレポートは個々に作成する必要があります．

（３）ゼミナール大会・ゼミナール協議会にかかわる事項を事前に確認してシラバスに含めることが困難であるため強要は致
しません．自己責任の範囲でかかわってください．
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講義コード 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ゼミナールⅢ 各担当教員 集中
履修前提条件 備 考

授業の目的
ゼミナールⅢは、在学中における学習成果をもとに、各自が研究テーマを設定し、担当教員の指導助言を受けながら自主的
な研究をすすめ、最終的な報告をすることを目的とする。本演習を通じて、これまでにゼミナールⅠ・Ⅱにおいて得た知識、
技術、考え方を用いて、問題発見・課題設定・問題解決能力を養成し、社会人として求められる知識や能力を習得すること
が期待される。

到 達 目 標
本科目を通じて、以下の能力が得られることを到達目標とする。
①問題の所在を見出し解決すべき課題を設定する。
②文献資料・データの収集・分析を通じて問題を解決する。
③得られた結論を論理的に整理し報告することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

①研究テーマに関連する分野の文献を読むこと
②新聞等を通じて社会情勢をチェックすること

（計120時間以上）

授 業 計 画

【第 1 回】 指導教員指導：問題意識の具体化 明確化
【第 2 回】 指導教員指導：調査分析方法の確認
【第 3 回】 指導教員指導：仮テーマの決定
【第 4 回】 指導教員指導：テーマ（論題）の最終決定
【第 5 回】 指導教員指導：報告スケジュールの決定
【第 6 回】 学生による分析１
【第 7 回】 学生による分析２
【第 8 回】 中間報告１
【第 9 回】 学生による分析３
【第10回】 学生による分析４
【第11回】 中間報告２
【第12回】 学生による分析５
【第13回】 夏季休業中の執筆計画の報告と指導

【第14回】 中間報告３
【第15回】 学生による分析６
【第16回】 学生による分析７
【第17回】 中間報告４
【第18回】 学生による分析８
【第19回】 学生による分析９
【第20回】 中間報告５
【第21回】 学生による分析10
【第22回】 中間報告６
【第23回】 学生による分析11
【第24回】 最終報告の確認と最終修正指示
【第25回】 最終報告の準備
【第26回】 最終報告

成績評価の方法 原則としては、最終報告等（60％）および当該学生の履修態度（40％）によって評価するが、各担当教員によって若干の変
更の可能性がある。

フィードバックの内容 指導の中で適宜フィードバックする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 個別授業に関しては、担当教員の指示に従うこと。
オフィスアワー この授業は複数クラスなので、オフィスアワーあるいは質問対応可能時間の詳細については各担当教員に問い合わせること。
アクティブ･ラーニングの内容 ゼミナール
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 授業形態 演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 卒業論文 各担当教員 集中
履修前提条件 備 考

授業の目的
経済学部が開設する卒業論文は、在学中における学習成果をもとに、各自が研究テーマを設定し、担当教員の指導助言を受
けながら、論文を作成するものである。卒業研究の目的は、第一に問題発見・課題設定・問題解決能力を養成すること、第
二に、社会人として求められる知識や能力を習得することである。

到 達 目 標
本科目を通じて、以下の能力が得られることを到達目標とする。
①問題の所在を見出し解決すべき課題を設定する。
②文献資料・データの収集・分析を通じて問題を解決する。
③得られた結論を論理的に整理し報告することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

①研究テーマに関連する分野の文献を読むこと
②新聞等を通じて社会情勢をチェックすること

（計120時間以上）

授 業 計 画

【第 1 回】 指導教員指導：問題意識の具体化 明確化
【第 2 回】 指導教員指導：調査分析方法の確認
【第 3 回】 指導教員指導：仮テーマの決定
【第 4 回】 指導教員指導：テーマ（論題）の最終決定
【第 5 回】 指導教員指導：報告スケジュールの決定
【第 6 回】 学生による分析
【第 7 回】 学生による分析
【第 8 回】 中間報告
【第 9 回】 学生による分析
【第10回】 学生による分析
【第11回】 中間報告
【第12回】 学生による分析
【第13回】 夏季休業中の執筆計画の報告と指導

【第14回】 中間報告
【第15回】 学生による分析
【第16回】 学生による分析
【第17回】 中間報告
【第18回】 学生による分析
【第19回】 学生による分析
【第20回】 中間報告
【第21回】 学生による分析
【第22回】 中間報告
【第23回】 学生による分析
【第24回】 最終報告の確認と最終修正指示
【第25回】 最終報告の準備
【第26回】 最終報告

成績評価の方法 原則としては、卒業論文の質（90％）および当該学生の履修態度（10％）によって評価するが、各担当教員によって若干の
変更の可能性がある。

フィードバックの内容 指導の中で適宜フィードバックする。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー この授業は複数クラスなので、オフィスアワーあるいは質問対応可能時間の詳細については各担当教員に問い合わせること。
アクティブ･ラーニングの内容 卒業論文
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 14C0126401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 体育講義Ｃ 山中　浩敬 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 人生最大の買い物は大病である。これをできる限り予防するためには様々なアプローチが挙げられるが，本講義では学生が

主に運動及び食事から少しでも健康に生きる方法を理解・実行できるようにする。
到 達 目 標 学生がテーマについて主体的に検討し，実生活の中で改善ができるよう理解を深める。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

グループで決めたテーマにおける調査，実践を行う。60時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス（方針，進め方等）
【第 2 回】 子どもの体力の現状と運動
【第 3 回】 運動不足と心身への影響，運動と収入の関係が子どもに与える影響
【第 4 回】 姿勢不良と体の仕組みに関する基礎知識①
【第 5 回】 姿勢不良と体の仕組みに関する基礎知識②，グループワーク①
【第 6 回】 各種トレーニングに関する基礎知識①，グループワーク②
【第 7 回】 各種トレーニングに関する基礎知識②，グループワーク③
【第 8 回】 食生活の重要性，ダイエットの誤りについて①，グループワーク④
【第 9 回】 食生活の重要性，ダイエットの誤りについて②，グループワーク⑤
【第10回】 食生活の重要性，ダイエットの誤りについて③グループワーク⑥
【第11回】 グループワーク⑦
【第12回】 プレゼンテーション①
【第13回】 プレゼンテーション②

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（30％），プレゼンテーション（70％）
フィードバックの内容 フィードバックはプレゼンテーション時または次回授業時に行う。プレゼンテーションでは質疑応答も行うため，それ自体

もフィードバックとなる。また，グループワーク時に質問等があれば進行上可能な範囲内で対応する。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 参考書等は，知見が変化することもあり，web 等も普及した中で論文検索もできることから特に指定いたしません。本講義

では，できるだけ身近なテーマを学び，実生活に活用できるようにできればと考えております。
オフィスアワー 授業前及び実施時間帯
アクティブ･ラーニングの内容 グループワーク，プレゼンテーション

実践的な教育内容
トレーナーとして多くのカテゴリーで実務経験があり，その他人材開発プログラムにも携わっている教員が，その経験を活
かして体や運動に関する知識等を講義する。また，学生たち自身で体に関する課題を考え，論理的に解決してく方法を実践
することでより理解を深め，成長を促す。

そ の 他

講義コード 14C0126501 授業形態 実技 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 体育実技Ｃ 山中　浩敬 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 バレーボールを通して学生個々がお互いの強み，弱みを理解し，それぞれが力を発揮できるためのマネジメント力やコミュ

ニケーション能力を身につける。
到 達 目 標 個々の適正を理解し，結果を最大化していくためにそれらをどう組み合わせるか考え取り組むことで，チームマネジメント

力を養う。
授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

能力の異なる個々のメンバーを生かすための検討，チーム練習等に15時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス（方針，進め方等）
【第 2 回】 チーム編成のためのトライアウト①
【第 3 回】 チーム編成のためのトライアウト②
【第 4 回】 ドラフト会議，チーム活動①
【第 5 回】 チーム活動②
【第 6 回】 チーム活動③
【第 7 回】 チーム活動④
【第 8 回】 登龍門 - ランニングパス
【第 9 回】 登龍門 - 三段攻撃
【第10回】 チーム活動⑤
【第11回】 絶対に負けられない戦い①
【第12回】 絶対に負けられない戦い②
【第13回】 絶対に負けられない戦い③

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（15％），チーム成績（85％）
フィードバックの内容 必要に応じて授業内にて対応
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ スポーツが得意な方や苦手な方でも力を発揮する方法はあるはずです。それを受講生の皆さんが考えマネジメントできるよ

うになりましょう。
オフィスアワー 授業前及び実施時間帯
アクティブ･ラーニングの内容 グループワーク

実践的な教育内容
トレーナーとして多くのカテゴリーで実務経験があり，バレーボールチームの全国制覇に何度も貢献してきた。また，その
他人材開発プログラムにも携わっている教員が，その経験を活かし，バレーボールの特性を使って学生たち自身で互いの適
正を考え，チームとしての結果を最大化する方法に取り組む。

そ の 他



― 201 ―

た

講義コード 11C0121601 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 地方財政論１ 金田　美加 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本講義は、地方財政の基本的な知識を習得し、わが国の地方政府の活動を論理的な視点で考えることができるようになるこ
とを目的とする。そのため、地方財政の基礎理論を学んでいく。
地方財政の現状と役割、公共財の理論を中心に取り上げる。講義では毎回資料の配布を Open LMS で行う。

到 達 目 標 主たる目標：地方財政に関する基礎力を身につけ、地方財政制度や機能・役割を理解できること
従たる目標：より深い研究を志すものは、そのきっかけが掴めるようになること

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

各回に取り組んだ問題は必ず自分で解いて復習する、項目については語句説明文を作成する等の復習を行うこと。これら復
習に要する時間を授業外修学時間とする。
履修者は、予習・復習として60時間以上（予習・復習として各回あたり４時間程度）を目安とした財政関連の授業外学修を
行うことが望ましい。

授 業 計 画

【第 1 回】第１期ガイダンスと公共財・地方公共財について
【第 2 回】公共財・地方公共財
【第 2 回】地方財政の機能と役割①（地方分権化定理とティボー理論の概説）
【第 3 回】地方財政の機能と役割②（権限の委譲と権能差など）
【第 4 回】地方税原則と税源配分
【第 5 回】国と地方の財政関係①（地方財政計画、国と地方のプライマリーバランスなど）
【第 6 回】国と地方の財政関係②（補助金制度など）
【第 7 回】地方税収の現状①（租税収入の現状比較）
【第 8 回】地方税収の現状②（地方債、財政健全化法など）
【第 9 回】外部性の理論①（正の外部性と負の外部性）
【第10回】外部性の理論②（外部性の解決方法）
【第11回】公共財の理論①（公共財の最適配分）
【第12回】公共財の理論②（公共財供給メカニズム：リンダールメカニズムなど）
【第13回】公共財の理論③と第１期の総括（公共財供給メカニズム：中位投票者定理など）

成績評価の方法 原則として大学の定める定期試験期間中に実施される定期試験100％で評価する。
詳細はガイダンス資料に記載（要確認）

フィードバックの内容 講義で扱った問題については、授業終了後および Open LMS メッセージ機能、Teams 等を利用し質問などを受け付ける。
詳細は初回ガイダンス資料に記載（要確認）

教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『地方財政論入門』佐藤主光（新世社）2009、『入門地方財政論　第３版』林宏昭、橋本恭之（中央経済社）2014

教員からのお知らせ
初回ガイダンス資料から事前に Open LMS にアップロードする。
成績評価の詳細、および、資料の配布方法等については、ガイダンス資料に記載しているので、初回ガイダンスに出席でき
ない場合は必ず資料をダウンロードして内容を確認すること。

オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後の教室内および Open LMS のメッセージ機能、Teams 等を利用して行う。
なお、質問等は随時受付とする。受付た質問等は次回の講義日までに回答を行うものとする。

アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り
● Open LMS 上の機能を活用し、期間中に練習ドリルを２回ほど公開することで、自主的な追加学習を求める。

実践的な教育内容

そ の 他

●履修にあたっては、ミクロ経済学と財政学に関する基礎的な知識があると望ましい（または、基礎的な知識を得ようとす
る意欲があると望ましい）。
●講義内容については、履修者の理解度に応じて、講義の順番や内容を変更する場合がある。
●本授業は、講義形式の対面授業を原則とする。
●教科書は特に指定しない。必要に応じ、教員が用意した資料等の配布を Open LMS にて行う。受講時には Open LMS か
らダウンロードした資料を持参（タブレット可）して参加することが望ましい。
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講義コード 11C0121701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 地方財政論２ 金田　美加 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本講義は、地方財政の基本的な知識を習得し、わが国の地方政府の活動を論理的な視点で考えることができるようになるこ
とを目的とする。そのため、地方財政の基礎理論を学んでいく。
租税による外部性と政府間補助金の理論を中心に取り上げる。講義では毎回資料の配布を Open LMS で行う。

到 達 目 標 主たる目標：地方財政に関する基礎力を身につけ、地方財政制度や機能・役割を理解できること
従たる目標：より深い研究を志すものは、そのきっかけが掴めるようになること

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

各回に取り組んだ問題は必ず自分で解いて復習する、項目については語句説明文を作成する等の復習を行うこと。これら復
習に要する時間を授業外修学時間とする。
履修者は、予習・復習として60時間以上（予習・復習として各回あたり４時間程度）を目安とした財政関連の授業外学修を
行うことが望ましい。

授 業 計 画

【第 1 回】第２期ガイダンスと租税の各論①（所得課税など）
【第 2 回】租税の各論②（消費課税など）
【第 3 回】租税の各論③（資本課税、地方税の経済分析など）
【第 4 回】租税の各論④（供給の価格弾力性、固定資産税の経済分析、税の帰着など）
【第 5 回】租税による外部性①（租税輸出論、重複課税と租税の外部性）
【第 6 回】租税による外部性②（同時手番ゲームとナッシュ均衡）
【第 7 回】租税による外部性③（租税競争論とスピルオーバー問題）
【第 8 回】所得再分配機能と地方政府（所得再分配政策と福祉移住、地方債の食い逃げなど）
【第 9 回】政府間財政移転の理論①（補助金の効果、税制調整と財源保障）
【第10回】政府間財政移転の理論②（逐次手番ゲームとナッシュ均衡）
【第11回】政府間財政移転の理論③（補助金とソフトな予算制約など）
【第12回】政府間財政移転の理論④（財政錯覚、等価定理とフライペーパー効果など）
【第13回】政府間財政格差と第２期の総括（財政余剰と個人の厚生、格差の計測など）

成績評価の方法 原則として大学の定める定期試験期間中に実施される定期試験100％で評価する。
詳細はガイダンス資料に記載（要確認）

フィードバックの内容 講義で扱った問題については、授業終了後および Open LMS メッセージ機能、Teams 等を利用し質問などを受け付ける。
詳細は初回ガイダンス資料に記載（要確認）

教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『地方財政論入門』佐藤主光（新世社）2009、『入門地方財政論　第３版』林宏昭、橋本恭之（中央経済社）2014

教員からのお知らせ
初回ガイダンス資料から事前に Open LMS にアップロードする。
成績評価の詳細、および、資料の配布方法等については、ガイダンス資料に記載しているので、初回ガイダンスに出席でき
ない場合は必ず資料をダウンロードして内容を確認すること。

オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後の教室内および Open LMS のメッセージ機能、Teams 等を利用して行う。
なお、質問等は随時受付とする。受付た質問等は次回の講義日までに回答を行うものとする。

アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り
● Open LMS 上の機能を活用し、期間中に練習ドリルを２回ほど公開することで、自主的な追加学習を求める。

実践的な教育内容

そ の 他

●履修にあたっては、ミクロ経済学と財政学に関する基礎的な知識があると望ましい（または、基礎的な知識を得ようとす
る意欲があると望ましい）。
●講義内容については、履修者の理解度に応じて、講義の順番や内容を変更する場合がある。
●本授業は、講義形式による対面授業を原則とする。
●教科書は特に指定しない。必要に応じ、教員が用意した資料等の配布を Open LMS にて行う。受講時には Open LMS か
らダウンロードした資料を持参（タブレット可）して参加することが望ましい。
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た

講義コード 11C0120701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 中級マクロ経済学１／中級マクロ経済学 慶田　昌之 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 ２年生のマクロ経済学を学んだ後に、経済成長と景気循環に関する通時的マクロ経済モデルの基本的な考え方を学び、経済

学検定試験（ERE ミクロ・マクロ）のマクロ分野の問題の演習をする。
到 達 目 標 通時的マクロ経済モデルを用いて経済成長と景気循環に関する分析が可能となるように、モデルに習熟する。経済学検定試

験（ERE ミクロ・マクロ）のマクロ分野の問題を解けるようになる。
授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この講義の授業外学習時間は60時間必要である。教科書を読み、理解できない点を明らかにして講義に臨むこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 合理的期待形成仮説
【第 2 回】 資産価格と資本蓄積
【第 3 回】 新古典派成長モデル（１）
【第 4 回】 新古典派成長モデル（２）
【第 5 回】 新古典派成長モデルの実証的含意
【第 6 回】 世代重複モデル（１）
【第 7 回】 世代重複モデル（２）
【第 8 回】 消費の恒常所得仮説
【第 9 回】 調整費用とトービンの q
【第10回】 消費パターンの平準化と資産価格
【第11回】 不確実性と資産価格
【第12回】 資産市場と情報の伝達
【第13回】 資産価格決定モデルの実証研究

成績評価の方法 講義内の小テストの成績による（100％）。
フィードバックの内容 授業内でフィードバックする。
教 科 書 『新しいマクロ経済学 : クラシカルとケインジアンの邂逅』齊藤 誠（有斐閣）2006、『CBT ERE ミクロ・マクロ 経済学検定

試験 対策問題集』経済法令研究会（経済法令研究会）2021
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 『マクロ経済学基礎』『マクロ経済学』の単位を修得済みであることが望ましい。この講義内容を理解するためには、数学、

特に微分の知識を必要とする。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有
実践的な教育内容
そ の 他 この講義は、『ERE マクロ演習』とセットで受講することを推奨する。この講義においても ERE の問題演習を行う。



― 204 ―

た

講義コード 11C0118501 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 中国経済論１ 苑　志佳 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

これまでの40数年間の改革・開放時期を経た中国はかつての最貧国から高所得国になり、世界第２位の経済規模にもなった。
世界経済史からみても中国経済の達成は類のない成功例である。中国経済はこれまで、どのように高度成長を実現したか。
その高度成長のメカニズムはどのようなものであるか。さらに、中国経済は今後どのように変化していくか。本講義は上記
の諸点を問題意識とし、歴史・制度・世界政治・経済システムなど多様な視点から中国経済の発展メカニズムを検証する。
本講義では、中国経済を研究する視点・分析方法を紹介し、中国経済発展の初期条件、計画経済体制の形成・変容、経済発
展の方針・手段・問題点、改革開放路線の導入および市場経済体制の確立、現段階の経済構造・特徴、などについて順次講
義する。

到 達 目 標
本講義は、中国経済に関心を持つ素人のために設計されたものである。本講義を履修することによって中国経済の発展過程
を全般的に把握することができる。また、本講義の勉強を通じて、中国経済の発展メカニズムおよび経済の主要側面を理解
することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
２．毎週の授業前に講義ファイルを復習資料として入手し、予習する。
３．授業のテーマに関連する資料・参考書を自ら収集し、授業後関連章節を読む。

授 業 計 画

【第 1 回】 イントロダクション
【第 2 回】 中国はどのような国か
【第 3 回】 歴史の回顧（１）計画経済体制の形成
【第 4 回】 歴史的回顧（２）市場経済体制への移行
【第 5 回】 現在の中国政治と経済
【第 6 回】 経済発展における「見える手」
【第 7 回】 工業・技術

【第 8 回】 企業制度
【第 9 回】 労働・雇用制度
【第10回】 財政制度
【第11回】 農業・農政
【第12回】 人口・社会保障
【第13回】 総括：総合学習効果

成績評価の方法 出席者の成績は、授業への取り組み姿勢（20％）と総合学習効果（80％）を合わせて決める。
フィードバックの内容 講義された課題に対する講評を翌週授業の冒頭にて行う。
教 科 書 『中国経済入門』南亮進・牧野文夫（日本評論社）2018年
指 定 図 書 『世界進出する中国型多国籍企業』苑志佳（創成社）2023年
参 考 書 『現代中国経済』丸川知雄（有斐閣アルマ）2021年

教員からのお知らせ

本講義に出席する学生諸君へ
下記の資料を丁寧に作成・保管することを強く薦める。

（１）授業ノート；
（２）講義 PPT ファイル資料。
講義ファイルは立正 HP 画面からダウンロードすることができる。原則として、授業期間中にはプリントアウトを配布しな
い。
期末試験の際に資料・教科書の持ち込みは禁止するため、この授業の単位を取得したい学生には、平日授業の出席を強くお
勧めする。

オフィスアワー
－月曜日３限
－品川キャンパス２号館508室
－事前に＜0918@ris.ac.jp ＞に連絡すること

アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習など
実践的な教育内容
そ の 他
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た

講義コード 11C0118601 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 中国経済論２ 苑　志佳 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

改革・開放期以降、目覚ましい経済発展を遂げた中国は、世界経済に占める比重が高まり、世界経済との結びつきも急速に
強まった。一方、体制の違いによって米国と中国は対立するようになった。米中の分断は世界経済にも深刻な影響を与える。
本講義は、中国経済の発展と世界経済との関連を問題意識とし、改革・開放というキーワードにおける「（対外）開放」を中
心に講義する。講義では、中国が対外開放政策を採用した背景・過程・現状および問題点を総合的に考察する。具体的には、
中国の対外経済パフォーマンス、経済の国際化過程における対外貿易、外国資本の対内直接投資、中国企業の対外直接投資、
通貨人民元の改革と国際化、主要国・地域との経済関係（米中経済、日中経済）などを詳細に解説する。

到 達 目 標 本講義を通じて中国経済の対外的側面および世界経済との関連性を理解することができる。また、本講義を履修する学生は、
中国経済と主要国経済との関係に関する知識を勉強することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

１．この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
２．毎週の授業後に講義ファイルを復習資料として入手し、復習する。
３．授業のテーマに関連する資料・参考書を自ら収集し、授業後関連章節を読む。

授 業 計 画

【第 1 回】 イントロダクション
【第 2 回】 対外開放の展開
【第 3 回】 国際分業と中国経済
【第 4 回】 対外貿易と中国経済
【第 5 回】 対内直接投資の中国経済へのインパクト
【第 6 回】 中国における外資企業
【第 7 回】 対外直接投資の展開

【第 8 回】 人民元の国際化
【第 9 回】 中国経済と海外華人
【第10回】 日中経済
【第11回】 米中経済
【第12回】 中国と世界
【第13回】 総括：総合学習効果

成績評価の方法
１．成績判定方針：本授業の内容は強い前後連携関係があり、継続的な出席は不可欠であるため、出席者の成績は、出席状
況と総合学習効果（テスト）を合わせて決める。
２．総合学習効果の点数＋出席状況で判定する。
３．出席者の成績は、授業への取り組み姿勢（20％）と総合学習効果（80％）を合わせて決める。

フィードバックの内容 講義された課題に対する講評を翌週授業の冒頭にて行う。
教 科 書 『中国企業対外直接投資のフロンテア』苑　志佳（創成社）2014年
指 定 図 書 『世界進出する中国型多国籍企業』苑志佳（創成社）2023年
参 考 書 『チャイナ・ショックの経済学』大橋英夫（勁草書房）2020年

教員からのお知らせ

本講義に出席する学生諸君へ
下記の資料を丁寧に作成・保管することを強く薦める。

（１）授業ノート；
（２）講義 PPT ファイル資料。
講義ファイルは立正 HP 画面からダウンロードすることができる。原則として、授業期間中にはプリントアウトを配布しな
い。
期末試験の際に資料・教科書の持ち込みは禁止するため、この授業の単位を取得したい学生には、平日授業の出席を強くお
勧めする。

オフィスアワー
－月曜日３限
－品川キャンパス２号館508室
－事前に＜0918@ris.ac.jp ＞に連絡すること

アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習など
実践的な教育内容
そ の 他
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た

講義コード 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 中国語１ 各担当教員 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

この授業は、初めて中国語を学ぶ人を対象とする入門初級科目であり、発音と文法の基礎を中心に学びます。中国語入門の
段階で最も重要な点は、中国語の発音とその表記法（ピンイン＝中国語のローマ字表記法）を習得することです。漢字を知っ
ている日本人は、視覚的な漢字の意義やニュアンスに依存し、表面的な意味を理解して簡単に分かった気持ちになりがちで
すが、言葉は発音をしっかり身に付けて初めて、コミュニケーションに役立てることができます。中国語の四つのリズム（四
声）や日本語にはない発音を、しっかり体で覚えること、および中国語の基礎的な文法（名詞、形容詞、動詞の各主述文）
構造を学び、言葉の語順に習熟することを目的とします。

到 達 目 標
・中国語の発音の基礎を習得し、ピンインや四声について説明し、正しく発音できる。
・中国語の文法の基礎を習得し、簡単な文章を読むことができる。
・中国語の基礎的な会話能力を習得し、中国の人と簡単な会話ができる。
・中国語を通し、中国についての基礎的な理解を深め、日中友好に寄与できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

発音は、授業の時だけの練習ではなかなか身につきません。授業が終わった後、毎回自分で音声を聞き、声を出して反復練
習し、学んだことを復習して下さい。発音の復習、テキストからの宿題を含め、この科目では15時間以上の授業外学修を行っ
て下さい。

授 業 計 画

【第 1 回】 中国語ガイダンス　1. 中国とはどんな国？　2. 中国語とはどんな言葉？
第１課発音１　中国語の音節、声調（四声）

【第 2 回】 前回の復習
第２課発音２　単母音、複母音

【第 3 回】 前回の復習
第３課発音３　子音（１）

【第 4 回】 前回の復習
第４課発音４　子音（２）

【第 5 回】 ピンインの総まとめ
第５課　初対面の自己紹介（１）

【第 6 回】 前回の復習
第５課　初対面の自己紹介（２）

【第 7 回】 前回の復習
第６課　誕生日祝いに何を食べる（１）

【第 8 回】 前回の復習
第６課　誕生日祝いに何を食べる（２）

【第 9 回】 前回の復習
第７課　家族の話（１）

【第10回】 前回の復習
第７課　家族の話（２）

【第11回】 前回の復習
第８課　パンダを見に行こう（１）

【第12回】 前回の復習
第８課　パンダを見に行こう（２）

【第13回】 前期の復習
前期の総まとめ（もしくは学習確認テスト）

成績評価の方法 小テストの結果、授業における課題への取り組みなどの平常点（40％）、定期試験の結果（60％）を、原則、成績評価の対象
とします。詳細について各担当教員の教員にご確認ください。

フィードバックの内容 宿題の添削、小テストの解説によってフィードバックを行います。
教 科 書 『初めての異文化おもしろ体験 初級中国語』陳淑梅 / 劉渇氷（朝日出版社）2025年
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ
授業中は声を出して練習することを重視するので、積極的に発言するよう心がけて下さい。ただ授業に出席するだけでは評
価しません。
外国語の勉強は日々の積み重ねが大事です。授業の前後は必ず予習と復習をしましょう。授業では単語の聞き取りや会話の
発音チェックなどの小テストがあります。

オフィスアワー この授業は複数クラスで行われています。オフィスアワーあるいは質問対応可能時間の詳細については、各担当教員にお問
い合わせください。

アクティブ･ラーニングの内容 教員のフィードバックによる振り返り。各担当者によって異なりますが、学習する課題文型を学び、それを繰り返し練習し
ながら、パターン学習へ展開させ、応用的な学習へと導きます。常にフィードバックして共通理解を得つつ進めます。

実践的な教育内容
そ の 他 このシラバスは専任の黄昱が代表して書いています。実際の授業の詳細については、各担当教員の指示に従ってください。
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講義コード 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 中国語２ 各担当教員 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
この授業は入門初級科目であり、発音の基礎をふまえ、文法の基礎（名詞、形容詞、動詞の各主述文、完了や経験、動作の
進行、比較など）を学びます。毎回、テキストの本文を正しく発音し、基礎的な文法をしっかりおさえていきます。文法習
得をメインとする授業ではありますが、最終的な目的は、自分自身のことを簡単な中国語で表現でき、中国人の友人と初歩
的なコミュニケーションをとれるレベルに達することです。

到 達 目 標
・中国語初級（中国語検定四級レベル）の基礎的な文法を運用し、簡単な文章を読み、書くことができる。
・中国語の基礎的な学修を通じて、外国語の辞書や文法書を自ら活用し、語学学修に役立てることができる。
・簡単な中国語で自分自身のことを表現でき、中国人と初歩的なコミュニケーションをとることができる。
・中国語を通し、中国についての理解を深め、日中友好に寄与できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

発音は、毎日くりかえし練習しなければすぐに忘れてしまいます。授業が終わった後、毎回自分で教科書の録音を聞き、声
を出して練習し、学んだことを復習して下さい。発音の復習、テキストからの宿題を含め、この科目では15時間以上の授業
外学修を行って下さい。

授 業 計 画

【第 1 回】 前期の復習　後期授業の説明
第９課　ショッピング（１）

【第 2 回】 前回の復習
第９課　ショッピング（２）

【第 3 回】 前回の復習
第10課　一緒に昼ご飯を食べましょう（１）

【第 4 回】 前回の復習
第10課　一緒に昼ご飯を食べましょう（２）

【第 5 回】 前回の復習
第11課　中国料理屋で（１）

【第 6 回】 前回の復習
第11課　中国料理屋で（２）

【第 7 回】 前回の復習
第12課　中秋節（１）

【第 8 回】 前回の復習
第12課　中秋節（２）

【第 9 回】 前回の復習
第13課　道を尋ねる（１）

【第10回】 前回の復習
第13課　道を尋ねる（２）

【第11回】 前回の復習
第14課　カラオケで（１）

【第12回】 前回の復習
第14課　カラオケで（２）

【第13回】 後期授業の総まとめ、期末テスト
成績評価の方法 小テストの結果、授業における課題への取り組みなどの平常点（40％）、定期試験の結果（60％）を、原則、成績評価の対象

とします。詳細について各担当教員の教員にご確認ください。
フィードバックの内容 宿題の添削、小テストの解説によってフィードバックを行います。
教 科 書 『初めての異文化おもしろ体験 初級中国語』陳淑梅 / 劉渇氷（朝日出版社）2025年
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ
授業中は声を出して練習することを重視するので、積極的に発言するよう心がけて下さい。ただ授業に出席するだけでは評
価しません。
外国語の勉強は日々の積み重ねが大事です。授業の前後は必ず予習と復習をしましょう。授業では単語の聞き取りや会話の
発音チェックなどの小テストがあります。

オフィスアワー この授業は複数クラスで行われています。オフィスアワーあるいは質問対応可能時間の詳細については、各担当教員にお問
い合わせください。

アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り。各担当者によって異なりますが、学習する課題文型を学び、それを繰り返し練
習しながら、パターン学習へ展開させ、応用的な学習へと導きます。常にフィードバックして共通理解を得つつ進めます。

実践的な教育内容
そ の 他 このシラバスは専任の黄昱が代表して書いています。実際の授業の詳細については、各担当教員の指示に従ってください。
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講義コード 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 中国語３ 各担当教員 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

この授業は、初めて中国語を学ぶ人を対象とする入門初級科目であり、発音と文法の基礎を中心に学びます。中国語入門の
段階で最も重要な点は、中国語の発音とその表記法（ピンイン＝中国語のローマ字表記法）を習得することです。漢字を知っ
ている日本人は、視覚的な漢字の意義やニュアンスに依存し、表面的な意味を理解して簡単に分かった気持ちになりがちで
すが、言葉は発音をしっかり身に付けて初めて、コミュニケーションに役立てることができます。中国語の四つのリズム（四
声）や日本語にはない発音を、しっかり体で覚えること、および中国語の基礎的な文法（名詞、形容詞、動詞の各主述文）
構造を学び、言葉の語順に習熟することを目的とします。

到 達 目 標
・中国語の発音の基礎を習得し、ピンインや四声について説明し、正しく発音できる。
・中国語の文法の基礎を習得し、簡単な文章を読むことができる。
・中国語の基礎的な会話能力を習得し、中国の人と簡単な会話ができる。
・中国語を通し、中国についての基礎的な理解を深め、日中友好に寄与できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

発音は、授業の時だけの練習ではなかなか身につきません。授業が終わった後、毎回自分で音声を聞き、声を出して反復練
習し、学んだことを復習して下さい。発音の復習、テキストからの宿題を含め、この科目では15時間以上の授業外学修を行っ
て下さい。

授 業 計 画

【第 1 回】 中国語ガイダンス　１．中国とはどんな国？　２．中国語とはどんな言葉？
発音　１．声調　２．軽声　３．単母音

【第 2 回】 前回の復習
発音　４．子音　５．複母音

【第 3 回】 前回の復習
発音　６．鼻母音　７．声調の組み合わせ　８．声調変化　９．“儿”化

【第 4 回】 前回の復習
ピンインの総まとめ

【第 5 回】 前回の復習
第１課 楊麗さんですか（１）

【第 6 回】 前回の復習
第１課 楊麗さんですか（２）

【第 7 回】 前回の復習
第２課　荷物は多いですか（１）

【第 8 回】 前回の復習
第２課　荷物は多いですか（２）

【第 9 回】 前回の復習
第３課　 明日はどこへ行きますか（１）

【第10回】 前回の復習
第３課　 明日はどこへ行きますか（２）

【第11回】 前回の復習
第４課　 ケーキを食べたいですか（１）

【第12回】 前回の復習
第４課　 ケーキを食べたいですか（２）

【第13回】 前期の総まとめ（もしくは学習確認テスト）
成績評価の方法 小テストの結果、授業における課題への取り組みなどの平常点（40％）、定期試験の結果（60％）を、原則、成績評価の対象

とします。詳細について各担当教員の教員にご確認ください。
フィードバックの内容 宿題の添削、小テストの解説によってフィードバックを行います。
教 科 書 『１冊めの中国語　会話クラス』劉穎、喜多山幸子、松田かの子（白水社）2008年
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ
授業中は声を出して練習することを重視するので、積極的に発言するよう心がけて下さい。ただ授業に出席するだけでは評
価しません。
外国語の勉強は日々の積み重ねが大事です。授業の前後は必ず予習と復習をしましょう。授業では単語の聞き取りや会話の
発音チェックなどの小テストがあります。

オフィスアワー この授業は複数クラスで行われています。オフィスアワーあるいは質問対応可能時間の詳細については、各担当教員にお問
い合わせください。

アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り。各担当者によって異なりますが、学習する課題文型を学び、それを繰り返し練
習しながら、パターン学習へ展開させ、応用的な学習へと導きます。常にフィードバックして共通理解を得つつ進めます。

実践的な教育内容
そ の 他 このシラバスは専任の黄昱が代表して書いています。実際の授業の詳細については、各担当教員の指示に従ってください。



― 209 ―

た

講義コード 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 中国語４ 各担当教員 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

中国語４は初めて中国語を学ぶ人を対象とする入門初級科目のひとつであり、中国語を受講する人は一年次に中国語１、２
と並んで、この中国語３、４を受講する必要があります。中国語１、２は文法的基礎を中心として学ぶ科目であり、中国語
３、４は日常的な会話表現を中心として学ぶ科目です。この中国語４は中国語３に続いて発音の基礎から、基礎文法も学び
ますが、日常的な会話表現の訓練を主な目的とする科目であり、中国語１、２と併せて中国語初級（中国語検定試験４級レ
ベル）の修得を目標としています。

到 達 目 標

中国語入門の段階で最も重要な点は、中国語の発音とその表記法（ピンイン＝中国語のローマ字表記法）を習得することで
す。漢字を知っている日本人は、視覚的な漢字の意義やニュアンスに依存し、表面的な意味を理解して簡単に分かった気持
ちになりがちですが、言葉は発音をしっかり身に付けて初めて、コミュニケーションに役立てることができるのです。中国
語の独特のアクセント（声調）や日本語にはない発音を、しっかり体で覚えること、および中国語の基礎的な文法構造を学
び、言葉の語順に習熟することを目標としています。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

新しい外国語を学ぶことは、新しい発音法やイントネーション、言葉の語順感覚に習熟する必要があり、それは口と耳を使っ
た肉体的なトレーニングなのです。従って、授業の時だけの練習ではなかなか身につきません。授業外もテキストの録音を
聞いたり、声に出して反復練習したり、学んだことを復習することを心がけましょう。（授業のほかに15時間を学修にあてる
こと）

授 業 計 画

【第 1 回】 前期の復習
第５課　これはいくらですか（１）

【第 2 回】 前回の復習
第５課　これはいくらですか（２）

【第 3 回】 前回の復習
第６課　電子辞書を持っていますか（１）

【第 4 回】 前回の復習
第６課　電子辞書を持っていますか（２）

【第 5 回】 前回の復習
第７課　京劇のチケットを買いました（１）

【第 6 回】 前回の復習
第７課　京劇のチケットを買いました（２）

【第 7 回】 前回の復習
第８課　ファーストフード店がありますか（１）

【第 8 回】 前回の復習
第８課　ファーストフード店がありますか（２）

【第 9 回】 前回の復習
第９課　中国の歌が歌えますか（１）

【第10回】 前回の復習
第９課　中国の歌が歌えますか（２）

【第11回】 前回の復習
第10課　長城に行ったことがありますか（１）

【第12回】 前回の復習
第10課　長城に行ったことがありますか（２）

【第13回】 後期の総まとめ、期末テスト
成績評価の方法 小テストの結果、授業における課題への取り組みなどの平常点（40％）、定期試験の結果（60％）を、原則、成績評価の対象

とします。詳細について各担当教員の教員にご確認ください。
フィードバックの内容 宿題の添削、小テストの解説によってフィードバックを行います。
教 科 書 『１冊めの中国語　会話クラス』劉穎、喜多山幸子、松田かの子（白水社）2008年
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ このシラバスは経済学部の中国語を統一的に実施するために、専任の黄昱が代表して書いています。実際の授業においては、

各担当教員によりシラバスとは異なる指示があるかもしれませんが、その際は担当教員の指示に従ってください。
オフィスアワー この授業は複数のクラスで実施しています。オフィスアワーあるいは質問対応可能時間などの詳細については各担当教員に

お問い合わせください。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り。宿題や小テストに対する教員のフィードバックを行います。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0104301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 哲学とは何か 小川　文子 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
「哲学」というと、何か小難しい理論や詭弁のようなものを連想する人がいるかもしれません。しかし、「哲学」とはそもそ
も私たちにとって身近なもののはずで、大雑把に言えば、「考える営み」に他なりません。本講義では、身近な問題を哲学的
なアプローチで考えてみることを試みます。そのために必要な、西洋哲学の歴史にも触れていきます。

到 達 目 標
①身近な事柄に対して、自発的に問題を見つけることができる
②過去の哲学者の思想を説明することができる
③問題に対し、自分なりの意見を発信することができる

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修をすること。授業中に、書籍や HP、映画など、参考となるメディアを紹介するの
で、そうしたものを積極的に取り入れて各自学習を深めて下さい。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス・哲学の誕生
【第 2 回】 ソクラテス以前の哲学者
【第 3 回】 何のために生きるのか：ソクラテス
【第 4 回】 三角形が三角形であるということ：プラトンとアリストテレス
【第 5 回】 そもそも「ある」ということはどういうことか：古代から量子力学の世界へ
【第 6 回】 世界の３割はキリスト教徒
【第 7 回】 哲学とキリスト教
【第 8 回】 「知る」ということについて：17世紀の哲学とカント
【第 9 回】 AI に心は宿るのか：哲学的ゾンビの問題
【第10回】 「言葉」の不思議：分析哲学の世界
【第11回】 トーテムポールが示す意味：構造主義
【第12回】 作者の「意図」なんてあるのか：ポスト構造主義
【第13回】 「私」の主体性とは：実存主義

成績評価の方法
平常点（リアクションペーパーと課題）：40％　学期末試験：60％
平常点として、履修が確定した第２回目より OpenLMS でリアクションペーパーを回収します。
到達目標の①と③については、リアクションペーパーで確認します。②については、課題と試験で評価します。

フィードバックの内容 リアクションペーパーに対するフィードバックを次週の授業内で行います。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 教科書はありません。毎回の授業内容はプリントをデータで配信します。エコロジーの観点から紙媒体での配布はしません。

参考文献も適宜紹介します。
オフィスアワー 授業時間後教室にて、もしくは OpenLMS のメールを使ってご連絡ください。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り。毎回のリアクションぺーパーを次の授業時にフィードバックします。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0116102 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 統計学 小松　宏行 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
統計学における推定・仮説検定の手法を説明する。一部のデータ（標本）から全体（母集団）を統計的に推測する技術は、
社会生活の「問い」を解明する上で強力なものである。例えば、新開発の薬は本当に効果があるのか、広告を出したから売
上が上昇したのか、アンケート調査は何人に尋ねれば十分かなど、その活用機会は学問領域を問わない。本授業では、様々
な具体例を取り上げながら、将来を通じて「使える」統計学の習得を目指す。

到 達 目 標
統計学の手法を用いて実際のデータを分析できる。
そのために、

（１）各推定方法・検定方法を正しく実行できる。
（２）どの場面でどの方法を使用すべきか理論的に説明できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

60時間以上の授業外学修を実行すること。
予習：各回の授業で取り扱う内容について、事前に教科書を読んでくる。
復習：授業内容を再現する。小レポートを解く。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス
【第 2 回】 多次元の確率分布（１）（共分散，相関係数，確率変数の独立性）
【第 3 回】 多次元の確率分布（２）（独立な確率変数の和の平均値と分散）
【第 4 回】 標本分布（１）（無作為標本，統計量，標本分布，観測値の和および平均の分布）
【第 5 回】 標本分布（２）（大数の法則，中心極限定理）
【第 6 回】 推定（１）（標準偏差が既知の場合の平均値の推定）
【第 7 回】 推定（２）（標準偏差が未知の場合の平均値の推定）
【第 8 回】 推定（３）（分散・標準偏差・比率の推定）
【第 9 回】 推定（４）（平均値の差・比率の推定）
【第10回】 仮説検定（１）（標準偏差が既知の場合の平均値の検定）
【第11回】 仮説検定（２）（標準偏差が未知の場合の平均値の検定）
【第12回】 仮説検定（３）（比率の検定）
【第13回】 仮説検定（４）（平均値の差・比率の差の検定）

成績評価の方法 各回の小レポート（30％）と期末試験（70％）による。
フィードバックの内容 授業のはじめに前回の小レポートを解説する。

質問やコメントは随時募集し、授業内で返答する。
教 科 書 『統計解析入門〔第３版〕』篠崎信雄，竹内秀一（サイエンス社）2020年
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受け付ける。その際は事前にメールでアポイントメ

ントを取ってほしい。簡単な質問は授業内や授業後でも随時受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り
実践的な教育内容
そ の 他 「統計学基礎」に続く内容であるため、「統計学基礎」の単位を取得済みであることが望まれる。
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講義コード 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 統計学基礎 各担当教員 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
統計学は、大量のデータの中に存在する法則性を扱う分析手法である。急速に情報化が進展した現代社会においては、多種
多様かつ大量なデータを処理し、選別する能力が以前にも増して望まれている。
本講義では、統計学の役割や主要な概念、基本的な分析手法について学習する予定である。また、履修者が簡単なデータ解
析の手法を習得できるよう、幅広い応用例を紹介しながら、講義だけでなく問題演習なども行ってゆく。

到 達 目 標
平均値、中央値、分散、標準偏差、変動係数の計算ができる。
基礎的な確率の計算ができる。
確率分布の概念を理解できる。
母集団と標本の概念を理解できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
各回の授業で取り扱う内容について、事前に教科書を読んでくること。
授業時に提示する練習問題を必ず実際に解いてみること。

授 業 計 画

【第 1 回】 統計学の必要性、母集団と標本
【第 2 回】 統計学に必要な数学の基礎、度数分布表とヒストグラム
【第 3 回】 平均値、中央値、最頻値、分散、標準偏差、変動係数
【第 4 回】 記述統計の簡便法、標準化、偏差値
【第 5 回】 ２次元データ、クロス集計、相関係数
【第 6 回】 確率とは、順列・組合せ
【第 7 回】 基礎的な確率の計算
【第 8 回】 確率変数と確率分布
【第 9 回】 確率分布の平均値（期待値）と標準偏差
【第10回】 二項分布
【第11回】 正規分布１
【第12回】 正規分布２
【第13回】 総復習

成績評価の方法 期末試験（100％）により評価する。授業への取り組み姿勢や課題の提出状況などに応じて加点することがある。
フィードバックの内容 課題の解説を授業内で行う。
教 科 書 『統計解析入門〔第３版〕』篠崎信雄・竹内秀一（サイエンス社）2020
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー この授業は複数クラスなので、オフィスアワーあるいは質問対応可能時間の詳細については各担当教員に問い合わせること。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り。
実践的な教育内容
そ の 他 授業時にはルート（平方根）の計算機能が付いた電卓を持参すること。期末試験でも電卓が必要になる。

講義コード 11C0104701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 統計学の世界 小松　宏行 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
スマホの画面を数分眺めるだけで幾多の情報が舞い込む時代。そこで賢明に生きるためには、正しい情報を見抜き、有効に
活用する力、いわば「統計リテラシー」が欠かせない。本授業では、現代社会で直面しうる、データを伴う様々な状況を取
り上げ、統計学が与える解決法を実践的な視点で紹介する。各回につき１つの「問い」を設定するので、統計学の知見から
どのように対処すべきか主体的に検討する力を修得してほしい。

到 達 目 標
統計学の基本的な概念と手法を修得する。
日常生活や実社会、ビジネスにおける統計学の具体的な活用方法を理解する。
将来にわたって「使える」データ分析及び調査の基本的な技術を身につける。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。
授業外学修では、授業内演習の完成、授業内容の復習、質問事項の整理を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 イントロダクション
【第 2 回】 データの可視化（グラフと統計量）
【第 3 回】 調査・統計の誤用とバイアス
【第 4 回】 相関関係と因果関係
【第 5 回】 確率分布
【第 6 回】 統計的推定
【第 7 回】 仮説検定

【第 8 回】 回帰分析
【第 9 回】 ベイズ統計学の基礎
【第10回】 分類モデル
【第11回】 クラスター分析
【第12回】 データを用いた評価方法（レーティングシステム）
【第13回】 非・統計的推定（フェルミ推定）

成績評価の方法 授業内演習の取り組み状況（40％）、定期試験（60％）で評価する。
フィードバックの内容 授業内演習の解説を次の授業回で行う。
教 科 書
指 定 図 書

参 考 書
『統計学が最強の学問である』西内啓（ダイヤモンド社）2013年、『すごい統計学 : グラフとクイズで見えなかった世界が見
えてくる』本丸諒（飛鳥新社）2022年、『統計学の極意』デイヴィッド・シュピーゲルハルター（宮本寿代 訳）（草思社）2024
年、『Excel によるやさしい統計解析 : 分析手法の使い分けと統計モデリングの基礎』荒川俊也（オーム社）2020年

教員からのお知らせ
オフィスアワー 木曜日の昼休み等。ご都合に応じて、その他の日時も受け付ける。

事前にメールや Teams からアポイントメントを取ってくださるとありがたい。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り、グループ・ワーク
実践的な教育内容

そ の 他

（１）本授業に予備知識（前提知識）は必要としない。できるかぎり難解な数式は避け、統計学の面白さや強力さを直感的に
理解できるようなアプローチを心掛ける。それゆえに、統計学の理論をより厳密かつ体系的に学びたい方は「統計学基礎」
やそれに続く「統計学」と併せて受講することをおすすめする。

（２）必要に応じて、Excel や R などの統計分析ツールの使い方を説明する。
（３）授業内演習は、個人またはグループワークの形式でおこなう。
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講義コード 11C0125003 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特殊講義１〈Microeconomics with Calculus１〉※2018年～以降入学生用 渡部　真弘 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
A primary purpose of the course is to provide students with the necessary mathematical tools that are used in studying 
and understanding economics.　From time to time, we will also discuss economic applications of these tools and tech-
niques.

到 達 目 標
Upon completing of this course each student will be able to:

（１）master the basic theory of differentiation
（２）use methods from calculus to find the extrema of a function of one variable
（３）solve and interpret stylized problems based on microeconomic models

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

本科目では，授業開始時に実施する小テスト及び期末試験に向けた復習に取り組むために，週に少なくとも４時間（計60時
間以上）の授業外学修が必要である．

授 業 計 画

【第 1 回】Preliminaries:　real number system, intervals, absolute values, logic, set operations, summation
【第 2 回】Functions of one variable: basis definitions, graphs of functions
【第 3 回】Functions of one variable: linear functions, solving equations, Cramer’s rule
【第 4 回】Functions of one variable: quadratic functions, polynomials
【第 5 回】Functions of one variable: power functions, exponential functions
【第 6 回】Functions of one variable: logarithmic functions
【第 7 回】Differentiation: tangents, derivatives, geometric meaning of derivative, simple rules for differentiation
【第 8 回】Differentiation: sums, products, and quotients rules, power rule, chain rule
【第 9 回】Differentiation: derivatives of exponential and logarithmic functions
【第10回】Single-variable optimization: stationary points, first-derivative test for local extrema
【第11回】Single-variable optimization:　extreme points, the extreme value theorem
【第12回】Review
【第13回】Course Summary

成績評価の方法 評価割合は，小テスト（授業第２回～授業第12回の11回分）50％，期末試験50％とする．
フィードバックの内容 小テストの答案を採点した後，理解が不十分であると判断される内容を授業時間内で補足する．
教 科 書

指 定 図 書

『Microeconomic Analysis（3rd Edition）』Hal R. Varian（W.W.Norton & Company）1992、『A Short Course in Intermediate 
Microeconomics with Calculus』Robert Serrano and Allan M. Feldman（Cambridge University Press）2012、『Essential 
Mathematics for Economic Analysis（4th Edition）』Knut Sydsaeter, Peter Hammond, Arne Strom（Pearson）2012、『Math-
ematical Analysis: A Straightforward Approach（2nd Edition）』K.G. Binmore（Cambridge University Press）1982、『Math-
ematics for Economists』Carl P. Simon, Lawrence Blume（WW Norton & Company）2010

参 考 書
教員からのお知らせ 小テストや期末試験は記述式であり，単語を選択するマークシートのような簡易なものではない．試験問題を事前に配布し

ない．単位数に見合った学修時間を確保するつもりがなければ履修すべきではない．
オフィスアワー 木曜日３時限，2号館516研究室

事前に連絡があれば他の曜日・時間帯に対面・オンラインでも面談を実施する．
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り：小テストの全ての問題において，細分化された各採点項目に対する評価を返却

することで，復習が十分ではない内容を学生に認識させる．
実践的な教育内容
そ の 他 配布資料は英語で作成されているが，授業は日本語で行う．答案作成には英語を用いることが望ましい．
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講義コード 11C0125004 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特殊講義２〈Microeconomics with Calculus２〉※2018年～以降入学生用 渡部　真弘 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
A primary purpose of the course is to provide students with the necessary mathematical tools that are used in studying 
and understanding microeconomics. From time to time, we will also discuss economic applications of these tools and tech-
niques.

到 達 目 標
Upon completing of this course each student will be able to:

（１）master the basic theory of differentiation and integration
（２）solve and interpret stylized problems based on microeconomic models
（３）evaluate issues of microeconomic policy

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

本科目では，授業開始時に実施する小テスト及び期末試験に向けた復習に取り組むために，週に少なくとも４時間（計60時
間以上）の授業外学修が必要である．

授 業 計 画

【第 1 回】Derivatives in use: incrasing functions, decreasing functions
【第 2 回】Single-variable optimization: higher-order derivatives, concavity, convexity, inflection points
【第 3 回】Economic applications: risk aversion, certainty equivalent
【第 4 回】Single-variable optimization: extreme points for concave and convex functions
【第 5 回】Economic applications: monopoly, lerner index
【第 6 回】Integration: antiderivatives, indefinite integrals
【第 7 回】Integration: area and definite integrals
【第 8 回】Economic applications: demand curve, demand function, inverse demand function, consumer surplus
【第 9 回】Economic applications: produciton function, cost structure,　conditional factor demand
【第10回】Economic applications: profit maximization, supply curve, producer surplus
【第11回】Economic applications: competitive equilibrium, total surplus, deadweight loss
【第12回】Review
【第13回】Course Summary

成績評価の方法 評価割合は，小テスト（授業第２回～授業第12回の11回分）50％，期末試験50％とする．
フィードバックの内容 小テストの答案を採点した後，理解が不十分であると判断される内容を授業時間内で補足する．
教 科 書

指 定 図 書

『Microeconomic Analysis（3rd Edition）』Hal R. Varian（W.W.Norton & Company）1992、『A Short Course in Intermediate 
Microeconomics with Calculus』Robert Serrano and Allan M. Feldman（ Cambridge University Press）2012、『Essential 
Mathematics for Economic Analysis（4th Edition）』Knut Sydsaeter, Peter Hammond, Arne Strom（Pearson）2012、『Math-
ematical Analysis: A Straightforward Approach（2nd Edition）』K.G. Binmore（ Cambridge University Press）1982、『Math-
ematics for Economists』Carl P. Simon, Lawrence Blume（WW Norton & Company）2010

参 考 書
教員からのお知らせ 小テストや期末試験は記述式であり，単語を選択するマークシートのような簡易なものではない．試験問題を事前に配布し

ない．単位数に見合った学修時間を確保するつもりがなければ履修すべきではない．
オフィスアワー 木曜日３時限，2号館516研究室

事前に連絡があれば他の曜日・時間帯に対面・オンラインでも面談を実施する．
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り：小テストの全ての問題において，細分化された各採点項目に対する評価を返却

することで，復習が十分ではない内容を学生に認識させる．
実践的な教育内容
そ の 他 配布資料は英語で作成されているが，授業は日本語で行う．答案作成には英語を用いることが望ましい．
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講義コード 11C0125007 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特殊講義５〈経済の持続可能性〉※2018年～以降入学生用 浅子　和美 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 将来にわたっての経済の持続可能性を，財政赤字，年金問題，バブルの発生・膨張・崩壊，環境問題を踏まえた持続的経済

発展，等に焦点を当てながら講義する。
到 達 目 標 13回の講義を通じて，経済の持続可能性がいかに重要な問題かを，順を追って理解できるようにする。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

講義の予習・復習にとどまらず，日頃から，新聞やテレビの経済ニュースをフォローし，それらがそれぞれの経済問題の持
続可能性にどのような影響を及ぼすかを予測する訓練を積むこと．授業外学習時間数としては，週４時間，1学期を通じて計
60時間以上を目途とすること．

授 業 計 画

【第 1 回】 経済の持続可能性とは ?
【第 2 回】 財政赤字の持続可能性１
【第 3 回】 財政赤字の持続可能性２
【第 4 回】 財政赤字の持続可能性３
【第 5 回】 年金の持続可年能性１
【第 6 回】 年金の持続可年能性２
【第 7 回】 バブルの発生・膨張・崩壊
【第 8 回】 合理的バブル
【第 9 回】 バブルの推計と崩壊確率
【第10回】 持続可能な経済発展１
【第11回】 持続可能な経済発展２
【第12回】 持続可能な経済発展３
【第13回】 持続可能な経済発展４

成績評価の方法 学期中２回を限度の小テスト（15％），期末試験（70％）、授業への取り組み姿勢（15％）による．
フィードバックの内容 小テストの結果等に対しては，授業中に速やかにコメントする．
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『経済学入門15講』浅子和美（新世社）2021年
教員からのお知らせ 教科書は特に指定せず，参考とする資料を配布する。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 期末試験の他に，授業中に２回の小テストを行うが，授業で触れる内容に加えて，現実経済の動向にも注目しておく必要が

あり，十分に準備する心構えを有すること。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0125008 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特殊講義６〈保険論〉　※経済･国際コース＿２年生以上／特別講座９〈保険論〉　※経済･国際コース＿２年生以上 茶野　努 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 生命保険は人間生活における重要な役目を担っている。生死、病気といった避けられないリスクに対する備えとしてである。

講義では生命保険の仕組み・制度について学ぶ。
到 達 目 標 人に生命保険についての基礎知識を説明できるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

公開している講義資料を打ち出して、事前に学習の上講義に参加すること。
上記に示した授業外の学修は、60時間以上を目安に行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス・リスクとは何か
【第 2 回】 リスクを計算する
【第 3 回】 保険の仕組み－収支相等の原則、大数の法則
【第 4 回】 生命保険と損害保険
【第 5 回】 保険の種類および販売
【第 6 回】 保険契約の法律的特徴
【第 7 回】 保険約款
【第 8 回】 保険料計算（１）
【第 9 回】 保険料計算（２）
【第10回】 責任準備金・契約者配当準備金
【第11回】 生命保険業の規制
【第12回】 ディスクロージャー
【第13回】 授業内の最終試験と講評

成績評価の方法 授業内の最終試験（100％）によります。
フィードバックの内容 解説は最終回であわせて行います。
教 科 書 『保険と金融から学ぶ　リスクマネジメント（仮）』岡田太・茶野努・平澤敦（中央経済社）2024
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ http://chanoppy.wixsite.com/chano に講義資料がアップしてあります。

教科書を購入してください。
オフィスアワー 授業に関する質問・相談は、授業後に対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125009 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特殊講義７〈リスク･マネジメント〉※経済 ･国際コース限定／特別講座10〈リスク･マネジメント〉※経済 ･国際コース限定 茶野　努 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 金融規制の根拠を明らかにしたうえで、銀行監督の枠組みである BIS 規制の変遷とその表裏をなす金融機関におけるリスク

管理について概説する。
到 達 目 標 金融リスク管理についての基礎知識を修得する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

公開している講義資料を打ち出して、事前に学習の上講義に参加すること。
上記に示した授業外の学修は、60時間以上を目安に行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス
【第 2 回】 金融規制の根拠
【第 3 回】 金融規制の新しい流れ
【第 4 回】 バーゼルⅡ
【第 5 回】 リーマンショックとバーゼルⅢ
【第 6 回】 為替先物
【第 7 回】 先物
【第 8 回】 オプション
【第 9 回】 デルタヘッジ、スワップ
【第10回】 ALM（資産負債管理）
【第11回】 バリュー・アット・リスク（VaR）
【第12回】 統合リスク管理（ERM）
【第13回】 授業内の最終試験と講評

成績評価の方法 授業内の最終試験（100％）により評価します。
フィードバックの内容 授業内に解説等を行い、対応を図ります。
教 科 書 『保険と金融から学ぶ　リスクマネジメント』岡田太・茶野努・平澤敦（中央経済社）2024
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ http://chanoppy.wixsite.com/chano に講義資料がアップしてあります。

教科書を購入してください。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125011 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特殊講義９〈現代商品市場論〉※2018年～以降入学生用 林　康史 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

近時のコモディティの価格の動きは、マクロ経済のみならず個人にとっても無縁ではいられないものとなっている。本講義
では、商品市場の仕組み、リスク・リターンの概念等、資産運用の理論と実際を学習する。外国為替市場のシミュレーショ
ン・ゲーム等も行う。
なお、本講義（第５回～第10回にオンデマンドを予定。その他、ゲスト・スピーカーを招聘予定）は、日本取引所グループ
／東京商品取引所の協力を得て行われる。

到 達 目 標
資産運用及びリスク管理の理論と実際についての知識を踏まえ、商品市場の動向（市場構造、投資手法、制度等）について
論理立てて自ら考察できるようになること（具体的には、商品や商品市場を分析できる能力）を、到達目標とする。金融・
証券分野の基本的な知識を身につけるとともにそれらの理解を深めることも期待できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

各授業回の前後に、オンデマンド資料等の学習を求めることがある。
授業外学修時間には、指示した資料の視聴、読解、課題の考察等を行う（理解が困難なところは、繰り返し学習のこと）。13
回２単位の本科目の授業外学修時間は60時間である。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス／市場とは、商品とインフレ、商品と株式
外国為替市場のシミュレーション・ゲーム（模擬取引）①

【第 2 回】 金融・証券市場（総論）
模擬取引②

【第 3 回】 デリバティブ取引の基礎・早わかり①
模擬取引③

【第 4 回】 デリバティブ取引の基礎・早わかり②
模擬取引④

【第 5 回】 デリバティブ取引①：先渡、先物
【第 6 回】 デリバティブ取引②：オプション、スワップ
【第 7 回】 デリバティブ取引③：デリバティブ総論
【第 8 回】 商品市場各論①：金属市場
【第 9 回】 商品市場各論②：エネルギー市場
【第10回】 リスクとリターン
【第11回】 小括（東京商品取引所：特に第５回～第10回の内容）
【第12回】 デリバティブの歴史（米会所）
【第13回】 総括／予測、運用スタイル、ポートフォリオ構築

※　第５回～第10回はオンデマンドを予定。
適宜、現場経験の豊富なゲストスピーカーによる講義も行う予定（都合により、計画が変更となることがある）。
金融論を履修していることが望ましい（効率よく学ぶこと）。
可能であれば、取引所の見学等も行いたい。
なお、これらの講義・学習は、オンデマンドの資料による場合がある。

成績評価の方法 期末試験（35％）・確認テスト（35％）・レポート（20％）・授業への取り組み姿勢（10％）で、総合的に評価する（期末試験
は定期期間中に行うか、第13回に行うかは未定＜授業の進捗状況による＞）。

フィードバックの内容 授業時に質問を受け、応答する。また、適宜、「Q&A」等を掲示する。
教 科 書 指定しない

指 定 図 書
『ジム・ロジャーズが語る 商品の時代』ジム・ロジャーズ（日経ビジネス人文庫）2008年、『欲望と幻想の市場～伝説の投機
王リバモア』エドウィン・ルフェーブル（東洋経済新報社）1999年、『トレーダーの発想術－マーケットで勝ち残るための70
の箴言』ロイ・ロングストリート（日経 BP 社）2014年、『商品先物の実話と神話』ゴートン、ルーヴェンホルスト（日経
BP 社）2006年、『コモディティ市場と投資戦略－「金融市場化」の検証』池尾和人・大野早苗（編）（勁草書房）2014年

参 考 書 『改定版 基礎から学ぶ デイトレード－マーケットを理解するための思考術』林康史（日経 BP 社）2013年、『入門 商品デリ
バティブ』宇佐美洋・小野里光博（東洋経済新報社）2015年

教員からのお知らせ
“商品市場”を学ぶ自覚して受講すること。
６割以上の出席が求められる（６割未満の場合は、成績対象外となる場合がある）。
連絡事項はポータルサイトに掲示するので、定期的に確認してください。

オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業時、また、メール等（hotmail）で受付ける。オフィスアワー時の訪問は事前に連絡のこ
と。

アクティブ･ラーニングの内容
実践的な教育内容
そ の 他 この授業は、東京商品取引所の協力のもと開講される。オンデマンドの回もあるが、それらの講義回の資料についてもノー

トを作成する等の対応が求められる。
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講義コード 11C0125014 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特殊講義12〈日経で学ぶビジネススキル ･アクションラーニング１〉　※2018年～以降入学生用 慶田　昌之 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
グループに分かれてテーマを決め、企業のインタビューなどの関連取材を企画・実行し、その成果を新聞という形で発表す
ることを通して、現実の経済問題を調査し、わかりやすく表現する技術を学ぶことを目的とする。今後の就職活動やビジネ
スライフで求められるスキルを身につける。

到 達 目 標 日経電子版に触れ、経済ニュースの収集・活用を習慣づけることができる。新聞、テレビ、インターネットなどの経済ニュー
スを日常的に読み解き、ビジネスに役立つナレッジとして活用できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業に先立ち、新聞記事にアクセスして読んでおくこと。グループワークの事前準備を行うこと。（60時間以上）

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス
（日経電子版の使い方、志望業種アンケート）

【第 2 回】 経済トレンドを読む（１）
【第 3 回】 経済トレンドを読む（２）
【第 4 回】 経済トレンドを読む（３）
【第 5 回】 グループ演習・編集会議（１）
【第 6 回】 ビジネス文章力を鍛える（１）
【第 7 回】 グループ演習・編集会議（２）

【第 8 回】 グループ演習・編集会議（３）
【第 9 回】 ビジネス文章力を鍛える（２）
【第10回】 グループ演習・編集会議（４）
【第11回】 グループ演習・編集会議（５）
【第12回】 特集記事のテーマ発表（１）
【第13回】 特集記事のテーマ発表（２）

成績評価の方法 授業での取り組み姿勢（40％）、提出物（60％）により評価する。
出席が少ないなど授業意欲が認められない者には、単位を与えない。

フィードバックの内容 各回で担当する講師から案内する。
教 科 書 『日経業界地図 2025年版』日本経済新聞社編（日経 BP　日本経済新聞出版）2024/ ８ /24
指 定 図 書 『Q&A 日本経済のニュースがわかる ! 2025年版』日本経済新聞社編（日経 BP　日本経済新聞出版）2024/ ９ /12、『図解で

わかる時事重要テーマ100 2025－2026』日経 HR 編集部（日経 HR 編集部編著）2024/10/ ８
参 考 書 『日経キーワード2025-2026』日経 HR 編集部（日経 HR）2024/12/ ５、『日経 TEST 公式テキスト＆問題集　2025－26年版』

日本経済新聞社編（日経 BP　日本経済新聞出版）2025/ ３ /17
教員からのお知らせ 授業の履修にあたって、大学メールに連絡することがある。大学メールを必ずチェックすること。また、グループワークを

重視する講義形式のため、各グループの進捗状況によって、授業計画を若干変更する可能性がある。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談の方法は、最初の授業に指示します。
アクティブ･ラーニングの内容 グループに分かれて特集記事のテーマを決め、企業などにアポイントメントを取って取材する。グループでメンバーの担当

を決め、編集会議を開いて取材方法・取材内容を吟味し、分担して特集記事を執筆・発表する。
実践的な教育内容
そ の 他 日本経済新聞社から派遣された講師が、30年以上に及ぶ記者・デスクの経験を生かし、取材・記事執筆のポイントを指導す

る。国内外の経済問題の解説、ビジネスメールやエントリーシートなどの文章力向上の演習を行う。

講義コード 11C0125016 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特殊講義14〈日経で学ぶビジネススキル ･アクションラーニング２〉　※2018年～以降入学生用 慶田　昌之 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
グループに分かれてテーマを決め、企業のインタビューなどの関連取材を企画・実行し、その成果を新聞という形で発表す
ることを通して、現実の経済問題を調査し、わかりやすく表現する技術を学ぶことを目的とする。今後の就職活動やビジネ
スライフで求められるスキルを身につける。

到 達 目 標 新聞、テレビ、インターネットなどの経済ニュースを日常的に読み解き、ビジネスに役立つナレッジとして活用できる。ビ
ジネスで求められる常識・マナーを活用できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業に先立ち、新聞記事にアクセスして読んでおくこと。グループワークの事前準備を行うこと。（60時間以上）

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス（フィールドワークの進め方）
【第 2 回】 グループ演習・編集会議（１）
【第 3 回】 グループ演習・編集会議（２）
【第 4 回】 グループ演習・編集会議（３）
【第 5 回】 ビジネス文章力を鍛える（１）
【第 6 回】 グループ演習・編集会議（４）
【第 7 回】 グループ演習・編集会議（５）

【第 8 回】 グループ演習・編集会議（６）
【第 9 回】 グループ演習・編集会議（７）
【第10回】 特集記事発表・フィードバック（１）
【第11回】 特集記事発表・フィードバック（２）
【第12回】 特集記事発表・フィードバック（３）
【第13回】 ビジネス文章力を鍛える（２）

成績評価の方法 授業での取り組み姿勢（40％）、提出物（60％）により評価する。
出席が少ないなど授業意欲が認められない者には、単位を与えない。

フィードバックの内容 各回で担当する講師から案内する。
教 科 書 『日経業界地図 2025年版』日本経済新聞社編（日経 BP　日本経済新聞出版）2024/ ８ /24
指 定 図 書 『Q&A 日本経済のニュースがわかる ! 2025年版』日本経済新聞社編（日経 BP　日本経済新聞出版）2024/ ９ /12、『図解で

わかる時事重要テーマ100 2025－2026』日経 HR 編集部（日経 HR 編集部編著）2024/10/ ８
参 考 書 『日経キーワード2025-2026』日経 HR 編集部（日経 HR）2024/12/ ５、『日経 TEST 公式テキスト＆問題集　2025－26年版』

日本経済新聞社編（日経 BP　日本経済新聞出版）2025/ ３ /17
教員からのお知らせ 授業の履修にあたって、大学メールに連絡することがある。大学メールを必ずチェックすること。また、グループワークを

重視する講義形式のため、各グループの進捗状況によって、授業計画を若干変更する可能性がある。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談の方法は、最初の授業に指示します。
アクティブ･ラーニングの内容 グループに分かれて特集記事のテーマを決め、企業などにアポイントメントを取って取材する。グループでメンバーの担当

を決め、編集会議を開いて取材方法・取材内容を吟味し、分担して特集記事を執筆・発表する。
実践的な教育内容
そ の 他 日本経済新聞社から派遣された講師が、30年以上に及ぶ記者・デスクの経験を生かし、取材・記事執筆のポイントを指導す

る。国内外の経済問題の解説、ビジネスメールやエントリーシートなどの文章力向上の演習を行う。
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講義コード 11C0125017 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特殊講義15〈経済政策の実践〉※2018年～以降入学生用　※全コース＿３年生以上 村田　啓子 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本講義では、財政金融政策を中心に、経済政策及びその実践について学ぶことにより、一人一人の学生が、実体経済及び経
済政策について、自らの問題意識を持ちつつ主体的に考えていく能力を養うことを目指します。アクティブラーニングの手
法を取り入れ、受講生数に応じグループワークを活用し、主体的に学んでいく場を提供することを考えています。

到 達 目 標 現代日本経済の現状や経済政策、及びそれらに関する基本情報を理解し、批判的に検討・評価するために有用な基礎力を身
に着ける。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

事前に資料や課題を読み、予習・復習を行い、必要に応じ発表の準備をする（予習２時間・復習２時間を目安に計60時間以
上の授業外学修））。政府・日銀の公表資料など、講義で紹介された、経済政策を理解するための基礎知識を身に着け、自分
でその意味を考えられるようになりましょう。日常生活において新聞等で内外の経済記事・ニュースを読み、考える習慣を
身につけましょう。

授 業 計 画

（下記の内容は、現時点で予定しているもので、これらのうち幾つかについて重点を置いたり、新たな論点を取り上げるこ
とも考えています。）
【第 1 回】 概論・経済政策とは何か
【第 2 回】 景気判断において重視される最も重要な12の経済

指標
【第 3 回】 景気判断の実際
【第 4 回】 グループワーク準備
【第 5 回】 政府レポートの読み方（１）
【第 6 回】 日本における最近の金融政策運営
【第 7 回】 米国・欧州における最近の金融政策運営

【第 8 回】 グループワーク発表（１）
【第 9 回】 経済財政の基本方針と予算編成
【第10回】 経済対策と補正予算
【第11回】 政府レポートの読み方（２）
【第12回】 経済・財政一体改革における EBPM の取組み
【第13回】 グループワーク発表（２）

成績評価の方法
①グループワークやディスカッションへの取り組み姿勢（20％）、②発表時の内容とプレゼンテーション（50％）、③各回の
講義における発言及び感想文（30％）。受講生数によりグループワークによる全員の発表等が不可能な場合は、小テスト（１
- ２回、最大30％）及び期末試験（最小70％）により評価する。

フィードバックの内容 グループワークの発表、小テストの結果などについては、講義内で速やかに講評する。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ
ミクロ経済学及びマクロ経済学を既に修得していることが望ましい。
日本経済の現状及び経済政策について興味のある学生の受講を推奨します。
講義の進め方を初回で説明するので、必ず出席してください。

オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。また、LMS のメッセージ機能でも受付
けます（利用方法はポータルサイト、ライブラリ内のマニュアルを参照）。

アクティブ･ラーニングの内容 講義内容に関するディスカッションや、受講生の人数に応じグループワークを行います。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0125020 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特殊講義18〈経済のダイナミクス〉※2018年～以降入学生用　※全コース＿３年生以上 小野﨑　保 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
株価や為替レートが時々刻々と変動することはメディアなどで連日報じられます。マクロ経済は、こうした日々の経済活動
の変化を通じて景気循環を繰り返します。景気循環だけでなく、経済が時間を通じてどのように変化するのかを研究するの
が「エコノミック・ダイナミクス（経済動学）」です。この授業では、景気循環のメカニズムについて、データによる分析と
理論的分析を通じて学びます。

到 達 目 標 ・経済データや経済記事を通じて経済変動の様子を理解できるようになる。
・経済変動の要因を理解できるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業で扱う項目について配付資料などを通じて理解を深めること。適宜提示する参考文献などを積極的に読むこと。新聞な
どの経済記事にできるだけ目を通す習慣を身につけること。これらと適宜課される課題とを併せて、授業外に合計60時間以
上の学習をおこなうこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 マクロ経済学の復習（１）
【第 2 回】 マクロ経済学の復習（２）
【第 3 回】 経済統計で見るマクロ経済変動（１）
【第 4 回】 経済統計で見るマクロ経済変動（２）
【第 5 回】 マクロ経済学の復習（３）
【第 6 回】 数学の準備（１）
【第 7 回】 数学の準備（２）

【第 8 回】 ハロッド・モデル（１）
【第 9 回】 ハロッド・モデル（２）
【第10回】 数学の準備（３）
【第11回】 メッツラー・モデル
【第12回】 サミュエルソン＝ヒックス・モデル（１）
【第13回】 サミュエルソン＝ヒックス・モデル（２）

成績評価の方法 課題（40％）、授業への取り組み姿勢（20％）、定期試験（40％）で評価します。
フィードバックの内容 授業に関する質問・感想・コメントをリアクションペーパーとして適宜提出してもらい、重要な質問やコメントに対しては

口頭あるいは文書にて回答します。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ
・「マクロ経済学」の単位を取得していることが望ましい。
・第２期に開講される『複雑系経済学』と関連する内容があるので、両方を履修することが望ましい。
・必要に応じて少し高度な数学を使いますが、基礎から説明します。

オフィスアワー メール（onozaki@ris.ac.jp）にて随時受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返りなど。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125021 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特殊講義19〈複雑系経済学〉※2018年～以降入学生用　※全コース＿３年生以上 小野﨑　保 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

ヒトの脳にはおよそ1000億個のニューロン（神経細胞）があるといわれていますが、それらの組み合わせによってどのよう
に知能が生じるのか、どのように記憶が蓄積されるのかなどについてまだほとんど何も分かっていません。また、マクロ経
済は、ミクロレベルでの多数の異質な経済主体による日々の経済活動の積み重ねの結果として景気循環を繰り返しつつ成長
していきますが、こうした経済変動のメカニズムは未だ解明されていません。こうしたヒトの脳や経済などのような、複雑
で入り組んだ構造と体系をもつシステム（系）のことを「複雑系」といいます。この授業では、最近数十年間に発展してき
た複雑系に関する科学のものの見方を解説するとともに、経済を複雑系として捉えるとどのように見えるかについて考えま
す。

到 達 目 標
・複雑系とは何かを理解できるようになる。
・複雑系として経済を捉えることができるようになる。
・現在進行中である複雑系の科学の面白さや重要性を理解できるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業で扱う項目について、講義資料や参考文献などを通じて復習し理解度を確認すること。これらと適宜課される課題とを
併せて、授業外に合計60時間以上の学習をおこなうこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 複雑系とは何か
【第 2 回】 複雑性の現象：カオス（１）
【第 3 回】 複雑性の現象：カオス（２）
【第 4 回】 複雑性の現象：カオス（３）
【第 5 回】 複雑性の現象：フラクタル（１）
【第 6 回】 複雑性の現象：フラクタル（２）
【第 7 回】 複雑性の現象：フラクタル（３）

【第 8 回】 複雑性の現象：自己組織化臨界
【第 9 回】 複雑性の現象：複雑ネットワーク（１）
【第10回】 複雑性の現象：複雑ネットワーク（２）
【第11回】 複雑系経済学（１）
【第12回】 複雑系経済学（２）
【第13回】 複雑系経済学（３）

成績評価の方法 課題（40％）、授業への取り組み姿勢（20％）、定期試験（40％）で評価します。
フィードバックの内容 授業に関する質問・感想・コメントをリアクションペーパーとして適宜提出してもらい、重要な質問やコメントに対しては

口頭あるいは文書にて回答します。
教 科 書 『複雑系入門 －知のフロンティアへの冒険』井庭崇・福原義久（NTT 出版）1998年
指 定 図 書
参 考 書 『ガイドツアー　複雑系の世界 : サンタフェ研究所講義ノートから』メラニー・ミッチェル（紀伊國屋書店）2011年
教員からのお知らせ ・第１期に開講される『経済のダイナミクス』と関連する内容があるので、両方を履修することが望ましい。

・必要に応じて少し高度な数学を使いますが、基礎から説明します。
オフィスアワー メール（onozaki@ris.ac.jp）にて随時受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返りなど。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0125022 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特殊講義20〈経済学を俯瞰する〉※2018年～以降入学生用 浅子　和美 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 『入門経済学』とは異なる視点での『経済学の入門』を講義する。

到 達 目 標 13回の講義を通じて，経済学をマスターすることが何をどうすることによって到達できるかを順を追って合点できるように
する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

講義の予習・復習にとどまらず，日頃から，新聞やテレビの経済ニュースをフォローし，それらが日本経済のミクロ・マク
ロの側面にどのような影響を及ぼすかを予測する訓練を積むこと．授業外学習時間数としては，週４時間，1学期を通じて計
60時間以上を目途とすること．

授 業 計 画

【第 1 回】 経済学入門－スタートラインに立つ
【第 2 回】 まずは日本と世界の数字を押えておこう！
【第 3 回】 経済学が歩んだ道のり
【第 4 回】 市場経済と計画経済は対峙する
【第 5 回】 現実を知り，あるべき世の中を探る
【第 6 回】 經済を分析する－理論と実証
【第 7 回】 ミクロとマクロ
【第 8 回】 ミクロ経済学を垣間見る
【第 9 回】 マクロ経済学を垣間見る
【第10回】 統計学・計量経済学は必修！
【第11回】 政府の市場経済への介入が経済政策
【第12回】 経済の持続可能性を問う
【第13回】 これができると経済学に強くなる

成績評価の方法 学期中２回を限度の小テスト（15％），期末試験（70％）、授業への取り組み姿勢（15％）による．
フィードバックの内容 小テストの結果等に対しては，授業中に速やかにコメントする．
教 科 書 『経済学入門15講』浅子和美（新世社）2021年
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 授業は指定した教科書に沿って行うために，教科書を常に身近に置いて参照できるようにしておくこと。教科書以外の追加

的な資料を用いる場合には，その都度配布する。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 期末試験の他に，授業中に２回の小テストを行うが，授業で触れる内容に加えて，現実経済の動向にも注目しておく必要が

あり，十分に準備する心構えを有すること。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0125025 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特殊講義23〈現役ジャーナリストに学ぶ現代の日本〉／特別講座２〈現役ジャーナリストに学ぶ現代の日本〉 中村　宗之 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本授業は、活躍する現役のジャーナリスト（講師陣は共同通信社のジャーナリスト）が現代の政治、経済、国際、社会等の
分野における重要なトピックを講義することを通じて、受講生が（既存の教科書ではなかなか得られない）活きた「知」を
習得し、政治・経済をはじめとする専門的知識を身につけ、幅広くかつ深い教養と分析力を高めることを目的とする。

到 達 目 標 新聞や雑誌等のニュース記事（現代の政治・経済・社会をはじめとする諸問題）について、深いレベルで理解し、自ら分析
できるようになるとともに、これらの問題について自らの意見や考えを論理的に述べられるようになること。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

本科目の必要な授業外学修時間は60時間以上である。
毎回のトピックに関して、事前に新聞・雑誌等の記事や書籍等を読むことを通じて予習しておくとともに、学習した重要な
点等について十分に復習すること。講師が与える課題に着実に取り組むこと。

授 業 計 画

本授業は、６名の講師陣によるオムニバス形式により行われる。

講師：有田司氏（共同通信社編集局長・元外信部長）
【第 1 回】 真実とは何か ～ ジャーナリズムの存在意義
講師：根本裕子氏（共同通信社外信部記者・キーウ取材経験）
【第 2 回】 ロシア・ウクライナ戦争の現場 ～ ウクライナにとっての平和とは
講師：井手壮平氏（共同通信社経済部次長・ロンドン特派員経験）
【第 3 回】 経済指標を読み解く～「景気」はどう判断するのか
【第 4 回】 経済構造の変化を追う～報道の現場で見た20年史
【第 5 回】 あるべき経済を考える～主流と異端のはざまで
講師：杉田雄心氏（共同通信社編集局次長・前政治部長）
【第 6 回】 １票を楽しむ ～ 選挙に票を投じる前に政治眼力を身につけよう
【第 7 回】 政治を楽しむ ～ 社会に出る前に政官民のじゃんけんを知っておこう
【第 8 回】 石破内閣を楽しむ ～ 政治リーダーのストーリーを理解しておこう
講師：水野雅央氏（共同通信社編集局次長・前くらし報道部長）
【第 9 回】 「全世代型社会保障」とは～少子化を考える
【第10回】 年金はいくらもらえる～不安の元を探る
講師：山脇絵里子氏（共同通信社編集局次長・前社会部長）
【第11回】 被害者を守る法と課題 ～ ストーカー・DV・インターネット中傷
【第12回】 世界118位が映す日本の男女格差 ～ コロナ禍が招いた「女性不況」
【第13回】 多様化する社会 ～ 選択的夫婦別姓と同性婚、外国人労働者

成績評価の方法 授業での取り組み姿勢（40％）、提出物（60％）により評価する。
フィードバックの内容 課題についての講評を授業内に行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 上記の各回の講義テーマについては、（社会情勢等の変化により）変わる可能性もあります。また、講師は全員、現役ジャー

ナリストであり本業を有していますので、講義の順番が変更になる等の可能性もあります。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受け付けます。また、Teams のメッセージ機能でも

受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り
実践的な教育内容 現役のジャーナリストがその経験と知識を活かして、政治、経済、国際、社会などの領域における知見を提供し、現代社会

の理解と分析を深める授業を行う。
そ の 他
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講義コード 11C0125026 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特殊講義24〈FP基礎講座〉　※2024年～以降入学生用／特別講座７〈FP基礎講座〉　※2018～2023年度入学生用 平　伊佐雄 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
実社会では自らの判断と責任で行動する『自己責任』が求められます。資産形成において、金融に関する知識や情報を正し
く理解し、自らが主体的に判断出来る能力を磨けば、経済的な幸福（Financial wellbeing）の実現に加えて、金銭的なトラ
ブルから身を守ることにも役立ちます。本授業では、自らが合理的な判断や意思決定を行う「金融能力（Financial capabil-
ity）」の習得を目指します。

到 達 目 標
①経済と金融・証券市場の関係を理解し、経済ニュース等の内容についても把握できる。
②自分の将来設計を立てキャッシュフロー（資金計画）表を作成し、課題を発見して適切な解決策を考えられる。
③資産形成と金融に関する適切な判断と行動に必要な Financial capability を習得する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

①講義テーマに関連するトピックもとり上げるので、日頃から金融・経済に関する報道に関心を持ち、それらに目を通して
おく。（毎週150分）
②提出課題等を真摯に取り組み、期限厳守で必ず提出する。（各12時間）
③この講義では毎回のアンケート・小テストを出席要件とするので、忘れずに回答する。（毎回30分）

授 業 計 画

【第 1 回】ガイダンス～経済的な幸福を目指す、株式模擬投資説明
【第 2 回】資産形成制度、セーフティネット
【第 3 回】ライフプランニング（１）～ライフデザインとプランニング
【第 4 回】ライフプランニング（２）～キャッシュフロー表の作成
【第 5 回】金融・経済のしくみ①　～実体経済と金融市場
【第 6 回】経済・金融のしくみ②～経済活動と金融の役割
【第 7 回】金融商品の特性とリスクマネジメント
【第 8 回】アセットクラス※の基礎知識／株式（１）～株式の基礎、ESG
【第 9 回】アセットクラスの基礎知識／株式（２）～企業・市場分析
【第10回】アセットクラスの基礎知識／債券～債券の基礎、SDG
【第11回】アセットクラスの基礎知識／投資信託
【第12回】アセットクラスの基礎知識／外貨建て金融商品
【第13回】アセットクラスの基礎知識／金融派生商品

成績評価の方法
集合しての筆記試験は実施しない。課題・小テスト等で総合的に評価する。配点は以下の通りである。キャッシュフロー表

（30％）、株マップ（株式投資シュミレーションゲーム）参加レポート（30％）、小テスト（20％）、その他の課題のほか授業
態度など（20％）。
※ 課題等は必ず期日までに提出。

フィードバックの内容
講義後に提示した小テストについては後日の授業の中で解説する。
課題・レポート等については提出期限後の授業内等でポイントを解説する。
質問等は授業中、もしくは授業直後、またはメールにて受付け、随時回答する。

教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『金融経済と資産運用の基礎』日興リサーチセンター（ブイツーソリューション）2019年８月、『株式投資』ジェレミー・シー

ゲル（日経 BP）2009年７月
教員からのお知らせ 講義形式で各テーマに沿ったニュース等も解説しながら進める。授業で得た知識や模擬投資体験等を通じて、実体経済と市

場の関係を理解し、資産形成の手法を実践し、経済的な幸福を目指ていただきたい。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業中や終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応する。あるいはメール等で受

け付ける。メールアドレスは以下の通り。task10880@gmail.com
アクティブ･ラーニングの内容 能動的な授業外学修として、課題作成のための投資シミュレーション・ゲームに参加し、毎週、仮想投資を行う。
実践的な教育内容 本授業は SMBC 日興証券グループの寄附講座である。

実務経験を持つ SMBC 日興証券グループの講師が授業を進める。
そ の 他
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講義コード 11C0225026 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特別講座４〈英語検定１〉　※2018～2023年度入学生用＿国際コース限定 小沢　奈美恵 第２期集中
履修前提条件 備 考

授業の目的
国際コースで推奨されている英語検定で高いスコアを取得することを目的とする。この授業では、TOEIC L&R のスコア550
点以上（TOEFL ITP 480点以上、TOEEFL iBT 55点以上、英検２級）の獲得を目指した TOIEC 対策を行う。授業は複合
的な学習形態（自学自習、TOEIC 講座への参加）で進める。ベルリッツによる講座（２コマ）を受講し、TOEIC を受験し
て成果を確認する。

到 達 目 標

１）TOEIC L&R のテスト形式に慣れる。
２）TOEIC リスニングで必要な速聴力を身につけることができる。
３）TOEIC リーディングで必要な速読力を身につけることができる。
４）TOEIC L&R で頻繁に出題される語彙力を習得する。
４）TOEIC L&R で550点を獲得する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業外学修時間として、教科書、講義ノートを用いて60時間以上取り組むこと。

授 業 計 画

【第 1 回】TOEIC L&R 問題形式に関する講義と実践（１）
【第 2 回】TOEIC L&R 問題形式に関する講義と実践（２）
【第 3 回】リスニング攻略法 Part １
【第 4 回】リスニング攻略法 Part ２
【第 5 回】リスニング攻略法 Part ３
【第 6 回】リスニング攻略法 Part ４
【第 7 回】リーディング攻略法 Part ５（１）
【第 8 回】リーディング攻略法 Part ５（２）
【第 9 回】リーディング攻略法 Part ６（１）
【第10回】リーディング攻略法 Part ６（２）
【第11回】リーディング攻略法 Part ７（１）
【第12回】リーディング攻略法 Part ７（２）
【第13回】まとめ

成績評価の方法 TOEIC 対策集中講座の取り組み姿勢（70％）と取得した TOEIC スコア（30％）による評価
フィードバックの内容 課題や小テストに対する講評を授業内で行う。
教 科 書 『TOEIC®L&R テスト書き込みドリル【全パート入門編】』早川 幸治（桐原書店）2017
指 定 図 書 『公式 TOEIC Listening & Reading 問題集11』国際ビジネスコミュニケーション協会（国際ビジネスコミュニケーション協

会）2024
参 考 書
教員からのお知らせ 講義概要は第１回目の授業で詳細を告知します。
オフィスアワー 講座終了時の休み時間に講師に相談してください。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学修。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0225027 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特別講座５〈英語検定２〉　※2018～2023年度入学生用＿国際コース限定 小沢　奈美恵 第２期集中
履修前提条件 備 考

授業の目的
国際コースで推奨されている英語検定で高いスコアを取得することを目的とする。この授業では、TOEIC L&R のスコア650
点以上（TOEFL ITP 520点以上、TOEEFL iBT 70点以上、英検準１級）の獲得を目指した TOIEC 対策を行う。授業は複
合的な学習形態（自学自習、TOEIC 講座への参加）で進める。ベルリッツによる TOEIC 講座を受講し、TOEIC を受験し
て成果を確認する。

到 達 目 標

１）TOEIC L&R のテスト形式に慣れる。
２）TOEIC リスニングで必要とされる高度な速聴力を身につけることができる。
３）TOEIC リーディングで必要とされる高度な速読力を身につけることができる。
４）TOEIC L&R で頻繁に出題される語彙力を習得する。
４）TOEIC L&R で650点を獲得する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業外学修時間として、教科書、講義ノートを用いて60時間以上取り組むこと。

授 業 計 画

【第 1 回】TOEIC L&R 問題形式に関する講義と実践（１）
【第 2 回】TOEIC L&R 問題形式に関する講義と実践（２）
【第 3 回】リスニング攻略法 Part １
【第 4 回】リスニング攻略法 Part ２
【第 5 回】リスニング攻略法 Part ３
【第 6 回】リスニング攻略法 Part ４
【第 7 回】リーディング攻略法 Part ５（１）
【第 8 回】リーディング攻略法 Part ５（２）
【第 9 回】リーディング攻略法 Part ６（１）
【第10回】リーディング攻略法 Part ６（２）
【第11回】リーディング攻略法 Part ７（１）
【第12回】リーディング攻略法 Part ７（２）
【第13回】まとめ

成績評価の方法 TOEIC 対策集中講座の取り組み姿勢（70％）と取得した TOEIC スコア（30％）による評価
フィードバックの内容 課題や小テストに対する講評を授業内で行う。
教 科 書 テキストは未定
指 定 図 書 『公式 TOEIC Listening & Reading 問題集11』（国際ビジネスコミュニケーション協会）2024
参 考 書
教員からのお知らせ 講義概要は第１回目の授業で詳細を告知します。
オフィスアワー 講座終了時の休み時間に講師に相談してください。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学修。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0225028 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特別講座６〈英語検定３〉　※2018～2023年度入学生用＿国際コース限定 小沢　奈美恵 第２期集中
履修前提条件 備 考

授業の目的
国際コースで推奨されている英語検定で高いスコアを取得することを目的とする。この授業では、TOEIC L&R のスコア800
点以上（TOEFL ITP 570点以上、TOEEFL iBT 89点以上、英検１級）の獲得を目指した TOIEC 対策を行う。授業は複合
的な学習形態（自学自習、TOEIC 講座への参加）で進める。ベルリッツによる講座を受講し、TOEIC を受験して成果を確
認する。

到 達 目 標

１）英語ニュースや英字新聞を聞いて概要を理解できる。
２）短い英語ニュースなどを聞いて、主旨を再生できる速聴力を身につけることができる。
３）短い英字新聞などを読んで、主旨を再生できる速読力を身につけることができる。
４）TOEIC L&R で頻繁に出題される語彙力を習得する。
４）TOEIC L&R で800点を獲得する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業外学修時間として、教科書、講義ノートを用いて60時間以上取り組むこと。

授 業 計 画

【第 1 回】TOEIC L&R 問題形式に関する講義と実践（１）
【第 2 回】TOEIC L&R 問題形式に関する講義と実践（２）
【第 3 回】リスニング攻略法 Part １
【第 4 回】リスニング攻略法 Part ２
【第 5 回】リスニング攻略法 Part ３
【第 6 回】リスニング攻略法 Part ４
【第 7 回】リーディング攻略法 Part ５（１）
【第 8 回】リーディング攻略法 Part ５（２）
【第 9 回】リーディング攻略法 Part ６（１）
【第10回】リーディング攻略法 Part ６（２）
【第11回】リーディング攻略法 Part ７（１）
【第12回】リーディング攻略法 Part ７（２）
【第13回】まとめ

成績評価の方法 TOEIC 対策集中講座の取り組み姿勢（70％）と取得した TOEIC スコア（30％）による評価
フィードバックの内容 課題や小テストに対する講評を授業内で行う。
教 科 書 教科書は未定。
指 定 図 書 『公式 TOEIC Listening & Reading 問題集 11』（国際ビジネスコミュニケーション協会）2024年
参 考 書
教員からのお知らせ 講義概要は第１回目の授業で詳細を告知します。
オフィスアワー 講座終了時の休み時間に講師に相談してください。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学修。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0225033 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特別講座11〈簿記検定１〉　※2018～2023年度入学生用　※金融コース限定＿１年生以上 慶田　昌之 第２期集中
履修前提条件 備 考
授業の目的 金融コースで推奨されている資格について，その取得を目指す。

到 達 目 標 この授業を受けることにより，［１］ 取得を目指す資格について理解をする，［２］ その資格と関連する経済学の分野を理解
する，［３］ その資格を経済社会でいかすにはどうするのか説明できる，［４］ その資格を取得することを目標とする。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

資格取得ための勉強を継続すること。資格を活かせる経済活動に関して，新聞記事等を調べ，目を通すこと。
この科目では，60時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】どのような資格の取得を目指すのか１
【第 2 回】どのような資格の取得を目指すのか２
【第 3 回】どのような資格の取得を目指すのか３
【第 4 回】一般技能として資格を考える１
【第 5 回】一般技能として資格を考える２
【第 6 回】一般技能として資格を考える３
【第 7 回】資格に関連する経済学の分野とは１
【第 8 回】資格に関連する経済学の分野とは２
【第 9 回】資格に関連する経済学の分野とは３
【第10回】資格に関連する経済学の分野とは４
【第11回】資格に関連する経済学の分野とは５
【第12回】資格と就職，キャリアについて考える１
【第13回】資格と就職，キャリアについて考える２

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（40％）と資格の受験結果（60％）で評価する。
フィードバックの内容 授業や資格取得への取り組み姿勢に対して，適宜，コメントを行う。
教 科 書

指 定 図 書
『2024年版 資格取り方選び方全ガイド』高橋書店編集部（高橋書店）2022/ ７ /16、『仕事のカタログ2023-24年版』（自由国
民社）2022/ ５ /11、『経営戦略とコーポレートファイナンス』砂川 伸幸（著），川北 英隆（著），杉浦 秀徳（著），佐藤 淑
子（著）（日本経済新聞出版）2013/10/26、『企業経済学』小田切 宏之（著）（東洋経済新報社）2010/ ３ /19

参 考 書
教員からのお知らせ Teams にて情報共有を行います。質問等も，これらを通じて行ってください。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0225034 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特別講座12〈簿記検定２〉　※2018～2023年度入学生用　※金融コース限定＿１年生以上 慶田　昌之 第２期集中
履修前提条件 備 考
授業の目的 金融コースで推奨されている資格について，その取得を目指す。

到 達 目 標 この授業を受けることにより，［１］ 取得を目指す資格について理解をする，［２］ その資格と関連する経済学の分野を理解
する，［３］ その資格を経済社会でいかすにはどうするのか説明できる，［４］ その資格を取得することを目標とする。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

資格取得ための勉強を継続すること。資格を活かせる経済活動に関して，新聞記事等を調べ，目を通すこと。
この科目では，60時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】どのような資格の取得を目指すのか１
【第 2 回】どのような資格の取得を目指すのか２
【第 3 回】どのような資格の取得を目指すのか３
【第 4 回】一般技能として資格を考える１
【第 5 回】一般技能として資格を考える２
【第 6 回】一般技能として資格を考える３
【第 7 回】資格に関連する経済学の分野とは１
【第 8 回】資格に関連する経済学の分野とは２
【第 9 回】資格に関連する経済学の分野とは３
【第10回】資格に関連する経済学の分野とは４
【第11回】資格に関連する経済学の分野とは５
【第12回】資格と就職，キャリアについて考える１
【第13回】資格と就職，キャリアについて考える２

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（40％）と資格の受験結果（60％）で評価する。
フィードバックの内容 授業や資格取得への取り組み姿勢に対して，適宜，コメントを行う。
教 科 書

指 定 図 書
『2024年版 資格取り方選び方全ガイド』高橋書店編集部（高橋書店）2022/ ７ /16、『仕事のカタログ2023-24年版』（自由国
民社）2022/ ５ /11、『経営戦略とコーポレートファイナンス』砂川 伸幸（著），川北 英隆（著），杉浦 秀徳（著），佐藤 淑
子（著）（日本経済新聞出版）2013/10/26、『企業経済学』小田切 宏之（著）（東洋経済新報社）2010/ ３ /19

参 考 書
教員からのお知らせ Teams にて情報共有を行います。質問等も，これらを通じて行ってください。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有
実践的な教育内容
そ の 他
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た

講義コード 11C0225035 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特別講座13〈銀行論１〉　※2018～2023年度入学生用　※経済･国際コース＿３年生以上 畠山　久志 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
銀行の登場、その機能などについて歴史的視野から取り上げる。国民生活の中で、信用機能や決済手段を仲介するのが銀行
であるが、時の為政者や社会思想によって、銀行の役割は変遷している。また意外と思われるが銀行は宗教との関係が強い。
さらに国際貿易の為替ニーズが中央銀行制度を整備させた。日本の銀行制度はアメリカの銀行制度を移入したものだが、独
自の地域金融としても発展しておりそれらの特徴などを解説する。

到 達 目 標 銀行の長い歴史における社会的意義を捉え、銀行に求められる役割の重要性を認識するとともに銀行を取り巻く環境変化と
中央銀行の金融政策について理解できる。変革期における銀行の現代的意義と方向性を的確に把握することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業１コマについて、２時間の予習と２時間の復習（計４時間）を行う必要がある。授業は13回なので、全体で60時間以上
の授業外学修を行うことが求められる。授業外学修で取り組むべき課題や参考文献等については、適宜授業時間内およびポー
タルサイトにて指示する。

授 業 計 画

【第 1 回】 概説：銀行とは（金融における銀行の役割・基本業務）
間接金融、直接金融

【第 2 回】 銀行の歴史１（金利の意義）
金利とは何か。金利を認めない金融の存在

【第 3 回】 銀行の歴史２（貿易と銀行）
金融と保険

【第 4 回】 銀行の歴史３（中央銀行の登場）
オランダ、イギリス

【第 5 回】 マネーストック（資金循環）
日本の資金循環　日本銀行

【第 6 回】 日本の銀行１（メガバンクと地域金融機関）
民間銀行

【第 7 回】 日本の銀行２（信託銀行）
信託専門銀行、信託会社

【第 8 回】 日本の銀行３（協同組織金融機関と消費者金融）
信用金庫、信用組合、労働金庫等

【第 9 回】 銀行法の解説１（金融基幹法・分業主義）
間接金融中心主義

【第10回】 銀行法の解説２（業務）
固有業務、その他の業務

【第12回】 銀行法の解説３（組織形態）
銀行持株会社、銀行子会社

【第13回】 バーゼル規制Ⅲ
融資とリスク

成績評価の方法 基本的に期末試験（レポート等）の成績に基づいて評価する（80％）。加えて、授業への取り組み姿勢（質問、意見など）を
考慮する（20％）。

フィードバックの内容 授業内容の確認、質問・意見等について次回、ないしまとめて適宜解説する。
教 科 書 『金融入門第３版』日本経済新聞社（日本経済新聞社出版）2020、『現代の金融』池尾和人（筑摩書房）2010
指 定 図 書 『マネーの進化史』ニール・ファーガソン（早川書房）2009、『銀行の歴史』エドウィン・グリーン（原書房）1994、『地域金

融機関の信託・相続』畠山久志（日本加除出版）2019
参 考 書
教員からのお知らせ 基本的に PDF のスライドを用いて、解説をしていきます。スライドはポータルサイトに掲示します。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、各授業の終わりに教室で受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 金融について関心がある事項を予めまとめ、授業でどの様に解説されるかに注意し、確認してください。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0225036 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特別講座14〈銀行論２〉　※2018～2023年度入学生用　※経済･国際コース＿３年生以上 畠山　久志 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
わが国は、アメリカの金融制度を移入し続けている。そこで、まずアメリカの金融・銀行制度を説明する。次にわが国の金
融制度に係る基本法である銀行法、金融商品取引法などの業法を解説する。証券化の中で、銀行と証券会社の金融商品を巡っ
たデマケーションがあり、直接金融と間接金融の差異を深耕する。これらの金融機関に対する公的規制と救済制度を検証し、
暗号資産、中央銀行デジタル通貨など最近の動きを取上げる。

到 達 目 標
現代の銀行業に係る法的規制が理解できる。また、グローバル化・IT 化による金融環境の変化に対応する法的規制の見直
し、及び証券化の中における金融商品のデマケーションと銀行と証券会社による開示規制、行為規制等の相違を把握できる。
さらに金融監督の役割、救済策、新しい金融商品について説明できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業１コマについて、２時間の予習と２時間の復習（計４時間）を行う必要がある。授業は13回なので、全体で60時間以上
の授業外学修を行うことが求められる。授業外学修で取り組むべき課題や参考文献等については、適宜授業内およびポータ
ルサイトで指示する。

授 業 計 画

【第 1 回】 アメリカの銀行制度とわが国銀行の歴史
金融法制は、アメリカ法の移入

【第 2 回】 アメリカの銀行制度１
NY 初の世界大恐慌に対するニュー・ディール

【第 3 回】 アメリカの銀行制度２
中央銀行制度と民間銀行

【第 4 回】 アメリカの銀行監督体制
連邦銀等通貨当局

【第 5 回】 アメリカの金融イベント（エンロン事件、リーマンショック）
大規模な不祥事件

【第 6 回】 マイクロファイナンス（少額融資システム）
小規模融資

【第 7 回】 デリバティブ取引１（取引の歴史・古代ギリシア）
現物取引、先物取引

【第 8 回】 デリバティブ取引２（大阪米穀取引所等）
本格的デリバティブ取引の登場

【第 9 回】 ディスクロージャーと監査制度、銀行の会計帳簿
複式簿記

【第10回】 中央銀行デジタル通貨（CBDC）
暗号資産（BITCOIN 他）

【第11回】 多様な金融取引（FX 取引、投資信託）
投資、投機（ギャンブル）

【第12回】 コンプライアンスとマネーロンダリング
コンプライアンスの意義とターゲット

【第13回】 金融 ADR
金融取引の苦情仲介処理

成績評価の方法 基本的に期末試験（レポート）の成績に基づいて評価する（80％）。加えて、授業への取り組み姿勢（質問、意見など）を考
慮する（20％）。

フィードバックの内容 授業内容の確認、意見、疑問等について、次回、ないしまとめて適時解説する。
教 科 書 『アメリカ銀行法』川口恭弘（弘文堂）2020、『金融商品取引法入門第８版』黒沼悦郎（日経）2021
指 定 図 書 『仮想通貨法の仕組みと実務』畠山久志（日本加除出版）2018、『銀行法精義』小山嘉昭（キンザイ）2018、『デジタル化社会

における新しい財産的価値と信託』畠山久志（商事法務）2022、『金融商品取引法』畠山久志（地域金融研究所）2014
参 考 書
教員からのお知らせ 基本的に PDF のスライドを用いて解説をしていきます。スライドはポータルサイトに掲示します。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、各授業の終わりに教室で受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 金融に関する情報は沢山あります。関心のあった事項をまとめ、授業で確認してください。また、確認に係る意見等を表明

させ共有する。
実践的な教育内容
そ の 他
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た

講義コード 11C0225039 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 特別講座17〈簿記検定３〉　※2018～2023年度入学生用　※金融コース限定＿１年生以上 慶田　昌之 第２期集中
履修前提条件 備 考
授業の目的 金融コースで推奨されている資格について，その取得を目指す。

到 達 目 標 この授業を受けることにより，［１］ 取得を目指す資格について理解をする，［２］ その資格と関連する経済学の分野を理解
する，［３］ その資格を経済社会でいかすにはどうするのか説明できる，［４］ その資格を取得することを目標とする。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

資格取得ための勉強を継続すること。資格を活かせる経済活動に関して，新聞記事等を調べ，目を通すこと。
この科目では，60時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】どのような資格の取得を目指すのか１
【第 2 回】どのような資格の取得を目指すのか２
【第 3 回】どのような資格の取得を目指すのか３
【第 4 回】一般技能として資格を考える１
【第 5 回】一般技能として資格を考える２
【第 6 回】一般技能として資格を考える３
【第 7 回】資格に関連する経済学の分野とは１
【第 8 回】資格に関連する経済学の分野とは２
【第 9 回】資格に関連する経済学の分野とは３
【第10回】資格に関連する経済学の分野とは４
【第11回】資格に関連する経済学の分野とは５
【第12回】資格と就職，キャリアについて考える１
【第13回】資格と就職，キャリアについて考える２

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（40％）と資格の受験結果（60％）で評価する。
フィードバックの内容 授業や資格取得への取り組み姿勢に対して，適宜，コメントを行う。
教 科 書

指 定 図 書
『2024年版 資格取り方選び方全ガイド』高橋書店編集部（高橋書店）2022/ ７ /16、『仕事のカタログ2023-24年版』（自由国
民社）2022/ ５ /11、『経営戦略とコーポレートファイナンス』砂川 伸幸（著），川北 英隆（著），杉浦 秀徳（著），佐藤 淑
子（著）（日本経済新聞出版）2013/10/26、『企業経済学』小田切 宏之（著）（東洋経済新報社）2010/ ３ /19

参 考 書
教員からのお知らせ Teams にて情報共有を行います。質問等も，これらを通じて行ってください。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0122401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 都市経済学１ 小林　隆史 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 現代社会において，人口の集中している都市のシステム，及び都市で生じている諸問題について学ぶ．経済学的視点を通し

て，「空間（土地の広がり）」を持つ都市システムの基礎を講義する．
到 達 目 標 空間（土地の広がり）を念頭においた，立地論の基礎について学び，単純化された空間における地価モデルを理解できる．

また，長距離通勤や混雑などの都市問題について，その原因を体系的に説明できる．
授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

事前に指定された教科書の該当箇所を通読しておくこと．また授業時に作成したノートに基づいて，理解を深めるための復
習を必要とする．また調査実習では写真撮影を行う．参考となる資料やインターネット等での自主学習を推奨する．以上の
予習・復習および自主学習のために計60時間以上の授業外学修を実施すること．

授 業 計 画

【第 1 回】 都市の形成
【第 2 回】 輸送費と交通費
【第 3 回】 地価と地代
【第 4 回】 地価調査実習
【第 5 回】 地代モデル（１）
【第 6 回】 地代モデル（２）
【第 7 回】 地代モデル（３）

【第 8 回】 企業の立地
【第 9 回】 地価調査分析演習
【第10回】 外部不経済（２）
【第11回】 外部不経済（２）
【第12回】 都市の拡大
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 期末試験（自筆資料のみ持込可）を中心に評価する（60％程度）．調査実習課題を含む，講義中に提示する課題や授業への貢
献度も勘案する（40％程度）．

フィードバックの内容 提出された課題に対して，講義期間中に講評を行う．
教 科 書 『都市経済学の基礎』佐々木公明・文世一（有斐閣アルマ）2000
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 「ミクロ経済学基礎」，「ミクロ経済学基礎演習」の単位を取得していることを前提とする．また，「ミクロ経済学」，「都市・

地域分析」を受講済み，または受講中であることが望ましい．
オフィスアワー 質問・相談は学部学科にて定めるオフィスアワーにて，対面及び Teams のビデオ通話等にて受付ける．また，Teams の所

定の箇所に質問・相談の投稿があれば，オフィスアワーにて返信を行う．
アクティブ･ラーニングの内容 課題に関する「教員からのフィードバックによる振り返り」のほか，「調査学習」を実施する．具体的には，地価を体感する

ため，生活行動範囲内において地価調査地点での写真撮影，周辺観察などを行う．
実践的な教育内容

そ の 他
質問・相談はできるだけ授業内にて行うこと，あるいは Teams の適切なスレッドでの投稿を推奨する．ほか，事前予約が
あればオフィスアワー以外の時間帯でも質問・相談を受け付ける．事前予約の連絡は「学籍番号@rissho-univ.jp」からkoba@
ris.ac.jp 宛へのメールで，件名の冒頭に「【都市経済学】質問」と記載された場合にのみ対応する．
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た

講義コード 11C0122501 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 都市経済学２ 小林　隆史 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 現代社会において，人口の集中している都市のシステム，及び都市で生じている諸問題について学ぶ．経済学的視点を通し

て，「空間（土地の広がり）」を持つ都市システムにおける課題解決の考え方について解説する．
到 達 目 標 都市の空間を念頭においた，都市の諸問題について学び，その対応策としての制度，政策の効果と限界について論理的に説

明できる．また，課題解決の思考に基づいて，未来の住まい方について考えることができる．
授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

事前に指定された教科書の該当箇所を通読しておくこと．また授業時に作成したノートに基づいて，理解を深めるための復
習を必要とする．また調査実習では写真撮影を行う．参考となる資料やインターネット等での自主学習を推奨する．以上の
予習・復習および自主学習のために計60時間以上の授業外学修を実施すること．

授 業 計 画

【第 1 回】 ゾーニング
【第 2 回】 地価調査実習
【第 3 回】 都市の規模（１）
【第 4 回】 都市の規模（２）
【第 5 回】 都市の規模（３）
【第 6 回】 都市の規模（４）
【第 7 回】 地価調査分析演習

【第 8 回】 交通システム（１）
【第 9 回】 交通システム（２）
【第10回】 交通システム（３）
【第11回】 公共サービス（１）
【第12回】 公共サービス（２）
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 定期試験（自筆資料のみ持込可）を中心に評価する（60％程度）．調査実習課題を含む，講義中に提示する課題や授業への貢
献度も勘案する（40％程度）．

フィードバックの内容 課題の提出物に対して，講義期間中に講評を行う．
教 科 書 『都市経済学の基礎』佐々木公明・文世一（有斐閣アルマ）2000
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 「ミクロ経済学基礎」，「ミクロ経済学基礎演習」の単位を取得していることを前提とする．また，「ミクロ経済学」，「都市・

地域分析」，「都市経済学１」を受講済み，または受講中であることが望ましい．
オフィスアワー 質問・相談は学部学科にて定めるオフィスアワーにて，対面及び Teams のビデオ通話等にて受付ける．また，Teams の所

定の箇所に質問・相談の投稿があれば，オフィスアワーにて返信を行う．
アクティブ･ラーニングの内容 課題に関する「教員からのフィードバックによる振り返り」のほか，「調査学習」を実施する．具体的には，地価と用途地域

を体感するため，生活行動範囲内において調査地点での写真撮影，周辺観察などを行う．
実践的な教育内容

そ の 他
質問・相談はできるだけ授業内にて行うこと，あるいは Teams の適切なスレッドでの投稿を推奨する．ほか，事前予約が
あればオフィスアワー以外の時間帯でも質問・相談を受け付ける．事前予約の連絡は「学籍番号@rissho-univ.jp」からkoba@
ris.ac.jp 宛へのメールで，件名の冒頭に「【都市経済学】質問」と記載された場合にのみ対応する．
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講義コード 11C0272001 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 日本経済史 髙橋　美由紀 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
「日本経済の今後はどうなるのか」という問に、現在のみを見ていたのでは、良い解答は得られない。景気の悪い時代は過去
にもありった。先人達は、これにどのように立ち向かっていったのか。
本講義では、中世から1970年代の石油危機までの日本経済をとりあげる。その中で、経済に影響を与えた人物についても考
えていく。

到 達 目 標 日本経済がどのような足跡をたどってきたのかを、世界との関わりの中で理解し、その良い点と悪い点を把握し、自分なり
の見解が述べられること。また、経済史において重要ないくつかの用語や人物に関してきちんと説明ができること。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

講義前に Microsoft Teams のファイルから資料をダウンロードし、熟読し、分からない箇所は個人で調べておくこと全回で
計60時間以上の授業外学修をすること。また、その他に、参考としてあげた書籍を読むこと（提出方法・時期については講
義中に指示する）。

授 業 計 画

【第 1 回】日本経済史を学ぶ意義―貨幣について
【第 2 回】中世～近世の経済と人口
【第 3 回】人物から見る日本経済１―山田方谷と藩政改革
【第 4 回】人物から見る日本経済２―上杉鷹山と特産物
【第 5 回】財閥―三井・住友・三菱
【第 6 回】明治の政治と経済―日本の産業革命：殖産興業・輸入代替・博覧会・共進会
【第 7 回】近代の人口と疾病：第一次世界大戦とスペイン・インフルエンザ
【第 8 回】人物から見る日本経済３―田中正造と足尾銅山鉱毒事件
【第 9 回】人物から見る日本経済４―高橋是清・井上準之助・石橋湛山
【第10回】世界大恐慌・第二次世界大戦と日本経済
【第11回】ブレトン＝ウッズ体制　敗戦国日本の歩み　戦後復興と環境
【第12回】石炭から石油へ―エネルギーの変化と三井三池炭坑
【第13回】高度経済成長の時代―交通網の整備、人口移動

映像資料も用いる。
成績評価の方法 毎回授業後に課す小試験（Forms で実施）60％＋学期末試験（40％）。ただし、学期末試験が行えない場合は、小試験を100％

とする。
フィードバックの内容 小試験（Forms で実施）の解説は次週におこなう。また、質問等に関しても受講者全員に共有して説明する。
教 科 書 使用しない

指 定 図 書
『日本経済の歴史』中西聡他（名古屋大学出版会）2013、『日本経済史 近世－現代』杉山伸也（岩波書店）2012、『日本経済
史1600-2000』浜野潔他（慶應義塾大学出版会）2009、『経済社会の歴史』中西聡他（名古屋大学出版会）2017、『歴史人口学
の世界』速水 融（岩波書店）2012

参 考 書
教員からのお知らせ 講義内容は、履修者の希望等により変更する場合がある。Microsoft Teams で Team を作るので、Team コード（mhtfa ３

u）を用いて、授業開始までにメンバー登録をすること。
オフィスアワー 月曜２限。事前に必ず連絡すること。

メールおよびチャットにても受け付ける。
アクティブ･ラーニングの内容 毎回授業前に資料を確認して自己の質問点をもって講義を受けるという反転授業を取り入れている。
実践的な教育内容
そ の 他 講義参加者の希望等によって、講義内容は若干変更することもある。
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講義コード 11C0111601 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 日本経済論１ 村田　啓子 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本講義では、基礎的なマクロ経済学の概念や分析手法を用いて、現実の日本経済の動向を理解するとともに、実施された政
策や問題点についても解説することにより、一人一人の学生が、実体経済について自らの問題意識を持ちつつ主体的に考え
ていく能力を養うことを目指します。経済をみる上で不可欠の経済指標（統計、データ）についても適宜解説していきます。

到 達 目 標 現代日本経済の現状や問題点及びそれらに関する基本データを理解し批判的に検討・分析するために有用な基礎力を身につ
ける。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

事前にレジュメを読み、必要に応じ指定図書も活用し予習・復習を行うこと（予習１時間・復習３時間を目安に計60時間以
上の授業外学修）。復習ではレジュメの章末に掲載されている練習問題を解き、講義内容の理解度を確認しましょう。日常生
活において新聞等で内外の経済記事・ニュースを読み考える習慣を身に着けましょう。

授 業 計 画

（下記の内容は現時点で予定しているもので、これらのうち幾つかに重点を置いたり、新たな論点を取り上げることも考え
ています。）
【第 1 回】 概論・国民経済計算からみた日本経済（１）
【第 2 回】 国民経済計算からみた日本経済（２）
【第 3 回】 日本の経済成長とその要因（１）
【第 4 回】 日本の経済成長とその要因（２）
【第 5 回】 景気循環の特徴
【第 6 回】 変化する労働市場（１）
【第 7 回】 変化する労働市場（２）

【第 8 回】 変化する労働市場（３）
【第 9 回】 家計の消費と貯蓄行動（１）
【第10回】 家計の消費と貯蓄行動（２）
【第11回】 設備投資と企業行動の変化（１）
【第12回】 設備投資と企業行動の変化（２）
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 小テスト（１ - ２回、最大30％）及び期末試験（最小70％）による。第１回講義及び講義内で事前に説明する。
フィードバックの内容 小テストの結果などは講義内で速やかに講評する。

講義内で講義アンケート（回答任意）を実施し、必要に応じ講義内で回答する。
教 科 書
指 定 図 書 『最新 日本経済入門（第６版）』小峰隆夫・村田啓子（日本評論社）2020年
参 考 書 『マクロ経済学　入門（第６版）』福田慎一・照山博司（有斐閣アルマ）2023年、『ビジュアル　日本経済の基本（第５版）』

小峰隆夫編（日経文庫）2016年
教員からのお知らせ ミクロ経済学及びマクロ経済学を既に修得していることが望ましい。

日本経済の現状と課題、そして展望について興味のある学生の受講を推奨します。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます（事前にメールで連絡すること）。また、

Open LMS のメッセージ機能でも受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 小テスト実施後はフィードバックを行います。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0111701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 日本経済論２ 村田　啓子 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本講義では、基礎的なマクロ経済学の概念や分析手法を用いて、現実の日本経済の動向を理解するとともに、実施された政
策や問題点についても解説することにより、一人一人の学生が、実体経済について自らの問題意識を持ちつつ主体的に考え
ていく能力を養うことを目指します。経済をみる上で不可欠の経済指標（統計、データ）についても適宜解説していきます。

到 達 目 標 現代日本経済の現状や問題点及びそれらに関する基本データを理解し批判的に検討・分析するために有用な基礎力を身につ
ける。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

事前に教科書及びレジュメを読み、予習・復習を行うこと（予習１時間・復習３時間を目安に計60時間以上の授業外学修）。
復習ではレジュメの章末に掲載されている練習問題を解き、講義内容の理解度を確認しましょう。日常生活において新聞等
で内外の経済記事・ニュースを読み考える習慣を身に着けましょう。

授 業 計 画

（下記の内容は現時点で予定しているもので、これらのうち幾つかに重点を置いたり、新たな論点を取り上げることも考え
ています。）
【第 1 回】 概論・

物価の現状とインフレ・デフレの問題点（１）
【第 2 回】 物価の現状とインフレ・デフレの問題点（２）
【第 3 回】 物価の現状とインフレ・デフレの問題点（３）
【第 4 回】 金融システム
【第 5 回】 金融政策運営の特徴と変化（１）
【第 6 回】 金融政策運営の特徴と変化（２）
【第 7 回】 財政の仕組み

【第 8 回】 財政政策運営の特徴と変化
【第 9 回】 少子高齢化と社会保障（１）
【第10回】 少子高齢化と社会保障（２）
【第11回】 格差問題を考える（１）
【第12回】 格差問題を考える（２）
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 小テスト（１ - ２回、最大30％）及び期末試験（最小70％）による。第１回講義及び講義内で事前に説明する。
フィードバックの内容 小テストの結果などは講義内で速やかに講評する。

講義内で講義アンケート（回答任意）を実施し、必要に応じ講義内で回答する。
教 科 書 『最新 日本経済入門（第６版）』小峰隆夫・村田啓子（日本評論社）2020年
指 定 図 書
参 考 書 『マクロ経済学　入門（第６版）』福田慎一・照山博司（有斐閣アルマ）2023年、『ビジュアル　日本経済の基本（第５版）』

小峰隆夫編（日経文庫）2016年
教員からのお知らせ ミクロ経済学及びマクロ経済学を既に修得していることが望ましい。

日本経済の現状と課題、そして展望について興味のある学生の受講を推奨します。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、学部学科にて定めるオフィスアワーにて受付けます（事前にメールで連絡すること）。また、

Open LMS のメッセージ機能でも受付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 小テスト実施後はフィードバックを行います。
実践的な教育内容
そ の 他



― 232 ―

な

講義コード 11C0100901 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 日本語１ 渋沢　妃生子 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
大学生として主体的に学ぶために不可欠な日本語技能とスタディ・スキルを養成することがこの科目のねらいである。なか
でもこの科目では、テキストに取り上げられたテーマを中心に文法と読解力の向上を目指す。テキストの内容整理を通して、
ノートの取り方について学習し、また、大学生にふさわしい中・上級文法、表現文型なども併せて学習する。

到 達 目 標 日本語の文法、文型、論理的な文章の構造に関する知識を持ち、それを文章作成に活用するスキルを身につけることができ
る。授業で得た知識・講義から得た情報を整理して、活用するスタディ・スキルを身につけることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では60時間以上の授業外学修を行うこと。各回の授業で扱う項目について、毎回予習・復習を行うこと。授業中に
指示された課題を期限内に提出すること。

授 業 計 画

【第 1 回】 プレスメントテスト　Ⅰ段落内の構造と本文理解　Ⅴ課題１
【第 2 回】 Ⅰ段落内の構造　Ⅱ書き言葉の特徴　Ⅲ和語・漢語・共起する語　Ⅴ課題２
【第 3 回】 Ⅰ話題とメインアイデアと本文理解　Ⅱ助詞相当語　Ⅴ課題３
【第 4 回】 Ⅰ話題とメインアイデア　Ⅱ助詞相当語　Ⅲ重要語句・未知語処理　　Ⅴ課題４
【第 5 回】 Ⅰアウトラインと本文理解　Ⅱ複文　Ⅳ課題１の振り返りと質疑応答　Ⅴ課題５
【第 6 回】 Ⅰアウトライン　Ⅱ複文　Ⅲ重要語句・未知語処理　Ⅳ課題２の振り返りと質疑応答　Ⅴまとめ１
【第 7 回】 Ⅰ文章構成と本文理解　Ⅱ指示表現

Ⅳまとめ１、課題３の振り返りと質疑応答　Ⅴまとめ２
【第 8 回】 Ⅰ文章構成　Ⅱ指示表現　Ⅲ漢語からの推測・重要表現・未知語処理

Ⅳまとめ２、課題４の振り返りと質疑応答　Ⅴまとめ３
【第 9 回】 Ⅰ論の展開①と本文理解　Ⅱ文の構造分析

Ⅳまとめ３、課題５の振り返りと質疑応答　Ⅴまとめ４
【第10回】 Ⅰ論の展開①　Ⅱ文の構造分析　Ⅲ重要語句・共起する語

Ⅳまとめ４の振り返りと質疑応答　Ⅴまとめ５　Ⅵ読解補充１
【第11回】 Ⅳまとめ５の振り返りと質疑応答　Ⅰ総括に関する説明と質疑応答　Ⅵ読解補充２
【第12回】 前期総括１
【第13回】 前期総括２　　総括１の振り返りと質後応答

成績評価の方法 前期まとめ確認テスト40％、課題（１）30％、課題（２）20％、授業への取り組み姿勢10％で評価する。
フィードバックの内容 課題に対する講評を、翌週または各課終盤の授業内にて行う。提出された課題を添削し、授業時間内に返却して不足箇所の

強化を図る。
教 科 書 『改訂版　大学・大学院　留学生の日本語　③論文読解編』アカデミック・ジャパニーズ研究会　編著（株式会社アルク）

2022年、その他、適宜プリントを配布する
指 定 図 書
参 考 書 適宜紹介する
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業開始前、または授業終了後の時間帯を利用し、次の授業に支障のない範囲で教室にて対

応する。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返りなど
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0101001 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 日本語２ 渋沢　妃生子 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
大学生として主体的に学ぶために不可欠な日本語技能とスタディ・スキルを養成することがこの科目のねらいである。なか
でもこの科目では、テキストに取り上げられたテーマを中心に文法と読解力の向上を目指す。テキストの内容整理を通して、
ノートの取り方について学習し、また、大学生にふさわしい中・上級文法、表現文型なども併せて学習する。

到 達 目 標 日本語の文法、文型、論理的な文章の構造に関する知識を持ち、それを文章作成に活用するスキルを身につけることができ
る。授業で得た知識・講義から得た情報を整理して、活用するスタディ・スキルを身につけることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では60時間以上の時間以上の授業外学修を行うこと。各回の授業で扱う項目について、毎回予習・復習を行うこと。
授業中に指示された課題を期限内に提出すること。

授 業 計 画

【第 1 回】 Ⅰ論の方向を示す表現・事実と筆者の考えと本文理解　Ⅴ課題１
【第 2 回】 Ⅰ論の方向を示す表現・事実と筆者の考え　Ⅱ文末表現①　Ⅲ重要語句・共起する語　Ⅴ課題２
【第 3 回】 Ⅰ論の展開②と本文理解　Ⅱ文末表現②　Ⅴ課題３
【第 4 回】 Ⅰ論の展開②　Ⅱ文末表現②　Ⅲ未知語処理　Ⅴ課題４
【第 5 回】 Ⅰ引用と本文理解　Ⅱ接続表現と予測　Ⅳ課題１の振り返りと質疑応答　Ⅴ課題５
【第 6 回】 Ⅰ引用　Ⅱ接続表現と予測　Ⅲ共起する語・重要語句　Ⅳ課題２の振り返りと質疑応答　Ⅴまとめ１
【第 7 回】 Ⅰ要約と本文理解　Ⅳまとめ１、課題３の振り返りと質疑応　Ⅴまとめ２
【第 8 回】 Ⅰ要約　Ⅲ慣用表現・重要語句　Ⅳまとめ２、課題４の振り返りと質疑応答　Ⅴまとめ３
【第 9 回】 Ⅰ理由・根拠と本文理解　Ⅱ接続表現②　Ⅳまとめ３、課題５の振り返りと質疑応答　Ⅴまとめ４
【第10回】 Ⅰ理由・根拠　Ⅱ接続表現②　Ⅲ重要語句・未知語処理　Ⅳまとめ４の振り返りと質疑応答

Ⅴまとめ５　Ⅵ読解補充１
【第11回】 Ⅳまとめ５の振り返りと質疑応答　Ⅰ総括に関する説明と質疑応答　Ⅵ読解補充２
【第12回】 後期総括１
【第13回】 後期総括２　　総括１の振り返りと質疑応答

成績評価の方法 後期まとめ確認テスト40％、課題（１）30％、課題（２）20％、授業への取り組み姿勢10％で評価する。
フィードバックの内容 課題に対する講評を、翌週または各課終盤の授業内にて行う。提出された課題を添削し、授業時間内に返却して不足箇所の

強化を図る。
教 科 書 『改訂版　大学・大学院　留学生の日本語　③論文読解編』アカデミック・ジャパニーズ研究会　編著（株式会社アルク）

2022年、その他、適宜プリントを配布する
指 定 図 書
参 考 書 適宜紹介する
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業開始前、または授業終了後の時間帯を利用し、次の授業に支障のない範囲で教室にて対

応する。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返りなど
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0101101 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 日本語３ 渋沢　妃生子 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
大学生として知っておくべき「Ⅰ日本語による時事情報」と、大学での学習や社会で求められるアカデミック・スキル（「Ⅱ
レポートの書き方」）を養成することを目的としている。なかでも情報を収集する技能、収集した情報を整理し活用する技
能、そして、それを人に伝える技能を高めることを目指す。これらの学習を通じて、周囲とのコミュニケーションに積極的
に取り組めるようにすることも、この科目のねらいの一つである。

到 達 目 標
最新の時事情報を通じて、今現在社会で起きている出来事や日本の社会について理解を深め、自分の意見を説明しようとす
ることができる。また、言語運用力を高めて必要な情報を収集、整理して、説明、まとめを行い、活用するスキルを身につ
けることができる。日本語による幅広い話題の獲得により、周囲と積極的に交流を取ろうとすることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。各回の授業で扱う項目について、毎回予習・復習を行うこと。授業中
に指示された課題を期限内に提出すること。

授 業 計 画

【第 1 回】 Ⅰ　時事情報の収集と理解（１）
Ⅱ　レポートの書き方：構成と問題提起１
　・レポートの基本構成に関する理解と練習

【第 2 回】 Ⅰ　１．前回の時事情報に対する意見発表（１）
　　２．時事情報の収集と理解（２）
Ⅱ　レポートの書き方：問題提起１
　・レポートの基本構成の確認　・問題提起に関する理解と練習　・方向づけに関する理解と練習

【第 3 回】 Ⅰ　１．前回の時事情報に対する意見発表（２）
　　２．時事情報の収集と理解（３）
Ⅱ　レポートの書き方：問題提起２
　・方向づけに関する理解と練習

【第 4 回】 Ⅰ　１．前回の時事情報に対する意見発表（３）
　　２．時事情報の収集と理解（４）
Ⅱ　レポートの書き方：問題提起２、データ提示１
　・課題の振り返りと質疑応答（１）・事柄データに関する理解と練習　・論拠提示（事実文と意見文）、

【第 5 回】 Ⅰ　１．前回の時事情報に対する意見発表（４）
　　２．時事情報の収集と理解（５）
Ⅱ　レポートの書き方：データ提示１
　・課題の振り返りと質疑応答（２）・事柄データに関する理解と練習　・数量データの説明の仕方

【第 6 回】 Ⅰ　１．前回の時事情報に対する意見発表（５）
　　２．時事情報の収集と理解（６）
Ⅱ　レポートの書き方：データ提示１、データ提示２
　・課題に対する振り返りと質疑応答（３）・数量データに関する理解と練習

【第 7 回】 Ⅰ　１．前回の時事情報に対する意見発表（６）
　　２．時事情報の収集と理解（７）
Ⅱ　レポートの書き方：データ提示２
　・課題に対する振り返りと質疑応答（４）・引用に関する理解と練習

【第 8 回】 Ⅰ　１．前回の時事情報に対する意見発表（７）
　　２．時事情報の収集と理解（８）
　　３．プレゼンテーション準備（１）テーマの選定、資料検索
Ⅱ　レポートの書き方：データ提示３
　・課題に対する振り返りと質疑応答（５）・引用に関する理解と練習

【第 9 回】 Ⅰ　１．前回の時事情報に対する意見発表（８）
　　３．プレゼンテーション準備（２）要約①②の作成
Ⅱ　レポートの書き方：データ提示３
　・課題に対する振り返りと質疑応答（６）

【第10回】 Ⅰ　３．プレゼンテーション準備（３）要約①②の修正、意見作成と修正、原稿の作成
【第11回】 Ⅰ　３．プレゼンテーション準備（４）原稿の作成と修正、発音修正

Ⅱ　レポートの書き方：前期総括①の説明と質疑応答
【第12回】 Ⅱ　レポートの書き方：前期総括①

Ⅰ　プレゼンテーション準備（５）リハーサル
【第13回】 Ⅰ　時事情報に関する前期総括②（プレゼンテーション発表）

Ⅱ　レポートの書き方：前期総括①に関する振り返りと質疑応答
成績評価の方法 前期総括30％、課題（１）30％、課題（２）20％、発表10％、授業への取り組み姿勢10％で評価する。
フィードバックの内容 提出された課題を添削し、翌週授業時間内に返却して、振り返り・質疑応答を行うことで理解を深める。
教 科 書 教材は適宜プリントを配布する
指 定 図 書
参 考 書 適宜紹介する
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業開始前、または授業終了後の時間帯を利用し、次の授業に支障のない範囲で教室にて対

応する。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学習、ピア・ラーニングによる発見学習、プレゼンテーション

など
実践的な教育内容
そ の 他



― 235 ―

な

講義コード 11C0101201 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 日本語４ 渋沢　妃生子 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
大学生として知っておくべき「Ⅰ日本語による時事情報」と、大学での学習や社会で求められるアカデミック・スキル（「Ⅱ
レポートの書き方」）を養成することを目的としている。なかでも情報を収集する技能、収集した情報を整理し活用する技
能、そして、それを人に伝える技能を高めることを目指す。これらの学習を通じて、周囲とのコミュニケーションに積極的
に取り組めるようにすることも、この科目のねらいの一つである。

到 達 目 標
最新の時事情報を通じて、今現在社会で起きている出来事や日本の社会について理解を深め、自分の意見を説明しようとす
ることができる。また、言語運用力を高めて必要な情報を収集、整理して、説明、まとめを行い、活用するスキルを身につ
けることができる。日本語による幅広い話題の獲得により、周囲と積極的に交流を取ろうとすることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。各回の授業で扱う項目について、毎回予習・復習を行うこと。授業中
に指示した課題を期限内に提出すること。

授 業 計 画

【第 1 回】 Ⅰ　２．時事情報の収集と理解（１）
Ⅱ　レポートの書き方：データ提示１、データ提示２に関する振り返りと質疑応答　・データ提示３
　・要約に関する理解と練習

【第 2 回】 Ⅰ　１．前回の時事情報に対する意見発表（１）
　　２．時事情報の収集と理解（２）
Ⅱ　レポートの書き方：データ提示３、図表の提示１
　・要約に関する理解と練習、図表の種類と特徴

【第 3 回】 Ⅰ　１．前回の時事情報に対する意見発表（２）
　　２．時事情報の収集と理解（３）
Ⅱ　レポートの書き方：データ提示３　・図表の提示１
　・課題に対する振り返りと質疑応答（１）・図表の説明に関する理解と練習

【第 4 回】 Ⅰ　１．前回の時事情報に対する意見発表（３）
　　２．時事情報の収集と理解（４）
Ⅱ　レポートの書き方：図表の提示１
　・図表の説明に関する理解と練習　・図表の提示に関する表現の獲得

【第 5 回】 Ⅰ　１．前回の時事情報に対する意見発表（４）
　　２．時事情報の収集と理解（５）
Ⅱ　レポートの書き方：図表の提示１、図表の提示２
　・課題に対する振り返りと質疑応答（２）・適切な図について考える

【第 6 回】 Ⅰ　１．前回の時事情報に対する意見発表（５）
　　２．時事情報の収集と理解（６）
Ⅱ　レポートの書き方：図表の提示２
　・図表提示に関する理解と練習　・データ解釈に関する理解と練習

【第 7 回】 Ⅰ　１．前回の時事情報に対する意見発表（６）
　　２．時事情報の収集と理解（７）
Ⅱ　レポートの書き方：図表の提示２、意見提示１
　・データ解釈に関する理解と練習

【第 8 回】 Ⅰ　１．前回の時事情報に対する意見発表（７）
　　２．時事情報の収集と理解（８）
　　３．プレゼンテーション準備（１）テーマの選定、資料の検索
Ⅱ　レポートの書き方：意見提示１
　・課題に対する振り返りと質疑応答（３）・考察に関する理解と練習

【第 9 回】 Ⅰ　１．前回の時事情報に対する意見発表（８）
　　３．プレゼンテーション準備（２）要約①②の作成
Ⅱ　レポートの書き方：意見提示２
　・課題に関する振り返りと質疑応答（４）・考察に関する理解と練習

【第10回】 Ⅰ　３．プレゼンテーション準備（３）要約①②の修正、意見の作成、原稿の作成
Ⅱ　レポートの書き方：意見提示２
　・課題に対する振り返りと質疑応答（５）

【第11回】 Ⅰ　３．プレゼンテーション準備（４）原稿の作成と修正、発音修正
Ⅱ　レポートの書き方：後期総括①の説明と質疑応答

【第12回】 Ⅱ　レポートの書き方：後期総括①
Ⅰ　プレゼンテーション準備（５）（リハーサル）

【第13回】 Ⅰ　時事情報に関する後期総括②（プレゼンテーション発表）
Ⅱ　レポートの書き方：後期総括①に関する振り返りと質疑応答

成績評価の方法 後期総括30％、課題（１）30％、課題（２）20％、発表10％、授業への取り組み姿勢10％で評価する。
フィードバックの内容 提出された課題を添削し、翌週授業時間内に返却して、振り返り・質疑応答を行うことで理解を深める。
教 科 書 教材は適宜資料を配布する
指 定 図 書
参 考 書 適宜紹介する
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業開始前、または授業終了後の時間帯を利用し、次の授業に支障のない範囲で教室にて対

応する。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学習、ピア・ラーニングによる発見学習、プレゼンテーション

など。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 日本語表現法１ 各担当教員 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
将来の企業人として日本語の「話す・聞く・読む・書く」に関する表現力を身につけることを目的とする。授業計画に示す
テーマで毎回講義を行い、授業中には随時、作文実習を行う。教科書付属のトレーニングシートを使うので、教科書を必ず
持参すること。留学生の場合は日本語能力試験 N １レベル程度を目安とする。

到 達 目 標 企業におけるコミュニケーションの基礎的方法や社内外向けの文書のひな型を理解し、必要に応じて用いることができる。
就職活動やインターンシップの活動に、授業で学んだ知識を役立てることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では15時間以上の授業外学修を行うこと。
毎回の授業の前には、各回の授業で扱う項目について教科書を読んでおくこと。
毎回の授業の後には、復習し再度作文演習をして理解を深めること。

授 業 計 画

【第 1 回】 社会人のコミュニケーション（１）・挨拶をする・名刺交換
【第 2 回】 社会人のコミュニケーション（２）・依頼する・質問する
【第 3 回】 社会人のコミュニケーション（３）・敬語を使う
【第 4 回】 社会人のコミュニケーション（４）・電話の応対をする
【第 5 回】 社会人のコミュニケーション（５）・スケジュールをひく
【第 6 回】 社会人のコミュニケーション（６）・図表を解説する
【第 7 回】 社会人のコミュニケーション（７）・クレームをつける
【第 8 回】 社会人のコミュニケーション（８）・意見を述べる
【第 9 回】 社会人のコミュニケーション（９）・説得する
【第10回】 言語能力の基礎（１）・２語の関係
【第11回】 言語能力の基礎（２）・語句の意味・多義語
【第12回】 言語能力の基礎（３）・同意語・反意語
【第13回】 論理的思考の基礎（１）・命題・フローチャート

成績評価の方法 毎週提出する授業課題（80％）、授業への取り組み姿勢（20％）。
フィードバックの内容 重要な課題について授業中に解答例を見せて解説する。
教 科 書 『大学生のための社会人入門トレーニングコミュニケーション編』真田治子・野原佳代子・長谷川守寿（編著）（三省堂）2011、

『大学生のための就活トレーニング SPI・エントリーシート編』北川清（編著）（三省堂）2011
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 学年と学籍番号によるクラス指定有。詳細は時間割およびガイダンス資料を確認すること。
オフィスアワー この授業は複数クラスなので、オフィスアワーあるいは質問対応可能時間の詳細については各担当教員に問い合わせること。
アクティブ･ラーニングの内容 課題解決型学習
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 日本語表現法２ 各担当教員 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
将来の企業人として日本語の「話す・聞く・読む・書く」に関する表現力を身につけることを目的とする。授業計画に示す
テーマで毎回講義を行い、授業中には随時、作文実習を行う。教科書付属のトレーニングシートを使うので、教科書を必ず
持参すること。留学生の場合は日本語能力試験 N １レベル程度を目安とする。

到 達 目 標 企業におけるコミュニケーションの基礎的方法や社内外向けの文書のひな型を理解し、必要に応じて用いることができる。
就職活動やインターンシップの活動に、授業で学んだ知識を役立てることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では15時間以上の授業外学修を行うこと。
毎回の授業の前には、各回の授業で扱う項目について教科書を読んでおくこと。
毎回の授業の後には、復習し再度作文演習をして理解を深めること。

授 業 計 画

【第 1 回】 ビジネス文書を学ぶ－ビジネス文書の書式を知る
【第 2 回】 報告書を作る－過不足なく伝える
【第 3 回】 連絡・確認書を書く－簡潔に、的確に伝える
【第 4 回】 議事録を作る－ポイントをまとめる
【第 5 回】 企画書を作る－説得力のある文章を書く
【第 6 回】 稟議書を書く－理由を説明する
【第 7 回】 始末書を書く－状況説明と反省
【第 8 回】 ビジネス文書を書く－案内状を書く
【第 9 回】 回答書を書く－承諾する場合・断る場合
【第10回】 依頼状を書く－配慮しつつお願いする
【第11回】 詫び状を書く－不備の謝罪・責任範囲の明確化
【第12回】 督促状・抗議状を書く－婉曲的な申し入れ
【第13回】 ビジネスメールの書式

成績評価の方法 毎週提出する授業課題（80％）、授業への取り組み姿勢（20％）。
フィードバックの内容 重要な課題について授業中に解答例を見せて解説する。
教 科 書 『大学生のための社会人入門トレーニングコミュニケーション編』真田治子・野原佳代子・長谷川守寿（編著）（三省堂）2011
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 学年と学籍番号によるクラス指定有。詳細は時間割およびガイダンス資料を確認すること。
オフィスアワー この授業は複数クラスなので、オフィスアワーあるいは質問対応可能時間の詳細については各担当教員に問い合わせること。
アクティブ･ラーニングの内容 課題解決型学習
実践的な教育内容
そ の 他
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な

講義コード 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 日本語表現法基礎１ 各担当教員 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
大学生として必要な、日本語の「話す・聞く・読む・書く」に関する表現力を身につけることを目的とする。
授業計画に示すテーマで毎回講義を行い、授業中には随時、作文実習を行う。
教科書付属のトレーニングシートを使うので、教科書を必ず持参すること。
留学生の場合は日本語能力試験 N １レベル程度を目安とする。

到 達 目 標 大学生活と勉学における、基本的な言語的知識を幅広く理解し、必要に応じて用いることができる。
大学でのレポート・論文作成や就職活動、インターンシップの活動に、授業で学んだ知識を役立てることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では15時間以上の授業外学修を行うこと。
毎回の授業の前には、各回の授業で扱う項目について教科書を読んでおくこと。
毎回の授業の後には、復習し再度作文演習をして理解を深めること。

授 業 計 画

【第 1 回】 自己紹介
【第 2 回】 敬語の基礎
【第 3 回】 確実な連絡メモ
【第 4 回】 メールの書き方
【第 5 回】 手紙の書き方
【第 6 回】 説明のコツ
【第 7 回】 大学生の調べ方（１）図書館での調べ方
【第 8 回】 大学生の調べ方（２）文献入手の仕方
【第 9 回】 資料の読みとり
【第10回】 レポートの書き方（１）具体的な手順
【第11回】 レポートの書き方（２）書式
【第12回】 履歴書の作成
【第13回】 面接の受け方

成績評価の方法 毎週提出する授業課題（80％）、授業への取り組み姿勢（20％）。
フィードバックの内容 重要な課題について授業中に解答例を見せて解説する。
教 科 書 『大学生のための日本語表現トレーニングスキルアップ編』橋本修・安部朋世・福嶋健伸（編著）（三省堂）2008
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 学籍番号によるクラス指定有。詳細は時間割およびガイダンス資料を確認すること。
オフィスアワー この授業は複数クラスなので、オフィスアワーあるいは質問対応可能時間の詳細については各担当教員に問い合わせること。
アクティブ･ラーニングの内容 課題解決型学習
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 日本語表現法基礎２ 各担当教員 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
大学生として必要な、日本語の「話す・聞く・読む・書く」に関する表現力を身につけることを目的とする。
授業計画に示すテーマで毎回講義を行い、授業中には随時、作文実習を行う。
教科書付属の問題を使うので、教科書を必ず持参すること。
留学生の場合は日本語能力試験 N １レベル程度を目安とする。

到 達 目 標 大学生活と勉学における、コミュニケーションに関する基本的な表現を幅広く理解し、必要に応じて用いることができる。
大学でのレポート・論文作成や就職活動、インターンシップの活動に、授業で学んだ知識を役立てることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では15時間以上の授業外学修を行うこと。
毎回の授業の後には、復習し再度作文演習をして理解を深めること。

授 業 計 画

【第 1 回】 目上の人にアポイントメントを取る
【第 2 回】 窓口で事務手続きをする
【第 3 回】 個人・組織にメールを送る
【第 4 回】 敬語を使ってメールを書く
【第 5 回】 公的機関等に電話をかける
【第 6 回】 イベントで社会人と会話する
【第 7 回】 頼みごとの目的をしっかり伝える
【第 8 回】 アポや申し込みのためのコンタクト
【第 9 回】 業者に条件を伝えて発注する
【第10回】 教育実習先へのコンタクト
【第11回】 OB・OG 訪問のためのコミュニケーション
【第12回】 手紙で協力を依頼する
【第13回】 インターンシップに挑戦する

成績評価の方法 毎週提出する授業課題（80％）、授業への取り組み姿勢（20％）。
フィードバックの内容 重要な課題について授業中に解答例を見せて解説する。
教 科 書 『大学生のための 実用日本語表現ドリル』真田治子・野原佳代子（編著）（三省堂）2019年
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 学籍番号によるクラス指定有。詳細は時間割およびガイダンス資料を確認すること。
オフィスアワー この授業は複数クラスなので、オフィスアワーあるいは質問対応可能時間の詳細については各担当教員に問い合わせること。
アクティブ･ラーニングの内容 課題解決型学習
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C2113101 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 News English　１ 小沢　奈美恵 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
英語のニュースを聞いたり読んだりして理解し、英語でニュース内容について質問に答えたり、説明したり、意見を述べる
ことを目的とします。そうすることで、実践的な英語運用能力の習得を目指します。また、応用として、VOA（Voice of 
America）、CNN、NHK World News その他の各種ウェブサイトを活用し、世界の様々な事柄に視野を広げ、自分の意見を
英語で表現できるようにします。

到 達 目 標
１．時事ニュース関連の用語を覚え、英文の新聞記事などを読めるようになる。
２．英語のニュースを聞いて内容を理解し、英語の問いに答えたり、内容を説明したり、意見を述べられるようになる。
３．ニュース英語を音読して発音やイントネーションを改善できるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行う。
１．教科書付属の Web 動画をスマホなどで視聴して予習を行い、授業に備える。
２．ビデオ音声のシャドーイング練習と音声提出。
３．応用時事ニュース読解、英語による意見表明を行う。
４．携帯のアプリを利用して日常的に英語ニュースを聞く習慣をつける。

授 業 計 画

【第 1 回】１．Unit １　Cool Cat Helps Kids with Vision Problems
２．シャドーイング、音声提出、意見の発表（１）

【第 2 回】応用ニュース（１）
【第 3 回】１．Will Artificial Intelligence Take Your Job?

２．シャドーイング、音声提出、意見の発表（２）
【第 4 回】応用ニュース（２）
【第 5 回】1．3D Chalk Art on Fourth of July Celebration

２．シャドーイング、音声提出、意見の発表（３）
【第 6 回】応用ニュース（３）
【第 7 回】1.Unit ４　 Youth Orchestra Works to Narrow Racial Gap

２．シャドーイング、音声提出、意見の発表（４）
【第 8 回】応用ニュース（４）
【第 9 回】１．Unit ５　 Can Robots and Humans Coexist?

２．シャドーイング、音声提出、意見の発表（５）
【第10回】応用ニュース（５）
【第11回】１．Unit ６ Teens Help Seniors Learn How to Use Technology

２．シャドーイング、音声提出、意見の発表（６）
【第12回】応用ニュース（６）
【第13回】グループ発表

成績評価の方法 課題提出（50％）、発表（10％）、授業への取り組み姿勢（10％）、テスト（30％）

フィードバックの内容
１．教科書には、自由に英語で意見を書いたり述べたりする箇所があるので、書いて提出したものは、コメントを入れて返
します。
２．予習は LMS を通じて提出し、達成度に関して点数表記して返却します。
３．発表したときには、発表の仕方や内容について、クラスメイトや教師の感想をフィードバックします。

教 科 書 『CBS News Break ７』熊井信弘 /Stephen Timson（成美堂）2025年
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 教科書などの進度は、必ずしも授業計画の通りに行かないこともあるかもしれません。皆さんの進み具合などで臨機応変に

進度や内容を変えることがあります。質問などがあれば、e-mail などで連絡をください。
オフィスアワー 水曜３時限のオフィスアワーに ozawa@ris.ac.jp で予めアポイントを取って、314研究室に質問に来て下さい。LMS でも応対

します。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習、グループワーク、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C2113201 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 News English　２ 小沢　奈美恵 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
英語のニュースを聞いたり読んだりして理解し、英語でニュース内容について質問に答えたり、説明したり、意見を述べる
ことを目的とします。そうすることで、実践的な英語運用能力の習得を目指します。また、応用として、VOA（Voice of 
America）、CNN、NHK World News その他の各種ウェブサイトを活用し、世界の様々な事柄に視野を広げ、自分の意見を
英語で表現できるようにします。

到 達 目 標
１．時事ニュース関連の用語を覚え、News English １より高いレベルの読解力を身につける。
２．英語のニュースを聞いて内容を理解し、内容を説明したり、意見を述べられるようになる。
３．自分の欲しい英語時事ニュースを検索して入手し、英語で要約したり、意見を述べられる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行う。
１．教科書付属の Web 動画をスマホなどで視聴して予習を行い、授業に備える。
２．ビデオ音声のシャドーイング練習と音声提出。
３．応用時事ニュース読解、英語による意見表明を行う。
４．アプリを利用して日常的に英語ニュースを聞く習慣をつける。

授 業 計 画

【第 1 回】１．Unit ７ Japanese Employees Take Part in Smile Classes
２．シャドーイング、音声提出、意見の発表（１）

【第 2 回】応用ニュース（１）
【第 3 回】１．Unit ８ Planting Tiny Forests in Fight to Slow Climate Change

２．シャドーイング、音声提出、意見の発表（２）
【第 4 回】応用ニュース（２）
【第 5 回】１．Unit ９ The Impact of ChatGPT on Education and Beyond

２．シャドーイング、音声提出、意見の発表（３）
【第 6 回】応用ニュース（３）
【第 7 回】１．Unit 10 Customers are Fed up with “Tipflation”

２．シャドーイング、音声提出、意見の発表（４）
【第 8 回】応用ニュース（４）
【第 9 回】１．Unit 11 Santa Claus in Atlanta Speaks Spanish, Sign Language, and English

２．シャドーイング、音声提出、意見の発表（５）
【第10回】応用ニュース（５）
【第11回】１．Unit 12 Japan’s Shrinking Population

２．シャドーイング、音声提出、意見の発表（６）
【第12回】応用ニュース（６）
【第13回】グループ発表

成績評価の方法 課題提出（50％）、発表（10％）、授業への取り組み姿勢（10％）テスト（30％）

フィードバックの内容
１．教科書には、自由に英語で意見を書いたり述べたりする箇所があるので、書いて提出したものは、コメントを入れて返
します。
２．予習は LMS を通じて提出し、達成度に関して点数表記して返却します。
３．発表したときには、発表の仕方や内容について、クラスメイトや教師の感想をフィードバックします。

教 科 書 『CBS News Break ７』熊井信弘 /Stephen Timson（成美堂）2025年
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 教科書などの進度は、必ずしも授業計画の通りに行かないこともあるかもしれません。皆さんの進み具合などで臨機応変に

進度や内容を変えることがあります。
オフィスアワー 水曜３時限のオフィスアワーに対応します。予め、メールで ozawa@ris.ac.jp 宛てにアポイントを取ってください。あるい

は、メールや LMS でも対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習、グループ・ワーク、プレゼンテーション
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0117201 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 農業経済学１ 北原　克宣 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
農業経済学は、現代の農業・食料問題がどのようなかたちで表面化しているのか、その発生メカニズムはどうなっているの
か、今後の解決策などについて研究する分野である。本講義では、農業経済の基礎理論、農業生産力の構造、世界の食料需
給動向の実態について学ぶことを目的とする。

到 達 目 標 本講義の到達目標は、次のような能力を養うことである。①農業・食料問題の時事問題について説明できる、②農業・食料
問題について歴史具体的に説明できる、③食料・農業政策について説明できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

毎回、授業前１週間の社会経済の動きと農業・食料問題のニュースをチェックするとともに、授業中に紹介した書籍に必ず
目を通し、60時間以上の授業外学習を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 農業・食料をめぐる現状
【第 2 回】 農業と工業はどう違うか
【第 3 回】 農業と工業はどう違うか（その２）
【第 4 回】 経済学と土地所有

－地代発生のメカニズム（差額地代）－
【第 5 回】 経済学と土地所有

－地代発生のメカニズム（絶対地代）－
【第 6 回】 資本主義の発展と農業＝土地所有－日本－
【第 7 回】 資本主義の発展と農業＝土地所有－英・仏・米

【第 8 回】 農法展開の論理－その１－
【第 9 回】 農法展開の論理－その２－
【第10回】 世界の食料問題－過剰と不足の併存－
【第11回】 世界の食料問題－食料供給システムの変化－
【第12回】 世界の食料問題－食料の質的変化－
【第13回】 農業・食料問題の解決に向けて

成績評価の方法 期末試験（100％）
フィードバックの内容 リアクションペーパーに対するフィードバックを翌週の授業内にて行う。
教 科 書

指 定 図 書

『再生産構造と地代理論』姜昌周（青木書店）1993、『現代資本主義と農業再編の課題』保志恂 ほか（御茶の水書房）1999、
『現代日本資本主義における農業問題』上原信博（御茶の水書房）1997、『アグリビジネス論』中野一新編（有斐閣）1998、
『現代の経済政策』田代洋一ほか（有斐閣）2006、『農業問題入門』田代洋一（大月書店）2003、『日本の農地 : 所有と制度の
略史』島本富夫（全国農業会議所）2003、『農業・食料問題入門』田代洋一（大月書店）2012年、『多国籍アグリビジネスと
農業・食料支配』北原克宣・安藤光義編（明石書店）2016年

参 考 書

教員からのお知らせ
農業や農村にゆかりのない人でも、毎日の食事は欠かさないでしょう。本講義の受講を希望する人は、自分が毎日食べてい
る食料が、どこで、どのように作られ、どのようにして食卓まで届いているのかということに興味を持つことから始めて下
さい。

オフィスアワー 本授業に関する質問・相談等は随時受け付けます。講義時に声をかけて頂ければ、日程を調整します。
Teams のチャットでも受け付けます。

アクティブ･ラーニングの内容 能動的な授業外学習
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0117301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 農業経済学２ 北原　克宣 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
農業経済学は、現代の農業・食料問題がどのようなかたちで表面化しているのか、その発生メカニズムはどうなっているの
か、今後の解決策などについて研究する分野である。本講義では、「農業経済学１」で学ぶ基礎理論を踏まえ、農業・食料政
策について学ぶことを目的とする。

到 達 目 標 本講義の到達目標は、次のような能力を養うことである。①農業・食料問題の時事問題について説明できる、②農業・食料
問題について歴史具体的に説明できる、③食料・農業政策について説明できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

毎回、授業前１週間の社会経済の動きと農業・食料問題のニュースをチェックするとともに、授業中に紹介した書籍に必ず
目を通し、60時間以上の授業外学習を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 現代の農業・食料政策の課題
【第 2 回】 農業問題の発生と農業政策

－農業・食料政策はなぜ必要になったか－
【第 3 回】 戦前日本資本主義における農業・食糧政策
【第 4 回】 戦後日本資本主義における農業・食糧政策

－食糧増産政策から基本法農政まで－
【第 5 回】 戦後日本資本主義における農業・食料政策

－総合農政からグローバル化農政まで－
【第 6 回】 現代資本主義における農業・食料政策

－グローバル化農政・第２期－
【第 7 回】 現代資本主義における農業・食料政策

－グローバル化農政・第２期（その２）－

【第 8 回】 現代資本主義における農業・食料政策
－グローバル化農政・第２期（その３）－

【第 9 回】 農業協同組合の役割と課題－その１－
【第10回】 農業協同組合の役割と課題－その２－
【第11回】 食品の安全性に関する政策－食品表示－
【第12回】 食品の安全性に関する政策－トレーサビリティ－
【第13回】 食品の安全性に関する政策－ HACCP と GAP －

成績評価の方法 期末試験（100％）
フィードバックの内容 リアクションペーパーに対するフィードバックを翌週の授業内にて行う。
教 科 書

指 定 図 書

『再生産構造と地代理論』姜昌周（青木書店）1993、『現代資本主義と農業再編の課題』保志恂 ほか（御茶の水書房）1999、
『現代日本資本主義における農業問題』上原信博（御茶の水書房）1997、『アグリビジネス論』中野一新編（有斐閣）1998、
『現代の経済政策』田代洋一ほか（有斐閣）2006、『農業問題入門』田代洋一（大月書店）2003、『日本の農地 : 所有と制度の
略史』島本富夫（全国農業会議所）2003、『農業・食料問題入門』田代洋一（大月書店）2012年、『多国籍アグリビジネスと
農業・食料支配』北原克宣・安藤光義編（明石書店）2016年

参 考 書
教員からのお知らせ 現代の農業は工業化され、大量生産を可能にした反面、環境問題や食品の安全性問題を引き起こしつつあります。このよう

な問題に関心を持つ方の受講をお待ちしております。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談等は随時受け付けます。

Teams のチャットでも受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 能動的な授業外学習
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0105701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 東アジアの文化と社会１ 黄　昱 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
この授業は中国の歴史や地理、文学、思想、社会生活などさまざまな面を取り上げ、特徴的な文化事象を考察します。中国
の古代から近現代までの基本知識を幅広く紹介し、中国の文化・社会の形成と継承を考えた上、古代から現代までに行われ
てきた中国と日本の交流について学び、中国という他者との比較を通して、東アジア文化圏における文化と社会の共通性と
異質性を明らかにします。

到 達 目 標
中国の文化・社会の基礎知識を習得し、その概略を説明できる。
文化の形成、継承と影響について学ぶことによって、異文化と自文化についての理解を深める。
図書館で関連資料を調査し、自らの考えを論理的に述べることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この授業では60時間以上の授業外学修を行うこと。
参考資料を読み、毎回復習して下さい（２時間×15回＝30時間）。
最終レポートの準備をして下さい（30時間）。

授 業 計 画

【第 1 回】 イントロダクション　文化とは何か、中国とはどんな国
中国の歴史（１）中国文明の創成：先史～春秋時代

【第 2 回】 中国の歴史（２）「帝国」の形成：戦国・秦朝
【第 3 回】 中国の歴史（３）「帝国」の継承：漢代
【第 4 回】 中国の歴史（４）隋唐帝国①：シルクロード
【第 5 回】 中国の歴史（５）隋唐帝国②：遣唐使
【第 6 回】 中国の歴史（６）伝統中国の転成：宋元時代
【第 7 回】 中国の歴史（７）古代の科挙制度と現代の受験戦争
【第 8 回】 中国の文学（１）孔子と『詩経』、屈原と『楚辞』
【第 9 回】 中国の文学（２）中国文学の粋：唐詩・宋詞・元曲
【第10回】 中国の文学（３）中国の志怪小説と日本の怪談
【第11回】 中国の文学（４）笑話：中国文化の中のユーモア
【第12回】 中国の文学（５）中国四大名著①：『水滸伝』『三国志演義』
【第13回】 中国の文学（６）中国四大名著②：『西遊記』『紅楼夢』

成績評価の方法 毎回の授業で行う授業内容理解度の確認テスト（60％）と最終レポート（40％）で評価します。最終レポートの提出は必須
です。

フィードバックの内容 授業中に確認テストの解説と講評を行います。
メールあるいはチャットで授業についての質問を受け付けます。

教 科 書
指 定 図 書

参 考 書
『中国の歴史を知るための60章』並木頼寿、杉山文彦（明石書店）2011年、『中国の歴史　増補改訂版』山本英史（河出書房
新社）2016年、『テーマで読み解く中国の文化』湯浅邦弘（ミネルヴァ書房）2016年、『中国現代文化14講』中国モダニズム
研究会（関西学院大学出版会）2014年、『中国文学をつまみ食い』武田雅哉、加部勇一郎、田村容子（ミネルヴァ書房）2022
年

教員からのお知らせ
オフィスアワー 木曜日２限
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学習、グループ・ディスカッション
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0105801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 東アジアの文化と社会２ 黄　昱 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
この授業は中国の思想文化、社会生活などさまざまな面を取り上げ、特徴的な文化事象を考察します。中国の古代から近現
代までの基本知識を幅広く紹介し、中国の文化・社会の形成と継承を考えます。このように異なる文化の考え方、生活習慣
などを幅広く学ぶことで、世界に向けた柔軟な視野を持つことができるようになることを目的とします。
授業は基本的にパワーポイントを使用します。適宜、ビジュアル資料なども活用します。

到 達 目 標
中国の文化・社会の基礎知識を習得し、その概略を説明できる。
文化の形成、継承と影響について学ぶことによって、異文化と自文化についての理解を深める。
図書館で関連資料を調査し、自らの考えを論理的に述べることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この授業では60時間以上の授業外学修を行うこと。
参考書を読み、毎回復習して下さい（２時間×15回＝30時間）。
最終レポートの準備をして下さい（30時間）。

授 業 計 画

【第 1 回】 授業ガイダンス、中国の地理（１）
中国の世界遺産

【第 2 回】 中国の食文化（１）八大菜系
【第 3 回】 中国の食文化（２）古代中国の食卓
【第 4 回】 中国の食文化（３）

「食色性也」：グルメドキュメンタリーのブーム
【第 5 回】 中国の食文化（４）日本の中華料理
【第 6 回】 中国の思想（１）儒教の社会観・政治観
【第 7 回】 中国の思想（２）

天下と江湖、中国の武侠小説と時代劇

【第 8 回】 中国の思想（３）道教と民間信仰
【第 9 回】 中国の生活（１）中国の年中行事
【第10回】 中国の生活（２）中国の服飾史と漢服ブーム
【第11回】 中国の社会（１）多民族国家と少数民族
【第12回】 中国の社会（２）激変する社会と若者たち
【第13回】 中国の社会（３）

中国における日本像：反日、親日と知日

成績評価の方法 毎回の授業で行う授業内容理解度の確認テスト（60％）と最終レポート（40％）で評価します。最終レポートの提出は必須
です。

フィードバックの内容 授業中に確認テストの解説と講評を行います。
メールあるいはチャットで授業についての質問を受け付けます。

教 科 書
指 定 図 書

参 考 書
『中国の暮らしと文化を知るための40章』東洋文化研究会（明石書店）2005年、『テーマで読み解く中国の文化』湯浅邦弘（ミ
ネルヴァ書房）2016年、『中国現代文化14講』中国モダニズム研究会（関西学院大学出版会）2014年、『よくわかる中国思想』
湯浅邦弘（ミネルヴァ書房）2022年、『中国文化 55のキーワード』武田雅哉、加部勇一郎、田村容子（ミネルヴァ書房）2016
年

教員からのお知らせ
オフィスアワー 木曜日２限
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学習
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C2113301 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 Business English Skills　１ ホーマン　由佳 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
国際社会で活躍する人を目指すにはビジネス英語を習得することが必要だ。授業では、「読む」「聞く」「話す」「書く」の４
技能学習を通してビジネスの現場で通用する英語力を身につけるとともに、マーケティングや経営戦略などの基本的な知識
を英語で学ぶことを目的とする。授業では日本の代表的な企業のケーススタディを扱うテキストを使用する。

到 達 目 標
１）ビジネス英語の基本的スキルを身につける。
２）マーケティング、経営戦略、ラグジュアリービジネス、SDGs に関する基本的知識を学ぶ。
３）ビジネスでよく使う英語の言い回しを自分から発信できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業外学修は60時間以上。（授業は教科書を予習していることが前提で進行する。ダウンロードした音声ファイルを必ず聞い
ておくこと。）

授 業 計 画

【第 1 回】What is Business English?
【第 2 回】Global Marketing Strategies
【第 3 回】“Marketing Mix in Emerging Countries”（１）
【第 4 回】“Marketing Mix in Emerging Countries”（２）
【第 5 回】“Confectionery Marketing in Overseas Business”（１）
【第 6 回】“Confectionery Marketing in Overseas Business”（２）
【第 7 回】プレゼンテーション
【第 8 回】“Exploring Global Business and Enhancing People’s Sustainable Value”（１）
【第 9 回】“Exploring Global Business and Enhancing People’s Sustainable Value”（２）
【第10回】“Using a New Guerrilla Marketing Strategy as a Challenger”（１）
【第11回】“Using a New Guerrilla Marketing Strategy as a Challenger”（２）
【第12回】総括
【第13回】プレゼンテーションと理解度チェック

成績評価の方法 テスト（50％）、プレゼンテーション（30％）、課題（20％）
フィードバックの内容 課題のフィードバックを授業内で公開する。
教 科 書 『Global Business Case Studies』Yasuo Nakatani（Seibido）2023
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 水曜昼休み
アクティブ･ラーニングの内容 基本的に反転授業型の授業形態をとる。教室では、各自予習しておいた内容や授業で学んだ知識をグループワークで確認し

合ったり、プレゼンテーションで意見などを共有する。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C2113401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 Business English Skills　２ ホーマン　由佳 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
国際社会で活躍する人を目指すにはビジネス英語を習得することが必要だ。授業では、「読む」「聞く」「話す」「書く」の４
技能学習を通してビジネスの現場で通用する英語力を身につけるとともに、マーケティングや経営戦略などの基本的な知識
を英語で学ぶことを目的とする。授業では日本の代表的な企業のケーススタディを扱うテキストを使用する。

到 達 目 標
１）ビジネス英語の基本的スキルを身につける。
２）マーケティング、経営戦略、ラグジュアリービジネス、SDGs に関する基本的知識を学ぶ。
３）ビジネスでよく使う英語の言い回しを自分から発信できる。
４）ビジネスシーンでの英語ディスカッションの基本スキルを学ぶ。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業外学修は60時間以上。（授業は教科書を予習していることが前提で進行する。ダウンロードした音声ファイルを必ず聞い
ておくこと。）

授 業 計 画

【第 1 回】Global Business Strategies
【第 2 回】“Enhancing Internal Communication of a Global Company”（１）
【第 3 回】“Enhancing Internal Communication of a Global Company”（２）
【第 4 回】“Connecting People with What’s Happening”（１）
【第 5 回】“Connecting People with What’s Happening”（２）
【第 6 回】プレゼンテーション
【第 7 回】“Countering Innovators’ Dilemma”（１）
【第 8 回】“Countering Innovators’ Dilemma”（２）
【第 9 回】“Most Luxurious and Practical Accommodations”（１）
【第10回】“Most Luxurious and Practical Accommodations”（２）
【第11回】“BOP Business Enhancing Sustainable Development Goals”
【第12回】ディスカッションテスト
【第13回】プレゼンテーションと理解度チェック

成績評価の方法 テスト（50％）、プレゼンテーション（30％）、課題（20％）
フィードバックの内容 課題のフィードバックを授業内で公開する。
教 科 書 『Global Business Case Studie』Yasuo Nakatani（Seibido）2023
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 水曜昼休み
アクティブ･ラーニングの内容 基本的に反転授業型の授業形態をとる。教室では、各自予習しておいた内容や授業で学んだ知識をグループワークで確認し

合ったり、プレゼンテーションで意見などを共有する。
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0270901 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ビジネス英会話１ マイケル　クボ 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

This class helps students open their minds to business English conversation with an emphasis on fluency and confidence.　
Each and every week, and step by step, the teacher will challenge the students with practical, active and real-world 
lessons.　In this class, students will get the confidence and ability to have basic but effective business English 
conversation.　The method of study involves active learning and active participation.　A lot of role-play in class makes 
this class fun, memorable, and meaningful.

到 達 目 標
Students of this class will study current events related to business.　They will learn how to share and discuss business-
related matters effectively and dynamically.　They will enjoy effective business-level talks in class.　Students will also be 
encouraged and motivated by the teacher to do their best to advance their English skills, including critical thinking skills.

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

Students must spend more than 60 hours outside of class in preparation for this course.

授 業 計 画

【第 1 回】Getting acquainted and setting goals
【第 2 回】In-class skills １
【第 3 回】in-class skills ２
【第 4 回】Student presentations
【第 5 回】Student Role-plays １（graded）
【第 6 回】Spoken like a native: １ Say it straight and simple
【第 7 回】Spoken like a native: ２ Say it politely
【第 8 回】Spoken like a native: ３ Lightning up - The importance of humor in business
【第 9 回】Review/Quiz（graded）
【第10回】Spoken like a native: ５ Greetings and addressing
【第11回】Spoken like a native: ５ Giving compliments and thanks
【第12回】Review
【第13回】Test

成績評価の方法 effort: 25％，participation: 25％，homework: 25％，quizzes, tests and/or projects: 25％
フィードバックの内容
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ

オフィスアワー
The teacher is always available via LINE.　Special meeting between student and teacher can be made easily.　Tradi-
tional office hours are Wednesdays after 16:00, and Thursdays 10:40 to 12:30.　Please contact the teacher directly via 
LINE or email（michaelkubo@ris.ac.jp）

アクティブ･ラーニングの内容 Students will regularly be asked to share their opinions on topics and make presentations.
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0271001 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ビジネス英会話２ マイケル　クボ 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

This class helps students open their minds to business English conversation with an emphasis on fluency and confidence.　
Each and every week, and step by step, the teacher will challenge the students with practical, active and real-world 
lessons.　In this class, students will get the confidence and ability to have basic but effective business English 
conversation.　The method of study involves active learning and active participation.　A lot of role-play in class makes 
this class fun, memorable, and meaningful.

到 達 目 標
Students of this class will study current events related to business.　They will learn how to share and discuss business-
related matters effectively and dynamically.　They will enjoy effective business-level talks in class.　Students will also be 
encouraged and motivated by the teacher to do their best to advance their English skills, including critical thinking skills.

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

Students must spend more than 60 hours outside of class in preparation for this course.

授 業 計 画

【第 1 回】Getting reacquainted and setting new goals
【第 2 回】Spoken like a native: ６ Asking personal questions
【第 3 回】Spoken like a native: ７ Asking for clarification
【第 4 回】Spoken like a native: ８ Complaining
【第 5 回】Student Role-plays １（graded）
【第 6 回】Review/Quiz（graded）
【第 7 回】Spoken like a native: ９ Making requests, Asking for a raise/vacation...
【第 8 回】Spoken like a native: 10 Holding one’s ground/Giving in
【第 9 回】Spoken like a native: 11 Quitting
【第10回】Student Role-plays ２（graded）
【第11回】Review/Quiz（graded）
【第12回】Review
【第13回】Test

成績評価の方法 effort: 25％，participation: 25％，homework: 25％，quizzes, tests and/or projects: 25％
フィードバックの内容
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ

オフィスアワー
The teacher is always available via LINE.　Special meeting between student and teacher can be made easily.　Tradi-
tional office hours are Wednesdays after 16:00, and Thursdays 10:40 to 12:30.　Please contact the teacher directly via 
LINE or email（michaelkubo@ris.ac.jp）

アクティブ･ラーニングの内容 Students will regularly be asked to share their opinions on topics and make presentations.
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C2113901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 Business communication ／ Business Negotiation 矢倉　眞一 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
世界がグローバル化する中で、世界言語と位置付けられている英語でのコミュニケーションが、ますます重要になってきま
す。日常会話はもちろん、オフィス内での会話や、海外取引相手とのコミュニケーションは、直接利益に反映します。この
授業では、Youtube のビジネス英会話や Office Routine などを学びながら、いろいろ映画のシーンの中の表現を学んで、リ
スニングやリーデイング、スピーキング、ライティングなどスキルを身に着けます。

到 達 目 標
１．ビジネス用語を覚え、ビジネス英語などを読めるようになる。
２．オフィス英会話等を聞いて内容を理解し、英語の問いに英語で答えたり、内容を説明したり、意見を述べられるように
なる。
３．ビジネスで使う英会話や経済ニュース、記事を音読して発音やイントネーションを改善できるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

教員の提示する資料や教材をもとに予習と復習を行い、合わせて60時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】日常会話とビジネス英語の視聴・説明（ABC/BBC/CNN 等）
【第 2 回】オフィスでの日常英会話を学び、表現や使われる単語を学ぶ
【第 3 回】会社での一日（会話パターンを学び・作成）
【第 4 回】Hotel 予約・航空券予約における会話
【第 5 回】海外旅行先で使う表現や単語を学び、応用
【第 5 回】料理のレシピ作成・発表（料理やレストランのアピール）
【第 6 回】天気予報に関する単語や表現を学び、天気予報を作成
【第 7 回】海外での shopping における価格交渉で使う単語や表現、応用・会議での会話
【第 8 回】Business Email（presentation）
【第 9 回】英語の常識や非常識（使ってはいけない英語表現や英単語）を説明
【第10回】電話を使った英語表現や単語を学んで、応用・発表
【第11回】映画などを視聴し、起業におけるコミュニケーションを説明、応用
【第12回】英語のリズムを説明・学ぶ
【第13回】英文契約書（ESL Intermediate レベル）に関して、読解力を付けるためによく使われる単語や表現を学び応用

成績評価の方法 課題提出（50％）、発表（10％）、授業への取り組み姿勢（10％）まとめのオンラインテスト（30％）
どれか一つを全く行わない場合は、不可とします。

フィードバックの内容
１．書いて提出したものは、文法や言葉の使い方をチェックして、翌週返します。
２．予習は Teams の課題を通じて提出し、達成度に関して点数表記して返却します。
３．発表したときには、発表の仕方や内容について、Forms のアンケート機能を使って、クラスメイトや教師の感想をフィー
ドバックします。

教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 発表に関しては密を避けて、少人数ごともしくは一人一人行います。また、デイスカッション等は、なるべく少人数で意見

をそれぞれ、離れた場所で行えるようにしていきたいと思います。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C2113501 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 Business Discussion　１ マイケル　クボ 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
This class helps students open their minds to talking about business discussions with fluency and confidence.　Each week, 
and step by step, the teacher will challenge the students with practical, active and real-world lessons.　In this class, stu-
dents will get the confidence and ability to have basic but effective English discussions.　The method of study involves 
active learning and active participation.　A lot of role-play in class makes this class fun, memorable, and meaningful.

到 達 目 標
Students of this class will study current events related to business.　They will learn how to share and discuss business-
related matters effectively and dynamically.　They will enjoy effective business-level talks in class.　Students will also be 
encouraged and motivated by the teacher to do their best to advance their English skills, including critical thinking skills.

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

Students must spend more than 60 hours outside of class in preparation for this course.

授 業 計 画

【第 1 回】Getting acquainted and setting goals
【第 2 回】Introducing yourself
【第 3 回】Student presentations １
【第 4 回】Student presentations ２
【第 5 回】Talking about yourself and what you do
【第 6 回】Student Role-plays １（graded）
【第 7 回】Asking questions and confirming comprehension
【第 8 回】Asking hard questions
【第 9 回】Your “English Personality”
【第10回】Student presentations １
【第11回】Student presentations　２
【第12回】Student Role-plays ２（graded）
【第13回】Final speeches

成績評価の方法 effort: 25％，participation: 25％，homework: 25％，quizzes, tests and/or projects: 25％
フィードバックの内容
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ

オフィスアワー
The teacher is always available via LINE.　Special meeting between student and teacher can be made easily.　Tradi-
tional office hours are Wednesdays after 16:00, and Thursdays 10:40 to 12:30.　Please contact the teacher directly via 
LINE or email（michaelkubo@ris.ac.jp）

アクティブ･ラーニングの内容 Students will regularly be asked to share their opinions on topics and make presentations.
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C2113601 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 Business Discussion　２ マイケル　クボ 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
This class helps students open their minds to talking about business discussions with fluency and confidence.　Each week, 
and step by step, the teacher will challenge the students with practical, active and real-world lessons.　In this class, stu-
dents will get the confidence and ability to have basic but effective English discussions.　The method of study involves 
active learning and active participation.　A lot of role-play in class makes this class fun, memorable, and meaningful.

到 達 目 標
Students of this class will study current events related to business.　They will learn how to share and discuss business-
related matters effectively and dynamically.　They will enjoy effective business-level talks in class.　Students will also be 
encouraged and motivated by the teacher to do their best to advance their English skills, including critical thinking skills.

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

Students must spend more than 60 hours outside of class in preparation for this course.

授 業 計 画

【第 1 回】Getting reacquainted and setting new goals
【第 2 回】Negotiation skills １
【第 3 回】Negotiation skills ２
【第 4 回】Student presentations
【第 5 回】Student presentations
【第 6 回】Student Role-plays １（graded）
【第 7 回】Say it clear: Agreeing and Disagreeing
【第 8 回】How to say no politely
【第 9 回】Whistle while you work: how to be casual yet professional
【第10回】Student presentations １
【第11回】Student presentations ２
【第12回】Student Role-plays ２（graded）
【第13回】Final speeches

成績評価の方法 effort: 25％，participation: 25％，homework: 25％，quizzes, tests and/or projects: 25％
フィードバックの内容
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ

オフィスアワー
The teacher is always available via LINE.　Special meeting between student and teacher can be made easily.　Tradi-
tional office hours are Wednesdays after 16:00, and Thursdays 10:40 to 12:30.　Please contact the teacher directly via 
LINE or email（michaelkubo@ris.ac.jp）

アクティブ･ラーニングの内容 Students will regularly be asked to share their opinions on topics and make presentations.
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C2112801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 Preparation for Studying Abroad　１ マイケル　クボ 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
This class helps students prepare for studying abroad.　Each week, and step by step, the teacher will challenge the stu-
dents with practical, active and real-world lessons.　In this class, students will get the confidence and ability to study 
abroad.　The method of study involves active learning and active participation.　A lot of role-play in class makes this 
class fun, memorable, and meaningful.

到 達 目 標
In this class, students will prepare to study abroad, and the teacher will encourage and motivate them as well.　Students 
will learn a variety of skills that will prepare them for overseas study.　Students will be encouraged to speak up in class, 
enjoy pair and group work and learn how to give speeches and presentations in English, and with confidence.

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

Students must spend more than 60 hours outside of class in preparation for this course.

授 業 計 画

【第 1 回】Introduction to course; self introductions
【第 2 回】The joy of studying abroad; finding purpose to study abroad
【第 3 回】Setting goals, destination
【第 4 回】Planning and preparations
【第 5 回】Safe and smooth travels
【第 6 回】When in Rome...
【第 7 回】Student Role-plays １（graded）
【第 8 回】How to speak up in class or at your homestay
【第 9 回】The sharing economy and spending money wisely
【第10回】Self reliance, self defence
【第11回】Making friends abroad
【第12回】Loud & Proud: Public Speaking
【第13回】Midterm Test/Project

成績評価の方法 participation: 25％，attitude: 25％，effort: 25％，speeches/presentations: 25％
フィードバックの内容
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ

オフィスアワー
The teacher is always available via LINE.　Special meeting between student and teacher can be made easily.　Tradi-
tional office hours are Wednesdays after 16:00, and Thursdays 10:40 to 12:30.　Please contact the teacher directly via 
LINE or email（michaelkubo@ris.ac.jp）

アクティブ･ラーニングの内容 Students will regularly be asked to share their opinions on topics and make presentations.
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C2112901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 Preparation for Studying Abroad　２ マイケル　クボ 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
This class helps students prepare for studying abroad.　Each week, and step by step, the teacher will challenge the stu-
dents with practical, active and real-world lessons.　In this class, students will get the confidence and ability to study 
abroad.　The method of study involves active learning and active participation.　A lot of role-play in class makes this 
class fun, memorable, and meaningful.

到 達 目 標
In this class, students will prepare to study abroad, and the teacher will encourage and motivate them as well.　Students 
will learn a variety of skills that will prepare them for overseas study.　Students will be encouraged to speak up in class, 
enjoy pair and group work and learn how to give speeches and presentations in English, and with confidence.

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

Students must spend more than 60 hours outside of class in preparation for this course.

授 業 計 画

【第 1 回】Getting reacquainted and setting new goals
【第 2 回】Reflecting on experiences abroad, or redefining your purpose to study abroad
【第 3 回】Student presentations
【第 4 回】Student presentations
【第 5 回】What can go right; what can go wrong?
【第 6 回】Student Role-plays ３（graded）
【第 7 回】How to inspire others
【第 8 回】How to maintain communication with friends abroad
【第 9 回】Planning your next study abroad experience
【第10回】Student presentations
【第11回】Student presentations
【第12回】Student Role-plays ４（graded）
【第13回】Final speeches

成績評価の方法 participation: 25％，attitude: 25％，effort: 25％，speeches/presentations: 25％
フィードバックの内容
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ

オフィスアワー
The teacher is always available via LINE.　Special meeting between student and teacher can be made easily.　Tradi-
tional office hours are Wednesdays after 16:00, and Thursdays 10:40 to 12:30.　Please contact the teacher directly via 
LINE or email（michaelkubo@ris.ac.jp）

アクティブ･ラーニングの内容 Students will regularly be asked to share their opinions on topics and make presentations.
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0123201 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 法学 鄭　裕靜 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
法の社会に生きている我々は、「法」というものに対して漠然と考えている。しかし、法を知らずに生活することは混乱であ
ることを認識しながら、「法」というものは硬いもので難しく分かりにくいというイメージがある。また、法学という領域は
極めて広く様々な分野が存在している。本講義では、法学を学ぶことと共に、「法的ものの見方」という大切で基本的な考え
方を身につけることを目的とする。

到 達 目 標 法学を学ぶ上で最も大切な「法的思考」及び法制度に対する幅広い素養を身につけることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この講義は、60時間以上の授業外学修を行うこと。各回の授業で扱うテーマについて、事前に配布した資料を読み、テーマ
の背景などを理解した上で、授業を受けること。授業中に指示した問題などを考察し、レスポンスやレポートを授業中に提
出すること。

授 業 計 画

【第 1 回】 オリエンテーション「法学基礎」法とは何か：
法と法律・法の体系

【第 2 回】 「法学基礎」法の解釈：法的三段論法とは何か。
【第 3 回】 「法学基礎」法の基本原則（１）：立憲主義
【第 4 回】 「法学基礎」法の基本原則（２）：法の基本原理
【第 5 回】 「憲法入門」憲法とは何か
【第 6 回】 「刑法入門」総論
【第 7 回】 「刑法入門」各論：犯罪の成立要件

【第 8 回】 法と正義（１）：法は誰のものなのか
【第 9 回】 法と正義（２）：どのように分けるか
【第10回】 法と正義（３）：罪と罰
【第11回】 法と正義（４）：まとめ
【第12回】 裁判員制度
【第13回】 まとめ

成績評価の方法
１．授業中の小テスト及びワークシート３回　60％
２．最終レポート30％
３．授業への取り組み姿勢10％

フィードバックの内容
小テスト及びワークシートに対するフィードバックは翌週授業内にて行う。
授業内容に応じて教材のレジュメ及び参考資料を配布します。必要な場合、講義内で説明します。
★詳しい内容は、第１回オリエンテーションで説明します。

教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 教科書指定はありませんが、講義進行に合わせて参考書や資料を紹介します。

講義に関する詳しい内容は、第１回オリエンテーションで説明します。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容「意見共有」「教員からのフィードバックによる振り返り」「能動的な授業外学習」「グループ・ディスカッション」「ディベー

ト」「グループ・ワーク」
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0123801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 簿記 金子　善行 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
簿記は財務諸表を作成するためのツールでもありますが，企業活動や資金の流れを理解するうえでも必要不可欠の知識です。
本授業では，簿記を初めて学ぶ学生を対象とし，基本的な簿記処理を学習します。特に，日商簿記検定３級を意識しながら，
その内容に沿う形で授業を進めていきます。

到 達 目 標 １．企業経営における基本的な簿記の理論を理解し説明することができる。2. 会計数値を適切に理解・計算するために必要
な知識や技術を修得し責任をもって財務諸表を作成することができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では，60時間以上の授業外学習を行うこと。予習としては，事前にアップロードされている授業資料を一読してお
いて下さい。また，復習としては，授業の中で扱った計算問題の解き直し，及び可能であれば授業の中で扱うことのできな
かった計算問題も解いておくようにして下さい。

授 業 計 画

【第 1 回】簿記の基礎
【第 2 回】簿記の一巡
【第 3 回】現金預金
【第 4 回】商品売買
【第 5 回】手形と電子記録債権債務
【第 6 回】その他の債権債務
【第 7 回】貸倒損失と貸倒引当金
【第 8 回】有形固定資産
【第 9 回】資本
【第10回】税金等
【第11回】伝票
【第12回】決算①
【第13回】決算②

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（10％），期末試験（90％）。なお，評価基準・割合に関し修正がある場合には，適宜，授業の中で告
知します。

フィードバックの内容 課題等については，翌週の授業内に口頭にて解説します。
教 科 書 『簿記原理トレーニング』岩﨑健久監修（中央経済社）2023年
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 授業資料は LMS に事前にアップロードしておきますので，各自，持参して下さい。また，問題集と電卓も必ず持参するよ

うにして下さい。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は授業終了後，次の授業に支障のない範囲で教室内で対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C3115601 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 保険論 茶野　努 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 生命保険は人間生活における重要な役目を担っている。生死、病気といった避けられないリスクに対する備えとしてである。

講義では生命保険の仕組み・制度について学ぶ。
到 達 目 標 人に生命保険についての基礎知識を説明できるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

公開している講義資料を打ち出して、事前に学習の上講義に参加すること。
上記に示した授業外の学修は、60時間以上を目安に行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス・リスクとは何か
【第 2 回】 リスクを計算する
【第 3 回】 保険の仕組み－収支相等の原則、大数の法則
【第 4 回】 生命保険と損害保険
【第 5 回】 保険の種類および販売
【第 6 回】 保険契約の法律的特徴
【第 7 回】 保険約款
【第 8 回】 保険料計算（１）
【第 9 回】 保険料計算（２）
【第10回】 責任準備金・契約者配当準備金
【第11回】 生命保険業の規制
【第12回】 ディスクロージャー
【第13回】 授業内の最終試験と講評

成績評価の方法 授業内の最終試験（100％）によります。
フィードバックの内容 解説は最終回であわせて行います。
教 科 書 『保険と金融から学ぶ　リスクマネジメント』岡田太・茶野努・平澤敦（中央経済社）2024
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ http://chanoppy.wixsite.com/chano に講義資料がアップしてあります。

教科書を購入してください。
オフィスアワー 授業に関する質問・相談は、授業後に対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 マクロ経済学〈週２回授業〉 各担当教員 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

マクロ経済学は、個別の経済活動を集計した一国経済全体の変動を解き明かす経済学の一分野である。マクロ経済学は、ミ
クロ経済学と並んで経済学の二大基礎理論を構成しており、そこで学んだ考え方は他のさまざまな応用科目で頻繁に用いら
れる。
この講義では、『マクロ経済学基礎』で学んだマクロ経済学の初歩をやや掘り下げながら、マクロ経済学の基礎理論を学ぶ。
GDP の詳しい概念からはじめて、財市場、資産市場（金融市場）および労働市場においてマクロ経済の重要な変数である
GDP と利子率がどのように決まるかを考察する。このような基礎理論を踏まえると、不況対策としての財政政策や金融政策
がどのように効果を発揮するかを理解することができるようになる。

到 達 目 標
・GDP とは何かを説明できる。
・マクロ経済における金融政策と財政政策の効果を説明できる。
・マクロ経済学の理論を用いて新聞の経済記事を説明できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

【授業外学習】
各回の授業で扱う項目について，教科書の該当箇所を読んでくること。授業の進行に応じて，教科書の練習問題を解きなが
ら復習すること。授業外に計120時間以上の学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 経済活動の大きさを測る
【第 2 回】 経済活動の大きさを測る
【第 3 回】 財市場①：45度線
【第 4 回】 財市場①：45度線
【第 5 回】 財市場②：IS 曲線
【第 6 回】 財市場②：IS 曲線
【第 7 回】 資産市場①：資産としての貨幣と債券
【第 8 回】 資産市場①：資産としての貨幣と債券
【第 9 回】 資産市場②：貨幣市場と債券市場
【第10回】 資産市場②：貨幣市場と債券市場
【第11回】 資産市場③：資産市場の均衡と LM 曲線
【第12回】 資産市場③：資産市場の均衡と LM 曲線
【第13回】 IS-LM 分析①：均衡
【第14回】 中間試験（予定）
【第15回】 IS-LM 分析②：財政政策
【第16回】 IS-LM 分析②：財政政策
【第17回】 IS-LM 分析③：金融政策
【第18回】 IS-LM 分析③：金融政策
【第19回】 労働市場
【第20回】 AD-AS モデル①：AD 曲線と AS 曲線の導出
【第21回】 AD-AS モデル②：需要ショックと供給ショック
【第22回】 AD-AS モデル②：需要ショックと供給ショック
【第23回】 新古典派マクロ経済モデル①：労働市場の修正
【第24回】 新古典派マクロ経済モデル①：労働市場の修正
【第25回】 新古典派マクロ経済モデル②：総需要と総供給の均衡
【第26回】 新古典派マクロ経済モデル②：総需要と総供給の均衡

成績評価の方法 中間試験（50％）および期末試験（50％）の結果による。
フィードバックの内容
教 科 書 『マクロ経済学15講』河原伸哉・慶田昌之（新世社）2023年
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 『マクロ経済学基礎』の単位を修得済みであることが望ましい。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，学部学科にて定めるオフィスアワーにて受け付けます．
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有
実践的な教育内容

そ の 他
この授業は週２回の授業である。
中間試験の日程は、授業内で告知する。
学籍番号によるクラス指定有。詳細は時間割およびガイダンス資料を確認すること。
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講義コード 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 マクロ経済学演習 各担当教員 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
この演習では、マクロ経済学の講義内容を正しく理解し、自らの理解度を確認することを目的として、マクロ経済学の講義
に合わせて練習問題を解いていく。演習であるので、出席するだけではなく、演習時間に与えられる課題に取り組むことが
必要である。一般的なマクロ経済学の問題を、自らの力で解けるようになり、現実の経済を理解できるようになることを目
的とする。

到 達 目 標 この授業を受けることにより、マクロ経済学の内容を理解し、練習問題を解く力をつけ、更に現実の経済を理解できるよう
になることを目標とする。また、公務員等の各種資格試験の準備としても役立つことを目指している。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業外学修時間は、60時間以上必要である。毎回の演習前に教科書と講義資料の内容や問題に目を通しておくこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 オリエンテーション：マクロ経済学を学ぶ
【第 2 回】 経済活動の大きさを測る
【第 3 回】 財市場①：45度線
【第 4 回】 財市場②：IS 曲線
【第 5 回】 資産市場①：資産としての貨幣と債券
【第 6 回】 資産市場②：貨幣市場と債券市場
【第 7 回】 資産市場③：資産市場の均衡と LM 曲線

【第 8 回】 IS-LM 分析①：均衡
【第 9 回】 IS-LM 分析②：財政政策
【第10回】 IS-LM 分析③：金融政策
【第11回】 労働市場、AD-AS モデル：

AD 曲線と AS 曲線の導出①
【第12回】 AD-AS モデル②：需要ショックと供給ショック
【第13回】 新古典派マクロ経済モデル：

労働市場の修正、総需要と総供給の均衡

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（70％）と、提出課題（30％）によって評価する。
フィードバックの内容 リアクションペーパーに対するフィードバックについては、翌週の講義内や Teams で行う。
教 科 書 『マクロ経済学15講』河原伸哉、慶田昌之（新世社）2023
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ

教科書とマクロ経済学の授業資料を必ず用意すること。演習用の教材・資料・連絡事項については、以下の方法を利用して
掲示するので、それぞれを定期的に確認すること。
①大学ポータルサイト「オンライン授業」
②メール（学籍番号 @rissho-univ.jp）
③ Microsoft Teams（アプリ）
なお、③については、パソコンあるいはスマートフォンを持っている人はアプリを事前にダウンロードしておくこと。アプ
リの利用方法の詳細については、①または②を通じて連絡する。

オフィスアワー この授業は複数クラスなので、オフィスアワーあるいは質問対応可能時間の詳細については、各担当教員に問い合わせるこ
と。

アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り
実践的な教育内容
そ の 他 この演習は『マクロ経済学』と同時に履修することを前提とする。『マクロ経済学基礎』の単位を修得済みであることが望ま

しい。

講義コード 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 マクロ経済学基礎 各担当教員 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

この講義では経済学の面白さを知ってもらうことと、社会科学としての厳密性を理解してもらうこと目指している。経済学
の考え方をわずかでも身につければ、世の中の見方を大きく変えることができるようになる。これこそが経済学を学ぶこと
の喜びである。一方、経済学はミクロ経済学、マクロ経済学という２つの側面から経済問題をとらえている。ミクロ経済学
では、人間や企業の合理的な判断の結果どのような行動をとるようになるのかを分析している。マクロ経済学では、国全体
としての家計や企業の行動を把握することによって、ミクロ経済学では見えていなかった経済システムの整合性を明らかに
している。これらを学ぶことによって、学問としての経済学の意味を分かってもらいたい。

到 達 目 標
①国内総生産や物価指数といったマクロ経済指標の意味を正しく理解し、計算できる。
②長期的な経済成長やインフレーションが発生する仕組みについて説明できる。
③金融システムと中央銀行（ex. 日本銀行）の役割について説明できる。
④景気後退のような短期的な経済変動が発生する仕組みについて、図を使って説明できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。経済学の学修では、講義での説明を聞いたり教科書を読んだりするだ
けでなく、実際に自分の頭と手を動かして問題演習に取り組むことがとても大切である。授業内容に対応した演習問題を課
題として出題するので、ぜひしっかりと取り組んでほしい。

授 業 計 画

【第 1 回】第８章　国民所得の測定（１）
【第 2 回】第８章　国民所得の測定（２）
【第 3 回】第９章　生計費の測定（１）
【第 4 回】第９章　生計費の測定（２）
【第 5 回】第10章　生産と成長（１）
【第 6 回】第10章　生産と成長（２）
【第 7 回】第11章　貯蓄、投資と金融システム（１）

【第 8 回】第11章　貯蓄、投資と金融システム（２）
【第 9 回】第11章　貯蓄、投資と金融システム　付論１
【第10回】第11章　貯蓄、投資と金融システム　付論２
【第11回】第12章　総需要と総供給（１）
【第12回】第12章　総需要と総供給（２）
【第13回】まとめ

成績評価の方法 原則として、授業期間中における数回の小テスト（20％）ならびに期末試験の成績（80％）によって評価する。
フィードバックの内容
教 科 書 『マンキュー入門経済学（第４版）』N. グレゴリー・マンキュー（センゲージラーニング株式会社か）2025
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 資料や連絡事項については Microsoft Teams を利用して掲示するので、定期的に確認すること。Microsoft Teams の利用方

法については、授業ガイダンス動画（資料）で説明する。
オフィスアワー この授業は複数クラスなので、オフィスアワー・あるいは質問対応可能時間の詳細については、各担当教員に問い合わせる

こと。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り。
実践的な教育内容

そ の 他
参考書については、必要に応じて授業中に指示する。
この授業で学ぶ内容についての問題演習を行う授業として、「マクロ経済学基礎演習」という授業が開講されているので、並
行して履修することを強く推奨する。
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講義コード 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 マクロ経済学基礎演習 各担当教員 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
この演習では、「マクロ経済学基礎」の講義内容を正しく理解し、自らの理解度を確認することを目的として、「マクロ経済
学基礎」の講義の進み方に合わせて練習問題を解く時間を与え、解説を行う。演習であるので、出席するだけではなく、演
習時間に与えられる課題に取り組むことが必要である。特に教科書の章末問題を、自らの力で解けるようになることが演習
の重要な目的である。

到 達 目 標 この演習では、「マクロ経済学基礎」の講義内容を理解し、練習問題を解く力をつけることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業外学修時間は、最低でも60時間以上必要である。毎回の演習前に講義内容を復習し、教科書の章末問題に目を通してお
くこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 第８章　国民所得の計測１
【第 2 回】 第８章　国民所得の計測２
【第 3 回】 第９章　生活コストの計測１
【第 4 回】 第９章　生活コストの計測２
【第 5 回】 第10章　生産と成長１
【第 6 回】 第10章　生産と成長２
【第 7 回】 第11章　貯蓄、投資、金融システム１
【第 8 回】 第11章　貯蓄、投資、金融システム２
【第 9 回】 第11章　貯蓄、投資、金融システム　付論１
【第10回】 第11章　貯蓄、投資、金融システム　付論２
【第11回】 第12章　総需要と総供給１
【第12回】 第12章　総需要と総供給２
【第13回】 第12章　総需要と総供給３

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（70％）と提出課題（30％）によって評価する。
フィードバックの内容 リアクションペーパーに対するフィードバックは、翌週の講義内やポータルサイトにて行う。
教 科 書 『マンキュー入門経済学　第４版』N・グレゴリー・マンキュー（センゲージ・ラーニング株式会社）2025年
指 定 図 書 『スティグリッツ入門経済学 第４版』ジョセフ・E・スティグリッツ，カール・E・ウォルシュ（東洋経済新報社）2012年
参 考 書 『スティグリッツ入門経済学 第４版』ジョセフ・E・スティグリッツ，カール・E・ウォルシュ（東洋経済新報社）2012年、

『経済学・入門 第３版』塩澤修平（有斐閣）2013年、『マクロ経済学・入門　第６版』福田慎一，照山博司（有斐閣）2023年
教員からのお知らせ 教科書と「マクロ経済学基礎」の授業資料を必ず持ってくること。演習用の教材・資料および連絡事項を、学内のポータル

サイトなどを利用して掲示する場合があるので、各担当教員の指示に従うこと。
オフィスアワー この授業は複数クラスであるため、オフィスアワーあるいは質問対応可能時間の詳細については各担当教員に問い合わせる

こと。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0110801 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 マルクス経済学１ 中村　宗之 第１期
履修前提条件 備 考
授業の目的 資本主義について、他の経済体制とも比較しつつ、その基本的な仕組みを説明する。K. マルクスの理論を検討する。それら

とあわせて、資本主義や現在の経済社会に対する様々な角度からの評価を試みる。
到 達 目 標 資本主義の基本的な仕組みについて説明できる。マルクスの主要な考えを説明できる。経済社会を評価し論じることができ

る。
授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業内容の予習や復習を行う。新聞などにより時事問題を把握する。これらにより、60時間以上の授業外学修を行う。

授 業 計 画

【第 1 回】マルクス経済学とは
【第 2 回】唯物史観
【第 3 回】資本主義の段階区分
【第 4 回】狩猟採集と穀物生産
【第 5 回】商品交換の起源
【第 6 回】商品と貨幣
【第 7 回】資本の形式
【第 8 回】労働価値説（１）
【第 9 回】労働価値説（２）
【第10回】労働過程と生産過程
【第11回】生産価格論（１）
【第12回】生産価格論（２）
【第13回】まとめ

成績評価の方法 授業内課題レポート（30％）、期末試験（70％）により評価する。
フィードバックの内容 毎回の課題に対するフィードバックを、翌週以降の授業内で行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『資本主義経済の理論』伊藤誠（岩波書店）1989年、『経済原論講義』山口重克（東京大学出版会）1985年、『経済原論 : 基礎

と演習』小幡道昭（東京大学出版会）2009年
教員からのお知らせ 講義資料は Teams 等にアップロードします。
オフィスアワー 本授業に関する質問や相談は、学部学科で定めるオフィスアワーにて受け付けます。Teams 等でも受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学習
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0110901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 マルクス経済学２ 中村　宗之 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 資本主義について、他の経済体制とも比較しつつ、その基本的な仕組みを説明する。K. マルクスの理論を検討する。それら

とあわせて、資本主義や現在の経済社会に対する様々な角度からの評価を試みる。
到 達 目 標 資本主義の基本的な仕組みについて説明できる。マルクスの主要な考えを説明できる。経済社会を評価し論じることができ

る。
授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業内容の予習や復習を行う。新聞などにより時事問題を把握する。これらにより、60時間以上の授業外学修を行う。

授 業 計 画

【第 1 回】貨幣と労働の経済学説（１）
【第 2 回】貨幣と労働の経済学説（２）
【第 3 回】市場価値論
【第 4 回】地代論
【第 5 回】商業信用
【第 6 回】銀行信用と中央銀行
【第 7 回】資本蓄積と景気循環
【第 8 回】分析的マルクス主義
【第 9 回】計画経済と市場社会主義
【第10回】マルクス主義の歴史
【第11回】家族類型とイデオロギー
【第12回】分権化と未来社会
【第13回】まとめ

成績評価の方法 授業内課題レポート（30％）、期末試験（70％）により評価する。
フィードバックの内容 毎回の課題に対するフィードバックを、翌週以降の授業内で行う。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書 『資本主義経済の理論』伊藤誠（岩波書店）1989年、『経済原論講義』山口重克（東京大学出版会）1985年、『経済原論 : 基礎

と演習』小幡道昭（東京大学出版会）2009年
教員からのお知らせ 講義資料は Teams 等にアップロードします。マルクス経済学１を履修済みであることが望ましい。
オフィスアワー 本授業に関する質問や相談は、学部学科で定めるオフィスアワーにて受け付けます。Teams 等でも受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り、能動的な授業外学習
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 マルクス経済学基礎 各担当教員 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
マルクス経済学基礎は、資本主義経済の基本的な仕組みとその歴史的位置を理論的に明らかにすることを目的とする。その
ために、カール・マルクス『資本論』で示された資本主義論をもとに資本主義を説明し、資本主義とその現状に対するさま
ざまな角度からの検討や評価を行う。

到 達 目 標 ①資本主義経済とその基本的な構成要素について、マルクス経済学の理論を用いて説明できるようになる。
②現在の経済社会の矛盾を指摘し、これからの社会のあり方を具体的に考え、説明できるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業前１週間の社会の動きについて新聞を読み、授業前には授業で習う箇所のテキストや関連図書を読むなど、60時間以上
の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 マルクス経済学における労働の意味＜第１章第１節＞
【第 2 回】 マルクス経済学では社会の発展をどう捉えるか＜第１章第２節・第３節＞
【第 3 回】 商品の価値と使用価値＜第２章＞
【第 4 回】 貨幣の発生＜第３章第１節＞
【第 5 回】 貨幣の発展と貨幣の諸機能＜第３章第２節・第３節＞
【第 6 回】 剰余価値の生産（１）＜第４章第１節・第２節＞
【第 7 回】 剰余価値の生産（２）＜第４章第３節＞
【第 8 回】 労働力の価値と賃金＜第６章＞
【第 9 回】 資本の蓄積過程と雇用・失業問題（１）＜第７章第１節・第２節＞
【第10回】 資本の蓄積過程と雇用・失業問題（２）＜第７章第３節＞
【第11回】 資本の蓄積過程と雇用・失業問題（３）＜第７章第４節＞
【第12回】 資本主義的生産様式の諸段階と現段階＜第５章＞
【第13回】 マルクス経済学から見た日本経済の現状＜第14章第２節＞

成績評価の方法 期末試験（90％）、授業への取り組み姿勢（10％）
フィードバックの内容 リアクションペーパーに対するフィードバックを翌週の授業にて行う。
教 科 書 『改訂新版　現代社会経済学』北村洋基（桜井書店）2013年
指 定 図 書 『経済と社会』長島誠一（桜井書店）2004年、『マルクス経済学簡易入門』深澤竜人（丸善雄松堂）2020年
参 考 書
教員からのお知らせ 授業で用いるスライド資料は、Teams のフォルダなどで共有します。詳細は、各クラスの担当の担当から最初の授業の際に

指示をします。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、各学部・学科にて定めるオフィスアワーまたは授業終了後に受け付けます。詳細は各担当教

員から指示します。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ミクロ経済学〈週２回授業〉 各担当教員 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

ミクロ経済学は、消費者や企業といった経済を構成する主体がどのように行動するかという考察から出発して、そうした主
体から構成される市場経済がどのように機能するか（あるいは機能しなくなるか）を解き明かす経済学の一分野である。ミ
クロ経済学は、マクロ経済学と並んで経済学の二大基礎理論を構成しており、そこで学んだ考え方は他のさまざまな応用科
目で頻繁に用いられる。
この講義ではミクロ経済学の基礎理論を学ぶ。『ミクロ経済学基礎』では、需要曲線と供給曲線を中心にミクロ経済学の初歩
を学んだ。この講義ではそれをやや理論的に掘り下げて、需要曲線は消費者行動からどのように導き出すことができるか、
供給曲線はどのように企業行動から導き出すことができるかについて基礎的な考察を行う。そして、こうした道具立てを通
して眺めると市場経済やそれにまつわる経済政策問題がどのように見えるかについて考えていく。

到 達 目 標
・市場経済の仕組みを説明できる。
・市場経済にまつわる政策問題を理解できる。
・ミクロ経済学の理論を用いて日常の経済問題を説明できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

各回の授業で扱う項目について、教科書の該当箇所を読んでくること。授業の進行に応じて、教科書の Active Learning や
別途与える練習問題（これらをまとめて、以下では「演習問題」という）を解きながら復習すること。授業外に計120時間以
上の学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】市場の基本的な機能：需要と供給
【第 2 回】市場の基本的な機能：価格弾力性（その１）
【第 3 回】市場の基本的な機能：価格弾力性（その２）
【第 4 回】市場の基本的な機能：市場均衡
【第 5 回】第Ⅱ部演習問題の解説
【第 6 回】消費者の行動：効用関数と無差別曲線（その１）
【第 7 回】消費者の行動：効用関数と無差別曲線（その２）
【第 8 回】消費者の行動：予算制約線と効用最大化行動（その１）
【第 9 回】消費者の行動：予算制約線と効用最大化行動（その２）
【第10回】消費者の行動：所得変化とエンゲル曲線
【第11回】消費者の行動：価格変化と需要曲線（その１）
【第12回】消費者の行動：価格変化と需要曲線（その２）
【第13回】第Ⅲ部演習問題の解説
【第14回】中間試験（予定）
【第15回】生産者の行動：生産関数と等産出量曲線（その１）
【第16回】生産者の行動：生産関数と等産出量曲線（その２）
【第17回】生産者の行動：費用最小化と総費用関数
【第18回】生産者の行動：平均費用と限界費用（その１）
【第19回】生産者の行動：平均費用と限界費用（その２）
【第20回】生産者の行動：利潤最大化行動と供給曲線（その１）
【第21回】生産者の行動：利潤最大化行動と供給曲線（その２）
【第22回】第Ⅳ部演習問題の解説
【第23回】余剰による市場分析：市場均衡の評価
【第24回】余剰による市場分析：経済政策の評価（その１）
【第25回】余剰による市場分析：経済政策の評価（その２）
【第26回】第Ⅴ部演習問題の解説

成績評価の方法 中間試験（50％）および前期末試験（50％）の結果による。
フィードバックの内容
教 科 書 『ミクロ経済学15講』小野﨑保・山口和男（新世社）2023年
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 『ミクロ経済学基礎』の単位を修得済みであることが望ましい。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は，学部学科にて定めるオフィスアワーにて受け付けます。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、教員からのフィードバックによる振り返り。
実践的な教育内容

そ の 他
この授業は週２回の授業である。
中間試験の日程は、授業内で告知する。
学籍番号によるクラス指定有。詳細は時間割およびガイダンス資料を確認すること。
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講義コード 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ミクロ経済学演習 各担当教員 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
この演習では、ミクロ経済学の講義内容を正しく理解し、自らの理解度を確認することを目的として、ミクロ経済学の講義
に合わせて練習問題を解いていく。演習であるので、出席するだけではなく、演習時間に与えられる課題に取り組むことが
必要である。一般的なミクロ経済学の問題を、自らの力で解けるようになり、現実の経済を理解できるようになることを目
的とする。

到 達 目 標 この授業を受けることにより、ミクロ経済学の内容を理解し、練習問題を解く力をつけ、更に現実の経済を理解できるよう
になることを目標とする。また、公務員等の各種資格試験の準備としても役立つことを目指している。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業外学修時間は、60時間以上必要である。毎回の演習前に教科書と講義資料の内容や問題に目を通しておくこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 オリエンテーション：ミクロ経済学を学ぶために
【第 2 回】 市場の基本的な機能：需要と供給
【第 3 回】 市場の基本的な機能：価格弾力性
【第 4 回】 市場の基本的な機能：市場均衡
【第 5 回】 消費者の行動：効用関数と無差別曲線
【第 6 回】 消費者の行動：予算制約線と効用最大化行動
【第 7 回】 消費者の行動：所得変化とエンゲル曲線

【第 8 回】 消費者の行動：価格変化と需要曲線
【第 9 回】 生産者の行動：生産関数と等産出量曲線
【第10回】 生産者の行動：費用最小化と総費用関数
【第11回】 生産者の行動：平均費用と限界費用
【第12回】 生産者の行動：利潤最大化行動と供給曲線
【第13回】 余剰による市場分析：市場均衡の評価、経済政策

の評価

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（70％）と、提出課題（30％）によって評価する。
フィードバックの内容 リアクションペーパーに対するフィードバックについては、翌週の講義内や Teams で行う。
教 科 書 『ミクロ経済学15講』小野﨑保、山口和男（新世社）2023
指 定 図 書
参 考 書

教員からのお知らせ

教科書とミクロ経済学の授業資料を必ず持ってくること。演習用の教材・資料・連絡事項については、以下の方法を利用し
て掲示するので、それぞれを定期的に確認すること。
①大学ポータルサイト「オンライン授業」
②メール（学籍番号 @rissho-univ.jp）
③ Microsoft Teams（アプリ）
なお、③については、パソコンあるいはスマートフォンを持っている人はアプリを事前にダウンロードしておくこと。アプ
リの利用方法の詳細については、①または②を通じて連絡する。

オフィスアワー この授業は複数クラスなので、オフィスアワーあるいは質問対応可能時間の詳細については、各担当教員に問い合わせるこ
と。

アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り
実践的な教育内容
そ の 他 この演習は『ミクロ経済学』と同時に履修することを前提とする。『ミクロ経済学基礎』の単位を修得済みであることが望ま

しい。

講義コード 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ミクロ経済学基礎 各担当教員 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

この講義では経済学の面白さを知ってもらうことと、社会科学としての厳密性を理解してもらうこと目指している。経済学
の考え方をわずかでも身につければ、世の中の見方を大きく変えることができるようになる。これこそが経済学を学ぶこと
の喜びである。一方、経済学はミクロ経済学、マクロ経済学という２つの側面から経済問題をとらえている。ミクロ経済学
では、人間や企業の合理的な判断の結果どのような行動をとるようになるのかを分析している。マクロ経済学では、国全体
としての家計や企業の行動を把握することによって、ミクロ経済学では見えていなかった経済システムの整合性を明らかに
している。これらを学ぶことによって、学問としての経済学の意味を分かってもらいたい。

到 達 目 標
①経済学に特有の用語や考え方を正しく理解し、使うことができる。
②市場で製品やサービスの価格が決まる仕組みについて、図を使って説明できる。
③さまざまな出来事や政策が市場に与える影響について、図を使って分析できる。
④市場経済システムが持つ望ましい性質とその限界について説明できる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。経済学の学修では、講義での説明を聞いたり教科書を読んだりするだ
けでなく、実際に自分の頭と手を動かして問題演習に取り組むことがとても大切である。授業内容に対応した演習問題を課
題として出題するので、ぜひしっかりと取り組んでほしい。

授 業 計 画

【第 1 回】 第１章　経済学経済学の十大原理（１）
【第 2 回】 第１章　経済学経済学の十大原理（２）
【第 3 回】 第２章　経済学者らしく考える
【第 4 回】 第３章　相互依存と貿易からの利益（１）
【第 5 回】 第３章　相互依存と貿易からの利益（２）
【第 6 回】 第４章　市場における需要と供給の作用（１）
【第 7 回】 第４章　市場における需要と供給の作用（２）

【第 8 回】 第５章　需要、供給、および政府の政策（１）
【第 9 回】 第５章　需要、供給、および政府の政策（２）
【第10回】 第６章　消費者、生産者、市場の効率性１（１）
【第11回】 第６章　消費者、生産者、市場の効率性２（２）
【第12回】 第７章　外部性（１）
【第13回】 第７章　外部性（２）

成績評価の方法 原則として、授業期間中における数回の小テスト（20％）ならびに期末試験の成績（80％）によって評価する。
フィードバックの内容
教 科 書 『マンキュー入門経済学（第４版）』N. グレゴリー・マンキュー（センゲージラーニング株式会社）2025
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 資料や連絡事項については Microsoft Teams を利用して掲示するので、定期的に確認すること。Microsoft Teams の利用方

法については、授業ガイダンス動画（資料）で説明する。
オフィスアワー この授業は複数クラスなので、オフィスアワー・あるいは質問対応可能時間の詳細については、各担当教員に問い合わせる

こと。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り。
実践的な教育内容

そ の 他
参考書については、必要に応じて授業中に指示する。
この授業で学ぶ内容についての問題演習を行う授業として、「ミクロ経済学基礎演習」という授業が開講されているので、並
行して履修することを強く推奨する。
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講義コード 授業形態 講義・演習 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 ミクロ経済学基礎演習 各担当教員 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
この演習では、「ミクロ経済学基礎」の講義内容を正しく理解し、自らの理解度を確認することを目的として、「ミクロ経済
学基礎」の講義の進み方に合わせて練習問題を解く時間を与え、解説を行う。演習であるので、出席するだけではなく、演
習時間に与えられる課題に取り組むことが必要である。特に教科書の章末問題を、自らの力で解けるようになることが演習
の重要な目的である。

到 達 目 標 この演習では、「ミクロ経済学基礎」の講義内容を理解し、練習問題を解く力をつけることができる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業外学修時間は、最低でも60時間以上必要である。毎回の演習前に講義内容を復習し、教科書の章末問題に目を通してお
くこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 第１章　経済学の10原則１
【第 2 回】 第１章　経済学の10原則２
【第 3 回】 第２章　経済学者らしく考えよう
【第 4 回】 第３章　相互依存と交易の便益１
【第 5 回】 第３章　相互依存と交易の便益２
【第 6 回】 第４章　市場における需要と供給１
【第 7 回】 第４章　市場における需要と供給２
【第 8 回】 第５章　需要、供給および政府の政策１
【第 9 回】 第５章　需要、供給および政府の政策２
【第10回】 第６章　消費者、生産者、市場の効率性１
【第11回】 第６章　消費者、生産者、市場の効率性２
【第12回】 第７章　生産コスト１
【第13回】 第７章　生産コスト２

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢（70％）と提出課題（30％）によって評価する。
フィードバックの内容 リアクションペーパーに対するフィードバックは、翌週の講義内やポータルサイトにて行う。
教 科 書 『マンキュー入門経済学　第４版』N・グレゴリー・マンキュー（センゲージ・ラーニング株式会社）2025年
指 定 図 書 『スティグリッツ入門経済学 第４版』ジョセフ・E・スティグリッツ，カール・E・ウォルシュ（東洋経済新報社）2012年

参 考 書
『スティグリッツ入門経済学 第４版』ジョセフ・E・スティグリッツ，カール・E・ウォルシュ（東洋経済新報社）2012年、
『経済学・入門 第３版』塩澤修平（有斐閣）2013年、『ミクロ経済学・入門 : ビジネスと政策を読みとく 新版』柳川隆，町野
和夫，吉野一郎（有斐閣）2015年

教員からのお知らせ 教科書と「ミクロ経済学基礎」の授業資料を必ず持ってくること。演習用の教材・資料および連絡事項を、学内のポータル
サイトなどを利用して掲示する場合があるので、各担当教員の指示に従うこと。

オフィスアワー この授業は複数クラスであるため、オフィスアワーあるいは質問対応可能時間の詳細については各担当教員に問い合わせる
こと。

アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0123601 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 民法 戸田　知行 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的
本年度は、民法の中で特に身近な家族法（親族法、相続法）およびそれに関連する民法総則の一部（第一編第二章「人」）を
取り上げる。人は生まれると親子関係に入り、成長・独立して婚姻関係に入り、子供が生まれるとまた親子関係に入る。そ
して、年をとると、場合によっては後見関係に入り、最後には死亡し相続関係が生じる。本講座は、これらの関係を規律す
る法の基礎を習得することを目的とする。

到 達 目 標
親子関係の決め方、親の子に対する権利・義務が分かる。どのような場合に離婚できるのか、また離婚の手続き・効果が分
かる。認知症の高齢者を法的にどのように保護するのかが分かる。遺言の残し方、書き方が分かる。遺言がない場合の相続
の仕組みが分かる。公務員試験や法律関係資格の受験のための民法の知識が身につく。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修を行うこと。出席者は、テキストを事前に読み、「わからない所」をはっきりさせ
て、講義に臨むこと。復習として、重要な論点について、講義のノート、配布したレジュメ、テキストなどから自分なりの
整理ノートを作ること。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス、民法とは？　権利能力１（権利能力の始期）
【第 2 回】 権利能力２（権利能力の終期）、親族とは？　氏名
【第 3 回】 相続１（相続とは？　相続人、相続分、代襲相続、相続失格、相続の承認・放棄）
【第 4 回】 行為能力１（意思能力と行為能力、未成年者）、親権・未成年後見
【第 5 回】 親子（実子、養子）
【第 6 回】 行為能力２（成年被後見人・被保佐人・被補助人）、成年後見・保佐・補助、扶養
【第 7 回】 行為能力３（制限能力者の相手方の保護）、任意後見
【第 8 回】 婚姻１（成立）
【第 9 回】 婚姻２（効力）
【第10回】 婚姻３（解消）、内縁
【第11回】 相続２（相続の効力１）
【第12回】 相続３（相続の効力２、相続回復請求権、財産分離・相続人の不存在）
【第13回】 相続４（遺留分、遺言、死因贈与）
・各回の予定は、一応のものであり、変更の可能性がある。

成績評価の方法 期末テストで評価する（100％）。
フィードバックの内容 期末テストの解説に該当するものは、毎回配布するレジュメの中に、すでに記載してある。疑問がある人に対しては、出講

日に訪ねてもらえれば、個別に対応する。
教 科 書 『民法７　親族・相続〔第７版〕』高橋朋子・床谷文雄・棚村政行（有斐閣）2023
指 定 図 書 『民法判例百選Ⅲ　親族・相続［第３版］』大村敦志・沖野眞已編（有斐閣）2023、『民法判例百選Ⅰ　総則・物権［第９版］』

潮見佳男・道垣内弘人編（有斐閣）2023
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応する。
アクティブ･ラーニングの内容 能動的な授業外学習
実践的な教育内容
そ の 他 教科書は、４月までに新版が出た場合は、そちらを使用する。
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講義コード 11C3115701 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 リスク･マネジメント 茶野　努 第２期
履修前提条件 備 考
授業の目的 金融規制の根拠を明らかにしたうえで、銀行監督の枠組みである BIS 規制の変遷とその表裏をなす金融機関におけるリスク

管理について概説する。
到 達 目 標 金融リスク管理についての基礎知識を修得する。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

公開している講義資料を打ち出して、事前に学習の上講義に参加すること。
上記に示した授業外の学修は、60時間以上を目安に行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス
【第 2 回】 金融規制の根拠
【第 3 回】 金融規制の新しい流れ
【第 4 回】 バーゼルⅡ
【第 5 回】 リーマンショックとバーゼルⅢ
【第 6 回】 為替先物
【第 7 回】 先物
【第 8 回】 オプション
【第 9 回】 デルタヘッジ、スワップ
【第10回】 ALM（資産負債管理）
【第11回】 バリュー・アット・リスク（VaR）
【第12回】 統合リスク管理（ERM）
【第13回】 授業内の最終試験と講評

成績評価の方法 授業内の最終試験（100％）により評価します。
フィードバックの内容 授業内に解説等を行い、対応を図ります。
教 科 書 『保険と金融から学ぶ　リスクマネジメント』岡田太・茶野努・平澤敦（中央経済社）2024
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ http://chanoppy.wixsite.com/chano に講義資料がアップしてあります。

教科書を購入してください。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有、能動的な授業外学習
実践的な教育内容
そ の 他

講義コード 11C0104401 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 倫理学とは何か 小川　文子 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
私たち人間は、何かしらのコミュニティーに属し、人倫の中で生きています。「倫理学」とは、人間が社会においていかに行
為するべきかという問題を追究する学問です。したがって、この授業では「善」や「正義」について考えていくことになり
ます。西洋哲学の流れに従って倫理学の歴史について概観しながら、現代ならではの新たな問題についても見ていきます。

到 達 目 標
①身近な事柄に対して、自発的に問題を見つけることができる
②様々な時代の倫理思想の特徴や難点を説明することができる
③問題に対し、自分なりの意見を発信することができる

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

この科目では、60時間以上の授業外学修をすること。授業中に、書籍や HP、映画など、参考となるメディアを紹介するの
で、そうしたものを積極的に取り入れて各自学習を深めて下さい。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス・授業の詳しい説明
【第 2 回】 「正義」って何だろう？：徳倫理について
【第 3 回】 功利主義とカントの義務論
【第 4 回】 資本主義の問題：マルクス・ガブリエルと斎藤幸平
【第 5 回】 環境倫理：未来の環境はどうなるのか
【第 6 回】 動物の権利
【第 7 回】 生命倫理：最先端医療はどこまで許容されるのか
【第 8 回】 「自殺」と「安楽死」
【第 9 回】 ドキュメンタリー『彼女は安楽死を選んだ』鑑賞
【第10回】 ベネターの反出生主義
【第11回】 ポリティカル・コレクトネス①社会的に公正とはどういう意味か
【第12回】 ポリティカル・コレクトネス②アニメ『サウスパーク』に見るポリコレ
【第13回】 経営倫理

成績評価の方法
平常点（リアクションペーパーと課題）：40％　学期末試験：60％
平常点として、履修が確定した第２回目より OpenLMS でリアクションペーパーを回収します。
到達目標の①と③については、リアクションペーパーで確認します。②については、課題と試験で評価します。

フィードバックの内容 リアクションペーパーのフィードバックを次週の授業内で行います。
教 科 書
指 定 図 書
参 考 書
教員からのお知らせ 特定の教科書は使用せず、毎回資料をデータで配信します。エコロジーの観点から、紙媒体では配布しません。参考文献も

適宜ご紹介します。
オフィスアワー 授業時間後教室にて、もしくは OpenLMS のメールを使ってご連絡ください。
アクティブ･ラーニングの内容 教員からのフィードバックによる振り返り。毎回のリアクションぺーパーを次の授業時にフィードバックします。
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0104901 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 歴史学の世界 加藤　はるか 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
「京都とパリの歴史散歩」
歴史＝暗記物と思っているかもしれませんが、高校までの歴史の授業と歴史学は異なります。この授業では、長い歴史を持
つ日本とヨーロッパの２つの都市、京都とパリを例に、都市に残る様々な時代の痕跡を空想旅行でめぐりながら、歴史学の
方法論、そして歴史と文化、習慣を紹介する。

到 達 目 標 この授業を受けることで、歴史学の方法論を理解すると共に、日本とヨーロッパの歴史と文化、そしてその違いを把握し、
説明することが出来る。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

授業で適宜提示する参考文献やスライド、ノートを使用して授業内容の予習・復習をすること、フィールドワークや課題に
取り組むことなどで、計60時間以上の授業外学修を行うこと。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス＆パリ①　フランス以前のパリ
【第 2 回】 京都①　成り立ち～室町時代
【第 3 回】 パリ②　中近世のパリ
【第 4 回】 京都②　武士の時代
【第 5 回】 都市と歴史　＊オンライン授業で実施（フィールドワーク＆レポート作成）
【第 6 回】 パリ③　激動のパリ
【第 7 回】 京都③　秀吉の大改革
【第 8 回】 パリ④　パリ大改造
【第 9 回】 京都④　町人文化、明治維新
【第10回】 パリ⑤　万博～現代まで
【第11回】 京都⑤　西洋文化の流入
【第12回】 負の歴史　＊オンライン授業で実施（オンデマンド＆レポート作成）
【第13回】 全体のまとめ

成績評価の方法
期末試験（60％）、小レポート２回 & 授業への取り組み姿勢（40％）で評価する。到達目標に記載の内容について、自ら説
明できることを評価基準とする。その為には、受講を通してしっかりと学習することが必要不可欠となり、単位取得のみを
目的とする履修には向いていない。

フィードバックの内容 課題に対する講評を授業内にて行う。
教 科 書 なし
指 定 図 書 なし
参 考 書 授業中に指示する
教員からのお知らせ 高校で日本史の人も、世界史の人も、歴史を取っていない人も受講可能です。
オフィスアワー 本授業に関する質問・相談は、授業終了後、次の授業に支障がない範囲で教室内にて対応します。
アクティブ･ラーニングの内容 意見共有／能動的な授業外学習／調査学習
実践的な教育内容
そ の 他
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講義コード 11C0116501 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 労働経済学１ 戎野　淑子 第１期
履修前提条件 備 考

授業の目的

人間は、「労働」することによって生活し、それを通じて社会を形成し発展させてきた。労働は、人間にとって基本的かつ重
要な営みである。「労働経済学」においては、人々が働き、暮らしていく現実の姿を経済学的視点から焦点を当て、そこに発
生する様々な事象や問題を分析し解明するものである。
そこで、本講義では、人々の生活に身近で深く関わっている極めて重要な課題を中心に、就業に関わる様々な仕組みやその
仕組みの持つ問題について、理論と関連させながら明らかにする。まず、分析枠組みの中心となっている市場の概念を軸に、

「労働」という商品の特徴をとらえ、それによって労働に関する基礎的理論を理解する。そして、労働に関する現在の具体的
諸問題を取り上げ、昨今深刻かつ重要な社会問題になっている「雇用」に重点をおいて講義を進めることにしたい。
なお、状況により、講義計画を変更・調整することもある。

到 達 目 標 労働経済学の基礎知識を修得することができ、今日の日本の労働に関する状況や諸問題について、概要を理解することがで
きる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

講義ノートを用いて、復習をすること。（計60時間以上）

授 業 計 画

【第 1 回】 労働に関する基本的概念：労働力人口、完全失業率等の具体的内容
【第 2 回】 労働供給に関する基礎的理論（Ⅰ）：労働と余暇（無差別曲線、労働時間の最適化等）
【第 3 回】 労働供給に関する基礎的理論（Ⅱ）：家計の労働供給（ダグラス＝有沢の法則等）
【第 4 回】 労働需要に関する基礎的理論（Ⅰ）：企業の労働需要（長期・短期）
【第 5 回】 労働需要に関する基礎的理論（Ⅱ）：市場の労働需要（技術進歩と労働需要との関係等）
【第 6 回】 労働市場のメカニズム：「労働」という商品の特徴、市場均衡
【第 7 回】 採用形態の内容と特徴：新規学卒採用・中途採用の特徴と近年の動向
【第 8 回】 労働時間について：日本の労働時間の特徴、近年の動向（年間労働時間、裁量労働等）
【第 9 回】 賃金に関する基礎的理論：賃金の硬直性、賃金決定の制度要因、最低賃金等
【第10回】 賃金水準と格差：賃金水準の国際比較、年齢・職種・企業規模・産業間の賃金格差
【第11回】 失業に関する基礎的理論：失業の概念と失業の種類、フィリップス曲線
【第12回】 失業構造と日本の失業の特徴：日本の失業の特徴（失業水準、期間、構造）、失業対策
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢50％と試験50％。毎回の授業で課題を解答して提出し、授業への取り組み姿勢を評価。最後２回の授
業は、まとめの試験（課題）を行い、試験の評価。

フィードバックの内容 課題の解答（リアクションペーパー）に対するフィードバックを次の授業で行う
教 科 書 『労働経済白書』厚生労働省編（日経印刷株式会社）2024年
指 定 図 書 『労働経済』清家篤・風神佐知子（東洋経済新報社）2021年、『労働経済学』阿部正浩（新世社）2021年
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 水曜日お昼休み
アクティブ･ラーニングの内容 毎回、課題行って提出し、その解答（リアクションペーパー）に対するフィードバックを次の授業で行う
実践的な教育内容
そ の 他
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ら

講義コード 11C0116601 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 労働経済学２ 戎野　淑子 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的

人間は、「労働」することによって生活し、それを通じて社会を形成し発展させてきた。労働は、人間にとって基本的かつ重
要な営みである。「労働経済学」においては、人々が働き、暮らしていく現実の姿を経済学的視点から焦点を当て、そこに発
生する様々な事象や問題を分析し解明するものである。
そこで、本講義では、人々の生活に身近で深く関わっている極めて重要な課題を中心に、就業に関わる様々な仕組みやその
仕組みの持つ問題について、理論と関連させながら明らかにする。まず、分析枠組みの中心となっている市場の概念を軸に、

「労働」という商品の特徴をとらえ、それによって労働に関する基礎的理論を理解する。そして、労働に関する現在の具体的
諸問題を取り上げ、昨今深刻かつ重要な社会問題になっている「雇用」に重点をおいて講義を進めることにしたい。
なお、状況により、講義計画を変更・調整することもある。

到 達 目 標 労働経済学の基礎知識を修得することができ、今日の日本の労働に関する状況や諸問題について、概要を理解することがで
きる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

講義ノートを用いて、復習をすること。（計60時間以上）（

授 業 計 画

【第 1 回】 労働環境の変化（Ⅰ）：少子高齢化
【第 2 回】 労働環境の変化（Ⅱ）：国際化
【第 3 回】 労働環境の変化（Ⅲ）：技術革新
【第 4 回】 雇用形態の多様化（１）
【第 5 回】 雇用形態の多様化（２）
【第 6 回】 多様な働き方（１）
【第 7 回】 多様な働き方（２）

【第 8 回】 労働時間（Ⅰ）：国際比較
【第 9 回】 労働時間（Ⅱ）：現状と課題
【第10回】 日本の賃金
【第11回】 格差と貧困
【第12回】 若年層の労働問題：

新卒の就職、フリーター、ニート、フリーランス
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 授業への取り組み姿勢50％と試験50％。毎回の授業で課題を解答して提出し、授業への取り組み姿勢を評価。最後２回の授
業は、まとめの試験（課題）を行い、試験の評価。

フィードバックの内容 課題の解答（リアクションペーパー）に対するフィードバックを次の授業で行う
教 科 書 『労働経済白書』厚生労働省編（日経印刷株式会社）2024年
指 定 図 書 『労働経済』清家篤・風神佐知子（東洋経済新報社）2021年、『労働経済学』阿部正浩（新世社）2021年
参 考 書
教員からのお知らせ
オフィスアワー 水曜日お昼休み
アクティブ･ラーニングの内容 毎回、課題を行い提出し、その解答（リアクションペーパー）に対するフィードバックを次の授業で行う
実践的な教育内容
そ の 他
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ら

講義コード 11C0125001 授業形態 講義 抽 選 の 有 無 あり 　　　担　当　教　員　　　 　開  講  期 　
科 目 名 労働法 水野　圭子 第２期
履修前提条件 備 考

授業の目的
将来、社会に出て働く場合はもちろんのこと、アルバイトや就職活動を含め働くという場にかかわる様々な法的問題につい
て学習する。第一には、労働法の基本的な知識を習得することを目的とする。第二には、働く場合にかかわりを持つ法的な
問題がどのように解決されるべきか判断し、他者に説明できるようにする。

到 達 目 標 １・労働法の基本的な概念を理解し、その制度や仕組みについて、簡潔な文章で説明できるようになる。2. 労働法の問題を
理解し、重要な問題点について法的解決や判判例を挙げ説明できるようになる。

授業外学修内容 ･
授業外学修時間数

予習復習として、教科書や配布された資料を熟読すること。また、必要に応じて、判例の事実・判例要旨をまとめる等の授
業外学習を行うことが必要となる。おおむね、１回の授業につき２時間の予習と２時間の復習といった、半期で60時間以上
の授業外学修を行うことが求められる。

授 業 計 画

【第 1 回】 ガイダンス　労働法とはどのような法律か
【第 2 回】 労基法・労災保険法によって守られる者・労基法を守る義務を負う者　アルバイトと労働法
【第 3 回】 学生と労働法の関係　採用内内定・採用内定・本採用拒否　判例の読み方①
【第 4 回】 賃金とはなにか 日本の長期雇用システムと賃金の重要性と法の保護
【第 5 回】 最低賃金の問題点・賃金の減額・相殺・賞与・退職金の問題
【第 6 回】 成果主義賃金と年俸制の利点・問題点
【第 7 回】 労働時間とはなにか。時間外労働 /36協定と残業義務・長時間労働規制と過労死やワーク・ライフ・バランス性
【第 8 回】 長時間労働と過労死・過労自殺について　弁護士・被災労働者遺族の講演を聞く
【第 9 回】 休憩時間・休息時間・休日　休む時間の意味と可能性。
【第10回】 年次有給休暇　学生アルバイトの年次有給休暇取得・日本の長期休暇の可能性．
【第11回】 労働条件条件の決定　労働契約・就業規則・労働協約
【第12回】 労働契約の終了　辞職　解雇
【第13回】 まとめ

成績評価の方法 ポータル等を利用して、簡単な確認テストを複数回行う（20％）、また、レポート（10％）の提出を求めることがある。その
合計点と期末試験（70％）を合計して、成績評価を行う。

フィードバックの内容 講義の要点や定義等について、オンライン上の確認テストを行う。これについては、一週間の間に回答するものとする。ま
た、簡単なレポートの提出を求める場合もある。これらの点については、次回の講義の初めに再度復習を行う。

教 科 書 『テキストブック労働法』高橋賢司・橋本陽子・本庄 淳志（中央経済社）2021年
指 定 図 書
参 考 書 『労働法講義　第３版』高橋賢司（中央経済社）2022年
教員からのお知らせ 教科書の改訂・改版が行われた場合には、最新のものを教科書として使用します。
オフィスアワー 講義の後に、教員に対する質問等の時間をとります。
アクティブ･ラーニングの内容 外部講師（今年度は労働事件を多く担当している弁護士と労災被災者遺族を予定）の講演を予定している。講演後、質疑応

答、コメントの提出を行う予定である。
実践的な教育内容

そ の 他
パワーポイントを用いて、教科書、資料を利用し、講義形式で進める。新聞記事などの資料を利用し、その単元の問題点を
認識する。次に教科書をもちいて定義・用語等を正確に理解し、争点を明らかにし、どのような解決が行われているのか、
最高裁判決等を確認する。
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ふりがな えびすの   すみこ 

氏 名 戎 野 淑 子

職   名 教授 学   位 修士（経済学） 

主な担当科目
【学部】労働経済学、人的資源管理論 

【大学院】労働経済特論・特殊研究 

趣味・特技 温泉 

学生に推薦する本

偉人の伝記 

マックスヴェーバー 

『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』 

教員からのメッセージ

千里の道も一歩から 

 地道な日々の積み重ねが大切です。 

大学時代、長いようで短いです。貴重な時間ですので、着実に

目指すものを身に付けていってください。 

略    歴

慶應義塾大学経済学研究科博士課程単位取得満期退学、 

嘉悦大学経営経済学部専任講師、准教授、 

立正大学経済学部准教授を経て、現職 

専 門 分 野 労使関係論、労働経済学 

現在の研究テーマ 日本の労使関係（雇用関係）、中高年齢者の雇用 

過去5年間の主要研究業績

① 「総論」連合総研『人材育成と企業連携―技術革新や産業構造転換への労使の対応』2024 年 

② 「地域の人材育成 ―中小零細企業の教育訓練」連合総研『人材育成と企業連携―技術革新や産

業構造転換への労使の対応』2024 年 

③ 「生産性向上と労使協議」連合総研『労働力人口減少下における持続可能な経済社会と働き  

  方(公正配分と多様性)に関する調査研究報告書』2023 年 

④ 「将来性のある生産性向上と労使関係」『地域経済学研究』第 37 号 2019 年 

⑤ 「働き方改革関連法の審議と労使関係―労働時間法制について」『日本労働研究雑誌』No.702 

労働政策研究・研修機構 2019 年 1 月

上記以外の研究業績（5点以内）

①“Aging society and employment for older people in Japan :Case study of good practice” 
Longevity and Productivity –Experiences from Aging Asia Asian productivity organization 

 Asia productivity organization  August 2008 
② 『労使関係の変容と人材育成』 慶應義塾大学出版会 2006年
③ 「高度経済成長期における労使関係―日本的労使関係」『日本労働研究雑誌』No.634

労働政策研究・研修機構 2013 年 5 月 

④ “The Japanese Style of Labor Management Relations”（Chap.1） “Labor-Management Relations in 
Japan”（Chap.2）“ Japan’s Economic Development and Labor-Management Relations –The role of the 
respective entities”（Chap.5） Manual on labor-management relations :Japanese experience and best 
practices Asian productivity organization December 2014

⑤ 「労使関係の変容と生産性向上：雇用の性格の変化を中心に」『組織科学』第 50 巻第 2 号

2016 年 12 月

所 属 学 会
日本労務学会、日本労使関係研究協会、日本経済政策学会、 

日本キャリアデザイン学会
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ふりがな えࡋ    ࢇ  か 

氏 名 ⱌ ᚿ ె

職   名 教  授 学   位   経済学博士 

主な担当科目
【学部】ࢪ経済論、中ᅜ経済論 

【大学院】地域経済特論、地域経済特殊研究 

趣味・特技 ス࢟ー、ㄞ書、᪑⾜、人間ほᐹ 

学生に推薦する本 『ᅜᐩ論』（$.ス࣑ス） 

教員からのメッセージ :KHUH WKHUH LV D ZLOO� WKHUH LV D ZD\㸟 

略    歴

1979㹼19�4年 中ᅜ対እ経済㈠᫆大学 

19��㹼19�9年 72)6࣓࢝ࣜN +$//大学大学院 

1992㹼199�年 ᮾி大学大学院経済学研究科 

2006㹼2007年 8࣓࢝ࣜ&バークࣞーᰯ,($6ᐈဨ研究ဨ 

199�年㹼現ᅾに⮳る.  立正大学経済学部 

専 門 分 野 中ᅜ経済論、ࢪ経済論 

現在の研究テーマ 中ᅜの対እ┤᥋ᢞ資、中ᅜの産業➇த力、中ᅜの企業制度 

過去5年間の主要研究業績
① ᇽ、第1❶「企業┿ᩥ（⦆ᯈᇉ博・࿘బ႐・㖹భ㘏）（➹分ᢸᇳ）『ックスでㄞみゎくᅜ㝿経営ࣆࢺ』

 多ᅜ⡠化するのか――1�4」2023年9月ࡐなࡣ

② 『ୡ⏺㐍出する中ᅜᆺ多ᅜ⡠企業』（単ⴭ）成社、2023年3月 

上記以外の研究業績（5点以内）

① 第9❶「（公ᩥ⁅⦅ⴭ）（ᇳ➹分ᢸ）『ステムの⛣転可能性ࢩの日本企業：日本的経営生産࢝ࣜࣇ』

₻の日⣔ᕤሙを中心に―」、時ࢪࢽࣗࢳとࢥの⮬ື㌴部ရᕤሙ―Ḣᕞᕷሙと連携する：ࣔロッ࢝ࣜࣇ

社、301㹼320㡫、2019年3月 

② ⏺第11❶「ୡ（Ἑᮧဴ⦅ⴭ）『ローバࣝ㔠⼥༴機ᚋのୡ⏺経済の変ㇺ：⡿ᅜ―新⯆ᅜ経済を中心にࢢ』

㔠⼥༴機ᚋの中ᅜ企業のࢢローバࣝ化―ࣝࢪࣛࣈへ㐍出する中ᅜ⮬ື㌴企業を中心に」（ᇳ➹分ᢸ）、ࢼ

 出版、290㹼321㡫、201�年�月ࣖࢩࢽ࢝

③ 『21ୡ⣖資本主義ୡ⏺の転換と変容―経済・⎔ቃ・ᩥ化・ゝㄒによる重ᒙ的分ᯒ―』（ஂᑑ・ඖᮌ

㟹・ⱌᚿె・ཎඞᐉ⦅）、第5❶「中ᅜ資本主義に関する論⪃―「」合ᆺ資本主義」の様┦―」ᢈホ

社、144㹼171㡫、2017年3月 

④ 『㔠ᆺ産業の技術ᙧ成とⓎᒎの様┦』（㤿ሙᩄᖾ⦅）第12❶「中ᅜ⮬ື㌴㔠ᆺ企業のᾏእ㐍出の⫼ᬒとᡓ

␎―%<'によるࣛࣁࢠ࢜㔠ᆺ業㈙をࡄࡵって―」（ᇳ➹分ᢸ）、日本ホ論社、221㹼250㡫、2016年3月 

⑤ 『中ᅜ企業対እ┤᥋ᢞ資のࣇロンティ――「ᚋⓎᅜᆺ多ᅜ⡠企業」の対ࢪ㐍出とᒎ㛤――』成

社、2014年2月 
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ふりがな おう   あࡾ よࡋ 

氏 名 ⋤ ᅾ ႀ
職   名 教  授 学   位 経済学博士 

主な担当科目
【学部】 ࢼ࣑ࢮーࣝϨ・ϩ・Ϫ 経済⤫ィ学

【大学院】経済⤫ィ学特論 経済⤫ィ学特研

趣味・特技 ㄞ書、༟⌫、ࢧッ࢝ー㚷㈹

学生に推薦する本

ンズ（ᯇᑿ精ᩥ・小ᖭ正ᩄヂ）『ᅜẸᅜᐙとᭀ力』⪋立書ᡣ、1999ࢹࢠ・ーࢽࢯン 年。

ᮧ上Ὀு『ྂの政経済学』（上・下）中ኸ公論社、1997 年。

J.M.ロバーࢶ（㟷ᰗ正つ┘修）『ᅗㄝ ୡ⏺のṔྐ』（ 10 巻）ඖ社 2002 年。

クࣖマⴭ・会⏣ᘯ⥅ヂ『政の㉳源』（上、下）講ㄯ社、2013ࣇ・スࢩンࣛࣇ 年。

教員からのメッセージ 大学時代ࡣ⮬分の⪀き方をぢつける時期です。

略    歴

19�5 年  上ᾏ㕲道大学（現ྠ済大学）㟁ಙᕤ学部 ༞業 

1994 年  立正大学大学院経済学研究科修士課程 修 

199� 年  慶應義塾大学大学院経済学研究科博士課程 修 

1997年  慶應義塾大学総合政策学部ຓ教 

2001年  慶應義塾大学総合政策学部ᐈဨຓ教授 

2002年  立正大学経済学部ຓ教授 

2007 よࡾ 立正大学経済学部教授

専 門 分 野 中ᅜ経済論、日中経済ẚ㍑分ᯒ

現在の研究テーマ 日中୧ᅜの経済的な┦౫Ꮡ関係に関するィ㔞分ᯒ

過去�年間の主要研究業績
（ඹⴭ）『2012 年中ᅜ産業連関⾲』の特ᚩについての⪃ᐹ―『2012 年日中㡑ᅜ㝿産業連関⾲』の研究㛤Ⓨに向

けて―』『経済学Ꮨ報』（立正大学経済学会）6� 巻 4号、2019 年。 

（ඹⴭ）「ᅜ㝿産業連関ࣔࣝࢹにᇶ࡙く日中㈠᫆構造の実ド研究」『経済学Ꮨ報』（立正大学経済学会）69 巻 4

号、2020 年。 

（ඹⴭ）「産業構造の特性に関するࢿッ࣡ࢺーク分ᯒ」『経済学Ꮨ報』（立正大学経済学会）71 巻 1 号（経済学

部㛤タ 70 ࿘年記ᛕ号）、2021 年。 

（単ⴭ）「日本と中ᅜの産業構造の現≧について」『経済学Ꮨ報』（立正大学経済学会）71 巻 4号、2022 年。 

上記以外の研究業績（�点以内） 
（ඹⴭ）「中ᅜᮾ部ἢᾏ地域と日本とのᅜ㝿産業連関構造―2007 年中ᅜ地域産業連関⾲および日中ᅜ㝿産業連

関⾲による実ド分ᯒ」『中ி大学経済学論ྀ』26 号、2015 年。 

（ඹⴭ）「中ᅜ上ᾏ地域と日本とのᅜ㝿産業構造―2007 年つᶍู日本・中ᅜ・上ᾏᅜ㝿地域産業連関⾲による

実ド分ᯒ」『経済学Ꮨ報』（立正大学経済学会）64巻 4号、2015 年。 

（ඹⴭ）『日中連関構造の経済分ᯒ』ວⲡ書ᡣ、2016 年。 

（ඹⴭ）「中ᅜἢᾏ地域が日本経済にཬࡓࡋࡰᙳ㡪」『地域学研究』（日本地域学会）第 45 巻第 4号、2016 年。 

（ඹⴭ）͇(FoQoPLF LQWHUUHODWLoQVKLS EHWZHHQ -DSDQ DQG WKH &KLQHVH FoDVWDO DUHD � $Q HPSLULFDO DQDO\VLV 

XVLQJ LQWHUQDWLoQDO DQG UHJLoQDO LQSXW�oXWSXW PoGHO͇� &KXN\o 8QLYHUVLW\ ,QVWLWXWH oI (FoQoPLFV 

'LVFXVVLoQ 3DSHU 6HULHV No.1504�-DQXDU\ 2016. 

（ඹⴭ）͇'HYHOoSPHQW DQG &KDOOHQJH oI WKH -DSDQ�.oUHD�&KLQD ,QWHUQDWLoQDO ,QSXW�2XWSXW 7DEOH͇� 

『経済学Ꮨ報』（立正大学経済学会）66巻 1・2号、2016 年。 

（ඹⴭ）（㡑ᅜ産業研究院（.(,7）ጤク研究）「㡑日中間産業ู㈠᫆のẚ㍑ඃ位構造の変化分ᯒ」㡑ᅜ産業研究

院（立正大学研究ᨭࢭンターᡤ）、2017。

所 属 学 会
ᅜ㝿地域学会、日本地域学会、⎔ኴᖹὒ産業連関分ᯒ学会（3$3$,26）、中ᅜᢞධ

産出学会 
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ふりがな  ࢮ ࢘࢜

氏 名 ⋤ ⰹ
職   名 准教授 学   位 博士（経済学）

主な担当科目
࠙学㒊ࠚ⤒῭ᨻ⟇ㄽࣟࢡ࣑ࠊ⤒῭学ᇶ♏ࠊマࣟࢡ⤒῭学ᇶ♏

࠙学㝔ࠚマࣟࢡ⤒῭学特ㄽ

趣味・特技  ター、ᩱ理ࢠ、ࣀࣆ

学生に推薦する本

• 退するのか：ᶒ⾶ࡐなࡣン（2013）「ᅜᐙࢯンࣅムズ・$・ロェࢪ㸤ࣝࢢࣔࢭ・ロンࢲ

・⦾ᰤ・㈋ᅔの㉳源」᪩ᕝ書ᡣ 

• 㭯ගኴ㑻㸤๓⏣బᜨ子㸤ᮧ⏣ဴ子（2019）「日本のマクロ経済分ᯒ ప温経済のࣃズࣝをゎ

く」日本経済新⪺出版社 

• ⪔（201�）「社会科学のࡵࡓのࢹータ分ᯒධ㛛」ᒾἼ書ᗑ 

教員からの

メッセージ
経済学ࡣおもࢁࡋいࡦࡐࠥࡒ一⥴にຮᙉࡋていきࡻࡋࡲう㸟

略    歴

神ᡞ大学経済学研究科博士๓期課程修 

神ᡞ大学経済学研究科博士ᚋ期課程修 

関ᮾ学ᅬ大学経済学部経済学科専任講師 

立正大学経済学部専任講師 

立正大学経済学部准教授 

専 門 分 野 マクロ経済学、㔠⼥政策

現在の研究テーマ によるマクロ経済学の理論分ᯒと実ド分ᯒࣝࢹࣔ)*6'

過去�年間の主要研究業績 
① :DQJ� 5. �2019�. 8QFoQYHQWLoQDO 0oQHWDU\ 3oOLF\ LQ -DSDQ� (PSLULFDO (YLGHQFH IUoP (VWLPDWHG 6KDGoZ 5DWH 

'6*( 0oGHO. -oXUQDO oI ,QWHUQDWLoQDO &oPPHUFH� (FoQoPLFV DQG 3oOLF\� 10�02�� 1950007.
② :DQJ� 5. �2019�. 8QFoQYHQWLoQDO 0oQHWDU\ 3oOLF\ LQ 86� (PSLULFDO (YLGHQFH IUoP (VWLPDWHG 6KDGoZ 5DWH '6*( 

0oGHO. ,QWHUQDWLoQDO -oXUQDO oI 0oQHWDU\ (FoQoPLFV DQG )LQDQFH� 12�5�� 361�3�9.
③ :DQJ� 5. �2021�. (YDOXDWLQJ WKH 8QFoQYHQWLoQDO 0oQHWDU\ 3oOLF\ oI WKH %DQN oI -DSDQ� $ '6*( 

$SSUoDFK. -oXUQDO oI 5LVN DQG )LQDQFLDO 0DQDJHPHQW� 14�6�� 253.
④ :DQJ� 5. �2021�. 0HDVXULQJ WKH (IIHFW oI *oYHUQPHQW 5HVSoQVH oQ &29,'�19 3DQGHPLF� (PSLULFDO (YLGHQFH 

IUoP -DSDQ. &oYLG� 1�1�� 276�2�7.
⑤ :DQJ� 5. �2022�. $ *HQHUDOL]HG NHZ .H\QHVLDQ 0oGHO ZLWK :DJH 6WLFNLQHVV. -oXUQDO oI ,QWHUQDWLoQDO 

&oPPHUFH� (FoQoPLFV DQG 3oOLF\� 13�02�� 2250012.
ն :DQJ� 5. �2023�. 3ULFH 6WLFNLQHVV DQG :DJH VWLFNLQHVV LQ *HQHUDOLVHG NHZ .H\QHVLDQ 0oGHO. ,QWHUQDWLoQDO 

-oXUQDO oI &oPSXWDWLoQDO (FoQoPLFV DQG (FoQoPHWULFV� 13�3�� 305�331.
շ :DQJ� 5. �2024�. *OoEDO 6XSSO\ &KDLQ 'LVUXSWLoQV� &oPPoGLW\ 3ULFH 6KoFNV DQG ,QIODWLoQ LQ 

-DSDQ. ,QWHUQDWLoQDO -oXUQDO oI (PSLULFDO (FoQoPLFV� 3�2�. 

上記以外の研究業績（�点以内）

① 5XL :$N*. �2019�. $ NHZ .H\QHVLDQ 0oGHO ZLWK (VWLPDWHG 6KDGoZ 5DWH IoU -DSDQ (FoQoP\. :oUOG -oXUQDO oI 

(FoQoPLFV DQG )LQDQFH� 9oO.5�1�� SDJHV 106�114� 3UHPLHU 3XEOLVKHUV. 

②  関ᮾ学ᅬ大学経済学⣖せ第45巻、SDJHV、「におけるྡ目⢓着性ࣝࢹンࣔࢪンࢣーࣗࢽ一⯡化」（2019）ࢮ⋥

1�22 

③ 立正大学経済学Ꮨ報、第71巻1号、「ックと労働ᕷሙࣙࢩࢼロࢥ」（2021）ࢮ⋥

④ 立正大学経済学Ꮨ報、第71巻2号、「スឤᰁのィ㔞分ᯒࣝ࢘ࢼロࢥ日本における新ᆺ」（2021）ࢮ⋥

⑤ 立正、「ータによる実ド分ᯒࠥࢹࣝࢿࣃู┴対策のຠᯝࠥ㒔道ᗓࢼロࢥータからぢるࢹティࣜࣅࣔ」（2021）ࢮ⋥

大学経済学Ꮨ報、第71巻3号

所 属 学 会 日本⤒῭学会䚸日本㔠⼥学会
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がなࡾࡩ お  ࢃࡊ     な   み   え 

氏 名 小 ἑ ዉ ⨾ ᜨ

職   名 教  授 学   位   修士号 

主な担当科目 【学部】News English、࣓࢝ࣜのᩥ化と社会

趣味・特技 ᫎ⏬㚷㈹・᪑⾜

学生に推薦する本
ーンがࢺバー・スࣜ࢜』ックⴭࢽズ࢝・ーターࣆ、ーンࢺバー・スࣜ࢜

ㄒるもう一つのྐ࣓࢝ࣜ』、᪩ᕝ書ᡣ、2013年。

教員からのメッセージ

大学のᅄ年間ࡣ、▱㆑を᪲┒に྾ࡋ、様々な経㦂にᣮᡓࡋ、Ⰻい௰

間をసる貴重な時間だとᛮいࡲす。ᾏእ研修や␃学なにもࢇࢇ

ࡋて、Ꮡ分にᴦࡋてᾏእにも㐩をቑやࡆて、ど野をᗈࡋࢪンࣞࣕࢳ

。でくださいࢇ

略    歴

学Ṕ：ᇸ⋢大学教育学部心理学科༞業、ᮾி㒔立大学大学院 人ᩥ科

学研究科（ⱥᩥ）修士修、ྠ大学ྠ研科博士課程単位取得満

期退学。࣓࢝ࣜの࢘ࣛࣈン大学、ࢨࢧン࣓ン大学でྛ㸯年、

ᐈဨ研究ဨ。

教Ṕ：ᗄつかの大学でⱥㄒᢸᙜ㠀ᖖ講師を経て、立正大学の専任教

ဨとなっࡓ。

専 門 分 野 化ᩥ࣓࢝ࣜと（て19ୡ⣖ࡋ主と）学ᩥ࣓࢝ࣜ

現在の研究テーマ
ࣝ・ン࣓࢝ࣜ （ティసᐙの対ẚࣜࣀ主ὶసᐙとマ）ンス期のᩥ学ࢧッࢿ

ィーズࢹスタ・ࣝࣛࣗࢳࣝ࢝のᫎീᩥ化の࣓࢝ࣜ

過去�年間の主要研究業績

① 単ⴭ「࣏ーのᴦᅬ的㢼ᬒᗞᅬに₯ࡴඛఫẸ」『࣏ー研究』（日本࣏ー学会）第 16 号、2024 年 3
月。

② 単⊂Ⓨ⾲“Deciphering Native American Images in The Narrative of Arthur Gordon Pym of
Nantucket, The Fifth International Edgar Allan Poe Conference in Boston（Poe Studies 
Association ）April 9th, 2022. 

③ 単ⴭ『࣓࢝ࣜン・ࣝࢿッࢧンス期のඛఫẸసᐙ ࢘ィࣜム・࢚プス研究―⏛るࣆーク࢛

ッࢺ᪘のኌ』᫂▼書ᗑ、2021 年 9 月。

④ 単ⴭ「E.A.࣏ーとඛఫẸసᐙ࢘ィࣜム・࢚プスの᥋Ⅼ―『ーࢧー・ࢦーࢻン・ࣆムの≀

ㄒ』に㞃さࡓࢀ「࣓࢝ࣜඛఫẸ㸻ᾘえࡓス࢚ࣛࣝの༑部᪘」ㄝ―」『࣏ー研究』（日本࣏ー

学会）第 12 号、2020 年 3 月。

⑤ 単ⴭ「ඛఫẸసᐙ࢘ィࣜム・࢚プスの『ࣆーク࢛ッࢺ᪘の 5 人のࣜ࢟スࢺ教ᚐンࢹィ

ンによるᅇ心య㦂記』論――ンࢹィンの㙾にᫎࡋださࢀる࣓࢝ࣜ社会」『記ᛕ論ᩥ㞟』（日

本ⱥㄒᩥ化学会）、2021 年 3 月。

上記以外の研究業績（�点以内） 

① ඹⴭ The Thoreau Society of Japan. Thoreau in the 21 Century: Perspectives from Japan. 
Kinseido,2017. (“The Main Woods: What Thoreau Learned about the Penobscot People”ᢸ
ᙜ.) 

② ඹⴭ：㉺ᬛ道㞝┘修、小⃝ዉ⨾ᜨ・ሷ㇂ᖾ子⦅㞟『ᫎ⏬でㄞみゎく現代࢜―࣓࢝ࣜバマの時

代』᫂▼書ᗑ 2015 年

③ ඹⴭ『ࢯローと࣓࢝ࣜ精神―⡿ᩥ学の源ὶをồࡵて』㔠ᫍᇽ、2012 年 10 月 1 日。

④ ඹⴭ：㉺ᬛ道㞝┘修、小⃝ዉ⨾ᜨ・ሷ㇂ᖾ子⦅㞟『9.11 と࣓࢝ࣜ：ᫎ⏬にみる現代社会とᩥ

化』㬅書ᡣ、2008 年 9 月 27 日（第 6 ❶、13 ❶、ᢸᙜ）。

⑤ 単ⴭ：『ࢿࣝ・࣓࢝ࣜッࢧンスとඛఫẸ：࣓࢝ࣜ神ヰの◚ቯと生』、㬅書ᡣ、2005 年。

所属学会

日本ᩥ࣓࢝ࣜ学会、日本ⱥᩥ学会、࣓࢝ࣜ学会、日本ࢯロー学会、日

本࣏ー学会、Poe Studies Association、Thoreau Society、多Ẹ᪘学会、ᫎ

⏬ⱥㄒ教育学会
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ふりがな おࢃࡊ よࡩࡋみ 

氏 名 小ἑ ెྐ
職   名 准教授 学   位 博士（経済学） 

主な担当科目
【学部】経済学ྐ、経済ྐᇶ♏、マࣝクス経済学ᇶ♏ 

【大学院】経済学ྐ特論、経済学ྐ特研 

趣味・特技 ẖᮅのࢥーࣄー、ᙜてのないᩓ歩、ᅄᏘᢡ々の日本㓇、࢚࣋࢟ࣞースを少々 

学生に推薦する本

① ᇽ目༟生『ࢲム・ス࣑ス――『道ᚨឤ論』と『ᅜᐩ論』のୡ⏺』中公新

書、2008年。

② Ᏹἑᘯᩥ『人間の経済』新₻新書、2017年。

③ ྜྷᕝὒ『ࢣンズ――時代と経済学』ࡕくࡲ新書、1995年。
教員からの

メッセージ
⣲ᩛな人や本に出会い、ࡌっくࡾと⪃える時間を大切にࡋてください。 

略    歴

2011年 3月 ᮾ大学大学院 経済学研究科 博士課程๓期2年の課程 修

2015年 9月 ᮾ大学大学院 経済学研究科 博士課程ᚋ期3年の課程 修

2015年 9月 神ዉᕝ大学 経済学部 㠀ᖖ講師（2017年 3月ࡲで）

2017年 4月 ᕞ産業大学 経済学部 講師（2021年 3月ࡲで）

2021年 4月 立正大学 経済学部 専任講師（2024年 3月ࡲで）

2024年 4月 立正大学 経済学部 准教授 

専 門 分 野 経済学ྐ（経済学のṔྐ） 

現在の研究テーマ 19ୡ⣖ࣜࢠスのྂὴ経済学（J. S. ࣑ࣝなの経済学・経済ᛮ）

過去�年間の主要研究業績 

① James Mill, John Stuart Mill, and the History of Economic Thought (co-authored), Routledge, pp. 75-103, 
2023.  

② 『ទᴦの経済学――マࣝࢧスのᛮ的Ỉ⬦を㎺って』（ඹⴭ）、ᇽ、pp. 133-158、2023年。

③ “Milton’s Paradise Lost and Malthus’s An Essay on the Principle of Population: A Neglected 
Intertextuality” (co-authored), History of Economics Review, Volume 80, Issue 1, pp. 74-84, 2021.  

④ A Genealogy of Self-Interest in Economics (co-authored), Springer, pp. 85-105, 2021.  
⑤ 『ᖹ➼のဴ学ධ㛛』（ඹⴭ）、社会ホ論社、pp. 101-115、2021年。

上記以外の研究業績（�点以内）

① 『ᨭ配の政理論』（ඹⴭ）、社会ホ論社、pp. 76-89、2018年。

② 『ᶒのဴ学ධ㛛』（ඹⴭ）、社会ホ論社、pp. 118-131、2017年。

③「J. S. ࣑ࣝのᅜമൾ㑏論――ࣜࣈテンにおける▼Ⅳ⛯の構をᕠって」（単ⴭ）、TERG Discussion 
Papers、No. 326、pp. 1-38、2015年。

④ 「J. S. ࣑ࣝのಖㆤ㈠᫆政策論―― 一時的なಖㆤ関⛯をࡄࡵって」（単ⴭ）、『マࣝࢧス学会年

報』第23号、pp. 57-86、2014年。

⑤ 「Ṇ≧ែに関するJ. S. ࣑ࣝのᒎᮃ――࢚ࢩࢯーࣙࢩン論の変㑄と理的なṆ≧ែの実現

㐣程」（単ⴭ）、『Ꮨห 経済理論』第49巻第4号、pp. 78-87、2013年。 

所 属 学 会
⤒῭学ྐ学会䚸⤒῭⌮ㄽ学会䚸䝬䝹䝃䝇学会䚸The European Society for the 
History of Economic Thought 
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ふりがな お の ࡊ き   ࡓもつ 

氏 名 小野㷂 ಖ
職   名 教 授 学   位 経済学博士 

主な担当科目
【学 部】࣑クロ経済学 

【大学院】࣑クロ経済学特論、࣑クロ経済学特殊研究 

趣味・特技  㡢ᴦ㚷㈹（主にクࣛࢩック）㸪ᅖ◻（ẁ） 

学生に推薦する本

・マーク・ࣖࢥマ=ࢻࣞࣕࢩ・ࣝーࣅン『「経済成長」の㉳源』ⲡᛮ社

退するのか⾶ࡐなࡣン『ᅜᐙࢯンࣅムズ・A・ロェࢪ=ࣝࢢࣔࢭ・ロンࢲ・

（上・下）』ࣀ・࣡࢝ࣖࣁンࣇィクࣙࢩンᩥᗜ

教員からの

メッセージ

 ዲወ心のンテࢼをᖖにᙇࡾᕠらࡋ㸪▱的に㈎ḧになって下さい。 

 。て下さいࡋことについてᚭᗏ的に᥈ồするようにࡓࢀて㸪⍆⥺にゐࡋࡑ 

略    歴

慶應義塾大学経済学部༞業 

慶應義塾大学大学院経済学研究科博士課程単位取得満期退学 

㈈ᅋ法人日本ࢠࣝࢿ࢚ー経済研究ᡤ総合研究部研究ဨ 

᪫ᕝ大学経済学部教授 

༡ࢽ࢛ࣝࣇࣜ࢝大学経済学部ᐈဨ教授 

 㟷᳃公立大学経営経済学部教授 

専 門 分 野 㠀⥺ᙧ経済ື学㸪」雑⣔経済学 

現在の研究テーマ ྠ期現㇟とࡋてのᬒẼᚠ⎔分ᯒ㸪ࢹータ㥑ືᆺ高ḟඖ㠀⥺ᙧࣔࣝࢹのྠᐃ

過去�年間の主要研究業績 

① Regional Synchronization during Economic Contraction: The Case of the U.S. and Japan, Applied 
Economics 55 (30), 3472–3486, 2023 (Published online: 05 Sep. 2022) [https://doi.org/10.1080, 
/00036846.2022.2115450]㹙ඹⴭ㹛

上記以外の研究業績（�点以内）

①  A Model of Market Structure Dynamics with Boundedly Rational Agents. In T. Terano et al. (Eds.): 
Agent-Based Approaches in Economics and Social Complex Systems V, 255–266, Springer, 2009㹙ඹⴭ㹛

② Dynamics of Market Structure Driven by the Degree of Consumer's Rationality, Physica A 389,
1041–1054, 2010㹙ඹⴭ㹛

③  Neural Basis of Economic Bubble Behavior, Neuroscience 265, 37–47, April 2014㹙ඹⴭ㹛

④  Intermittent Transition between Synchronization and Desynchronization in Multi-Regional Business 
Cycles, Structural Change and Economic Dynamics 44, 68–76, 2017㹙ඹⴭ㹛

⑤ Nonlinearity, Bounded Rationality, and Heterogeneity: Some Aspects of Market Economies as Complex 
Systems, Springer, February 2018. [https://link.springer.com/book/10.1007/978-4-431-54971-0] 㹙単ⴭ㹛

所 属 学 会

日本経済学会㸪日本地域学会㸪The Regional Science Association International㸪
㐍化経済学会㸪報ฎ理学会「▱能ࢩステム」研究会㸪

 The Society for Economic Science with Heterogeneous Interacting Agents㸪
ᩘ理社会学会㸪The European Social Simulation Association

― 271 ―



ふりがな かࢇࡋ ࡕࡄࢃいࡕ 

氏 名 ᕝ口 ┿一

職   名 教授 学   位 博士（経済学） 

主な担当科目
【学部】㈈政学、ࢥー࣏ࣞーࢼࣇࢺンス 

【大学院】㈈政学特論、㈈政学特殊研究 

趣味・特技 ᪑⾜・ᩓ歩 

学生に推薦する本 ࣇࢭࣙࢪ・(・スティࣜࢢッࢶ『ୡ⏺の99�を㈋ᅔにする経済』 

教員からのメッセージ

ఱも「⥅続ࡣ力なࡾ」です㸟 

大学の㸲年間を㏻ࡋて、様々な経済ၥ㢟や社会ၥ㢟を分ᯒできる

ᛮ⪃法を身につけてください。 

略    歴

慶應義塾大学大学院経済学研究科博士課程修、 

慶應義塾大学 㹁㹍㹃研究ဨ、 

ᮾிእᅜㄒ大学 㠀ᖖ講師、 

ෆ㛶ᗓ経済社会総合研究ᡤ 政策研究研修ဨ、 

㫽取⎔ቃ大学⎔ቃ報学部⎔ቃ政策学科 専任講師、准教授、

立正大学経済学部 准教授を経て、現職。 

専 門 分 野 ㈈政学、⛒⛯論、ࢥー࣏ࣞーࢼࣇࢺンス、学ᰯ法人会ィ 

現在の研究テーマ ⛯制と企業⾜ືに関する実ド分ᯒ、学ᰯ法人会ィを用いࡓ実ド分ᯒ 

過去5年間の主要研究業績

① 単ⴭ「私立大学の財務行動―パネルデータによる分析―」『立正大学経済学会ディスカッ
ション・ペーパー』 N2.7、2024年1月 

② 単ⴭ「研究㛤Ⓨᢞ資に関する実ド分ᯒ」『ドๆࣜࢼスࣕࢪࢺーࣝࢼ』57./92 N2.�、日本

ドๆࣜࢼスࢺ協会、2019年�月 

上記以外の研究業績（5点以内）

単ⴭ「ෆ㒊␃ಖ䛻関䛩䜛᳨ド㻌 䠉ྠ᪘会♫䛻䛚䛡䜛␃ಖ㔠ㄢ⛯䛾ほⅬ䛛䜙䠉」『経済学Ꮨ報』第66

巻4号、立正大学経済学会、2017年3月 

単ⴭ「スࢺック࣋ースのෆ部␃ಖと␃ಖ㔠課⛯」『&8& 9LHZ 	 9LVLoQ』No.35、千ⴥၟ科大学
経済研究ᡤ、2013年3月 

単ⴭ「ᰴᘧ㠀බ㛤ᴗ䛻䜘䜛⛒⛯ᅇ㑊⾜ື㻌 䠉ᴗ䝟䝛䝹デ䞊䝍䜢⏝䛔䛯ᐇドศᯒ䠉」『経済学Ꮨ

報』第62巻3号、立正大学経済学会、2012年12月

単ⴭ「ྠ᪘会社の␃ಖ㔠課⛯に関する実ド分ᯒ」『㈈政学研究』（日本㈈政学会ྀ書）第㸲巻、
᭷ᩫ㛶、200�年9月 

単ⴭ「,7ᢞ資ಁ㐍⛯制と企業⾜ື 㸫企業による特ูൾ༷と⛯㢠᥍㝖の㑅ᢥ㸫」『ドๆ経済研究
』第56号�日本ドๆ経済研究ᡤ、2006年12月 

所 属 学 会   日本㈈政学会、日本マ࣓ࢪࢿンࢺ学会 
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ふりがな かࡣࢃら  ࢇࡋや 

氏 名 Ἑཎ ఙဢ

職   名 教授 学   位 Ph.D. in Economics 

主な担当科目
【学部】ᅜ㝿経済学 

【大学院】ᅜ㝿経済学特論㸪ᅜ㝿経済学特研 

趣味・特技 ࣞࢺッ࢟ンࢢ㸪ࢻࢺ࢘ 

学生に推薦する本 大➉ᩥ㞝『➇த社会の歩き方』中公新書 

教員からのメッセージ 学生時代の貴重な時間を㉕ἑにࡋࡑて᭷ຠにά用ࡋてください 

略    歴

ྡྂᒇ大学経済学部༞業 

 大学大学院経済学科博士課程修ࣅロンࢥ・ࣗࢩティッࣜࣈ

⚟ᓥ大学経済経営学㢮ຓ教授㸪准教授 

立正大学経済学部准教授を経て現職 

専 門 分 野 ᅜ㝿㈠᫆論㸪⎔ቃ経済学㸪応用࣑クロ経済学 

現在の研究テーマ ᅜ㝿㈠᫆と⎔ቃ 

過去5年間の主要研究業績

① ③⦆経済学15講BASICࣜࣛࣈࣛ』 マクロ経済学15講』㸪新ୡ社㸪2023年㸬

② Production Relocation and Optimal Environmental Policy under Monopolistic 
Competition㸪Quarterly Journal of Rissho Economics Society㸪72(2023)：pp37-56㸬

③ Tourism and Trade in Differentiated Products㸪Quarterly Journal of Rissho Economics 
Society㸪71(2021)：pp67-92㸬

上記以外の研究業績（5点以内）

① 出㔞取ᘬ制度 ̾ 出ᯟの政的ᙳ㡪をᅇ㑊する̾ 㸪ዟ野ಙᏹ・ඵᮌ・小ᕝග ⦅

ⴭ『公ඹ経済学で日本を⪃える』第6❶ pp.77-91㸪中ኸ経済社㸪2017年㸬

② Welfare and Market-Access Effects of Piecemeal Tariff Reforms on the 
Environmentally Preferable Products㸪Journal of International Trade and Economic 
Development㸪23 (2014)：pp796-814㸬

③ Trade, Environment, and Market Access: Policy Reforms in a Small Open Economy㸪
Environment and Development Economics㸪19 (2014)：pp173-181㸬

④ Endogenous Lobby Formation and Endogenous Environmental Protection with 
Unilateral Tariff Reduction㸪Environmental and Resource Economics㸪57 (2014)：
pp41-57㸬

⑤ Electoral Competition with Environmental Policy as a Second Best Transfer㸪Resource 
and Energy Economics㸪33 (2011)：pp477-495㸬

所 属 学 会   日本経済学会㸪日本応用経済学会 
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ふりがな きࡣ ࡓら   かつ  のࡪ 

氏 名  ཎ ඞ ᐉ
職   名 教授 学   位   博士（㎰学） 

主な担当科目
【学部】マࣝクス経済学ᇶ♏、㎰業経済学1・2  

【大学院】地域㎰業⎔ቃ特論 地域㎰業⎔ቃ特殊研究 

趣味・特技

⨾術㤋ᕠࡾ、㡢ᴦ・ᫎ⏬㚷㈹、ᩓ歩 

テࢽスや野⌫をするのもዲきですが、యがືかなくなってきࡓので、᭱㏆ࡣも

っࡥらᫎ⏬をよくほに⾜くようになࡓࡋࡲࡾ。

学生に推薦

する本

バࣝࢨック『㎰Ẹ』上・下�ᒾἼᩥᗜ�、࣑࢚ーࣝ・ࣛࢰ『大地』上・下�ᒾἼᩥᗜ� 

ス࢛ࣞࣇ）『ム┿理教ࢨ』ᅄ�（新₻ᩥᗜ）、᳃Ọ༟㑻ⴭ�一�㹼�ーࣝ・バック『大地』ࣃ

、（ẖ日新⪺社、2023年）『（上・下）ࢻンࣔࣖࢲと⌔┿』出版、2023年）、᱒野ኟ生ⴭࢺ

㢠㈡⃢ⴭ『㟷をクࣅになって』（ᩥ⸤⛅、2023年）、 小ᯘᩥⴭ『࢝ティンの᳃のࣖ

、ᕝ㈼ⴭ『᳃ᯘにఱがおきているのか』（中ኸ公論新社ྜྷ、（Ἑ出書ᡣ新社、2023年）『ࢼࢽ

2022年）

教員からの

メッセージ

⚾が立正大学に㉱任ࡋてから༑年が経ってࡲࡋいࡋ。ࡓࡋࡲだいに࣑ࢮの

༞業生もቑえ、でࡣ༞業生ࡕࡓとのὶもᴦࡋみのࡦとつとなࡓࡋࡲࡾ。 

大学ࡣ、一方的にఱかを教ࢃるሙでࡣあࢇࡏࡲࡾ。学ၥを㏻ࡌて学生と教ဨ

がおいに学び合うሙです。積ᴟ的なプローࢳをおᚅࡋࡕておࡲࡾす。 

略    歴

1967年 2月 長野┴生ࢀࡲ 

19�9年 3月 ᮾி㎰業大学㎰学部㎰業経済学科 ༞業 

1995年 3月 ᾏ道大学大学院㎰学研究科㎰業経済学専ᨷ博士課程修 

1995年10月 ⛅⏣┴立㎰業短期大学 講師 

2001年 4月 ⛅⏣┴立大学短期大学部 ຓ教授 

（2001年 9月㹼2002年3月 バー࣑ン࢞ム大学（ࣜࢠス）ᐈဨ研究ဨ） 

2004年 4月 立正大学 ຓ教授、准教授を経て2010年㸲月よࡾ現職。

専門分野 ㎰業経済論、 地域経済論、 ᅵ地経済論 

現在の研究

テーマ

①2000年代日本資本主義の研究 

②㎰協「改革」に関する政経済的分ᯒ 

過去�年間の主要研究業績 

① 「┴㸯㎰協における組織・業⦅の実ែと課㢟㸫㹁┴㎰協の㸫」 

             『㎰業・㎰協ၥ㢟研究』（㎰業・㎰協ၥ㢟研究ᡤ、2024 年 3 月） 

② 「『ෆからのᢈุ』へのഛえを」『-$ 教育ᩥ化 :HE』（ᐙのග協会、2023 年 � 月配） 

③ 「日本の㣗ᩱᏳಖ㞀を⪃える」『月ห -$』（-$ 中、2022 年 9 月） 

④ ㎰協労連、2022）『ࡲ労㎰のなか』「ᡓதと㎰業・㣗ᩱࢼクࣛ࢘」 年 5 月） 

上記以外の研究業績（�点以内） 

① 「特㞟こࡲで㐍ࢇだか㎰協改革・㒔ᕷᆺ㎰協―-$ さがみ（神ዉᕝ┴）の取ࡾ組み―」   

 『㎰業と経済』7㺃� 月合ే号（ᇽ、201� 年 6月） 

② ・ඖᮌ・ⱌ・ཎ⦅ⴭ『21 ୡ⣖資本主義ୡ⏺のࣇロンティ』（ᢈホ社、2017 年） 

③ 「『制度とࡋての㎰協』の⤊↉と転換」小ᯘᅜஅ⦅ⴭ『ᾏ道から㎰協改革をၥう』 

（⟃Ἴ書ᡣ、2017 年 1 月） 

④ ཎ・Ᏻ⸨⦅ⴭ『多ᅜ⡠ࢿࢪࣅࣜࢢスと㎰業・㣗ᩱᨭ配』（᫂▼書ᗑ、2016 年）

⑤ ཎか「中ᒣ間㝈⏺地ᖏにおける『生άᆺ㎰業』のᒎ㛤と㎰協の課㢟

㸫新₲┴༑日⏫ᕷᯇஅᒣ地域における調査⤖ᯝ㸫」『㎰業・㎰協ၥ㢟研究』第 56 号

（2015 年 3 月）

所 属 学 会
政経済学・経済ྐ学会、経済理論学会、日本㎰業経済学会、 

日本㎰業経営学会、  日本協ྠ組合学会 な 
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ふりがな 㻌 䝬イ䜿䝹㻌 䝣䝺デリ䝑䜽㻌 䜽䝪㻌

氏 名 㻹㼕㼏㼔㼍㼑㼘㻌㻲㼞㼑㼐㼑㼞㼕㼗㻌㻷㼡㼎㼛

職   名
 )XOO�WLPH       

,QVWUXFWoU
学   位

㻹㼍㼟㼠㼑㼞㻌㼛㼒㻌㻭㼞㼠㼟㻌㻔㻹㻭㻕㻌

㻌 㻌㻌 㻌 㻌 㼀㻱㻿㻻㻸

主な担当科目

 (QJOLVK DV D )oUHLJQ /DQJXDJH �()/��  

 *OoEDO ,VVXHV� 0HGLD (PSoZHUPHQW�  

 %XVLQHVV (QJOLVK� 72()/�72(,&

趣味・特技
 +LNLQJ� 3KoWoJUDSK\� ,OOXVWUDWLoQ 	 'HVLJQ� 5HDGLQJ� 3oHWU\� 

&ooNLQJ� 7UDYHO

学生に推薦する本
7KH 2QH :oUOG 6FKooOKoXVH� (GXFDWLoQ 5HLPDJLQHG E\ 6DOPDQ .KDQ 

�2012�

教員からのメッセージ
6XGHQWV�  7UDYHO WKH ZoUOG�  (QJOLVK LV <285 NH\ Wo WKH ZoUOG.  <oX 

FDQ oSHQ WKH ZoUOG�

略    歴

㻿㼍㼚㻌㻲㼞㼍㼚㼏㼕㼟㼏㼛㻌㻿㼠㼍㼠㼑㻌㼁㼚㼕㼢㼑㼞㼟㼕㼠㼥㻘㻌㻿㼍㼚㻌㻲㼞㼍㼚㼏㼕㼟㼏㼛㻘㻌㻯㼍㼘㼕㼒㼛㼞㼚㼕㼍㻦㻌㻮㼍㼏㼔㼑㼘㼛㼞㻌㼛㼒㻌㻭㼞㼠㼟㻘㻌㻌

㻵㼚㼐㼡㼟㼠㼞㼕㼍㼘㻌㻭㼞㼠㼟㻌

㻯㼛㼘㼡㼙㼎㼕㼍㻌㼁㼚㼕㼢㼑㼞㼟㼕㼠㼥㻌㼀㼑㼍㼏㼔㼑㼞㼟㻌㻯㼛㼘㼘㼑㼓㼑㻘㻌㼀㼛㼗㼥㼛㻌㻯㼍㼙㼜㼡㼟㻦㻌㻹㼍㼟㼠㼑㼞㻌㼛㼒㻌㻭㼞㼠㼟㻘㻌㼀㻱㻿㻻㻸㻌

専 門 分 野   7HDFKLQJ (QJOLVK Wo 6SHDNHUV oI 2WKHU /DQJXDJHV �7(62/� 

現在の研究テーマ /HDUQHU 6HOI�&oQILGHQFH�0oWLYDWLoQ Wo VWXG\ (QJOLVK

過去 � 年間の主要研究業績

① 㻭㼟㼟㼑㼟㼟㼕㼚㼓㻌㻼㼍㼕㼞㻌㼀㼍㼜㼕㼚㼓㻌㻔㻼㼀㻕㻌㻱㼒㼒㼕㼏㼍㼏㼥㻦㻌㻭㻌㻮㼞㼛㼍㼐㼑㼞㻌㻸㼛㼛㼗㻌㼍㼠㻌 㻿㼑㼘㼒㻙㻯㼛㼚㼒㼕㼐㼑㼚㼏㼑㻌㼂㼍㼞㼕㼍㼎㼘㼑㼟㻌

ᖹᡂ 㻝䠕ᖺ㻌䠏᭶㻌㻷㼛㼙㼍㼦㼍㼣㼍㻌㼁㼚㼕㼢㼑㼞㼟㼕㼠㼥㻘㻌㻷㼛㼙㼍㼦㼍㼣㼍㻌㼁㼚㼕㼢㼑㼞㼟㼕㼠㼥㻌㻶㼛㼡㼞㼚㼍㼘㻌㼛㼒㻌㻳㼘㼛㼎㼍㼘㻌㻹㼑㼐㼕㼍㻌㻿㼠㼡㼐㼕㼑㼟㻌

㼂㼛㼘㻚㻌㻝 㻼㻚㻥㻥㻙㻼㻚㻝㻜㻤㻘㻌㻿㼛㼘㼑㻙㼍㼡㼠㼔㼛㼞㼑㼐㻘㻌 㻺㼛㼠㼑㻦㻌㼠㼔㼕㼟㻌㼍㼞㼠㼕㼏㼘㼑㻌㼍㼘㼟㼛㻌㼍㼢㼍㼕㼘㼍㼎㼘㼑㻌㼛㼚㼘㼕㼚㼑㻌㼍㼠㻦㻌㻌

㼁㻾㻸㻦㻌㼔㼠㼠㼜㻦㻛㻛㼍㼏㼏㼑㼚㼠㼟㼍㼟㼕㼍㻚㼛㼞㼓㻛㻝㻙㻟㻛㻷㼡㼎㼛㻚㼜㼐㼒㻌

② 㻭㼚㻌㼑㼤㼍㼙㼕㼚㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼛㼒㻌㼟㼠㼡㼐㼑㼚㼠㼟䇻㻌㼙㼛㼠㼕㼢㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼕㼚㻌㼠㼔㼑㻌㻼㼞㼍㼏㼠㼕㼏㼍㼘㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔㻌㼜㼞㼛㼓㼞㼍㼙㻌㼍㼠㻌㼅㼛㼗㼛㼔㼍㼙㼍㻌㻯㼕㼠㼥㻌㼁㼚㼕㼢㼑㼞㼟㼕㼠㼥㻌

ᖹᡂ 㻞㻞 ᖺ 㻠᭶㻌 㻌㼅㼛㼗㼛㼔㼍㼙㼍㻌㻯㼕㼠㼥㻌㼁㼚㼕㼢㼑㼞㼟㼕㼠㼥㻘㻌 㻌㼀㼔㼑㻌㻮㼡㼘㼘㼑㼠㼕㼚㻌㼛㼒㻌㼅㼛㼗㼛㼔㼍㼙㼍㻌㻯㼕㼠㼥㻌㼁㼚㼕㼢㼑㼞㼟㼕㼠㼥㻌

㻴㼡㼙㼍㼚㼕㼠㼕㼑㼟㻌 㼂㼛㼘㻚㻌㻢㻝㻘㻌㻯㼛㻙㼍㼡㼠㼔㼛㼞㼑㼐㻌㼣㼕㼠㼔㻌㻹㻚㻌㻼㼔㼥㼟㼕㼏㼗㻌㼍㼚㼐㻌㻹㻚㻌㻾㼍㼐㼏㼘㼕㼒㼒㼑㻌

㻟㻕㻌㻌㻌㻌㻼㼍㼕㼞㻌㼀㼍㼜㼕㼚㼓㻌㼀㼡㼞㼚㼟㻌㼀㼣㼑㼚㼠㼥㻦㻌㻭㻌㻺㼑㼣㻌㻸㼛㼛㼗㻌㼍㼠㻌㼍㼚㻌㻻㼘㼐㻌㻹㼑㼠㼔㼛㼐㻌

㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌ᖹᡂ 㻞㻡 ᖺ㻌㻤 ᭶㻌㻌㻌㻌㻾㼕㼟㼟㼔㼛㻌㼁㼚㼕㼢㼑㼞㼟㼕㼠㼥㻘㻌㼀㼔㼑㻌㻽㼡㼍㼞㼠㼑㼞㼘㼥㻌㻾㼑㼜㼛㼞㼠㻌㼛㼒㻌㻱㼏㼛㼚㼛㼙㼕㼏㼟㻌㻌

㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㼂㼛㼘㻚㻌㻢㻝㻌㻺㼛㻚㻌㻝㻌

㻠㻕㻌㻌㻌㻌㻭㼚㻌㻱㼤㼜㼘㼛㼞㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼛㼒㻌㼠㼔㼑㻌㻲㼕㼒㼠㼔㻌㻱㼟㼠㼍㼠㼑㻌㼘㼍㼚㼐㼟㼏㼍㼜㼑㻌㼠㼞㼛㼡㼓㼔㻌㼒㼕㼘㼙㻌

㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌ᖹᡂ 㻞㻣 ᖺ㻌㻝 ᭶㻌㻌㻾㼕㼟㼟㼔㼛㻌㼁㼚㼕㼢㼑㼞㼟㼕㼠㼥㻘㻌㼀㼔㼑㻌㻽㼡㼍㼞㼠㼑㼞㼘㼥㻌㻾㼑㼜㼛㼞㼠㻌㼛㼒㻌㻱㼏㼛㼚㼛㼙㼕㼏㼟㻌

㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㼂㼛㼘㻚㻌㻢㻠㻌㻺㼛㻚㻌㻞㻌㻙㻌㻟㻌

上記以外の研究業績（� 点以内）

① 㻼㼞㼑㼟㼑㼚㼠㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼠㼕㼠㼘㼑㼐㻌䇺㻼㼍㼕㼞㻌㼀㼍㼜㼑㻌㻾㼑㼏㼛㼞㼐㼕㼚㼓㻌㼒㼛㼞㻌㻲㼘㼡㼑㼚㼏㼥㻌㼍㼚㼐㻌㻲㼛㼞㼙䇻㻌ᖹᡂ䠎䠌ᖺ䠏᭶㻌㻰㼡㼎㼍㼕㻘㻌㼁㼚㼕㼠㼑㼐㻌㻭㼞㼍㼎㻌

㻱㼙㼕㼞㼍㼠㼑㼟㻘㻌 㻌㻝㻠㼠㼔㻌 㻵㼚㼠㼑㼞㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘㻌 㻯㼛㼚㼒㼑㼞㼑㼚㼏㼑㻌 㼍㼚㼐㻌㻱㼤㼔㼕㼎㼕㼠㼕㼛㼚㻘㻌 㼀㻱㻿㻻㻸㻌㻭㼞㼍㼎㼕㼍㻘㻌㼟㼛㼘㼑㻙㼜㼞㼑㼟㼑㼚㼠㼑㼞

所 属 学 会

-DSDQ $VVoFLDWLoQ oI /DQJXDJH 7HDFKHUV �-$/7��<oNoKDPD� &oOXPELD 

8QLYHUVLW\ $OXPQL $VVoFLDWLoQ -DSDQ �&8$$-��7oN\o� 7HDFKHUV 

&oOOHJH $OXPQL $VVoFLDWLoQ� NHZ <oUN
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ふりがな けいだ ࡲさࡺき 

氏 名 慶⏣ ᫀஅ

職   名 准教授 学   位 修士（経済学） 

主な担当科目
【学部】࣑クロ経済学ᇶ♏、マクロ経済学ᇶ♏ 

 クロ経済学࣑

趣味・特技 地ှ୕⤋、⟥、⬌ᘪの₇ዌ 

学生に推薦する本
ローࣞンス・ࣞッࢢࢩⴭ『ࣔࢥンズ』 

 『Ẹ主主義のᩛかࡣࢺッࢿンター』ンスティーンⴭࢧ・スࣕ࢟

教員からのメッセージ
「このୡに⢓ࡾᙉさにるものࡣない。」 

        第30代࣓࢝ࣜ合⾗ᅜ大⤫㡿 ࣅࣝ࢝ン・クーࣜッࢪ 

略    歴

上ᬛ大学経済学部༞業 

ᮾி大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学 

ᮾி大学21ୡ⣖&2(プロࣛࢢム ᣐⅬᙧ成特任研究ဨ 

ᮾி大学大学院経済学研究科 

     日本経済ᅜ㝿ඹྠ研究ࢭンター 学術ᨭ専㛛職ဨ 

2009年㹼 現職 

専 門 分 野 マクロ経済学、㔠⼥論、ᅜ㝿㔠⼥ 

現在の研究テーマ
⮬↛ゝㄒฎ理を用いࡓ㔠⼥政策と(6*の実ド分ᯒ 

 期ᚅと㔠⼥政策に関する実ド分ᯒࣞࣇン

過去5年間の主要研究業績

① 「᳜⏣総の下での㔠⼥政策の新ࡓな⯪出―⮬↛ゝㄒฎ理ࡣఱを教えてくࡓࢀか―」�2024�� 

⚟⏣ៅ一⦅『地政学的ࣜスクと日本経済：新ࡓな෭ᡓ時代における構造改革』� ᮾி大学出版

会 

② “+oZ /oXG LV D 6oIW 9oLFH" (IIHFWV oI SoVLWLYH VFUHHQLQJ oI (6* SHUIoUPDQFH oQ WKH -DSDQHVH 

oLO FoPSDQLHV�͇ �2024�� 5,(7, 'LVFXVVLoQ 3DSHU 6HULHV 24�(�002 �ZLWK <oVXNH 7DNHGD�. 

③  “7KH $UW oI &HQWUDO %DQN &oPPXQLFDWLoQ� $ 7oSLF $QDO\VLV oQ :oUGV XVHG E\ WKH %DQN 

oI -DSDQ
V *oYHUQoUV�͇�2019�� 5,(7, 'LVFXVVLoQ 3DSHU 6HULHV 19�(�03� �ZLWK <oVXNH 

7DNHGD�. 

上記以外の研究業績（5点以内）

① “(QWUHSUHQHXUVKLS DQG FDSLWDO LQYHVWPHQW� $QoWKHU H[SODQDWLoQ IoU WKH VOXPS LQ FDSLWDO 

LQYHVWPHQW XQGHU GHIODWLoQ͇�201��� 3XEOLF 3oOLF\ 5HYLHZ� YoO. 14� LVVXH 3� SS.4�9�510 

�ZLWK 6KLQ�LFKL )XNXGD DQG 0XQHKLVD .DVX\D� 

② “&HQWUDO EDQN FoPPXQLFDWLoQ VWUDWHJLHV� $ FoPSXWHU�EDVHG QDUUDWLYH DQDO\VLV oI WKH %DQN 

oI -DSDQ
V *oYHUQoU .XUoGD͇ �201��� LQ 6. (LMIIQJHU DQG '. 0DVFLDQGDUo �HG.� +DZNV DQG 
'oYHV� 'HHGV DQG :oUGV � (FoQoPLFV DQG 3oOLWLFV oI 0oQHWDU\ 3oOLF\PDNLQJ� SS.137�142� 
&(35 3UHVV �ZLWK <oVXNH 7DNHGD�  

③ “$ 6HPDQWLF $QDO\VLV oI 0oQHWDU\ 6KDPDQLVP� $ FDVH oI WKH %2-
V *oYHUQoU +DUXKLNo .XUoGD͇ 

�2017�� 5,(7, 'LVFXVVLoQ 3DSHU 6HULHV 17�(�011 �ZLWK <oVXNH 7DNHGD�. 

所 属 学 会   日本経済学会、日本㔠⼥学会 
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ふりがな   こう  いく 

氏 名 㯤 
職   名 講師 学   位 博士（ᩥ学） 

主な担当科目
【学部】ᮾࢪのᩥ化と社会㸯・㸰、中ᅜㄒ㸯&・㸰&、

中ᅜㄒ㸯'・㸰' 

趣味・特技 博≀㤋ࡾࡄࡵ、ㄞ書 

学生に推薦する本
Ἴᚊ子『中ᅜᩥ学のទࡋきୡ⏺』ᒾἼ書ᗑ、2017年 

ឿḠ『୕యϨϩϪ』᪩ᕝ書ᡣ、2024年 

教員からの

メッセージ
大学で人と学ၥと出合うᴦࡋさをぢつけࡻࡋࡲう。 

略    歴

ி師⠊大学እᅜㄒゝᩥ学学院༞業 

⟃Ἴ大学大学院人ᩥ社会科学研究科博士๓期課程修  

総合研究大学院大学ᩥ化科学研究科博士ᚋ期課程修 

ிㄒゝ大学ᮾிᰯ、日本ዪ子大学、㟷ᒣ学院大学、専修大学㠀ᖖ講師 

ᅜᩥ学研究資ᩱ㤋特任ຓ教 

専 門 分 野 日本中ୡᩥ学、日中ẚ㍑ᩥ学 

現在の研究テーマ 中ᅜのᚿ小ㄝに関する日中ẚ㍑研究

過去�年間の主要研究業績 

①「『ዀሀᚿ』にぢらࢀる㨣神と日本におけるཷ容」、『ᅜᩥ学研究資ᩱ㤋⣖せ・ᩥ学研究⠍』

4�、131�166、2022年 

②「『ዀሀᚿ』におけるື≀ㄝヰの特ᚩをࡄࡵって」、『ㄝヰ』13、110�121、2019年 

③「す・₫ᓅのᐦ㏻ㄝヰをࡄࡵって―『新ⴥ㞟』からᮁャྂὀࡲで」、『ࢪ㐟学223日本人

と中ᅜᨾ―変ዌする▱のୡ⏺』、�5�9�、201�年 

④「ᨾᐑ博≀院ⶶྂᢒ本『ⵚồ』のḍእὀについて」、『ᮾὒᩥ化』ห115号、2��44、201�年

上記以外の研究業績（�点以内）

①「日本におけるㅰ㟋㐠「㏙♽ᚨリ」のཷ容についてのぬえ書き」、『ࢪ㐟学240භᮅᩥ化と日

本―ㅰ㟋㐠というどᗙから』、140�146、2019年 

②「『ᚐ↛ⲡ』の中ᩥヂと₎ᩥヂ」、『総研大ᩥ化科学研究』12号、1�16、2016年 

③「『ᚐ↛ⲡ』における₎⡠ཷ容の方法―『ⓑẶᩥ㞟』のሙ合―」、『第3�ᅇᅜ㝿日本ᩥ学研究㞟

会会議㘓』、47�71、2015年 

④「₎ヂさࢀる『ᚐ↛ⲡ』の一方法―㏆ୡ期වዲ伝との関ࡾࢃ―」、『ㄝヰ』12号、�7�96、2014

年 

⑤「₎ヂさࢀる『ᚐ↛ⲡ』 ―␗✀『ⵚồ』をࡄࡵって―」、『総研大ᩥ化科学研究』10号、43�64、

2014年

所 属 学 会
⟃Ἴ学日本ㄒ日本ᩥ学会䚸₎ẚ㍑ᩥ学会䚸୰ୡᩥ学会䚸日本㏆ୡᩥ学会䚸EAJS䠄䝶
䞊䝻䝑䝟日本研究協会䠅
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ふりがな   こࡤやࡓ ࡋかࡩみ 

氏 名 小ᯘ 㝯ྐ
職   名   准教授 学   位  博士（社会ᕤ学） 

主な担当科目 経済ࣇィーࣝ࣡ࢻーク㸪㒔ᕷ経済学 

趣味・特技  温泉㸪ࢣ࢜ࣛ࢝ 

学生に推薦する本
 㟷ᮌ義ḟ『㟷ᮌ義ḟのィ⏬Ⓨ法』ᙲᅜ社㸪2009㸬 

ຍ⣡᭸子『ななつのこ』ඖ᥎理ᩥᗜ㸪1992㸬 

教員からの

メッセージ
 「⦪のつながࡾ㸪ᶓのつながࡾ」を大にࡋよう㸬 

略    歴

⟃Ἴ大学    第୕学⩌社会ᕤ学㢮㒔ᕷィ⏬主専ᨷ ༞業 

⟃Ἴ大学大学院 一㈏制博士課程ࢩステム報ᕤ学研究科 修 

⟃Ἴ大学大学院 ࢩステム報ᕤ学研究科 研究ဨ 

⟃Ἴ大学    ࢩステム報ᕤ学研究科ࣜスクᕤ学専ᨷ ຓ教 

ᾏ道大学   経済学研究科 ຓ教 

ᮾிᕤ業大学  報理ᕤ学研究科報⎔ቃ学専ᨷ 特任ຓ教 

専 門 分 野  㒔ᕷ地域ィ⏬㸪ࣞ࣌࢜ーࣙࢩンズ・ࣜࢧーࢳ 

現在の研究テーマ 地域資源ά用策のᐃ㔞化㸪⮬↛ࢠࣝࢿ࢚ーᑟධと地域構造

過去�年間の主要研究業績 

① “ついでᆺタᢞ⚊ࣔࣝࢹ㸫Ẹពと᭱㐺のタ配⨨㱈㱒に着目ࡋて㸫͇（ඹⴭ）㸪『㒔ᕷィ⏬

論ᩥ㞟』㸪No.57�3㸪2022㸪SS.101��1024㸬 

② ᬒほのᐃ㔞化㸫すኳ地域の地域⯆をぢᤣえて㸫͇（ඹⴭ）㸪『*,6㸫理論とࢺࣛ࣡ࢺ“

応用』㸪9oO.30㸪No.2㸪2022㸪SS19�29㸬 

③ て㸫ࡋすᙳ㡪㸫Ẹពと社会的᭱㐺との㱈㱒に着目ࡰタࣝ化が་⒪タ㞟⣙にཬࢪࢹ“ （͇ඹⴭ）㸪

『応用地域学研究』㸪No.25㸪2021㸪SS.15�26㸬 

④ “㟁ᰕとᒣとの重なࡾに着目ࡓࡋἢ道ࢩーク࢚ンスᬒほのᩘ理的⪃ᐹ͇（ඹⴭ）㸪『㒔ᕷィ⏬

論ᩥ㞟』㸪No.56�3㸪2021㸪SS.11�4�1190㸬 

⑤ “᪤Ꮡᩜ地が道㊰ᩚഛへえうるᙳ㡪に関するゎᯒ （͇ඹⴭ）㸪『*,6㸫理論と応用』㸪9oO.2�㸪

No.2㸪2020㸪SS41�50㸬 

ն “公用㌴㟁ື化とᗈ域連携による⿕⅏時㟁源☜ಖ㸫2015年ᖖ総ᕷỈᐖを㋃ࡲえて㸫͇（ඹⴭ）㸪

『㒔ᕷィ⏬論ᩥ㞟』㸪No.55�3㸪2020㸪SS.1100�1106㸬 

上記以外の研究業績（�点以内）

① “地方においてᑎ院ࡣぢᏲࢧື⛣・ࡾーࣅスᣐⅬとなࡾうるか （͇ඹⴭ）㸪『㒔ᕷィ⏬論ᩥ㞟』㸪

No.54�3㸪2019㸪SS.14�3�14�9㸬 

② “制度的・地理的㝸⤯せ⣲に着目ࡓࡋ地域間ぶᐦ度の可ど化 � 関㛛地域をとࡋて（͇ඹⴭ）㸪

『ィ⏬⾜政』㸪No.36�4㸪2013㸪SS.50�59. 

③ “ኴ㝧ගⓎ㟁ᬑཬ社会にࡴけࡓ㒔ᕷ✵間におけるᘓ⠏制㝈͇（ඹⴭ）㸪『⎔ቃඹ生』㸪No.19㸪

2012㸪SS.44�54㸬 

④ “日本における地域間ᾘ㈝⛯➇த͇（ඹⴭ）㸪『応用地域学研究』㸪No.12㸪2007㸪SS.55�67. 

⑤ “$QDO\WLFDO 0oGHO oI 9LVLELOLW\ oI D /DQGPDUN͇�ඹⴭ�㸪 *HoJUDSKLFDO $QDO\VLV� No.37� 
2005� SS.336�349㸬

所 属 学 会
日本䜸䝨䝺䞊䝅䝵ン䝈䞉リ䝃䞊䝏学会䠈日本㒔ᕷィ⏬学会䠈ᛂ⏝ᆅᇦ学会䠈

日本⎔ቃඹ⏕学会䠈日本ィ⏬⾜ᨻ学会䠈日本ᘓ⠏学会
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ふりがな こばやし みき

氏 名 小林 幹
職   名 准教授 学   位 博士(情報学) 

主な担当科目 【学部】数学基礎, 経済数学

趣味・特技 ゴルフ スノーボード サウナ

学生に推薦する本 ジェイムズ・グリック 「カオス-新しい科学をつくる」新潮文庫
合原一幸 編著「社会を変える驚きの数学」ウェッジ選書３２地球学シリーズ

教員からの
メッセージ

様々な事に疑問を持ち、それらを解決するための努力を惜しまないで下さい。
大学はそれをするための環境が整っています。

略    歴 東北大学原子分子材料科学高等研究機構助教

専 門 分 野 非線形力学系の解析と制御

現在の研究テーマ 機械学習の数理的構造の解明
非線形制御理論を用いた確率過程の制御

過去 5年間の主要研究業績
① Laminar chaotic saddle within a turbulent attractor, Physical Review E (2024)[共著]
② Minimal model for reservoir computing, Physica D 470 134360 (2024)[共著]
③ Mathematical analysis of the Wiener processes with time-delayed feedback, AIP 

advances 14 , 095219 (2024)[ඹⴭ]
④ Lyapunov analysis of data-driven models of high dimensional dynamics using reservoir 

computing: Lorenz-96 system and fluid flow, Journal of Physics; Complexity 5, 025024 
(2024)[ඹⴭ]

⑤ Characterizing small-scale dynamics of Navier-Stokes turbulence with transverse 
Lyapunov exponents: A data assimilation, Physical Review Letters 131 254001 
(2023)[ඹⴭ]

⑥ Dynamical system analysis of a data-driven model constructed by reservoir computing, 
Physical Review E 104, 044215 (2021)[共著]

⑦ 産業構造の特性に関するネットワーク分析, 立正大学経済学季報, 71巻 1号, p.39 
(2021)[共著] 

上記以外の研究業績（5点以内）
①Control of deterministic diffusion generated by chaotic dynamical systems through time 

delayed feedback control, Nolta journal, Vol. 9, Issue 2, pp. 196-203 (2018). 
②Time-delayed feedback control of diffusion in random walkers, Phys. Rev. E, 96,  

012148 (2017) [共著]
③Network analysis of chaotic systems through unstable periodic orbits, CHAOS, 27,

081103 (2017) [共著]

所 属 学 会 応用数理学会、情報通信学会
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ふりがな   こࡲつ  ࡺࢁࡦき 

氏 名 小ᯇ ᏹ⾜
職   名 特任講師 学   位 修士（経済学） 

主な担当科目 【学部】࣑クロ経済学ᇶ♏、マクロ経済学ᇶ♏、⤫ィ学 

趣味・特技 ື≀ほᐹ、ㄞ書、⾤歩き、㡢ᴦⓎ᥀ 

学生に推薦する本

 ン（℧⃝ᘯ㸭ᮌᮧ ヂ）࣑ࣛン・マクࣙࢪ

『新版 ᕷሙをる』慶應義塾大学出版会、2021年 

 ンス（日㧘ᩄ㝯㸭ᓊ⏤㸭⩚⏣⠇子㸭ᆶỈ㞝 ヂ）࢟ーࢻ・ࢻーࣕࢳࣜ

  『ᕫ的な㑇伝子（㸲㸮࿘年記ᛕ版）』⣖ఀᅧᒇ書ᗑ、201�年 

 新₻社、2020年『⬻࣍スマ』ン（ஂᒣⴥ子 ヂ）ࢭンࣁ・ࣗࢩࢹン

教員からの

メッセージ
 。うࡻࡋࡲ組みࡾく取ࡋなことも「㠃ⓑさ」をぢつけてᴦࢇ

略    歴

慶應義塾大学経済学部 ༞業 

慶應義塾大学大学院経済学研究科 修士課程 修 

慶應義塾大学大学院経済学研究科 ᚋ期博士課程 単位取得退学 

公┈㈈ᅋ法人୕⳻経済研究ᡤ 専任研究ဨ 

ᰴᘧ会社࣑ࣀࢥ࢚クスࢨࢹン ࣜࢧーࢩࢳスタンࢺ㸭࣑ࣀࢥ࢚スࢺ 

神ዉᕝ大学㠀ᖖ講師 

専 門 分 野 社会的㑅ᢥ理論、ࢤーム理論、࣓ࢽ࢝ズムࢨࢹン 

現在の研究テーマ ࣞーティンࣝࢢーࣝの理論的研究

過去�年間の主要研究業績 

① “&KDUDFWHUL]DWLoQV oI DSSUoYDO UDQNLQJ͇（ㄆᢞ⚊によるࣛン࢟ンࣝࢢーࣝの公理的特ᚩ

付け）、0DWKHPDWLFDO 6oFLDO 6FLHQFHV、9oO.12�� SS.1��24� 2024年【単ⴭ】 

② 「2023年 (FoQoPHWULF 6oFLHW\ $VLDQ 6FKooO LQ (FoQoPLF 7KHoU\（1）」（$ULHO 5XELQVWHLQ 

教授講₇のゎㄝ論ᩥ）、『୕⏣学会雑誌』、116巻3号、2023年【ඹⴭ】 

上記以外の研究業績（�点以内）

所 属 学 会
日本⤒῭学会
The Econometric Society 
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ふりがな さくらい     かつࢁࡦ ┿ 

（2.5FP;3.5FP� 
氏 名 Ḉ  一 ᏹ

職   名 教 授 学   位   博士（学術） 

主な担当科目

【学  部】⎔ቃィ⏬論㸪㒔ᕷ・地域分ᯒ㸪

          ⎔ቃ科学㸪経済ࣇィーࣝ࣡ࢻーク 

【大学院】⎔ቃ政策特論㸪㒔ᕷ⎔ቃ特論

趣味・特技 ᪑⾜㸪ࣈࣛࢻ㸪ࢧッ࢝ーほᡓ㸪野⌫ほᡓ 

学生に推薦する本 ྖ㤿㑈ኴ㑻『❳㤿がࡺく』 

教員からのメッセージ

大学生とࡋての貴重な時間をᴦࡋく・᭷ព義に・いなく㐣ࡋࡈて

なことに⯆をᢪき㸪ࢁいࢁす㸬ዲወ心をもっていࡲいとᛮいࡋ

よくほᐹࡋ㸪⪃え㸪調ࡓ上で“科学的”分ᯒにࡋࣛࢺて下さい㸬 

略    歴

⟃Ἴ大学大学院博士課程生⎔ቃ科学研究科修 

㈈ᅋ法人日本地域㛤Ⓨࢭンター 研究ဨ 

⟃Ἴ大学生⎔ቃ科学研究科 博士特ู研究ဨ 

㈈ᅋ法人ࢩップ・ン࢜・ࢻーࣕࢩン㈈ᅋ ᾏὒ政策研究ᡤ 研究ဨ 

ᾏὒ政策研究㈈ᅋ 研究ဨ㸪ྡྂᒇ産業大学 プロࢪェクࢺ研究ဨ 

現ᅾに⮳る 

専 門 分 野 ⎔ቃ政策ホ౯㸪ὶ域・ἢᓊ域管理政策㸪㒔ᕷ地域ィ⏬ 

現在の研究テーマ ὶ域ᅪ⎔ቃ経済分ᯒ㸪㣗ᩱ資源ᚠ⎔㸪ほග経済㸪地域資源ホ౯ 

過去5年間の主要研究業績

① “Japanese Forest Conservation System: The Forest Environment Tax,” Sustainable Forest 
Management - Surpassing Climate Change and Land Degradation, IntechOpen, 2024, 224p. DOI: 
10.5772/intechopen.1004223 

② “㞳ᓥの༙ᓥ化と⛣ఫ -࿘㜵大ᓥ⏫を中心に-,” 日本ࣞ࣌࢜ーࣙࢩンズ・ࣜࢧーࢳ学会2022
年Ꮨ研究Ⓨ⾲会ࣈスࣛࢺクࢺ㞟, 2022 

③ “The Economic Impact of the Inland Water Fisheries/Aquaculture Industry: The Case of the Eel 
Industry in Japan,” Regional Science Policy & Practice, Vol.13, Issue 6, 2021, pp.1729-1749. 

上記以外の研究業績（5点以内）

① 学会⛅Ꮨ研究Ⓨ⾲会ࢳーࢧࣜ・ンズࣙࢩーࣞ࣌࢜ムのMaaS化,”『日本ࢪースタ࢝ッࢧ“

  .㞟』, 2019, pp.42-43ࢺクࣛࢺスࣈ
② “An Evaluation of Environmental Load Reduction in Mikawa Bay: The Input-Output Model 

Approach,” Theoretical and Empirical Analysis in Environmental Economics, Springer, 2019, 
pp.167-183. 

③ “人生100年時代をព㆑ࡓࡋJࣜー࢞ー年齢のᇶ♏分ᯒ,”『日本ࣞ࣌࢜ーࣙࢩンズ・ࣜࢧーࢳ

学会Ꮨ研究Ⓨ⾲会ࣈスࣛࢺクࢺ㞟』, 2019, pp.58-59.  
④ “Evaluation of the Water-environment Policy in the Toyogawa Basin, Japan,” Socioeconomic 

Environmental Policies and Evaluations in Regional Science, Springer, 2016, pp.651-666.  
⑤ “㎰地政策の転換におけるᅵ地改Ⰻ法のၥ㢟Ⅼ -ᅵ地改Ⰻ༊の業における代⾲性の分

ᯒ,”『ᅵᮌ学会論ᩥ㞟B1（Ỉᕤ学）』, Vol.70, No.4, I_283-I_288, 2014. 

所 属 学 会

日本地域学会㸪The Regional Science Association International㸪
日本⎔ቃඹ生学会㸪⎔ቃ報科学ࢭンター㸪

日本 ‴経済学会中部部会㸪ᮾࢪ㫐学会㸪

日本ࣞ࣌࢜ーࣙࢩンズ・ࣜࢧーࢳ学会
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ふりがな さなだ ࡣるこ 

氏 名 ┿⏣ 子

職   名 教授 学   位 博士�日本ㄒ日本ᩥ学� 

主な担当科目
【学部】日本ㄒ⾲現法 報ᇶ♏ ࢼ࣑ࢮーࣝ 

【大学院】地域ᩥ化特論 

趣味・特技  ࣚーロッࣃのᘓ⠏をぢること 

学生に推薦する本  ࢘ン࢚・ࢺࣝ࣋ーࢥ『論ᩥస法』⪋立書ᡣ 

教員からのメッセージ

 学生時代にᮍ来の⮬分への✀をⵗこう。 
 。て下さいࡋなことも⯆を持って積ᴟ的に᥈ồࢇ 
 。すࡲࡕとえ小さな経㦂でも社会に出てからពእにᙺに立ࡓ 
 ⮬分が▱らなかっࡓୡ⏺に、㠃ⓑいことや⣲ᬕらࡋいこととの 
 出会いがあるかもࢇࡏࡲࢀࡋ。 

略    歴

学⩦院大学ᩥ学部ᅜᩥ科༞業。日本㹇㹀㹋�ᰴ�ࢩステムズ・࢚ンࢽࢪ
日本ㄒ日本ᩥ学専�務を経て、学⩦院大学大学院人ᩥ科学研究科
ᨷ�博士๓期課程修、ྠ大学院博士ᚋ期課程単位取得退学。ࢶࢻ
学術ὶ会�'$$'�短期ዡ学生とࡋてࣜࢺ・ࢶࢻ大学ィ㔞ゝㄒ学
科、࣎ッࣇム大学ゝㄒ学研究ᡤに研究ᅾ。日本学術⯆会特ู研究
ဨ、㒔␃ᩥ科大学・ᮾி学ⱁ大学・立正大学・法政大学➼㠀ᖖ講師、
ᇸ⋢学ᅬ大学准教授、ྠ教授を経て現職に⮳る。 

専 門 分 野
 日本ㄒ学・ィ㔞ゝㄒ学・日本ㄒྐ 
 �現代日本ㄒཬび᫂時代から現代ࡲでのゝㄒ変化のィ㔞的分ᯒ� 

現在の研究テーマ  日本ㄒのㄒᙡのィ㔞的分ᯒ、学術用ㄒのᐃ着㐣程の᳨ド 

過去�年間の主要研究業績

①「『ဴ学Ꮠᙡ』のぢ出ࡋㄒとࣇェࣀロࢧ講義「ဴ学ྐ」」㏆代ㄒ学会⦅『㏆代ㄒ研究』第23
㞟, 2022年9月 Ṋⶶ野書院

②「ᩥの長さと⠇の長さの「⮬↛な」ᆒ⾮に関する研究― ⩻ヂᩥへの0HQ]HUDWK�$OWPDQQの法
๎の㐺用 ―」『ィ㔞ᅜㄒ学』33巻3号（特㞟「新ࡋいㄒᙡ研究」ᣍᚅ論ᩥ）� SS.114�129� 
2021年12月 

③「᫂期におけるࢶࢻ科学用ㄒのཷ容」『ࢶࢻㄒと向き合う』2020年8月 書ᡣࡌつࡦ

上記以外の研究業績（�点以内） 

①「Quantitative aspects of the clause: length, position and depth of the clause」2019年10月 Journal 
of Quantitative Linguistics, vol. 26-4, pp. 306-329 

②「Negentropy of dependency types and parts of speech in the clause」『Quantitative analysis of 
dependency structures (Book series Quantitative Linguistics』2018年10月 Berlin & New York: Walter 
de Gruyter
③『日本ㄒ大』�ඹⴭ� 2014年10月 ᮅ書ᗑ 
④ᣍᚅ講₇「᫂期の学術用ㄒが一⯡化するࡲで」日本ㄒ学会2014年度Ꮨ大会70࿘年記ᛕࢩ
ン࢘ࢪ࣏ム「学術日本ㄒのṔྐとᮍ来ʊ大学教育ᅜ㝿化時代を㏄えて」2014年5月 
⑤『講ᗙ,7と日本ㄒ研究・第�巻㉁ၥ調査法と⤫ィฎ理』�ඹⴭ� 2012年6月 ᮅ書ᗑ

所 属 学 会
ィ㔞ᅜㄒ学会�理・⦅㞟長�・日本ㄒ学会（⦅㞟ጤဨ）・ 
ᅜ㝿ィ㔞ゝㄒ学会�ࢪᢸᙜ理� 
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ふりがな すࡂもと ࡻࡾうへい 

氏 名 ᮡ本 Ⰻᖹ
職   名 特任講師 学   位 修士（経済学）

主な担当科目
⤫、♏クロ経済学₇⩦、マクロ経済学₇⩦、ᩘ学ᇶ࣑

ィ学ᇶ♏

趣味・特技 将Ღ、書道 

学生に推薦する本

日本経済新⪺社⦅（2024）『Q&A 日本経済のࣗࢽースがࢃかる㸟2025 年
版』日本経済新⪺出版。

教員からの

メッセージ

経済学をᴦࡋく学びながら、ᖖに高い目ᶆを持って㐩成できるようにດ
力ࡻࡋࡲࡋう。

略    歴

関ᮾ学院大学経済学部༞業
᫂大学大学院政経済学研究科博士๓期課程修
᫂大学大学大学院ၟ学研究科博士ᚋ期課程単位取得満期退学
㟁力中ኸ研究ᡤ協力研究ဨ
ෆ㛶ᗓ経済社会総合研究ᡤᅜẸ経済ィ⟬部研究専㛛職
ᮾி⚟♴大学特任講師

専 門 分 野 クロ経済学、マクロ経済学、ィ㔞経済学、ᬒẼ変ື論࣑

現在の研究テーマ
ータによるᬒẼ変ື分ᯒࢹムタࣝࣜ
 ス経済におけるᬒẼ指ᶆの㛤ⓎとᬒẼணࣅーࢧ

過去�年間の主要研究業績 
ィࣝターとࣇンࢺ࣑ࣝࣁ」① HP ィࣝターによるࣇ GDP ータ改ᐃに関すࢹップの᥎ᐃとࣕࢠ

る一⪃ᐹ」立正大学経済学会⦅『経済学Ꮨ報』第 74巻、第 1号、pp.23-47、2024年。
②「RSVDによるᏘ⠇調ᩚとၟ業ືែ⤫ィ調査のࢹータ改ᐃに関する一⪃ᐹ」立正大学経済学

会⦅『経済学Ꮨ報』第 73巻、第 1号、pp.57-78、2023年。
③「第 3ḟ産業άື指ᩘの主せ業✀ูにおけるࢹータ改ᐃとࣃン࣑ࢹックἣに関する一⪃ᐹ」

立正大学経済学会⦅『経済学Ꮨ報』第 71巻、第 4号、pp.105-132、2022年。
④「第 3ḟ産業άື指ᩘのࢹータ改ᐃに関する一⪃ᐹ」『ᮾி⚟♴大学・大学院⣖せ』第 9巻、

第 1-2合ే号、pp.3-20、2019年。
上記以外の研究業績（�点以内）

①「㟁中研短期マクロィ㔞経済ࣔࣝࢹ 2012Ɇ㈈政ᩘの変化と㟈⅏ᚋの⠇㟁㔞の᥎ᐃɆ」㟁力
中ኸ研究ᡤ報告、Y12032、pp.1-36、2013年（ᯘ⏣ඖᑵ、間℩貴அとඹⴭ）。

②「㛤ᨺ経済における IS-MP分ᯒとࢪඹ㏻㏻㈌のᑟධの㠀について」『応用経済学研究』
第 5巻、ວⲡ書ᡣ、pp.104-121、2011年。

③「日本の地域における IS-MP分ᯒによる経済ࣙࢩックの対⛠性に関する一⪃ᐹ」『応用経済
学研究』第 4巻、ວⲡ書ᡣ、pp.14-29、2010年。

④「日本とࣜࢠスにおける成長とᚠ⎔のせᅉ分ᯒ」『ᕞ経済学会年報』第47㞟、ᕞ経済学
会⦅、pp.75-79、2009年。

⑤「ᐙィと企業の期ᚅを┒ࡾ㎸ࢇだᬒẼุ᩿に関する⪃ᐹ」『ᕞ経済学会年報』第46㞟、ᕞ
経済学会⦅、pp.67-74、2008年。

所 属 学 会
日本経済学会、日本応用経済学会、ᬒẼᚠ⎔学会、ᕞ経済学会、経済
教育学会 

― 283 ―



ふりがな ࡓࡾࡏ   こうࡌ 

氏 名 ⱂ⏣ ᾈྖ

職   名 教授 学   位  修士 

主な担当科目
【学部】㛤Ⓨ経済学、多ᅜ⡠企業論、ࢢローバࣝ産業論 

【大学院】㛤Ⓨ経済学特論、㛤Ⓨ経済学特研

趣味・特技 㡢ᴦ㚷㈹ 

学生に推薦する本
 ス『ᅜᐩ論』࣑ム・スࢲ

 『ン 経済学ࢯ࢚ࣝムࢧ』ス࢘ࣁࢻーࣀ .:、ンࢯ࢚ࣝムࢧ .3    

教員からのメッセージ

    

 ᖜᗈい▱的関心をもって様々な経㦂をࡋ、⮬分に合っࡓ方向性をぢ出ࡋて 

 いってください。ࡓࡲできるだけ多くの௰間をつくってください。 

略    歴

᭱⤊学Ṕ：ᮾி大学 大学院総合ᩥ化研究科 博士課程 単位修得満期退学。 

職Ṕ：ඹྠ㏻ಙ社記者、ᮾி大学ຓᡭ、ᖇி大学経済学部専任講師、 

 㔲㊰公立大学経済学部准教授、立正大学経済学部准教授を経て、 

 現職。 

専 門 分 野 㛤Ⓨ経済学、ࣛテン࣓࢝ࣜ経済、多ᅜ⡠企業論 

現在の研究テーマ
Ⓨᒎ㏵上ᅜの経済Ⓨᒎに対する経済ࢢローバࣝ化のᙳ㡪㸫࣓ࢥࢩ࢟とࢪࣛࣈ

ࣝ⮬ື㌴産業のを中心に 

過去5年間の主要研究業績

①単ⴭ  「*9&プローࢳと࣓ࢥࢩ࢟⮬ື㌴産業」 『経済志林』 第�9巻 第2号� 2022年3月。

② 単ⴭ「࣓ ࣛ࢟マ・ࢥࢩ࢟ ーࣛࢻ の�0年㸫成長の㌶㊧とྠ ᅜ㛤Ⓨᡓ␎へのྵ ព㸫�下�」『経済学Ꮨ報』第�9巻第�
号、2020年3月。

③ 単ⴭ「࣓ ࣛ࢟マ・ࢥࢩ࢟ ーࣛࢻ の�0年㸫成長の㌶㊧とྠ ᅜ㛤Ⓨᡓ␎へのྵ ព㸫�上�」『経済学Ꮨ報』第��巻第�
号、2019年3月。

上記以外の研究業績（5点以内）

① 単ⴭ「経済ࢢローバࣝ化と࣓ࢥࢩ࢟⮬ື㌴産業㸫ᅜෆ部ရ産業に対する多ᅜ⡠企業ᡓ␎のンࣃクࢺ」 

第�1巻『経済ࢪ』   第3号、2000年3月。   

② 単ⴭ「⮬ື㌴・㟁機㟁子産業と࣓ࢥࢩ࢟のマࢻࣛ࢟ーࣛ㸫マࣛ࢟ᆺⓎᒎᡓ␎の㝈⏺」Ἑᮧဴ⦅『ࢢロー 

   バࣝ経済下の࣓࢝ࣜ日⣔ᕤሙ』�第Ϩ部「⡿日⣔ᕤሙをࡄࡵる経済・経営⎔ቃと企業ᡓ␎」の第�❶�、 
   ᮾὒ経済新報社、200�年�月。 

③単ⴭ「ࢢローバࣜࢮーࣙࢩン時代における࣓ࢥࢩ࢟⮬ື㌴産業のⓎᒎとࡑの課㢟」『ᾏእᢞ⼥資』 第20巻
   第�号、2011年11月。

④ 単ⴭ「ࣝࢪࣛࣈにおける⮬ື㌴産業・ᕷሙのⓎᒎと多ᅜ⡠⮬ື㌴࣓ー࢝ーᡓ␎」上ᒣ㑥㞝⦅『ࢢローバ

ࣝ➇த下の⮬ື㌴産業㸫新⯆ᅜᕷሙにおけるᨷ㜵と日本࣓ー࢝ーのᡓ␎』第7❶、日ห⮬ື㌴新⪺社、

201�年3月。

⑤ 単ⴭ「経済ࢢローバࣝ化時代における´ಖㆤ主義µ政策のあࡾ方㸫ࣝࢪࣛࣈと࣓ࢥࢩ࢟におけるつの㛤Ⓨ

ᡓ␎のẚ㍑分ᯒを㏻ࡌて」Ἑᮧဴ・ⱂ⏣ᾈྖか⦅『ࢢローバࣝ資本主義と新⯆経済』第�❶� 日本経

済ホ論社、201�年12月。

所 属 学 会  日本ᅜ㝿経済学会 
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ふりがな いら     い   さ   おࡓ

氏 名 ᖹ ఀ బ 㞝

職   名 准教授 学   位   経済学修士

主な担当科目
【学部】経済ྐᇶ♏・経済ྐ・Ḣᕞ経済ྐ

【大学院】すὒ経済ྐ特論

趣味・特技 ┿ᙳ機のࣞࢥクࣙࢩン

学生に推薦する本 Ọᓥ✨『ࣚーロッࣃ⮬ື㌴人生ά』⋞社

教員からのメッセージ 。るかࢀへᡭ⣬をᒆけらࢩࣝ࢞ࡣྩ

略    歴

1991年3月 大ᮾᩥ化大学経済学部༞業

1999年3月 大ᮾᩥ化大学経済学研究科博士ᚋ期課程退学

1999年4月 立正大学経済学部講師

2007年4月㸫2008年3月 ࢠ・ࢶࢻーࢭン大学Ṕྐ・ᩥ化学部Ṕྐ

学研究ᡤ中ୡྐ分野ᐈဨ研究者

2009年4月 立正大学経済学部准教授

専 門 分 野 ࣚーロッࣃ中ୡ経済ྐ・教会ྐ・修道院ྐ

現在の研究テーマ ー会修道院による㎰業㐠営・ၟ業άືについてࢺࢩ

過去5年間の主要研究業績

① 「日ⶈ᐀大学ᯘ・日ⶈ᐀大学の時代㸫専㛛学ᰯとࡋての日ⶈ᐀大学ᯘの㛤ᯘから㈈ᅋ法人

のタ立ࡲで」『立正大学ྐ⣖せ』第 7 号 2024 年 3 月

② 第『立正大学ྐᩱ⦅⧩ᐊのᰭ』「ス⛣転ၥ㢟ࣃンࣕ࢟」 10 号 2024 年 3 月

③ 「150 年๓における㕲道の㛤業と立正大学㛤ᰯの㉳Ⅼ」『立正大学ྐᩱ⦅⧩ᐊのᰭ』第 9
号 2023 年 3 月

④ 「学生㣗ᇽの᫇」『立正大学ྐᩱ⦅⧩ᐊのᰭ』第 8 号 2022 年 3 月

⑤ 「㇂ᒣୣࢣにᘓつ新ᰯ⯋㸫⤮ࡣがきからの⪃ᐹ㸫」『立正大学ྐ⣖せ』第 5 号 2020 年 3
月

上記以外の研究業績（5点以内）

第109号 2011年3月『立正ྐ学』「についてのぬ書きࢠンࣛࢢー会修道院のࢺࢩ」①
②  P. ࢹィンࢶェࣝバッࣁー、J.ࣞスター・࣍ッࢢ、ᮅ ᩥᕷ ┘ヂ『修道院ᩥ化ྐ』ඵ

ᆏ書ᡣ 2008年1月、2014年10月[ᬑཬ版] ࢺࢩー会の❶㑥ヂ

③ 第58『経済学Ꮨ報』「クのタについてࣝ࣋ェンࣇッࢩ修道ཧ会ᚊ院ࣀࢳスࢢ࢘」
巻第1号（立正大学経済学会）2008年8月

④ Ụᓮ ⋹ዉ、┘修『きっ࢝ࢽ࣏ࣕࢪࡎ』小学㤋 2006年6月 部分㡯目ᇳ➹

ẚ㍑㒔ᕷྐ』「修道院のから㸫ࢺン࣓ローࣄ㸫ࢠンࣛࢢー会修道院の㒔ᕷ㤋とࢺࢩ」⑤

研究』第24巻 第2号 2005年12月

所 属 学 会 社会経済ྐ学会、ẚ㍑㒔ᕷྐ研究会、すὒྐ研究会、産業㑇産学会 
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ふりがな ࡓかࡋࡣ  みࡺき 

氏 名 㧘ᶫ ⨾⏤⣖

職   名 教授 学   位 博士�経済学� 

主な担当科目
【学部】経済ྐᇶ♏、日本経済ྐ、経済ྐ1・2 

【大学院】日本経済ྐ特論、日本経済ྐ特殊研究 

趣味・特技 テࢽス、᪑⾜ 

学生に推薦する本

 日本経済新⪺出版社『༴機と人㢮』（2019）ࢻンࣔࢲ・ࢻࣞࣕࢪ

 ン（2001）『ỿ㯲の』新₻ᩥᗜࢯー࢝・ェࣝࢳࣞ

▼ᶫ‣ᒣ（19�5）『‣ᒣᅇ』ᒾἼᩥᗜ

教員からのメッセージ

大学時代に⮬分が「こࢀにᡴࡕ㎸ࢇだ」と⮬ಙを持ってゝえるものをぢ

つけよう。学生時代の時間ࡣ、⮬⏤に㐣ࡏࡈる貴重なもの。うっかࡋࡾて

いるとすࡄに時間ࡣ経ってࡲࡋう。本もࡓくさࢇㄞࢇでࡋい。 

⮬分のክを持ってࢀࡑを目指ࡋてࡋい。ດ力ࡣᚲࡎ報ࢀࢃる。 

略    歴

 ᮾி生ࢀࡲ。慶應義塾大学経済学部༞業、一ᶫ大学大学院経済学研究

科修（博士（経済学））、一ᶫ大学経済研究ᡤ専任講師を経て、立正

大学経済学部准教授。 

専 門 分 野 日本経済ྐ、Ṕྐ人口学 

現在の研究テーマ
Ṕྐの中で、㒔ᕷ・中小㒔ᕷ・㎰ᮧにおける人口とᐙ᪘ࡣ経済との

ような関ࡾࢃを持ってືいていࡓのか。Ụᡞ時代のዪ性の働き方と出

産・子育ての≧ἣ。㏆ୡにおけるᐙ␆（∵と㤿）の㣫㣴≧ἣ。 

過去5年間の主要研究業績

① 「᫂๓期日本におけるࣛࣞࢥὶ⾜のᩘ㔞的分ᯒ」『経済学Ꮨ報』第72巻第4号、2023年3月、SS.57��1。 

② 「人口と㣚㤡��Ṕྐ人口学の成ᯝから⪃える」ᖹ・ᓥすᬛ㍤・ᓊ⏣┿ ⦅ⴭ『ࣁンࣈࢻック 日

本経済ྐ ᚨᕝ期からᏳᐃ成長期ࡲで』2021年12月、ࣝࢿ࣑ヴ書ᡣ、SS.6�9。 

③ 「人口減少社会に生きるということ―Ṕྐ人口学からのၥい」『ୡ⏺』ᒾἼ書ᗑ、947号、2021年�月、

SS.13��147。 

④ 「Ṕྐ人口研究のࡵࡓのࢹータ」『⤫ィ』7月号、2021年7月、日本⤫ィ協会、SS.4�9。 

⑤ 「㏆ୡ日本の人口とẼೃ」（ඹⴭ）中ሯ Ṋ┘修、㙊㇂かおる・Ώ㎶ᾈ一⦅『Ẽೃ変ືから㏆ୡをみなお

す―ᩘ㔞・ࢩステム・技術』、2020年12月、⮫ᕝ書ᗑ、SS.51�96。

上記以外の研究業績（5点以内）

① 『ᅾ㒓⏫のṔྐ人口学――㏆ୡにおける地域と地方㒔ᕷのⓎᒎ』、ࣝࢿ࣑ヴ書ᡣ、2005 年 5

月。 

② 「㏆ୡᮾの人口政策」、小ᓥᏹ・ᘅᔱΎᚿ⦅ⴭ『人口政策のẚ㍑ྐ――ࡂࡵࡏあうᐙ᪘と⾜政』

日本経済ホ論社、2019 年 9 月、SS.29��2。 

③ 「ᅾ㒓⏫の⤖፧と፧」㯮㡲里⨾⦅『Ṕྐ人口学からみࡓ⤖፧・㞳፧・፧』、㯇⃝大学出版会、

2012 年 3 月。 

④ 「㏆ୡ中期の人口減少と少子化対策」『日本労働研究雑誌』No.562、労働政策研究・研修機構、

2007 年 � 月、SS.3�12。 

⑤ 「㝣ዟᅜ本ᯇ⸬における⦖ᘬ�地ࢩステム）――経済変ᩘとࡋての持高ࢹータ⪃」『㯇⃝

経済研究』第 13 巻第 1 号、200� 年 3 月、SS.���7�。 

所 属 学 会  社会経済ྐ学会、日本人口学会、日本ᐙ᪘社会学会 
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ふりがな   とのࡂ  このみ 

氏 名 እᮌ ዲ⨾
職   名 准教授 学   位 博士（経済学） 

主な担当科目 【学部】ᅜ㝿㔠⼥論1・2㸪ドๆᕷሙ論1・2 

趣味・特技  ᩓ歩（㕲道㑇産ࡾࡄࡵ㸪中小Ἑᕝ・用Ỉࡾࡄࡵ） 

学生に推薦する本
 『ステࣜー࣑経済成長の』�ⴭ� プマンࣝ࣊ ンࢼࣁ࢚ࣝ 

ᮧᯇ   �ⴭ�『日本のᕝ ࡲࡓがࢃ』 

教員からの

メッセージ
 学生生άを㏻ࡌて㸪本㡢・本Ẽでヰࡏる㸪一生ものの人をసって下さい 

略    歴

中ኸ大学経済学部༞業 

一ᶫ大学経済学研究科博士課程単位取得満期退学 

ෆ㛶ᗓ経済社会総合研究ᡤᬒẼ⤫ィ部務ᐁ 

神ዉᕝ大学経済学部特任ຓ教 

専 門 分 野 企業のタഛᢞ資⾜ື� ↓ᙧ資産� 企業౯್ 

現在の研究テーマ 企業౯್㸪↓ᙧ資産㸪企業のタഛᢞ資⾜ື㸪成長会ィ

過去�年間の主要研究業績 

ձ 'RHV WKH SURGXFWLYLW\ -�FXUYH H[LVW LQ -DSDQ"�(PSLULFDO VWXGLHV EDVHG RQ WKH PXOWLSOH T WKHRU\�

-RXUQDO RI WKH -DSDQHVH DQG ,QWHUQDWLRQDO (FRQRPLHV� YRO� ��� LVVXH &� ����࠙ඹⴭࠚ 

ղ 0XOWLSOH T DQG ,QYHVWPHQW LQ -DSDQ� 6SULQJHU� ����࠙ඹⴭࠚ 

上記以外の研究業績（�点以内）

① 'R ,QWDQJLEOHV &RQWULEXWH WR 3URGXFWLYLW\ *URZWK LQ (DVW $VLDQ &RXQWULHV" (YLGHQFH IURP -DSDQ 

DQG .RUHD㸪7KH :RUOG (FRQRP\� *URZWK RU 6WDJQDWLRQ"� &DPEULGJH 8QLYHUVLW\ 3UHVV� �����࠙ඹⴭࠚ 

② タഛᢞ㈨研究のࣥࣟࣇテーࠗ␗㉁ᛶ࠘のゎ᫂ 0XOWLSOH T 業⼥㸪ࠗ᪥本⤒῭ ኚ㠉ᮇの㔠ࣝࢹࣔ

⾜ື ࠘➨ �❶࠙ඹⴭࠚ 

③ สり㎸ࡳฎ⌮ᬒẼືྥᣦᩘ㸫ࠕสり㎸ࡓ࠸⏝ࢆࠖ,'ࡳ外್ࢀのᢕᥱ㸫㸪ࠗ ୡ⏺ྠἣᬒẼᚠ⎔分ᯒ࠘

➨�❶ 

④ ,QWDQJLEOH ,QYHVWPHQW LQ -DSDQ� 0HDVXUHPHQW DQG &RQWULEXWLRQ WR (FRQRPLF *URZWK� WKH  5HYLHZ RI 
,QFRPH DQG :HDOWK� 9RO��� ,VVXH �� SS���������࠙ඹⴭࠚ 

⑤ るྠ᪉⛬ᘧの㆑ู̿ࠖࠗࡼ業౯್のᅉᯝ㛵ಀ̿分ᩓᆒ୍ᛶに外ᅜேᢞ㈨ᐙのᰴᘧ所᭷ࠕ ⤒῭研究࠘

➨��ᕳ �����㡫㸬࠙ ඹⴭࠚ

所 属 学 会
日本⤒῭学会

日本㔠⼥学会
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ふりがな なかࡴら ࡴねࡺき 

氏 名 中ᮧ ᐀அ

職   名 准教授 学   位 博士（経済学） 

主な担当科目
【学部】マࣝクス経済学� ᬒẼᚠ⎔論 

【大学院】マࣝクス経済学特論 

趣味・特技 ㄞ書� ᪑⾜ 

学生に推薦する本

マࣗࢩー・ࢻࢧ『多様性の科学』ࢹ�ィス࢝ヴー・࢚ࢺンティ

࣡ン�2021年 

Ᏻ本⨾『ࢹータ࢚ࢧンスがゎく㑧㤿ྎᅜ』�ᮅ日新⪺出版�ᮅ日新

書��2021年

教員からのメッセージ  ᴦࡋく学ࢇでいきࡻࡋࡲう。 

略    歴

ᇸ⋢大学経済学部༞業 

ᮾி大学大学院経済学研究科博士課程修 

上Ṋ大学ࢿࢪࣅス報学部准教授なを経て、 

2012年よࡾ立正大学准教授 

専 門 分 野  経済理論（㈌ᖯ・ಙ用論� 分配論） 

現在の研究テーマ  ㈌ᖯ� 労働� 分配� ⚟♴に関する理論的研究 

過去5年間の主要研究業績

①（論ᩥ）「ᕷẸ的⤫合と政ᩥ化 㸫࢚マࢺ・࢚ࣝࣗࢽッࢻのᐙ᪘㢮ᆺ論のどゅから㸫」� 

日本科学者会議『日本の科学者』59�4� 2024年4月

②（論ᩥ）「マࣝクスのᖹ➼論」� 新ᮧ⪽・⏣上Ꮥ一⦅ⴭ『ᖹ➼のဴ学ධ㛛』� 社会ホ論社�

第�❶� 2021年1月

上記以外の研究業績（5点以内）

①（論ᩥ）「資本主義論のㅖၥ㢟」� ஂኖ・ඖᮌ㟹・ⱌᚿె・ཎඞᐉ⦅ⴭ『21ୡ⣖資本

主義ୡ⏺のࣇロンティ 㸫経済・⎔ቃ・ᩥ化・ゝㄒによる重ᒙ的分ᯒ㸫』� ᢈホ社� 第1
❶� 2017年�月 

②（論ᩥ）「ࣔ࣍㺃࢚ࣆࢧンスの換性向 㸫㢮人⊷のẚ㍑研究㸫」� ᮧ務・中ᮧ᐀அ⦅ⴭ『㈌

ᖯと㔠⼥ 㸫Ṕྐ的転換期における理論と分ᯒ㸫』� 社会ホ論社� 第20❶� 2013年�月 

③（論ᩥ）「㠀正つ雇用のᚅ㐝改ၿをồࡵる᰿ᣐについて」� 小ᖭ道・㟷ᡯ高ᚿ・ΎỈᩔ⦅

『マࣝクス理論研究』� ᚚⲔのỈ書ᡣ� 第1�❶� 2007年3月 

④（論ᩥ）「ᦢ取論と⮬ᕫᡤ᭷ᶒ」�『経済理論学会年報』第3�㞟� 2001年9月
⑤（論ᩥ）「㈌ᖯ౯್の⪃ᐹ」� ᮾி大学経済学研究会『経済学研究』第�0号� 199�年2月

所 属 学 会
経済理論学会� 経済学ྐ学会� ẚ㍑経済య制学会� 社会主義理論学

会�日本ࢪ࣋タࣜン学会 
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ふりがな ࡣやࡋ   やすࡋ 

氏 名 ᯘ ᗣ ྐ

職   名 教  授 学   位   法学修士 

主な担当科目
【学部】㔠⼥論、現代ၟရᕷሙ論 

【大学院】㔠⼥特論、㔠⼥特殊研究 

趣味・特技 ᪑⾜・ほ。特技ࢥࡣス࢛ࣇࣃࢺーマンスのいい㣧㣗ᗑをႥࡂ分けること㹿 

学生に推薦する本 ▼ᶫ‣ᒣ『‣ᒣᅇ』：ᅾ学中にㄞࡴことをお່ࡲࡋࡵす。 

教員からのメッセージ

,7、㔠⼥ࢩステムの㐍化にともなって、㔠⼥ᕷሙでの出来がୡ⏺中の人々

にᙳ㡪をえる時代となࡓࡋࡲࡾ。こࡣࢀṔྐ上ࡵࡌࡣてのこととゝえࡲす。

一⯡ᾘ㈝者にとっても、㔠⼥ᕷሙや㔠⼥ၟရに㏻ࡌておくことがᚲせです。

▱㆑ࡤかࡾでなく、㔠⼥ࣜࣅࣃࢣティも身につけておかねࡤなࢇࡏࡲࡾ。 

略    歴

大㜰生ࢀࡲ。大㜰大学法学部༞。法学修士（ᮾி大学）。一ᶫ大学大学院法学

研究科博士課程中退。ク࣎タ、ఫ生ಖ㝤、大ドๆᢞ資ಙク、あおࡒら

㖟⾜（職務経㦂ࡣ、㍺出営業、ཎ౯管理、Ⅽ᭰ࢹィーࣛー、࣑ࣀࢥ࢚スࢺ、

スࣛࢺテࢪスࢺ➼）を経て、2005年から現職。⳹ᮾ師⠊大学（ᐈဨ教授）、一

ᶫ大学（㠀ᖖ講師）➼。ࡑの、ᐁᗇ➼のጤဨ会࣓ンバー、ホ論άື➼。 

専 門 分 野 㔠⼥論、㈌ᖯ論、እᅜⅭ᭰論、㔠⼥法 

現在の研究テーマ
①㔠⼥ࢩステム・㔠⼥法㺂②マーࢣッࢺスࣛࢺクࣕࢳー・౯格ᙧ成࣓ࢽ࢝ズム、

、化ࣝࢻンス、⑤㔠⼥教育、նࢼࣇࣝࢼࢯーࣃ④、ンスࢼࣇື⾜③

շ㈌ᖯ論・地域㏻㈌、ոマクロࢼࣇンス、չၟရ論、պ▼ᶫ‣ᒣ 

過去�年間の主要研究業績 

①ඹⴭ（ᯘᗣྐ・ḷ代ဴஓ）「立正大学経済学部学生課እ学⩦プロࣛࢢム『公┈㏻㈌（地域㏻㈌）ࣜࣛࢧのὶ㏻

の実ែ調査』報告書」立正大学経済学会『経済学Ꮨ報』（第69巻第4号）2020年3月
②Yasushi Hayashi, Tetsuya Utashiro “An Examination of the Complementary Currencies Past and Present” 

The Rissho international journal of academic research in culture and society 3, 2020年3月
③「（公┈㈈ᅋ法人ࣛࢺスࢺᮍ来࢛ࣇーࣛムጤク調査）ಙク会社によるಙク業務のෆ容ཬびಙク制度のά用方法

に関する調査」（ඹྠᇳ➹）地域㔠⼥研究ᡤ 2022年11月
④単ⴭ「࣓ࢥඛ≀ᕷሙを⪃えるɆఱをぢᤣえて、こに向かうきなのか」㎰政調査ጤဨ会『㎰␆産≀の౯格ᙧ

成とඛ≀ᕷሙ㸫ᅜ㝿✐≀ᕷሙに学ࡪ㸫「㎰産≀ᕷሙၥ㢟研究会」の記㘓』『日本の㎰業 あすへの歩み』（263-264
号）2024 年 2 月

⑤単ⴭ「㈌ᖯにおけるಙ用とࡑの構造」立正大学経済学会『経済学Ꮨ報』（第74巻第2号）2024年10月
⑥単ⴭ「ᒣ⏣方㇂の⸬ᮐๅ新」ᒣ⏣方㇂研究会『ᒣ⏣方㇂研究会会誌ࠒ7ࠑ』2024 年 11 月

上記以外の研究業績（�点以内） 

①単ⴭ「ⱥᅜの㔠⼥法制度の立法および改正におけるࣙࢩ࢚ࢩࢦࢿン」ᯘᗣྐ ΅ンɆɆࣙࢩ࢚ࢩࢦࢿ』⦆

の法ᩥ化』第㸯❶（法ᩥ化ྀ書㸴）、ᅜ㝿書院 2009年2月
②⦅ⴭ『㈌ᖯと㏻㈌の法ᩥ化』ᅜ㝿書院 2016年9月
③ඹⴭ（ḷ代ဴஓ・ᯘᗣྐ）「ーヴィンࣇ・ࢢィッࣕࢩーのスタンプ⣬ᖯ（⿵㏻㈌）のព義」『経済学Ꮨ報』

（第68巻第2・3号）2019年1月
④単ⴭ「㣗ရᏳと業者の⮬主つ制・⮬主管理」『㣗ရᏳ法制ᕷẸのᏳ心・Ᏻ』第 3 ⦅第 4 ❶、第一法つ

2019 年 1 月

⑤ඹⴭ（ᯘᗣྐ・ḷ代ဴஓ・⠛本Ἃᕼ・ᮌ下┤ಇ）「マクロࢼࣇンスのࢥンࢭプࢺのዡ学㔠制度への応用

と㔠⼥教育」立正大学経済学会『経済学Ꮨ報』（第69巻第1号）2019年7月 

所 属 学 会 㔠⼥学会、㔠⼥法学会、法と経済学会、法ᩥ化学会、㹄㹎学会
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ふりがな  ー ࡺ ࢇ ࡲ か 

氏 名 ーマン࣍ ⏤ె

職   名 教授 学   位
ᩥ学修士 

教育学修士 

主な担当科目
【学部】␗ᩥ化ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン 

        %XVLQHVV (QJOLVK 6NLOOV（ᅜ㝿ࢥース） 

趣味・特技 ㄞ書、ⱥㄒ௨እのእᅜㄒ⩦得（にᣮᡓࡓࡋい） 

学生に推薦する本
Spencer Johnson “Who Moved My Cheese?” (Putnam) 
A.W.ࢥーンࢨ࢘ࣁー『大学でຮᙉする方法』（⋢ᕝ大学出版部）

教員からの

メッセージ

እᅜㄒを学ࡪと、様々な人とのࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンが可能になるだけで

。すࡲࡾーࣝを身につけることになࢶるࡆなく、⮬分⮬身のど野をᗈࡣ

ᖜᗈい分野でࢢローバࣝ化が㐍ࢇでいる中、ୡ⏺ඹ㏻ㄒとࡋてのⱥㄒを

学び、大学ᅾ学中にⱥㄒ力に☻きをかけࢇࡏࡲか㸽ㄒ学に⋤道ࡣあࡲࡾ

ࢀて྾する⥅続的なດ力があࢀら積ᴟ的にⱥㄒにゐ⮬、ࡋかࡋ。ࢇࡏ

 。ですࡎࡣるࢀてくࡏを成長さࢇ成ᯝが出てⓙさࡎᚲ、ࡤ

略    歴

成㋣大学ᩥ学部༞業、成㋣大学大学院（ᩥ学修士）、テンプࣝ大学大学

院（教育学修士）、ᅜ㝿ᇶ╩教大学大学院教育学研究科博士ᚋ期課程満

期退学。እ資⣔⯟✵会社務ᚋ、㏻ヂ、企業研修講師、㏻ヂ㣴成講ᗙ講

師、さࡲࡊࡲな大学での㠀ᖖ講師を経て現職。 

専 門 分 野 ⱥㄒ教育、࣓ࢹィⱥㄒ教育 

現在の研究テーマ ࢿࢪࣅスⱥㄒ

過去�年間の主要研究業績

① 『大学におけるⱥㄒ教育と࣓ࢹィࣜテࣛࢩー �࣓ࢹィテクスࢺによるᕷẸ的教

㣴の可能性』ࢯーࣆࣕ࢟ࣝࣕࢩタࣝ、2017年7月。

② 『21ୡ⣖資本主義ୡ⏺のࣇロンティ ̾ 経済・⎔ቃ・ᩥ化・ゝㄒによる重ᒙ的分ᯒ』

ᢈホ社、（第�❶「新⪺࣓ࢹィの社会ゝㄒ学的プローࢳ ̾ ᢈุ的ࢹィスࢥース分

ᯒ(CDA)の一⪃ᐹ」ᇳ➹ᢸᙜ）2017年4月。 

上記以外の研究業績（�点以内） 

① 、Media, English and Communication. No.2（第50号）「ーࣇいとᴫᛕ࣓タࢃンの࣡」

日本࣓ࢹィⱥㄒ学会、2012年8月。

② “Metaphor in Economic Discourse” 経済学Ꮨ報第60巻第3・4号、立正大学、2011年3月。

③ “Improving Reading Courses at Japanese Universities: from “Yakudoku” to “Reading 
   Strategies” and “Extensive Reading” 経済学Ꮨ報第60巻第2号、立正大学、2011年2月。 

④ 『ⱥᏐ新⪺1分間ࣜーࢹィンࢢ Vol. 3』日本経済新⪺出版社、2010年12月。 

⑤ 『ⱥᏐ新⪺1分間ࣜーࢹィンࢢ Vol. 2』日本経済新⪺出版社、2010年6月 

所 属 学 会 日本࣓ࢹィⱥㄒ学会 
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ふりがな みやがࢃ こうࡒう

氏 名 ᐑᕝ ᖾ୕
職 名 教授 学 位 経済学修士

主な担当科目
【学部】ィ㔞経済学・実ド経済分ᯒ・ࢼ࣑ࢮーࣝ

【大学院】ィ㔞経済学特論

趣味・特技 ᩱ理

学生に推薦する本 ᑿᓮᕑ(2004)『日本の産業構造』慶應義塾大学出版会

教員からの

メッセージ
高い目ᶆを持ࡻࡋࡲࡕう。

略 歴

慶應義塾大学経済学部༞業

慶應義塾大学経済学研究科修士課程修

慶應義塾大学経済学研究科ᚋ期博士課程単位取得退学

慶應義塾大学産業研究ᡤ 専任講師

慶應義塾大学産業研究ᡤ 准教授

立正大学経済学部 准教授

立正大学経済学部 教授（現職）

専 門 分 野 経済⤫ィ学、産業連関分ᯒ

現在の研究テーマ
産業分㢮・生産≀分㢮に関する研究、SUT᥎ィᡭ法に関する研究、日本のၟ

業άືの実ド分ᯒ、ࢪࢹタ࣑ࣝࣀࢥ࢚ーの⤫ィ的ᢕᥱ、ほග経済の実ド分ᯒ

過去5年間の主要研究業績

① 「௧3年「経済ࢭンࢧス㸫άື調査」と生産≀分㢮」（単ⴭ）, 『経済⤫ィ研究』第51巻
ϫ号, 経済産業⤫ィ協会, 2024年.

② 「౪⤥・使用⾲（SUT）における産業分㢮および生産≀分㢮の㐺用」（単ⴭ）, 『産業連関』,
31巻2号, ⎔ኴᖹὒ産業連関分ᯒ学会, 2023年.

③ 「༺・小産出の࣋ンࢳマーク᥎ィ㸫「経済ࢭンࢧス̺άື調査」によるGDP ᐃ精度の

᳨ウ―」（ඹⴭ）,『経済分ᯒ』第207号, ෆ㛶ᗓ経済社会総合研究ᡤ, 2023年.
④ 「ၟ業の産業分㢮・生産≀分㢮に関する一⪃ᐹ」（単ⴭ）,『経済⤫ィ研究』第49巻ϫ・第

50巻Ϩ合ే号, 経済産業⤫ィ協会, 2022年.
⑤ 「ၟ業⤫ィࢹータによるὶ㏻経㊰ูマーࢪン⋡の分ᯒ㸫ၟ業部㛛の⤫ィ精度向上に向けࡓ

一⪃ᐹ㸫」（単ⴭ）, 『研究ᡤ報』, No.52, 日本⤫ィ研究ᡤ, 2021.  
上記以外の研究業績（5点以内）

① “Benchmark 2011 integrated estimates of the Japan-US price-level index for industry outputs”（ඹ

ⴭ）, Measuring Economic Growth and Productivity (Edited by B. M. Fraumeni) 第12❶,
Academic Press, 2019年.

② 『日中連関構造の経済分ᯒ』（ඹⴭ）, ວⲡ書ᡣ, 2016年.
③ .慶應義塾大学出版会, 2008年（ඹⴭ）『ス研究ࢧンࢭ経済࣓࢝ࣜ』
④ 『中ᅜの地域産業構造分ᯒ』（ඹⴭ）慶應義塾大学出版会, 2008年.
⑤ 『ཧධ・退出と多ゅ化の経済分ᯒ㸫ᕤ業⤫ィࢹータを用いࡓ実ド理論研究㸫』（ඹⴭ）慶

應義塾大学出版会, 2003年.

所 属 学 会

⎔ኴᖹὒ⏘ᴗ㐃関ศᯒ学会

日本ᆅᇦ学会

⤒῭⤫ィ学会
International Input-Output Association (IIOA) 
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ふりがな  けいこ   ࡓらࡴ 

  

氏 名 ᮧ⏣ ၨ子

職   名 教授 学   位
経済学博士（'.3KLO LQ 

(FoQoPLFV） 

主な担当科目 【学部】日本経済論㸯・㸰 【大学院】日本経済論特論 

趣味・特技  ᒣ歩き、日本経済をほᐹすること 

学生に推薦する本   

教員からの

メッセージ
大学での学ၥを㏻ࡌ⮬分で⪃える力を身につけࡻࡋࡲう。 

略    歴

ᮾி大学経済学部༞業 

 大学経済学博士（'. 3KLO. LQ (FoQoPLFV）ࢻー࢛ࣇックス࢜

経済企⏬ᗇ（現ෆ㛶ᗓ）調査ᒁෆᅜ調査第一課課長⿵బ 

2(&'経済ᒁマクロ経済政策分ᯒ課࣑ࣀࢥ࢚スࢺ 

日本㖟⾜㔠⼥研究ᡤ࣑ࣀࢥ࢚ࢽࢩスࢺ 

ෆ㛶ᗓ政策⤫ᣓᐁ付ཧᐁ（経済㈈政―ᾏእ分ᯒᢸᙜ） 

ෆ㛶ᗓ経済社会総合研究ᡤ上ᖍ主任研究ᐁ 

ᮾி㒔立大学経営学研究科教授 

ᮾி㒔立大学ྡ教授 

専 門 分 野 現代日本経済 

現在の研究テーマ 現代日本経済の実ド的研究、政策ຠᯝ分ᯒ、ᐙィ⾜ື

過去�年間の主要研究業績 

① On the decline in propensity to consume during the Abenomics period, ESRI Research Note, 77, 
Economic and Social Research Institute, Cabinet Office, 2023 (ඹⴭ).. 

② Dissaving by the elderly in Japan: Empirical evidence from survey data, Seoul Journal of Economics
32(3) 27-53, 2019.  

③ The intra-family division of bequests and bequest motives: Empirical evidence from a survey on Japanese 
households, Journal of Population Economics 32(1) 309-346, 2019 (ඹⴭ).   

④「日本⤒῭䛾䝬䜽䝻ศᯒ㻌 ప ⤒῭䛾䝟䝈䝹䜢ゎ䛟䛃日本⤒῭᪂⪺ฟ∧♫䚸2019ᖺ䠄ඹⴭ䠅

⑤ Is there a retirement consumption puzzle in Japan? Evidence from a household panel dataset spanning 
several years, Applied Economics 51(16), 2018 (ඹⴭ). 

上記以外の研究業績（�点以内）

① How does the first job matter for an individual’s career life in Japan?, The Journal of The Japanese and 
International Economies 29 154-169, 2013 (ඹⴭ).

②Changes in the Japanese employment system in the two lost decades, ILR Review 65(4) 810-846, 2012  
(ඹⴭ).

③Credit, housing collateral, and consumption: Evidence from Japan, the UK, and the US, Review of Income 
and Wealth 58(3) 397-423, 2012 (ඹⴭ).

④Do small depositors exit from bad banks?: Evidence from Japanese small financial institutions, Japanese 
Economic Review 57(2) 260-278, 2006 (ඹⴭ).

⑤Precautionary saving and income uncertainty: Evidence from Japanese micro data, Monetary and 
Economic Studies 21(3) 21-52, 2003.  

所 属 学 会 日本⤒῭学会

― 292 ―



ふりがな やࡕࡄࡲ かࡎお 

氏 名 ᒣ口 ⏨

職   名 専任講師 学   位 博士【経済学】 

主な担当科目 公ඹ経済学㸪࣑クロ経済学 

趣味・特技 ᩓ歩 

学生に推薦する本
 ーⴭ（㠡㇂㞞ᩄ㸪ᒸ⏣⾜ヂ）࢝ッ࣋・ー㸪*・N࢝ッ࣋・6・*

 �ᮾὒ経済新報社㸪199『こう⪃えるࡣー教授の経済学で࢝ッ࣋』

教員からのメッセージ

㈐任ある⾜ືをとることを㢪う  

  

略    歴

ᮾி大学大学院経済学研究科博士課程修 

  

専 門 分 野 ࢤーム理論㸪公ඹ経済学㸪࣑クロ経済学 

現在の研究テーマ タの立地の社会的㑅ᢥ 

過去5年間の主要研究業績

① 6SDWLDO EDUJDLQLQJ LQ UHFWLOLQHDU IDFLOLW\ OoFDWLoQ SUoEOHP� 7KHoU\ DQG
'HFLVLoQ 93� 69�104 �2022� >単ⴭ@ 

上記以外の研究業績（5点以内）

① 2XWFoPHV oI EDUJDLQLQJ DQG SODQQLQJ LQ VLQJOH IDFLOLW\ OoFDWLoQ SUoEOHPV� 

0DWKHPDWLFDO 6oFLDO 6FLHQFHV 59� 3��45 �2010� >ඹⴭ@ 

② /oFDWLoQ oI DQ XQGHVLUDEOH IDFLOLW\ oQ D QHWZoUN� D EDUJDLQLQJ DSSUoDFK� 

0DWKHPDWLFDO 6oFLDO 6FLHQFHV 62� 104�10� �2011� >単ⴭ@ 

③ %oUGD ZLQQHU LQ IDFLOLW\ OoFDWLoQ SUoEOHPV oQ VSKHUH� 6oFLDO &KoLFH DQG
:HOIDUH 46� �93��9� �2016� >単ⴭ@ 

所 属 学 会 日本経済学会 
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ふりがな   よࡋだ ࡺみ 

氏 名 ྜྷ⏣ ⨾
職   名 准教授 学   位 博士（経済学） 

主な担当科目

⎔ቃ経済ホ౯法1・2（特殊講義�） 

 ーク1・2࣡ࢻィーࣝࣇ

⤫ィ学ᇶ♏ & 

趣味・特技 書道㸪㡢ᴦ㚷㈹㸪3\WKoQによるプロ࣑ࣛࢢンࢢ（現ᅾ⩦得中）㸪ㄞ書 

学生に推薦する本

中ᐊか �ⴭ� 『「ཎᅉと⤖ᯝ」の経済学―ࢹータから┿実をぢᢤくᛮ⪃

法』㸪ࣔࣖࢲンࢻ社㸪2017年㸬 

 書ᡣ㸪2014年㸬ࡎⴭ� 『21ୡ⣖の資本論』㸪みす� ティࢣࣆ・マࢺ

貴ᚿ ♸ �ⴭ� 『ኳ使のᄰࡾ』㸪ゅᕝࣛ࣍ーᩥᗜ㸪2000年㸬 

小ᕝ 一Ỉ（ⴭ）『ኳෞのᶆ ࣜࢩーズ』㸪᪩ᕝ書ᡣ㸪2013年ࠥ 
教員からの

メッセージ
⮬分の「ẚ㍑ඃ位」な部分をぢつけよう㸟 

略    歴

立㤋大学経済学部経済学科 ༞業 

神ᡞ大学大学院経済学研究科博士ᚋ期課程 修 

ி㒔大学大学院㎰学研究科 3'研究ဨ 

ᮾ大学大学院⎔ቃ科学研究科 ຓ教 

⚟ᕤ業大学⎔ቃ報学部経営報学科 准教授 

専 門 分 野 ⎔ቃ㈈なの「㠀ᕷሙ㈈の経済ホ౯」 

現在の研究テーマ
ᫍ✵⎔ቃ・ほගの経済ホ౯―⚟┴大野ᕷභ࿅師高ཎの

⌈⍚♋ಖの経済ホ౯

過去�年間の主要研究業績 

ձ (IIHFWV RI LQIRUPDWLRQ SURYLVLRQ RQ ZLOOLQJQHVV WR SD\ IRU FRQVHUYDWLRQ RI DOSLQH 

SODQWV LQ -DSDQ -RXUQDO RI (QYLURQPHQWDO 0DQDJHPHQW� �����（ᰝㄞ㸪ඹⴭ） 

ղ 9DOXDWLRQ RI FRUDO UHHIV LQ -DSDQ� :LOOLQJQHVV WR SD\ IRU FRQVHUYDWLRQ DQG WKH 

HIIHFW RI LQIRUPDWLRQ� (FRV\VWHP 6HUYLFHV ��� �����（ᰝㄞ㸪ඹⴭ） 

ճ :KLFK G\QDPLF SULFLQJ UXOH LV PRVW SUHIHUUHG E\ FRQVXPHUV"" $SSOLFDWLRQ RI FKRLFH 

H[SHULPHQW� -RXUQDO RI (FRQRPLF 6WUXFWXUHV� � ��������� （ᰝㄞ㸪ඹⴭ） 

մ ᆅ⌮ⓗຍ㔜ᅇᖐࣔࡓ࠸⏝ࢆࣝࢹ生ά⣔ࡳࡈのฟ㔞のᆅᇦᕪに㛵する研究 � 分ู᭷ᩱᨻ

⟇のຠᯝ ̽㸪୰ி学ᅜ㝿学㒊⣖要㸪�ྕ� ����年㸬（ᰝㄞ↓㸪ඹⴭ） 

上記以外の研究業績（�点以内）

ձ ⍇⍈†ಖᨻ⟇にᑐするఫẸの㑅ዲ分ᯒ㸪᪥本⎔ቃඹ生学会ㄅ㸪��� ����年㸬（ᰝㄞ㸪༢

ⴭ） 

ղ (QYLURQPHQWDO 7D[ %XUGHQ LQ D 9HUWLFDO 5HODWLRQVKLS ZLWK 3ROOXWLRQ DEDWHPHQW 5	'� 

-RXUQDO RI 0DQDJHPHQW DQG 6XVWDLQDELOLW\� � ���� ����� （ᰝㄞ㸪ඹⴭ） 

ճ 7RR &KHDS WR (DW� 7KH 6LJQDOLQJ (IIHFW RI 3ULFH RQ )RRG 6DIHW\� ,QWHUQDWLRQDO 
-RXUQDO RI (FRQRPLF 3ROLF\ 6WXGLHV� �� �����（ᰝㄞ㸪ඹⴭ） 

մ ᣢ⥆ྍ⬟♫会ࢆᨭするࢫࢩテ࣒分ᯒ㸪⎔ቃ科学会ㄅ㸪�� ���� ����年㸬（ᰝㄞ㸪ඹⴭ） 

յ ���� ���� ��の♫会ⓗ౽┈� ᗫᲠ≀㈨※ᚠ⎔学会ㄽᩥㄅ㸪ࡑのつᐃ要ᅉື⾜ࣝࢡࢧࣜ年

（ᰝㄞ㸪༢ⴭ）

所 属 学 会 �学会ࡨ経済・ڧ
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がなࡾࡩ ࢁࡦさࡲ    ࡓࢃ       

Ặ ྡ Ώ部 ┿ᘯ
職   ྡ 教授 学   位 Ph.D. in Economics 

主なᢸᙜ科目

【学部】産業組織論・ࢤーム理論・特殊講義 1・2 
(Microeconomics with Calculus)・学修のᇶ♏
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